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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処

理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
 



 



 

 

はじめに 

本 LSIは、内部 32ビット構成の H8S/2600 CPUを核にして、システム構成に必要な周辺機能を集
積した高性能マイクロコンピュータです。 
本 LSIは、16ビットタイマパルスユニット（TPU）、プログラマブルパルスジェネレータ（PPG）、

ウォッチドッグタイマ（WDT）、シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）、A/D変換器、
モータコントロール PWMタイマ（PWM）、LCDコントローラ／ドライバ（LCDC）、I/Oポートな
どの周辺機能を内蔵しております。また、データトランスファコントローラ（DTC）を内蔵し、CPU
に代わって高速データ転送を行うことにより、高度な制御システムの組み込み用マイコンとして活用
できます。内蔵 ROMはフラッシュメモリ（F-ZTAT™*）で、仕様流動性の高い応用機器、量産初期
から本格量産の各状況に応じた迅速かつ柔軟な対応が可能です。 
【注】 * F-ZTAT（株）ルネサス エレクトロニクス（株）の商標です。 
 
対象者 このマニュアルは、H8S/2646グループを用いた応用システムを設計するユーザを対象と

しています。 
このマニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュー
タに関する基本的な知識を必要とします。 

 
目的 このマニュアルは、H8S/2646グループのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解

していただくことを目的にしています。 
なお、実行命令の詳細については、「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウ
ェアマニュアル」に記載しておりますので、あわせてご覧ください。 

 
読み方 

• 機能全体を理解しようとするとき 
→ 目次に従って読んでください。 
 本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性の順に構
成されています。 

• CPU機能の詳細を理解したいとき 
→ 別冊の「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル」を参照して
ください。 

 
凡例  レジスタ表記：シリアルコミュニケーションインタフェースなど、同一または類似した

機能が複数チャネルに存在する場合に、次の表記を使用します。 
XXX_N（XXXは基本レジスタ名称。Nはチャネル番号） 

 ビット表記例：左側が上位ビット、右側が下位ビット 
 
関連資料一覧   ウェブ・サイトに最新資料を掲載しています。ご入手の資料が最新版であるかを確 

  認してください。 
        （http://japan.renesas.com/ ） 
 



 

 

• H8S/2646グループに関するユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

H8S/2646グループ ハードウェアマニュアル 本マニュアル 

H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル RJJ09B0143 

 

• 開発ツール関連ユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラ、アセンブラ、最適化リンケージ 
エディタ ユーザーズマニュアル 

RJJ10J2552 

H8S、H8/300シリーズシミュレータ・デバッガユーザーズマニュアル RJJ10B0219 

High-performance Embedded Workshopユーザーズマニュアル RJJ10J2550 

 

• アプリケーションノート 

資料名 資料番号 

H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラパッケージ アプリケーションノート RJJ05B0558 

H8Sシリーズテクニカル Q&A ADJ-502-065 

F-ZTATマイコンテクニカル Q&A ADJ-502-055 

 



本版で改訂された箇所 

 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

1.1 概要 

表 1.1 概要 

1-3 表を修正 

項 目   仕　　様

メモリ • フラッシュメモリまたはマスク ROM 
• 高速スタティック RAM 

製品名
H8S/2646、H8S/2646R
H8S/2648、H8S/2648R

H8S/2645
H8S/2647

RAM
4kバイト

2kバイト

ROM
128kバイト

64kバイト

 
1.3.1 ピン配置図 

図 1.2（1） H8S/2646、

H8S/2646R、H8S/2645ピン配

置図（FP-144J/FP-144JV、

FP-144G/FP-144GV：上面図）

1-7 図を修正 
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【注】*　FWE端子はマスクROM版ではNCになります。
 

図 1.2（2） H8S/2648、

H8S/2648R、H8S/2647ピン配

置図（FP-144J/FP-144JV、

FP-144G/FP-144GV：上面図）

1-8 図を修正 
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【注】*　FWE端子はマスクROM版ではNCになります。
 

2.7.1 アドレッシングモード

(8) メモリ間接 @@aa:8 

2-31 説明を修正 

8ビット絶対アドレスの上位のビットはすべて 0となりますので、
分岐アドレスを格納できるのは 0～255（ノーマルモード*のとき
H'0000～H'00FF 、アドバンストモードのとき H'000000～
H'0000FF）番地です。 

ノーマルモード*の場合は、メモリ上のオペランドはワードサイズで
指定し、16ビットの分岐アドレスを生成します 。 
改-1 



修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

2.8.1 概要 

図 2.14 処理状態の分類 

2-36 図を修正 

リセット状態

CPUおよび内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態

例外処理状態

リセット、トレース、割り込み、トラップ命令の例外処理要因によって、通常の処理状態
の流れを変える過渡的な状態

 
2.8.3 例外処理状態 2-38 説明を修正 

例外処理状態は、リセット、トレース、割り込み、またはトラップ
命令の例外処理要因によって起動され、CPUが通常の処理状態の流
れを変え、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）
を取り出し、そのスタートアドレスに分岐する過渡的な状態です。 

3.5 各動作モードのアドレス

マップ 

図 3.1（2） H8S/2645、

H8S/2647の各動作モードのア

ドレスマップ 

3-8 図を修正 

H'FFE800
H'FFE7FF

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFE7FF

内蔵RAM *

外部アドレス空間

リザーブエリア リザーブエリア

H'FFE800

H'FFEFC0

H'FFF800

内蔵RAM *
H'FFE800

H'FFEFBF
内蔵RAM

外部アドレス空間

H'FFF800  
4.1.1 例外処理の種類と優先

度 

4-1 説明を修正 

例外処理には、表 4.1に示すように、リセット、トレース、直接遷
移、トラップ命令、および割り込みによるものがあります。 

4.7 スタック使用上の注意 

図 4.6 SPを奇数に設定した

ときの動作 

4-9 図を修正 

SP H'FFFEFA

H'FFFEFB

H'FFFEFC

H'FFFEFD

H'FFFEFE

H'FFFEFF

R1L

PC

 
8.3.3 DTCベクタテーブル 

表8.4 割り込み要因とDTCベ

クタアドレスおよび対応する

DTCE 

8-13 表を修正 

割 り 込 み 要 因 要 因
発生元

ベクタ
番号

ベクタ
アドレス

DTCE*1 優先
順位

TGI0A（GR0Aコンペアマッチ／インプット
キャプチャ）

TPU 32 H'0440 DTCEB5  

TGI0B（GR0Bコンペアマッチ／インプット
キャプチャ）

チャネル 0 

33 H'0442 DTCEB4  

TGI0C（GR0Cコンペアマッチ／インプット
キャプチャ）

 34 H'0444 DTCEB3  

TGI0D（GR0Dコンペアマッチ／インプット
キャプチャ）

 35 H'0446 DTCEB2  
低

 

 改-2 



修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

9.13.3 端子機能 

表 9.29 ポートＦの端子機能

9-57 表を修正 

動作モード

SGS3～0の設定

PF4DDR

端子機能 H8S/2646、H8S/2646R、
H8S/2645
H8S/2648、H8S/2648R、
H8S/2647

SEG出力

－

SEG18出力

SEG34出力

ポート

－

HWR出力

モード4～6

 
10.7 使用上の注意 

（14）サブアクティブモード／

ウォッチモードへの遷移 

10-73 説明を追加 

15.1.3 端子構成 15-3 説明を修正 

端子と CANバスの間にはバスドライバが必要になります。
HA13721とコンパティブルなものを推奨します。 

15.2.4 メールボックスコンフ

ィグレジスタ（MBCR） 

ビット 15～9、7～0：メールボ

ックス設定レジスタ（MBCR7

～MBCR1、MBCR15～

MBCR8） 

15-10 表を修正 

（x＝15～0）⇒（x＝15～1、y＝15～9、7～0） 

15.2.5 送信待ちレジスタ

（TXPR） 

ビット 15～9、7～0：送信待ち

レジスタ（TXPR7～TXPR1、

TXPR15～TXPR8） 

15-11  

15.2.6 送信待ち取り消しレジ

スタ（TXCR） 

ビット 15～9、7～0：送信待ち

取り消しレジスタ（TXCR7～

TXCR1、TXCR15～TXCR8）

15-12  

15.2.7 送信アクノレッジレジ

スタ（TXACK） 

ビット 15～9、7～0：送信アク

ノレッジレジスタ（TXACK7～

TXACK1、TXACK15～

TXACK8） 

15-12  

15.2.8 取り消しアクノレッジ

レジスタ（ABACK） 

ビット 15～9、7～0：取り消し

アクノレッジレジスタ

（ABACK7～ABACK1、

ABACK15～ABACK8） 

15-13  
改-3 



修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

15.2.17 ローカルアクセプタ

ンスフィルタマスク（LAFML、

LAFMH） 

LAFMHビット 7～0、15～13：

11ビット Identifier用フィルタ

（LAFMH7～LAFMH5、

LAFMH15～LAFMH8） 

15-25 表を修正 

ビット x

LAFMHx 

説 明

0 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致により MC0、MD0
（受信専用メールボックス）に格納 （初期値）

1 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致にかかわらずMC0、
MD0（受信専用メールボックス）に格納

（x＝15～5、y＝15～13、7～0） 

LAFMHビット 9、8、LAFML15

～0：18ビット Identifier用フィ

ルタ（LAFMH1、LAFMH0、

LAFML7～LAFML0、LAFML15

～LAFML8） 

15-25 表を修正 

ビット y

LAFMHx 
LAFMLy 

説 明

0 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致により MC0（受信
専用メールボックス）に格納 （初期値）

1 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致にかかわらずMC0
（受信専用メールボックス）に格納

（x＝1、0、y＝15～0）  
15.3.2 ハードウェアリセット

後の初期設定 

(2) ビットレートおよびビッ

トタイミングの設定 

15-35 説明を修正 

上記制限によりBCRのTSEG1、TSEG2の設定可能な範囲を表 15.4
に示します。 

15.4 CANバスインタフェー

ス 

15-52 説明を修正 

…トランシーバ ICは HA13721デバイスを推奨します。HA13721
以外の製品を使用する場合は、HA13721とコンパティブルな製品を
使用してください。 

図 15.14 HA13721を用いた

ハイスピードインタフェース 

 図タイトルを修正 

  図を修正 

MODE

RxD

TxD

NC

Vcc

CANH

CANL

GND

HRxD

Port

HTxD

LSI

NC No Connection

CAN

120

120

Vcc

HA13721

NC

 
16.4.3 入力サンプリングと

A/D変換時間 

表 16.5 A/D変換時間（スキャ

ンモード） 

16-14 表を修正 

CKS1 CKS0 変換時間（ステート）

0 512（固定）0

1 256（固定）  

18.4 使用上の注意事項 18-18 18.4を追加 

18.4.1 LCDの非表示方法に

ついて 

18-18 18.4.1を追加 
 改-4 



修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

20.2.2 モード遷移図 

図 20.2 フラッシュメモリに

関する状態遷移 

20-3 図を修正 

*1　
*2　

RAMエミュレーション可
専用のPROMライタにより本LSI 
はPROMモードに遷移します。

ユーザモード／ユーザプログラム
モード間での遷移は、CPUがフラ
ッシュメモリをアクセスしていな
い状態で行ってください。

【注】

 
20.7.2 プログラムベリファイ

モード 

図 20.11 プログラム／プログ

ラムベリファイフロー  

20-26 図タイトルを修正 

  図を修正 

書き込み終了

999
1000

200
200

NG NG

OK

Wait (tcpv)μs *7

*7

*7*7

*1

FLMCR1のSWE-bitをクリア

m＝0？

書き込み不良

OK
FLMCR1のSWE-bitをクリア

Wait (tcswe)μs

NG

OK

6≧n？

Wait (tcswe)μs

n≧(N)？

RAM

書き込みデータ
格納エリア（128バイト）

再書き込みデータ
格納エリア（128バイト）

追加書き込みデータ
格納エリア（128バイト）

Write Pulse追加書き込み

Sub-Routine-Call

RAM上の追加書き込みデータエリアの128バイト
データをフラッシュメモリに連続ライト

 
20.7.3 イレースモード 20-27 説明を修正 

フラッシュメモリの消去は 1ブロックごとに、図 20.12に示すイレ
ース／ベリファイフローチャート  に沿って行ってください。 

… 

…WDTのオーバフロー周期は 19.8ms程度としてください。 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

図タイトルを修正 20.7.4 イレースベリファイモ

ード 

図 20.12 イレース／イレース

ベリファイフロー   

20-28 

図を修正 

消去終了

START

FLMCR1のSWE-bitをセット

FLMCR1のESU-bitをセット

FLMCR1のE-bitをセット

Wait (tsswe)μs

Wait (tsesu)μs

n＝1

EBR1またはEBR2を設定する

WDTイネーブル

*3 *4

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*5 *5

Wait (tse) ms

Wait (tce)μs

Wait (tcesu)μs

Wait (tsev)μs

ブロック先頭アドレスを
ベリファイアドレスにセット

Wait (tsevr)μs

Wait (tcev)μs

*2

消去開始

FLMCR1のE-bitをクリア

FLMCR1のESU-bitをクリア

FLMCR1のEV-bitをセット

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

FLMCR1のEV-bitをクリア

Wait (tcev)μs

FLMCR1のEV-bitをクリア

FLMCR1のSWE-bitをクリア

WDTディスエーブル

消去停止

*1

ベリファイデータ
＝all "1"？

ブロック最終
アドレス？

*5 *5Wait (tcswe)μs Wait (tcswe)μs

消去不良

FLMCR1のSWE-bitをクリア

n≧(N)？

NG

NG

NG

OK

OK

OK

【注】 プレライト（消去ブロックのデータをall "0"にする）は必要ありません。
ベリファイデータは16ビット(W) で読み出します。
消去ブロック指定レジスタ（EBR1,EBR2）は1ビットのみ設定してください。2ビット以上を同時に設定しないでください。
消去はブロック単位で行います。複数のブロックを消去する場合は各ブロック単位で順次消去を行ってください。
各ウェイト時間とNの値を「23.7　フラッシュメモリ特性」に示します。

*1
*2
*3
*4
*5

アドレス
インクリメント

n←n＋1

*5

消去対象全ブロックの
消去終了？

NG

OK

*4 再消去

 
20.11 ライタモード 20-33 20.11を差し替え 

21.3.1 水晶発振子を接続する

方法 

(3) ボード設計上の注意 

21-6 説明を修正 

さらに、PLLVSSとその他の VCC、VSSとはボードの電源供給元から分
離し、端子の近くにバイパスコンデンサ CBを必ず挿入してくださ
い。 
 改-6 



修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

21.7 サブクロック発振器 

(1) 32.768kHz水晶発振子を

接続する方法 

図 21.6 32.768kHz水晶発振

子の接続例 

21-7 図を修正 

OSC1

OSC2

【注】*　C1、C2は、寄生容量を含んだ参考値です。

C1

C2

C1=C2=15pF（typ）*

 
22.1 概要 

表22.1 各モードでのLSIの内

部状態 

22-2 表を修正 

機能 高速 中速 スリープ モジュール
ストップ

ウォッチ

WDT1 動作 動作 動作 動作 サブ

クロック

動作

WDT0 動作 動作 動作 動作 停止

（保持）

DTC 動作 中速動作 動作 停止

（保持）

停止

（保持）

周辺機能

 
22.2.5 モジュールストップコ

ントロールレジスタ

（MSTPCR） 

22-11 説明を修正 

MSTPCRA～Cは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード
時に H'3FFFFFに、MSTPCRDは、リセットまたはハードウェアス
タンバイモード時に B'11******に初期化されます。ソフトウェアス
タンバイモードでは初期化されません。 

                              

23.3 DC特性 

表 23.2 DC特性 

23-4 表を修正 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件

― 2.0 10 Ta≦50℃消費電流*2 スタンバイ時 ICC*4

― ― 80 

μA

50℃＜Ta

動作中 ― 10 20 mA  

― 0.1 10 Ta≦50℃

LCD電源部
ポート
電源電流

スタンバイ時

LPICC

― ― 80 

μA

50℃＜Ta

A/D変換中 ― 1.0 2.0 mA AVCC＝5.0V アナログ
電源電流 A/D変換待機時

AICC

― ― 5.0 μA

A/D変換中 ― 2.5 4.0 mA Vref＝5.0V リファレン
ス電源電流 A/D変換待機時

AICC

― ― 5.0 μA

RAMスタンバイ電圧*3 VRAM 2.0 ― ― V  
 

【注】*3 VRAM≦ VCC＜3.0Vのとき、VIH min＝VCC－0.1、VIL max
＝0.1Vとした場合の値です。 

   *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

     ICC max.＝1.0（mA）＋0.72（mA/（MHz×V））×VCC 

×f（通常動作時） 

     ICC max.＝1.0（mA）＋0.58（mA/（MHz×V））×VCC 

×f（スリープ時） 

表 23.3 出力許容電流値 23-5 表を修正 

Ta＝75～85℃ ⇒ Ta＝85℃ 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

23.4.3 バスタイミング 

図 23.7 基本バスタイミング

／2ステートアクセス 

23-10 図を修正 

tWRD2tWRD2

tWSW1tWDD tWDH

HWR、LWR
（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

tAS tAH

 
図 23.8 基本バスタイミング

／3ステートアクセス 

23-11 図を修正 

tWRD2tWRD1

tWSW2tWDD tWDH

HWR、LWR
（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

tWDS

tAH

 
23.4.4 内蔵周辺モジュールタ

イミング 

図23.17 SCKクロック入力タ

イミング 

23-16 図を修正 

tScyc

tSCKrtSCKW

SCKnH8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645：n = 0、1
H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647：n = 0～2

tSCKf

 
図 23.18 SCI入出力タイミン

グ／クロック同期式モード 

23-17 図を修正 

SCKn

TxDn

RxDn

tTXD

tRXHtRXS

H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645：n = 0、1
H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647：n = 0～2  

23.7 フラッシュメモリ特性 

表 23.10 フラッシュメモリ特

性 

23-19 特記項目を削除 

A.4 命令実行ステート数 

表 A.5 命令実行状態（サイク

ル数） 

付録-31 表を修正 

命令フェッチ 分岐アドレス
リード

スタック操作 バイトデータ
アクセス

ワードデータ
アクセス

内部動作命令 ニーモニック

I J K L M N 

LDM LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+1) 

LDM.L @SP+, 
(ERn-ERn+2) 

LDM.L @SP+, 
(ERn-ERn+3) 

2

2

2

4 

6

8

  1 

1

1

 
A.5 命令実行中のバス状態 

表 A.6 命令の実行状態 

付録-45 表を修正 

命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

MOVFPE 

@aa:16,Rd 

本 LSIでは使用できません。

MOVTPE 

Rs,@aa:16  
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

B.2 機能一覧 

H'F81A：未読メッセージステー

タスレジスタ UMSR：HCAN

付録-82 図を修正 

未読メッセージステータスフラグ

 0 【クリア条件】1書き込み

 1 メッセージを受信後未読のまま新規メッセー

  ジをオーバライト

  【セット条件】RXPRをクリアする前に新規

  　　　　　　　メッセージを受信したとき

 
H'FEB0：タイマスタートレジ

スタ TSTR：TPU 

付録-167 図を修正 

7

－

0

－

6

－

0

－

5

CST5

0

R/W

4

CST4

0

R/W

3

CST3

0

R/W

0

CST0

0

R/W

2

CST2

0

R/W

1

CST1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

カウンタスタート

 0 TCNTnのカウント動作は停止

 1 TCNTnはカウント動作

   （n＝5～0）
 

E.2 ハードウェアスタンバイ

モードからの復帰タイミング 

図 E.2 ハードウェアスタンバ

イモードからの復帰タイミン

グ 

付録-277 図を修正 

STBY

RES

NMI

 

改-9 

 



 改-10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

 

目次 

第 1章 概要 
1.1 概要 .................................................................................................................................................... 1-1 
1.2 内部ブロック図 ................................................................................................................................ 1-5 
1.3 端子説明 ............................................................................................................................................ 1-7 

1.3.1 ピン配置図 ........................................................................................................................ 1-7 
1.3.2 動作モード別端子機能一覧 ............................................................................................ 1-9 
1.3.3 端子機能 .......................................................................................................................... 1-17 

第 2章 CPU 
2.1 概要 .................................................................................................................................................... 2-1 

2.1.1 特長.................................................................................................................................... 2-1 
2.1.2 H8S/2600 CPUと H8S/2000 CPUとの相違点................................................................ 2-2 
2.1.3 H8/300 CPUとの相違点 .................................................................................................. 2-2 
2.1.4 H8/300H CPUとの相違点................................................................................................ 2-3 

2.2 CPU動作モード ................................................................................................................................. 2-4 
2.3 アドレス空間 .................................................................................................................................... 2-9 
2.4 レジスタ構成 .................................................................................................................................. 2-10 

2.4.1 概要.................................................................................................................................. 2-10 
2.4.2 汎用レジスタ .................................................................................................................. 2-11 
2.4.3 コントロールレジスタ .................................................................................................. 2-12 
2.4.4 CPU内部レジスタの初期値.......................................................................................... 2-14 

2.5 データ構成 ...................................................................................................................................... 2-15 
2.5.1 汎用レジスタのデータ構成 .......................................................................................... 2-15 
2.5.2 メモリ上でのデータ構成 .............................................................................................. 2-17 

2.6 命令セット ...................................................................................................................................... 2-18 
2.6.1 概要.................................................................................................................................. 2-18 
2.6.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ............................................................... 2-19 
2.6.3 命令の機能別一覧 .......................................................................................................... 2-20 
2.6.4 命令の基本フォーマット .............................................................................................. 2-28 

2.7 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法 ................................................................... 2-29 
2.7.1 アドレッシングモード .................................................................................................. 2-29 
2.7.2 実効アドレスの計算方法 .............................................................................................. 2-32 

2.8 処理状態 .......................................................................................................................................... 2-36 
2.8.1 概要.................................................................................................................................. 2-36 
2.8.2 リセット状態 .................................................................................................................. 2-37 
2.8.3 例外処理状態 .................................................................................................................. 2-38 
2.8.4 プログラム実行状態 ...................................................................................................... 2-40 
2.8.5 バス権解放状態 .............................................................................................................. 2-40 



 

 

2.8.6 低消費電力状態 .............................................................................................................. 2-40 
2.9 基本動作タイミング ...................................................................................................................... 2-41 

2.9.1 概要.................................................................................................................................. 2-41 
2.9.2 内蔵メモリ（ROM、RAM） ........................................................................................ 2-41 
2.9.3 内蔵周辺モジュールアクセスタイミング................................................................... 2-42 
2.9.4 内蔵 HCANモジュールアクセスタイミング ............................................................. 2-43 
2.9.5 外部アドレス空間アクセスタイミング....................................................................... 2-44 

2.10 使用上の注意 .................................................................................................................................. 2-45 
2.10.1 TAS命令 ......................................................................................................................... 2-45 
2.10.2 ビット操作命令使用上の注意事項 .............................................................................. 2-45 

第 3章 MCU動作モード 
3.1 概要 .................................................................................................................................................... 3-1 

3.1.1 動作モードの選択 ............................................................................................................ 3-1 
3.1.2 レジスタ構成 .................................................................................................................... 3-2 

3.2 各レジスタの説明 ............................................................................................................................ 3-2 
3.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR） ..................................................................... 3-2 
3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR） ................................................................ 3-3 
3.2.3 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） ................................................................... 3-4 

3.3 各動作モードの説明 ........................................................................................................................ 3-5 
3.3.1 モード 4............................................................................................................................. 3-5 
3.3.2 モード 5............................................................................................................................. 3-5 
3.3.3 モード 6............................................................................................................................. 3-6 
3.3.4 モード 7............................................................................................................................. 3-6 

3.4 各動作モードにおける端子機能..................................................................................................... 3-6 
3.5 各動作モードのアドレスマップ..................................................................................................... 3-6 
第 4章 例外処理 
4.1 概要 .................................................................................................................................................... 4-1 

4.1.1 例外処理の種類と優先度 ................................................................................................ 4-1 
4.1.2 例外処理の動作 ................................................................................................................ 4-1 
4.1.3 例外処理要因とベクタテーブル .................................................................................... 4-2 

4.2 リセット ............................................................................................................................................ 4-3 
4.2.1 概要.................................................................................................................................... 4-3 
4.2.2 リセットシーケンス ........................................................................................................ 4-3 
4.2.3 リセット直後の割り込み ................................................................................................ 4-5 
4.2.4 リセット解除後の内蔵周辺機能 .................................................................................... 4-5 

4.3 トレース ............................................................................................................................................ 4-6 
4.4 割り込み ............................................................................................................................................ 4-6 
4.5 トラップ命令 .................................................................................................................................... 4-7 
4.6 例外処理後のスタックの状態......................................................................................................... 4-8 
4.7 スタック使用上の注意 .................................................................................................................... 4-9 
第 5章 割り込みコントローラ 
5.1 概要 .................................................................................................................................................... 5-1 



 

 

5.1.1 特長.................................................................................................................................... 5-1 
5.1.2 ブロック図 ........................................................................................................................ 5-2 
5.1.3 端子構成 ............................................................................................................................ 5-2 
5.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................... 5-3 

5.2 各レジスタの説明 ............................................................................................................................ 5-3 
5.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR） ................................................................ 5-3 
5.2.2 インタラプトプライオリティレジスタ A～H、J、K、M 

（IPRA～H、J、K、M） ................................................................................................ 5-4 
5.2.3 IRQイネーブルレジスタ（IER） .................................................................................. 5-5 
5.2.4 IRQセンスコントロールレジスタ H、L（ISCRH、ISCRL）.................................... 5-6 
5.2.5 IRQステータスレジスタ（ISR） .................................................................................. 5-7 

5.3 割り込み要因 .................................................................................................................................... 5-8 
5.3.1 外部割り込み .................................................................................................................... 5-8 
5.3.2 内部割り込み .................................................................................................................... 5-9 
5.3.3 割り込み例外処理ベクタテーブル .............................................................................. 5-10 

5.4 割り込み動作 .................................................................................................................................. 5-13 
5.4.1 割り込み制御モードと割り込み動作........................................................................... 5-13 
5.4.2 割り込み制御モード 0 ................................................................................................... 5-15 
5.4.3 割り込み制御モード 2 ................................................................................................... 5-18 
5.4.4 割り込み例外処理シーケンス ...................................................................................... 5-20 
5.4.5 割り込み応答時間 .......................................................................................................... 5-21 

5.5 使用上の注意 .................................................................................................................................. 5-22 
5.5.1 割り込みの発生とディスエーブルとの競合............................................................... 5-22 
5.5.2 割り込みを禁止している命令 ...................................................................................... 5-23 
5.5.3 割り込み禁止期間 .......................................................................................................... 5-23 
5.5.4 EEPMOV命令実行中の割り込み ................................................................................. 5-23 
5.5.5 IRQ割り込みについて .................................................................................................. 5-23 

5.6 割り込みによる DTCの起動 ........................................................................................................ 5-24 
5.6.1 概要.................................................................................................................................. 5-24 
5.6.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 5-24 
5.6.3 動作説明 .......................................................................................................................... 5-25 

第 6章 PCブレークコントローラ（PBC） 
6.1 概要 .................................................................................................................................................... 6-1 

6.1.1 特長.................................................................................................................................... 6-1 
6.1.2 ブロック図 ........................................................................................................................ 6-2 
6.1.3 レジスタ構成 .................................................................................................................... 6-2 

6.2 レジスタの説明 ................................................................................................................................ 6-3 
6.2.1 ブレークアドレスレジスタ（BARA） ......................................................................... 6-3 
6.2.2 ブレークアドレスレジスタ B（BARB） ...................................................................... 6-3 
6.2.3 ブレークコントロールレジスタ A（BCRA） .............................................................. 6-3 
6.2.4 ブレークコントロールレジスタ B（BCRB） .............................................................. 6-5 
6.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC） ................................... 6-5 

6.3 動作説明 ............................................................................................................................................ 6-6 
6.3.1 命令フェッチによる PCブレーク割り込み動作 .......................................................... 6-6 
6.3.2 データアクセスによる PCブレーク割り込み動作 ...................................................... 6-6 



 

 

6.3.3 PCブレーク割り込み処理時の注意事項....................................................................... 6-7 
6.3.4 低消費電力モード遷移時の動作 .................................................................................... 6-7 
6.3.5 連続データ転送時の PCブレーク動作.......................................................................... 6-8 
6.3.6 命令実行が 1ステート遅れる場合 ................................................................................ 6-8 
6.3.7 その他の注意事項 ............................................................................................................ 6-9 

第 7章 バスコントローラ 
7.1 概要 .................................................................................................................................................... 7-1 

7.1.1 特長.................................................................................................................................... 7-1 
7.1.2 ブロック図 ........................................................................................................................ 7-2 
7.1.3 端子構成 ............................................................................................................................ 7-3 
7.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................... 7-3 

7.2 各レジスタの説明 ............................................................................................................................ 7-4 
7.2.1 バス幅コントロールレジスタ（ABWCR） .................................................................. 7-4 
7.2.2 アクセスステートコントロールレジスタ（ASTCR） ................................................ 7-4 
7.2.3 ウェイトコントロールレジスタ H、L（WCRH、WCRL） ....................................... 7-5 
7.2.4 バスコントロールレジスタ H（BCRH） ...................................................................... 7-8 
7.2.5 バスコントロールレジスタ L（BCRL）....................................................................... 7-9 
7.2.6 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） ................................................................. 7-10 

7.3 バス制御の概要 .............................................................................................................................. 7-11 
7.3.1 エリア分割 ...................................................................................................................... 7-11 
7.3.2 バス仕様 .......................................................................................................................... 7-13 
7.3.3 メモリインタフェース .................................................................................................. 7-14 
7.3.4 各エリアのバスインタフェース仕様........................................................................... 7-14 

7.4 基本バスインタフェース .............................................................................................................. 7-15 
7.4.1 概要.................................................................................................................................. 7-15 
7.4.2 データサイズとデータアライメント........................................................................... 7-15 
7.4.3 有効ストローブ .............................................................................................................. 7-16 
7.4.4 基本タイミング .............................................................................................................. 7-17 
7.4.5 ウェイト制御 .................................................................................................................. 7-25 

7.5 バースト ROMインタフェース ................................................................................................... 7-27 
7.5.1 概要.................................................................................................................................. 7-27 
7.5.2 基本タイミング .............................................................................................................. 7-27 
7.5.3 ウェイト制御 .................................................................................................................. 7-28 

7.6 アイドルサイクル .......................................................................................................................... 7-29 
7.6.1 動作説明 .......................................................................................................................... 7-29 
7.6.2 アイドルサイクルでの端子状態 .................................................................................. 7-31 

7.7 ライトデータバッファ機能 .......................................................................................................... 7-32 
7.8 バスアービトレーション .............................................................................................................. 7-33 

7.8.1 概要.................................................................................................................................. 7-33 
7.8.2 動作説明 .......................................................................................................................... 7-33 
7.8.3 バス権移行タイミング .................................................................................................. 7-33 

7.9 リセットとバスコントローラ....................................................................................................... 7-33 
第 8章 データトランスファコントローラ（DTC） 
8.1 概要 .................................................................................................................................................... 8-1 



 

 

8.1.1 特長.................................................................................................................................... 8-1 
8.1.2 ブロック図 ........................................................................................................................ 8-2 
8.1.3 レジスタ構成 .................................................................................................................... 8-3 

8.2 各レジスタの説明 ............................................................................................................................ 8-3 
8.2.1 DTCモードレジスタ A（MRA） .................................................................................. 8-3 
8.2.2 DTCモードレジスタ B（MRB） ................................................................................... 8-5 
8.2.3 DTCソースアドレスレジスタ（SAR）........................................................................ 8-6 
8.2.4 DTCデスティネーションアドレスレジスタ（DAR） ............................................... 8-6 
8.2.5 DTC転送カウントレジスタ A（CRA） ....................................................................... 8-6 
8.2.6 DTC転送カウントレジスタ B（CRB） ........................................................................ 8-7 
8.2.7 DTCイネーブルレジスタ（DTCER） .......................................................................... 8-7 
8.2.8 DTCベクタレジスタ（DTVECR） ............................................................................... 8-8 
8.2.9 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA）................................... 8-9 

8.3 動作説明 .......................................................................................................................................... 8-10 
8.3.1 概要.................................................................................................................................. 8-10 
8.3.2 起動要因 .......................................................................................................................... 8-11 
8.3.3 DTCベクタテーブル ..................................................................................................... 8-12 
8.3.4 アドレス空間上でのレジスタ情報の配置................................................................... 8-16 
8.3.5 ノーマルモード .............................................................................................................. 8-17 
8.3.6 リピートモード .............................................................................................................. 8-18 
8.3.7 ブロック転送モード ...................................................................................................... 8-19 
8.3.8 チェイン転送 .................................................................................................................. 8-20 
8.3.9 動作タイミング .............................................................................................................. 8-21 
8.3.10 DTC実行ステート数 ..................................................................................................... 8-22 
8.3.11 DTC使用手順 ................................................................................................................. 8-23 
8.3.12 DTC使用例 ..................................................................................................................... 8-23 

8.4 割り込み .......................................................................................................................................... 8-25 
8.5 使用上の注意 .................................................................................................................................. 8-26 
第 9章 I/Oポート 
9.1 概要 .................................................................................................................................................... 9-1 
9.2 ポート 1 ............................................................................................................................................. 9-8 

9.2.1 概要.................................................................................................................................... 9-8 
9.2.2 レジスタ構成 .................................................................................................................... 9-8 
9.2.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-10 

9.3 ポート 2 ........................................................................................................................................... 9-18 
9.3.1 概要.................................................................................................................................. 9-18 
9.3.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-18 
9.3.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-19 

9.4 ポート 3 ........................................................................................................................................... 9-24 
9.4.1 概要.................................................................................................................................. 9-24 
9.4.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-24 
9.4.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-26 

9.5 ポート 4 ........................................................................................................................................... 9-28 
9.5.1 概要.................................................................................................................................. 9-28 
9.5.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-28 



 

 

9.5.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-29 
9.6 ポート 5 ........................................................................................................................................... 9-29 

9.6.1 概要.................................................................................................................................. 9-29 
9.6.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-30 
9.6.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-31 

9.7 ポート 9 ........................................................................................................................................... 9-33 
9.7.1 概要.................................................................................................................................. 9-33 
9.7.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-33 
9.7.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-33 

9.8 ポート A .......................................................................................................................................... 9-34 
9.8.1 概要.................................................................................................................................. 9-34 
9.8.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-35 
9.8.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-37 
9.8.4 入力プルアップMOS..................................................................................................... 9-38 

9.9 ポート B .......................................................................................................................................... 9-39 
9.9.1 概要.................................................................................................................................. 9-39 
9.9.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-40 
9.9.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-42 
9.9.4 入力プルアップMOS..................................................................................................... 9-42 

9.10 ポート C .......................................................................................................................................... 9-43 
9.10.1 概要.................................................................................................................................. 9-43 
9.10.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-44 
9.10.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-46 
9.10.4 入力プルアップMOS..................................................................................................... 9-46 

9.11 ポート D .......................................................................................................................................... 9-47 
9.11.1 概要.................................................................................................................................. 9-47 
9.11.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-48 
9.11.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-49 
9.11.4 入力プルアップMOS..................................................................................................... 9-50 

9.12 ポート E .......................................................................................................................................... 9-50 
9.12.1 概要.................................................................................................................................. 9-50 
9.12.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-51 
9.12.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-53 
9.12.4 入力プルアップMOS..................................................................................................... 9-53 

9.13 ポート F .......................................................................................................................................... 9-54 
9.13.1 概要.................................................................................................................................. 9-54 
9.13.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-55 
9.13.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-56 

9.14 ポート H .......................................................................................................................................... 9-58 
9.14.1 概要.................................................................................................................................. 9-58 
9.14.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-59 
9.14.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-60 

9.15 ポート J .......................................................................................................................................... 9-60 
9.15.1 概要.................................................................................................................................. 9-60 
9.15.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-61 



 

 

9.15.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-62 
9.16 ポート K .......................................................................................................................................... 9-62 

9.16.1 概要.................................................................................................................................. 9-62 
9.16.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 9-63 
9.16.3 端子機能 .......................................................................................................................... 9-64 

第 10章 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 
10.1 概要 .......................................................................................................................................... 10-1 

10.1.1 特長.................................................................................................................................. 10-1 
10.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 10-4 
10.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 10-5 
10.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 10-6 

10.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 10-8 
10.2.1 タイマコントロールレジスタ（TCR）....................................................................... 10-8 
10.2.2 タイマモードレジスタ（TMDR） ............................................................................. 10-12 
10.2.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） ............................................................ 10-14 
10.2.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） ................................................ 10-23 
10.2.5 タイマステータスレジスタ（TSR） ......................................................................... 10-26 
10.2.6 タイマカウンタ（TCNT） .......................................................................................... 10-29 
10.2.7 タイマジェネラルレジスタ（TGR）......................................................................... 10-29 
10.2.8 タイマスタートレジスタ（TSTR）........................................................................... 10-30 
10.2.9 タイマシンクロレジスタ（TSYR） .......................................................................... 10-30 
10.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA）............................... 10-31 

10.3 バスマスタとのインタフェース................................................................................................. 10-32 
10.3.1 16ビットレジスタ ....................................................................................................... 10-32 
10.3.2 8ビットレジスタ ......................................................................................................... 10-32 

10.4 動作説明 ........................................................................................................................................ 10-33 
10.4.1 概要................................................................................................................................ 10-33 
10.4.2 基本機能 ........................................................................................................................ 10-34 
10.4.3 同期動作 ........................................................................................................................ 10-40 
10.4.4 バッファ動作 ................................................................................................................ 10-41 
10.4.5 カスケード接続動作 .................................................................................................... 10-44 
10.4.6 PWMモード ................................................................................................................. 10-46 
10.4.7 位相計数モード ............................................................................................................ 10-51 

10.5 割り込み ........................................................................................................................................ 10-56 
10.5.1 割り込み要因と優先順位 ............................................................................................ 10-56 
10.5.2 DTCの起動 ................................................................................................................... 10-58 
10.5.3 A/D変換器の起動 ........................................................................................................ 10-58 

10.6 動作タイミング ............................................................................................................................ 10-59 
10.6.1 入出力タイミング ........................................................................................................ 10-59 
10.6.2 割り込み信号タイミング ............................................................................................ 10-63 

10.7 使用上の注意 ................................................................................................................................ 10-66 
第 11章 プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 
11.1 概要 .......................................................................................................................................... 11-1 

11.1.1 特長.................................................................................................................................. 11-1 



 

 

11.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 11-2 
11.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 11-3 
11.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 11-3 

11.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 11-4 
11.2.1 ネクストデータイネーブルレジスタ H、L（NDERH、NDERL）.......................... 11-4 
11.2.2 アウトプットデータレジスタ H、L（PODRH、PODRL） ...................................... 11-5 
11.2.3 ネクストデータレジスタ H、L（NDRH、NDRL） .................................................. 11-6 
11.2.4 NDRアクセス時の注意................................................................................................. 11-6 
11.2.5 PPG出力コントロールレジスタ（PCR）................................................................... 11-8 
11.2.6 PPG出力モードレジスタ（PMR）............................................................................ 11-10 
11.2.7 ポート 1データディレクションレジスタ（P1DDR） ............................................ 11-12 
11.2.8 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA）............................... 11-12 

11.3 動作説明 ........................................................................................................................................ 11-13 
11.3.1 概要................................................................................................................................ 11-13 
11.3.2 出力タイミング ............................................................................................................ 11-14 
11.3.3 パルス出力通常動作 .................................................................................................... 11-15 
11.3.4 パルス出力ノンオーバラップ動作 ............................................................................ 11-17 
11.3.5 パルス反転出力 ............................................................................................................ 11-19 
11.3.6 インプットキャプチャによるパルス出力................................................................. 11-20 

11.4 使用上の注意 ................................................................................................................................ 11-20 
第 12章 ウォッチドッグタイマ（WDT） 
12.1 概要 .......................................................................................................................................... 12-1 

12.1.1 特長.................................................................................................................................. 12-1 
12.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 12-2 
12.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 12-3 
12.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 12-3 

12.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 12-4 
12.2.1 タイマカウンタ（TCNT） ............................................................................................ 12-4 
12.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） ............................................. 12-4 
12.2.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR） .................................... 12-8 
12.2.4 レジスタアクセス時の注意 .......................................................................................... 12-9 

12.3 動作説明 ........................................................................................................................................ 12-10 
12.3.1 ウォッチドッグタイマモード時の動作..................................................................... 12-10 
12.3.2 インターバルタイマモード時の動作......................................................................... 12-12 
12.3.3 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング ................................................. 12-12 
12.3.4 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF）のセットタイミング...... 12-13 

12.4 割り込み ........................................................................................................................................ 12-14 
12.5 使用上の注意 ................................................................................................................................ 12-14 

12.5.1 タイマカウンタ（TCNT）のライトとカウントアップの競合............................... 12-14 
12.5.2 PSS、CKS2～CKS0ビットの書き換え ..................................................................... 12-15 
12.5.3 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え ............. 12-15 
12.5.4 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット..................................................... 12-15 
12.5.5 インターバルタイマモードでの OVFフラグのクリア ........................................... 12-15 



 

 

第 13章 シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
13.1 概要 .......................................................................................................................................... 13-1 

13.1.1 特長.................................................................................................................................. 13-1 
13.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 13-3 
13.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 13-4 
13.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 13-4 

13.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 13-5 
13.2.1 レシーブシフトレジスタ（RSR） ............................................................................... 13-5 
13.2.2 レシーブデータレジスタ（RDR） .............................................................................. 13-5 
13.2.3 トランスミットシフトレジスタ（TSR） ................................................................... 13-6 
13.2.4 トランスミットデータレジスタ（TDR）................................................................... 13-6 
13.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR） .............................................................................. 13-6 
13.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） ................................................................... 13-9 
13.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） ..................................................................... 13-12 
13.2.8 ビットレートレジスタ（BRR） ................................................................................ 13-16 
13.2.9 スマートカードモードレジスタ（SCMR）.............................................................. 13-21 
13.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB） ............................... 13-22 

13.3 動作説明 ........................................................................................................................................ 13-24 
13.3.1 概要................................................................................................................................ 13-24 
13.3.2 調歩同期式モード時の動作 ........................................................................................ 13-26 
13.3.3 マルチプロセッサ通信機能 ........................................................................................ 13-36 
13.3.4 クロック同期式モード時の動作 ................................................................................ 13-44 

13.4 SCI割り込み ................................................................................................................................. 13-51 
13.5 使用上の注意 ................................................................................................................................ 13-52 
第 14章 スマートカードインタフェース 
14.1 概要 .......................................................................................................................................... 14-1 

14.1.1 特長.................................................................................................................................. 14-1 
14.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 14-2 
14.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 14-3 
14.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 14-3 

14.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 14-4 
14.2.1 スマートカードモードレジスタ（SCMR）................................................................ 14-4 
14.2.2 シリアルステータスレジスタ（SSR） ....................................................................... 14-5 
14.2.3 シリアルモードレジスタ（SMR） .............................................................................. 14-7 
14.2.4 シリアルコントロールレジスタ（SCR） ................................................................... 14-8 

14.3 動作説明 .......................................................................................................................................... 14-9 
14.3.1 概要.................................................................................................................................. 14-9 
14.3.2 端子接続 .......................................................................................................................... 14-9 
14.3.3 データフォーマット .................................................................................................... 14-10 
14.3.4 レジスタの設定 ............................................................................................................ 14-12 
14.3.5 クロック ........................................................................................................................ 14-14 
14.3.6 データの送信／受信動作 ............................................................................................ 14-16 
14.3.7 GSMモード時の動作................................................................................................... 14-22 
14.3.8 ブロック転送モード時の動作 .................................................................................... 14-23 

14.4 使用上の注意 ................................................................................................................................ 14-23 



 

 

第 15章 コントローラエリアネットワーク（HCAN） 
15.1 概要 .......................................................................................................................................... 15-1 

15.1.1 特長.................................................................................................................................. 15-1 
15.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 15-2 
15.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 15-3 
15.1.4 レジスタ一覧表 .............................................................................................................. 15-3 

15.2 レジスタの説明 .............................................................................................................................. 15-5 
15.2.1 マスタコントロールレジスタ（MCR）...................................................................... 15-5 
15.2.2 ジェネラルステータスレジスタ（GSR） ................................................................... 15-6 
15.2.3 ビットコンフィグレジスタ（BCR）........................................................................... 15-8 
15.2.4 メールボックスコンフィグレジスタ（MBCR） ..................................................... 15-10 
15.2.5 送信待ちレジスタ（TXPR） ...................................................................................... 15-10 
15.2.6 送信待ち取り消しレジスタ（TXCR） ...................................................................... 15-11 
15.2.7 送信アクノレッジレジスタ（TXACK） ................................................................... 15-12 
15.2.8 取り消しアクノレッジレジスタ（ABACK）........................................................... 15-13 
15.2.9 受信完了レジスタ（RXPR） ...................................................................................... 15-14 
15.2.10 リモートリクエストレジスタ（RFPR）................................................................... 15-15 
15.2.11 インタラプトレジスタ（IRR）.................................................................................. 15-16 
15.2.12 メールボックスインタラプトマスクレジスタ（MBIMR） ................................... 15-19 
15.2.13 インタラプトマスクレジスタ（IMR） ..................................................................... 15-20 
15.2.14 受信エラーカウンタ（REC）..................................................................................... 15-23 
15.2.15 送信エラーカウンタ（TEC）..................................................................................... 15-23 
15.2.16 未読メッセージステータスレジスタ（UMSR） ..................................................... 15-23 
15.2.17 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFML、LAFMH）.......................... 15-24 
15.2.18 メッセージコントロール（MC0～MC15） .............................................................. 15-25 
15.2.19 メッセージデータ（MD0～MD15）.......................................................................... 15-28 
15.2.20 モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC） ............................... 15-30 

15.3 動作説明 ........................................................................................................................................ 15-30 
15.3.1 ハードウェアリセットとソフトウェアリセット..................................................... 15-30 
15.3.2 ハードウェアリセット後の初期設定......................................................................... 15-33 
15.3.3 送信モード .................................................................................................................... 15-36 
15.3.4 受信モード .................................................................................................................... 15-42 
15.3.5 HCANスリープモード ................................................................................................ 15-46 
15.3.6 HCAN HALTモード .................................................................................................... 15-49 
15.3.7 割り込みインタフェース ............................................................................................ 15-50 
15.3.8 DTCインタフェース ................................................................................................... 15-51 

15.4 CANバスインタフェース ........................................................................................................... 15-52 
15.5 使用上の注意 ................................................................................................................................ 15-52 
第 16章 A/D変換器 
16.1 概要 .......................................................................................................................................... 16-1 

16.1.1 特長.................................................................................................................................. 16-1 
16.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 16-2 
16.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 16-3 
16.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 16-4 

16.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 16-4 



 

 

16.2.1 A/Dデータレジスタ A～D（ADDRA～ADDRD）.................................................... 16-4 
16.2.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）.............................................. 16-5 
16.2.3 A/Dコントロールレジスタ（ADCR）........................................................................ 16-7 
16.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA）................................. 16-8 

16.3 バスマスタとのインタフェース................................................................................................... 16-9 
16.4 動作説明 ........................................................................................................................................ 16-10 

16.4.1 シングルモード（SCAN＝0）.................................................................................... 16-10 
16.4.2 スキャンモード（SCAN＝1）.................................................................................... 16-11 
16.4.3 入力サンプリングと A/D変換時間............................................................................ 16-13 
16.4.4 外部トリガ入力タイミング ........................................................................................ 16-14 

16.5 割り込み ........................................................................................................................................ 16-15 
16.6 使用上の注意 ................................................................................................................................ 16-15 
第 17章 モータコントロール PWMタイマ 
17.1 概要 .......................................................................................................................................... 17-1 

17.1.1 特長.................................................................................................................................. 17-1 
17.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 17-2 
17.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 17-4 
17.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 17-4 

17.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 17-5 
17.2.1 PWMコントロールレジスタ 1、2（PWCR1、2） .................................................... 17-5 
17.2.2 PWMアウトプットコントロールレジスタ 1、2（PWOCR1、2） ......................... 17-7 
17.2.3 PWMポラリティレジスタ 1、2（PWPR1、2） ........................................................ 17-7 
17.2.4 PWMカウンタ 1、2（PWCNT1、2） ......................................................................... 17-8 
17.2.5 PWMサイクルレジスタ 1、2（PWCYR1、2） ......................................................... 17-8 
17.2.6 PWMデューティレジスタ 1A、1C、1E、1G （PWDTR1A、1C、1E、1G） ...... 17-9 
17.2.7 PWMバッファレジスタ 1A、1C、1E、1G （PWBFR1A、1C、1E、1G） ........ 17-11 
17.2.8 PWMデューティレジスタ 2A～2H（PWDTR2A～2H） ........................................ 17-11 
17.2.9 PWMバッファレジスタ 2A～2D（PWBFR2A～2D） ............................................ 17-13 
17.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ D（MSTPCRD）............................... 17-14 

17.3 バスマスタとのインタフェース................................................................................................. 17-14 
17.3.1 16ビットデータレジスタ ........................................................................................... 17-14 
17.3.2 8ビットデータレジスタ ............................................................................................. 17-15 

17.4 動作説明 ........................................................................................................................................ 17-15 
17.4.1 PWMチャネル 1の動作.............................................................................................. 17-15 
17.4.2 PWMチャネル 2の動作.............................................................................................. 17-16 

17.5 使用上の注意 ................................................................................................................................ 17-18 
第 18章 LCDコントローラ／ドライバ 
18.1 概要 .......................................................................................................................................... 18-1 

18.1.1 特長.................................................................................................................................. 18-1 
18.1.2 ブロック図 ...................................................................................................................... 18-2 
18.1.3 端子構成 .......................................................................................................................... 18-3 
18.1.4 レジスタ構成 .................................................................................................................. 18-3 

18.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 18-3 
18.2.1 LCDポートコントロールレジスタ（LPCR）............................................................ 18-3 



 

 

18.2.2 LCDコントロールレジスタ（LCR）.......................................................................... 18-5 
18.2.3 LCDコントロールレジスタ 2（LCR2）..................................................................... 18-7 
18.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ D（MSTPCRD）................................. 18-8 

18.3 動作説明 .......................................................................................................................................... 18-8 
18.3.1 LCD表示までのセッティング ..................................................................................... 18-8 
18.3.2 LCD RAMと表示の関係 ............................................................................................. 18-10 
18.3.3 低消費電力モード時の動作 ........................................................................................ 18-17 
18.3.4 LCD駆動電源の強化 ................................................................................................... 18-18 

18.4 使用上の注意事項 ........................................................................................................................ 18-18 
18.4.1 LCDの非表示方法について ....................................................................................... 18-18 

第 19章 RAM 
19.1 概要 .......................................................................................................................................... 19-1 

19.1.1 ブロック図 ...................................................................................................................... 19-1 
19.1.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 19-2 

19.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 19-2 
19.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR） .............................................................. 19-2 

19.3 動作説明 .......................................................................................................................................... 19-2 
19.4 使用上の注意 .................................................................................................................................. 19-3 
第 20章 ROM 
20.1 特長 .......................................................................................................................................... 20-1 
20.2 概要 .......................................................................................................................................... 20-2 

20.2.1 ブロック図 ...................................................................................................................... 20-2 
20.2.2 モード遷移図 .................................................................................................................. 20-3 
20.2.3 オンボードプログラミングモード .............................................................................. 20-4 
20.2.4 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション................................................. 20-6 
20.2.5 ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 ................................................... 20-7 
20.2.6 ブロック分割法 .............................................................................................................. 20-7 

20.3 端子構成 .......................................................................................................................................... 20-8 
20.4 レジスタ構成 .................................................................................................................................. 20-8 
20.5 レジスタの説明 .............................................................................................................................. 20-9 

20.5.1 フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1） ........................................ 20-9 
20.5.2 フラッシュメモリコントロールレジスタ 2（FLMCR2） ...................................... 20-11 
20.5.3 消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1）.................................................................... 20-12 
20.5.4 消去ブロック指定レジスタ 2（EBR2）.................................................................... 20-12 
20.5.5 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） ........................................................ 20-13 
20.5.6 フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ（FLPWCR） ............................. 20-14 

20.6 オンボードプログラミングモード............................................................................................. 20-15 
20.6.1 ブートモード ................................................................................................................ 20-15 
20.6.2 ユーザプログラムモード ............................................................................................ 20-19 

20.7 フラッシュメモリの書き込み／消去......................................................................................... 20-21 
20.7.1 プログラムモード ........................................................................................................ 20-22 
20.7.2 プログラムベリファイモード .................................................................................... 20-23 
20.7.3 イレースモード ............................................................................................................ 20-27 



 

 

20.7.4 イレースベリファイモード ........................................................................................ 20-27 
20.8 プロテクト .................................................................................................................................... 20-29 

20.8.1 ハードウェアプロテクト ............................................................................................ 20-29 
20.8.2 ソフトウェアプロテクト ............................................................................................ 20-29 
20.8.3 エラープロテクト ........................................................................................................ 20-30 

20.9 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション ............................................................... 20-31 
20.10 フラッシュメモリの書き込み／消去時の割り込み処理 ......................................................... 20-33 
20.11 ライタモード ................................................................................................................................ 20-33 
20.12 フラッシュメモリと低消費電力状態......................................................................................... 20-34 

20.12.1 低消費電力状態の注意事項 ........................................................................................ 20-34 
20.13 フラッシュメモリの書き込み／消去時の注意 ......................................................................... 20-35 
第 21章 クロック発振器 
21.1 概要 .......................................................................................................................................... 21-1 

21.1.1 ブロック図 ...................................................................................................................... 21-1 
21.1.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 21-2 

21.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 21-2 
21.2.1 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR）.............................................. 21-2 
21.2.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） ...................................................... 21-3 

21.3 発振器 .......................................................................................................................................... 21-4 
21.3.1 水晶発振子を接続する方法 .......................................................................................... 21-4 

21.4 PLL回路 .......................................................................................................................................... 21-6 
21.5 中速クロック分周器 ...................................................................................................................... 21-7 
21.6 バスマスタクロック選択回路....................................................................................................... 21-7 
21.7 サブクロック発振器 ...................................................................................................................... 21-7 
21.8 サブクロック波形成形回路 .......................................................................................................... 21-8 
21.9 発振子に関する注意事項 .............................................................................................................. 21-8 
第 22章 低消費電力状態 
22.1 概要 .......................................................................................................................................... 22-1 

22.1.1 レジスタ構成 .................................................................................................................. 22-4 
22.2 各レジスタの説明 .......................................................................................................................... 22-5 

22.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）.......................................................... 22-5 
22.2.2 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR）.............................................. 22-6 
22.2.3 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） ...................................................... 22-8 
22.2.4 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） ........................................... 22-10 
22.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） ..................................... 22-11 

22.3 中速モード .................................................................................................................................... 22-12 
22.4 スリープモード ............................................................................................................................ 22-13 

22.4.1 スリープモード ............................................................................................................ 22-13 
22.4.2 スリープモードの解除 ................................................................................................ 22-13 

22.5 モジュールストップモード ........................................................................................................ 22-14 
22.5.1 モジュールストップモード ........................................................................................ 22-14 
22.5.2 使用上の注意 ................................................................................................................ 22-14 



 

 

22.6 ソフトウェアスタンバイモード................................................................................................. 22-15 
22.6.1 ソフトウェアスタンバイモード ................................................................................ 22-15 
22.6.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除..................................................................... 22-15 
22.6.3 ソフトウェアスタンバイモード解除後の発振安定時間の設定 ............................. 22-16 
22.6.4 ソフトウェアスタンバイモードの応用例................................................................. 22-16 
22.6.5 使用上の注意 ................................................................................................................ 22-17 

22.7 ハードウェアスタンバイモード................................................................................................. 22-18 
22.7.1 ハードウェアスタンバイモード ................................................................................ 22-18 
22.7.2 ハードウェアスタンバイモードのタイミング......................................................... 22-18 

22.8 ウォッチモード ............................................................................................................................ 22-19 
22.8.1 ウォッチモード ............................................................................................................ 22-19 
22.8.2 ウォッチモードの解除 ................................................................................................ 22-19 
22.8.3 使用上の注意 ................................................................................................................ 22-19 

22.9 サブスリープモード .................................................................................................................... 22-20 
22.9.1 サブスリープモード .................................................................................................... 22-20 
22.9.2 サブスリープモードの解除 ........................................................................................ 22-20 

22.10 サブアクティブモード ................................................................................................................ 22-20 
22.10.1 サブアクティブモード ................................................................................................ 22-20 
22.10.2 サブアクティブモードの解除 .................................................................................... 22-21 

22.11 直接遷移 ........................................................................................................................................ 22-21 
22.11.1 直接遷移の概要 ............................................................................................................ 22-21 

22.12 φクロック出力禁止機能 ............................................................................................................ 22-22 
22.13 使用上の注意事項 ........................................................................................................................ 22-22 
第 23章 電気的特性 
23.1 絶対最大定格 .................................................................................................................................. 23-1 
23.2 電源電圧と動作周波数範囲 .......................................................................................................... 23-2 
23.3 DC特性 ........................................................................................................................................... 23-3 
23.4 AC特性 ........................................................................................................................................... 23-6 

23.4.1 クロックタイミング ...................................................................................................... 23-6 
23.4.2 制御信号タイミング ...................................................................................................... 23-7 
23.4.3 バスタイミング .............................................................................................................. 23-9 
23.4.4 内蔵周辺モジュールタイミング ................................................................................ 23-14 

23.5 A/D変換特性 ................................................................................................................................ 23-18 
23.6 LCD特性 ....................................................................................................................................... 23-18 
23.7 フラッシュメモリ特性 ................................................................................................................ 23-19 
付録 
A. 命令 ..............................................................................................................................................付録-1 

A.1 命令セット一覧 ..........................................................................................................付録-1 
A.2 命令コード一覧 ........................................................................................................付録-12 
A.3 オペレーションコードマップ ................................................................................付録-22 
A.4 命令実行ステート数 ................................................................................................付録-26 
A.5 命令実行中のバス状態 ............................................................................................付録-35 
A.6 コンディションコードの変化 ................................................................................付録-49 



 

 

B. 内部 I/Oレジスタ .....................................................................................................................付録-54 
B.1 アドレス一覧 ............................................................................................................付録-54 
B.2 機能一覧 ....................................................................................................................付録-69 

C. I/Oポートのブロック図 ........................................................................................................付録-235 
C.1 ポート 1ブロック図 ..............................................................................................付録-235 
C.2 ポート 2ブロック図 ..............................................................................................付録-241 
C.3 ポート 3ブロック図 ..............................................................................................付録-243 
C.4 ポート 4ブロック図 ..............................................................................................付録-250 
C.5 ポート 5ブロック図 ..............................................................................................付録-251 
C.6 ポート 9ブロック図 ..............................................................................................付録-255 
C.7 ポート Aブロック図 .............................................................................................付録-256 
C.8 ポート Bブロック図 .............................................................................................付録-257 
C.9 ポート Cブロック図 .............................................................................................付録-258 
C.10 ポート Dブロック図 .............................................................................................付録-259 
C.11 ポート Eブロック図..............................................................................................付録-260 
C.12 ポート Fブロック図 ..............................................................................................付録-261 
C.13 ポート Hブロック図 .............................................................................................付録-268 
C.14 ポート Jブロック図...............................................................................................付録-269 
C.15 ポート Kブロック図 .............................................................................................付録-270 

D. 端子状態 ..................................................................................................................................付録-271 
D.1 各処理状態におけるポートの状態 ......................................................................付録-271 

E. ハードウェアスタンバイモード遷移／復帰時のタイミングについて ...........................付録-277 
E.1 ハードウェアスタンバイモードの遷移タイミング ...........................................付録-277 
E.2 ハードウェアスタンバイモードからの復帰タイミング ...................................付録-277 

F. 外形寸法図 ..............................................................................................................................付録-278 
 



 

 

 



 

 

図目次 

第 1章 概要 
図 1.1（1） H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645内部ブロック図 ............................................. 1-5 
図 1.1（2） H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647内部ブロック図 ............................................. 1-6 
図 1.2（1） H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645ピン配置図 

  （FP-144J/FP-144JV、FP-144G/FP-144GV：上面図） ........................................... 1-7 
図 1.2（2） H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647ピン配置図 

  （FP-144J/FP-144JV、FP-144G/FP-144GV：上面図） ........................................... 1-8 
第 2章 CPU 

図 2.1 CPU動作モード ............................................................................................................... 2-4 
図 2.2 例外処理ベクタテーブル（ノーマルモード）............................................................. 2-5 
図 2.3 ノーマルモードのスタック構造 .................................................................................... 2-6 
図 2.4 例外処理ベクタテーブル（アドバンストモード） ..................................................... 2-7 
図 2.5 アドバンストモードのスタック構造............................................................................. 2-8 
図 2.6 メモリマップ .................................................................................................................... 2-9 
図 2.7 CPU内部レジスタ構成 ................................................................................................. 2-10 
図 2.8 汎用レジスタの使用方法 .............................................................................................. 2-11 
図 2.9 スタックの状態 .............................................................................................................. 2-12 
図 2.10 汎用レジスタのデータ構成（1） ................................................................................ 2-15 
図 2.10 汎用レジスタのデータ構成（2） ................................................................................ 2-16 
図 2.11 メモリ上でのデータ構成 .............................................................................................. 2-17 
図 2.12 命令フォーマットの例 .................................................................................................. 2-28 
図 2.13 メモリ間接による分岐アドレスの指定....................................................................... 2-32 
図 2.14 処理状態の分類 .............................................................................................................. 2-36 
図 2.15 状態遷移図 ...................................................................................................................... 2-37 
図 2.16 例外処理終了後のスタックの状態（例）................................................................... 2-39 
図 2.17 内蔵メモリアクセスサイクル ...................................................................................... 2-41 
図 2.18 内蔵メモリアクセス時の端子状態 .............................................................................. 2-42 
図 2.19 内蔵周辺モジュールアクセスサイクル....................................................................... 2-42 
図 2.20 内蔵周辺モジュールアクセス時の端子状態............................................................... 2-43 
図 2.21 内蔵 HCANモジュールアクセスサイクル（ウェイトステートなし） .................. 2-43 
図 2.22 内蔵 HCANモジュールアクセスサイクル（ウェイトステートあり） .................. 2-44 
図 2.23 内蔵 HCANモジュールアクセス時の端子状態 ......................................................... 2-44 

第 3章 MCU動作モード 
図 3.1（1） H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2648、H8S/2648Rの各動作モードの 

  アドレスマップ ........................................................................................................ 3-7 
図 3.1（2） H8S/2645、H8S/2647の各動作モードのアドレスマップ .................................... 3-8 

第 4章 例外処理 
図 4.1 例外処理要因 .................................................................................................................... 4-2 
図 4.2 リセットシーケンス（モード 6、7）............................................................................ 4-4 



 

 

図 4.3 リセットシーケンス（モード 4） ................................................................................. 4-5 
図 4.4 割り込み要因と要因数 .................................................................................................... 4-7 
図 4.5（1） 例外処理終了後のスタックの状態 

  （ノーマルモード：本 LSIでは使用できません） ............................................... 4-8 
図 4.5（2） 例外処理終了後のスタックの状態（アドバンストモード）.............................. 4-8 
図 4.6 SPを奇数に設定したときの動作 ................................................................................... 4-9 

第 5章 割り込みコントローラ 
図 5.1 割り込みコントローラのブロック図............................................................................. 5-2 
図 5.2 IRQ5～IRQ0割り込みのブロック図.............................................................................. 5-9 
図 5.3 IRQnFのセットタイミング ............................................................................................ 5-9 
図 5.4 割り込み制御動作のブロック図 .................................................................................. 5-14 
図 5.5 割り込み制御モード 0の割り込み受け付けまでのフロー ....................................... 5-17 
図 5.6 割り込み制御モード 2の割り込み受け付けまでのフロー ....................................... 5-19 
図 5.7 割り込み例外処理 .......................................................................................................... 5-20 
図 5.8 割り込みの発生とディスエーブルの競合................................................................... 5-22 
図 5.9 DTCと割り込み制御 ..................................................................................................... 5-24 

第 6章 PCブレークコントローラ（PBC） 
図 6.1 PCブレークコントローラのブロック図....................................................................... 6-2 
図 6.2 低消費電力モード遷移時の動作 .................................................................................... 6-8 

第 7章 バスコントローラ 
図 7.1 バスコントローラのブロック図 .................................................................................... 7-2 
図 7.2 エリア分割の様子 .......................................................................................................... 7-12 
図 7.3 アクセスサイズとデータアライメント制御（8ビットアクセス空間） ................ 7-15 
図 7.4 アクセスサイズとデータアライメント制御（16ビットアクセス空間） .............. 7-16 
図 7.5 8ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング ................................................ 7-17 
図 7.6 8ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング ................................................ 7-18 
図 7.7 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（1） 

（偶数アドレスバイトアクセス） .............................................................................. 7-19 
図 7.8 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（2） 

（奇数アドレスバイトアクセス） .............................................................................. 7-20 
図 7.9 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（3） 

（ワードアクセス） ...................................................................................................... 7-21 
図 7.10 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（1） 

（偶数アドレスバイトアクセス） .............................................................................. 7-22 
図 7.11 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（2） 

（奇数アドレスバイトアクセス） .............................................................................. 7-23 
図 7.12 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（3） 

（ワードアクセス） ...................................................................................................... 7-24 
図 7.13 ウェイトステート挿入タイミング例........................................................................... 7-26 
図 7.14（a） バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝1の場合） ........ 7-27 
図 7.14（b） バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝0の場合） ........ 7-28 
図 7.15 アイドルサイクル動作例（1） .................................................................................... 7-29 
図 7.16 アイドルサイクル動作例（2） .................................................................................... 7-30 
図 7.17 チップセレクト（CS）とリード（RD）の関係 ........................................................ 7-31 
図 7.18 ライトデータバッファ機能使用時のタイミング例 ................................................... 7-32 



 

 

第 8章 データトランスファコントローラ（DTC） 
図 8.1 DTCのブロック図 ........................................................................................................... 8-2 
図 8.2 DTC動作フローチャート ............................................................................................. 8-10 
図 8.3 DTC起動要因制御ブロック図 ..................................................................................... 8-12 
図 8.4 DTCベクタアドレスとレジスタ情報との対応.......................................................... 8-13 
図 8.5 アドレス空間上での DTCレジスタ情報の配置......................................................... 8-16 
図 8.6 ノーマルモードのメモリマップ .................................................................................. 8-17 
図 8.7 リピートモードのメモリマップ .................................................................................. 8-18 
図 8.8 ブロック転送モードのメモリマップ........................................................................... 8-19 
図 8.9 チェイン転送のメモリマップ ...................................................................................... 8-20 
図 8.10 DTCの動作タイミング（ノーマルモード、リピートモードの例） ...................... 8-21 
図 8.11 DTCの動作タイミング（ブロック転送モード、ブロックサイズ＝2の例） ....... 8-21 
図 8.12 DTCの動作タイミング（チェイン転送の例）.......................................................... 8-21 

第 9章 I/Oポート 
図 9.1 ポート 1の端子機能 ........................................................................................................ 9-8 
図 9.2 ポート 2の端子機能 ...................................................................................................... 9-18 
図 9.3 ポート 3の端子機能 ...................................................................................................... 9-24 
図 9.4 ポート 4の端子機能 ...................................................................................................... 9-28 
図 9.5（1） ポート 5の端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） ............................ 9-29 
図 9.5（2） ポート 5の端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） ............................ 9-29 
図 9.6 ポート 9の端子機能 ...................................................................................................... 9-33 
図 9.7 ポート Aの端子機能 ..................................................................................................... 9-34 
図 9.8 ポート Bの端子機能 ..................................................................................................... 9-39 
図 9.9 ポート Cの端子機能 ..................................................................................................... 9-43 
図 9.10 ポート Dの端子機能 ..................................................................................................... 9-47 
図 9.11 ポート Eの端子機能...................................................................................................... 9-51 
図 9.12 ポート Fの端子機能 ...................................................................................................... 9-54 
図 9.13 ポート Hの端子機能 ..................................................................................................... 9-58 
図 9.14 ポート Jの端子機能....................................................................................................... 9-60 
図 9.15 ポート Kの端子機能 ..................................................................................................... 9-62 

第 10章 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 
図 10.1 TPUのブロック図.......................................................................................................... 10-4 
図 10.2 16ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCNT（16ビット））...... 10-32 
図 10.3 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCR（上位 8ビット））.... 10-32 
図 10.4 8ビットレジスタのアクセス動作 

（バスマスタ←→TMDR（下位 8ビット）） .......................................................... 10-33 
図 10.5 8ビットレジスタのアクセス動作 

（バスマスタ←→TCR、TMDR（16ビット）） ..................................................... 10-33 
図 10.6 カウンタ動作設定手順例 ............................................................................................ 10-35 
図 10.7 フリーランニングカウンタの動作 ............................................................................ 10-36 
図 10.8 周期カウンタの動作 .................................................................................................... 10-36 
図 10.9 コンペアマッチによる波形出力動作例..................................................................... 10-37 
図 10.10 0出力／1出力の動作例 .............................................................................................. 10-38 
図 10.11 トグル出力の動作例 .................................................................................................... 10-38 
図 10.12 インプットキャプチャ動作の設定例......................................................................... 10-39 
図 10.13 インプットキャプチャ動作例 .................................................................................... 10-39 



 

 

図 10.14 同期動作の設定手順例 ................................................................................................ 10-40 
図 10.15 同期動作の動作例 ........................................................................................................ 10-41 
図 10.16 コンペアマッチバッファ動作 .................................................................................... 10-42 
図 10.17 インプットキャプチャバッファ動作......................................................................... 10-42 
図 10.18 バッファ動作の設定手順例 ........................................................................................ 10-43 
図 10.19 バッファ動作例（1） .................................................................................................. 10-43 
図 10.20 バッファ動作例（2） .................................................................................................. 10-44 
図 10.21 カスケード接続動作設定手順 .................................................................................... 10-45 
図 10.22 カスケード接続動作例（1） ...................................................................................... 10-45 
図 10.23 カスケード接続動作例（2） ...................................................................................... 10-46 
図 10.24 PWMモードの設定手順例.......................................................................................... 10-48 
図 10.25 PWMモードの動作例（1）........................................................................................ 10-48 
図 10.26 PWMモードの動作例（2）........................................................................................ 10-49 
図 10.27 PWMモード動作例（3）............................................................................................ 10-50 
図 10.28 位相計数モードの設定手順例 .................................................................................... 10-51 
図 10.29 位相計数モード 1の動作例 ........................................................................................ 10-52 
図 10.30 位相計数モード 2の動作例 ........................................................................................ 10-53 
図 10.31 位相計数モード 3の動作例 ........................................................................................ 10-54 
図 10.32 位相計数モード 4の動作例 ........................................................................................ 10-55 
図 10.33 位相計数モードの応用例 ............................................................................................ 10-56 
図 10.34 内部クロック動作時のカウントタイミング............................................................. 10-59 
図 10.35 外部クロック動作時のカウントタイミング............................................................. 10-59 
図 10.36 アウトプットコンペア出力タイミング..................................................................... 10-60 
図 10.37 インプットキャプチャ入力信号タイミング............................................................. 10-60 
図 10.38 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ）..................................................... 10-61 
図 10.39 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ） ......................................... 10-61 
図 10.40 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ）......................................................... 10-62 
図 10.41 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ） ............................................. 10-62 
図 10.42 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ） ......................................................... 10-63 
図 10.43 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ） ............................................. 10-64 
図 10.44 TCIV割り込みのセットタイミング .......................................................................... 10-64 
図 10.45 TCIU割り込みのセットタイミング .......................................................................... 10-65 
図 10.46 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング ................................................ 10-65 
図 10.47 DTCの起動によるステータスフラグのクリアタイミング .................................... 10-66 
図 10.48 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 ............................. 10-66 
図 10.49 TCNTのライトとクリアの競合 ................................................................................. 10-67 
図 10.50 TCNTのライトとカウントアップの競合 ................................................................. 10-68 
図 10.51 TGRのライトとコンペアマッチの競合.................................................................... 10-68 
図 10.52 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 ............................................. 10-69 
図 10.53 TGRのリードとインプットキャプチャの競合........................................................ 10-70 
図 10.54 TGRのライトとインプットキャプチャの競合........................................................ 10-70 
図 10.55 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 ................................. 10-71 
図 10.56 オーバフローとカウンタクリアの競合..................................................................... 10-72 
図 10.57 TCNTのライトとオーバフローの競合 ..................................................................... 10-72 

第 11章 プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 
図 11.1 PPGのブロック図.......................................................................................................... 11-2 
図 11.2 PPG出力動作................................................................................................................ 11-13 



 

 

図 11.3 NDRの内容が転送・出力されるタイミング例 ....................................................... 11-14 
図 11.4 パルス出力通常動作の設定手順例 ............................................................................ 11-15 
図 11.5 パルス出力通常動作例（5相パルス出力例）.......................................................... 11-16 
図 11.6 パルス出力ノンオーバラップ動作の設定手順例..................................................... 11-17 
図 11.7 パルス出力ノンオーバラップ動作例（4相の相補ノンオーバラップ出力） ...... 11-18 
図 11.8 パルス反転出力例 ........................................................................................................ 11-19 
図 11.9 インプットキャプチャによるパルス出力例............................................................. 11-20 
図 11.10 パルス出力ノンオーバラップ動作 ............................................................................ 11-21 
図 11.11 ノンオーバラップ動作と NDRライトタイミング .................................................. 11-21 

第 12章 ウォッチドッグタイマ（WDT） 
図 12.1（a） WDT0のブロック図............................................................................................. 12-2 
図 12.1（b） WDT1のブロック図............................................................................................. 12-3 
図 12.2 TCNT、TCSRへのライト（WDT0の例） ................................................................. 12-9 
図 12.3 RSTCSRへのライト（WDT0の例）......................................................................... 12-10 
図 12.4（a） WDT0のウォッチドッグタイマモード時の動作 ........................................... 12-11 
図 12.4（b） WDT1のウォッチドッグタイマモード時の動作 ........................................... 12-11 
図 12.5 インターバルタイマモード時の動作......................................................................... 12-12 
図 12.6 OVFのセットタイミング ........................................................................................... 12-13 
図 12.7 WOVFのセットタイミング........................................................................................ 12-13 
図 12.8 TCNTのライトとカウントアップの競合 ................................................................. 12-14 

第 13章 シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
図 13.1 SCIのブロック図 ........................................................................................................... 13-3 
図 13.2 調歩同式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） ............................... 13-26 
図 13.3 出力クロックと通信データの位相関係（調歩同期式モード） ............................. 13-28 
図 13.4 SCIの初期化フローチャートの例 ............................................................................. 13-29 
図 13.5 シリアル送信のフローチャートの例......................................................................... 13-30 
図 13.6 調歩同期式モードでの送信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） ............................... 13-32 
図 13.7 シリアル受信データフローチャートの例（1）....................................................... 13-33 
図 13.7 シリアル受信データフローチャートの例（2）....................................................... 13-34 
図 13.8 SCIの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） ............................... 13-36 
図 13.9 マルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例 

（受信局 Aへのデータ H'AAの送信の例） ............................................................ 13-37 
図 13.10 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例 ......................................... 13-38 
図 13.11 SCIの送信時の動作例 

（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） ... 13-40 
図 13.12 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1） ............................... 13-41 
図 13.12 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2） ............................... 13-42 
図 13.13 SCIの受信時の動作例 

（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） ... 13-43 
図 13.14 クロック同期式通信のデータフォーマット............................................................. 13-44 
図 13.15 SCIの初期化フローチャートの例 ............................................................................. 13-45 
図 13.16 シリアル送信のフローチャートの例......................................................................... 13-46 
図 13.17 SCIの送信時の動作例 ................................................................................................. 13-47 



 

 

図 13.18 シリアルデータ受信フローチャートの例................................................................. 13-48 
図 13.19 SCIの受信時の動作例 ................................................................................................. 13-49 
図 13.20 シリアル送受信同時動作のフローチャートの例..................................................... 13-50 
図 13.21 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング ..................................... 13-53 
図 13.22 DTCによるクロック同期式送信時の例.................................................................... 13-54 
図 13.23 送信時のモード遷移フローチャートの例................................................................. 13-55 
図 13.24 内部クロック、調歩同期送信の場合......................................................................... 13-56 
図 13.25 内部クロック、クロック同期送信の場合................................................................. 13-56 
図 13.26 受信時のモード遷移フローチャートの例................................................................. 13-57 
図 13.27 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作 ................................................ 13-58 
図 13.28 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作（Low出力の回避例） ........ 13-58 

第 14章 スマートカードインタフェース 
図 14.1 スマートカードインタフェースのブロック図........................................................... 14-2 
図 14.2 スマートカードインタフェース端子接続概略図..................................................... 14-10 
図 14.3 通常のスマートカードインタフェースのデータフォーマット ............................. 14-10 
図 14.4 送信処理フローの例 .................................................................................................... 14-17 
図 14.5 送信動作と内部レジスタの関連 ................................................................................ 14-18 
図 14.6 送信動作時の TENDフラグ発生タイミング ............................................................ 14-18 
図 14.7 受信処理フローの例 .................................................................................................... 14-19 
図 14.8 クロック出力固定タイミング .................................................................................... 14-20 
図 14.9 クロック停止・再起動手順 ........................................................................................ 14-22 
図 14.10 スマートカードインタフェースモード時の受信データサンプリング 

タイミング（372倍のクロック使用時）.................................................................. 14-24 
図 14.11 SCI受信モードの場合の再転送動作 ......................................................................... 14-25 
図 14.12 SCI送信モードの場合の再転送動作 ......................................................................... 14-26 

第 15章 コントローラエリアネットワーク（HCAN） 
図 15.1 HCANのブロック図 ...................................................................................................... 15-2 
図 15.2 スタンダード Identifier ................................................................................................ 15-27 
図 15.3 エクステンデッド Identifier ........................................................................................ 15-28 
図 15.4 ハードウェアリセット時のフローチャート............................................................. 15-31 
図 15.5 ソフトウェアリセット時のフローチャート............................................................. 15-32 
図 15.6 1ビットの詳細説明 ..................................................................................................... 15-34 
図 15.7 送信時のフローチャート ............................................................................................ 15-38 
図 15.8 送信メッセージの取り消しのフローチャート......................................................... 15-41 
図 15.9 受信時のフローチャート ............................................................................................ 15-43 
図 15.10 未読メッセージオーバライトのフローチャート..................................................... 15-46 
図 15.11 HCANスリープモードのフローチャート ................................................................ 15-47 
図 15.12 HCAN HALTモードのフローチャート..................................................................... 15-49 
図 15.13 DTCの転送フローチャート ....................................................................................... 15-51 
図 15.14 HA13721を用いたハイスピードインタフェース .................................................... 15-52 

第 16章 A/D変換器 
図 16.1 A/D変換器のブロック図 .............................................................................................. 16-2 
図 16.2 ADDRのアクセス動作（H'AA40リード時） ............................................................ 16-9 
図 16.3 A/D変換器の動作例（シングルモード チャネル 1選択時） ............................. 16-11 
図 16.4 A/D変換器の動作例（スキャンモード AN0～AN2の 3チャネル選択時） ..... 16-12 
図 16.5 A/D変換タイミング .................................................................................................... 16-13 



 

 

図 16.6 外部トリガ入力タイミング ........................................................................................ 16-14 
図 16.7 アナログ入力保護回路の例 ........................................................................................ 16-16 
図 16.8 アナログ入力端子等価回路 ........................................................................................ 16-16 
図 16.9 A/D変換精度の定義（1） .......................................................................................... 16-17 
図 16.10 A/D変換精度の定義（2） .......................................................................................... 16-18 
図 16.11 アナログ入力回路の例 ................................................................................................ 16-19 

第 17章 モータコントロール PWMタイマ 
図 17.1 PWMチャネル 1のブロック図.................................................................................... 17-2 
図 17.2 PWMチャネル 2のブロック図.................................................................................... 17-3 
図 17.3 サイクルレジスタのコンペアマッチ........................................................................... 17-9 
図 17.4 デューティレジスタのコンペアマッチ（PWPR1の OPS=0）............................... 17-10 
図 17.5 デューティレジスタの設定値による PWM出力の相違（PWPR1の OPS=0） ... 17-10 
図 17.6 デューティレジスタのコンペアマッチ（PWPR2の OPS=0）............................... 17-12 
図 17.7 デューティレジスタの設定値による PWM出力の相違（PWPR2の OPS=0） ... 17-12 
図 17.8 16ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ↔PWCYR1（16ビット）） ... 17-14 
図 17.9 8ビットレジスタのアクセス動作 

（バスマスタ↔PWCR1（上位 8ビット）） ........................................................... 17-15 
図 17.10 PWMチャネル 1の動作.............................................................................................. 17-16 
図 17.11 PWMチャネル 2の動作.............................................................................................. 17-17 
図 17.12 PWMチャネル 1の動作.............................................................................................. 17-18 

第 18章 LCDコントローラ／ドライバ 
図 18.1 LCDコントローラ／ドライバのブロック図.............................................................. 18-2 
図 18.2 1/2デューティ時の LCD駆動電源の処理................................................................... 18-9 
図 18.3 LCD RAMマップ（1/4デューティ） ....................................................................... 18-10 
図 18.4 LCD RAMマップ（1/3デューティ） ....................................................................... 18-11 
図 18.5 LCD RAMマップ（1/2デューティ） ....................................................................... 18-11 
図 18.6 LCD RAMマップ（スタティック） ......................................................................... 18-12 
図 18.7 LCD RAMマップ（1/4デューティ） ....................................................................... 18-13 
図 18.8 LCD RAMマップ（1/3デューティ） ....................................................................... 18-13 
図 18.9 LCD RAMマップ（1/2デューティ） ....................................................................... 18-14 
図 18.10 LCD RAMマップ（スタティック） ......................................................................... 18-14 
図 18.11 各デューティでの出力波形（A波形）..................................................................... 18-15 
図 18.12 各デューティでの出力波形（B波形） ..................................................................... 18-16 
図 18.13 外部分割抵抗の接続方法 ............................................................................................ 18-18 

第 19章 RAM 
図 19.1 RAMのブロック図 ........................................................................................................ 19-1 

第 20章 ROM 
図 20.1 フラッシュメモリのブロック図 .................................................................................. 20-2 
図 20.2 フラッシュメモリに関する状態遷移........................................................................... 20-3 
図 20.3 ユーザモードユーザプログラムモードのオーバラップ RAMデータの 

読み出し .......................................................................................................................... 20-6 
図 20.4 ユーザプログラムモードのオーバラップ RAMデータの書き込み ........................ 20-6 
図 20.5 フラッシュメモリのブロック分割 .............................................................................. 20-7 
図 20.6 ブートモード時のシステム構成図 ............................................................................ 20-15 
図 20.7 ブートモード実行手順 ................................................................................................ 20-16 



 

 

図 20.8 ブートモード時の RAMエリア ................................................................................. 20-18 
図 20.9 ユーザプログラムモードの実行手順例..................................................................... 20-20 
図 20.10 FLMCR1の各ビット設定による状態遷移 ................................................................ 20-22 
図 20.11 プログラム／プログラムベリファイフロー............................................................. 20-26 
図 20.12 イレース／イレースベリファイフロー..................................................................... 20-28 
図 20.13 フラッシュメモリの状態遷移図 ................................................................................ 20-30 
図 20.14 RAMによるエミュレーションフロー ...................................................................... 20-31 
図 20.15 RAMのオーバラップ動作例 ...................................................................................... 20-32 
図 20.16 電源投入／切断タイミング（ブートモード）......................................................... 20-37 
図 20.17 電源投入／切断タイミング（ユーザプログラムモード） ..................................... 20-38 
図 20.18 モード遷移タイミング（例：ブートモード←→ユーザプログラムモード） ..... 20-39 

第 21章 クロック発振器 
図 21.1 クロック発振器のブロック図 ...................................................................................... 21-1 
図 21.2 水晶発振子の接続例 ...................................................................................................... 21-4 
図 21.3 水晶発振子の等価回路 .................................................................................................. 21-5 
図 21.4 発振回路部のボード設計に関する注意事項............................................................... 21-5 
図 21.5 PLL発振回路使用上の注意 .......................................................................................... 21-6 
図 21.6 32.768kHz水晶発振子の接続例.................................................................................... 21-7 
図 21.7 32.768kHz水晶発振子の等価回路................................................................................ 21-8 
図 21.8 サブクロックを必要としない場合の端子処理........................................................... 21-8 

第 22章 低消費電力状態 
図 22.1 モード遷移図 .................................................................................................................. 22-3 
図 22.2 中速モードの遷移・解除タイミング......................................................................... 22-13 
図 22.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例................................................................. 22-17 
図 22.4 ハードウェアスタンバイモードのタイミング......................................................... 22-18 

第 23章 電気的特性 
図 23.1 電源電圧と動作範囲 ...................................................................................................... 23-2 
図 23.2 出力負荷回路 .................................................................................................................. 23-6 
図 23.3 システムクロックタイミング ...................................................................................... 23-7 
図 23.4 発振安定時間タイミング .............................................................................................. 23-7 
図 23.5 リセット入力タイミング .............................................................................................. 23-8 
図 23.6 割り込み入力タイミング .............................................................................................. 23-8 
図 23.7 基本バスタイミング／2ステートアクセス.............................................................. 23-10 
図 23.8 基本バスタイミング／3ステートアクセス.............................................................. 23-11 
図 23.9 基本バスタイミング／3ステートアクセス 1ウェイト .......................................... 23-12 
図 23.10 バースト ROMアクセスタイミング／2ステートアクセス ................................... 23-13 
図 23.11 バースト ROMアクセスタイミング／1ステートアクセス ................................... 23-13 
図 23.12 I/Oポート入出力タイミング ...................................................................................... 23-15 
図 23.13 PPG出力タイミング.................................................................................................... 23-15 
図 23.14 TPU入出力タイミング................................................................................................ 23-16 
図 23.15 TPUクロック入力タイミング.................................................................................... 23-16 
図 23.16 モータコントロール PWM出力タイミング ............................................................. 23-16 
図 23.17 SCKクロック入力タイミング.................................................................................... 23-16 
図 23.18 SCI入出力タイミング／クロック同期式モード...................................................... 23-17 
図 23.19 A/D変換器外部トリガ入力タイミング..................................................................... 23-17 
図 23.20 HCAN入出力タイミング ............................................................................................ 23-17 



 

 

付録 
図 A.1 アドレスバス、RD、HWR、LWRのタイミング 

（8ビットバス・3ステートアクセス・ウェイトなしの場合） .......................付録-36 
図 C.1（a） ポート 1ブロック図（P10、P11端子） .....................................................付録-235 
図 C.1（b） ポート 1ブロック図（P12、P13端子） .....................................................付録-236 
図 C.1（c） ポート 1ブロック図（P14端子） ...............................................................付録-237 
図 C.1（d） ポート 1ブロック図（P15端子） ...............................................................付録-238 
図 C.1（e） ポート 1ブロック図（P16端子） ...............................................................付録-239 
図 C.1（f） ポート 1ブロック図（P17端子）................................................................付録-240 
図 C.2（a） ポート 2ブロック図（P20～P23、P25、P27端子） .................................付録-241 
図 C.2（b） ポート 2ブロック図（P24、P26端子） .....................................................付録-242 
図 C.3（a） ポート 3ブロック図（P30端子） ...............................................................付録-243 
図 C.3（b） ポート 3ブロック図（P31端子） ...............................................................付録-244 
図 C.3（c） ポート 3ブロック図（P32端子） ...............................................................付録-245 
図 C.3（d） ポート 3ブロック図（P33端子） ...............................................................付録-246 
図 C.3（e） ポート 3ブロック図（P34端子） ...............................................................付録-247 
図 C.3（f） ポート 3ブロック図（P35端子）................................................................付録-248 
図 C.3（g） ポート 3ブロック図（P36、P37端子） .....................................................付録-249 
図 C.4 ポート 4ブロック図（P40～P47端子） .............................................................付録-250 
図 C.5（a） ポート 5ブロック図（P50、P51、P52端子） 

  （H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） .........................................................付録-251 
図 C.5（b） ポート 5ブロック図（P50端子） 

  （H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） .........................................................付録-252 
図 C.5（c） ポート 5ブロック図（P51端子） 

  （H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） .........................................................付録-253 
図 C.5（d） ポート 5ブロック図（P52端子） 

  （H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） .........................................................付録-254 
図 C.6 ポート 9ブロック図（P90～P97端子） .............................................................付録-255 
図 C.7 ポート Aブロック図（PA0～PA7端子）...........................................................付録-256 
図 C.8 ポート Bブロック図（PB0～PB7端子） ...........................................................付録-257 
図 C.9 ポート Cブロック図（PC0～PC7端子） ...........................................................付録-258 
図 C.10 ポート Dブロック図（PD0～PD7端子）...........................................................付録-259 
図 C.11 ポート Eブロック図（PE0～PE7端子）............................................................付録-260 
図 C.12（a）ポート Fブロック図（PF0端子）.................................................................付録-261 
図 C.12（b）ポート Fブロック図（PF2端子）.................................................................付録-262 
図 C.12（c）ポート Fブロック図（PF3端子）.................................................................付録-263 
図 C.12（d）ポート Fブロック図（PF4端子）.................................................................付録-264 
図 C.12（e）ポート Fブロック図（PF5端子）.................................................................付録-265 
図 C.12（f）ポート Fブロック図（PF6端子） .................................................................付録-266 
図 C.12（g）ポート Fブロック図（PF7端子）.................................................................付録-267 
図 C.13 ポート Hブロック図（PH0～PH7端子）...........................................................付録-268 
図 C.14 ポート Jブロック図（PJ0～PJ7端子） ..............................................................付録-269 
図 C.15 ポート Kブロック図（PK6、PK7端子）...........................................................付録-270 
図 E.1 ハードウェアスタンバイモードの遷移タイミング ...........................................付録-277 
図 E.2 ハードウェアスタンバイモードからの復帰タイミング ...................................付録-277 
図 F.1 外形寸法図（H8S/2646R、H8S/2648R）.............................................................付録-278 
図 F.2 外形寸法図（H8S/2646、H8S/2645、H8S/2648、H8S/2647） ..........................付録-279 



 

 

 
 
 



 

 

表目次 

第 1章 概要 
表 1.1 概要.................................................................................................................................... 1-2 
表 1.2（1） 動作モード別端子機能一覧（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） .................. 1-9 
表 1.2（2） 動作モード別端子機能一覧（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） ................ 1-13 
表 1.3 端子機能 .......................................................................................................................... 1-17 

第 2章 CPU 
表 2.1 命令の分類 ...................................................................................................................... 2-18 
表 2.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ............................................................... 2-19 
表 2.3 データ転送命令 .............................................................................................................. 2-21 
表 2.4 算術演算命令 .................................................................................................................. 2-21 
表 2.5 論理演算命令 .................................................................................................................. 2-23 
表 2.6 シフト命令 ...................................................................................................................... 2-23 
表 2.7 ビット操作命令 .............................................................................................................. 2-24 
表 2.8 分岐命令 .......................................................................................................................... 2-26 
表 2.9 システム制御命令 .......................................................................................................... 2-27 
表 2.10 ブロック転送命令 .......................................................................................................... 2-27 
表 2.11 アドレッシングモード一覧表 ...................................................................................... 2-29 
表 2.12 絶対アドレスのアクセス範囲 ...................................................................................... 2-30 
表 2.14 例外処理の種類と優先度 .............................................................................................. 2-38 

第 3章 MCU動作モード 
表 3.1 MCU動作モードの選択 .................................................................................................. 3-1 
表 3.2 レジスタ構成 .................................................................................................................... 3-2 
表 3.3 各動作モードにおける端子機能 .................................................................................... 3-6 

第 4章 例外処理 
表 4.1 例外処理の種類と優先度 ................................................................................................ 4-1 
表 4.2 例外処理ベクタテーブル ................................................................................................ 4-2 
表 4.3 トレース例外処理後の CCR、EXRの状態................................................................... 4-6 
表 4.4 トラップ命令例外処理後の CCR、EXRの状態........................................................... 4-7 

第 5章 割り込みコントローラ 
表 5.1 端子構成 ............................................................................................................................ 5-2 
表 5.2 レジスタ構成 .................................................................................................................... 5-3 
表 5.3 各割り込み要因と IPRの対応 ........................................................................................ 5-5 
表 5.4 割り込み要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位一覧 ............................... 5-10 
表 5.5 割り込み制御モード ...................................................................................................... 5-13 
表 5.6 割り込み制御モードと選択される割り込み（1）..................................................... 5-14 
表 5.7 割り込み制御モードと選択される割り込み（2）..................................................... 5-15 
表 5.8 割り込み制御モードと動作および制御信号機能....................................................... 5-15 
表 5.9 割り込み応答時間 .......................................................................................................... 5-21 



 

 

表 5.10 割り込み例外処理の実行状態のステート数............................................................... 5-21 
表 5.11 割り込み要因の選択とクリア制御 .............................................................................. 5-25 

第 6章 PCブレークコントローラ（PBC） 
表 6.1 レジスタ構成 .................................................................................................................... 6-2 

第 7章 バスコントローラ 
表 7.1 端子構成 ............................................................................................................................ 7-3 
表 7.2 レジスタ構成 .................................................................................................................... 7-3 
表 7.3 各エリアのバス仕様（基本バスインタフェース） ................................................... 7-13 
表 7.4 使用するデータバスと有効ストローブ....................................................................... 7-16 
表 7.5 アイドルサイクルでの端子状態 .................................................................................. 7-31 

第 8章 データトランスファコントローラ（DTC） 
表 8.1 レジスタ構成 .................................................................................................................... 8-3 
表 8.2 DTCの機能概要 ............................................................................................................. 8-11 
表 8.3 起動要因と DTCERのクリア ....................................................................................... 8-11 
表 8.4 割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCE.................................. 8-13 
表 8.5 ノーマルモードのレジスタ機能 .................................................................................. 8-17 
表 8.6 リピートモードのレジスタ機能 .................................................................................. 8-18 
表 8.7 ブロック転送モードのレジスタ機能........................................................................... 8-19 
表 8.8 DTCの実行状態 ............................................................................................................. 8-22 
表 8.9 実行状態に必要なステート数 ...................................................................................... 8-22 

第 9章 I/Oポート 
表 9.1（1） ポートの機能一覧（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） .................................. 9-2 
表 9.1（2） ポートの機能一覧（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） .................................. 9-5 
表 9.2 ポート 1レジスタ構成 .................................................................................................... 9-8 
表 9.3 ポート 1の端子機能 ...................................................................................................... 9-10 
表 9.4 ポート 2レジスタ構成 .................................................................................................. 9-18 
表 9.5 ポート 2の端子機能 ...................................................................................................... 9-20 
表 9.6 ポート 3レジスタ構成 .................................................................................................. 9-24 
表 9.7 ポート 3の端子機能 ...................................................................................................... 9-26 
表 9.8 ポート 4レジスタ構成 .................................................................................................. 9-28 
表 9.9 ポート 5レジスタ構成 .................................................................................................. 9-30 
表 9.10（1） ポート 5の端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） .......................... 9-31 
表 9.10（2） ポート 5の端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） .......................... 9-32 
表 9.11 ポート 9レジスタ構成 .................................................................................................. 9-33 
表 9.12 ポート Aレジスタ構成 ................................................................................................. 9-35 
表 9.13 PA7～PA4の端子機能 ................................................................................................... 9-37 
表 9.14 PA3～PA0の端子機能 ................................................................................................... 9-38 
表 9.15 入力プルアップMOSの状態（ポート A） ................................................................ 9-38 
表 9.16 ポート Bレジスタ構成.................................................................................................. 9-40 
表 9.17 ポート Bの端子機能 ..................................................................................................... 9-42 
表 9.18 入力プルアップMOSの状態（ポート B） ................................................................ 9-42 
表 9.19 ポート Cレジスタ構成.................................................................................................. 9-44 
表 9.20 ポート Cの端子機能 ..................................................................................................... 9-46 
表 9.21 入力プルアップMOSの状態（ポート C） ................................................................ 9-46 
表 9.22 ポート Dレジスタ構成 ................................................................................................. 9-48 



 

 

表 9.23（1） ポート Dの端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） ......................... 9-49 
表 9.23（2） ポート Dの端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） ......................... 9-50 
表 9.24 入力プルアップMOSの状態（ポート D） ................................................................ 9-50 
表 9.25 ポート Eレジスタ構成.................................................................................................. 9-51 
表 9.26（1） ポート Eの端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645）.......................... 9-53 
表 9.26（2） ポート Eの端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647）.......................... 9-53 
表 9.27 入力プルアップMOSの状態（ポート E）................................................................. 9-54 
表 9.28 ポート Fレジスタ構成 .................................................................................................. 9-55 
表 9.29 ポート Fの端子機能 ...................................................................................................... 9-56 
表 9.30 ポート Hレジスタ構成 ................................................................................................. 9-59 
表 9.31 ポート Hの端子機能 ..................................................................................................... 9-60 
表 9.32 ポート Jレジスタ構成................................................................................................... 9-61 
表 9.33 ポート Jの端子機能....................................................................................................... 9-62 
表 9.34 ポート Kレジスタ構成 ................................................................................................. 9-63 
表 9.35 ポート Kの端子機能 ..................................................................................................... 9-64 

第 10章 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 
表 10.1 TPU機能一覧 ................................................................................................................. 10-2 
表 10.2 TPUの端子構成.............................................................................................................. 10-5 
表 10.3 レジスタ構成 .................................................................................................................. 10-6 
表 10.4 TPUのクロックソース一覧........................................................................................ 10-10 
表 10.5 レジスタの組み合わせ ................................................................................................ 10-41 
表 10.6 カスケード接続組み合わせ ........................................................................................ 10-44 
表 10.7 各 PWM出力のレジスタと出力端子 ......................................................................... 10-47 
表 10.8 位相計数モードクロック入力端子 ............................................................................ 10-51 
表 10.9 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 ................................................. 10-52 
表 10.10 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 ................................................. 10-53 
表 10.11 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 ................................................. 10-54 
表 10.12 位相計数モード 4のアップ／ダウンカウント条件 ................................................. 10-55 
表 10.13 TPU割り込み一覧........................................................................................................ 10-57 

第 11章 プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 
表 11.1 端子構成 .......................................................................................................................... 11-3 
表 11.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 11-3 
表 11.3 PPG動作条件................................................................................................................ 11-13 

第 12章 ウォッチドッグタイマ（WDT） 
表 12.1 レジスタ構成 .................................................................................................................. 12-3 

第 13章 シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
表 13.1 端子構成 .......................................................................................................................... 13-4 
表 13.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 13-4 
表 13.3 ビットレートに対する BRRの設定例（調歩同期式モード） ............................... 13-16 
表 13.4 ビットレートに対する BRRの設定例（クロック同期式モード） ....................... 13-18 
表 13.5 各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） ................................. 13-20 
表 13.6 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） ......................... 13-20 
表 13.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード） ................. 13-21 
表 13.8 SMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット ............................................... 13-25 
表 13.9 SMR、SCRの設定と SCIのクロックソースの選択................................................ 13-25 



 

 

表 13.10 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） ..................................... 13-27 
表 13.11 受信エラーと発生条件 ................................................................................................ 13-35 
表 13.12 SCI割り込み要因 ......................................................................................................... 13-51 
表 13.13 SSRのステータスフラグの状態と受信データの転送............................................. 13-52 

第 14章 スマートカードインタフェース 
表 14.1 端子構成 .......................................................................................................................... 14-3 
表 14.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 14-3 
表 14.3 スマートカードインタフェースでのレジスタ設定 ................................................. 14-12 
表 14.4 nと CKS1、CKS0の対応表........................................................................................ 14-14 
表 14.5 BRRの設定に対するビットレート B（bit/s）の例 

（ただし、n＝0、S＝372のとき） ........................................................................... 14-14 
表 14.6 ビットレート B（bit/s）に対する BRRの設定例 

（ただし、n＝0、S＝372のとき） ........................................................................... 14-15 
表 14.7 各周波数における最大ビットレート 

（スマートカードインタフェースモード時）（ただし S＝372のとき） ........... 14-15 
表 14.8 スマートカードインタフェースモードの動作状態と割り込み要因 ..................... 14-21 

第 15章 コントローラエリアネットワーク（HCAN） 
表 15.1 端子一覧表 ...................................................................................................................... 15-3 
表 15.2 HCANレジスタ一覧 ...................................................................................................... 15-3 
表 15.3 BCRに設定可能なレジスタ値の範囲........................................................................ 15-33 
表 15.4 BCRの TSEG1、TSEG2の設定可能な範囲.............................................................. 15-35 
表 15.5 HCANの割り込み要因 ................................................................................................ 15-50 
表 15.6 TXPRと TXPR設定時間または TXPRと TXCRの設定時間の間隔制限 ............. 15-55 

第 16章 A/D変換器 
表 16.1 端子構成 .......................................................................................................................... 16-3 
表 16.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 16-4 
表 16.3 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 ..................................................................... 16-5 
表 16.4 A/D変換時間（シングルモード）............................................................................. 16-14 
表 16.5 A/D変換時間（スキャンモード）............................................................................. 16-14 
表 16.6 A/D変換器の割り込み要因 ........................................................................................ 16-15 
表 16.7 アナログ端子の規格 .................................................................................................... 16-16 

第 17章 モータコントロール PWMタイマ 
表 17.1 端子構成 .......................................................................................................................... 17-4 
表 17.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 17-4 

第 18章 LCDコントローラ／ドライバ 
表 18.1 端子構成 .......................................................................................................................... 18-3 
表 18.2 レジスタ構成 .................................................................................................................. 18-3 
表 18.3 出力レベルの関係 ........................................................................................................ 18-17 
表 18.4 低消費電力モードと表示動作の関係......................................................................... 18-17 

第 19章 RAM 
表 19.1 レジスタ構成 .................................................................................................................. 19-2 

第 20章 ROM 
表 20.1 ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 ................................................... 20-7 
表 20.2 端子構成 .......................................................................................................................... 20-8 



 

 

表 20.3 レジスタ構成 .................................................................................................................. 20-8 
表 20.4 消去ブロックの分割 .................................................................................................... 20-13 
表 20.5 フラッシュメモリエリアの分割 ................................................................................ 20-14 
表 20.6 オンボードプログラミングモードの設定方法......................................................... 20-15 
表 20.7 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの 

周波数 ............................................................................................................................ 20-17 
表 20.8 ハードウェアプロテクト ............................................................................................ 20-29 
表 20.9 ソフトウェアプロテクト ............................................................................................ 20-29 
表 20.10 フラッシュメモリの動作状態 .................................................................................... 20-34 

第 21章 クロック発振器 
表 21.1 レジスタ構成 .................................................................................................................. 21-2 
表 21.2 ダンピング抵抗値 .......................................................................................................... 21-4 
表 21.3 水晶発振子の特性 .......................................................................................................... 21-5 

第 22章 低消費電力状態 
表 22.1 各モードでの LSIの内部状態 ...................................................................................... 22-2 
表 22.2 低消費電力モード遷移条件 .......................................................................................... 22-4 
表 22.3 レジスタ構成 .................................................................................................................. 22-4 
表 22.4 MSTPビットと内蔵周辺機能の対応 ......................................................................... 22-14 
表 22.5 発振安定時間の設定 .................................................................................................... 22-16 
表 22.6 各処理状態におけるφ端子の状態 ............................................................................ 22-22 

第 23章 電気的特性 
表 23.1 絶対最大定格 .................................................................................................................. 23-1 
表 23.2 DC特性 ........................................................................................................................... 23-3 
表 23.3 出力許容電流値 .............................................................................................................. 23-5 
表 23.4 クロックタイミング ...................................................................................................... 23-6 
表 23.5 制御信号タイミング ...................................................................................................... 23-7 
表 23.6 バスタイミング .............................................................................................................. 23-9 
表 23.7 内蔵周辺モジュールタイミング ................................................................................ 23-14 
表 23.8 A/D変換特性 ................................................................................................................ 23-18 
表 23.9 LCD特性 ....................................................................................................................... 23-18 
表 23.10 フラッシュメモリ特性 ................................................................................................ 23-19 

付録 
表 A.1 命令セット一覧 ..........................................................................................................付録-3 
表 A.4 実行状態（サイクル）に要するステート数.........................................................付録-26 
表 A.5 命令実行状態（サイクル数） ................................................................................付録-27 
表 A.6 命令の実行状態 ........................................................................................................付録-37 
表 A.7 コンディションコードの変化 ................................................................................付録-50 
表 D.1 各処理状態における I/Oポートの状態 

（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） ...............................................................付録-271 
表 D.2 各処理状態における I/Oポートの状態 

（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） ...............................................................付録-274 
 

 
 



 

 

 



 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  1-1 

2010.06.08  

1. 概要 

1.1 概要 
H8S/2646グループは、ルネサスオリジナルアーキテクチャを採用した H8S/2600 CPUを核にして、

システム構成に必要な周辺機能を集積したマイクロコンピュータ（MCU）です。 
H8S/2600 CPUは、内部 32ビット構成で、16ビット×16本の汎用レジスタと高速動作を指向した

簡潔で最適化された命令セットを備えており、16Mバイトのリニアなアドレス空間を扱うことができ
ます。また、H8/300および H8/300H CPUの命令に対し、オブジェクトレベルで上位互換を保ってい
ますので、H8/300、H8/300L、H8/300Hの各シリーズから容易に移行することができます。 
システム構成に必要な機能としては、データトランスファコントローラ（DTC）のバスマスタ、

ROM、RAM、16ビットタイマパルスユニット（TPU）、プログラマブルパルスジェネレータ（PPG）、
ウォッチドッグタイマ（WDT）、シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）、コントロー
ラエリアネットワーク（HCAN）、A/D変換器、モータコントロール PWMタイマ（PWM）、LCD
コントローラ/ドライバ（LCDC）、I/Oポートの周辺機能などを内蔵しています。 
内蔵 ROMは、128kバイトのフラッシュメモリ（F-ZTATTM）*、または 128k／64kバイトのマスク

ROMがあります。ROMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデータ、ワ
ードデータにかかわらず、1ステートでアクセスできます。また、命令フェッチを高速化し、処理速
度を向上しています。 
動作モードとしては、モード 4～7があり、シングルチップモード／外部拡張モードの選択ができ

ます。 
H8S/2646グループの特長を表 1.1に示します。 

【注】 * F-ZTATはルネサス エレクトロニクス（株）の商標です。 
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表 1.1 概要 
項 目 仕  様 

CPU ■汎用レジスタマシン 
• 16ビット×16本の汎用レジスタ 
（8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能） 

■リアルタイム制御向きの高速動作 
• 最高動作周波数 20MHz 
• 高速演算 

8／16／32ビットレジスタ間加減算：50ns 
16×16ビットレジスタ間乗算：200ns 
16×16＋42ビット積和演算：200ns 
32÷16ビットレジスタ間除算：1000ns 

■高速動作に適した命令セット 
• 69種類の基本命令 
• 8／16／32ビット転送／演算命令 
• 符号なし／符号付き乗除算命令 
• 積和演算命令 
• 強力なビット操作命令 
■2種類の CPU動作モード 
• ノーマルモード：アドレス空間 64kバイト 
（本 LSIでは使用できません） 

• アドバンストモード：アドレス空間 16Mバイト 

バスコントローラ • アドレス空間を 8エリアに分割し、エリアごとに独立してバス仕様を設定可能 
• エリアごとに 8ビット／16ビットアクセス空間を選択可能 
• エリアごとに 2ステート／3ステートアクセス空間を設定可能 
• エリアごとにプログラムウェイトのステート数を設定可能 
• バースト ROMを直接接続可能 

PCブレークコントローラ • PCブレーク割り込みによるデバッグ機能をサポート 
• ブレークチャネル×2チャネル 

データトランスファコン
トローラ（DTC） 

• 内部割り込み／ソフトウェアによる起動 
• 1つの起動要因に対して、複数回・複数種類の転送が可能 
• リピートモード／ブロック転送モードなどの転送可能 
• DTCを起動した割り込みを CPUに要求可能 

16ビットタイマパルス 
ユニット（TPU） 

• 16ビットタイマ 6チャネルを内蔵 
• 最大 16端子のパルス入出力処理が可能 
• 2相エンコーダのカウント数の自動計測が可能 

プログラマブルパルス 
ジェネレータ（PPG） 

• TPUをタイムベースとした最大 8ビットのパルス出力が可能 
• 4ビット単位のグループで出力トリガを選択可能 
• ノンオーバラップ期間の設定が可能 
• 直接出力／反転出力の設定可能 

ウォッチドッグタイマ 
（WDT）×2チャネル 

• ウォッチドッグタイマ／インターバルタイマの選択が可能 
• サブクロックによる動作が可能（1チャネルのみ） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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項 目 仕  様 

シリアルコミュニケーシ
ョンインタフェース
（SCI）×2チャネル 
（SCI0、SCI1） 
H8S/2646、H8S/2646R、
H8S/2645 

• 調歩同期式モード／クロック同期式モードの選択が可能 
• マルチプロセッサ通信機能 
• スマートカードインタフェース機能 

シリアルコミュニケーシ
ョンインタフェース
（SCI）×3チャネル 
（SCI0、SCI1、SCI2） 
H8S/2648、H8S/2648R、
H8S/2647 

 

コントロールエリア 
ネットワーク 
（HCAN）×1チャネル 

• CAN：Ver.2.0B準拠 
• バッファサイズ：送信／受信×15本、送信専用×1本 
• 受信メッセージのフィルタリング可能 

A/D変換器 • 分解能：10ビット 
• 入力：12チャネル 
• 最小変換時間 13.3μs（20MHz動作時） 
• シングル／スキャンモードの選択が可能 
• サンプル＆ホールド機能 
• 外部トリガ／タイマトリガによる A/D変換の起動が可能 

モータコントロール 
PWMタイマ（PWM） 

• 最大 16本の 10ビット PWMパルス出力 
• 8本の出力×2チャネル内蔵 
• デューティは 0％から 100％まで設定可能 
• バッファレジスタのデータを自動転送可能 
• DTCにより、ブロック転送および 1ワードデータ転送が可能 

LCDコントローラ／ 
ドライバ（LCDC） 

• 24セグメント×4COM*1 
• 40セグメント×4COM*2 
• 表示用 LCD RAM（8ビット×20バイト（160ビット）） 
• セグメント出力端子を 4端子ごとにポートとして選択可能 
• 電源分割抵抗を内蔵 
【注】*1 H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合 
   *2 H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合 

I/Oポート • 入出力端子 92本、入力専用端子 16本 

メモリ • フラッシュメモリまたはマスク ROM 
• 高速スタティック RAM 

製品名
H8S/2646、H8S/2646R
H8S/2648、H8S/2648R

H8S/2645
H8S/2647

RAM
4kバイト

2kバイト

ROM
128kバイト

64kバイト

 
 



 

1. 概要 

1-4  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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項 目 仕  様 

割り込みコントローラ • 外部割り込み端子 7本（NMI、IRQ0～IRQ5） 
• 内部割り込み要因 43要因（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645）、47要因
（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 

• 8レベルの優先順位設定が可能 

低消費電力状態 • 中速モード 
• スリープモード 
• モジュールストップモード 
• ソフトウェアスタンバイモード 
• ハードウェアスタンバイモード 
• サブクロック動作 

動作モード 4種類の MCU動作モード 

内蔵ROM無効拡張モード 
内蔵ROM無効拡張モード 
内蔵ROM有効拡張モード 
シングルチップモード 

モード

4
5
6
7

CPU
動作モード
アドバンスト

内蔵
ROM
無効
無効
有効
有効

初期値
16ビット
8ビット
8ビット

最大値
16ビット 
16ビット
16ビット

内　　容
外部データバス

－
 

クロック発振器 • システムクロック用 PLL回路内蔵（×1、×2、×4） 
• システムクロック周波数：4～20MHz 
• サブクロック周波数：32.768kHz 

パッケージ • 144ピンプラスチック QFP（FP-144） 

製品ラインアップ 
製品型名

F-ZTAT版
HD64F2646R

－
HD64F2648R

－

マスクROM版
HD6432646 
HD6432645 
HD6432648 
HD6432647

ROM／RAM
（バイト）
128k／4k
64k／2k
128k／4k
64k／2k

パッケージ

FP-144J/FP-144JV
FP-144G/FP-144GV
FP-144J/FP-144JV
FP-144G/FP-144GV

 
HD64F2646R、HD64F2648Rのパッケージは FP-144J/FP-144JV。 
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1.2 内部ブロック図 
内部ブロック図 1.1（1）、図 1.1（2）に示します。 
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*1　フラッシュメモリ版のみに適用します。
*2　FWE端子は、フラッシュメモリ版のみ対応します。

 
図 1.1（1） H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645内部ブロック図 

 



 

1. 概要 

1-6  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

P
E

7
/D

7/
S

E
G

8
P

E
6

/D
6/

S
E

G
7

P
E

5
/D

5/
S

E
G

6
P

E
4

/D
4/

S
E

G
5

P
E

3
/D

3/
S

E
G

4
P

E
2

/D
2/

S
E

G
3

P
E

1
/D

1/
S

E
G

2
P

E
0

/D
0/

S
E

G
1

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

周
辺
デ
ー
タ
バ
ス

周
辺
ア
ド
レ
ス
バ
ス

P
D

7
/D

15
/S

E
G

16
P

D
6

/D
14

/S
E

G
15

P
D

5
/D

13
/S

E
G

14
P

D
4

/D
12

/S
E

G
13

P
D

3
/D

11
/S

E
G

12
P

D
2

/D
10

/S
E

G
11

P
D

1
/D

9/
S

E
G

10
P

D
0

/D
8/

S
E

G
9

ポートD

V
C

C
P

W
M

V
C

C
LP

V
C

C
V

S
S

P
W

M
V

S
S

V
C

L
V

1
V

2
V

3

PA7/A23/SEG40
PA6/A22/SEG39
PA5/A21/SEG38
PA4/A20/SEG37
PA3/A19/COM4
PA2/A18/COM3
PA1/A17/COM2
PA0/A16/COM1

PB7/A15/SEG32
PB6/A14/SEG31
PB5/A13/SEG30
PB4/A12/SEG29
PB3 / A11/SEG28
PB2/A10/SEG27
PB1/A9/SEG26
PB0/A8/SEG25

PC7/A7/SEG24
PC6/A6/SEG23
PC5/A5/SEG22
PC4/A4/SEG21
PC3/A3/SEG20
PC2/A2/SEG19
PC1/A1/SEG18
PC0/A0/SEG17

P37
P36
P35/SCK1/IRQ5
P34/RxD1
P33/TxD1
P32/SCK0/IRQ4
P31/RxD0
P30/TxD0

P97
P96
P95
P94
P93/AN11
P92/AN10
P91/AN9
P90/AN8

P
47

/A
N

7
P

46
/A

N
6

P
45

/A
N

5
P

44
/A

N
4

P
43

/A
N

3
P

42
/A

N
2

P
41

/A
N

1
P

40
/A

N
0

V
re

f
A

V
C

C
A

V
S

S

P
10

/P
O

8/
T

IO
C

A
0

P
11

/P
O

9/
T

IO
C

B
0

P
12

/P
O

10
/T

IO
C

C
0

/T
C

LK
A

P
13

/P
O

11
/T

IO
C

D
0

/T
C

LK
B

P
14

/P
O

12
/T

IO
C

A
1/
IR
Q
0

P
15

/P
O

13
/T

IO
C

B
1

/T
C

LK
C

P
16

/P
O

14
/T

IO
C

A
2/
IR
Q
1

P
17

/P
O

15
/T

IO
C

B
2

/T
C

LK
D

P20/TIOCA3
P21/TIOCB3
P22/TIOCC3
P23/TIOCD3
P24/TIOCA4
P25/TIOCB4
P26/TIOCA5
P27/TIOCB5

P52/SCK2
P51/RxD2
P50/TxD2

PK7
PK6

PF7/φ
PF6/AS/SEG36
PF5/RD/SEG35
PF4/HWR/SEG34
PF3/LWR/ADTRG/IRQ3
PF2/WAIT /SEG33
PF0/ IRQ2

ROM
（マスクROM、　　　
　　フラッシュメモリ*1）

RAM

WDT×2チャネル

TPU

SCI×3チャネル

A/D変換器

HCAN

モータコントロールPWMタイマ

PPG

MD2
MD1
MD0
OSC2
OSC1
EXTAL
XTAL
PLLCAP
PLLVSS
STBY

RES

NMI
FWE*2

HTxD
HRxD

H8S/2600 CPU

DTC割り込みコントローラ

PCブレーク
コントローラ

ポートE

ポート4

P
H

0/
P

W
M

1A
P

H
1/

P
W

M
1B

P
H

2/
P

W
M

1C
P

H
3/

P
W

M
1D

P
H

4/
P

W
M

1E
P

H
5/

P
W

M
1F

P
H

6/
P

W
M

1G
P

H
7/

P
W

M
1H

ポートH

P
J0

/P
W

M
2A

P
J1

/P
W

M
2B

P
J2

/P
W

M
2C

P
J3

/P
W

M
2D

P
J4

/P
W

M
2E

P
J5

/P
W

M
2F

P
J6

/P
W

M
2G

P
J7

/P
W

M
2H

ポートJポート1

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

【注】

ポ
｜
ト
A

ポ
｜
ト
B

ポ
｜
ト
C

ポ
｜
ト
3

ポ
｜
ト
9

ポ
｜
ト
2

ポ
｜
ト
5

ポ
｜
ト
K

ポ
｜
ト
F

ク
ロ
ッ
ク
発
振
器

バ
ス
コ
ン
ト
ロ
｜
ラ

LCDC

PLL

*1　フラッシュメモリ版のみに適用します。
*2　FWE端子は、フラッシュメモリ版のみ対応します。

 
図 1.1（2） H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647内部ブロック図 
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1.3 端子説明 
1.3.1 ピン配置図 

H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645のピン配置図を図 1.2（1）に、H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647
のピン配置図を図 1.2（2）に示します。 
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図 1.2（1） H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645ピン配置図 
（FP-144J/FP-144JV、FP-144G/FP-144GV：上面図） 
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【注】*　FWE端子はマスクROM版ではNCになります。
 

図 1.2（2） H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647ピン配置図 
（FP-144J/FP-144JV、FP-144G/FP-144GV：上面図） 
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1.3.2 動作モード別端子機能一覧 
動作モード別端子機能を表 1.2（1）、表 1.2（2）に示します。 

表 1.2（1） 動作モード別端子機能一覧（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 
端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

1 V1 V1 V1 V1 

2 V2 V2 V2 V2 

3 V3 V3 V3 V3 

4 PE0/D0 PE0/D0 PE0/D0 PE0 

5 PE1/D1 PE1/D1 PE1/D1 PE1 

6 PE2/D2 PE2/D2 PE2/D2 PE2 

7 PE3/D3 PE3/D3 PE3/D3 PE3 

8 PE4/D4 PE4/D4 PE4/D4 PE4 

9 PE5/D5 PE5/D5 PE5/D5 PE5 

10 PE6/D6 PE6/D6 PE6/D6 PE6 

11 PE7/D7 PE7/D7 PE7/D7 PE7 

12 VSS VSS VSS VSS 

13 D8 D8 D8 PD0 

14 D9 D9 D9 PD1 

15 D10 D10 D10 PD2 

16 D11 D11 D11 PD3 

17 D12 D12 D12 PD4 

18 D13 D13 D13 PD5 

19 D14 D14 D14 PD6 

20 D15 D15 D15 PD7 

21 LPVCC LPVCC LPVCC LPVCC 

22 A0 A0 PC0/A0/SEG1 PC0/SEG1 

23 A1 A1 PC1/A1/SEG2 PC1/SEG2 

24 A2 A2 PC2/A2/SEG3 PC2/SEG3 

25 A3 A3 PC3/A3/SEG4 PC3/SEG4 

26 A4 A4 PC4/A4/SEG5 PC4/SEG5 

27 A5 A5 PC5/A5/SEG6 PC5/SEG6 

28 A6 A6 PC6/A6/SEG7 PC6/SEG7 

29 A7 A7 PC7/A7/SEG8 PC7/SEG8 

30 PB0/A8/SEG9 PB0/A8/SEG9 PB0/A8/SEG9 PB0/SEG9 

31 PB1/A9/SEG10 PB1/A9/SEG10 PB1/A9/SEG10 PB1/SEG10 

32 PB2/A10/SEG11 PB2/A10/SEG11 PB2/A10/SEG11 PB2/SEG11 

33 PB3/A11/SEG12 PB3/A11/SEG12 PB3/A11/SEG12 PB3/SEG12 

34 PB4/A12/SEG13 PB4/A12/SEG13 PB4/A12/SEG13 PB4/SEG13 

35 PB5/A13/SEG14 PB5/A13/SEG14 PB5/A13/SEG14 PB5/SEG14 

36 PB6/A14/SEG15 PB6/A14/SEG15 PB6/A14/SEG15 PB6/SEG15 

37 PB7/A15/SEG16 PB7/A15/SEG16 PB7/A15/SEG16 PB7/SEG16 
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端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

38 PF2/WAIT/SEG17 PF2/WAIT/SEG17 PF2/WAIT/SEG17 PF2/SEG17 

39 HWR/SEG18 HWR/SEG18 HWR/SEG18 PF4/SEG18 

40 VSS VSS VSS VSS 

41 RD/SEG19 RD/SEG19 RD/SEG19 PF5/SEG19 

42 AS/SEG20 AS/SEG20 AS/SEG20 PF6/SEG20 

43 PA4/A20/SEG21 PA4/A20/SEG21 PA4/A20/SEG21 PA4/SEG21 

44 PA5/A21/SEG22 PA5/A21/SEG22 PA5/A21/SEG22 PA5/SEG22 

45 PA6/A22/SEG23 PA6/A22/SEG23 PA6/A22/SEG23 PA6/SEG23 

46 PA7/A23/SEG24 PA7/A23/SEG24 PA7/A23/SEG24 PA7/SEG24 

47 PA0/A16/COM1 PA0/A16/COM1 PA0/A16/COM1 PA0/COM1 

48 PA1/A17/COM2 PA1/A17/COM2 PA1/A17/COM2 PA1/COM2 

49 PA2/A18/COM3 PA2/A18/COM3 PA2/A18/COM3 PA2/COM3 

50 PA3/A19/COM4 PA3/A19/COM4 PA3/A19/COM4 PA3/COM4 

51 PWMVSS PWMVSS PWMVSS PWMVSS 

52 PH0/PWM1A PH0/PWM1A PH0/PWM1A PH0/PWM1A 

53 PH1/PWM1B PH1/PWM1B PH1/PWM1B PH1/PWM1B 

54 PH2/PWM1C PH2/PWM1C PH2/PWM1C PH2/PWM1C 

55 PH3/PWM1D PH3/PWM1D PH3/PWM1D PH3/PWM1D 

56 PWMVCC PWMVCC PWMVCC PWMVCC 

57 PH4/PWM1E PH4/PWM1E PH4/PWM1E PH4/PWM1E 

58 PH5/PWM1F PH5/PWM1F PH5/PWM1F PH5/PWM1F 

59 PH6/PWM1G PH6/PWM1G PH6/PWM1G PH6/PWM1G 

60 PH7/PWM1H PH7/PWM1H PH7/PWM1H PH7/PWM1H 

61 PWMVSS PWMVSS PWMVSS PWMVSS 

62 PJ0/PWM2A PJ0/PWM2A PJ0/PWM2A PJ0/PWM2A 

63 PJ1/PWM2B PJ1/PWM2B PJ1/PWM2B PJ1/PWM2B 

64 PJ2/PWM2C PJ2/PWM2C PJ2/PWM2C PJ2/PWM2C 

65 PJ3/PWM2D PJ3/PWM2D PJ3/PWM2D PJ3/PWM2D 

66 PWMVCC PWMVCC PWMVCC PWMVCC 

67 PJ4/PWM2E PJ4/PWM2E PJ4/PWM2E PJ4/PWM2E 

68 PJ5/PWM2F PJ5/PWM2F PJ5/PWM2F PJ5/PWM2F 

69 PJ6/PWM2G PJ6/PWM2G PJ6/PWM2G PJ6/PWM2G 

70 PJ7/PWM2H PJ7/PWM2H PJ7/PWM2H PJ7/PWM2H 

71 PWMVSS PWMVSS PWMVSS PWMVSS 

72 MD2 MD2 MD2 MD2 

73 MD1 MD1 MD1 MD1 

74 MD0 MD0 MD0 MD0 

75 P30/TXD0 P30/TXD0 P30/TXD0 P30/TXD0 

76 P31/RXD0 P31/RXD0 P31/RXD0 P31/RXD0 

77 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 

78 P33/TXD1 P33/TXD1 P33/TXD1 P33/TXD1 
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端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

79 P34/RXD1 P34/RXD1 P34/RXD1 P34/RXD1 

80 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 

81 P36 P36 P36 P36 

82 P37 P37 P37 P37 

83 RES RES RES RES 

84 NMI NMI NMI NMI 

85 STBY STBY STBY STBY 

86 PLLVSS PLLVSS PLLVSS PLLVSS 

87 PLLCAP PLLCAP PLLCAP PLLCAP 

88 VSS VSS VSS VSS 

89 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 

90 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 

91 VCC VCC VCC VCC 

92 VCC VCC VCC VCC 

93 VCL VCL VCL VCL 

94 XTAL XTAL XTAL XTAL 

95 VSS VSS VSS VSS 

96 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL 

97 FWE FWE FWE FWE 

98 PF0/IRQ2 PF0/IRQ2 PF0/IRQ2 PF0/IRQ2 

99 PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/ADTRG/IRQ3 

100 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ 

101 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 

102 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 

103 P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

104 P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

105 P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

106 P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

107 P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

108 P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

109 HTxD HTxD HTxD HTxD 

110 HRxD HRxD HRxD HRxD 

111 P50 P50 P50 P50 

112 P51 P51 P51 P51 

113 P52 P52 P52 P52 
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端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

114 P20/TIOCA3 P20/TIOCA3 P20/TIOCA3 P20/TIOCA3 

115 P21/TIOCB3 P21/TIOCB3 P21/TIOCB3 P21/TIOCB3 

116 P22/TIOCC3 P22/TIOCC3 P22/TIOCC3 P22/TIOCC3 

117 P23/TIOCD3 P23/TIOCD3 P23/TIOCD3 P23/TIOCD3 

118 P25/TIOCB4 P25/TIOCB4 P25/TIOCB4 P25/TIOCB4 

119 VCC VCC VCC VCC 

120 P24/TIOCA4 P24/TIOCA4 P24/TIOCA4 P24/TIOCA4 

121 PK6 PK6 PK6 PK6 

122 P27/TIOCB5 P27/TIOCB5 P27/TIOCB5 P27/TIOCB5 

123 VSS VSS VSS VSS 

124 P26/TIOCA5 P26/TIOCA5 P26/TIOCA5 P26/TIOCA5 

125 PK7 PK7 PK7 PK7 

126 AVCC AVCC AVCC AVCC 

127 Vref Vref Vref Vref 

128 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 

129 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 

130 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 

131 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 

132 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 

133 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 

134 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 

135 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 

136 P90/AN8 P90/AN8 P90/AN8 P90/AN8 

137 P91/AN9 P91/AN9 P91/AN9 P91/AN9 

138 P92/AN10 P92/AN10 P92/AN10 P92/AN10 

139 P93/AN11 P93/AN11 P93/AN11 P93/AN11 

140 P94 P94 P94 P94 

141 P95 P95 P95 P95 

142 P96 P96 P96 P96 

143 P97 P97 P97 P97 

144 AVSS AVSS AVSS AVSS 

【注】 モード４およびモード５で、次の端子（D8～15、A0～7、RD、AS、HWR）は外部 ROMとのインタフェ

ースに使用します。 

 このため、これらの端子は SEG信号に設定をしないでください。 

 



 

1. 概要 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  1-13 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

表 1.2（2） 動作モード別端子機能一覧（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

1 V1 V1 V1 V1 

2 V2 V2 V2 V2 

3 V3 V3 V3 V3 

4 PE0/D0/SEG1 PE0/D0/SEG1 PE0/D0/SEG1 PE0/SEG1 

5 PE1/D1/SEG2 PE1/D1/SEG2 PE1/D1/SEG2 PE1/SEG2 

6 PE2/D2/SEG3 PE2/D2/SEG3 PE2/D2/SEG3 PE2/SEG3 

7 PE3/D3/SEG4 PE3/D3/SEG4 PE3/D3/SEG4 PE3/SEG4 

8 PE4/D4/SEG5 PE4/D4/SEG5 PE4/D4/SEG5 PE4/SEG5 

9 PE5/D5/SEG6 PE5/D5/SEG6 PE5/D5/SEG6 PE5/SEG6 

10 PE6/D6/SEG7 PE6/D6/SEG7 PE6/D6/SEG7 PE6/SEG7 

11 PE7/D7/SEG8 PE7/D7/SEG8 PE7/D7/SEG8 PE7/SEG8 

12 VSS VSS VSS VSS 

13 D8 D8 D8/SEG9 PD0/SEG9 

14 D9 D9 D9/SEG10 PD1/SEG10 

15 D10 D10 D10/SEG11 PD2/SEG11 

16 D11 D11 D11/SEG12 PD3/SEG12 

17 D12 D12 D12/SEG13 PD4/SEG13 

18 D13 D13 D13/SEG14 PD5/SEG14 

19 D14 D14 D14/SEG15 PD6/SEG15 

20 D15 D15 D15/SEG16 PD7/SEG16 

21 LPVCC LPVCC LPVCC LPVCC 

22 A0 A0 PC0/A0/SEG17 PC0/SEG17 

23 A1 A1 PC1/A1/SEG18 PC1/SEG18 

24 A2 A2 PC2/A2/SEG19 PC2/SEG19 

25 A3 A3 PC3/A3/SEG20 PC3/SEG20 

26 A4 A4 PC4/A4/SEG21 PC4/SEG21 

27 A5 A5 PC5/A5/SEG22 PC5/SEG22 

28 A6 A6 PC6/A6/SEG23 PC6/SEG23 

29 A7 A7 PC7/A7/SEG24 PC7/SEG24 

30 PB0/A8/SEG25 PB0/A8/SEG25 PB0/A8/SEG25 PB0/SEG25 

31 PB1/A9/SEG26 PB1/A9/SEG26 PB1/A9/SEG26 PB1/SEG26 

32 PB2/A10/SEG27 PB2/A10/SEG27 PB2/A10/SEG27 PB2/SEG27 

33 PB3/A11/SEG28 PB3/A11/SEG28 PB3/A11/SEG28 PB3/SEG28 

34 PB4/A12/SEG29 PB4/A12/SEG29 PB4/A12/SEG29 PB4/SEG29 

35 PB5/A13/SEG30 PB5/A13/SEG30 PB5/A13/SEG30 PB5/SEG30 

36 PB6/A14/SEG31 PB6/A14/SEG31 PB6/A14/SEG31 PB6/SEG31 

37 PB7/A15/SEG32 PB7/A15/SEG32 PB7/A15/SEG32 PB7/SEG32 

38 WAIT/SEG33 WAIT/SEG33 WAIT/SEG33 PF2/SEG33 

39 HWR/SEG34 HWR/SEG34 HWR/SEG34 PF4/SEG34 

40 VSS VSS VSS VSS 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

41 RD/SEG35 RD/SEG35 RD/SEG35 PF5/SEG35 

42 AS/SEG36 AS/SEG36 AS/SEG36 PF6/SEG36 

43 PA4/A20/SEG37 PA4/A20/SEG37 PA4/A20/SEG37 PA4/SEG37 

44 PA5/A21/SEG38 PA5/A21/SEG38 PA5/A21/SEG38 PA5/SEG38 

45 PA6/A22/SEG39 PA6/A22/SEG39 PA6/A22/SEG39 PA6/SEG39 

46 PA7/A23/SEG40 PA7/A23/SEG40 PA7/A23/SEG40 PA7/SEG40 

47 PA0/A16/COM1 PA0/A16/COM1 PA0/A16/COM1 PA0/COM1 

48 PA1/A17/COM2 PA1/A17/COM2 PA1/A17/COM2 PA1/COM2 

49 PA2/A18/COM3 PA2/A18/COM3 PA2/A18/COM3 PA2/COM3 

50 PA3/A19/COM4 PA3/A19/COM4 PA3/A19/COM4 PA3/COM4 

51 PWMVSS PWMVSS PWMVSS PWMVSS 

52 PH0/PWM1A PH0/PWM1A PH0/PWM1A PH0/PWM1A 

53 PH1/PWM1B PH1/PWM1B PH1/PWM1B PH1/PWM1B 

54 PH2/PWM1C PH2/PWM1C PH2/PWM1C PH2/PWM1C 

55 PH3/PWM1D PH3/PWM1D PH3/PWM1D PH3/PWM1D 

56 PWMVCC PWMVCC PWMVCC PWMVCC 

57 PH4/PWM1E PH4/PWM1E PH4/PWM1E PH4/PWM1E 

58 PH5/PWM1F PH5/PWM1F PH5/PWM1F PH5/PWM1F 

59 PH6/PWM1G PH6/PWM1G PH6/PWM1G PH6/PWM1G 

60 PH7/PWM1H PH7/PWM1H PH7/PWM1H PH7/PWM1H 

61 PWMVSS PWMVSS PWMVSS PWMVSS 

62 PJ0/PWM2A PJ0/PWM2A PJ0/PWM2A PJ0/PWM2A 

63 PJ1/PWM2B PJ1/PWM2B PJ1/PWM2B PJ1/PWM2B 

64 PJ2/PWM2C PJ2/PWM2C PJ2/PWM2C PJ2/PWM2C 

65 PJ3/PWM2D PJ3/PWM2D PJ3/PWM2D PJ3/PWM2D 

66 PWMVCC PWMVCC PWMVCC PWMVCC 

67 PJ4/PWM2E PJ4/PWM2E PJ4/PWM2E PJ4/PWM2E 

68 PJ5/PWM2F PJ5/PWM2F PJ5/PWM2F PJ5/PWM2F 

69 PJ6/PWM2G PJ6/PWM2G PJ6/PWM2G PJ6/PWM2G 

70 PJ7/PWM2H PJ7/PWM2H PJ7/PWM2H PJ7/PWM2H 

71 PWMVSS PWMVSS PWMVSS PWMVSS 

72 MD2 MD2 MD2 MD2 

73 MD1 MD1 MD1 MD1 

74 MD0 MD0 MD0 MD0 

75 P30/TXD0 P30/TXD0 P30/TXD0 P30/TXD0 

76 P31/RXD0 P31/RXD0 P31/RXD0 P31/RXD0 

77 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 

78 P33/TXD1 P33/TXD1 P33/TXD1 P33/TXD1 

79 P34/RXD1 P34/RXD1 P34/RXD1 P34/RXD1 

80 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 

81 P36 P36 P36 P36 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

82 P37 P37 P37 P37 

83 RES RES RES RES 

84 NMI NMI NMI NMI 

85 STBY STBY STBY STBY 

86 PLLVSS PLLVSS PLLVSS PLLVSS 

87 PLLCAP PLLCAP PLLCAP PLLCAP 

88 VSS VSS VSS VSS 

89 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 

90 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 

91 VCC VCC VCC VCC 

92 VCC VCC VCC VCC 

93 VCL VCL VCL VCL 

94 XTAL XTAL XTAL XTAL 

95 VSS VSS VSS VSS 

96 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL 

97 FWE FWE FWE FWE 

98 PF0/IRQ2 PF0/IRQ2 PF0/IRQ2 PF0/IRQ2 

99 PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/ADTRG/IRQ3 

100 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ 

101 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 P10/PO8/TIOCA0 

102 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 P11/PO9/TIOCB0 

103 P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

P12/PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 

104 P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

P13/PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 

105 P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

P14/PO12/TIOCA1/ 
IRQ0 

106 P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

P15/PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 

107 P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

P16/PO14/TIOCA2/ 
IRQ1 

108 P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

P17/PO15/TIOCB2/ 
TCLKD 

109 HTxD HTxD HTxD HTxD 

110 HRxD HRxD HRxD HRxD 

111 P50/TxD2 P50/TxD2 P50/TxD2 P50/TxD2 

112 P51/RxD2 P51/RxD2 P51/RxD2 P51/RxD2 

113 P52/SCK2 P52/SCK2 P52/SCK2 P52/SCK2 

114 P20/TIOCA3 P20/TIOCA3 P20/TIOCA3 P20/TIOCA3 

115 P21/TIOCB3 P21/TIOCB3 P21/TIOCB3 P21/TIOCB3 

116 P22/TIOCC3 P22/TIOCC3 P22/TIOCC3 P22/TIOCC3 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

端子名 ピン番号 

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

117 P23/TIOCD3 P23/TIOCD3 P23/TIOCD3 P23/TIOCD3 

118 P25/TIOCB4 P25/TIOCB4 P25/TIOCB4 P25/TIOCB4 

119 VCC VCC VCC VCC 

120 P24/TIOCA4 P24/TIOCA4 P24/TIOCA4 P24/TIOCA4 

121 PK6 PK6 PK6 PK6 

122 P27/TIOCB5 P27/TIOCB5 P27/TIOCB5 P27/TIOCB5 

123 VSS VSS VSS VSS 

124 P26/TIOCA5 P26/TIOCA5 P26/TIOCA5 P26/TIOCA5 

125 PK7 PK7 PK7 PK7 

126 AVCC AVCC AVCC AVCC 

127 Vref Vref Vref Vref 

128 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 

129 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 

130 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 

131 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 

132 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 

133 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 

134 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 

135 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 

136 P90/AN8 P90/AN8 P90/AN8 P90/AN8 

137 P91/AN9 P91/AN9 P91/AN9 P91/AN9 

138 P92/AN10 P92/AN10 P92/AN10 P92/AN10 

139 P93/AN11 P93/AN11 P93/AN11 P93/AN11 

140 P94 P94 P94 P94 

141 P95 P95 P95 P95 

142 P96 P96 P96 P96 

143 P97 P97 P97 P97 

144 AVSS AVSS AVSS AVSS 

【注】 モード４およびモード５で、次の端子（D8～15、A0～7、RD、AS、HWR）は外部 ROMとのインタフェ

ースに使用します。 

 このため、これらの端子は SEG信号に設定をしないでください。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

1.3.3 端子機能 
各端子の機能について表 1.3に示します。 

表 1.3 端子機能 
分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

電源 VCC 入力 電源 電源に接続します。VCC端子は、全端子をシステム
の電源に接続してください。 

 PWMVCC 入力 PWMポート用 
電源 

ポート H、Jおよびモータコントロール PWMタイ
マ出力の電源端子です。 

 LPVCC 入力 ポート用電源 ポート A、B、C、D、Eおよびポート Fの一部（PF2、
PF4～6）の電源端子です。 

 V1,V2,V3 入力 LCD用電源 LCDコントローラ/ドライバ用の電源端子です。電
源分割抵抗が内蔵されており、通常は解放で用い
ます。電源条件は、 
LPVcc≧V1≧V2≧V3≧Vssです。 

 VSS 入力 グランド 電源（0V）に接続します。VSS端子は、全端子をシ
ステムの電源（0V）に接続してください。 

 PWMVSS 入力 グランド ポート H、Jおよびモータコントロール PWMタイ
マ出力の電源端子です。全端子をシステムの電源
（0V）に接続してください。 

 VCL 入力 内部降圧電源端子 内部降圧電源の電圧安定用のコンデンサを接続す
る端子です。0.1μFのコンデンサを介して Vssに
接続してください（端子近くに配置）。外部電源
に接続しないでください。 

クロック PLLVSS 入力 PLL用グランド 内蔵 PLL発振器用のグランドです。 

 PLLCAP 入力 PLL用容量 内蔵 PLL発振器用の外付け容量端子です。 

 XTAL 入力 クリスタル 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する
場合の接続例については、「第 21章 クロック発
振器」を参照してください。 
システムクロック発振は、水晶発振子を使用して
ください。外部クロックによる駆動はできません。 

 EXTAL 入力 クリスタル 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する
場合の接続例については、「第 21章 クロック発
振器」を参照してください。 

 OSC1 入力 サブクロック 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振
子を接続する場合の接続例については「第 21章 
クロック発振器」を参照してください。 

 OSC2 入力 サブクロック 32.768kHzでの水晶発振子を接続します。水晶発
振子を接続する場合の接続例については「第 21章 
クロック発振器」を参照してください。 

 φ 出力 システムクロック 外部デバイスにシステムクロックを供給します。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

動作モード 
コントロール 

MD2～MD0 入力 モード端子 動作モードを設定します。MD2～MD0端子と動作
モードの関係は次のとおりです。これらの端子は
動作中には変化させないでください。 

動作モードMD2 MD1 MD0

0 0 0

1 0 0
1

1
01

0
1

1

1
モード4
モード5
モード6
モード7

－
－
－
－

 
システム制御 RES 入力 リセット入力 この端子が Lowレベルになると、リセット状態と

なります。 

 STBY 入力 スタンバイ この端子が Lowレベルになると、ハードウェアス
タンバイモードに遷移します。 

 FWE 入力 フラッシュライ
トイネーブル 

フラッシュメモリ用の端子です。 

割り込み NMI 入力 ノンマスカブル 
割り込み 

マスク不可能な割り込みを要求します。未使用の
場合は Highレベルに固定してください。 

 IRQ5～IRQ0 入力 割り込み要求 
5～0 

マスク可能な割り込みを要求します。 

アドレスバス A23～A0 出力 アドレスバス アドレスを出力します。 

データバス D15～D0 入出力 データバス 双方向データバスです。 

バス制御 AS 出力 アドレスストロ
ーブ 

この端子が Lowレベルのとき、アドレスバス上の
アドレス出力が有効であることを示します。 

 RD 出力 リード この端子が Lowレベルのとき、外部アドレス空間
のリード状態であることを示します。 

 HWR 出力 ハイライト 外部空間をライトし、データバスの上位側（D15
～D8）が有効であることを示すストローブ信号で
す。 

 LWR 出力 ローライト 外部空間をライトし、データバスの下位側（D7～
D0）が有効であることを示すストローブ信号です。 

 WAIT 入力 ウェイト 外部 3ステートアドレス空間をアクセスするとき
に、バスサイクルにウェイトステートの挿入を要
求します。 

TCLKD～
TCLKA 

入力 クロック入力 
D～A 

外部クロックを入力します。 16ビット 
タイマパルス
ユニット
（TPU） 

TIOCA0、
TIOCB0、
TIOCC0、
TIOCD0 

入出力 インプットキャ
プチャ／アウト
プットコンペア
マッチ A0～D0 

TGR0A～TGR0Dのインプットキャプチャ入力／
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA1、
TIOCB1 

入出力 インプットキャ
プチャ／アウト
プットコンペア
マッチ A1、B1 

TGR1A、TGR1Bのインプットキャプチャ入力／ア
ウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

16ビット 
タイマパルス
ユニット
（TPU） 

TIOCA2、
TIOCB2 

入出力 インプットキャ
プチャ／アウト
プットコンペア
マッチ A2、B2 

TGR2A、TGR2Bのインプットキャプチャ入力／ア
ウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA3、
TIOCB3、
TIOCC3、
TIOCD3 

入出力 インプットキャ
プチャ／アウト
プットコンペア
マッチ A3～D3 

TGR3A～TGR3Dのインプットキャプチャ入力／
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA4、
TIOCB4 

入出力 インプットキャ
プチャ／アウト
プットコンペア
マッチ A4、B4 

TGR4A、TGR4Bのインプットキャプチャ入力／ア
ウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA5、
TIOCB5 

入出力 インプットキャ
プチャ／アウト
プットコンペア
マッチ A5、B5 

TGR5A、TGR5Bのインプットキャプチャ入力／ア
ウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

プログラマブ
ルパルスジェ
ネレータ
（PPG） 

PO15～PO8 出力 パルス出力 15～8 パルス端子です。 

TxD1、TxD0 出力 トランスミット 
データ 

データ出力端子です。 

RxD1、RxD0 入力 レシーブデータ データ入力端子です。 
 

シリアルコミ
ュニケーショ
ンインタフェ
ース（SCI）／ 
スマートカー
ドインタフェ
ース 
H8S/2646、
H8S/2646R、
H8S/2645 

SCK1、SCK0 入出力 シリアルクロッ
ク 

クロック入出力端子です。 
SCK0の出力形式は NMOSプッシュプルです。 

TxD2～TxD0 出力 トランスミット 
データ 

データ出力端子です。 

RxD2～RxD0 入力 レシーブデータ データ入力端子です。 
 

シリアルコミ
ュニケーショ
ンインタフェ
ース（SCI）／ 
スマートカー
ドインタフェ
ース 
H8S/2648、
H8S/2648R、
H8S/2647 

SCK2～SCK0 入出力 シリアルクロッ
ク 

クロック入出力端子です。 
SCK0の出力形式は NMOSプッシュプルです。 

HCAN HTxD 出力 HCANトランス
ミットデータ 

CANバスの送信用端子です。 

 HRxD 入力 HCANレシーブ
データ 

CANバスの受信用端子です。 

A/D変換器 AN11～AN0 入力 アナログ入力 アナログ入力端子です。 

 ADTRG 入力 A/D変換外部トリ
ガ入力 

A/D変換開始のための外部トリガ入力端子です。 

 AVCC 入力 アナログ電源 A/D変換器の電源端子です。 
A/D変換器を使用しない場合はシステム電源（＋
5V）に接続してください。 
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分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

A/D変換器 AVSS 入力 アナロググラン
ド 

A/D変換器のグランドおよび基準電圧です。システ
ムの電源（0V）に接続してください。 

 Vref 入力 アナログリファ
レンス電源 

A/D変換器の基準電圧入力端子です。 
A/D変換器を使用しない場合はシステムの電源（＋
5V）に接続してください。 

PWM1H～
PWM1A 

出力 PWM出力 モータコントロール PWMチャネル 1の出力端子
です。 

モータコント
ロール PWM 
タイマ PWM2H～

PWM2A 
出力 PWM出力 モータコントロール PWMチャネル 2の出力端子

です。 

LCDコント 
ローラ／ 
ドライバ 

SEG24～
SEG1 
(H8S/2646、
H8S/2646R、
H8S/2645) 

出力 LCDセグメント
出力 

LCDのセグメント出力端子です。 

 SEG40～
SEG1 
(H8S/2648、
H8S/2648R、
H8S/2647) 

   

 COM4～ 
COM1 

出力 LCDコモン出力 LCDのコモン出力端子です。 

I/Oポート P17～P10 入出力 ポート 1 8ビットの入出力端子です。ポート 1データディレ
クションレジスタ（P1DDR）によって、1ビット
ごとに入出力を指定できます。 

 P27～P20 入出力 ポート 2 8ビットの入出力端子です。ポート 2データディレ
クションレジスタ（P2DDR）によって、1ビット
ごとに入出力を指定できます。 

 P37～P30 入出力 ポート 3 8ビットの入出力端子です。 
ポート 3データディレクションレジスタ（P3DDR）
によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P47～P40 入力 ポート 4 8ビットの入力端子です。 

 P52～P50 入出力 ポート 5 3ビットの入出力端子です。 
ポート 5データディレクションレジスタ（P5DDR）
によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 P97～P90 入力 ポート 9 8ビットの入力端子です。 

 PA7～PA0 入出力 ポート A 8ビットの入出力端子です。ポート Aデータディレ
クションレジスタ（PADDR）によって、1ビット
ごとに入出力を指定できます。 

 PB7～PB0 入出力 ポート B 8ビットの入出力端子です。 
ポートBデータディレクションレジスタ（PBDDR）
によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PC7～PC0 入出力 ポート C 8ビットの入出力端子です。 
ポート Cデータディレクションレジスタ
（PCDDR）によって、1ビットごとに入出力を指
定できます。 

 PD7～PD0 入出力 ポート D 8ビットの入出力端子です。 
ポート Dデータディレクションレジスタ
（PDDDR）によって、1ビットごとに入出力を指
定できます。 
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分類 記号 入出力 端子名 名称および機能 

I/Oポート PE7～PE0 入出力 ポート E 8ビットの入出力端子です。 
ポートEデータディレクションレジスタ（PEDDR）
によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PF7～PF2, 
PF0 

入出力 ポート F 7ビットの入出力端子です。 
ポート Fデータディレクションレジスタ（PFDDR）
によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PH7～PH0 入出力 ポート H 8ビットの入出力端子です。 
ポート Hデータディレクションレジスタ
（PHDDR）によって、1ビットごとに入出力を指
定できます。 

 PJ7～PJ0 入出力 ポート J 8ビットの入出力端子です。 
ポート Jデータディレクションレジスタ（PJDDR）
によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 

 PK6～PK7 入出力 ポート K 2ビットの入出力端子です。 
ポートKデータディレクションレジスタ（PKDDR）
によって、1ビットごとに入出力を指定できます。 
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2. CPU 

2.1 概要 
H8S/2600 CPUは、H8/300 CPUおよび H8/300H CPUの上位互換のアーキテクチャを持つ内部 32ビ

ット構成の高速 CPUです。 
本 CPUは、16ビット×16本の汎用レジスタを持ち、16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト）

のリニアなアドレス空間を扱うことができ、リアルタイム制御に最適です。 
 

2.1.1 特長 
本 CPUには、次の特長があります。 

 

■H8/300 CPUおよび H8/300H CPUの上位互換 

• H8/300および H8/300H CPUオブジェクトプログラムを実行可能 

■汎用レジスタ方式 

• 16ビット×16本（8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能） 

■69種類の基本命令 

• 8／16／32ビット演算命令 
• 乗除算命令 
• 強力なビット操作命令 
• 積和演算命令 

■8種類のアドレッシングモード 

• レジスタ直接（Rn） 
• レジスタ間接（@ERn） 
• ディスプレースメント付きレジスタ間接（@(d:16,ERn)／@(d:32,ERn)） 
• ポストインクリメント／プリデクリメントレジスタ間接（@ERn+／@-ERn） 
• 絶対アドレス（@aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32） 
• イミディエイト（#xx:8／#xx:16／#xx:32） 
• プログラムカウンタ相対（@(d:8,PC)／@(d:16,PC)） 
• メモリ間接（@@aa:8） 

■16Mバイトのアドレス空間 

• プログラム ：16Mバイト 
• データ ：16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト） 

■高速動作 

• 頻出命令をすべて 1～2ステートで実行 
• 最高動作周波数 ：20MHz 
• 8／16／32ビットレジスタ間加減算 ：50ns 
• 8×8ビットレジスタ間乗算 ：150ns 
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• 16÷8ビットレジスタ間除算 ：600ns 
• 16×16ビットレジスタ間乗算 ：200ns 
• 32÷16ビットレジスタ間除算 ：1000ns 

■2種類の CPU動作モード 

• ノーマルモード*／アドバンストモード 
【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

■低消費電力状態 

• SLEEP命令により低消費電力状態に遷移 
• CPU動作クロックを選択可能 

 

2.1.2 H8S/2600 CPUと H8S/2000 CPUとの相違点 
H8S/2600 CPUおよび H8S/2000 CPUの相違点は、以下のとおりです。 

 

■レジスタ構成 

• MACレジスタは、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

■基本命令 

• MAC、CLRMAC、LDMAC、STMACの 4命令は、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

■実行ステート数 

• MULXU、MULXS命令の実行ステート数 
 

命令 ニーモニック 実行ステート 

  H8S/2600 H8S/2000 

MULXU.B  Rs, Rd 3 12 MULXU 

MULXU.W  Rs, ERd 4 20 

MULXS.B  Rs, Rd 4 13 MULXS 

MULXS.W  Rs, ERd 5 21 

 
そのほか、製品によって、アドレス空間や CCR、EXRの機能、低消費電力状態などが異なる場合

があります。 
 

2.1.3 H8/300 CPUとの相違点 
本 CPUは、H8/300 CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 

 

■汎用レジスタ、コントロールレジスタを拡張 

• 16ビット×8本の拡張レジスタ、および 8ビット×1本、32ビット×2本のコントロールレ
ジスタを追加 

■アドレス空間を拡張 

• ノーマルモード*のとき、H8/300 CPUと同一の 64kバイトのアドレス空間を使用可能 
• アドバンストモードのとき、最大 16Mバイトのアドレス空間を使用可能 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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■アドレッシングモードを強化 

• 16Mバイトのアドレス空間を有効に使用可能 

■命令強化 

• ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 
• 符号付き乗除算命令などを追加 
• 積和演算命令を追加 
• 2ビットシフト命令を追加 
• 複数レジスタの退避／復帰命令を追加 
• テストアンドセット命令を追加 

■高速化 

基本的な命令を 2倍に高速化 
 

2.1.4 H8/300H CPUとの相違点 
本 CPUは、H8/300H CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 

 

■コントロールレジスタを拡張 

• 8ビット×1本、32ビット×2本のコントロールレジスタを追加 

■命令強化 

• ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 
• 積和演算命令を追加 
• 2ビットシフト命令を追加 
• 複数レジスタの退避／復帰命令を追加 
• テストアンドセット命令を追加 

■高速化 

• 基本的な命令を 2倍に高速化 
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2.2 CPU動作モード 
本CPUは、ノーマルモード*およびアドバンストモードの 2つのCPU動作モードを持っています。

サポートするアドレス空間は、ノーマルモード*の場合最大 64kバイト、アドバンストモードの場合
16Mバイト（アーキテクチャ上はプログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 4Gバイト、合
計で最大 4Gバイト）となります。 
各モードは LSIのモード端子によって選択されます。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
 

CPU動作モード

ノーマルモード*

アドバンストモード

プログラム領域、データ領域合計
で最大64kバイトまでサポート

プログラム領域、データ領域合計
で最大16Mバイトまでサポート

【注】* 本LSIでは使用できません。
 

図 2.1 CPU動作モード 

 

(1) ノーマルモード（本 LSIでは使用できません） 

ノーマルモードでは例外処理ベクタ、スタックの構造が H8/300 CPUと同一になります。 
 
 (a) アドレス空間 
最大 64kバイトをアクセス可能です。 

 
 (b) 拡張レジスタ（En） 
拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタの上位 16ビッ

トとして使用できます。 
拡張レジスタ Enは、対応する汎用レジスタ Rnをアドレスレジスタとして使用している場合でも、

16ビットレジスタとして任意の値を設定することができます（ただし、プリデクリメントレジスタ
間接（@-Rn）、ポストインクリメントレジスタ間接（@Rn+）により汎用レジスタ Rnが参照された
場合、キャリ／ボローが発生すると、対応する拡張レジスタ Enの内容に伝播しますので注意してく
ださい）。 
 
 (c) 命令セット 
命令およびアドレシングモードはすべて使用できます。実効アドレス（EA）の下位 16ビットのみ

が有効となります。 
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 (d) 例外処理ベクタテーブルおよびメモリ間接の分岐アドレス 
ノーマルモードでは、H'0000から始まる先頭領域に例外処理ベクタテーブル領域が割り当てられ

ており、各 16ビットの分岐先アドレスを格納します。ノーマルモードの例外処理ベクタテーブルの
構造を図 2.2に示します。例外処理ベクタテーブルは「第 4章 例外処理」を参照してください。 
 

H'0000
H'0001
H'0002
H'0003
H'0004
H'0005
H'0006
H'0007
H'0008
H'0009
H'000A
H'000B

リセット例外処理ベクタ

例外処理ベクタ1

例外処理ベクタ2

例外処理ベクタテーブル
（システム予約領域）

 
図 2.2 例外処理ベクタテーブル（ノーマルモード） 

 
メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コードに含まれる 8ビット

絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 
ノーマルモードでは、オペランドは 16ビット（ワード）となり、この 16ビットが分岐先アドレス

となります。なお、分岐先アドレスを格納できるのは、H'0000～H'00FFの領域であり、この範囲の先
頭領域は例外処理ベクタテーブルと共通となっていますので注意してください。 
 
 (e) スタック構造 
サブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCR、EXRのスタックの構造を

図 2.3に示します。EXRは EXRが無効のときはスタックされません。詳細は「第 4章 例外処理」
を参照してください。 
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（a）サブルーチン分岐時 （b）例外処理時

PC
（16ビット）

EXR*1

予約*1 *3

CCR

CCR*3

PC
（16ビット）

SP SP

【注】 *1
*2
 *3

EXRを使用しないときはスタックされません。
EXRを使用しないときのSPです。
リターン時には無視されます。

SP*2
（　　　）

 
図 2.3 ノーマルモードのスタック構造 

 

(2) アドバンストモード 

 (a) アドレス空間 
最大 16Mバイト（アーキテクチャ上はプログラム領域最大 16Mバイト、データ領域最大 4Gバイ

ト、合計最大 4Gバイト）をリニアにアクセス可能です。 
 
 (b) 拡張レジスタ（En） 
拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または 32ビットレジスタ・アドレスレジ

スタの上位 16ビットとして使用できます。 
 
 (c) 命令セット 
命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。 

 
 (d) 例外処理ベクタテーブル、メモリ間接の分岐アドレス 
アドバンストモードでは、H'00000000から始まる先頭領域に 32ビット単位で例外処理ベクタテー

ブル領域が割り当てられており、上位 8ビットは無視され 24ビットの分岐先アドレスを格納します
（図 2.4参照）。例外処理ベクタテーブルは「第 4章 例外処理」を参照してください。 
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H'00000000

H'00000003

H'00000004

H'0000000B

H'0000000C

例外処理ベクタテーブル

予約

リセット例外処理ベクタ

（システム予約領域）

予約

例外処理ベクタ1

予約

H'00000010

H'00000008

H'00000007

 
図 2.4 例外処理ベクタテーブル（アドバンストモード） 

 
メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよび JSR命令で使用されます。命令コードに含まれる 8ビット

絶対アドレスによりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 
アドバンストモードでは、オペランドは 32ビット（ロングワード）となり、この 32ビットが分岐

先アドレスとなります。このうち、上位 8ビットは予約領域となっており H'00と見なされます。な
お、分岐先アドレスを格納できるのは、H'00000000～H'000000FFの領域であり、この範囲の先頭領域
は例外処理ベクタテーブルと共通となっていますので注意してください。 
 
 (e) スタック構造 
アドバンストモード時のサブルーチン分岐時の PCのスタック構造と、例外処理時の PCと CCR、

EXRのスタックの構造を図 2.5に示します。EXRは EXRが無効のときはスタックされません。詳細
は「第 4章 例外処理」を参照してください。 
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（a）サブルーチン分岐時 （b）例外処理時

PC
（24ビット）

EXR*1

予約*1 *3

CCR

PC
（24ビット）

SP
SP

【注】*1
 *2
 *3

EXRを使用しないときはスタックされません。
EXRを使用しないときのSPです
リターン時には無視されます。

（SP    ）
*2

予約

 
図 2.5 アドバンストモードのスタック構造 
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2.3 アドレス空間 
本 CPUのメモリマップを図 2.6に示します。本 CPUは、ノーマルモードのとき最大 64kバイト、

またアドバンストモードのとき最大 16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト）のアドレス空間を
リニアに使用することができます。 
 

（b）アドバンストモード

H'0000

H'FFFF

H'00000000

H'FFFFFFFF

H'00FFFFFF

（a）ノーマルモード*

データ領域

プログラム領域

本LSIでは
使用できません。

【注】 * 本LSIでは使用できません。
 

図 2.6 メモリマップ 
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2.4 レジスタ構成 
2.4.1 概要 
本 CPUの内部レジスタ構成を図 2.7に示します。これらのレジスタは、汎用レジスタとコントロ

ールレジスタの 2つに分類することができます。 
 

T －－－－ I2 I1 I0EXR
7 6 5 4 3 2 1 0

PC

MACH

MACL

(符号拡張)
MAC

23

63 3241

31 0

0

15 0  7 0  7 0

E0

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

R0H

R1H

R2H

R3H

R4H

R5H

R6H

R7H

R0L

R1L

R2L

R3L

R4L

R5L

R6L

R7L

汎用レジスタ（Rn）と拡張レジスタ（En）

コントロールレジスタ（CR）

【記号説明】
SP
PC
EXR
T
I2 ～I0
CCR
I
UI

ER0

ER1

ER2

ER3

ER4

ER5

ER6

ER7 (SP)

I UI H U N Z V CCCR
7 6 5 4 3 2 1 0

：ハーフキャリフラグ
：ユーザビット
：ネガティブフラグ
：ゼロフラグ
：オーバフローフラグ
：キャリフラグ
：積和レジスタ

H
U
N
Z
V
C
MAC

：スタックポインタ
：プログラムカウンタ
：エクステンドレジスタ
：トレースビット
：割り込みマスクビット
：コンディションコードレジスタ
：割り込みマスクビット
：ユーザビット／割り込みマスクビット*

【注】　*  本LSIでは、割り込みマスクビットとしては使用できません。
 

図 2.7 CPU内部レジスタ構成 
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2.4.2 汎用レジスタ 
本 CPUは、32ビット長の汎用レジスタを 8本持っています。汎用レジスタは、すべて同じ機能を

持っており、アドレスレジスタもしくはデータレジスタとして使用することができます。データレジ
スタとしては 32ビット、16ビット、および 8ビットレジスタとして使用できます。 
アドレスレジスタおよび 32ビットレジスタの場合、一括して汎用レジスタ ER（ER0～ER7）とし

て使用します。 
16ビットレジスタの場合、汎用レジスタ ERを分割して汎用レジスタ E（E0～E7）、汎用レジスタ

R（R0～R7）として使用します。これらは同等の機能を持っており、16ビットレジスタを最大 16本
まで使用することができます。なお、汎用レジスタ E（E0～E7）を、特に拡張レジスタと呼ぶ場合が
あります。 

8ビットレジスタの場合、汎用レジスタ Rを分割して汎用レジスタ RH（R0H～R7H）、汎用レジス
タ RL（R0L～R7L）として使用します。これらは同等の機能を持っており、8ビットレジスタを最大
16本まで使用することができます。 
汎用レジスタの使用方法を図 2.8に示します。各レジスタ独立に使用方法を選択することができま

す。 
 

● アドレスレジスタ
● 32ビットレジスタ ● 16ビットレジスタ ● 8ビットレジスタ

汎用レジスタER
（ER0～ER7）

汎用レジスタE（拡張レジスタ）
（E0～E7）

汎用レジスタR
（R0～R7）

汎用レジスタRH
（R0H～R7H）

汎用レジスタRL
（R0L～R7L）

 
図 2.8 汎用レジスタの使用方法 

 
汎用レジスタ ER7には、汎用レジスタとしての機能に加えて、スタックポインタ（SP）としての

機能が割り当てられており、例外処理やサブルーチン分岐などで暗黙的に使用されます。スタックの
状態を図 2.9に示します。 
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SP (ER7)

空
領
域

ス
タ
ッ
ク
領
域

 
図 2.9 スタックの状態 

 

2.4.3 コントロールレジスタ 
コントロールレジスタには、24ビットのプログラムカウンタ（PC）、8ビットのエクステンドレジ

スタ（EXR）、8ビットのコンディションコードレジスタ（CCR）、および 64ビット積和レジスタ（MAC）
があります。 
 

(1) プログラムカウンタ（PC） 

24ビットのカウンタで、CPUが次に実行する命令のアドレスを示しています。CPUの命令は、す
べて 2バイト（ワード）を単位としているため、最下位ビットは無効です（命令コードのリード時に
は最下位ビットは 0とみなされます）。 
 

(2) エクステンドレジスタ（EXR） 

8ビットのレジスタです。トレースビット（T）、割り込みマスクビット（I）を含む 8ビットで構
成されています。 
 

ビット 7：トレースビット（T） 

トレースモードか否かを指定します。本ビットが 0にクリアされているときは命令を順次実行しま
す。1にセットされているときは 1命令実行するごとにトレース例外処理を開始します。 
 

ビット 6～3：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。 
 

ビット 2～0：割り込みマスクビット（I2～I0） 

割り込み要求マスクレベル（0～7）を指定します。詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参
照してください。 
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EXRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。このうち STCを除
く命令を実行した場合、実行終了後 3ステートの間は、NMIを含めてすべての割り込みは受け付けら
れません。 
 

(3) コンディションコードレジスタ（CCR） 

8ビットのレジスタで、CPUの内部状態を示しています。割り込みマスクビット（I）とハーフキ
ャリ（H）、ネガティブ（N）、ゼロ（Z）、オーバフロー（V）、キャリ（C）の各フラグを含む 8ビ
ットで構成されています。 
 

ビット 7：割り込みマスクビット（I） 

本ビットが 1にセットされると、割り込みがマスクされます。ただし、NMIは Iビットに関係なく
受け付けられます。例外処理の実行が開始されたときに 1にセットされます。詳細は「第 5章 割り
込みコントローラ」を参照してください。 
 

ビット 6：ユーザビット／割り込みマスクビット（UI） 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトできます。本 LSIでは、
割り込みマスクビットとしては使用できません。 
 

ビット 5：ハーフキャリフラグ（H） 

ADD.B、ADDX.B、SUB.B、SUBX.B、CMP.B、NEG.B命令の実行により、ビット 3にキャリまた
はボローが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0にクリアされます。また、ADD.W、SUB.W、
CMP.W、NEG.W命令の実行により、ビット 11にキャリまたはボローが生じたとき、もしくはADD.L、
SUB.L、CMP.L、NEG.L命令の実行により、ビット 27にキャリまたはボローが生じたとき 1にセッ
トされ、生じなかったとき 0にクリアされます。 
 

ビット 4：ユーザビット（U） 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトできます。 
 

ビット 3：ネガティブフラグ（N） 

データの最上位ビットを符号ビットとみなし、最上位ビットの値を格納します。 
 

ビット 2：ゼロフラグ（Z） 

データがゼロのとき 1にセットされ、ゼロ以外のとき 0にクリアされます。 
 

ビット 1：オーバフローフラグ（V） 

算術演算命令の実行により、オーバフローが生じたとき 1にセットされます。それ以外のとき 0
にクリアされます。 
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ビット 0：キャリフラグ（C） 

演算の実行により、キャリが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0にクリアされます。
キャリには次の種類があります。 

 
（a）加算結果のキャリ 
（b）減算結果のボロー 
（c）シフト／ローテートのキャリ 
 
また、キャリフラグには、ビットアキュムレータ機能があり、ビット操作命令で使用されます。 

 
なお、命令によってはフラグが変化しない場合があります。 
各命令ごとのフラグの変化については、「付録 A.1 命令セット一覧」を参照してください。 
CCRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。また、N、Z、V、C

の各フラグは、条件分岐命令（Bcc）で使用されます。 
 

(4) 積和レジスタ（MAC） 

64ビットのレジスタで、積和演算結果を格納します。32ビットのMACH、MACLから構成されま
す。MACHは下位 10ビットが有効であり、上位は符合拡張されています。 
 

2.4.4 CPU内部レジスタの初期値 
リセット例外処理によって、CPU内部レジスタのうち、PCはベクタからロードすることにより初

期化されます。また EXRの Tビットは 0にクリアされ、EXR、CCRの Iビットは 1にセットされま
すが、汎用レジスタと CCRの他のビットは初期化されません。SP（ER7）の初期値も不定です。し
たがって、リセット直後に、MOV.L命令を使用して SPの初期化を行ってください。 
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2.5 データ構成 
本 CPUは、1ビット、4ビット BCD、8ビット（バイト）、16ビット（ワード）、および 32ビッ

ト（ロングワード）のデータを扱うことができます。 
1ビットデータはビット操作命令で扱われ、オペランドデータ（バイト）の第 nビット（n＝0, 1, 2,

……, 7）という形式でアクセスされます。 
なお、DAAおよび DASの 10進補正命令では、バイトデータは 2桁の 4ビット BCDデータとなり

ます。 
 

2.5.1 汎用レジスタのデータ構成 
汎用レジスタのデータ構成を図 2.10に示します。 

 

7 0

7 0

MSB LSB

MSB LSB

7 04 3

上位桁 下位桁Don't care

Don't care

Don't care

7 04 3

上位桁 下位桁

7 0

Don't care6 5 4 3 27 1 0

7 0

Don't care 6 5 4 3 27 1 0

Don't care

データイメージデータ形 

1ビットデータ 

  

1ビットデータ   

  

4ビットBCDデータ  

  

4ビットBCDデータ   

  

バイトデータ   

   

バイトデータ 

汎用レジスタ

RnH

RnL

RnH

RnL

RnH

RnL

 
図 2.10 汎用レジスタのデータ構成（1） 
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15 0

MSB LSB

15 0

MSB LSB

31 16

MSB

15 0

LSBEn Rn

データ形 

ワードデータ 

  

ワードデータ    

  

ロングワードデータ  

汎用レジスタ

Rn

En

ERn

ERn 

En 

Rn

RnH

RnL

MSB 

LSB  

： 汎用レジスタER

： 汎用レジスタE

： 汎用レジスタR

： 汎用レジスタRH

： 汎用レジスタRL

： 最上位ビット

： 最下位ビット

【記号説明】

データイメージ

 
図 2.10 汎用レジスタのデータ構成（2） 
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2.5.2 メモリ上でのデータ構成 
メモリ上でのデータ構成を図 2.11に示します。 
本 CPUは、メモリ上のワードデータ／ロングワードデータをアクセスすることができます。これ

らは、偶数番地から始まるデータに限定されます。奇数番地から始まるワードデータ／ロングワード
データをアクセスした場合、アドレスの最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータを
アクセスします。この場合、アドレスエラーは発生しません。命令コードについても同様です。 
 

7 0

7 6 5 4 3 2 1 0

MSB LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

アドレス

L番地

L番地

2M番地

2N番地

2N+1番地

2N+2番地

2N+3番地

1ビットデータ

バイトデータ

ワードデータ

ロングワードデータ

データ形 データイメージ

2M+1番地

 
図 2.11 メモリ上でのデータ構成 

 
なお、SP（ER7）をアドレスレジスタとしてスタックをアクセスするときは、必ずワードサイズま

たはロングワードサイズでアクセスしてください。 
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2.6 命令セット 
2.6.1 概要 
本 CPUの命令は合計 69種類あり、各命令の持つ機能によって表 2.1に示すように分類されます。 

表 2.1 命令の分類 
分 類 命   令 サイズ 種類 

MOV BWL 

POP *1, PUSH *1 WL 

LDM, STM L 

転送命令 

MOVFPE*3, MOVTPE*3 B 

5 

ADD, SUB, CMP, NEG BWL 

ADDX, SUBX, DAA, DAS B 

INC, DEC BWL 

ADDS, SUBS L 

MULXU, DIVXU, MULXS, DIVXS BW 

EXTU, EXTS WL 

TAS*4 B 

算術演算命令 

MAC, LDMAC, STMAC, CLRMAC － 

23 

論理演算命令 AND, OR, XOR, NOT BWL 4 

シフト命令 SHAL, SHAR, SHLL, SHLR, ROTL, ROTR, ROTXL, ROTXR BWL 8 

ビット操作命令 BSET, BCLR, BNOT, BTST, BLD, BILD, BST, BIST, BAND, 
BIAND, BOR, BIOR, BXOR, BIXOR 

B 14 

分岐命令 Bcc *2, JMP, BSR, JSR, RTS － 5 

システム制御命令 TRAPA, RTE, SLEEP, LDC, STC, ANDC, ORC, XORC, NOP － 9 

ブロック転送命令 EEPMOV － 1 
合計 69種類 

【記号説明】 

 B ：バイトサイズ 

 W ：ワードサイズ 

 L ：ロングワードサイズ 

【注】 *1 POP.W Rn、PUSH.W Rnは、それぞれMOV.W @SP+,Rn、MOV.W Rn,@-SPと同一です。 

  また、POP.L ERn、PUSH.L ERnは、それぞれ MOV.L @SP+,ERn、MOV.L ERn,@-SPと同一です。 

 *2 Bccは条件分岐命令の総称です。 

 *3 本 LSIでは使用できません。 

 *4 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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2.6.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ 
本 CPUで使用できる命令とアドレッシングモードの組み合わせを表 2.2に示します。 

表 2.2 命令とアドレッシングモードの組み合わせ 

アドレッシングモード

機
　
能

算
術
演
算
命
令

シ
ス
テ
ム
制
御
命
令

分
岐
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令

論
理
演
算
命
令

命　令

MOV

POP, PUSH
LDM, STM

ADD, CMP
SUB
ADDX, SUBX
ADDS, SUBS
INC, DEC
DAA, DAS

NEG
EXTU, EXTS
TAS*2

MAC
CLRMAC

MOVFPE*1,
MOVTPE*1

LDMAC,
STMAC

MULXU,
DIVXU
MULXS,
DIVXS

AND, OR,
XOR

ANDC,
ORC, XORC

NOT

Bcc, BSR
JMP, JSR
RTS

TRAPA
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シフト命令
ビット操作命令

ブロック転送命令

#x
x

－
－
－

－
－

－
－

－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－

－－

BWL

－
－

BWL
WL
B
－
－
－

－
－
－

－

－

－

BWL

B

－

－
－
－
－
－
－
B
－

－

－
－

－

BWL

R
n

－
－

BWL
BWL

B
L

BWL
B

BWL
WL
－

－

BW

BW

BWL

－

BWL

－
－
－
－
－
－
B
B

－

BWL
B

－

BWL

@
E

R
n

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
B

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
W
W

－

－
B

－

BWL

@
(d

:1
6,

 E
R

n)

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
W
W

－

－
－

－

BWL
@

(d
:3

2,
 E

R
n)

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
W
W

－

－
－

－

BWL

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
W
W

－

－
－

－

B

@
aa

:8

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
－
－

－

－
B

－

BWL

@
aa

:1
6

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

B

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
W
W

－

－
B

－

－

@
aa

:2
4

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－

－

－
－

－

BWL

@
aa

:3
2

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
W
W

－

－
B

－

－

@
(d

:8
, P

C
)

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
－

－

－
－

－

－

@
(d

:1
6,

 P
C

)

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－
－

－

－
－

－

－

@
@

aa
:8

－
－

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－

－
－
－
－
－
－

－

－
－

－

－

－

WL
L

－
－
－
－
－
－

－
－
－

－

－

－

－

－

－

－
－

－
－

－
－

BW

デ
｜
タ
転
送
命
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【記号説明】 

 B ：バイト 

 W ：ワード 

 L ：ロングワード 

【注】 *1 本 LSIでは使用できません。 

 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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2.6.3 命令の機能別一覧 
各命令の機能について表 2.3～表 2.10に示します。各表で使用しているオペレーションの記号の意

味は次のとおりです。 
 

《オペレーションの記号》 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

MAC 積和レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

＋ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 転送 

～ 反転論理（論理的補数） 

:8／:16／:24／:32 8／16／24／32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）、または

32ビットレジスタ（ER0～ER7）です。 
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表 2.3 データ転送命令 
命令 サイズ* 機  能 

MOV B／W／L (EAs)→Rd、Rs→(EAd) 
 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとメモリ間でデータ転送しま
す。また、イミディエイトデータを汎用レジスタに転送します。 

MOVFPE B 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE B 本 LSIでは使用できません。 

POP W／L @SP+→Rn 
 スタックから汎用レジスタへデータを復帰します。 
POP.W  RnはMOV.W  @SP+, Rnと、また、 POP.L  ERnはMOV.L  @SP+, ERn
と同一です。 

PUSH W／L Rn→@-SP 
 汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 
PUSH.W  RnはMOV.W  Rn, @-SPと、また、 PUSH.L  ERnは MOV.L  ERn, 
@-SPと同一です。 

LDM L @SP+→Rn（レジスタ群） 
 スタックから複数の汎用レジスタへデータを復帰します。 

STM L Rn（レジスタ群）→@-SP 
 複数の汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 

表 2.4 算術演算命令 
命令 サイズ*1 機  能 

ADD 
SUB 

B／W／L Rd±Rs→Rd、Rd±#IMM→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の加
減算を行います（バイトサイズでの汎用レジスタとイミディエイトデータ間の減算は
できません。SUBX命令または ADD命令を使用してください）。 

ADDX 
SUBX 

B Rd±Rs±C→Rd、Rd±＃IMM±C→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間のキ
ャリ付きの加減算を行います。 

INC 
DEC 

B／W／L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd 
 汎用レジスタに 1または 2を加減算します（バイトサイズで 1の加減算のみ可能
です）。 

ADDS 
SUBS 

L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd、Rd±4→Rd 
 32ビットレジスタに 1､2､または 4を加減算します。 

DAA 
DAS 

B Rd(10進補正) →Rd 
 汎用レジスタ上の加減算結果を CCRを参照して 4ビット BCDデータに補正しま
す。 

MULXU B／W Rd×Rs→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし乗算を行います。 
8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 
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命令 サイズ*1 機  能 

MULXS B／W Rd×Rs→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き乗算を行います。 
8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

DIVXU B／W Rd÷Rs→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし除算を行います。 
16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット､ 
32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

DIVXS B／W Rd÷Rs→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き除算を行います。 
16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット、 
32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

CMP B／W／L Rd－Rs、Rd－#IMM 
 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の比
較を行い、その結果を CCRに反映します。 

NEG B／W／L 0－Rd→Rd 
 汎用レジスタの内容の 2の補数（算術的補数）をとります。 

EXTU W／L Rd(ゼロ拡張) →Rd 
 16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズにゼロ拡張します。または、32
ビットレジスタの下位 16ビットをロングワードサイズにゼロ拡張します。 

EXTS W／L Rd(符号拡張) →Rd 
 16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズに符号拡張します。または、32
ビットレジスタの下位 16ビットをロングワードサイズに符号拡張します。 

TAS B @ERd－0、1 → (＜ビット 7＞of @ERd) *2 
 メモリの内容をテストした後、最上位ビット（ビット 7）を 1にセットします。 

MAC － (EAs)×(EAd)＋MAC→MAC 
 メモリとメモリ間の符合付き乗算を行い、結果を積和レジスタに加算します。 
16ビット×16ビット＋32ビット→32ビットの飽和演算、 
16ビット×16ビット＋42ビット→42ビットの非飽和演算が可能です。 

CLRMAC － 0→MAC 
 積和レジスタをゼロクリアします。 

LDMAC 
STMAC 

L Rs→MAC、MAC→Rd 
 汎用レジスタと積和レジスタ間でデータ転送します。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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表 2.5 論理演算命令 
命令 サイズ* 機  能 

AND B／W／L Rd∧Rs→Rd、Rd∧#IMM→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論
理積をとります。 

OR B／W／L Rd∨Rs→Rd、Rd∨#IMM→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論
理和をとります。 

XOR B／W／L Rd⊕Rs→Rd、Rd⊕#IMM→Rd 
 汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の排
他的論理和をとります。 

NOT B／W／L ～Rd→Rd 
 汎用レジスタの内容の 1の補数（論理的補数）をとります。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 

表 2.6 シフト命令 
命令 サイズ* 機  能 

SHAL 
SHAR 

B／W／L Rd(シフト処理) →Rd 
 汎用レジスタの内容を算術的にシフトします。 
 1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

SHLL 
SHLR 

B／W／L Rd(シフト処理) →Rd 
 汎用レジスタの内容を論理的にシフトします。 
 1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

ROTL 
ROTR 

B／W／L Rd(ローテート処理) →Rd 
 汎用レジスタの内容をローテートします。 
 1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

ROTXL 
ROTXR 

B／W／L Rd(ローテート処理) →Rd 
 汎用レジスタの内容をキャリフラグを含めてローテートします。 
 1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 
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表 2.7 ビット操作命令 
命令 サイズ* 機  能 

BSET B 1→(<ビット番号>of<EAd>) 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 1にセットしま
す。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位
3ビットで指定します。 

BCLR B 0→(<ビット番号>of<EAd>) 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 0にクリアしま
す。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位
3ビットで指定します。 

BNOT B ～(<ビット番号>of<EAd>)→(<ビット番号>of<EAd>) 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転します。ビッ
ト番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビット
で指定されます。 

BTST B ～(<ビット番号>of<EAd>)→Z 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをテストし、ゼロフ
ラグに反映します。ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジ
スタの内容下位 3ビットで指定されます。 

BAND 
 
 
 
BIAND 

B 
 
 
 

B 

C∧(<ビット番号>of<EAd>)→C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグと
の論理積をとり、結果をキャリフラグに格納します。 
 
C∧〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフ
ラグとの論理積をとり、結果をキャリフラグに格納します。 
 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BOR 
 
 
 
BIOR 

B 
 
 
 

B 

C∨(<ビット番号>of<EAd>) →C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグと
の論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 
 
C∨〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフ
ラグとの論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 
 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BXOR 
 
 
 
BIXOR 

B 
 
 
 

B 

C⊕(<ビット番号>of<EAd>) →C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグと
の排他的論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 
 
C⊕〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフ
ラグとの排他的論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 
 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 
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命令 サイズ* 機  能 

BLD 
 
 
 
BILD 

B 
 
 
 

B 

(<ビット番号>of<EAd>) →C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをキャリフラグに
転送します。 
 
～(<ビット番号>of<EAd>) →C 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフ
ラグに転送します。 
 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BST 
 
 
 
BIST 

B 
 
 
 

B 

C→(<ビット番号>of<EAd>) 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグの
内容を転送します。 
 
～C→(<ビット番号>of<EAd>) 
 汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグを
反転して転送します。 
 ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 
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表 2.8 分岐命令 
命令 サイズ* 機  能 

Bcc －  指定した条件が成立しているとき、指定されたアドレスへ分岐します。分岐条件を
下表に示します。 

ニーモニック

BRA (BT)

BRN (BF)

BHI

BLS

BCC (BHS)

BCS (BLO)

BNE

BEQ

BVC

BVS

BPL

BMI

BGE

BLT

BGT

BLE

　　　　説　　明

Always (True)

Never (False)

HIgh

Low or Same

Carry Clear (High or Same)

Carry Set (LOw)

Not Equal

EQual

oVerflow Clear

oVerflow Set

PLus

MInus

Greater or Equal

Less Than

Greater Than

Less or Equal

　分岐条件

Always

Never

C∨Z＝0

C∨Z＝1

C＝0

C＝1

Z＝0

Z＝1

V＝0

V＝1

N＝0

N＝1

N⊕V＝0

N⊕V＝1

Z∨(N⊕V)＝0

Z∨(N⊕V)＝1

 
JMP －  指定されたアドレスへ無条件に分岐します。 

BSR －  指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

JSR －  指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

RTS －  サブルーチンから復帰します。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 
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表 2.9 システム制御命令 
命令 サイズ* 機  能 

TRAPA －  命令トラップ例外処理を行います。 

RTE －  例外処理ルーチンから復帰します。 

SLEEP －  低消費電力状態に遷移します。 

LDC B／W (EAs)→CCR、(EAs)→EXR 
 汎用レジスタまたはメモリの内容を CCR、EXRに転送します。また、イミディエ
イトデータを CCR、EXRに転送します。CCR、EXRは 8ビットですが、メモリと
CCR、EXR間の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になります。 

STC B／W CCR→(EAd)、EXR→(EAd) 
 CCR、EXRの内容を汎用レジスタまたはメモリに転送します。CCR、EXRは 8ビ
ットですが、CCR、EXRとメモリ間の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビット
が有効になります。 

ANDC B CCR∧#IMM→CCR、EXR∧#IMM→EXR 
 CCR、EXRとイミディエイトデータの論理積をとります。 

ORC B CCR∨#IMM→CCR、EXR∨#IMM→EXR 
 CCR、EXRとイミディエイトデータの論理和をとります。 

XORC B CCR⊕#IMM→CCR、EXR⊕#IMM→EXR 
 CCR、EXRとイミディエイトデータの排他的論理和をとります。 

NOP － PC+2→PC 
 PCのインクリメントだけを行います。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

 

表 2.10 ブロック転送命令 
命令 サイズ* 機  能 

EEPMOV.B 
 
 
 
 
 
EEPMOV.W 

－ 
 
 
 
 
 
－ 

if R4L≠0 then 
 Repeat @ER5+→@ER6+ 
  R4L－1→R4L 
 Until R4L＝0 
else next; 
 
if R4≠0 then 
 Repeat @ER5+→@ER6+ 
  R4－1→R4 
 Until R4＝0 
else next; 
 
 ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4Lまたは R4で指
定されるバイト数のデータを、ER6で示されるアドレスのロケーションへ転送しま
す。転送終了後、次の命令を実行します。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 
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2.6.4 命令の基本フォーマット 
本 CPUの命令は、2バイト（ワード）を単位にしています。各命令はオペレーションフィールド

（op）、レジスタフィールド（r）、EA拡張部（EA）、およびコンディションフィールド（cc）から
構成されています。 
図 2.12に命令フォーマットの例を示します。 

 

op

op rn rm

NOP、RTSなど

ADD.B Rn, Rmなど

MOV.B @(d:16, Rn), Rmなど

（1）オペレーションフィールドのみ

（2）オペレーションフィールドとレジスタフィールド

（3）オペレーションフィールド、レジスタフィールドおよびEA拡張部

rn rmop

EA（disp）

（4）オペレーションフィールド、EA拡張部およびコンディションフィールド

op cc EA（disp） BRA d:16など

 
図 2.12 命令フォーマットの例 

 

(1) オペレーションフィールド 

命令の機能を表し、アドレッシングモードの指定、オペランドの処理内容を指定します。命令の先
頭 4ビットを必ず含みます。2つのオペレーションフィールドを持つ場合もあります。 
 

(2) レジスタフィールド 

汎用レジスタを指定します。アドレスレジスタのとき 3ビット、データレジスタのとき 3ビットま
たは 4ビットです。2つのレジスタフィールドを持つ場合、またはレジスタフィールドを持たない場
合もあります。 
 

(3) EA拡張部 

イミディエイトデータ、絶対アドレスまたはディスプレースメントを指定します。8ビット、16
ビット、または 32ビットです。 
 

(4) コンディションフィールド 

Bcc命令の分岐条件を指定します。 
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2.7 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法 
2.7.1 アドレッシングモード 
本 CPUは表 2.11に示すように、8種類のアドレッシングモードをサポートしています。命令ごと

に、使用できるアドレッシングモードは異なります。 
演算命令では、レジスタ直接、およびイミディエイトが使用できます。 
転送命令では、プログラムカウンタ相対とメモリ間接を除くすべてのアドレッシングモードが使用

できます。 
また、ビット操作命令では、オペランドの指定にレジスタ直接、レジスタ間接、および絶対アドレ

スが使用できます。さらに、オペランド中のビット番号を指定するためにレジスタ直接（BSET、BCLR、
BNOT、BTSTの各命令）、およびイミディエイト（3ビット）が独立して使用できます。 

表 2.11 アドレッシングモード一覧表 
No. アドレッシングモード 記号 

1 レジスタ直接 Rn 

2 レジスタ間接 @ERn 

3 ディスプレースメント付きレジスタ間接 @(d:16,ERn)／@(d:32,ERn) 

4 ポストインクリメントレジスタ間接 
プリデクリメントレジスタ間接 

@ERn+ 
@-ERn 

5 絶対アドレス @aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32 

6 イミディエイト #xx:8／#xx:16／#xx:32 

7 プログラムカウンタ相対 @(d:8,PC)／@(d:16,PC) 

8 メモリ間接 @@aa:8 

 

(1) レジスタ直接 Rn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるレジスタ（8ビット、16ビットまたは 32ビット）
がオペランドとなります。 

8ビットレジスタとしては R0H～R7H、R0L～R7Lを指定可能です。 
16ビットレジスタとしては R0～R7、E0～E7を指定可能です。 
32ビットレジスタとしては ER0～ER7を指定可能です。 

 

(2) レジスタ間接 @ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとして
メモリ上のオペランドを指定します。 
プログラム領域としては、下位 24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）とみな

されます。 
 

(3) ディスプレースメント付きレジスタ間接 @（d:16,ERn）／@（d:32,ERn） 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容に、命令コード中
に含まれる 16ビットディスプレースメント、または 32ビットディスプレースメントを加算した内容
をアドレスとして、メモリ上のオペランドを指定します。加算に際して、16ビットディスプレース
メントは符号拡張されます。 
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(4) ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+／プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

(a) ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとして
メモリ上のオペランドを指定します。その後、アドレスレジスタの内容に 1、2または 4が加算され、
加算結果がアドレスレジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワ
ードサイズでは 4がそれぞれ加算されます。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレ
スレジスタの内容が偶数となるようにしてください。 
 

(b) プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容から、1、2または
4を減算した内容をアドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。その後、減算結果がアドレ
スレジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4
がそれぞれ減算されます。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容
が偶数になるようにしてください。 
 

(5) 絶対アドレス @aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32 

命令コード中に含まれる絶対アドレスで、メモリ上のオペランドを指定します。 
絶対アドレスは 8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、24ビット（@aa:24）、または 32ビッ

ト（@aa:32）です。 
データ領域としては、8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、または 32ビット（@aa:32）を

使用します。8ビット絶対アドレスの場合、上位 24ビットはすべて 1（H'FFFF）となります。16ビ
ット絶対アドレスの場合、上位 16ビットは符号拡張されます。32ビット絶対アドレスの場合、全ア
ドレス空間をアクセスできます。 
プログラム領域としては 24ビット（@aa:24）を使用します。上位 8ビットはすべて 0（H'00）と

なります。 
絶対アドレスのアクセス範囲を表 2.12に示します。 

表 2.12 絶対アドレスのアクセス範囲 
絶対アドレス ノーマルモード* アドバンストモード 

8ビット 
（@aa:8） 

H'FF00～H'FFFF H'FFFF00～H'FFFFFF 

16ビット 
（@aa:16） 

H'000000～H007FFF、H'FF8000～H'FFFFFF 

データ領域 

32ビット 
（@aa:32） 

プログラム領域 24ビット 
（@aa:24） 

H'0000～H'FFFF 

H'000000～H'FFFFFF 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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(6) イミディエイト #xx:8／#xx:16／#xx:32 

命令コード中に含まれる 8ビット（#xx:8）、16ビット（#xx:16）、または 32ビット（#xx:32）の
データを直接オペランドとして使用します。 
なお、ADDS、SUBS、INC、DEC命令では、イミディエイトデータが命令コード中に暗黙的に含

まれます。ビット操作命令では、ビット番号を指定するための 3ビットのイミディエイトデータが、
命令コード中に含まれる場合があります。また、TRAPA命令では、ベクタアドレスを指定するため
の 2ビットのイミディエイトデータが、命令コードの中に含まれます。 
 

(7) プログラムカウンタ相対 @（d:8, PC）／@（d:16, PC） 

Bcc、BSR命令で使用されます。PCの内容で指定される 24ビットのアドレスに、命令コード中に
含まれる 8ビット、または 16ビットディスプレースメントを加算して 24ビットの分岐アドレスを生
成します。加算に際して、ディスプレースメントは 24ビットに符号拡張されます。加算結果は下位
24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）とみなされます。また加算される PCの内
容は次の命令の先頭アドレスとなっていますので、分岐可能範囲は分岐命令に対して－126～＋128
バイト（－63～＋64ワード）または－32766～＋32768バイト（－16383～＋16384ワード）です。こ
のとき、加算結果が偶数となるようにしてください。 
 

(8) メモリ間接 @@aa:8 

JMP、JSR命令で使用されます。命令コード中に含まれる 8ビット絶対アドレスでメモリ上のオペ
ランドを指定し、この内容を分岐アドレスとして分岐します。 

8ビット絶対アドレスの上位のビットはすべて 0となりますので、分岐アドレスを格納できるのは
0～255（ノーマルモード*のとき H'0000～H'00FF、アドバンストモードのとき H'000000～H'0000FF）
番地です。 
ノーマルモード*の場合は、メモリ上のオペランドはワードサイズで指定し、16ビットの分岐アド

レスを生成します。 
また、アドバンストモードの場合は、メモリ上のオペランドはロングワードサイズで指定します。

このうち先頭の 1バイトはすべて 0（H'00）とみなされます。 
ただし、分岐アドレスを格納可能なアドレスの先頭領域は、例外処理ベクタ領域と共通になってい

ますので注意してください。詳細は「第 4章 例外処理」を参照してください。 
【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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（a）ノーマルモード*
（b）アドバンストモード

分岐アドレス
@aa:8で指定 @aa:8で指定 予　　約

分岐アドレス

【注】* 本LSIでは使用できません。
 

図 2.13 メモリ間接による分岐アドレスの指定 

 
ワードサイズ、ロングワードサイズでメモリを指定する場合、および分岐アドレスを指定する場合

に奇数アドレスを指定すると、最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータまたは命令
コードをアクセスします（「2.5.2 メモリ上でのデータ構成」を参照してください）。 
 

2.7.2 実効アドレスの計算方法 
各アドレッシングモードにおける実効アドレス（EA：Effective Address）の計算法を表 2.13に示し

ます。 
ノーマルモード*の場合、実効アドレスの上位 8ビットは無視され、16ビットのアドレスとなりま

す。 
【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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2.8 処理状態 
2.8.1 概要 
本 LSIの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、バス権解放状態、お

よび低消費電力状態の 5種類があります。 
処理状態の分類を図 2.14に、処理状態間の遷移を図 2.15に示します。 

 

リセット状態

CPUおよび内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態

例外処理状態

リセット、トレース、割り込み、トラップ命令の例外処理要因によって、通常の処理状態
の流れを変える過渡的な状態

プログラム実行状態

CPUがプログラムを順次実行している状態

バス権解放状態

CPU以外のバスマスタからのバス権要求信号によりバスを解放している状態

低消費電力状態

CPUの動作を停止し、
消費電力を低下させた
状態*

スリープモード

ソフトウェアスタンバイ
モード

ハードウェアスタンバイ
モード

処理状態

【注】*　低消費電力状態には、このほかに中速モード、モジュールストップモード、
　　　　  サブアクティブモード、サブスリープモード、ウォッチモードがあります。

 
図 2.14 処理状態の分類 
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例外処理状態

バス権解放状態

ハードウェア
スタンバイモード*2

ソフトウェア
スタンバイモード

リセット状態*1

スリープモード

低消費電力状態*3

プログラム実行状態

バス権要求終了

バス権要求発生

割り
込み
要求
発生

外部割り込み要求発生

RES＝High

例
外
処
理
要
求
発
生

STBY＝High, RES＝Low

バ
ス
権
要
求
終
了

バ
ス
権
要
求
発
生

SSBY＝
0,

SLEEP命
令

S
S

B
Y
＝

1, 

S
LE

E
P
命
令

【注】 *1 ハードウェアスタンバイモードを除くすべての状態において、RES端子が Lowレベルになる

  とリセット状態に遷移します。また、ウォッチドッグタイマのオーバフローによっても、

  リセット状態に遷移させることができます。

 *2 すべての状態においてSTBY端子がLowレベルになると、ハードウェアスタンバイモードに

  遷移します。

 *3 このほかに、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモードなどがあります。

  詳細は「第22章　低消費電力状態」を参照してください。

例
外
処
理
終
了

リセット状態

 
図 2.15 状態遷移図 

 

2.8.2 リセット状態 
RES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて中止され、CPUはリセット状態になりま

す。リセット状態ではすべての割り込みが禁止されます。 
RES端子を Lowレベルから Highレベルにすると、リセット例外処理を開始します。 
ウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は「第

12章 ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。 
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2.8.3 例外処理状態 
例外処理状態は、リセット、トレース、割り込み、またはトラップ命令の例外処理要因によって起

動され、CPUが通常の処理状態の流れを変え、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベク
タ）を取り出し、そのスタートアドレスに分岐する過渡的な状態です。 
 

(1) 例外処理の種類と優先度 

例外処理要因には、リセット、トレース、割り込み、およびトラップ命令があります。表 2.14に、
例外処理の種類と優先度を示します。トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付け
られます。 

SYSCRで設定される割り込み制御モードによって、例外処理やスタックの構造が異なります。 

表 2.14 例外処理の種類と優先度 
優先度 例外処理要因 例外処理検出 

タイミング 
例外処理開始タイミング 

高 リセット クロック同期 RES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、
または、ウォッチドッグタイマのオーバフローにより
例外処理を開始します。 

 トレース 命令実行終了時または
例外処理終了時*1 

Tビット＝1の状態で命令または例外処理の実行終了時
開始します。 

 割り込み 命令実行終了時または
例外処理終了時*2 

割り込み要求が発生すると、命令実行終了時または例
外処理終了時に例外処理を開始します。 

低 トラップ命令 TRAPA命令実行時 TRAPA命令を実行すると、例外処理を開始します。*3 

【注】 *1 トレースは割り込み制御モード 2でのみ有効です。トレース例外処理は、RTE命令の実行終了後に

は実行しません。 

 *2 ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込

みの検出を行いません。 

 *3 トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

 

(2) リセット例外処理 

RES端子を Lowレベルにしてリセット状態とした後、RES端子を Highレベルにすると、リセット
例外処理を開始します。RES端子が Lowレベルのときリセット状態になります。 
リセット例外処理が起動されると、CPUは、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベ

クタ）を取り出し、そのスタートアドレスからプログラムの実行を開始します。 
リセット例外処理実行中、および終了後は、NMIを含めたすべての割り込みが禁止されます。 

 

(3) トレース 

トレースは、割り込み制御モード 2で有効です。 
EXRの Tビットが 1にセットされていると、トレースモードになります。トレースモードが設定

されていると、1命令の実行を終了するたびにトレース例外処理を開始します。 
トレース例外処理実行後、EXRの Tビットが 0にクリアされ、トレースモードが解除されます。

割り込みマスクは影響を受けません。 
スタックに退避された Tビットは 1を保持しており、RTE命令を実行して、トレース例外処理ル

ーチンから復帰した後は、再び、トレースモードになります。 
RTE命令実行後は、トレース例外処理を行いません。 
割り込み制御モード 0では、Tビットの状態によらず、トレースモードにはなりません。 
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(4) 割り込み例外処理およびトラップ命令例外処理 

割り込み例外処理およびトラップ命令例外処理が起動されると、CPUは、SP（ER7）を参照してプ
ログラムカウンタとコントロールレジスタをスタックに退避します。そして、CPUはコントロールレ
ジスタの割り込みマスクビットを再設定します。次に、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレ
ス（ベクタ）を取り出し、そのスタートアドレスからプログラムの実行を開始します。 
例外処理終了後のスタックの状態を図 2.16に示します。 

 

（a）割り込み制御モード0 （b）割り込み制御モード2

PC
（16ビット）

EXR

予約 *1

CCR

CCR *1

PC
（16ビット）

SP
SP

【注】*1　リターン時には無視されます。

CCR

CCR *1

PC
（24ビット）

EXR

予約 *1

CCR

PC
（24ビット）

SP
SP

CCR

（c）割り込み制御モード0 （d）割り込み制御モード2

ノーマルモード *2

アドバンストモード

 *2　本LSIでは使用できません。 
 

図 2.16 例外処理終了後のスタックの状態（例） 
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2.8.4 プログラム実行状態 
CPUがプログラムを順次実行している状態です。 

 

2.8.5 バス権解放状態 
CPU以外のバスマスタによるバス権要求に対して、バス権を解放した状態です。バス権解放状態

では、CPUは動作を停止します。 
なお、CPU以外のバスマスタにはデータトランスファコントローラ（DTC）があります。 
詳細は、「第 7章 バスコントローラ」を参照してください。 

 

2.8.6 低消費電力状態 
低消費電力状態には、CPUの動作を停止した状態と、CPUの動作を停止しない状態があります。

CPUの動作を停止した低消費電力状態には、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、ハー
ドウェアスタンバイモード、サブスリープモード、ウォッチモードがあります。 
また、その他の低消費電力状態には、中速モード、モジュールストップモード、サブアクティブモ

ードがあります。中速モードでは CPUおよびその他のバスマスタが中速クロックで動作します。モ
ジュールストップモードでは、モジュール単位で、CPU以外のモジュールの動作を停止します。サブ
アクティブモード、サブスリープモード、ウォッチモードはサブクロック入力を利用した低消費電力
状態です。詳細は「第 22章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

(1) スリープモード 

スリープモードには、SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝0の状態で、SLEEP
命令を実行することによって遷移します。スリープモードでは、CPUの動作は SLEEP命令実行直後
で停止します。CPUの内部レジスタの内容は保持されます。 
 

(2) ソフトウェアスタンバイモード 

ソフトウェアスタンバイモードには、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、
TCSR（WDT1）の PSSビット＝0の状態で、SLEEP命令を実行することによって遷移します。ソフ
トウェアスタンバイモードでは、CPUおよびクロックをはじめMCUのすべての動作が停止します。
規定の電圧が与えられている限り、CPUの内部レジスタの内容および内蔵 RAMの内容は保持されま
す。また、I/Oポートの状態も保持されます。 
 

(3) ハードウェアスタンバイモード 

ハードウェアスタンバイモードには、STBY端子を Lowレベルにすることによって遷移します。
ハードウェアスタンバイモードでは、CPUおよびクロックをはじめMCUのすべての動作が停止しま
す。内蔵周辺モジュールはリセット状態になりますが、規定の電圧が与えられている限り、内蔵 RAM
の内容は保持されます。 
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2.9 基本動作タイミング 
2.9.1 概要 
本 CPUは、システムクロック（φ）を基準に動作しています。φの立ち上がりから次の立ち上が

りまでの 1単位をステートと呼びます。メモリサイクルまたはバスサイクルは、1、2または 3ステ
ートで構成され、内蔵メモリ、内蔵周辺モジュール、または外部アドレス空間によってそれぞれ異な
るアクセスを行います。 
 

2.9.2 内蔵メモリ（ROM、RAM） 
内蔵メモリのアクセスは 1ステートアクセスを行います。このとき、データバス幅は 16ビットで、

バイトおよびワードサイズアクセスが可能です。内蔵メモリアクセスサイクルを図 2.17に、端子状
態を図 2.18に示します。 
 

内部アドレスバス

内部リード信号

内部データバス

内部ライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リードデータ

ライトデータ

リード時

ライト時

 
図 2.17 内蔵メモリアクセスサイクル 
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バスサイクル

T1

保持アドレスバス

AS

RD

HWR, LWR

データバス

φ

Highレベル

Highレベル

Highレベル

ハイインピーダンス
 

図 2.18 内蔵メモリアクセス時の端子状態 

 

2.9.3 内蔵周辺モジュールアクセスタイミング 
内蔵周辺モジュールのアクセスは 2ステートで行われます。このとき、データバス幅は 8ビットま

たは 16ビットで内部 I/Oレジスタにより異なります。内蔵周辺モジュールアクセスサイクルを図 2.19、
端子状態を図 2.20に示します。 
 

内部アドレスバス

内部リード信号

内部データバス

内部ライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リード時

ライト時

リードデータ

ライトデータ

T2

 
図 2.19 内蔵周辺モジュールアクセスサイクル 
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バスサイクル

T1

AS

RD

HWR, LWR

データバス

φ

T2

Highレベル

Highレベル

ハイインピーダンス

Highレベル

保持アドレスバス

 
図 2.20 内蔵周辺モジュールアクセス時の端子状態 

 

2.9.4 内蔵 HCANモジュールアクセスタイミング 
内蔵 HCANモジュールのアクセスは 4ステートで行われます。このとき、データバス幅は 16ビッ

トです。また、HCANからのウェイト要求により、ウェイトステートが挿入されることがあります。
内蔵 HCANモジュールアクセスサイクルを図 2.21、図 2.22に、端子状態を図 2.23に示します。 
 

内部アドレスバス

HCANリード信号

内部データバス

HCANライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リード時

ライト時

リードデータ

ライトデータ

T3T2 T4

 
図 2.21 内蔵 HCANモジュールアクセスサイクル（ウェイトステートなし） 
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内部アドレスバス

HCANリード信号

内部データバス

HCANライト信号

内部データバス

φ

バスサイクル

T1

アドレス

リード時

ライト時

T3T2 Tw

リードデータ

ライトデータ

Tw T4

 
図 2.22 内蔵 HCANモジュールアクセスサイクル（ウェイトステートあり） 

 

T1 T3T2 T4

バスサイクル

AS

RD

HWR, LWR

データバス

φ

Highレベル

Highレベル

ハイインピーダンス

Highレベル

保持アドレスバス

 
図 2.23 内蔵 HCANモジュールアクセス時の端子状態 

 

2.9.5 外部アドレス空間アクセスタイミング 
外部アドレス空間のアクセスを行うときのデータバス幅は、8ビットまたは 16ビット、バスサイ

クルは 2ステートまたは 3ステートです。3ステートアクセスではウェイトステートを挿入すること
ができます。詳細は「第 7章 バスコントローラ」を参照してください。 
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2.10 使用上の注意 
2.10.1 TAS命令 

TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
なお、ルネサス製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、TAS命令は生成されません。ユ

ーザ定義の組み込み関数として TAS命令を使用する場合にはレジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用
するようにお願いいたします。 
 

2.10.2 ビット操作命令使用上の注意事項 
BSET、BCLR、BNOT、BST、BISTの各命令は、バイト単位でデータをリードし、ビット操作後に

再びバイト単位でデータをライトします。したがって、ライト専用ビットを含むレジスタ、またはポ
ートに対してこれらの命令を使用するときは注意が必要です。 
また、内部 I/Oレジスタのフラグを 0にクリアするために、BCLR命令を使用できます。この場合、

割り込み処理ルーチンなどで当該フラグが 1にセットされていることが明らかであれば、事前に当該
フラグをリードする必要はありません。 
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3. MCU動作モード 

3.1 概要 
3.1.1 動作モードの選択 
本 LSIには、4種類の動作モード（モード 4～7）があります。これらのモードは、モード端子（MD2

～MD0）の設定で決まります。表 3.1のように CPU動作モード、内蔵 ROMの有効／無効、バス幅の
初期状態を選択することができます。 
表 3.1に、MCU動作モードの選択を示します。 

表 3.1 MCU動作モードの選択 
MCU MD2 MD1 MD0 CPU 内容 内蔵 外部データバス 

動作モード    動作モード  ROM 初期値 最大値 

0* 0 

1* 

0 

1 

2* 0 

3* 

0 

1 

1 

－ － － － 

4 0 16ビット 16ビット 

5 

0 

1 

内蔵 ROM無効
拡張モード 

無効 

8ビット 16ビット 

6 0 内蔵 ROM有効
拡張モード 

8ビット 16ビット 

7 

1 

1 

1 

アドバンスト

シングルチップ
モード 

有効 

－ 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 

 
アドレス空間は、CPUのアーキテクチャ上は 4Gバイトですが、本 LSIでは最大 16Mバイトにな

ります。 
モード 4～6は、外部メモリおよび周辺デバイスをアクセスすることができる外部拡張モードです。 
外部拡張モードでは、8ビットバスモードと 16ビットバスモードを切り替えることができます。

プログラム実行開始後、バスコントローラの設定により、エリアごとに 8ビットまたは 16ビットア
ドレス空間にすることができます。また、いずれか 1つのエリアを 16ビットアクセス空間にすると
16ビットバスモードになり、すべてのエリアを 8ビットアクセス空間にすると 8ビットバスモード
になります。各動作モードによって端子の機能が切り替わります。 
モード 4～7以外は本 LSIでは使用できません。したがって、モード端子は必ずモード 4～7になる

ように設定してください。 
モード端子は、動作中に変化させないでください。 
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3.1.2 レジスタ構成 
本 LSIにはモード端子（MD2～MD0）の状態が反映されるモードコントロールレジスタ（MDCR）

と、本 LSIの動作を制御するシステムコントロールレジスタ（SYSCR）があります。レジスタ構成を
表 3.2に示します。 

表 3.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

モードコントロールレジスタ MDCR R 不定 H'FDE7 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'01 H'FDE5 

端子機能コントロールレジスタ PFCR R/W H'0D/H'00 H'FDEB 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

3.2 各レジスタの説明 
3.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR） 

7

－

1

－

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

－

0

－

0

MDS0

 －*

R

2

MDS2

 －*

R

1

MDS1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　MD2～MD0端子により決定されます。

：

：

：

 
MDCRは 8ビットのリード専用レジスタで、本 LSIの現在の動作モードをモニタするのに用いま

す。 
 

ビット 7：リザーブビット 

ライトはしないでください。 
 

ビット 6～3：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトはしないでください。 
 

ビット 2～0：モードセレクト 2～0（MDS2～MDS0） 

モード端子（MD2～MD0）の入力レベルを反映した値（現在の動作モード）を示しています。MDS2
～MDS0ビットはMD2～MD0端子にそれぞれ対応します。これらのビットはリード専用でライトは
しないでください。MDCRをリードすると、モード端子（MD2～MD0）の入力レベルがこれらのビ
ットにラッチされます。このラッチはリセットで解除されます。 
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3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

7

MACS

0

R/W

6

－

0

－

5

INTM1

0

R/W

4

INTM0

0

R/W

3

NMIEG

0

R/W

0

RAME

1

R/W

2

－

0

R/W

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SYSCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、MAC命令の飽和演算の選択、割り込み制
御モードの選択、NMIの検出エッジの選択、内蔵 RAMの有効／無効の選択を行います。 

SYSCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'01に初期化されます。また、
SYSCRはソフトウェアスタンバイモードでは、初期化されません。 
 

ビット 7：MACサチュレーション（MACS） 

MAC命令の飽和演算、非飽和演算を選択します。 
 

ビット 7 説   明 

MACS  

0 MAC命令は非飽和演算 （初期値） 

1 MAC命令は飽和演算 

 

ビット 6：リザーブビット 

リードすると、常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 5、4：割り込み制御モード 1、0（INTM1、INTM0） 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを選択します。割り込み制御モードの詳細については、
「5.4.1 割り込み制御モードと割り込み動作」を参照してください。 
 
ビット 5 ビット 4 割り込み 説   明 

INTM1 INTM0 制御モード  

0 0 0 Iビットで、割り込みを制御 （初期値） 

 1 ― 設定禁止 

1 0 2 I2～I0ビットと IPRで、割り込みを制御 

 1 ― 設定禁止 

 

ビット 3：NMIエッジセレクト（NMIEG） 

NMI割り込みの入力エッジ選択を行います。 
 
ビット 3 説   明 

NMIEG  

0 NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 （初期値） 

1 NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 
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ビット 2：リザーブビット 

ライト時は 0を書き込んでください。 
 

ビット 1：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 0：RAMイネーブル（RAME） 

内蔵 RAMの有効または無効を選択します。RAMEビットはリセット状態の解除時に初期化されま
す。ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
【注】 DTCを使用する場合は、必ず RAMEビットを 1にセットしてください。 
 

ビット 0 説   明 

RAME  

0 内蔵 RAM無効 

1 内蔵 RAM有効 （初期値） 

 

3.2.3 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） 

7

－

0

R/W

6

－

0

R/W

5

－

0

R/W

4

－

0

R/W

3

AE3

1/0

R/W

0

AE0

1/0

R/W

2

AE2

1/0

R/W

1

AE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：
 

PFCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、内蔵 ROM有効拡張モード時のアドレス出
力制御を行います。 

PFCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'0D/H'00に初期化されます。 
 

ビット 7～4：リザーブビット 

ライト時は 0を書き込んでください。 
 

ビット 3～0：アドレス出力イネーブル 3～0（AE3～AE0） 

内蔵ROM無効拡張モードと内蔵ROM有効モード時のアドレス出力A8～A23の許可／禁止を選択
します。アドレス出力を許可した端子は、対応する DDRに関係なくアドレスが出力されます。アド
レス出力を禁止した端子は、対応する DDRを 1にセットするとポート出力となります。 
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ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

AE3 AE2 AE1 AE0  

0 0 0 0 A8～A23出力を禁止 （初期値*） 

0 0 0 1 A8出力を許可。A9～A23出力を禁止 

0 0 1 0 A8、A9出力を許可。A10～A23出力を禁止 

0 0 1 1 A8～A10出力を許可。A11～A23出力を禁止 

0 1 0 0 A8～A11出力を許可。A12～A23出力を禁止 

0 1 0 1 A8～A12出力を許可。A13～A23出力を禁止 

0 1 1 0 A8～A13出力を許可。A14～A23出力を禁止 

0 1 1 1 A8～A14出力を許可。A15～A23出力を禁止 

1 0 0 0 A8～A15出力を許可。A16～A23出力を禁止 

1 0 0 1 A8～A16出力を許可。A17～A23出力を禁止 

1 0 1 0 A8～A17出力を許可。A18～A23出力を禁止 

1 0 1 1 A8～A18出力を許可。A19～A23出力を禁止 

1 1 0 0 A8～A19出力を許可。A20～A23出力を禁止 

1 1 0 1 A8～A20出力を許可。A21～A23出力を禁止 （初期値*） 

1 1 1 0 A8～A21出力を許可。A22、A23出力を禁止 

1 1 1 1 A8～A23出力を許可 

【注】 * 内蔵 ROM有効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットは B'0000に初期化されます。 

  また、内蔵 ROM無効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットは B'1101に初期化されます。なお、A0

～A7アドレスは、対応する DDRを 1にセットすることでアドレス出力となります。 

 

3.3 各動作モードの説明 
3.3.1 モード 4 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは無効です。ポート A、
B、Cがアドレスバス、ポート D、Eがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信号となります。 
リセット直後は 16ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 16ビットアクセス空間となります。

ただし、バスコントローラにより、すべてのエリアを 8ビットアクセス空間に設定した場合には、8
ビットバスモードとなります。 
 

3.3.2 モード 5 
CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは無効です。ポート A、

B、Cがアドレスバス、ポート Dがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信号となります。 
リセット直後は 8ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 8ビットアクセス空間となります。

ただし、バスコントローラにより、いずれかのエリアを 16ビットアクセス空間に設定した場合には、
16ビットバスモードとなり、ポート Eがデータバスとなります。 
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3.3.3 モード 6 
CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは有効です。ポート A、

B、Cはリセット直後は入力ポートになっています。対応する DDR（データディレクションレジスタ）
を 1にセットすることにより、アドレスを出力することができます。ポート Dがデータバス、ポート
Fの一部がバス制御信号となります。 
リセット直後は 8ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 8ビットアクセス空間となります。

ただし、バスコントローラによりいずれかのエリアを 16ビットアクセス空間に設定した場合には、
16ビットバスモードとなりポート Eがデータバスとなります。 
 

3.3.4 モード 7 
CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは有効であり、外部ア

ドレスは使用できません。 
すべての I/Oポートを入出力ポートとして使用できます。 

 

3.4 各動作モードにおける端子機能 
動作モードにより、ポート A～Fの端子機能が切り替わります。各動作モードにおける端子機能の

一覧を表 3.3に示します。 

表 3.3 各動作モードにおける端子機能 
ポート モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポート A P／A* P／A* P*／A P 

ポート B P／A* P／A* P*／A P 

ポート C A A P*／A P 

ポート D D D D P 

ポート E P／D* P*／D P*／D P 

PF7 P／C* P／C* P／C* P*／C 

PF6～PF4 C C C 

PF3 P／C* P*／C P*／C 

ポート F 

PF2 P*／C P*／C P*／C 

P 

【記号説明】 

 P ：入出力ポート 

 A ：アドレスバス出力 

 D ：データバス入出力 

 C ：制御信号・クロック入出力 

 * ：リセット直後 

 

3.5 各動作モードのアドレスマップ 
各動作モードのアドレスマップを図 3.1（1）、図 3.1（2）に示します。 
アドレス空間は、モード 4～7（アドバンストモード）で 16Mバイトです。 
モード 4～7のとき、アドレス空間は 8エリアに分割されています。詳細は、「第 7章 バスコン

トローラ」を参照してください。 
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モード4、5
アドバンスト・
内蔵ROM無効拡張モード

モード6
アドバンスト・
内蔵ROM有効拡張モード

モード7
アドバンスト・
シングルチップモード

H'000000

H'FFE000
H'FFDFFF

H'FFB000
H'FFAFFF

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFB000

H'FFDFFF

H'FFAFFF

H'020000
H'01FFFF

H'000000

H'01FFFF

H'000000

H'FFEFBF

外部アドレス空間

内蔵RAM *

内蔵RAM *

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM *

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵ROM

リザーブエリア リザーブエリア

外部アドレス空間

内蔵ROM

内蔵RAM

内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ

【注】*

H'FFFFFF

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFE000 H'FFE000

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFFF60

H'FFFFC0

内蔵RAM *

内蔵RAM

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

H'FFFFFF H'FFFFFF

H'FFF800

H'FFFF3F

SYSCRのRAMEビットを0にクリアすることにより外部アドレスとすることができます。
 

図 3.1（1） H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2648、H8S/2648Rの各動作モードのアドレスマップ 

 



 

3. MCU動作モード 

3-8  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

モード4、5
アドバンスト・
内蔵ROM無効拡張モード

モード6
アドバンスト・
内蔵ROM有効拡張モード

モード7
アドバンスト・
シングルチップモード

H'000000

H'FFE800
H'FFE7FF

H'FFB000
H'FFAFFF

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFB000

H'FFE7FF

H'FFAFFF

H'020000
H'01FFFF

H'010000
H'00FFFF

H'000000

H'01FFFF

H'000000

外部アドレス空間

内蔵RAM *

内蔵RAM *

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵RAM *

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内蔵ROM

リザーブエリア リザーブエリア

リザーブエリア

H'010000
H'00FFFF

内蔵ROM

リザーブエリア

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

内部I/Oレジスタ

【注】*

H'FFFFFF

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFE800

H'FFEFC0

H'FFF800

H'FFFF40

H'FFFF60

H'FFFFC0

H'FFFF60

H'FFFFC0

内蔵RAM *
H'FFE800

H'FFEFBF
内蔵RAM

内蔵RAM

外部アドレス空間

内部I/Oレジスタ

H'FFFFFF H'FFFFFF

H'FFF800

H'FFFF3F

SYSCRのRAMEビットを0にクリアすることにより外部アドレスとすることができます。
 

図 3.1（2） H8S/2645、H8S/2647の各動作モードのアドレスマップ 
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4. 例外処理 

4.1 概要 
4.1.1 例外処理の種類と優先度 
例外処理には、表 4.1に示すように、リセット、トレース、直接遷移、トラップ命令、および割り

込みによるものがあります。これらの例外処理には表 4.1に示すように優先順位が設けられており、
複数の例外処理が同時に発生した場合は、この優先度に従って受け付けられ処理されます。トラップ
命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

SYSCRの INTM0、INTM1ビットで設定される割り込み制御モードによって、例外処理要因やスタ
ックの構造、CPUの動作が異なります。 

表 4.1 例外処理の種類と優先度 
優先度 例外処理の種類 例外処理開始タイミング 

高 リセット RES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、または、ウォッチドッグタ
イマのオーバフローにより開始します。RES端子が Lowレベルのときリセット状
態になります。 

 トレース*1 トレース（T）ビット＝1の状態で、命令または例外処理の実行終了時に開始しま
す。 

 直接遷移 SLEEP命令の実行により、直接遷移が発生すると開始します。 

 割り込み 割り込み要求が発生すると、命令または例外処理の実行終了時に開始します。*2 

 
低 

トラップ命令*3 
（TRAPA） 

トラップ（TRAPA）命令の実行により開始します。 

【注】 *1 トレースは割り込み制御モード 2でのみ有効です。トレース例外処理は、RTE命令の実行終了後に

は実行しません。 

 *2 ANDC、ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込

みの検出を行いません。 

 *3 トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に受け付けられます。 

 

4.1.2 例外処理の動作 
例外処理は、各例外処理要因により起動されます。 
トラップ命令および割り込み例外処理は、次のように動作します。 
［1］ プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）、エクステンドレジス

タ（EXR）をスタックに退避します。 
［2］ 割り込みマスクビットを更新します。Tビットを0にクリアします。 
［3］ 起動要因に対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容が示す番地からプ

ログラムの実行が開始されます。 
 
リセット例外処理の場合は上記［2］、［3］の動作を行います。 
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4.1.3 例外処理要因とベクタテーブル 
各例外処理要因は、図 4.1に示すように分類されます。 
これらの例外処理要因には、それぞれ異なるベクタアドレスが割り当てられています。 
これらの要因とベクタアドレスとの対応を表 4.2に示します。 

 

例外処理要因

・リセット

・割り込み

・トラップ命令

外部割り込み…NMI、IRQ5～IRQ0

内部割り込み…内蔵周辺モジュールからの割り込み

  H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645は43要因

  H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647は47要因

・トレース

 
図 4.1 例外処理要因 

 

表 4.2 例外処理ベクタテーブル 
例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス*1 

  アドバンストモード 

リセット 0 H'0000～H'0003 

システム予約 1 H'0004～H'0007 

 2 H'0008～H'000B 

 3 H'000C～H'000F 

 4 H'0010～H'0013 

トレース 5 H'0014～H0017 

直接遷移*3 6 H'0018～H001B 

外部割り込み NMI 7 H'001C～H'001F 

トラップ命令（4要因） 8 H'0020～H'0023 

 9 H'0024～H'0027 

 10 H'0028～H'002B 

 11 H'002C～H'002F 

システム予約 12 H'0030～H'0033 

 13 H'0034～H'0037 

 14 H'0038～H'003B 

 15 H'003C～H'003F 
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例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス*1 

  アドバンストモード 

外部割り込み IRQ0 16 H'0040～H'0043 

 IRQ1 17 H'0044～H'0047 

 IRQ2 18 H'0048～H'004B 

 IRQ3 19 H'004C～H'004F 

 IRQ4 20 H'0050～H'0053 

 IRQ5 21 H'0054～H'0057 

システム予約 22 H'0058～H'005B 

 23 H'005C～H'005F 

内部割り込み*2 24 H'0060～H'0063 

 ｜ ｜ 

 127 H'01FC～H'01FF 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 内部割り込みのベクタテーブルは、「5.3.3 割り込み例外処理ベクタテーブル」を参照してくださ

い。 

 *3 直接遷移については、「22.11 直接遷移」を参照してください。 

 

4.2 リセット 
4.2.1 概要 
リセットは、最も優先順位の高い例外処理です。 
RES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて打ち切られ、本 LSIはリセット状態にな

ります。リセットによって、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化されます。
リセット直後は割り込み制御モード 0になっています。 

RES端子が Lowレベルから Highレベルになるとリセット例外処理が開始されます。 
またウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は

「第 12章 ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。 
 

4.2.2 リセットシーケンス 
RES端子が Lowレベルになると本 LSIはリセット状態になります。 
本 LSIを確実にリセットするために、電源投入時は最低 20msの間、RES端子を Lowレベルに保持

してください。また、動作中は RES端子を最低 20ステートの間、Lowレベルにしてください。 
RES端子が一定期間 Lowレベルの後 Highレベルになると、リセット例外処理が開始され、本 LSI

は次のように動作します。 
 
［1］ CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化され、EXRのTビットは0にクリ

アされ、EXR、CCRのIビットが1にセットされます。 
［2］ リセット例外処理ベクタアドレスをリードしてPCに転送した後、PCで示されるアドレスから

プログラムの実行を開始します。 
 
リセットシーケンスの例を図 4.2、図 4.3に示します。 
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φ

RES

内部アドレスバス

内部リード信号

内部ライト信号

内部データバス

ベクタ
フェッチ

（1）（3）：リセット例外処理ベクタアドレス（リセット時（1）＝H'000000；（3）＝H'000002）
（2）（4）：スタートアドレス（リセット例外処理ベクタアドレスの内容）
（5） ：スタートアドレス（（5）＝（2）（4））
（6） ：プログラム先頭命令

（1） （3） （5）

Highレベル

内部処理
プログラム先頭命令の
フェッチ

（2） （4） （6）

 
図 4.2 リセットシーケンス（モード 6、7） 
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【注】*　プログラムウェイト3ステートが挿入されます。

φ

RES

アドレスバス

RD

HWR、LWR

D15～D0

ベクタ
フェッチ

（1） （3）

Highレベル

内部
処理

プログラム先頭命令の
フェッチ

（2） （4）

（5）

（6）

* * *

（1）（3）：リセット例外処理ベクタアドレス（リセット時（1）＝H'000000；（3）＝H'000002）
（2）（4）：スタートアドレス（リセット例外処理ベクタアドレスの内容）
（5） ：スタートアドレス（（5）＝（2）（4））
（6） ：プログラム先頭命令

 
図 4.3 リセットシーケンス（モード 4） 

 

4.2.3 リセット直後の割り込み 
リセット直後、スタックポインタ（SP）を初期化する前に割り込みを受け付けると、PCと CCR

の退避が正常に行われないため、プログラムの暴走につながります。これを防ぐため、リセット例外
処理が実行された直後は、NMIを含めたすべての割り込み要求が禁止されます。すなわち、リセット
直後はプログラムの先頭 1命令が必ず実行されますので、プログラム先頭命令は SPを初期化する命
令としてください（例：MOV.L ＃xx：32, SP）。 
 

4.2.4 リセット解除後の内蔵周辺機能 
リセット解除後、MSTPCRA～MSTPCRDは H'3F、H'FF、H'FF、B'11*******1に初期化され、DTC

を除くすべてのモジュールがモジュールストップモードになっています。 
そのため、各内蔵周辺モジュールのレジスタは、リード／ライトできません。モジュールストップ

モードを解除することにより、レジスタのリード／ライトが可能となります。 
【注】 *1 ビット 5～0は不定値になります。 
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4.3 トレース 
トレースは、割り込み制御モード 2で有効です。割り込み制御モード 0では、Tビットの状態にか

かわらず、トレースモードにはなりません。割り込み制御モードについては、「第 5章 割り込みコ
ントローラ」を参照してください。 

EXRの Tビットが 1にセットされていると、トレースモードになります。トレースモードが設定
されていると、1命令の実行を終了するたびにトレース例外処理を開始します。 
トレース例外処理実行後、EXRの Tビットが 0にクリアされ、トレースモードが解除されます。

割り込みマスクの影響を受けません。 
表 4.3にトレース命令例外処理実行後の CCR、EXRの状態を示します。 
トレース例外処理ルーチンでも割り込みを受け付けます。 
スタックに退避された Tビットは 1を保持しており、RTE命令を実行して、トレース例外処理ル

ーチンから復帰した後は、再び、トレースモードになります。 
RTE命令実行後は、トレース例外処理を行いません。 

表 4.3 トレース例外処理後の CCR、EXRの状態 
割り込み制御モード CCR EXR 

 I UI I2～I0 T 

0 トレース例外処理は使用できません。 

2 1 － － 0 

【記号説明】 

 1 ：1にセットされます。 

 0 ：0にクリアされます。 

 － ：実行前の値が保持されます。 

 

4.4 割り込み 
割り込み例外処理を開始させる要因には、7本の外部割り込み（NMI、IRQ5～IRQ0）と、内蔵周

辺モジュールからの要求による内部要因、H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645は 43要因、H8S/2648、
H8S/2648R、H8S/2647は 47要因があります。割り込み要因と要因数を図 4.4に示します。 
割り込み要因を要求する内蔵周辺モジュールには、ウォッチドッグタイマ（WDT）、16ビットタ

イマパルスユニット（TPU）、シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）、データトランス
ファコントローラ（DTC）、PCブレークコントローラ（PBC）、A/D変換器、モータコントロール
PWMタイマ（PWM）、コントローラエリアネットワーク（HCAN）などがあります。割り込みベク
タアドレスは各要因別に割り当てられています。 

NMIは最も優先度の高い割り込みです。割り込みは、割り込みコントローラによって制御されま
す。割り込み制御には、2つの割り込み制御モードがあり、NMI以外の割り込みに 8レベルの優先順
位／マスクレベルを設定して、多重割り込みの制御を行うことができます。 
割り込みについての詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
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WDT*（2）

TPU（26）

SCI（8）；H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645

SCI（12）；H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647

DTC（1）

PBC（1）

A/D変換器（1）

PWM（2）

HCAN（2）

割り込み

内部割り込み

外部割り込み

【注】 （　）内は要因数を示します。
WDTをインターバルタイマとして使用したとき、カウンタが
オーバフローすると割り込み要求を発生します。

* 

NMI（1）

IRQ5～IRQ0（6）

 
図 4.4 割り込み要因と要因数 

 

4.5 トラップ命令 
トラップ命令例外処理は、TRAPA命令を実行すると例外処理を開始します。トラップ命令例外処

理はプログラム実行状態で常に実行可能です。 
TRAPA命令は、命令コード中で指定した 0～3のベクタ番号に対応するベクタテーブルからスター

トアドレスを取り出します。 
表 4.4に、トラップ命令例外処理実行後の CCR、EXRの状態を示します。 

表 4.4 トラップ命令例外処理後の CCR、EXRの状態 
割り込み制御モード CCR EXR 

 I UI I2～I0 T 

0 1 － － － 

2 1 － － 0 

【記号説明】 

 1 ：1にセットされます。 

 0 ：0にクリアされます。 

 － ：実行前の値が保持されます。 
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4.6 例外処理後のスタックの状態 
トラップ命令例外処理および割り込み例外処理後のスタックの状態を図 4.5に示します。 

 

CCR

  CCR*

PC
（16ビット）

SP→

【注】*　リターン時には無視されます。

EXR

  リザーブ*

CCR

  CCR*

PC
（16ビット）

SP→

（a）割り込み制御モード0 （b）割り込み制御モード2

 
図 4.5（1） 例外処理終了後のスタックの状態（ノーマルモード：本 LSIでは使用できません） 

 

CCR

PC
（24ビット）

SP→

【注】*　リターン時には無視されます。

EXR

  リザーブ*

CCR

PC
（24ビット）

SP→

（a）割り込み制御モード0 （b）割り込み制御モード2

 
図 4.5（2） 例外処理終了後のスタックの状態（アドバンストモード） 
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4.7 スタック使用上の注意 
本 LSIでは、ワードデータまたはロングワードデータをアクセスする場合は、アドレスの最下位ビ

ットは 0とみなされます。スタック領域に対するアクセスは、常にワードサイズまたはロングワード
サイズで行い、スタックポインタ（SP：ER7）の内容は奇数にしないでください。 
すなわち、レジスタの退避は、 
 PUSH.W Rn（MOV.W Rn, @-SP） 
 PUSH.L ERn（MOV.L ERn, @-SP） 
また、レジスタの復帰は、 
 POP.W Rn（MOV.W @SP+, Rn） 
 POP.L ERn（MOV.L @SP+, ERn） 
を使用してください。 
SPを奇数に設定すると、誤動作の原因となります。SPを奇数に設定した場合の動作例を図 4.6に

示します。 
 

SP

【記号説明】 ：コンディションコードレジスタ
：プログラムカウンタ
：汎用レジスタR1L
：スタックポインタ

H'FFFEFA

H'FFFEFB

H'FFFEFC

H'FFFEFD

H'FFFEFE

H'FFFEFF

R1L

PC

SP

CCR

PC

SP

CCR
PC
R1L
SP

【注】アドバンストモードで、割り込み制御モード0の場合の例です。

TRAPA命令実行 MOV.B　R1L, ＠-ER7

SPにH'FFFEFFを
設定

SPを超えて
スタックされる

CCRの内容が
失われる

 
図 4.6 SPを奇数に設定したときの動作 
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5. 割り込みコントローラ 

5.1 概要 
5.1.1 特長 
本 LSIは割り込みコントローラにより、割り込みの制御を行います。割り込みコントローラには、

次の特長があります。 
 

■2種類の割り込み制御モード 

• システムコントロールレジスタ（SYSCR）の INTM1、INTM0ビットにより、2種類 の割り
込み制御モードを設定できます。 

■IPRにより、優先順位を設定可能 

• 割り込み優先順位を設定するインタラプトプライオリティレジスタ（IPR）を備えており、
NMI以外の割り込みは、モジュールごとに 8レベルの優先順位を設定できます。 

• NMIは、最優先のレベル 8の割り込み要求として、常に受け付けられます。 

■独立したベクタアドレス 

• すべての割り込み要因には独立のベクタアドレスが割り当てられており、割り込み処理ル
ーチンで要因を判別する必要がありません。 

■7本の外部割り込み端子 

• NMIは最優先の割り込みで常に受け付けられます。NMIは立ち上がりエッジまたは立ち下
がりエッジを選択できます。 

• IRQ5～IRQ0は立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ、レベルセンスのいずれか
をそれぞれ独立に選択できます。 

■DTCの制御 

• 割り込みによる DTCの起動の制御を行います。 
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5.1.2 ブロック図 
割り込みコントローラのブロック図を図 5.1に示します。 

 

SYSCR

NMI入力

IRQ入力

内部割り込み要因
SWDTEND～RM0

INTM1、INTM0

NMIEG

NMI入力部

IRQ入力部
ISR

ISCR IER

IPR

割り込みコントローラ

優先順位
判定

割り込み要求

ベクタ番号

I

I2～I0
CCR

EXR

CPU

 ISCR 
 IER 
 ISR 
 IPR 
 SYSCR 

：IRQセンスコントロールレジスタ
：IRQイネーブルレジスタ
：IRQステータスレジスタ
：インタラプトプライオリティレジスタ
：システムコントロールレジスタ

【 記号説明 】

 
図 5.1 割り込みコントローラのブロック図 

 

5.1.3 端子構成 
割り込みコントローラの端子構成を表 5.1に示します。 

表 5.1 端子構成 
名  称 記号 入出力 機  能 

ノンマスカブル 
割り込み 

NMI 入力 マスク不可能な外部割り込み。立ち上がりエッジまたは立
ち下がりエッジを選択可能 

外部割り込み要求 
5～0 

IRQ5～IRQ0 入力 マスク可能な外部割り込み。立ち下がりエッジ、立ち上が
りエッジ、両エッジ、レベルセンスのいずれかを選択可能 
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5.1.4 レジスタ構成 
割り込みコントローラのレジスタ構成を表 5.2に示します。 

表 5.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'01 H'FDE5 

IRQセンスコントロールレジスタ H ISCRH R/W H'00 H'FE12 

IRQセンスコントロールレジスタ L ISCRL R/W H'00 H'FE13 

IRQイネーブルレジスタ IER R/W H'00 H'FE14 

IRQステータスレジスタ ISR R/(W)*2 H'00 H'FE15 

インタラプトプライオリティレジスタ A IPRA R/W H'77 H'FEC0 

インタラプトプライオリティレジスタ B IPRB R/W H'77 H'FEC1 

インタラプトプライオリティレジスタ C IPRC R/W H'77 H'FEC2 

インタラプトプライオリティレジスタ D IPRD R/W H'77 H'FEC3 

インタラプトプライオリティレジスタ E IPRE R/W H'77 H'FEC4 

インタラプトプライオリティレジスタ F IPRF R/W H'77 H'FEC5 

インタラプトプライオリティレジスタ G IPRG R/W H'77 H'FEC6 

インタラプトプライオリティレジスタ H IPRH R/W H'77 H'FEC7 

インタラプトプライオリティレジスタ J IPRJ R/W H'77 H'FEC9 

インタラプトプライオリティレジスタ K IPRK R/W H'77 H'FECA 

インタラプトプライオリティレジスタ M IPRM R/W H'77 H'FECC 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

5.2 各レジスタの説明 
5.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 MACS — INTM1 INTM0 NMIEG — — RAME 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 1 

R/W： R/W — R/W R/W R/W R/W — R/W 

 
SYSCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、割り込み制御モードの選択、NMIの検出

エッジの選択を行います。 
ここでは、ビット 5～3についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「3.2.2 シス

テムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してください。 
ビット 5～3はリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'01に初期化されます。ソフ

トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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ビット 5、4：割り込み制御選択モード 1、0（INTM1、INTM0） 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを 2つのモードの中から選択します。 
 
ビット 5 ビット 4 割り込み 説   明 

INTM1 INTM0 制御モード  

0 0 0 Iビットで、割り込みを制御します。 （初期値） 

 1 ― 設定禁止 

1 0 2 I2～I0ビットと IPRで、割り込みを制御します。 

 1 ― 設定禁止 

 

ビット 3：NMIエッジセレクト（NMIEG） 

NMI端子の入力エッジ選択を行います。 
 

ビット 3 説   明 

NMIEG  

0 NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 （初期値） 

1 NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

 

5.2.2 インタラプトプライオリティレジスタ A～H、J、K、M 
（IPRA～H、J、K、M） 

7

－

0

－

6

IPR6

1

R/W

5

IPR5

1

R/W

4

IPR4

1

R/W

3

－

0

－

0

IPR0

1

R/W

2

IPR2

1

R/W

1

IPR1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

IPRは 8ビットのリード／ライト可能な 11本のレジスタで、NMIを除く割り込みの優先順位（レ
ベル 7～0）を設定します。 
各割り込み要因と IPRの対応を表 5.3に示します。 
IPRは、NMIを除く各割り込み要因の優先順位（レベル 7～0）を設定します。 
IPRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'77に初期化されます。 
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ビット 7、3：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

表 5.3 各割り込み要因と IPRの対応 
レジスタ ビット 

 6～4 2～0 

IPRA IRQ0 IRQ1 

IPRB IRQ2 IRQ4 

 IRQ3 IRQ5 

IPRC ―*1 DTC 

IPRD ウォッチドッグタイマ 0 ―*1 

IPRE PCブレーク A/D変換器、 
ウォッチドッグタイマ 1 

IPRF TPUチャネル 0 TPUチャネル 1 

IPRG TPUチャネル 2 TPUチャネル 3 

IPRH TPUチャネル 4 TPUチャネル 5 

IPRJ ―*1 SCIチャネル 0 

IPRK SCIチャネル 1 SCIチャネル 2*2 

IPRM PWMチャネル 1，2 HCAN 

【注】 *1 リザーブビットです。リードすると１が読み出されます。ライトは無効です。 

 *2 H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合リザーブビットです。リードすると 1が読み出されます。

書き込む値も常に H'7にしてください。H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合 SCIチャネル 2

の IPRビットになります。 

 
表 5.3に示すように、1本の IPRに複数の割り込みが割り当てられています。ビット 6～4、ビット

2～0の各 3ビットに H'0から H'7の範囲の値をセットすることによって、それぞれに対応する割り込
みの優先順位が設定されます。割り込み優先順位は、H'0をセットすると優先レベル 0（最低）に、
H'7をセットすると優先レベル 7（最高）になります。 
割り込み要求が発生すると、IPRで設定した優先順位に従って最も優先順位の高い割り込みが選択

されます。その後、この割り込みレベルと CPU内の EXRの I2～I0ビットで設定された割り込みマス
クレベルとを比較し、割り込みの優先レベルが設定したマスクレベルより高ければ、CPUに対して割
り込み要求を発生します。 
 

5.2.3 IRQイネーブルレジスタ（IER） 

7

－

0

R/W

6

－

0

R/W

5

IRQ5E

0

R/W

4

IRQ4E

0

R/W

3

IRQ3E

0

R/W

0

IRQ0E

0

R/W

2

IRQ2E

0

R/W

1

IRQ1E

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

IERは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IRQ5～IRQ0割り込み要求の許可または禁止
を制御します。 

IERはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
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ビット 7～6：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 5～0：IRQ5～IRQ0イネーブル（IRQ5E～IRQ0E） 

IRQ5～IRQ0割り込みを許可または禁止するかを選択します。 
 

ビット n 説   明 

IRQnE  

0 IRQn割り込みを禁止 （初期値） 

1 IRQn割り込みを許可 
（n＝5～0） 

 

5.2.4 IRQセンスコントロールレジスタ H、L（ISCRH、ISCRL） 

15

－

0

R/W

14

－

0

R/W

13

－

0

R/W

12

－

0

R/W

11

IRQ5SCB

0

R/W

8

IRQ4SCA

0

R/W

10

IRQ5SCA

0

R/W

9

IRQ4SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRH

7

IRQ3SCB

0

R/W

6

IRQ3SCA

0

R/W

5

IRQ2SCB

0

R/W

4

IRQ2SCA

0

R/W

3

IRQ1SCB

0

R/W

0

IRQ0SCA

0

R/W

2

IRQ1SCA

0

R/W

1

IRQ0SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRL

 
ISCRは 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IRQ5～IRQ0端子の入力の立ち下がりエッ

ジ、立ち上がりエッジ、両エッジ、レベルセンスのいずれかを選択します。 
ISCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'0000に初期化されます。 

 

ビット 15～12：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 



 

5. 割り込みコントローラ 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  5-7 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 11～0：IRQ5センスコントロール A、B（IRQ5SCA、IRQ5SCB） 
   ～IRQ0センスコントロール A、B（IRQ0SCA、IRQ0SCB） 

 
ビット 11～0 説  明 

IRQ5SCB～ 
IRQ0SCB 

IRQ5SCA～
IRQ0SCA 

 

0 0 IRQ5～IRQ0入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 （初期値） 

 1 IRQ5～IRQ0入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1 0 IRQ5～IRQ0入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

 1 IRQ5～IRQ0入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

 

5.2.5 IRQステータスレジスタ（ISR） 

7

－

0

R/(W)*

6

－

0

R/(W)*

5

IRQ5F

0

R/(W)*

4

IRQ4F

0

R/(W)*

3

IRQ3F

0

R/(W)*

0

IRQ0F

0

R/(W)*

2

IRQ2F

0

R/(W)*

1

IRQ1F

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

 
ISRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、IRQ5～IRQ0割り込み要求のステータス表示

を行います。 
ISRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

 

ビット 7～6：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。 
 

ビット 5～0：IRQ5～IRQ0フラグ（IRQ5F～IRQ0F） 

IRQ5～IRQ0割り込み要求のステータスの表示を行います。 
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ビット n 説   明 

IRQnF  

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）IRQnF＝1の状態で IRQnFフラグをリードした後、IRQnFフラグに 0をライトしたと

き 
（2）Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態かつ IRQn入力が Highレベル

の状態で、割り込み例外処理を実行したとき 
（3）立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出設定時 

（IRQnSCB＝1、または IRQnSCA＝1）の状態で IRQn割り込み例外処理を実行した
とき 

（4）IRQn割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 

1 ［セット条件］ 
（1）Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態で IRQn入力が Lowレベルに

なったとき 
（2）立ち下がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝0、IRQnSCA＝1）の状態で IRQn入力に立

ち下がりエッジが発生したとき 
（3）立ち上がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝1、IRQnSCA＝0）の状態で IRQn入力に立

ち上がりエッジが発生したとき 
（4）両エッジ検出設定時（IRQnSCB＝IRQnSCA＝1）の状態で IRQn入力に立ち下がり、

または立ち上がりエッジが発生したとき 
（n＝5～0） 

 

5.3 割り込み要因 
割り込み要因には、外部割り込み（NMI、IRQ5～IRQ0）と内部割り込み*があります。 

【注】 * H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647は 47要因 
  H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645は 43要因 
 

5.3.1 外部割り込み 
外部割り込みには、NMI、IRQ5～IRQ0の 7要因があります。各外部割り込みは、ソフトウェアス

タンバイモードからの復帰に使用できます。 
 

(1) NMI割り込み 

NMIは最優先の割り込みで、割り込み制御モードや、CPUの割り込みマスクビットの状態にかか
わらず常に受け付けられます。NMI端子の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジのいずれかで割
り込みを要求するか、SYSCRの NMIEGビットで選択できます。 

NMI割り込み例外処理のベクタ番号は 7です。 
 

(2) IRQ5～IRQ0割り込み 

IRQ5～IRQ0割り込みは IRQ5～IRQ0端子の入力信号により要求されます。IRQ5～IRQ0割り込み
には次の特長があります。 
（a） IRQ5～IRQ0端子のLowレベル、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジおよび両エッジのいず

れかで割り込みを要求するか、ISCRで選択できます。 
（b） IRQ5～IRQ0割り込み要求を許可するか禁止するかを、IERで選択できます。 
（c） IPRにより割り込みプライオリティレベルを設定できます。 
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（d） IRQ5～IRQ0割り込み要求のステータスは、ISRに表示されます。ISRのフラグはソフトウェ
アで0にクリアすることができます。 

 
IRQ5～IRQ0割り込みのブロック図を図 5.2に示します。 

 

IRQn割り込み要求 

IRQnE

IRQnF

S

R

Q

クリア信号

エッジ／レベル
検出回路

IRQnSCA、IRQnSCB

IRQn入力

【注】　n＝5～0

 
図 5.2 IRQ5～IRQ0割り込みのブロック図 

 
IRQnFのセットタイミングを図 5.3に示します。 

 

φ

IRQn
入力端子

IRQnF
 

図 5.3 IRQnFのセットタイミング 

 
IRQ5～IRQ0割り込み例外処理のベクタ番号は、21～16です。 
IRQ5～IRQ0割り込みの検出は、当該の端子が入力に設定されているか、出力に設定されているか

に依存しません。したがって、外部割り込み入力端子として使用する場合には、対応する DDRを 0
にクリアしてその他の機能の入出力端子としては使用しないでください。 
 

5.3.2 内部割り込み 
内蔵周辺モジュールからの割り込みによる内部割り込みには、H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647

は 47要因、H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645は 43要因があります。 
（1） 各内蔵周辺モジュールには、割り込み要求のステータスを表示するフラグと、これらの割り

込みを許可するか禁止するかを選択するイネーブルビットがあります。これらがいずれも1
にセットされると割り込み要求が割り込みコントローラに要求されます。 

（2） IPRによって割り込みプライオリティレベルを設定できます。 
（3） TPU、SCIなどの割り込み要求によりDTCの起動ができます。 
 割り込みによりDTCの起動を行う場合、割り込み制御モードや、CPUの割り込みマスクビッ

トの影響を受けません。 
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5.3.3 割り込み例外処理ベクタテーブル 
表 5.4に割り込み例外処理要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位の一覧を示します。デフ

ォルトの優先順位はベクタ番号の小さいものほど高くなっています。 
モジュール間の優先順位は、IPRにより設定することができます。2つ以上のモジュールを同一の

優先順位に設定した場合、また、モジュール内の優先順位は、表 5.4のとおり固定です。 

表 5.4 割り込み要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位一覧 

ベクタアドレス*1割り込み要因 要因発生元 ベクタ
番号 アドバンスト 

モード 

IPR 優先 
順位 

NMI 7 H'001C  高 

IRQ0 16 H'0040 IPRA6～IPRA4  

IRQ1 17 H'0044 IPRA2～IPRA0  

IRQ2 
IRQ3 

18 
19 

H'0048 
H'004C 

IPRB6～IPRB4  

IRQ4 
IRQ5 

外部端子 

20 
21 

H'0050 
H'0054 

IPRB2～IPRB0  

システム予約 
 

－ 22 
23 

H'0058 
H'005C 

－  

SWDTEND 
（ソフトウェア起動データ転送終了） 

DTC 24 H'0060 IPRC2～IPRC0  

WOVI0（インターバルタイマ） ウォッチドッ
グタイマ 0

25 H'0064 IPRD6～IPRD4  

システム予約 － 26 H'0068 －  

PCブレーク PCブレーク
コントローラ

27 H'006C IPRE6～IPRE4  

ADI（A/D変換終了） A/D 28 H'0070 IPRE2～IPRE0  

WOVI1（インターバルタイマ） ウォッチドッ
グタイマ 1

29 H'0074   

システム予約 － 30 
31 

H'0078 
H'007C 

－  

TGI0A（TGR0Aインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 
TGI0B（TGR0Bインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 
TGI0C（TGR0Cインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 
TGI0D（TGR0Dインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 
TCI0V（オーバフロー0） 

TPUチャネル
0 

32 
 

33 
 

34 
 

35 
 

36 

H'0080 
 

H'0084 
 

H'0088 
 

H'008C 
 

H'0090 

IPRF6～IPRF4  

システム予約 － 37 

～  
39 

H'0094 

～  
H'009C 

－  
 
低 
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ベクタアドレス*1割り込み要因 要因発生元 ベクタ
番号 アドバンスト 

モード 

IPR 優先 
順位 

TGI1A 
（TGR1Aインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TGI1B 
（TGR1Bインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TCI1V（オーバフロー1） 
TCI1U（アンダフロー1） 

TPUチャネル
1 

40 
 
 

41 
 
 

42 
43 

H'00A0 
 
 

H'00A4 
 
 

H'00A8 
H'00AC 

IPRF2～IPRF0 高 
 

TGI2A 
（TGR2Aインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TGI2B 
（TGR2Bインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TCI2V（オーバフロー2） 
TCI2U（アンダフロー2） 

TPUチャネル
2 

44 
 
 

45 
 
 

46 
47 

H'00B0 
 
 

H'00B4 
 
 

H'00B8 
H'00BC 

IPRG6～IPRG4  

TGI3A 
（TGR3Aインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TGI3B 
（TGR3Bインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TGI3C 
（TGR3Cインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TGI3D 
（TGR3Dインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TCI3V（オーバフロー3） 

TPUチャネル
3 

48 
 
 

49 
 
 

50 
 
 

51 
 
 

52 

H'00C0 
 
 

H'00C4 
 
 

H'00C8 
 
 

H'00CC 
 
 

H'00D0 

IPRG2～IPRG0  

システム予約 － 53 

～  
55 

H'00D4 

～  
H'00DC 

－  

TGI4A 
（TGR4Aインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TGI4B 
（TGR4Bインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TCI4V（オーバフロー4） 
TCI4U（アンダフロー4） 

TPUチャネル
4 

56 
 
 

57 
 
 

58 
59 

H'00E0 
 
 

H'00E4 
 
 

H'00E8 
H'00EC 

IPRH6～IPRH4  
 
 
 
 
 
 
低 
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ベクタアドレス*1割り込み要因 要因発生元 ベクタ
番号 アドバンスト 

モード 

IPR 優先 
順位 

TGI5A 
（TGR5Aインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TGI5B 
（TGR5Bインプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ） 
TCI5V（オーバフロー5） 
TCI5U（アンダフロー5） 

TPUチャネル
5 

60 
 
 

61 
 
 

62 
63 

H'00F0 
 
 

H'00F4 
 
 

H'00F8 
H'00FC 

IPRH2～IPRH0 高 
 

システム予約 － 64 

～  
79 

H'0100 

～  
H'013C 

－  

ERI0（受信エラー0） 
RXI0（受信完了 0） 
TXI0（送信データエンプティ 0） 
TEI0（送信終了 0） 

SCIチャネル
0 

80 
81 
82 
83 

H'0140 
H'0144 
H'0148 
H'014C 

IPRJ2～IPRJ0  

ERI1（受信エラー1） 
RXI1（受信完了 1） 
TXI1（送信データエンプティ 1） 
TEI1（送信終了 1） 

SCIチャネル
1 

84 
85 
86 
87 

H'0150 
H'0154 
H'0158 
H'015C 

IPRK6～IPRK4  

ERI2（受信エラー2）*2 
RXI2（受信完了 2） 
TXI2（送信データエンプティ 2） 
TEI2（送信終了 2） 

SCIチャネル
2 

88 

～  
91 

H'0160 

～  
H'016C 

IPRK2～IPRK0  

システム予約 － 92 

～  
103

H'0170 

～  
H'019C 

－  

CMI1（PWCYR1コンペアマッチ） 
CMI2（PWCYR2コンペアマッチ） 

PWM 104
105

H'01A0 
H'01A4 

IPRM6～IPRM4  

システム予約 － 106
107

H'01A8 
H'01AC 

  

 ERS0, OVR0, RM1,SLE0 
RM0（メールボックス 0受信） 

HCAN 108
109

H'01B0 
H'01B4 

IPRM2～IPRM0 

 

システム予約 － 110
111

H'01B8 
H'01BC 

  

システム予約 － 112

～  
123

H'01C0 

～  
H'01EC 

－  
 
低 

【注】 *1 先頭アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647を示し、H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645では、リザーブと

なります。 
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5.4 割り込み動作 
5.4.1 割り込み制御モードと割り込み動作 
本 LSIの割り込みの動作は、割り込み制御モードによって異なります。 
NMI割り込みはリセット状態、ハードウェアスタンバイ状態を除き常に受け付けられます。IRQ

割り込みおよび内蔵周辺モジュールの割り込みは、それぞれの割り込みに対応したイネーブルビット
があります。このイネーブルビットを 0にクリアすると、その割り込み要求は禁止されます。イネー
ブルビットを 1にセットした割り込み要因が、割り込みコントローラで制御されます。 
表 5.5に割り込み制御モードを示します。 
SYSCRの INTM1、INTM0ビットによる割り込み制御モードの設定、IPRによる割り込み優先順位

の設定、および、CPUの CCRの Iビット、EXRの I2～I0ビットによるマスク状態に基づいて、割り
込みコントローラは割り込みを制御します。 

表 5.5 割り込み制御モード 
SYSCR 割り込み制御 

モード INTM1 INTM0

優先順位設 
定レジスタ 

割り込み
マスクビット

説   明 

0 0 ― I Iビットにより、割り込みマスク制御を行いま
す。 

― 

0 

1 ― ― 設定禁止 

2 0 IPR I 2～I 0 I 2～I 0ビットにより、8レベルの割り込みマス
ク制御を行います。 
IPRにより、8レベルの優先順位の設定ができ
ます。 

― 

1 

1 ― ― 設定禁止 
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図 5.4に優先順位判定回路のブロック図を示します。 
 

デフォルト
優先順位判定 ベクタ番号

割り込み受け付け
制御

8レベル
マスク制御

割り込み要因

割り込み制御モード2

モード0

I2～I0IPR

I
割り込み制御

 
図 5.4 割り込み制御動作のブロック図 

 

(1) 割り込み受け付け制御 

割り込み制御モード 0のとき、CCRの Iビットにより割り込み受け付け制御を行います。 
表 5.6に、割り込み制御モードと選択可能な割り込みについて示します。 

表 5.6 割り込み制御モードと選択される割り込み（1） 
割り込みマスクビット 割り込み制御モード

I 

選択される割り込み 

0 すべての割り込み 0 

1 NMI割り込み 

2 * すべての割り込み 

【記号説明】 

 *：Don't care 
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(2) 8レベル制御 

割り込み制御モード 2のとき、割り込み受け付け制御において、選択された割り込みに対して割り
込みプライオリティレベル（IPR）に従った 8レベルのマスクレベル判定を行います。 

IPRで設定したプライオリティレベルが、マスクレベルよりも大きく、かつ最もプライオリティレ
ベルの高い割り込み要因を選択します。 

表 5.7 割り込み制御モードと選択される割り込み（2） 
割り込み制御モード 選択される割り込み 

0 すべての割り込み 

2 プライオリティレベルがマスクレベルより大きい（IPR＞I2～I0）かつ、プライオリティ
レベル（IPR）が最大の割り込み 

 

(3) デフォルト優先順位判定 

8レベル制御において選択された割り込みについて優先順位を判定し、ベクタ番号を生成します。 
IPRに対して同じ値を設定した場合には、複数の割り込み要因の受け付けが許可されることになる

ため、あらかじめデフォルトで設定した優先順位に従って最も優先順位の高い割り込み要因のみを選
択しベクタ番号を生成します。 
受け付けられた割り込み要因よりも低い優先順位を持った割り込み要因は保留されます。 
表 5.8に割り込み制御モードと動作および制御信号機能を示します。 

表 5.8 割り込み制御モードと動作および制御信号機能 
設 定 割り込み受け付け制御 8レベル制御 

 
割り込
み制御 
モード INTM1 INTM0  I  I2～I0 IPR 

デフォルト
優先順位 
判定 

T 
(トレース) 

0 0 0 ○ IM × － －*2 ○ － 

2 1 0 × －*1 ○ IM PR ○ T 

【記号説明】 

 ○ ：割り込み動作制御を行います。 

 × ：動作しません。（割り込みはすべて許可） 

 IM ：割り込みマスクビットとして使用。 

 PR ：優先順位を設定。 

 ― ：使用しません。 

【注】 *1 割り込み受け付け時に 1にセットされます。 

 *2 初期設定値を保持してください。 

 

5.4.2 割り込み制御モード 0 
IRQ割り込み、および内蔵周辺モジュールの割り込みは CPUの CCRの Iビットによって許可また

は禁止を設定できます。Iビットが 0にクリアされているときは許可状態、1にセットされていると
きは禁止状態です。 
この場合の割り込み受け付けの動作フローチャートを図 5.5に示します。 

 
［1］ 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生した

とき、割り込みコントローラに対して、割り込み要求が送られます。 
［2］ Iビットを参照します。Iビットが0にクリアされているときは、割り込み要求が受け付けられ

ます。Iビットが1にセットされているときは、NMI割り込みのみ受け付けられ、その他の割
り込み要求は保留されます。 
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［3］ 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られ、優先順位に従って最高位の割り込み
が選択され、その他は保留となります。 

［4］ 割り込み要求が受け付けられると、そのとき実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例
外処理を起動します。 

［5］ 割り込み例外処理によって、PCとCCRがスタック領域に退避されます。退避されるPCは、リ
ターン後に実行する最初の命令のアドレスを示しています。 

［6］ 次にCCRのIビットが1にセットされます。これにより、NMIを除く割り込みはマスクされま
す。 

［7］ 受け付けた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によっ
て示されるアドレスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 
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プログラム実行状態

割り込み発生

NMI

IRQ0

IRQ1

RM0
（HCAN）

I＝0

PC、CCRの退避

I←1

ベクタアドレスをリード

割り込み処理ルーチンへ分岐

Yes

No

Yes

Yes

Yes No

No

No

Yes

Yes

No

保　留

 
図 5.5 割り込み制御モード 0の割り込み受け付けまでのフロー 
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5.4.3 割り込み制御モード 2 
IRQ割り込み、および内蔵周辺モジュールの割り込みは、CPUの EXRの割り込みマスクレベル（I2

～I0ビット）と IPRとの比較によって 8レベルのマスクレベルを実現できます。 
 
このときの割り込み受け付けの動作フローチャートを図 5.6に示します。 
 
［1］ 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生した

とき、割り込みコントローラに対して、割り込み要求が送られます。 
［2］ 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られると、IPRに設定された割り込みプラ

イオリティレベルに従って最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより低位の優先順
位の割り込み要求は保留となります。このとき、同一優先順位の割り込み要求が同時に複数
個発生したときは、表5.4に示す優先度に従って、優先順位の最も高い割り込み要求が選択さ
れます。 

［3］ その後、選択された割り込み要求の優先順位とEXRの割り込みマスクレベルとが比較されま
す。ここで、そのときに設定されていたマスクレベル以下の要求は保留され、割り込みマス
クレベルより優先順位の高い割り込み要求だけが受け付けられます。 

［4］ 割り込み要求が受け付けられると、そのとき実行中の命令の処理が終了した後、割り込み例
外処理を起動します。 

［5］ 割り込み例外処理によって、PC、CCR、およびEXRがスタック領域に退避されます。退避さ
れるPCは、リターン後に実行する最初の命令のアドレスを示しています。 

［6］ EXRのTビットが0にクリアされます。割り込みマスクレベルは受け付けた割り込みのプライ
オリティレベルに書き換えられます。 
受け付けた割り込みがNMIのとき、割り込みマスクレベルはH'7に設定されます。 

［7］ 受け付けた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によっ
て示されるアドレスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 
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NMI

レベル6の割り込み

マスクレベル
5以下

レベル7の割り込み

マスクレベル
6以下

PC、CCR、EXRの退避

Tビットを0にクリア

マスクレベルの更新

ベクタアドレスをリード

割り込み処理ルーチンへ分岐

保　留

レベル1の割り込み

マスクレベル
0
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Yes
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No
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図 5.6 割り込み制御モード 2の割り込み受け付けまでのフロー 
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5.4.4 割り込み例外処理シーケンス 
図 5.7に、割り込み例外処理シーケンスを示します。アドバンストモードで割り込み制御モード 0

とし、プログラム領域およびスタック領域を内蔵メモリとした場合の例です。 
 

(1
4)

(1
2)

(1
0)

(6
)

(4
)

(2
)

(1
)

(5
)

(7
)

(9
)

(1
1)

(1
3)

割
り
込
み
処
理
ル
ー
チ
ン

の
命
令
プ
リ
フ
ェ
ッ
チ

内
部
動
作

ベ
ク
タ
フ
ェ
ッ
チ

ス
タ
ッ
ク

命
令

 
プ
リ
フ
ェ
ッ
チ

内
部
動
作

割
り
込
み
受
け
付
け

割
り
込
み
レ
ベ
ル
判
定

命
令
終
了
待
ち

割
り
込
み

要
求
信
号

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

内
部
リ
ー
ド
信
号

内
部
ラ
イ
ト
信
号

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

φ

(3
)

(1
)

(2
) 

(4
)

(3
)

(5
)

(7
)

命
令
の
プ
リ
フ
ェ
ッ
チ
ア
ド
レ
ス
（
実
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

退
避

P
C
の
内
容
で
あ
り
、
リ
タ
ー
ン
ア
ド
レ
ス
で
す
）

命
令
コ
ー
ド
（
実
行
さ
れ
ま
せ
ん
）

命
令
の
プ
リ
フ
ェ
ッ
チ
ア
ド
レ
ス
（
実
行
さ
れ
ま
せ
ん
）

S
P

-2
S

P
-4

退
避

P
C
と
退
避

C
C

R
ベ
ク
タ
ア
ド
レ
ス

割
り
込
み
処
理
ル
ー
チ
ン
開
始
ア
ド
レ
ス
（
ベ
ク
タ
ア
ド
レ
ス
の
内
容
）

割
り
込
み
処
理
ル
ー
チ
ン
開
始
ア
ド
レ
ス
（

(1
3)
＝

(1
0)

 (
12

)）
割
り
込
み
処
理
ル
ー
チ
ン
先
頭
命
令

(6
) 

(8
)

(9
) 

(1
1)

(1
0)

 (
12

)
(1

3)
(1

4)

(8
)

 
図 5.7 割り込み例外処理 
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5.4.5 割り込み応答時間 
本 LSIでは、内蔵メモリに対する高速ワードアクセスを可能にしており、プログラム領域を内蔵

ROM、スタック領域を内蔵 RAMに設けることにより、処理速度の向上を図ることができます。 
割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理ルーチンの先頭命令が実行されるまでの割り込み

応答時間を表 5.9に示します。表 5.9の実行状態の記号については表 5.10を参照してください。 

表 5.9 割り込み応答時間 
ノーマルモード*5 アドバンストモード No. 実行状態 

INTM1＝0 INTM1＝1 INTM1＝0 INTM1＝1 

1 割り込み優先順位判定*1 3 

2 実行中の命令が終了するまでの 
待ちステート数*2 

1～（19＋2・SI） 
 

3 PC、CCRおよび EXRのスタック 2・SK 3・SK 2・SK 3・SK 

4 ベクタフェッチ SI 2・SI 

5 命令フェッチ*3 2・SI 

6 内部処理*4 2 

合計（内蔵メモリ使用時） 11～31 12～32 12～32 13～33 

【注】 *1 内部割り込みの場合 2ステートとなります。 

 *2 MULXS、DIVXS命令について示しています。 

 *3 割り込み受け付け後のプリフェッチおよび割り込み処理ルーチンのプリフェッチです。 

 *4 割り込み受け付け後の内部処理およびベクタフェッチ後の内部処理です。 

 *5 本 LSIでは使用できません。 

 

表 5.10 割り込み例外処理の実行状態のステート数 
アクセス対象 

外部デバイス 

8ビットバス 16ビットバス 

記  号 

内部メモリ

2ステート
アクセス

3ステートア
クセス 

2ステート
アクセス 

3ステート
アクセス 

命令フェッチ  SI 1 4 6＋2m 2 3＋m 

分岐アドレスリード SJ      

スタック操作  SK      

【記号説明】 

 m ：外部デバイスアクセス時のウェイトステート数 
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5.5 使用上の注意 
5.5.1 割り込みの発生とディスエーブルとの競合 
割り込みイネーブルビットを 0にクリアして割り込みを禁止する場合、割り込みの禁止はその命令

実行終了後に有効になります。 
すなわち、BCLR命令、MOV命令などで割り込みイネーブルビットを 0にクリアする場合、命令

実行中にその割り込みが発生すると、命令実行終了時点では当該割り込み許可状態にあるため、命令
実行終了後にその割り込み例外処理を実行します。ただし、その割り込みより優先順位の高い割り込
み要求がある場合には優先順位の高い割り込み例外処理を実行し、その割り込みは無視されます。 
割り込み要因フラグを 0にクリアする場合も同様です。 
TPUの TIER0の TCIEVを 0にクリアする場合の例を図 5.8に示します。 

 

内部
アドレスバス

内部
ライト信号

φ

TCIEV

TCFV

TCIV
割り込み信号

CPUによるTIER0
ライトサイクル TCIV例外処理

TIER0アドレス

 
図 5.8 割り込みの発生とディスエーブルの競合 

 
なお、割り込みをマスクした状態でイネーブルビットまたは割り込み要因フラグを 0にクリアすれ

ば、上記の競合は発生しません。 
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5.5.2 割り込みを禁止している命令 
割り込みを禁止している命令には、LDC、ANDC、ORC、XORC命令があります。これらの命令実

行終了後は、NMI割り込みを含めて割り込みが禁止され、必ず次の命令を実行します。 
これらの命令により Iビットを設定した場合、命令実行終了の 2ステート後に新しい値が有効にな

ります。 
 

5.5.3 割り込み禁止期間 
割り込みコントローラには割り込み受け付けを禁止している期間があります。 
CPUが LDC、ANDC、ORC、XORC命令によってマスクレベルを更新した後の 3ステート期間は、

割り込みコントローラは割り込みの受け付けを禁止します。 
 

5.5.4 EEPMOV命令実行中の割り込み 
EEPMOV.B命令と EEPMOV.W命令では、割り込み動作が異なります。 
EEPMOV.B命令のときは、転送中に NMIを含めた割り込み要求があっても転送終了まで割り込み

を受け付けません。 
EEPMOV.W命令のときは、転送中に割り込み要求があった場合、転送サイクルの切れ目で割り込

み例外処理が開始されます。このときスタックされる PCの値は次命令のアドレスとなります。 
このため、EEPMOV.W命令実行中に割り込みが発生する場合には、以下のプログラムとしてくだ

さい。 
 

L1: EEPMOV.W 

 MOV.W R4,R4 

 BNE L1 

 

5.5.5 IRQ割り込みについて 
クロック動作時、IRQはクロック同期で入力を受け付けます。ソフトウェアスタンバイ時は非同期

で入力を受け付けます。 
入力条件については「23.4.2 制御信号タイミング」を参照してください。 
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5.6 割り込みによる DTCの起動 
5.6.1 概要 
割り込みにより、DTCを起動することができます。この場合、以下の選択を行うことができます。 

 
（1） CPUに対する割り込み要求 
（2） DTCに対する起動要求 
（3） （1）～（2）の複数の選択 
 
なお、DTCを起動できる割り込み要求については、「第 8章 データトランスファコントローラ

（DTC）」を参照してください。 
 

5.6.2 ブロック図 
図 5.9に、DTCと割り込みコントローラのブロック図を示します。 

 

選択回路

DTCER

DTVECR

コントロール
ロジック

優先順位判定 CPU

DTC

選択信号

IRQ
割り込み

内蔵周辺
モジュール

クリア信号

割り込みコントローラ
I, I2～I0

割り込み要因
クリア信号

割り込み要求 DTC起動要求
ベクタ番号

CPU割り込み要求
ベクタ番号

SWDTE
クリア信号

クリア信号

 
図 5.9 DTCと割り込み制御 
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5.6.3 動作説明 
DTC制御の割り込みコントローラの機能は 3つに大別されます。 

 

(1) 割り込み要因の選択 

割り込み要因は、DTCの DTCERA～DTCERG、DTCERIの DTCEビットにより、DTC起動要求と
するか、CPU割り込み要求とするかを選択します。 

DTCのMRBの DISELビットの指定により、DTCのデータ転送後、DTCEビットを 0にクリアし
て、CPUに割り込みを要求することができます。 
なお、DTCが所定回数のデータ転送を行い、転送カウンタが 0になった場合には、DTCのデータ

転送後、DTCEもビットを 0にクリアして、CPUに割り込みを要求します。 
 

(2) 優先順位判定 

DTCの起動要因はデフォルトの優先順位に従って選択されます。マスクレベルやプライオリティ
レベルなどの影響を受けません。それぞれの優先順位は、「8.3.3 DTCベクタテーブル」を参照し
てください。 
 

(3) 動作順序 

同一の割り込みを、DTCの起動要因と CPUの割り込み要因に選択した場合、DTCのデータ転送が
行われ、その後、CPUの割り込み例外処理が行われます。 
表 5.11に、DTCの DTCERA～DTCERG、DTCERIの DTCEビット、および DTCのMRBの DISEL

ビットの設定による割り込み要因の選択と割り込み要因クリア制御を示します。 
 

表 5.11 割り込み要因の選択とクリア制御 
設定内容 

DTC 

割り込み要因選択・クリア制御 

DTCE DISEL DTC CPU 

0 * × ◎ 

0 ◎ × 1 

1 ○ ◎ 

【記号説明】 

 ◎ ：当該割り込みを使用します。割り込み要因のクリアを行います。 

  （CPUは割り込み処理ルーチンで、要因フラグをクリアしてください。） 

 ○ ：当該割り込みを使用します。割り込み要因をクリアしません。 

 × ：当該割り込みは使用できません。 

 * ：Don't care 

 

(4) 使用上の注意 

SCIおよび A/D変換器の割り込み要因は、DTCが所定のレジスタをリード／ライトしたときにク
リアされます。 
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6. PCブレークコントローラ（PBC） 

6.1 概要 
PCブレークコントローラ（PBC）は、プログラムデバックを容易にする機能を提供します。この

機能を使用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータ
を使用しなくても本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。PBCに設定できるブレーク条
件には、命令フェッチ、データリード、データライト、データリード／ライトの 4条件があります。 
 

6.1.1 特長 
PCブレークコントローラは、次の特長があります。 

 

■ブレークチャネル数：2チャネル（チャネル A、B） 

■ブレークコンペア条件として以下の条件を設定可能 

•  アドレス 24ビット 
ビットマスク可能 

•  バスサイクル 
命令フェッチ 
データアクセス：データリード、データライト、データリード／ライト 

•  バスマスタ 
CPU、CPU／DTCのいずれかから選択可能 

■ブレーク条件成立後、下記タイミングで PCブレーク例外処理を実行 

•  設定したアドレスでフェッチした命令の実行直前（命令フェッチ） 
•  設定したアドレスのデータをアクセスする命令の実行直後（データアクセス） 

■モジュールストップモードの設定可能 

•  初期値では PBCの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタの
アクセスが可能 
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6.1.2 ブロック図 
PCブレークコントローラのブロック図を図 6.1に示します。 

 

出
力
制
御

出
力
制
御

マスク制御

一致信号

PCブレーク
割り込み

一致信号

マスク制御

BARA BCRA

BARB BCRB

比較器 コントロール
ロジック

比較器 コントロール
ロジック

内部アドレス

アクセス
ステータス

 
図 6.1 PCブレークコントローラのブロック図 

 

6.1.3 レジスタ構成 
表 6.1に PCブレークコントローラのレジスタ構成を示します。 

表 6.1 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

ブレークアドレスレジスタ A BARA R/W H'XX000000 H'FE00 

ブレークアドレスレジスタ B BARB R/W H'XX000000 H'FE04 

ブレークコントロールレジスタ A BCRA R/(W)*2 H'00 H'FE08 

ブレークコントロールレジスタ B BCRB R/(W)*2 H'00 H'FE09 

モジュールストップコントロール 
レジスタ C 

MSTPCRC R/W H'FF H'FDEA 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示します。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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6.2 レジスタの説明 
6.2.1 ブレークアドレスレジスタ（BARA） 

ビット：

初期値：

R/W： ―

―

31

不定

―

―

24

不定

R/W

BAA
23

23

0

R/W

BAA
22

22

0

R/W

BAA
21

21

0

R/W

BAA
20

20

0

R/W

BAA
19

19

0

R/W

BAA
18

18

0

R/W

BAA
17

17

0

R/W

BAA
16

16

0

R/W

0

BAA
7

7

R/W

0

BAA
6

6

R/W

0

BAA
5

5

R/W

0

BAA
4

4

R/W

0

BAA
3

3

R/W

0

BAA
2

2

R/W

0

BAA
1

1

R/W

0

BAA
0

0…

…

…

…

…

…

…

…

 
BARAは、32ビットのリード／ライト可能なレジスタで、チャネル Aのブレークアドレスを指定

します。 
BAA23～BAA0はリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'000000に初期化されま

す。 
 

ビット 31～24：リザーブビット 

リード値は不定で、ライトは無効です。 
 

ビット 23～0：ブレークアドレス 23～0（BAA23～BAA0） 

チャネル Aの PCブレークのアドレスを設定します。 
 

6.2.2 ブレークアドレスレジスタ B（BARB） 
チャネル Bのブレークアドレスレジスタです。ビット構成は、BARAと同様です。 

 

6.2.3 ブレークコントロールレジスタ A（BCRA） 

ビット：

初期値：

R/W： R/(W)*

0

CMFA

7

R/W

0

CDA

6

R/W

0

BAMRA2

5

R/W

0

BAMRA1

4

R/W

0

BAMRA0

3

R/W

0

CSELA1

2

R/W

0

CSELA0

1

R/W

0

BIEA

0

【注】　*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

BCRAはチャネル Aの PCブレークを制御します。BCRAには（1）ブレーク条件のバスマスタの
選択（2）アドレス比較のマスクを行うビットの指定（3）ブレーク条件を命令フェッチか、データア
クセスで行うかを設定します。また、条件一致フラグを持っています。 

BCRAはリード／ライト可能な 8ビットのレジスタで、リセットまたはハードウェアスタンバイモ
ード時に、H'00に初期化されます。 
 



 

6. PCブレークコントローラ（PBC） 

6-4  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 7：コンディションマッチフラグ A（CMFA） 

チャネル Aに設定したブレーク条件が成立したとき、1にセットされます。0クリアは行いません。 
 

ビット 7 

CMFA 

説明 

0 ［クリア条件］ 
CMFA＝1の状態で CMFAをリード後、CMFAに 0をライトしたとき （初期値） 

1 ［セット条件］ 
チャネル Aの設定した条件が成立したとき 

 

ビット 6：CPUサイクル／DTCサイクルセレクト A（CDA） 

チャネル Aのブレーク条件のバスマスタを選択します。 
 

ビット 6 

CDA 

説明 

0 CPUがバスマスタのとき、PCブレークを行う （初期値） 

1 CPUまたは DTCがバスマスタのとき、PCブレークを行う 

 

ビット 5～3：ブレークアドレスマスクレジスタ A2～A0（BAMRA2～BAMRA0） 

BARAに設定されているブレークアドレス（BAA23～BAA0）の各ビットをマスクするかどうかを
指定します。 
 
ビット 5 ビット 4 ビット 3

BAMRA 
2 

BAMRA 
1 

BAMRA
0 

説明 

0 0 0 BARAをマスクせず全ビットをブレーク条件に含める （初期値） 

0 0 1 BAA0（下位 1ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

0 1 0 BAA1～0（下位 2ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

0 1 1 BAA2～0（下位 3ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 0 0 BAA3～0（下位 4ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 0 1 BAA7～0（下位 8ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 1 0 BAA11～0（下位 12ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 

1 1 1 BAA15～0（下位 16ビット）をマスクしブレーク条件に含めない 
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ビット 2～1：ブレーク条件選択（CSELA1～CSELA0） 

チャネル Aのブレーク条件を、命令フェッチにするか、データリード、データライト、データリ
ード／ライトサイクルにするかを選択します。 
 
ビット 2 ビット 1

CSELA1 CSELA0

説明 

0 0 命令フェッチをブレーク条件とする （初期値） 

0 1 データリードサイクルをブレーク条件とする 

1 0 データライトサイクルをブレーク条件とする 

1 1 データリード／ライトサイクルをブレーク条件とする 

 

ビット 0：ブレーク割り込みイネーブル（BIEA） 

チャネル Aの PCブレーク割り込みを許可または禁止します。 
 

ビット 0 

BIEA 

説明 

0 PCブレーク割り込みを禁止 （初期値） 

1 PCブレーク割り込みを許可 

 

6.2.4 ブレークコントロールレジスタ B（BCRB） 
チャネル Bのブレークコントロールレジスタです。ビット構成は、BCRAと同様です。 

 

6.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC） 

7

MSTPC7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W
 

MSTPCRCは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行
います。 

MSTPC4ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で PCブレークコントローラの動作
を停止してモジュールストップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリ
ード／ライトはできません。詳細は、「22.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRCは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。ソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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ビット 4：モジュールストップ（MSTPC4） 

PCブレークコントローラのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 4 

MSTPC4 

説   明 

0 PCブレークコントローラのモジュールストップモード解除 

1 PCブレークコントローラのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

6.3 動作説明 
ブレーク条件の設定から PCブレーク割り込み例外処理までの動作の流れを、チャネル Aを例にし

て「6.3.1 命令フェッチによる PCブレーク割り込み動作」、「6.3.2 データアクセスによる PC
ブレーク割り込み動作」に示します。 
 

6.3.1 命令フェッチによる PCブレーク割り込み動作 
（1） 初期設定 

• ブレークアドレスを BARAに設定します。命令フェッチによる PCブレークでは、命令の第
1バイトが存在するアドレスにブレークアドレスを設定してください。 

• ブレーク条件を BCRAに設定します。 
BCRAのビット6（CDA）： 命令フェッチによるPCブレークでは、バスマスタはCPUに限定

されます。0を設定してCPUを選択してください。 
BCRAのビット5～3（BAMA2～0）：マスクするアドレスのビットを設定します。 
BCRAのビット2～1（CSELA1～0）：00を設定して命令フェッチをブレーク条件とします。 
BCRAビット0（BIEA）：1に設定し、ブレーク割り込みを許可します。 

（2） ブレーク条件成立 
• 設定したアドレスの命令をフェッチすると、フェッチした命令を実行する直前で PCブレー
ク要求が発生し、コンディションマッチフラグ（CMFA）がセットされます。 

（3） 割り込み処理 
• 割り込みコントローラで優先順位判定後、PCブレーク割り込み例外処理を開始します。 

 

6.3.2 データアクセスによる PCブレーク割り込み動作 
（1）初期設定 

• ブレークアドレスを BARAに設定します。データアクセスによる PCブレークでは、ブレー
クアドレスを、対象の ROMまたは RAM、I/Oあるいは外部アドレス空間のアドレスに設定
してください。データアクセスには、スタック動作や分岐アドレスのリードも含まれます。 

•  ブレーク条件を BCRAに設定します。 
BCRAのビット6（CDA）：バスマスタを選択してください。 
BCRAのビット5～3（BAMA2～0）：マスクするアドレスのビットを設定します。 
BCRAのビット2～1（CSELA1～0）：01、10、11を設定してデータアクセスをブレーク条件

とします。 
BCRAのビット0（BIEA）：1に設定し、ブレーク割り込みを許可します。 
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（2） ブレーク条件成立 
• 設定したアドレスのデータアクセスを行った命令の実行後、PCブレーク要求が発生し、コ
ンディションマッチフラグ（CMFA）がセットされます。 

（3） 割り込み処理 
• 割り込みコントローラで優先順位判定後、PCブレーク割り込み例外処理を開始します。 

 

6.3.3 PCブレーク割り込み処理時の注意事項 
（1） PCブレーク割り込みは、チャネルAとチャネルBの兼用です。割り込み処理の中でどちらの

チャネルからの要求かを判定してください。 
（2） CMFA、CMFBは0をクリアされませんので、CMFA＝1またはCMFB＝1の状態で、CMFAま

たはCMFBをリード後、0をライトしてください。1にセットしたままの状態では、割り込み
処理後、再度割り込み要求が発生します。 

（3） DTCがバスマスタのときに発生したPCブレーク割り込みは、バスコントローラでバス権が
CPUに移行した後に受け付けられます。 

 

6.3.4 低消費電力モード遷移時の動作 
SLEEP命令の次のアドレスの命令フェッチにPCブレーク割り込みを設定した場合の動作を以下に

示します。 
（1） SLEEP命令により高速（中速）モードからスリープモードへ、サブアクティブモードからサ

ブスリープモードへ遷移する場合 
SLEEP命令実行後、スリープモード、サブスリープモードへ遷移しないで、PCブレーク例外
処理を実行します。PCブレーク例外処理実行後、SLEEP命令の次のアドレスの命令を実行し
ます（図6.2（A））。 

（2） SLEEP命令により高速（中速）モードからサブアクティブモードへ遷移する場合 
SLEEP命令実行後、直接遷移例外処理を経てサブアクティブモードへ遷移します。遷移後、
PCブレーク例外処理を実行、SLEEP命令の次のアドレスの命令を実行します（図6.2（B））。 

（3） SLEEP命令によりサブアクティブモードから高速（中速）モードへ遷移する場合 
SLEEP命令実行後、クロック発振安定時間、直接遷移例外処理を経て高速（中速）モードへ
遷移します。遷移後、PCブレーク例外処理を実行、SLEEP命令の次のアドレスの命令を実行
します（図6.2（C））。 

（4） SLEEP命令によりソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードへ遷移する場合 
SLEEP命令実行後、各モードに遷移し、PCブレーク例外処理は実行しません。ただし、CMFA、
CMFBはセットされます（図6.2（D））。 
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SLEEP
命令実行

SLEEP
命令実行

システムクロック
→サブクロック

直接遷移
例外処理

PCブレーク
例外処理

SLEEP命令の
次命令実行

SLEEP
命令実行

サブクロック
　

SLEEP
命令実行

各モードへ遷移

直接遷移
例外処理

PCブレーク
例外処理

SLEEP命令の
次命令実行

PCブレーク
例外処理実行

SLEEP命令の
次命令実行

（A）
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サ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ブ
モ
ー
ド
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速
）
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ド

システムクロック、
発振安定時間    

→

 
図 6.2 低消費電力モード遷移時の動作 

 

6.3.5 連続データ転送時の PCブレーク動作 
次の動作をしているときに発生した PCブレーク割り込みは、指定の転送を終了した時点で例外処

理を実行します。 
（1） EEPMOV.B命令の転送アドレスにPCブレーク割り込みが発生した場合 

すべてのデータの転送が終了しEEPMOV.B命令が終了した後、PCブレーク例外処理を実行し
ます。 

（2） DTCの転送アドレスにブレーク割り込みが発生した場合 
DTCが指定された回数のデータ転送を終了した後、あるいはDISELビットが1にセットされた
データを転送終了した後、PCブレーク例外処理を実行します。 

 

6.3.6 命令実行が 1ステート遅れる場合 
次の場合は、通常の動作に比較して命令実行が 1ステート遅れますので、ご注意ください。 
（1） 内蔵ROM/RAM内に存在する1ワード分岐命令（Bcc d:8、BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、

RTS）はPBCが有効な場合（ブレーク割り込みイネーブルビットが許可されている場合）、
常に命令実行が1ステート遅れます。 

（2） 命令フェッチによるブレーク割り込みを設定した場合、設定アドレスが内蔵ROM/RAM空間
を示し、そのアドレスをデータアクセスとして使用したとき、データアクセスを実行してい
る命令は、通常動作より1ステート遅れます。 

（3） 命令フェッチによるブレーク割り込みを設定した場合、ブレーク割り込みが発生すると、設
定した命令より1つ前の実行中の命令が、以下に示すアドレッシングモードを持ち、そのア
ドレスが内蔵ROM/RAMを示している場合は、通常動作より1ステート遅れます。 
(@ERn,@(d:16,ERn),@(d:32,ERn),@-ERn/ERn+,@aa:8,@aa:24,@aa:32,@(d:8,PC), 
@(d:16,:PC),@@aa:8) 
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（4） 命令フェッチによるブレーク割り込みを設定した場合、ブレーク割り込みが発生すると、設
定した命令より1つ前の実行中の命令が、NOP、SLEEPであるか、あるいは#xx,Rnをアドレッ
シングモードとして持ち、かつその命令が内蔵ROM/RAMに存在する場合、通常動作より1
ステート遅れます。 

 

6.3.7 その他の注意事項 
（1） BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTSの次のアドレスの命令フェッチにPCブレークを設定

した場合 
BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTSの次のアドレスの命令はフェッチされても実行しない
ため、次のアドレスの命令フェッチでPCブレーク割り込みは発生しません。 

（2） LDC、ANDC、ORC、XORC命令によりIビットを設定した場合、実行命令終了の2ステート
後にPCブレーク割り込みが有効になります。また、これらの命令の次命令にPCブレーク割り
込みを設定した場合、LDC、ANDC、ORC、XORは、3ステート期間、NMI割り込みを含めて
割り込みが禁止されるため、必ず次の命令を実行します。 
詳細は「第5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

（3） Bcc命令の次のアドレスの命令フェッチにPCブレークを設定した場合 
分岐条件により次のアドレスの命令を実行するときはPCブレーク割り込みを発生しますが、
次のアドレスの命令を実行しないときはPCブレーク割り込みを発生しません。 

（4） Bcc命令の分岐先のアドレスの命令フェッチにPCブレークを設定した場合 
分岐条件により分岐先の命令を実行するときはPCブレーク割り込みを発生しますが、分岐先
の命令を実行しないときはPCブレーク割り込みを発生しません。 
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7. バスコントローラ 

7.1 概要 
本 LSIはバスコントローラ（BSC）を内蔵しており、外部アドレス空間を 8つのエリアに分割して

管理します。各エリアでは、バス幅、アクセスステート数などのバス仕様を独立に設定することが可
能であり、複数のメモリを容易に接続することができます。 
また、バスコントローラはバス権調停機能を持っており、内部バスマスタである CPUおよびデー

タトランスファコントローラ（DTC）の動作を制御します。 
 

7.1.1 特長 
バスコントローラの特長を以下に示します。 

 

■外部アドレス空間をエリア単位で管理 

• 外部空間を 2Mバイト単位の 8エリアに分割して管理 
• エリアごとにバス仕様を設定可能 
• バースト ROMインタフェースを設定可能 

■基本バスインタフェース 

• エリアごとに、8ビットアクセス空間／16ビットアクセス空間を選択可能 
• エリアごとに、2ステートアクセス空間／3ステートアクセス空間を選択可能 
• エリアごとに、プログラムウェイトステートを挿入可能 

■バースト ROMインタフェース 

• エリア 0に対してバースト ROMインタフェースを設定可能 
• バーストアクセスの 1または 2ステートを選択可能 

■アイドルサイクル挿入 

• 異なるエリア間の外部リードサイクル時、アイドルサイクルを挿入可能 
• 外部リードサイクルの直後の外部ライトサイクル時、アイドルサイクルを挿入可能 

■ライトバッファ機能 

• 外部ライトサイクルと内部アクセスを並列に実行可能 

■バス権調停機能（バスアービトレーション） 

• バスアービタを内蔵し、CPUおよび DTCのバス権を調停 

■その他 

• 外部バス権解放機能 
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7.1.2 ブロック図 
バスコントローラのブロック図を図 7.1に示します。 

 

エリアデコーダ

バス
制御部

ABWCR

ASTCR

BCRH

BCRL

内部
アドレスバス

外部バス制御信号

内部制御信号

ウェイト
制御部 WCRH

WCRL

バスモード信号

バスアービタ

DTCバスアクノリッジ信号

CPUバスアクノリッジ信号

DTCバス権要求信号

CPUバス権要求信号

WAIT

【記号説明】
ABWCR
ASTCR
BCRH
BCRL
WCRH
WCRL

：バス幅コントロールレジスタ
：アクセスステートコントロールレジスタ
：バスコントロールレジスタH
：バスコントロールレジスタL
：ウェイトコントロールレジスタH
：ウェイトコントロールレジスタL

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 7.1 バスコントローラのブロック図 
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7.1.3 端子構成 
表 7.1にバスコントローラの端子構成を示します。 

表 7.1 端子構成 
名   称 記号 入出力 機   能 

アドレスストローブ AS 出力 アドレスバス上のアドレス出力が有効であるこ
とを示すストローブ信号。 

リード RD 出力 外部空間をリードしていることを示すストロー
ブ信号。 

ハイライト HWR 出力 外部空間をライトし、データバスの上位側（D15
～D8）が有効であることを示すストローブ信号。 

ローライト LWR 出力 外部空間をライトし、データバスの下位側（D7
～D0）が有効であることを示すストローブ信号。 

ウェイト WAIT 入力 外部 3ステートアクセス空間をアクセスすると
きのウェイト要求信号。 

 

7.1.4 レジスタ構成 
表 7.2にバスコントローラのレジスタ構成を示します。 

表 7.2 レジスタ構成 
名     称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

バス幅コントロールレジスタ ABWCR R/W H'FF/H'00*2 H'FED0 

アクセスステートコントロールレジスタ ASTCR R/W H'FF H'FED1 

ウェイトコントロールレジスタ H WCRH R/W H'FF H'FED2 

ウェイトコントロールレジスタ L WCRL R/W H'FF H'FED3 

バスコントロールレジスタ H BCRH R/W H'D0 H'FED4 

バスコントロールレジスタ L BCRL R/W H'08 H'FED5 

端子機能コントロールレジスタ PFCR R/W H'0D/H'00 H'FDEB 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 MCU動作モードによって決まります。 
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7.2 各レジスタの説明 
7.2.1 バス幅コントロールレジスタ（ABWCR） 

7

ABW7

1

R/W

0

R/W

6

ABW6

1

R/W

0

R/W

5

ABW5

1

R/W

0

R/W

4

ABW4

1

R/W

0

R/W

3

ABW3

1

R/W

0

R/W

0

ABW0

1

R/W

0

R/W

2

ABW2

1

R/W

0

R/W

1

ABW1

1

R/W

0

R/W

ビット：

モード5～7

初期値

R/W

モード4

初期値

R/W

：

：

：

：
 

ABWCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各エリアを 8ビットアクセス空間または
16ビットアクセス空間のいずれかに設定します。 

ABWCRは、外部メモリ空間のデータバス幅を設定します。内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタの
バス幅は ABWCRの設定値にかかわらず固定です。 

ABWCRは、リセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、モード 5～7では H'FFに初期化
され、モード 4では、H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 7～0：エリア 7～0バス幅コントロール（ABW7～ABW0） 

対応するエリアを 8ビットアクセス空間とするか、16ビットアクセス空間とするかを選択します。 
 

ビット n 

ABWn 

説   明 

0 エリア nを 16ビットアクセス空間に設定 

1 エリア nを 8ビットアクセス空間に設定 
（n＝7～0） 

 

7.2.2 アクセスステートコントロールレジスタ（ASTCR） 

7

AST7

1

R/W

6

AST6

1

R/W

5

AST5

1

R/W

4

AST4

1

R/W

3

AST3

1

R/W

0

AST0

1

R/W

2

AST2

1

R/W

1

AST1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

ASTCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各エリアを 2ステートアクセス空間また
は 3ステートアクセス空間のいずれかに設定します。 

ASTCRは、外部メモリ空間のアクセスステート数を設定します。内蔵メモリおよび内部 I/Oレジ
スタに対するアクセスステート数は ASTCRの設定値にかかわらず固定です。 

ASTCRは、リセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'FFに初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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ビット 7～0：エリア 7～0アクセスステートコントロール（AST7～AST0） 

対応するエリアを 2ステートアクセス空間にするか、3ステートアクセス空間とするかを選択しま
す。 
同時に、ウェイトステートの挿入を許可または禁止します。 

 
ビット n 

ASTn 

説   明 

0 エリア nを 2ステートアクセス空間に設定 
エリア nの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を禁止 

1 エリア nの外部空間アクセスは 3ステートアクセス （初期値） 
エリア nの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を許可 

（n＝7～0） 

 

7.2.3 ウェイトコントロールレジスタ H、L（WCRH、WCRL） 
WCRH、WCRLは、それぞれ 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各エリアのプログラ

ムウェイトステート数を選択します。 
内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタに対しては、プログラムウェイトは挿入されません。 
WCRH、WCRLは、リセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'FFに初期化されます。

ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

(1) WCRH 

7

W71

1

R/W

6

W70

1

R/W

5

W61

1

R/W

4

W60

1

R/W

3

W51

1

R/W

0

W40

1

R/W

2

W50

1

R/W

1

W41

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

ビット 7、6：エリア 7ウェイトコントロール 1、0（W71、W70） 

ASTCRの AST7ビットが 1にセットされた状態でエリア 7の外部空間をアクセスするときの、プ
ログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 7 ビット 6 

W71 W70 

説   明 

0 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 （初期値） 
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ビット 5、4：エリア 6ウェイトコントロール 1、0（W61、W60） 

ASTCRの AST6ビットが 1にセットされた状態でエリア 6の外部空間をアクセスするときの、プ
ログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 5 ビット 4 

W61 W60 

説   明 

0 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入（初期値） 

 

ビット 3、2：エリア 5ウェイトコントロール 1、0（W51、W50） 

ASTCRの AST5ビットが 1にセットされた状態でエリア 5の外部空間をアクセスするときの、プ
ログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 3 ビット 2 

W51 W50 

説   明 

0 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入（初期値） 

 

ビット 1、0：エリア 4ウェイトコントロール 1、0（W41、W40） 

ASTCRの AST4ビットが 1にセットされた状態でエリア 4の外部空間をアクセスするときの、プ
ログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 1 ビット 0 

W41 W40 

説   明 

0 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 （初期値） 
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(2) WCRL 

7

W31

1

R/W

6

W30

1

R/W

5

W21

1

R/W

4

W20

1

R/W

3

W11

1

R/W

0

W00

1

R/W

2

W10

1

R/W

1

W01

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

ビット 7、6：エリア 3ウェイトコントロール 1、0（W31、W30） 

ASTCRの AST3ビットが 1にセットされた状態でエリア 3の外部空間をアクセスするときの、プ
ログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 7 ビット 6 

W31 W30 

説   明 

0 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 （初期値） 

 

ビット 5、4：エリア 2ウェイトコントロール（W21、W20） 

ASTCRの AST2ビットが 1にセットされた状態でエリア 2の外部空間をアクセスするときの、プ
ログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 5 ビット 4 

W21 W20 

説   明 

0 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 （初期値） 

 

ビット 3、2：エリア 1ウェイトコントロール 1、0（W11、W10） 

ASTCRの AST1ビットが 1にセットされた状態でエリア 1の外部空間をアクセスするときの、プ
ログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 3 ビット 2 

W11 W10 

説   明 

0 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 （初期値） 
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ビット 1、0：エリア 0ウェイトコントロール 1、0（W01、W00） 

ASTCRの AST0ビットが 1にセットされた状態で、エリア 0の外部空間をアクセスするときの、
プログラムウェイトステート数を選択します。 
 
ビット 1 ビット 0 

W01 W00 

説   明 

0 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない 0 

1 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 1ステート挿入 

0 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 2ステート挿入 1 

1 エリア 0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを 3ステート挿入 （初期値） 

 

7.2.4 バスコントロールレジスタ H（BCRH） 

7

ICIS1

1

R/W

6

ICIS0

1

R/W

5

BRSTRM

0

R/W

4

BRSTS1

1

R/W

3

BRSTS0

0

R/W

0

－

0

R/W

2

－

0

R/W

1

－

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

BCRHは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、アイドルサイクル挿入の許可または禁止、
エリア 0のメモリインタフェースの選択を行います。 

BCRHは、リセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'D0に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 7：アイドルサイクル挿入 1（ICIS1） 

異なるエリアの外部リードサイクルが連続する場合、バスサイクルの間にアイドルサイクルを 1
ステート挿入するか、挿入しないかを選択します。 
 

ビット 7 

ICIS1 

説   明 

0 異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入しない 

1 異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入する 
 （初期値） 

 

ビット 6：アイドルサイクル挿入 0（ICIS0） 

外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続する場合、バスサイクルの間にアイドルサイクル
を 1ステート挿入するか、挿入しないかを選択します。 
 

ビット 6 

ICIS0 

説   明 

0 外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入しない 

1 外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、アイドルサイクルを挿入する 
 （初期値） 
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ビット 5：バースト ROMイネーブル（BRSTRM） 

エリア 0をバースト ROMインタフェースとするかを選択します。 
 

ビット 5 

BRSTRM 

説   明 

0 エリア 0は基本バスインタフェース （初期値） 

1 エリア 0はバースト ROMインタフェース 

 

ビット 4：バーストサイクルセレクト 1（BRSTS1） 

バースト ROMインタフェースのバーストサイクル数を選択します。 
 

ビット 4 

BRSTS1 

説   明 

0 バーストサイクルは 1ステート 

1 バーストサイクルは 2ステート （初期値） 

 

ビット 3：バーストサイクルセレクト 0（BRSTS0） 

バースト ROMインタフェースのバーストアクセス可能なワード数を選択します。 
 

ビット 3 

BRSTS0 

説   明 

0 バーストアクセスは最大 4ワード （初期値） 

1 バーストアクセスは最大 8ワード 

 

ビット 2～0： リザーブビット 

ライト時は 0を書き込んでください。 
 

7.2.5 バスコントロールレジスタ L（BCRL） 

7

－

0

R/W

6

－

0

R/W

5

―

0

―

4

－

0

R/W

3

－

1

R/W

0

WAITE

0

R/W

2

－

0

R/W

1

WDBE

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

BCRLは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、外部バス解放状態のプロトコルの選択、ラ
イトデータバッファ機能の許可または禁止、WAIT端子入力の許可または禁止の選択を行います。 

BCRLは、リセットおよびハードウェアスタンバイモード時に、H'08に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 7、6：リザーブビット 

ライト時は 0を書き込んでください。 
 



 

7. バスコントローラ 

7-10  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 5：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 4：リザーブビット 

ライト時は 0を書き込んでください。 
 

ビット 3：リザーブビット 

ライト時は 1を書き込んでください。 
 

ビット 2：リザーブビット 

ライト時は 0を書き込んでください。 
 

ビット 1：ライトデータバッファイネーブル（WDBE） 

外部ライトサイクルのとき、ライトバッファ機能を使用するか、使用しないかを選択します。 
 

ビット 1 

WDBE 

説   明 

0 ライトデータバッファ機能を使用しない （初期値） 

1 ライトデータバッファ機能を使用する 

 

ビット 0：WAIT端子イネーブル（WAITE） 

WAIT端子によるウェイト入力の許可または禁止を選択します。 
 

ビット 0 

WAITE 

説   明 

0 WAIT端子によるウェイト入力を禁止。WAIT端子は入出力ポートとして使用可 （初期値） 

1 WAIT端子によるウェイト入力を許可 

 

7.2.6 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） 

7

－

0

R/W

6

－

0

R/W

5

－

0

R/W

4

－

0

R/W

3

AE3

1/0

R/W

0

AE0

1/0

R/W

2

AE2

1/0

R/W

1

AE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

 
PFCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、内蔵 ROM有効拡張モード時のアドレス出

力制御を行います。 
PFCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'0D/H'00に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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ビット 7～4：リザーブビット 

ライト時は 0を書き込んでください。 
 

ビット 3～0：アドレス出力イネーブル 3～0（AE3～AE0） 

内蔵ROM無効拡張モードと内蔵ROM有効モード時のアドレス出力A8～A23の許可／禁止を選択
します。アドレス出力を許可した端子は、対応する DDRに関係なくアドレスが出力されます。アド
レス出力を禁止した端子は、対応する DDRを 1にセットするとポート出力となります。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

AE3 AE2 AE1 AE0 

説   明 

0 A8～A23出力を禁止 （初期値）* 0 

1 A8出力を許可。A9～A23出力を禁止 

0 A8、A9出力を許可。A10～A23出力を禁止 

0 

1 

1 A8～A10出力を許可。A11～A23出力を禁止 

0 A8～A11出力を許可。A12～A23出力を禁止 0 

1 A8～A12出力を許可。A13～A23出力を禁止 

0 A8～A13出力を許可。A14～A23出力を禁止 

0 

1 

1 

1 A8～A14出力を許可。A15～A23出力を禁止 

0 A8～A15出力を許可。A16～A23出力を禁止 0 

1 A8～A16出力を許可。A17～A23出力を禁止 

0 A8～A17出力を許可。A18～A23出力を禁止 

0 

1 

1 A8～A18出力を許可。A19～A23出力を禁止 

0 A8～A19出力を許可。A20～A23出力を禁止 0 

1 A8～A20出力を許可。A21～A23出力を禁止 （初期値）* 

0 A8～A21出力を許可。A22、A23出力を禁止 

1 

1 

1 

1 A8～A23出力を許可 

【注】 * 内蔵 ROM有効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットは B'0000に初期化されます。また、内蔵 ROM

無効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットは B'1101に初期化されます。 

  なお、A0～A7アドレスは、対応する DDRを 1にセットすることでアドレス出力となります。 

 

7.3 バス制御の概要 
7.3.1 エリア分割 
バスコントローラは、アドバンストモードのとき、16Mバイトのアドレス空間を 2Mバイト単位で、

エリア 0～7の 8つのエリアに分割し、エリア単位で外部空間のバス制御を行います。また、ノーマ
ルモード*では、エリア 0の一部の、64kバイトのアドレス空間を制御します。図 7.2にメモリマップ
の概要を示します。 
【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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エリア0
(2Mバイト)

H'000000

H'FFFFFF

（1） （2）

H'0000

H'1FFFFF
H'200000

エリア1
(2Mバイト)

H'3FFFFF
H'400000

エリア2
(2Mバイト)

H'5FFFFF
H'600000

エリア3
(2Mバイト)

H'7FFFFF
H'800000

エリア4
(2Mバイト)

H'9FFFFF
H'A00000

エリア5
(2Mバイト)

H'BFFFFF
H'C00000

エリア6
(2Mバイト)

H'DFFFFF
H'E00000

エリア7
(2Mバイト)

H'FFFF

アドバンストモード ノーマルモード*

【注】 * 本LSIでは使用できません。
 

図 7.2 エリア分割の様子 
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7.3.2 バス仕様 
外部空間のバス仕様は、（1）バス幅、（2）アクセスステート数、（3）プログラムウェイトステ

ート数、の 3つの要素で構成されます。 
なお、内蔵メモリ、内部 I/Oレジスタのバス幅、アクセスステート数は固定で、バスコントローラ

の影響を受けません。 
 

(1) バス幅 

バス幅は ABWCRにより、8ビットまたは 16ビットを選択します。8ビットバスを選択したエリ
アが 8ビットアクセス空間、16ビットバスを選択したエリアが 16ビットアクセス空間です。 
すべてのエリアを 8ビットアクセス空間に設定すると 8ビットバスモードに、いずれかのエリアを

16ビットアクセス空間に設定すると 16ビットバスモードになります。なお、バースト ROMインタ
フェースを設定すると、常に 16ビットバスモードとなります。 
 

(2) アクセスステート数 

アクセスステート数は、ASTCRにより、2ステートまたは 3ステートを選択します。2ステートア
クセスを選択したエリアが 2ステートアクセス空間、3ステートアクセスを選択したエリアが 3ステ
ートアクセス空間です。 
なお、バースト ROMインタフェースでは、ASTCRによらず、アクセスステート数が決まる場合

があります。 
2ステートアクセス空間に設定すると、ウェイトの挿入が禁止されます。 

 

(3) プログラムウェイトステート数 

ASTCRによって 3ステートアクセス空間に設定したとき、WCRH、WCRLにより、自動的に挿入
するプログラムウェイトステート数を選択します。プログラムウェイトは 0～3ステートを選択可能
です。 
基本バスインタフェースの各エリアのバス仕様を表 7.3に示します。 

表 7.3 各エリアのバス仕様（基本バスインタフェース） 
ABWCR ASTCR WCRH、WCRL バス仕様（基本バスインタフェース） 

ABWn ASTn Wn1 Wn0 バス幅 アクセスステート数 プログラムウェイト 
ステート数 

0 － － 2 0 

0 0 0 

1 1 

0 2 

0 

1 

1 

1 

16 

3 

3 

0 － － 2 0 

0 0 0 

1 1 

0 2 

1 

1 

1 

1 

8 

3 

3 
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7.3.3 メモリインタフェース 
本 LSIのメモリインタフェースには、ROM、SRAMなどの直結が可能な基本バスインタフェース、 

およびバースト ROMの直結が可能なバースト ROMインタフェースがあり、エリア単位で選択する
ことができます。 
基本バスインタフェースを設定したエリアが通常空間です。また、バースト ROMインタフェース

を設定したエリアがバースト ROM空間です。 
 

7.3.4 各エリアのバスインタフェース仕様 
各エリアの初期状態は、基本バスインタフェースかつ 3ステートアクセス空間になっています。バ

ス幅の初期状態は動作モードで選択します。ここで説明しているバス仕様に関しては、基本的なこと
についてのみ記載していますので、必ず「7.4 基本バスインタフェース」、「7.5 バースト ROM
インタフェース」の各メモリインタフェースの項目を確認してください。 
 

(1) エリア 0 

エリア 0は内蔵 ROMを含んでおり、ROM無効拡張モードでは、エリア 0のすべての空間が外部
空間となります。ROM有効拡張モードでは、内蔵 ROMを除いた空間が外部空間となります。 
エリア 0は、基本バスインタフェースまたはバースト ROMインタフェースを選択することができ

ます。 
 

(2) エリア 1～6 

エリア 1～6は外部拡張モードのとき、エリア 1～6のすべての空間が外部空間となります。 
エリア 1～6は、基本バスインタフェースのみを使用することができます。 

 

(3) エリア 7 

エリア 7は内蔵 RAMおよび内部 I/Oレジスタを含んでおり、外部拡張モードのとき、内蔵 RAM
および内部 I/Oレジスタ空間を除いた空間が外部空間となります。なお、内蔵 RAMはシステムコン
トロールレジスタ（SYSCR）の RAMEビットを 1にセットしたとき有効で、RAMEビットを 0にク
リアすると、内蔵 RAMは無効になり、対応するアドレスは外部空間になります。 
エリア 7のメモリインタフェースには、基本バスインタフェースのみを使用することができます。 
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7.4 基本バスインタフェース 
7.4.1 概要 
基本バスインタフェースは、ROM、SRAMなどの直結が可能です。 
ABWCR、ASTCR、WCRH、WCRLによってバス仕様を選択できます。表 7.3を参照してください。 

 

7.4.2 データサイズとデータアライメント 
CPUおよびその他の内部バスマスタのデータサイズには、バイト、ワード、ロングワードがあり

ます。バスコントローラは、データアライメント機能を持っており、外部空間をアクセスするとき、
上位側データバス（D15～D8）を使用するか、下位側データバス（D7～D0）を使用するかを、アク
セスするエリアのバス仕様（8ビットアクセス空間か 16ビットアクセス空間）とデータサイズによ
って制御します。 
 

(1) 8ビットアクセス空間 

図7.3に8ビットアクセス空間のデータアライメント制御を示します。8ビットアクセス空間では、
常に上位側データバス（D15～D8）を使ってアクセスを行います。1回にアクセスできるデータ量は
1バイトで、ワードアクセスでは 2回、ロングワードアクセスは 4回のバイトアクセスを実行します。 
 

D15 D8 D7 D0

上位側データバス 下位側データバス

バイトサイズ

ワードサイズ
バスサイクル1回目

バスサイクル2回目

ロングワード
サイズ

バスサイクル1回目

バスサイクル2回目

バスサイクル3回目

バスサイクル4回目
 

図 7.3 アクセスサイズとデータアライメント制御（8ビットアクセス空間） 
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(2) 16ビットアクセス空間 

図 7.4に 16ビットアクセス空間のデータアライメント制御を示します。16ビットアクセス空間で
は、上位側データバス（D15～D8）および下位側データバス（D7～D0）を使ってアクセスを行いま
す。1回にアクセスできるデータ量は 1バイトまたは 1ワードで、ロングワードアクセスは、ワード
アクセスを 2回実行します。 
バイトアクセスのとき、上位側データバスを使用するか、下位側データバスを使用するかは、アド

レスの偶数／奇数で決まります。偶数アドレスに対するバイトアクセスは上位側データバスを使用し、
奇数アドレスに対するバイトアクセスは下位側データバスを使用します。 
 

D15 D8 D7 D0
上位側データバス 下位側データバス

バイトサイズ

ワードサイズ

バスサイクル1回目

バスサイクル2回目

ロングワード
サイズ

・偶数アドレス

バイトサイズ ・奇数アドレス

 
図 7.4 アクセスサイズとデータアライメント制御（16ビットアクセス空間） 

 

7.4.3 有効ストローブ 
表 7.4にアクセス空間と、使用するデータバスおよび有効なストローブを示します。 
リード時には、データバスの上位側、下位側の区別なく、RD信号が有効です。 
ライト時には、データバスの上位側に対して HWR信号が、下位側に対して LWR信号が有効です。 

表 7.4 使用するデータバスと有効ストローブ 
エリア アクセス

サイズ 
リード／
ライト 

アドレス 有効な 
ストローブ 

データバス上位 
（D15～D8） 

データバス下位 
（D7～D0） 

リード － RD 無効 8ビット 
アクセス空間 

バイト 

ライト － HWR 

有効 

Hi-Z 

偶数 有効 無効 リード 

奇数 

RD 

無効 有効 

偶数 HWR 有効 Hi-Z 

バイト 

ライト 

奇数 LWR Hi-Z 有効 

リード － RD 有効 有効 

16ビット 
アクセス空間 

ワード 

ライト － HWR、LWR 有効 有効 

【注】 Hi-Z：ハイインピーダンス状態です。 

 無効：入力状態であり、入力値は無視されます。 
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7.4.4 基本タイミング 
(1) 8ビット 2ステートアクセス空間 

図 7.5に 8ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。8ビットアクセス空間を
アクセスするとき、データバスは上位側（D15～D8）を使用します。 

LWR端子は常に Highレベルに固定されます。ウェイトステートを挿入することはできません。 
 

バスサイクル
T1 T2

アドレスバス

φ

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 無効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0
ハイインピーダンス

ライト時

Highレベル

 
図 7.5 8ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング 
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(2) 8ビット 3ステートアクセス空間 

図 7.6に 8ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。8ビットアクセス空間を
アクセスするとき、データバスは上位側（D15～D8）を使用します。 

LWR端子は常に Highレベルに固定されます。ウェイトステートを挿入することができます。 
 

バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 無効

リード時

HWR

LWR

D15～D8 有効

D7～D0

ライト時

Highレベル

T3

ハイインピーダンス

 
図 7.6 8ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング 
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(3) 16ビット 2ステートアクセス空間 

図 7.7～図 7.9に 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。16ビットアク
セス空間をアクセスするとき、偶数アドレスに対してはデータバスは上位側（D15～D8）を使用し、
奇数アドレスに対してはデータバスは下位側（D7～D0）を使用します。 
ウェイトステートを挿入することはできません。 

 

バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ

AS

RD

D15～D8 有効

D7～D0 無効

リード時

HWR

LWR

D15～D8

D7～D0

有効

ライト時

Highレベル

ハイインピーダンス

 
図 7.7 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（1） 

（偶数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.8 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（2） 

（奇数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.9 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（3） 

（ワードアクセス） 
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(4) 16ビット 3ステートアクセス空間 

図 7.10～図 7.12に 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。16ビットア
クセス空間をアクセスするとき、偶数アドレスに対してはデータバスは上位側（D15～D8）を使用し、
奇数アドレスに対してはデータバスは下位側（D7～D0）を使用します。 
ウェイトステートを挿入することができます。 

 

バスサイクル

T1 T2

アドレスバス

φ
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RD

D15～D8 有効
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ハイインピーダンス

 
図 7.10 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（1） 

（偶数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.11 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（2） 

（奇数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.12 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（3） 

（ワードアクセス） 
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7.4.5 ウェイト制御 
本 LSIは、外部空間をアクセスするときウェイトステート（Tw）を挿入してバスサイクルを引き延

ばすことができます。ウェイトステートを挿入する方法には、（1）プログラムウェイトの挿入、（2）
WAIT端子による端子ウェイトの挿入、があります。 
 

(1) プログラムウェイトの挿入 

WCRH、WCRLの設定により、3ステートアクセス空間に対して、エリア単位で 0～3ステートの
ウェイトステートを自動的に T2ステートと T3ステートの間に挿入することができます。 
 

(2) 端子ウェイトの挿入 

BCRHのWAITEビットを 1にセットすると、WAIT 端子によるウェイト入力が有効になります。
この状態で、外部空間をアクセスすると、まず、WCRH、WCRLの設定に従ってプログラムウェイト
が挿入されます。続いて T2または Twの最後のステートのφの立ち下がりのタイミングで、WAIT端
子が Lowレベルであると、Twが挿入されます。WAIT端子が Lowレベルに保持されると、WAIT端
子が Highレベルになるまで Twが挿入されます。 

4ステート以上の Twを挿入する場合や、外部デバイスごとに挿入する Tw数を変える場合などに有
効です。 
なお、WAITEビットはすべてのエリアに対して共通です。 
図 7.13にウェイトステート挿入のタイミング例を示します。 
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プログラム
ウェイトによる

T1

アドレスバス

φ

AS

RD

データバス リードデータ

リード時

HWR、LWR

ライトデータ

ライト時

【注】↓はWAIT端子のサンプリングタイミングを示します。

WAIT

データバス

T2 Tw Tw Tw T3

WAIT端子による

 
図 7.13 ウェイトステート挿入タイミング例 

 
リセット後は、3ステートアクセスかつプログラムウェイト 3ステート挿入、WAIT入力禁止状態

となっています。 
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7.5 バースト ROMインタフェース 
7.5.1 概要 
本 LSIは、エリア 0の外部空間をバースト ROM空間に設定し、バースト ROMインタフェースを

行うことができます。バースト ROM空間インタフェースでは、16ビット構成のバーストアクセス可
能な ROMを高速にアクセスすることができます。 

BCRHの BRSTRMビットにより、エリア 0をバースト ROM空間に設定します。CPUの命令フェ
ッチに限り最大 4ワード／8ワードの連続バーストアクセスを行うことができます。バーストアクセ
スは 1ステートまたは 2ステートを選択できます。 
 

7.5.2 基本タイミング 
バースト ROMインタフェースの、イニシャルサイクル（フルアクセス）のアクセスステート数は

ASTCRの AST0ビットの設定に従います。また、AST0ビットを 1にセットした場合は、ウェイトス
テートを挿入することもできます。バーストサイクルは、BCRHの BRSTS1ビットの設定により、1
ステートまたは 2ステートの選択が可能です。ウェイトステートは挿入できません。エリア 0をバー
スト ROM空間に設定した場合、ABWCRの ABW0ビットの設定によらずエリア 0は、16ビットア
クセス空間となります。 
また、BCRHの BRSTS0ビットを 0にクリアすると最大 4ワードのバーストアクセスを行います。

BRSTS0ビットを 1にセットすると最大 8ワードのバーストアクセスを行います。 
バースト ROM空間の基本アクセスタイミングを図 7.14（a）（b）に示します。 
図 7.14（a）は、AST0ビット、BRSTS1ビットをいずれも 1に設定した場合の例です。 
図 7.14（b）は、AST0ビット、BRSTS1ビットをいずれも 0に設定した場合の例です。 

 

T1

アドレスバス

φ

AS

データバス

T2 T3 T1 T2 T1

フルアクセス

T2

RD

バーストアクセス

下位アドレスのみ変化

リードデータ リードデータ リードデータ

 
図 7.14（a） バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝1の場合） 
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T1

アドレスバス

φ
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データバス

T2 T1 T1

フルアクセス

RD

バーストアクセス

下位アドレスのみ変化

リードデータ リードデータ リードデータ

 
図 7.14（b） バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝0の場合） 

 

7.5.3 ウェイト制御 
バースト ROMインタフェースのイニシャルサイクル（フルアクセス）には、基本バスインタフェ

ースと同様に、（1）プログラムウェイトの挿入、（2）WAIT端子による端子ウェイトの挿入、が可
能です。「7.4.5 ウェイト制御」を参照してください。 
バーストサイクルにはウェイトステートを挿入することはできません。 
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7.6 アイドルサイクル 
7.6.1 動作説明 
本 LSIは外部空間をアクセスするとき、（1）異なるエリア間でリードアクセスが連続して発生し

たとき、（2）リードサイクルの直後にライトサイクルが発生したとき、の 2つの場合に、バスサイ
クルとバスサイクルの間にアイドルサイクル（TI）を 1ステート挿入することができます。アイドル
サイクルを挿入することにより、たとえば出力フローティング時間の大きい ROMなどと、高速メモ
リ、I/Oインタフェースなどとのデータ衝突を防ぐことができます。 
 

(1) 異なるエリア間での連続リード 

BCRHの ICIS1ビットを 1にセットした状態で、異なるエリア間の連続リードが発生すると、2回
目のリードサイクルの先頭に、アイドルサイクルが挿入されます。 
図 7.15に動作例を示します。バスサイクル Aは、出力フローティング時間の大きい ROMからの

リードサイクル、バスサイクル Bは SRAMからのリードサイクルで、それぞれ異なるエリアに配置
した場合の例です。（a）はアイドルサイクルを挿入しない場合で、バスサイクル Bで、ROMからの
リードデータと SRAMからのリードデータの衝突が発生しています。これに対し（b）ではアイドル
サイクルを挿入し、データの衝突を回避しています。 
 

T1

アドレスバス

φ

RD

バスサイクルA

データバス

T2 T3 T1 T2

バスサイクルB

出力フローティング時間大
データ衝突

（a）アイドルサイクル挿入なし
　　（ICIS1＝0）

T1

アドレスバス

φ

RD

バスサイクルA

データバス

T2 T3 TI T1

バスサイクルB

（b）アイドルサイクル挿入あり
　　（ICIS1＝1　初期値）

T2

CS*（エリアA）

CS*（エリアB）

CS*（エリアA）

CS*（エリアB）

【注】 * CS信号はLSI外部で生成します。
 

図 7.15 アイドルサイクル動作例（1） 
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(2) リード後のライト 

BCRHの ICIS0ビットを 1にセットした状態で、外部リード後に外部ライトが発生すると、ライト
サイクルの先頭にアイドルサイクルが挿入されます。 
図 7.16に動作例を示します。バスサイクル Aは、出力フローティング時間の大きい ROMからの

リードサイクル、バスサイクル Bは CPUのライトサイクルの場合の例です。（a）はアイドルサイク
ルを挿入しない場合で、バスサイクル Bで、ROMからのリードデータと CPUのライトデータの衝突
が発生しています。これに対し（b）ではアイドルサイクルを挿入し、データの衝突を回避していま
す。 
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アドレスバス
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RD

バスサイクルA

T2 T3 T1 T2

バスサイクルB
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T2

CS*（エリアA）

CS*（エリアB）

RD

CS（*エリアA）

CS*（エリアB）

【注】 * CS信号はLSI外部で生成します。
 

図 7.16 アイドルサイクル動作例（2） 

 

(3) チップセレクト（CS）信号*とリード（RD）信号の関係 

システムの負荷条件によっては、CS信号*よりも RD信号の方が遅れる場合があります。図 7.17
に例を示します。 
このような場合、（a）のアイドルサイクルを挿入しない設定では、バスサイクル Aの RD信号と

バスサイクル Bの CS信号間でオーバラップが発生する可能性があります。 
これに対し、（b）のようにアイドルサイクルを挿入する設定にすれば、 RD信号と CS信号のオ

ーバラップを回避することができます。 
なお、リセット解除後の初期状態は、（b）のアイドルサイクルを挿入する設定となっています。 

【注】 * CS信号は LSI外部で生成します。 
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【注】 * CS信号はLSI外部で生成されます。
 

図 7.17 チップセレクト（CS）*とリード（RD）の関係 

 

7.6.2 アイドルサイクルでの端子状態 
アイドルサイクルでの端子状態を表 7.5に示します。 

表 7.5 アイドルサイクルでの端子状態 
端子名 端子の状態 

A23～A0 直後のバスサイクルの内容 

D15～D0 ハイインピーダンス 

AS Highレベル 

RD Highレベル 

HWR Highレベル 

LWR Highレベル 
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7.7 ライトデータバッファ機能 
本 LSIは外部データバスにライトデータバッファ機能を備えています。ライトデータバッファ機能

を使用すると、外部ライトと内部アクセスを並行して実行することができます。BCRLのWDBEビ
ットを 1にセットすると、ライトデータバッファ機能を使用することができます。 
図 7.18にライトデータバッファ機能を使用したときのタイミング例を示します。この機能を使用

したとき、外部ライトが 2ステート以上続き、次に内部アクセスがある場合、最初の 1ステートは外
部ライトのみが実行されますが、次のステートから外部ライトの終了を待たずに内部アクセス（内蔵
メモリ、内部 I/Oレジスタのリード／ライト）が並行して実行されます。 
 

T1

内部アドレスバス

A23～A0

外部ライトサイクル

HWR、LWR

T2 TW TW T3

内蔵メモリリード 内部I/Oレジスタリード

内部リード信号

D15～D0

外部アドレス

内部メモリ

外部空間
ライト

内部I/Oレジスタアドレス

 
図 7.18 ライトデータバッファ機能使用時のタイミング例 
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7.8 バスアービトレーション 
7.8.1 概要 
本 LSIはバスマスタの動作を調停（バスアービトレーション）するバスアービタを内蔵しています。 
バスマスタは、CPU、DTCの 2つがあり、バス権を占有した状態でリード／ライト動作を行いま

す。各バスマスタはバス権要求信号によりバス権を要求します。バスアービタは所定のタイミングで
優先順位を判定し、バス権要求アクノリッジ信号によりバスの使用を許可します。バスマスタはバス
権を獲得して動作します。 
 

7.8.2 動作説明 
バスアービタは、バスマスタのバス権要求信号を検出して、バス権が要求されていれば、そのバス

マスタにバス権要求アクノリッジ信号を与えます。複数のバスマスタからバス権要求があれば、最も
優先順位の高いものにバス権要求アクノリッジ信号を与えます。バス権要求アクノリッジ信号を受け
取ったバスマスタは、以後この信号が取り消されるまでバスを占有します。 
バスマスタの優先順位： 
 
           （高） DTC ＞ CPU （低） 

 

7.8.3 バス権移行タイミング 
バス権を獲得して動作しているバスマスタよりも優先順位の高いバスマスタからのバス権要求が

あったときでも、すぐにバス権が移行するとは限りません。各バスマスタにはバス権を譲ることがで
きるタイミングがあります。 
 

(1) CPU 

CPUは最も優先順位が低いバスマスタで、DTCからのバス権要求があると、バスアービタはバス
権をバス権の要求のあったバスマスタに移行します。バス権が移行するタイミングは次のとおりです。 
（a） バスサイクルの切れ目で、バス権を移行します。ただし、ロングワードサイズのアクセスな

ど、バスサイクルを分割して実行する場合などには、分割されたバスサイクルの切れ目では、
バス権は移行しません。バス権を移行しないタイミングは「付録A.5 命令実行中のバス状
態」を参照してください。 

（b） CPUがスリープモードの場合、直ちにバス権を移行します。 
 

(2) DTC 

DTCは起動要求が発生するとバスアービタに対してバス権を要求します。 
DTCがバス権を解放できるのは、ベクタのリード後、レジスタ情報のリード（3ステート）後、1

回のデータ転送後、レジスタ情報のライト（3ステート）後です。レジスタ情報のリード（3ステー
ト）中、1回のデータ転送中、レジスタ情報のライト（3ステート）中にはバスを解放しません。 
 

7.9 リセットとバスコントローラ 
リセットでは、バスコントローラを含めて、本 LSIはその時点でリセット状態になります。実行中

のバスサイクルは途中で打ち切られます。 
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8. データトランスファコントローラ（DTC） 

8.1 概要 
本 LSIは、データトランスファコントローラ（DTC）を内蔵しています。DTCは、割り込みまた

はソフトウェアによって起動され、データ転送を行うことができます。 
 

8.1.1 特長 
■任意チャネル数の転送可能 

• メモリ上に転送情報を格納 
• 1つの起動要因に対して複数のデータ転送が可能（チェイン転送） 

■豊富な転送モード 

• ノーマルモード／リピートモード／ブロック転送モードの選択が可能 
• 転送元、転送先アドレスのインクリメント／デクリメント／固定の選択が可能 

■16Mバイトのアドレス空間を直接指定可能 

• 転送元、転送先アドレスを 24ビットで指定 

■転送単位をバイト／ワードに設定可能 

■DTCを起動した割り込みを CPUに要求可能 

• 1回のデータ転送の終了後に、CPUに対する割り込み要求を発生可能 
• 指定したデータ転送のすべての終了後に、CPUに対する割り込み要求を発生 

■ソフトウェアによる起動が可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値では DTCのレジスタのアクセスが可能。モジュールストップモードの設定により
DTCの動作は停止 
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8.1.2 ブロック図 
DTCのブロック図を図 8.1に示します。 
DTCのレジスタ情報は内蔵 RAMに配置されます*。DTCと内蔵 RAM（1kバイト）間は 32ビット

バスで接続されていますので、DTCのレジスタ情報のリード／ライトを 32ビット 1ステートで実行
できます。 
【注】 * DTCを使用するときには、必ず SYSCRの RAMEビットを 1にセットしてください。 
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DTCERA～DTCERG、I
DTVECR

：DTCモードレジスタA、B
：DTC転送カウントレジスタA、B
：DTCソースアドレスレジスタ
：DTCデスティネーションレジスタ
：DTCイネーブルレジスタ A～G、I
：DTCベクタレジスタ

～

【記号説明】
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ン
ト
ロ
｜
ル
ロ
ジ
ッ
ク

 
図 8.1 DTCのブロック図 
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8.1.3 レジスタ構成 
DTCのレジスタ構成を表 8.1に示します。 

表 8.1 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

DTCモードレジスタ A MRA －*2 不定 －*3 

DTCモードレジスタ B MRB －*2 不定 －*3 

DTCソースアドレスレジスタ SAR －*2 不定 －*3 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR －*2 不定 －*3 

DTC転送カウントレジスタ A CRA －*2 不定 －*3 

DTC転送カウントレジスタ B CRB －*2 不定 －*3 

DTCイネーブルレジスタ DTCER R/W H'00 H'FE16～ 
H'FE1E 

DTCベクタレジスタ DTVECR R/W H'00 H'FE1F 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 DTC内のレジスタは直接リード／ライトできません。 

 *3 内蔵 RAMのアドレス H'EBC0～H'EFBFにレジスタ情報として配置します。外部メモリ空間には配

置できません。DTCを使用する場合は SYSCRの RAMEビットを 0にクリアしないでください。 

 

8.2 各レジスタの説明 
8.2.1 DTCモードレジスタ A（MRA） 

7

SM1

不定

－

6

SM0

不定

－

5

DM1

不定

－

4

DM0

不定

－

3

MD1

不定

－

0

Sz

不定

－

2

MD0

不定

－

1

DTS

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

MRAは 8ビットのレジスタで、DTCの動作モードの制御を行います。 
 

ビット 7、6：ソースアドレスモード 1、0（SM1、SM0） 

データ転送後に、SARをインクリメントするか、デクリメントするか、または固定とするかを指
定します。 
 
ビット 7 ビット 6 

SM1 SM0 

説    明 

0 － SARは固定 

0 SARは転送後インクリメント 
（Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2） 

1 

1 SARは転送後デクリメント 
（Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2） 
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ビット 5、4：デスティネーションアドレスモード 1、0（DM1、DM0） 

データ転送後に、DARをインクリメントするか、デクリメントするか、または固定とするかを指
定します。 
 
ビット 5 ビット 4 

DM1 DM0 

説    明 

0 － DARは固定 

0 DARは転送後インクリメント 
（Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2） 

1 

1 DARは転送後デクリメント 
（Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2） 

 

ビット 3、2：DTCモード（MD1、MD0） 

DTCの転送モードを指定します。 
 
ビット 3 ビット 2 

MD1 MD0 

説    明 

0 ノーマルモード 0 

1 リピートモード 

0 ブロック転送モード 1 

1 － 

 

ビット 1：DTC転送モードセレクト（DTS） 

リピートモードまたはブロック転送モードのとき、ソース側とデスティネーション側のいずれをリ
ピート領域またはブロック領域とするかを指定します。 
 

ビット 1 

DTS 

説    明 

0 デスティネーション側がリピート領域またはブロック領域 

1 ソース側がリピート領域またはブロック領域 

 

ビット 0：DTCデータトランスファサイズ（Sz） 

データ転送のデータサイズを指定します。 
 

ビット 0 

Sz 

説    明 

0 バイトサイズ転送 

1 ワードサイズ転送 
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8.2.2 DTCモードレジスタ B（MRB） 

7

CHNE

不定

－

6

DISEL

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

MRBは 8ビットのレジスタで、DTCモードの制御を行います。 
 

ビット 7：DTCチェイン転送イネーブル（CHNE） 

チェイン転送を指定します。チェイン転送では、1回の要求に対し複数のデータ転送を連続して行
うことができます。 

CHNE＝1に設定したデータ転送では、指定した転送回数の終了の判定や割り込み要因フラグのク
リアや DTCERのクリアは行いません。 
 

ビット 7 

CHNE 

説    明 

0 DTCデータ転送終了（起動待ち状態） 

1 DTCチェイン転送（新しいレジスタ情報をリードして、データ転送を行う） 

 

ビット 6：DTCインタラプトセレクト（DISEL） 

1回のデータ転送後に CPUへの割り込み要求の禁止または許可を指定します。 
 

ビット 6 

DISEL 

説    明 

0 DTCデータ転送終了後、転送カウンタが 0でなければ、CPUへの割り込みを禁止（DTCは、
起動要因となった割り込み要因フラグを 0にクリア） 

1 DTCデータ転送終了後、CPUへの割り込みを許可（DTCは、起動要因となった割り込み要
因フラグを 0にクリアしない） 

 

ビット 5～0：リザーブビット 

本 LSIでは、DTCの動作に影響を与えません。0をライトしてください。 
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8.2.3 DTCソースアドレスレジスタ（SAR） 

23

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

22

不定

－

21

不定

－

20

不定

－

19

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

- - -

- - -

- - -

- - -
 

SARは 24ビットのレジスタで、DTCの転送するデータの転送元アドレスを指定します。ワードサ
イズの場合は偶数アドレスを指定してください。 
 

8.2.4 DTCデスティネーションアドレスレジスタ（DAR） 

23

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

22

不定

－

21

不定

－

20

不定

－

19

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

- - -

- - -

- - -

- - -
 

DARは 24ビットのレジスタで、DTCの転送するデータの転送先アドレスを指定します。ワードサ
イズの場合は偶数アドレスを指定してください。 
 

8.2.5 DTC転送カウントレジスタ A（CRA） 

15

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

不定

－

13

不定

－

12

不定

－

11

不定

－

10

不定

－

9

不定

－

8

不定

－

7

不定

－

6

不定

－

5

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

CRAH CRAL
 

CRAは 16ビットのレジスタで、DTCのデータ転送の転送回数を指定します。 
ノーマルモードでは、一括して 16ビットの転送カウンタ（1～65536）として機能します。1回の

データ転送を行うたびにデクリメント（－1）され、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。 
リピートモードおよびブロック転送モードでは、上位 8ビットの CRAHと下位 8ビットの CRAL

に分割されます。CRAHは転送回数を保持し、CRALは 8ビットの転送カウンタ（1～256）として機
能します。CRALは、1回のデータ転送を行うたびにデクリメント（－1）され、カウンタ値が H'00
になると、CRAHの内容が転送されます。この動作を繰り返します。 
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8.2.6 DTC転送カウントレジスタ B（CRB） 

15

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

不定

－

13

不定

－

12

不定

－

11

不定

－

10

不定

－

9

不定

－

8

不定

－

7

不定

－

6

不定

－

5

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－
 

CRBは 16ビットのレジスタで、ブロック転送モードのとき、DTCのブロックデータ転送の転送回
数を指定します。16ビットの転送カウンタ（1～65536）として機能し、1回のデータ転送を行うたび
に、デクリメント（－1）され、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。 
 

8.2.7 DTCイネーブルレジスタ（DTCER） 

7

DTCE7

0

R/W

6

DTCE6

0

R/W

5

DTCE5

0

R/W

4

DTCE4

0

R/W

3

DTCE3

0

R/W

0

DTCE0

0

R/W

2

DTCE2

0

R/W

1

DTCE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

DTCERは、DTCによって起動される割り込み要因ごとに対応した 8ビットのリード／ライトが可
能な 8本のレジスタで、DTCERA～DTCERG、DTCERIがあります。各割り込み要因による DTC起
動の許可または禁止を制御します。 

DTCERはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 
 

ビット n：DTC起動イネーブル（DTCEn） 

 
ビット n 

DTCEn 

説    明 

0 割り込みによる DTC起動を禁止 （初期値） 
［クリア条件］ 
• DISELビットが 1でデータ転送を終了したとき 
• 指定した回数の転送が終了したとき 

1 割り込みによる DTC起動を許可 
［保持条件］ 
 DISELビットが 0で、指定した回数の転送が終了していないとき 

（n＝7～0） 
 

DTCEビットは、DTCによって起動される各割り込み要因ごとに設定できます。各割り込み要因と
DTCEビットの対応、およびそのときに割り込みコントローラが発生するベクタ番号について表 8.4
に示します。 

DTCEビットの設定は、必ず BSET、BCLRなどビット操作命令を使ってリード／ライトしてくだ
さい。ただし、初期設定に限り、複数の起動要因を一度に設定するときには、割り込みを禁止して、
当該レジスタのダミーリードを行ってからライトすることができます。 
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8.2.8 DTCベクタレジスタ（DTVECR） 

7

SWDTE

0

R/(W)*1

6

DTVEC6

0

R/(W)*2

5

DTVEC5

0

R/(W)*2

4

DTVEC4

0

R/(W)*2

3

DTVEC3

0

R/(W)*2

0

DTVEC0

0

R/(W)*2

2

DTVEC2

0

R/(W)*2

1

DTVEC1

0

R/(W)*2

ビット

初期値

R/W

【注】*1
　       *2

：

：

：

SWDTEビットは、1ライトのみ可能です。
DTVEC6～DTVEC0ビットは、SWDTE＝0のときライト可能です。

 
DTVECRは、8ビットのリード／ライトが可能なレジスタで、ソフトウェアによる DTC起動の許

可または禁止の設定、およびソフトウェア起動割り込み用ベクタ番号を設定します。 
DTVECRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に、H'00に初期化されます。 

 

ビット 7：DTCソフトウェア起動イネーブル（SWDTE） 

DTCソフトウェア起動の許可または禁止を設定します。 
 

ビット 7 

SWDTE 

説    明 

0 DTCソフトウェア起動を禁止                       （初期値） 
［クリア条件］ 
• DISELビットが 0で、指定した回数の転送が終了していないとき 
• CPUに対し、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み（SWDTEND）が要求されたあ
と、0をライトしたとき 

1 DTCソフトウェア起動を許可 
［保持条件］ 
• DISELビットが 1で、データ転送を終了したとき 
• 指定した回数の転送が終了したとき 
• ソフトウェア起動によるデータ転送中 

 

ビット 6～0：DTCソフトウェア起動ベクタ 6～0（DTVEC6～DTVEC0） 

DTCソフトウェア起動のベクタ番号を設定します。 
ベクタアドレスは、H'0400＋( (ベクタ番号) <<1 )となります。ここで<<1は 1ビットの左シフトを

表します。たとえば、DTVEC6～DTVEC0＝H'10のとき、ベクタアドレスは H'0420となります。 
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8.2.9 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行
います。 

MSTPA6ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で DTCは動作を停止してモジュー
ルストップモードへ遷移します。ただし、DTCが起動中の場合、MSTPA6ビットに 1をライトする
ことはできません。詳細は、「22.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。ソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 6：モジュールストップ（MSTPA6） 

DTCのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 6 

MSTPA6 

説    明 

0 DTCのモジュールストップモード解除 （初期値） 

1 DTCのモジュールストップモード設定 
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8.3 動作説明 
8.3.1  概要 

DTCは、レジスタ情報をメモリ上に格納しておき、起動要因が発生すると、レジスタ情報をリー
ドし、このレジスタ情報に基づいてデータ転送を行います。データ転送後、レジスタ情報をメモリ上
にライトします。レジスタ情報をメモリ上に格納しておくことにより、任意チャネル数のデータ転送
を行うことができます。また、CHNEビットを 1にセットしておくことにより、1つの起動要因で複
数の転送を行うことができます。 
図 8.2に DTCの動作フローチャートを示します。 

 

スタート

終了

DTCベクタリード

レジスタ情報リード

データ転送

レジスタ情報ライト

起動要因フラグのクリア

割り込み例外処理

DTCERのクリア

CHNE＝1

次転送

Yes

Yes

No

転送カウンタ＝0
または

DISEL＝1

No

 
図 8.2 DTC動作フローチャート 
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DTCの転送モードには、ノーマルモード、リピートモード、ブロック転送モードがあります。 
DTCは、転送元アドレスを 24ビット長の SAR、転送先アドレスを 24ビット長の DARで指定しま

す。SAR、DARは転送後、それぞれ独立にインクリメントまたはデクリメント、あるいは固定とさ
れます。 
表 8.2に、DTCの機能概要を示します。 

表 8.2 DTCの機能概要 
アドレスレジスタ 転送モード 起動要因 

転送元 転送先 

（1）ノーマルモード 
• 1回の転送要求で 1バイトまたは 1ワードの転送
を実行 

• メモリアドレスを 1または 2増減 
• 転送回数は 1～65536 

（2）リピートモード 
• 1回の転送要求で 1バイトまたは 1ワードの転送
を実行 

• メモリアドレスを 1または 2増減 
• 指定回数（1～256）転送後、初期状態を回復して
動作を継続 

（3）ブロック転送モード 
• 1回の転送要求で指定したブロックサイズの転送
• ブロックサイズ 1～256バイトまたはワード 
• 転送回数は 1～65536 
• ソースまたはデスティネーションのいずれかをブ
ロックエリアに指定可能 

• IRQ 
• TPUの TGI 
• SCIの TXI、RXI 
• A/D変換器の ADI 
• モータコントロール PWM
タイマの CMI  

• HCANの RM0（メールボッ
クス 0） 

• ソフトウェア 

24ビット 24ビット 

 

8.3.2 起動要因 
DTCは、割り込み要因、もしくはソフトウェアによる DTVECRへのライト動作を起動要因として

動作します。割り込み要因を、CPUに対する割り込み要求とするか、DTCの起動要因とするかは、
割り込み要因ごとに DTCERの対応するビットで指定します。 
対応するビットを 1にセットすると DTCの起動要因となり、0にクリアすると、CPUの割り込み

要因となります。 
1回のデータ転送（チェイン転送の場合、連続した最後の転送）終了時に、起動要因または DTCER

の対応するビットをクリアします。表 8.3に起動要因と DTCERのクリアを示します。 
起動要因フラグは、たとえば RXI0の場合、SCI0の RDRFフラグになります。 

表 8.3 起動要因と DTCERのクリア 
起動要因 DISELビットが 0で、指定した 

回数の転送が終了していないとき 
DISELビットが 1のとき、または 
指定した回数の転送が終了したとき 

ソフトウェア起動 SWDTEビットは 0にクリア • SWDTEビットは 1を保持 
• CPUに割り込みを要求 

割り込み起動 • DTCERの対応するビットは 1を保持
• 起動要因フラグは 0にクリア 

• DTCERの対応するビットは 0にクリア 
• 起動要因フラグは 1を保持 
• 起動要因となった割り込みを CPUに要求 
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図 8.3に、起動要因制御ブロック図を示します。詳細は、「第 5章 割り込みコントローラ」を参
照してください。 
 

内蔵周辺
モジュール

IRQ割り込み

DTVECR

選
択
回
路

割り込み
コントローラ CPU

DTC

DTCER

クリア
制御

選択

割り込み要求

要因フラグクリア

クリア

クリア要求

割り込みマスク
 

図 8.3 DTC起動要因制御ブロック図 

 
割り込みを DTCの起動要因に指定した場合、CPUのマスクレベルおよび割り込みコントローラの

優先順位の指定の影響を受けません。複数の起動要因が同時に発生した場合には、デフォルトの優先
順位に従って受け付けられ、DTCが起動されます。 
 

8.3.3 DTCベクタテーブル 
図 8.4に、DTCベクタアドレスとレジスタ情報の対応を示します。 
表 8.4に、起動要因とベクタアドレスの対応を示します。ソフトウェアによる起動の場合、ベクタ

アドレスは H'0400+(DTVECR[6:0]<<1) で求めます（<<1は 1ビットの左シフトを表します）。たと
えば、DTVECRが H'10のとき、ベクタアドレスは H'0420となります。 
起動要因ごとのベクタアドレスから、レジスタ情報先頭アドレスをリードし、この先頭アドレスか

らレジスタ情報をリードします。レジスタ情報は内蔵 RAM空間上の所定のアドレスに配置すること
ができます。レジスタ情報の先頭アドレスは 4の倍数番地としてください。 
ベクタアドレスの構造は、ノーマルモード*とアドバンストモードとは同じです。ともに 2バイト

単位です。この 2バイトは、内蔵 RAM空間上の所定のアドレスの下位側を指定します。 
【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
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レジスタ情報
先頭アドレス

レジスタ情報

次転送

DTCベクタ
アドレス

 
図 8.4 DTCベクタアドレスとレジスタ情報との対応 

 

表 8.4 割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCE 
割 り 込 み 要  因 要 因 

発生元 
ベクタ 
番号 

ベクタ 
アドレス 

DTCE*1 優先 
順位 

DTVECRへのライト ソフトウェア DTVECR H'0400＋ 
(DTVECR[6:0] 
＜＜1) 

－ 高 

IRQ0 16 H'0420 DTCEA7  

IRQ1 17 H'0422 DTCEA6  

IRQ2 18 H'0424 DTCEA5  

IRQ3 19 H'0426 DTCEA4  

IRQ4 20 H'0428 DTCEA3  

IRQ5 

外部端子 

21 H'042A DTCEA2  

リザーブ － 22 

～  
27 

H'042C 

～  
H'0436 

－  

ADI（A/D変換終了） A/D 28 H'0438 DTCEB6  

リザーブ － 29 

～  
31 

H'043A 

～  
H'043E 

－  

TGI0A（GR0Aコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

32 H'0440 DTCEB5  

TGI0B（GR0Bコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

TPU 
チャネル 0 

33 H'0442 DTCEB4  

TGI0C（GR0Cコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

 34 H'0444 DTCEB3  

TGI0D（GR0Dコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

 35 H'0446 DTCEB2  
低 
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割 り 込 み 要  因 要 因 
発生元 

ベクタ 
番号 

ベクタ 
アドレス 

DTCE*1 優先 
順位 

リザーブ － 36 

～  
39 

H'0448 

～  
H'044E 

－ 高 

TGI1A（GR1Aコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

40 H'0450 DTCEB1  

TGI1B（GR1Bコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

TPU 
チャネル 1 

41 H'0452 DTCEB0  

TGI2A（GR2Aコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

44 H'0458 DTCEC7  

TGI2B（GR2Bコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

TPU 
チャネル 2 

45 H'045A DTCEC6  

TGI3A（GR3Aコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

48 H'0460 DTCEC5  

TGI3B（GR3Bコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

49 H'0462 DTCEC4  

TGI3C（GR3Cコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

50 H'0464 DTCEC3  

TGI3D（GR3Dコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

TPU 
チャネル 3 

51 H'0466 DTCEC2  

リザーブ － 52 

～  
55 

H'0468 

～  
H'046E 

－  

TGI4A（GR4Aコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

56 H'0470 DTCEC1  

TGI4B（GR4Bコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

TPU 
チャネル 4 

57 H'0472 DTCEC0  

リザーブ － 58 
59 

H'0474 
H'0476 

－  

TGI5A（GR5Aコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

60 H'0478 DTCED5  

TGI5B（GR5Bコンペアマッチ／インプット
キャプチャ） 

TPU 
チャネル 5 

61 H'047A DTCED4  

リザーブ － 62 

～  
80 

H'047C 

～  
H'04A0 

－  
 
 

RXI0（受信完了 0） 81 H'04A2 DTCEE3  

TXI0（送信データエンプティ 0） 

SCI 
チャネル 0 82 H'04A4 DTCEE2  

リザーブ － 83 
84 

H'04A6 
H'04A8 

－  

RXI1（受信完了 1） 85 H'04AA DTCEE1  

TXI1（送信データエンプティ 1） 

SCI 
チャネル 1 86 H'04AC DTCEE0  

リザーブ － 87 
88 

H'04AE 

～  
H'04B0 

－  
 
低 
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割 り 込 み 要  因 要 因 
発生元 

ベクタ 
番号 

ベクタ 
アドレス 

DTCE*1 優先 
順位 

RXI2（受信完了 2）*2 89 H'04B2 DTCEF7 高 

TXI2（送信データエンプティ 2） 

SCI 
チャネル 2 90 H'04B4 DTCEF6  

リザーブ － 91 

～  
103 

H'04B6 

～  
H'04CE 

－  

CMI1（PWCYR1コンペアマッチ） 104 H'04D0 DTCEG7  

CMI2（PWCYR2コンペアマッチ） 

PWM 

105 H'04D2 DTCEG6  

リザーブ － 106 

～  
108 

H'04D4 

～  
H'04D8 

－  

RM0（メールボックス 0受信） HCAN 109 H'04DA DTCEG2  

リザーブ － 110 

～  
124 

H'04DC 

～  
H'04FC 

－  
 
低 

【注】 *1 対応する割り込みのない DTCEビットはリザーブビットとなります。0をライトしてください。 

 *2 H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合を示し、H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645では、リザ

ーブとなります。 
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8.3.4 アドレス空間上でのレジスタ情報の配置 
図 8.5に、アドレス空間上でのレジスタ情報の配置を示します。 
レジスタ情報先頭アドレス（ベクタアドレスの内容）から、MRA、SAR、MRB、DAR、CRA、CRB

の順序で配置してください。チェイン転送の場合は、連続した領域にレジスタ情報を配置してくださ
い。 
レジスタ情報は、内蔵 RAM上（アドレス：H'FFEBC0～H'FFEFBF）に配置してください。 

 

レジスタ情報
先頭アドレス

チェイン転送

レジスタ情報

MRA

0 1 2 3

下位アドレス

4バイト

SAR

MRB DAR

CRA CRB

MRA SAR

MRB DAR

CRA CRB

チェイン転送のとき
2回目転送用の
レジスタ情報

 
図 8.5 アドレス空間上での DTCレジスタ情報の配置 
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8.3.5 ノーマルモード 
1回の動作で、1バイトまたは 1ワードの転送を行います。 
転送回数は 1～65536です。指定回数の転送が終了すると、CPUへ割り込みを要求することができ

ます。 
表 8.5にノーマルモードのレジスタ機能を、図 8.6にノーマルモードのメモリマップを示します。 

表 8.5 ノーマルモードのレジスタ機能 
名  称 略称 機 能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ A CRA 転送カウント 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 使用しません 

 

転送
SAR DAR

 
図 8.6 ノーマルモードのメモリマップ 
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8.3.6 リピートモード 
1回の動作で、1バイトまたは 1ワードの転送を行います。 
転送回数は 1～256を指定し、指定回数の転送が終了すると、転送カウンタと、リピートエリアに

指定したアドレスレジスタの初期状態を回復し、転送を繰り返します。リピートモードでは、転送カ
ウンタが H'00になりませんので、DISEL＝0の場合、CPUへの割り込みは要求されません。 
表 8.6にリピートモードのレジスタ機能を、図 8.7にリピートモードのメモリマップを示します。 

表 8.6 リピートモードのレジスタ機能 
名称 略称 機能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ AH CRAH 転送回数保持 

DTC転送カウントレジスタ AL CRAL 転送カウンタ 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 使用しません 

 

転送

SAR
または
DAR

DAR
または
SAR

リピートエリア

 
図 8.7 リピートモードのメモリマップ 
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8.3.7 ブロック転送モード 
1回の動作で、1ブロックの転送を行います。転送元、転送先のいずれか一方をブロックエリアに

指定します。 
ブロックサイズは 1～256です。1ブロックの転送が終了すると、ブロックサイズカウンタとブロ

ックエリアに指定したアドレスレジスタの初期状態を復帰します。他方のアドレスレジスタは、連続
してインクリメントまたはデクリメント、あるいは固定とされます。 
転送回数は 1～65536です。指定回数のブロック転送が終了すると、CPUへ割り込みを要求するこ

とができます。 
表 8.7にブロック転送モードのレジスタ機能を、図 8.8にブロック転送モードのメモリマップを示

します。 

表 8.7 ブロック転送モードのレジスタ機能 
名称 略称 機能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ AH CRAH ブロックサイズ保持 

DTC転送カウントレジスタ AL CRAL ブロックサイズカウンタ 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 転送カウンタ 

 

転送

SAR
または
DAR

DAR
または
SAR

ブロックエリア
・
・
・

第1ブロック

第Nブロック

 
図 8.8 ブロック転送モードのメモリマップ 
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8.3.8 チェイン転送 
CHNEビットを 1にセットしておくことにより、1回の転送要求に対し複数のデータ転送を連続し

て行うことができます。データ転送を定義する SAR、DAR、CRA、CRBおよびMRA、MRBはおの
おの独立に設定できます。 
図 8.9にチェイン転送のメモリマップを示します。 

 

DTCベクタ

アドレス

ソース

デスティネーション

ソース

デスティネーション

レジスタ情報

CHNE＝1

レジスタ情報

CHNE＝0

レジスタ情報
先頭アドレス

 
図 8.9 チェイン転送のメモリマップ 

 
CHNE＝1の転送において、指定した転送回数の終了による CPUへの割り込み要求や、DISEL＝1

による CPUへの割り込み要求は発生しません。また、CHNE＝1の転送は起動要因となった割り込み
要因フラグに影響を与えません。 
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8.3.9 動作タイミング 
図 8.10～図 8.12に、DTCの動作タイミングの例を示します。 

 

DTC
起動要求

DTC
リクエスト

アドレス

ベクタリード

リードライト

転送情報リード 転送情報ライト

データ転送

φ

 
図 8.10 DTCの動作タイミング（ノーマルモード、リピートモードの例） 

 

DTC

起動要求

DTC

リクエスト

アドレス

ベクタリード

リードライトリードライト

転送情報リード 転送情報ライト

データ転送

φ

 
図 8.11 DTCの動作タイミング（ブロック転送モード、ブロックサイズ＝2の例） 

 

DTC

起動要求

DTC

リクエスト

アドレス

ベクタリード

リード ライト リード ライト

転送情報リード 転送情報ライト 転送情報リード 転送情報ライト

データ転送 データ転送

φ

 
図 8.12 DTCの動作タイミング（チェイン転送の例） 
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8.3.10 DTC実行ステート数 
表 8.8に、DTCの 1回のデータ転送の実行状態を示します。また、表 8.9に、実行状態に必要なス

テート数を示します。 

表 8.8 DTCの実行状態 
 

モード 
 

ベクタリード 
I 

レジスタ情報 
リード／ライト

J 

 
データリード 

K 

 
データライト 

L 

 
内部動作 

M 

ノーマル 1 6 1 1 3 

リピート 1 6 1 1 3 

ブロック転送 1 6 N N 3 
N：ブロックサイズ（CRAH、CRALの初期設定値） 

 

表 8.9 実行状態に必要なステート数 
アクセス対象 内蔵 

RAM
内蔵 
ROM

内部 I/O 
レジスタ 

外部デバイス 
 

バス幅 32 16 8 16 8 16 

アクセスステート 1 1 2 2 2 3 2 3 

 ベクタリードSI － 1 － － 4 6＋2m 2 3＋m 

 
実 

レジスタ情報 SJ 
リード／ライト 

1 － － － － － － － 

行 バイトデータリードSK 1 1 2 2 2 3＋m 2 3＋m 

状 ワードデータリードSK 1 1 4 2 4 6＋2m 2 3＋m 

態 バイトデータライトSL 1 1 2 2 2 3＋m 2 3＋m 

 ワードデータライトSL 1 1 4 2 4 6＋2m 2 3＋m 

 内部動作SM 1 

 
実行ステート数は次の計算式で計算されます。なお、Σは 1つの起動要因で転送する回数分（CHNE

ビットを 1にセットした数＋1）の和を示します。 
 
実行ステート数＝I・（SI＋1）＋Σ（J・SJ＋K・SK＋L・SL）＋M・SM 

 
たとえば、DTCベクタアドレスを内蔵 ROMに配置し、ノーマルモードで、内蔵 ROM→内部 I/O

レジスタのデータ転送を行った場合、DTCの動作に必要な時間は 14ステートです。起動からデータ
ライト終了までの時間は 11ステートです。 
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8.3.11 DTC使用手順 
(1) 割り込みによる起動 

DTCの割り込み起動による使用手順を以下に示します。 
 
［1］ MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBのレジスタ情報を内蔵RAM上に設定します。 
［2］ レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 
［3］ DTCERの対応するビットを1にセットします。 
［4］ 起動要因となる割り込み要因のイネーブルビットを1にセットします。 

要因となる割り込みが発生すると、DTCが起動されます。 
［5］ 1回のデータ転送終了後、または、指定した回数のデータ転送終了後、DTCEビットが0にク

リアされ、CPUに割り込みが要求されます。引き続きDTCによるデータ転送を行う場合には、
DTCEを1にセットしてください。 

 

(2) ソフトウエアによる起動 

DTCのソフトウエア起動による使用手順を以下に示します。 
 
［1］ MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBのレジスタ情報を内蔵RAM上に設定します。 
［2］ レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 
［3］ SWDTE＝0を確認します。 
［4］ SWDTEに1を、DTVECRにベクタ番号をライトします。 
［5］ DTVECRにライトしたベクタ番号を確認します。 
［6］ 1回のデータ転送終了後、DISELビットが0で、CPUに割り込みを要求しない場合、SWDTEビ

ットが0にクリアされます。引き続きDTCによるデータ転送を行う場合には、SWDTEを1にセ
ットしてください。DISELビットが1の場合、または指定した回数のデータ転送終了後、
SWDTEビットは1に保持され、CPUに割り込みが要求されます。 

 

8.3.12 DTC使用例 
(1) ノーマルモード 

DTCの使用例として、SCIによる 128バイトのデータ受信を行う例を示します。 
 
［1］ MRAはソースアドレス固定（SM1＝SM0＝0）、デスティネーションアドレスインクリメント

（DM1＝1、DM0＝0）、ノーマルモード（MD1＝MD0＝0）、バイトサイズ（Sz＝0）を設定
します。DTSビットは任意の値とすることができます。MRBは1回の割り込みで1回のデータ
転送（CHNE＝0、DISEL＝0）を行います。SARはSCIのRDRのアドレス、DARはデータを格
納するRAMの先頭アドレス、CRAは128（H'0080）を設定します。CRBは任意の値とするこ
とができます。 

［2］ レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 
［3］ DTCERの対応するビットを1にセットします。 
［4］ SCIを所定の受信モードに設定します。SCRのRIEビットを1にセットし、受信完了（RXI）割

り込みを許可します。また、SCIの受信動作中に受信エラーが発生すると、以後の受信が行
われませんので、CPUが受信エラー割り込みを受け付けられるようにしてください。 
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［5］ SCIの1バイトのデータ受信が完了するごとに、SSRのRDRFフラグが1にセットされ、RXI割
り込みが発生し、DTCが起動されます。DTCによって、受信データがRDRからRAMへ転送さ
れ、DARのインクリメント、CRAのデクリメントを行います。RDRFフラグは自動的に0にク
リアされます。 

［6］ 128回のデータ転送終了後、CRAが0になると、RDRFフラグは1のまま保持され、DTCEが0
にクリアされ、CPUにRXI割り込みが要求されます。割り込み処理ルーチンで終了処理を行
ってください。 

 

(2) チェイン転送 

DTCチェイン転送の例として、PPGによるパルス出力を行う例を示します。チェイン転送を使っ
てパルス出力データの転送と PPG出力トリガの周期の変更を行うことができます。チェイン転送の
前半で PPGの NDRへのリピートモード転送、後半で TPUの TGRへのノーマルモード転送を行いま
す。起動要因のクリアや指定した回数の転送終了時の割り込み発生は、チェイン転送の後半（CHNE
＝0のときの転送）に限られるためです。 

 
［1］ PPGのNDRへの転送の設定を行います。MRAはソースアドレスインクリメント（SM1＝1、

SM0＝0）、デスティネーションアドレス固定（DM1＝DM0＝0）、リピートモード（MD1
＝0、MD0＝1）、ワードサイズ（Sz＝1）を設定します。ソース側をリピート領域（DTS＝1）
に設定します。MRBはチェインモード（CHNE＝1、DISEL＝0）に設定します。SARはデー
タテーブルの先頭アドレス、DARはNDRHのアドレス、CRAH、CRALはデータテーブルサイ
ズを設定します。CRBは任意の値とすることができます。 

［2］ TPUのTGRへの転送の設定を行います。MRAはソースアドレスインクリメント（SM1＝1、
SM0＝0）、デスティネーションアドレス固定（DM1＝DM0＝0）、ノーマルモード（MD1
＝MD0＝0）、ワードサイズ（Sz＝1）を設定します。SARは、データテーブルの先頭アドレ
ス、DARはTGRAのアドレス、CRAはデータテーブルサイズを設定します。CRBは任意の値
とすることができます。 

［3］ NDR転送用レジスタ情報の後に連続してTPU転送用レジスタ情報を配置します。 
［4］ NDR転送用レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 
［5］ DTCERのTGIAに対応するビットを1にセットします。 
［6］ TIORでTGRAをアウトプットコンペアレジスタ（出力禁止）に設定し、TIERでTGIA割り込

みを許可します。 
［7］ PODRに出力初期値を設定し、NDRに次の出力値を設定します。DDR、NDERの出力を行う

ビットを1にセットします。また、PCRで出力トリガとなるTPUのコンペアマッチを選択しま
す。 

［8］ TSTRのCSTビットを1にセットし、TCNTのカウント動作を開始します。 
［9］ TGRAのコンペアマッチが発生するごとに次の出力値がNDRへ、次の出力トリガ周期の設定

値がTGRAへそれぞれ転送されます。起動要因のTGFAフラグはクリアされます。 
［10］ 指定した回数の転送終了後（TPU転送用CRAが0になると）、TGFAフラグは1のまま保持さ

れ、DTCEビットが0にクリアされ、CPUにTGIA割り込みが要求されます。割り込み処理ルー
チンで終了処理を行ってください。 

(3) ソフトウェア起動 

DTCの使用例として、ソフトウェア起動による 1ブロック 128バイトのデータ転送を行う例を示
します。転送元アドレスは H'1000、転送先アドレスは H‘2000です。ベクタ番号は H'60、したがって、
ベクタアドレスは H'04C0です。 
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［1］ MRAはソースアドレスインクリメント（SM1＝1、SM0＝0）、デスティネーションアドレス
インクリメント（DM1＝1、DM0＝0）、ブロック転送モード（MD1＝1、MD0＝0）、バイト
サイズ（Sz＝0）を設定します。DTSビットは任意の値とすることができます。MRBは1回の
割り込みで1回のブロック転送（CHNE＝0）を行います。SARは転送元アドレスでH'1000、
DARは転送先アドレスでH'2000、CRAは128（H'8080）を設定します。CRBは1（H'0001）を
セットします。 

［2］ レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレス（H'04C0）に設定します。 
［3］ DTVECRのSWDTE＝0を確認します。現在、DTCがソフトウェア起動による転送を行ってい

ないことの確認です。 
［4］ SWDTE＝1とともに、ベクタ番号H'60を、DTVECRにライトします。ライトデータはH'E0で

す。 
［5］ 再度、DTVECRを読み、ベクタ番号H'60が設定されていることを確認します。設定されてい

ないときは、ライトが失敗したことを表します。［3］と［4］の間に割り込みが入り、ここ
で他のソフトウェアによって起動された場合が、これに相当します。起動したい場合、［3］
に戻ってください。 

［6］ ライトが成功すると、DTCが起動され、128バイト1ブロックの転送を行います。 
［7］ 転送後、SWDTEND割り込みが起動します。割り込み処理ルーチンでSWDTEビットの0クリ

アなど、終了処理を行ってください。 
 

8.4 割り込み 
DTCが指定された回数のデータ転送を終了したとき、および DISELビットが 1にセットされたデ

ータ転送を終了したとき、CPUに対して割り込みを要求します。割り込み起動の場合、起動要因に設
定した割り込みが発生します。これらの CPUに対する割り込みは CPUのマスクレベルや割り込みコ
ントローラのプライオリティレベルの制御を受けます。 
ソフトウェアによる起動の場合、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み（SWDTEND）を発生

します。 
DISELビットが 1の状態で、1回のデータ転送を終了した場合、または指定した回数のデータ転送

を終了した場合、データ転送終了後に、SWDTEビットが 1に保持され、SWDTEND割り込みを発生
します。割り込み処理ルーチンで SWDTEビットを 0にクリアしてください。 
ソフトウェアで DTCを起動する場合、SWDTEビットを 1にセットしても、データ転送待ち、お

よびデータ転送中は、SWDTEND割り込みは発生しません。 
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8.5 使用上の注意 
(1) モジュールストップ 

MSTPCRAのMSTPA6ビットを 1にセットすると、DTCのクロックが停止し、DTCはモジュール
ストップ状態となります。ただし、DTCが起動中にはMSTPA6ビットに 1をライトできません。 
 

(2) 内蔵 RAM 

MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBの各レジスタは、内蔵 RAMに配置します。DTCを使用す
る場合は、SYSCRの RAMEビットを 0にクリアしないでください。 
 

(3) DTCEビットの設定 

DTCEビットの設定は、必ず BSET、BCLRなどビット操作命令を使ってリード／ライトしてくだ
さい。ただし、初期設定に限り、複数の起動要因を一度に設定するときには、割り込みを禁止して、
当該レジスタのダミーリードを行ってからライトすることができます。 
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9. I/Oポート 

9.1 概要 
本 LSIには、13本の入出力ポート（ポート 1～3、5、A～F、H、J、K）と 2本の入力専用ポート

（ポート 4、9）があります。 
ポート機能一覧を表 9.1に示します。各ポートの端子機能は兼用になっています。 
各ポートは、入出力を制御するデータディレクションレジスタ（DDR）と、出力データを格納す

るデータレジスタ（DR）と、端子の状態をリードするポートレジスタ（PORT）から構成されてい
ます。なお、入力専用ポートには DR、DDRはありません。 
本 LSIのポート A～Eには、入力プルアップMOSが内蔵されており、DDR、DRのほかに、入力

プルアップMOSコントロールレジスタ（PCR）で、入力プルアップMOSのオン／オフを制御しま
す。 
本 LSIのポート 3およびポート A～Cには、オープンドレインコントロールレジスタ（ODR）が

内蔵されており、出力バッファの PMOSのオン／オフを制御します。 
ポート A～Fは 1個の TTL負荷と 50pFの容量負荷を駆動することができ、ポート A～F以外は 1

個の TTL負荷と 30pFの容量負荷を駆動することができます。すべての入出力ポートは出力時にダ
ーリントントランジスタを駆動することができます。また、ポート 1、A～Cは LEDを駆動する
（シンク電流 10mA）ことができます。また、ポート A～E、Fの一部は、LCDドライバとして使用
することが可能です。 
各ポートのブロック図は、「付録 C. I/Oポートのブロック図」を参照してください。 
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表 9.1（1） ポートの機能一覧（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 
ポート 概要 端子 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポート
1 

• 8ビットの入
出力ポート 

• シュミット
トリガ入力
（P16、
P14） 

P17/PO15/TIOCB2/TCLKD 
P16 /PO14/TIOCA2/IRQ1 
P15 /PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 
P14 /PO12/TIOCA1/IRQ0 
P13 /PO11/TIOCD0/ 
TCLKB 
P12 /PO10/TIOCC0/ 
TCLKA 
P11/PO9/TIOCB0 
P10/PO8/TIOCA0 

TPUの入出力端子（TCLKA、TCLKB、TCLKC、
TCLKD、TIOCA0、TIOCB0、TIOCC0、TIOCD0、
TIOCA1、TIOCB1、TIOCA2、TIOCB2）と PPGの出
力端子（PO15～PO8）と割り込み入力端子（IRQ0、
IRQ1）と 8ビット入出力ポートとの兼用 
 

ポート 
2 

• 8ビットの入
出力ポート 

P27/TIOCB5 
P26/TIOCA5 
P25/TIOCB4 
P24/TIOCA4 
P23/TIOCD3 
P22/TIOCC3 
P21/TIOCB3 
P20/TIOCA3 

TPUの入出力端子(TIOCB5、TIOCA5、TIOCB4、
TIOCA4、TIOCD3、TIOCC3、TIOCB3、TIOCA3)と 8
ビットの入出力ポートの兼用 

ポート 
3 

• 8ビットの入
出力ポート 

P37 
P36 
P35/SCK1/IRQ5 
P34/RxD1 
P33/TxD1 
P32/SCK0/IRQ4 
P31/RxD0 
P30/TxD0 

SCI(チャネル 0,1)の入出力端子(TxD0,RxD0,SCK0, 
TxD1,RxD1,SCK1)と割り込み入力端子（IRQ4、
IRQ5）と 8ビットの入出力ポートの兼用。 

ポート 
4 

• 8ビットの入
力ポート 

P47 /AN7 
P46 /AN6 
P45 /AN5 
P44 /AN4 
P43 /AN3 
P42 /AN2 
P41 /AN1 
P40/AN0 

A/D変換器のアナログ入力（AN7～AN0）と 8ビット
の入力ポートの兼用 

ポート 
5 

• 3ビットの入
出力ポート 

P52 
P51 
P50 

3ビットの入出力ポート 

ポート
9 

• 8ビットの入
力ポート 

P97 
P96 
P95 
P94 
P93/AN11 
P92/AN10 
P91/AN9 
P90/AN8 

A/D変換器のアナログ入力（AN11～AN8）と 8ビット
入力ポートの兼用 
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ポート 概要 端子 モード 4,5 モード 6 モード 7 

ポート 
A 

• 8ビットの入
出力ポート 

• 入力プルア
ップ MOS内
蔵 

• オープンド
レイン出力
可能 

PA7/A23/SEG24 
PA6/A22/SEG23 
PA5/A21/SEG22 
PA4/A20/SEG21 
PA3/A19/COM4 
PA2/A18/COM3 
PA1/A17/COM2 
PA0/A16/COM1 

LCDのセグメント、コモン出力(SEG21
～24,COM1～4)とアドレス出力（A23～
A16）と 8ビットの入出力ポートとの兼
用 

LCDのセグ
メント、コ
モン出力
(SEG21～
24,COM1～
4) と 8ビッ
トの入出力
ポートとの
兼用 

ポート
B 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

• オープンド
レイン出力
可能 

PB7/A15/SEG16 
PB6/A14/SEG15 
PB5/A13/SEG14 
PB4/A12/SEG13 
PB3/A11/SEG12 
PB2/A10/SEG11 
PB1/A9/SEG10 
PB0/A8/SEG9 

LCDのセグメント出力(SEG9～16)とア
ドレス出力（A15～A8）と 8ビットの入
出力ポートの兼用 

LCDのセグ
メント出力
(SEG9～16
と 8ビット
の入出力ポ
ートの兼用 

ポート 
C 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

• ・オープン
ドレイン出
力可能 

PC7/A7/SEG8 
PC6/A6/SEG7 
PC5/A5/SEG6 
PC4/A4/SEG5 
PC3/A3/SEG4 
PC2/A2/SEG3 
PC1/A1/SEG2 
PC0/A0/SEG1 

アドレス出力 
（A7～A0） 

LCDのセグメ
ント出力
(SEG1～8)と
アドレス出力
（A7～A0）
と 8ビット入
出力ポートと
の兼用 

LCDのセグ
メント出力
(SEG1～8)
と 8ビット
入出力ポー
トとの兼用 

ポート 
D 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

PD7 /D15 
PD6/D14 
PD5/D13 
PD4/D12 
PD3/D11 
PD2/D10 
PD1/D9 
PD0/D8 

データバス入出力 8ビット入
出力ポート 

ポート 
E 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

PE7/D7 
PE6/D6 
PE5/D5 
PE4/D4 
PE3/D3 
PE2/D2 
PE1/D1 
PE0 /D0 

8ビットバスモードのとき 8ビット入出
力ポート 
16ビットバスモードのときデータバス
入出力と 8ビット入出力ポートの兼用 

8ビット入
出力ポート 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ポート 概要 端子 モード 4,5 モード 6 モード 7 

PF7 /φ DDR=0のとき入力ポート 
DDR=1のときφ出力 

PF6 /AS/SEG20 
PF5 /RD/SEG19 
PF4 /HWR/SEG18 

LCDのセグメント出力(SEG18～20)と
バス制御信号(AS、RD、HWR)、との兼
用 

LCDのセグ
メント出力
(SEG18～
20)と、入出
力ポートの
兼用 

PF3 /LWR/ADTRG/IRQ3 バス制御信号（LWR）と ADTRG、
IRQ3入力との兼用 

入出力ポー
トと
ADTRG, 
IRQ3入力
の兼用 

PF2 /WAIT/SEG17 WAITE=0のとき（リセット後） 
LCDのセグメント出力(SEG17)と入出力
ポートの兼用 
WAITE=1のとき 
LCDのセグメント出力とWAIT入力の
兼用 

LCDのセグ
メント出力
(SEG17)と
入出力ポー
トの兼用 

ポート 
F 

• ７ビットの
入出力ポー
ト 

PF0 /IRQ2 IRQ2入力と入出力ポートの兼用 

ポート 
Ｈ 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

PH7/PWM1H 
PH6/PWM1G 
PH5/PWM1F 
PH4/PWM1E 
PH3/PWM1D 
PH2/PWM1C 
PH1/PWM1B 
PH0/PWM1A 

モータコントロール PWMタイマ（チャネル 1）の出
力端子（PWM1A～PWM1H）と 8ビットの入出力ポー
トとの兼用 

ポート 
J 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

PJ7/PWM2H 
PJ6/PWM2G 
PJ5/PWM2F 
PJ4/PWM2E 
PJ3/PWM2D 
PJ2/PWM2C 
PJ1/PWM2B 
PJ0/PWM2A 

モータコントロール PWMタイマ（チャネル 2）の出
力端子（PWM2A～PWM2H）と 8ビットの入出力ポー
トとの兼用 

ポート 
K 

• 2ビットの
入出力ポー
ト 

PK7 
PK6 

2ビットの入出力ポート 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

表 9.1（2） ポートの機能一覧（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
ポート 概要 端子 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

ポート
1 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• シュミットト
リガ入力
（P16、
P14） 

P17/PO15/TIOCB2/TCLKD 
P16 /PO14/TIOCA2/IRQ1 
P15 /PO13/TIOCB1/ 
TCLKC 
P14 /PO12/TIOCA1/IRQ0 
P13 /PO11/TIOCD0/TCLKB 
P12 /PO10/TIOCC0/TCLKA 
P11/PO9/TIOCB0 
P10/PO8/TIOCA0 

TPUの入出力端子（TCLKA、TCLKB、TCLKC、
TCLKD、TIOCA0、TIOCB0、TIOCC0、TIOCD0、
TIOCA1、TIOCB1、TIOCA2、TIOCB2）と PPGの出
力端子（PO15～PO8）と割り込み入力端子（IRQ0、
IRQ1）と 8ビット入出力ポートとの兼用 

ポート 
2 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

P27/TIOCB5 
P26/TIOCA5 
P25/TIOCB4 
P24/TIOCA4 
P23/TIOCD3 
P22/TIOCC3 
P21/TIOCB3 
P20/TIOCA3 

TPUの入出力端子(TIOCB5、TIOCA5、TIOCB4、
TIOCA4、TIOCD3、TIOCC3、TIOCB3、TIOCA3)と 8
ビットの入出力ポートとの兼用 

ポート 
3 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

P37 
P36 
P35/SCK1/IRQ5 
P34/RxD1 
P33/TxD1 
P32/SCK0/IRQ4 
P31/RxD0 
P30/TxD0 

SCI(チャネル 0,1)の入出力端子
(TxD0,RxD0,SCK0,TxD1,RxD1,SCK1)と割り込み入力
端子（IRQ4、IRQ5）と 8ビットの入出力ポートとの
兼用。 

ポート 
4 

• 8ビットの
入力ポート

P47 /AN7 
P46 /AN6 
P45 /AN5 
P44 /AN4 
P43 /AN3 
P42 /AN2 
P41 /AN1 
P40/AN0 

A/D変換器のアナログ入力（AN7～AN0）と 8ビット
の入力ポートとの兼用 

ポート 
5 

• 3ビットの
入出力ポー
ト 

P52/SCK2 
P51/RxD2 
P50/TxD2 

SCI(チャネル 2)の入出力端子(TxD2,RxD2,SCK2)と 3
ビットの入出力ポートとの兼用 

ポート
9 

• 8ビットの
入力ポート

P97 
P96 
P95 
P94 
P93/AN11 
P92/AN10 
P91/AN9 
P90/AN8 

A/D変換器のアナログ入力（AN11～AN8）と 8ビット
入力ポートとの兼用 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ポート 概要 端子 モード 4,5 モード 6 モード 7 

ポート 
A 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

• オープンド
レイン出力
可能 

PA7/A23/SEG40 
PA6/A22/SEG39 
PA5/A21/SEG38 
PA4/A20/SEG37 
PA3/A19/COM4 
PA2/A18/COM3 
PA1/A17/COM2 
PA0/A16/COM1 

LCDのセグメント、コモン出力
（SEG37～40,COM1～4）とアドレス出
力（A23～A16）と 8ビットの入出力ポ
ートとの兼用 

LCDのセグ
メント、コ
モン出力
（SEG37～
40,COM1～
4）と 8ビ
ットの入出
力ポートと
の兼用 

ポート
B 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

• オープンド
レイン出力
可能 

PB7/A15/SEG32 
PB6/A14/SEG31 
PB5/A13/SEG30 
PB4/A12/SEG29 
PB3/A11/SEG28 
PB2/A10/SEG27 
PB1/A9/SEG26 
PB0/A8/SEG25 

LCDのセグメント出力（SEG25～32）
とアドレス出力（A15～A8）と 8ビット
の入出力ポートとの兼用 

LCDのセグ
メント出力
(SEG25～
32と 8ビッ
トの入出力
ポートとの
兼用 

ポート 
C 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

• オープンド
レイン出力
可能 

PC7/A7/SEG24 
PC6/A6/SEG23 
PC5/A5/SEG22 
PC4/A4/SEG21 
PC3/A3/SEG20 
PC2/A2/SEG19 
PC1/A1/SEG18 
PC0/A0/SEG17 

アドレス出力 
（A7～A0） 

LCDのセグメ
ント出力
（SEG17～
24）とアドレ
ス出力（A7～
A0）と 8ビッ
ト入出力ポー
トとの兼用 

LCDのセグ
メント出力
（SEG17～
24）と 8ビ
ット入出力
ポートとの
兼用 

ポート 
D 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

PD7 /D15/SEG16 
PD6/D14/SEG15 
PD5/D13/SEG14 
PD4/D12/SEG13 
PD3/D11/SEG12 
PD2/D10/SEG11 
PD1/D9/SEG10 
PD0/D8/SEG9 

データバス入出力 LCDのセグメ
ント出力
（SEG9～
16）とデータ
バス入出力と
の 
兼用 

LCDのセグ
メント出力
（SEG9～
16）と 8ビ
ット入出力
ポートとの
兼用 

ポート 
E 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

• 入力プルア
ップ MOS
内蔵 

PE7/D7/SEG8 
PE6/D6/SEG7 
PE5/D5/SEG6 
PE4/D4/SEG5 
PE3/D3/SEG4 
PE2/D2/SEG3 
PE1/D1/SEG2 
PE0 /D0/SEG1 

8ビットバスモードのとき LCDのセグ
メント出力（SEG1～8）と入出力ポー
トとの兼用 
16ビットバスモードのとき LCDのセグ
メント出力（SEG1～8）とデータバス
入出力と入出力ポートとの兼用 

LCDのセグ
メント出力
（SEG1～
8）と 8ビ
ット入出力
ポートとの
兼用 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ポート 概要 端子 モード 4,5 モード 6 モード 7 

PF7 /φ DDR=0のとき入力ポート 
DDR=1のときφ出力 

PF6 /AS/SEG36 
PF5 /RD/SEG35 
PF4 /HWR/SEG34 

LCDのセグメント出力(SEG34～
SEG36)とバス制御信号(AS、RD、
HWR)、との兼用 

LCDのセグ
メント出力
(SEG34～
36)と、入出
力ポートと
の兼用 

PF3 /LWR/ADTRG/IRQ3 バス制御信号（LWR）と ADTRG、
IRQ3入力との兼用 

入出力ポー
トと
ADTRG, 
IRQ3入力と
の兼用 

PF2 /WAIT/SEG33 WAITE=0、BREQ0E＝0のとき（リセ
ット後）LCDのセグメント出力
（SEG33）と入出力ポートとの兼用 
WAITE=1、BREQ0E＝0のとき LCDの
セグメント出力とWAIT入力との兼用 

LCDのセグ
メント出力
(SEG33)と
入出力ポー
トとの兼用 

ポート 
F 

• ７ビットの
入出力ポー
ト 

PF0 /IRQ2 IRQ2入力と入出力ポートとの兼用 

ポート 
Ｈ 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

PH7/PWM1H 
PH6/PWM1G 
PH5/PWM1F 
PH4/PWM1E 
PH3/PWM1D 
PH2/PWM1C 
PH1/PWM1B 
PH0/PWM1A 

PWM（チャネル 1）の出力と 8ビットの入出力ポート
との兼用 

ポート 
J 

• 8ビットの
入出力ポー
ト 

PJ7/PWM2H 
PJ6/PWM2G 
PJ5/PWM2F 
PJ4/PWM2E 
PJ3/PWM2D 
PJ2/PWM2C 
PJ1/PWM2B 
PJ0/PWM2A 

PWM（チャネル 2）の出力と 8ビットの入出力ポート
との兼用 

ポート 
K 

• 2ビットの
入出力ポー
ト 

PK7 
PK6 

2ビットの入出力ポート 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

9.2 ポート 1 
9.2.1 概要 
ポート 1は、8ビットの入出力ポートです。ポート 1は、PPGの出力端子（PO15～PO8）、TPUの

入出力端子（TCLKA、TCLKB、TCLKC、TCLKD、TIOCA0、TIOCB0、TIOCC0、TIOCD0、
TIOCA1、TIOCB1、TIOCA2、TIOCB2）、外部割り込み端子（IRQ0、IRQ1）と兼用になっています。 
ポート 1の各端子の構成を図 9.1に示します。 

 

P17

P16

P15

P14

P13

P12

P11

P10

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／PO15

／PO14

／PO13

／PO12

／PO11

／PO10

／PO9

／PO8

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

（出力）

／TIOCB2

／TIOCA2

／TIOCB1

／TIOCA1

／TIOCD0

／TIOCC0

／TIOCB0

／TIOCA0

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／TCLKD

／TCLKC

／TCLKB

／TCLKA

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

／IRQ1（入力）

／IRQ0（入力）｜
ポ
　
ト
1

 
図 9.1 ポート 1の端子機能 

 

9.2.2 レジスタ構成 
表 9.2にポート 1のレジスタ構成を示します。 

表 9.2 ポート 1レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR W H'00 H'FE30 

ポート 1データレジスタ P1DR R/W H'00 H'FF00 

ポート 1レジスタ PORT1 R 不定 H'FFB0 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート 1データディレクションレジスタ（P1DDR） 

7

P17DDR

0

W

6

P16DDR

0

W

5

P15DDR

0

W

4

P14DDR

0

W

3

P13DDR

0

W

0

P10DDR

0

W

2

P12DDR

0

W

1

P11DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P1DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 1の各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P1DDRを 1にセットすると対応するポート 1の各端子は出力となり、0にクリアすると入力にな
ります。 

P1DDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、P1DDRは直前の状態を保持します。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

(2) ポート 1データレジスタ（P1DR） 

7

P17DR

0

R/W

6

P16DR

0

R/W

5

P15DR

0

R/W

4

P14DR

0

R/W

3

P13DR

0

R/W

0

P10DR

0

R/W

2

P12DR

0

R/W

1

P11DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P1DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 1の各端子（P17～P10）の出力デ
ータを格納します。 

P1DRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート 1レジスタ（PORT1） 

7

P17

－*

R

6

P16

－*

R

5

P15

－*

R

4

P14

－*

R

3

P13

－*

R

0

P10

－*

R

2

P12

－*

R

1

P11

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P17～P10端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
PORT1は、8ビットのリード専用レジスタで、ライトは無効です。端子の状態を反映します。ポ

ート 1の各端子（P17～P10）の出力データのライトは必ず P1DRに対して行ってください。 
P1DDRが 1にセットされているとき、ポート 1のリードを行うと P1DRの値をリードします。

P1DDRが 0にクリアされているとき、ポート 1のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 
PORT1は、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは P1DDR、P1DRが初期化されるた

め、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

9.2.3 端子機能 
ポート 1の各端子は、PPGの出力端子（PO15～PO8）、TPUの入出力端子（TCLKA、TCLKB、

TCLKC、TCLKD、TIOCA0、TIOCB0、TIOCC0、TIOCD0、TIOCA1、TIOCB1、TIOCA2、TIOCB2）、
外部割り込み入力端子（IRQ0、IRQ1）と兼用になっています。ポート 1の端子機能を表 9.3に示し
ます。 

表 9.3 ポート 1の端子機能 
端子 選択方法と端子機能 

P17/PO15/ 
TIOCB2/ 
TCLKD 

TMDR2のMD3～MD0ビット、TIOR2の IOB3～IOB0ビット、TCR2の CCLR1、CCLR0ビッ
トによる TPUチャネル 2の設定、TCR0、TCR5の TPSC2～TPSC0ビット、NDERHの
NDER15ビット、および P17DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル2の設定

P17DDR

NDER15

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCB2出力

下表（2）

1

0

P17出力

0

－

P17入力

1

1

PO15出力

TIOCB2入力*1

TCLKD入力*2

 
【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOB3＝1の場合に TIOCB2入力となります。 
 *2 TCR0、TCR5のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'111の場合に TCLKD入力

となります。 
  また、チャネル 2、4を位相計数モードに設定すると、TCLKD入力となります。 
 

TPUチャネル2の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'10

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'10以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

端子 選択方法と端子機能 

P16/PO14/ 
TIOCA2/ 
IRQ1 

TMDR2のMD3～MD0ビット、TIOR2の IOA3～IOA0ビット、TCR2の CCLR1、CCLR0ビッ
トによる TPUチャネル 2の設定、NDERHの NDER14ビット、および P16DDRビットの組み
合わせにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル2の設定

P16DDR

NDER14

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCA2出力

下表（2）

1

0

P16出力

0

－

P16入力

1

1

PO14出力

TIOCA2入力*1

IRQ1入力
 

TPUチャネル2の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM *2

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'01

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'01以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

 
【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOA3＝1の場合に TIOCA2入力となります。 
 *2 TIOCB2は出力禁止となります。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

端子 選択方法と端子機能 

P15/PO13/ 
TIOCB1/ 
TCLKC 

TMDR1のMD3～MD0ビット、TIOR1の IOB3～IOB0ビット、TCR1の CCLR1、CCLR0ビッ
トによる TPUチャネル 1の設定、TCR0、TCR2、TCR4、TCR5の TPSC2～TPSC0ビット、
NDERHの NDER13ビット、および P15DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ
ります。 

TPUチャネル1の設定

P15DDR

NDER13

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCB1出力

下表（2）

0

－

P15入力

1

0

P15出力

1

1

PO13出力

TIOCB1入力*1

TCLKC入力*2

 
【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOB3～IOB0＝B'10xxの場合に TIOCB1入力と

なります。 
 *2 TCR0、TCR2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'110または TCR4、TCR5

のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'101の場合に TCLKC入力となります。 
  また、チャネル 2、4を位相計数モードに設定すると、TCLKC入力となります。 
 

TPUチャネル1の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'10

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'10以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P14/PO12/ 
TIOCA1/ 
IRQ0 

TMDR1のMD3～MD0ビット、TIOR1の IOA3～IOA0ビット、TCR1の CCLR1、CCLR0ビ
ットによる TPUチャネル 1の設定、NDERHの NDER12ビット、および P14DDRビットの
組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル1の設定

P14DDR

NDER12

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCA1出力

下表（2）

0

－

P14入力

1

0

P14出力

1

1

PO12出力

TIOCA1入力*1

IRQ0入力

TPUチャネル1の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM *2

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'01

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'01以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000、B'01xx

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

 
【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOA3～IOA0＝B'10xxの場合に TIOCA1入力

となります。 
 *2 TIOCB1は出力禁止となります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P13/PO11/ 
TIOCD0/ 
TCLKB 

動作モードと TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Lの IOD3～IOD0ビット、TCR0の CCLR2
～CCLR0ビットによる TPUチャネル 0の設定、TCR0～TCR2の TPSC2～TPSC0ビット、 
NDERHの NDER11ビット、および P13DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ
ります。 

TPUチャネル0の設定

P13DDR

NDER11

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCD0出力

下表（2）

0

－

P13入力

1

0

P13出力

1

1

PO11出力

TIOCD0入力*1

TCLKB入力*2

 
【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、かつ IOD3～IOD0＝B'10xxの場合に TIOCD0入力となりま

す。 
 *2 TCR0～TCR2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'101の場合に 
  TCLKB入力となります。 
  また、チャネル 1、5を位相計数モードに設定すると TCLKB入力となります。 
 

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOD3～IOD0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'110

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'110以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P12/PO10/ 
TIOCC0/ 
TCLKA 

動作モードと TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Lの IOC3～IOC0ビット、TCR0の CCLR2
～CCLR0ビットによる TPUチャネル 0の設定、TCR0～TCR5の TPSC2～TPSC0ビット、 
NDERHの NDER10ビット、および P12DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わ
ります。 

TPUチャネル0の設定

P12DDR

NDER10

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCC0出力

下表（2）

0

－

P12入力

1

0

P12出力

1

1

PO10出力

TIOCC0入力*1

TCLKA入力*2

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOC3～IOC0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM *3

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'101

－

（2） （1）

B'101以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

B'0000

B'0100

B'1xxx

  －

－

 
【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、かつ IOC3～IOC0＝B'10xxの場合に TIOCC0入力となりま

す。 
 *2 TCR0～TCR5のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝B'100の場合に 
  TCLKA入力となります。 
  また、チャネル 1、5を位相計数モードに設定すると TCLKA入力となります。 
 *3 TIOCD0は出力禁止となります。 
  TMDR0の BFA＝1または BFB＝1のときは出力禁止で（2）の設定になります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P11/PO9/ 
TIOCB0 
 

動作モードと TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Hの IOB3～IOB0ビットによる TPUチャ
ネル 0の設定、 NDERHの NDER9ビット、および P11DDRビットの組み合わせにより、次の
ように切り替わります。 

TPUチャネル0の設定

P11DDR

NDER9

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCB0出力

下表（2）

0

－

P11入力

1

0

P11出力

1

1

PO9出力

TIOCB0入力*
 

【注】 * MD3～MD0＝B'0000、かつ IOB3～IOB0＝B'10xxの場合に TIOCB0入力となりま
す。 

 

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'010

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'0011

B'010以外

PWMモード2出力

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプットコンペア出力
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端子 選択方法と端子機能 

P10/PO8/ 
TIOCA0 

動作モードと TMDR0の MD3～MD0ビット、TIOR0Hの IOA3～IOA0ビット、TCR0の CCLR2
～CCLR0ビットによる TPUチャネル 0の設定、 NDERHの NDER8ビット、および P10DDR
ビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TPUチャネル0の設定

P10DDR

NDER8

端子機能

下表（1）

－

－

TIOCA0出力

下表（2）

0

－

P10入力

1

0

P10出力

1

1

PO8出力

TIOCA0入力*1

TPUチャネル0の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（1）

x：Don't care

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM *2

モード1出力

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'001

－

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（1）

B'001以外

PWM

モード2出力

B'0011

B'xx00以外

B'0000

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

　－

アウトプット

コンペア出力

 
【注】 *1 MD3～MD0＝B'0000、かつ IOA3～IOA0＝ B'10xxの場合に TIOCA0入力となりま

す。 
 *2 TIOCB0は出力禁止となります。 
 

 



 

9. I/Oポート 

9-18  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

9.3 ポート 2 
9.3.1 概要 
ポート 2は、8ビットの入出力ポートです。ポート 2は、 TPUの入出力端子（TIOCB5、TIOCA5、

TIOCB4、TIOCA4、TIOCD3、TIOCC3、TIOCB3、TIOCA3 ）と兼用になっています。ポート 2の端
子機能は動作モードによって切り替わります。 
ポート 2の各端子の構成を図 9.2に示します。 

 

P27

P26

P25

P24

P23

P22

P21

P20

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／TIOCB5

／TIOCA5

／TIOCB4

／TIOCA4

／TIOCD3

／TIOCC3

／TIOCB3

／TIOCA3

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

｜
ポ
　
ト
2

 
図 9.2 ポート 2の端子機能 

 

9.3.2 レジスタ構成 
表 9.4にポート 2のレジスタ構成を示します。 

表 9.4 ポート 2レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 2データディレクションレジスタ P2DDR W H'00 H'FE31 

ポート 2データレジスタ P2DR R/W H'00 H'FF01 

ポート 2レジスタ PORT2 R 不定 H'FFB1 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート 2データディレクションレジスタ（P2DDR） 

7

P27DDR

0

W

6

P26DDR

0

W

5

P25DDR

0

W

4

P24DDR

0

W

3

P23DDR

0

W

0

P20DDR

0

W

2

P22DDR

0

W

1

P21DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P2DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 2の各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P2DDRを 1にセットすると対応するポート 2の各端子は出力となり、0にクリアすると入力にな
ります。 

P2DDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、P2DDRは直前の状態を保持します。 
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(2) ポート 2データレジスタ（P2DR） 

7

P27DR

0

R/W

6

P26DR

0

R/W

5

P25DR

0

R/W

4

P24DR

0

R/W

3

P23DR

0

R/W

0

P20DR

0

R/W

2

P22DR

0

R/W

1

P21DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P2DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 2の各端子（P27～P20）の出力デ
ータを格納します。 

P2DRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート 2レジスタ（PORT2） 

7

P27

－*

R

6

P26

－*

R

5

P25

－*

R

4

P24

－*

R

3

P23

－*

R

0

P20

－*

R

2

P22

－*

R

1

P21

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　P27～P20端子の状態により決定されます。
 

PORT2は、8ビットのリード専用レジスタで、ライトは無効です。端子の状態を反映します。ポ
ート 2の各端子（P27～P20）の出力データのライトは必ず P2DRに対して行ってください。 

P2DDRが 1にセットされているとき、ポート 2のリードを行うと P2DRの値をリードします。
P2DDRが 0にクリアされているとき、ポート 2のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT2は、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは P2DDR、P2DRが初期化されるた
め、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
 

9.3.3 端子機能 
ポート 2の各端子は、 TPUの入出力端子（TIOCB5、TIOCA5、TIOCB4、TIOCA4、TIOCD3、

TIOCC3、TIOCB3、TIOCA3 ）と兼用になっています。ポート 2の端子機能を表 9.5に示します。 
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表 9.5 ポート 2の端子機能 
端子 選択方法と端子機能 

P27/ 
TIOCB5 

TMDR5のMD3～0ビット、TIOR5の IOB3～IOB0ビット、TCR5の CCLR1、CCLR0ビットに
よる TPUチャネル 5の設定、 および P27DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替
わります。 

TPUチャネル5の設定

P27DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCB5出力

下表（2）

0

P27入力

1

P27出力

TIOCB5入力*
 

【注】 * MD3～MD0＝B'0000、B'01xxかつ IOB=1の場合に TIOCB5入力となります。 

TPUチャネル5の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'xx00

（2）

B'10

－

（1）

B'10以外

PWMモード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000、B'01xx

 
P26/ 
TIOCA5 

TMDR5のMD3～0ビット、TIOR5の IOA3～IOA0ビット、TCR5の CCLR1、CCLR0ビットに
よる TPUチャネル 5の設定、 および P26DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替
わります。 

TPUチャネル5の設定

P26DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCA5出力

下表（2）

0

P26入力*

1

P26出力

TIOCA5入力*
 

TPUチャネル5の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM*
モード1出力

（2）

B'01

－

（1）

B'01以外

PWM
モード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000、B'01xx

 
【注】 * TIOCB5は出力禁止になります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P25/ 
TIOCB4 

TMDR4のMD3～MD0ビット、TIOR4の IOB3～IOB0ビット、TCR4の CCR1、CCR0ビット
による TPUチャネル 4の設定、および P25DDRの組み合わせにより、 
次のように切り替わります。 

TPUチャネル4の設定

P25DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCB4出力

下表（2）

0

P25入力

1

P25出力

TIOCB4入力
 

TPUチャネル4の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'10

－

（1）

B'10以外

PWM
モード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000、B'01xx

 
P24/ 
TIOCA4 

TMDR4のMD3～MD0ビット、TIOR4の IOA3～IOA0ビット、TCR4の CCR1、CCR0ビット
による TPUチャネル 4の設定、および P24DDRの組み合わせにより、 
次のように切り替わります。 

TPUチャネル4の設定

P24DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCA4出力

下表（2）

0

P24入力*

1

P24出力

TIOCA4入力*
 

TPUチャネル4の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR1、CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（2）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM*
モード1出力

（2）

B'01

－

（1）

B'01以外

PWM
モード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000、B'01xx

 
【注】 * TIOCB4は出力禁止になります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P23/ 
TIOCD3 
 

TMDR3のMD3～MD0ビット、TIOR3Lの IOD3～IOD0ビット、TCR3の CCLR2～CCLR0ビッ
トによる TPUチャネル 3の設定、および P23DDRの組み合わせにより、次のように切り替わり
ます。 

TPUチャネル3の設定

P23DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCD3出力

下表（2）

0

P23入力

1

P23出力

TIOCD3入力
 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOD3～IOD0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'110

－

（1）

B'110以外

PWM
モード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000

 
【注】 * TIOCD3は出力禁止になります。 

P22/ 
TIOCC3 
 

TMDR3のMD3～MD0ビット、TIOR3Lの IOC3～IOC0ビット、TCR3の CCR2～CCR0ビット
による TPUチャネル 3の設定、および P22DDRの組み合わせにより、 
次のように切り替わります。 

TPUチャネル3の設定

P22DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCC3出力

下表（2）

0

P22入力

1

P22出力

TIOCC3入力
 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOC3～IOC0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM*
モード1出力

（2）

B'101

－

（1）

B'101以外

PWM
モード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000

 
【注】 * TIOCD3は出力禁止になります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P21/ 
TIOCB3 
 

TMDR3のMD3～MD0ビット、TIOR3Lの IOB3～IOB0ビット、TCR3の CCR2～CCR0ビット
による TPUチャネル 3の設定、および P21DDRの組み合わせにより、 
次のように切り替わります。 

TPUチャネル3の設定

P21DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCB3出力

下表（2）

0

P21入力

1

P21出力

TIOCB3入力
 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOB3～IOB0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'0010

－

－

－

（2）

B'xx00

－

－

（2）

B'010

－

（1）

B'010以外

PWM
モード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000

 
P20/ 
TIOCA3 
 

TMDR3のMD3～MD0ビット、TIOR3Lの IOA3～IOA0ビット、TCR3の CCR2～CCR0ビット
による TPUチャネル 3の設定、および P20DDRの組み合わせにより、 
次のように切り替わります。 

TPUチャネル3の設定

P20DDR

端子機能

下表（1）

－

TIOCA3出力

下表（2）

0

P20入力

1

P20出力

TIOCA3入力
 

TPUチャネル3の設定

MD3～MD0

IOA3～IOA0

CCLR2～CCLR0

出力機能

（2）

B'0000

B'0100

B'1xxx

－

－

（2）

B'001x

B'xx00

－

－

（1）

B'0010

B'xx00以外

－

PWM*
モード1出力

（2）

B'001

－

（1）

B'001以外

PWM
モード2出力

（1）

B'0001～B'0011

B'0101～B'0111

－

アウトプットコンペア出力

B'xx00以外

B'0011B'0000

 
【注】 * TIOCB3は出力禁止になります。 
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9.4 ポート 3 
9.4.1 概要 
ポート 3は、8ビットの入出力ポートです。ポート 3は、SCIの入出力端子（TxD0、RxD0、

SCK0、TxD1、RxD1、SCK1）、外部割り込み入力端子（IRQ4、IRQ5）と兼用になっています。ポ
ート 3の端子機能はいずれの動作モードでも共通です。ポート 3の各端子の構成を図 9.3に示しま
す。 
 

P37

P36

P35

P34

P33

P32

P31

P30

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／SCK1（入出力）／IRQ5（入力）

／RxD1（入力）

／TxD1（出力）

／SCK0（入出力）／IRQ4（入力）

／RxD0（入力）

／TxD0（出力）

｜
ポ
　
ト
3

 
図 9.3 ポート 3の端子機能 

 

9.4.2 レジスタ構成 
表 9.6にポート 3のレジスタ構成を示します。 

表 9.6 ポート 3レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 3データディレクションレジスタ P3DDR W H'00 H'FE32 

ポート 3データレジスタ P3DR R/W H'00 H'FF02 

ポート 3レジスタ PORT3 R 不定 H'FFB2 

ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ P3ODR R/W H'00 H'FE46 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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(1) ポート 3データディレクションレジスタ（P3DDR） 

7

P37DDR

0

W

6

P36DDR

0

W

5

P35DDR

0

W

4

P34DDR

0

W

3

P33DDR

0

W

0

P30DDR

0

W

2

P32DDR

0

W

1

P31DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P3DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 3の各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P3DDRを 1にセットすると対応するポート 3の各端子は出力となり、0にクリアすると入力にな
ります。 
リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフトウェアスタ

ンバイモードでは、直前の状態を保持します。SCIは初期化されるため、P3DDR、P3DRの指定によ
って端子状態が決定されます。 
 

(2) ポート 3データレジスタ（P3DR） 

7

P37DR

0

R/W

6

P36DR

0

R/W

5

P35DR

0

R/W

4

P34DR

0

R/W

3

P33DR

0

R/W

0

P30DR

0

R/W

2

P32DR

0

R/W

1

P31DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P3DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 3の各端子（P37～P30）の出力デ
ータを格納します。 

P3DRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート 3レジスタ（PORT3） 

7

P37

－*

R

6

P36

－*

R

5

P35

－*

R

4

P34

－*

R

3

P33

－*

R

0

P30

－*

R

2

P32

－*

R

1

P31

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　P37～P30端子の状態により決定されます。
 

PORT3は、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ
ート 3の各端子（P37～P30）の出力データのライトは必ず P3DRに対して行ってください。 

P3DDRが 1にセットされているとき、ポート 3のリードを行うと P3DRの値をリードします。
P3DDRが 0にクリアされているとき、ポート 3のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORT3は、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、P3DDR、P3DRが初期化される
ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持し
ます。 
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(4) ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ（P3ODR） 

7

P37ODR

0

R/W

6

P36ODR

0

R/W

5

P35ODR

0

R/W

4

P34ODR

0

R/W

3

P33ODR

0

R/W

0

P30ODR

0

R/W

2

P32ODR

0

R/W

1

P31ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P3ODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 3の各端子（P37～P30）の
PMOSのオン／オフを制御します。 

P3ODRを 1にセットするとポート 3の各端子は NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリア
すると CMOS出力となります｡ 

P3ODRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

9.4.3 端子機能 
ポート 3の各端子は、SCIの入出力端子（TxD0、RxD0、SCK0、TxD1、RxD1、SCK1）、外部割

り込み入力端子（IRQ4、IRQ5）と兼用になっています。ポート 3の端子機能を表 9.7に示します。 

表 9.7 ポート 3の端子機能 
端子 選択方法と端子機能 

P37 P37DDRビットにより、次のように切り替わります。 

P37DDR

端子機能

0

P37入力端子

1

P37出力端子* 
 

【注】 * P37ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P36 P36DDRビットにより、次のように切り替わります。 

P36DDR

端子機能

0

P36入力端子

1

P36出力端子* 
 

【注】 * P36ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P35/SCK1/ 
IRQ5 

SCI1の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビット、および P35DDRビットの組み合
わせにより、次のように切り替わります。 

CKE1

C/A

CKE0

P35DDR

端子機能

0

P35
入力端子

1

P35
出力端子

1

－

SCK1
出力端子*

1

－

－

SCK1
出力端子*

1

－

－

－

SCK1
入力端子

0

0

0

IRQ5入力
 

【注】 * P35ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力となります。 
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端子 選択方法と端子機能 

P34/RxD1 SCI1の SCRの REビットと P34DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わりま
す。 

RE

P34DDR

端子機能

0

P34入力端子

1

－

RxD1入力端子

0

1

P34出力端子*
 

【注】 * P34ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P33/TxD1 SCI1の SCRの TEビットと P33DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わりま
す。 

TE

P33DDR

端子機能

0

P33入力端子

1

－

TxD1出力端子

0

1

P33出力端子*
 

【注】 * P33ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P32/SCK0/ 
IRQ4 

SCI0の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビット、および P32DDRビットの組み合
わせにより、次のように切り替わります。 

CKE1

C/A

CKE0

P32DDR

端子機能

0

P32
入力端子

1

P32
出力端子

1

－

SCK0
出力端子*

1

－

－

SCK0
出力端子*

1

－

－

－

SCK0
入力端子

0

0

0

IRQ4入力
 

【注】 * P32ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P31/RxD0 SCI0の SCRの REビットと P31DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わりま
す。 

RE

P31DDR

端子機能

0

P31入力端子

1

－

RxD0入力端子

0

1

P31出力端子*
 

【注】 * P31ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

P30/TxD0 SCI0の SCRの TEビットと P30DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わりま
す。 

TE

P30DDR

端子機能

0

P30入力端子

1

－

TxD0出力端子

0

1

P30出力端子*
 

【注】 * P30ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
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9.5 ポート 4 
9.5.1 概要 
ポート 4は、8ビットの入力専用ポートです。ポート 4は、A/D変換器のアナログ入力端子

（AN0～AN7）との兼用になっています。ポート 4 の端子機能はいずれの動作モードでも共通です。
ポート 4の各端子の構成を図 9.4に示します。 
 

P47

P46

P45

P44

P43

P42

P41

P40

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

／AN7

／AN6

／AN5

／AN4

／AN3

／AN2

／AN1

／AN0

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

ポート4端子

｜
ポ
　
ト
4

 
図 9.4 ポート 4の端子機能 

 

9.5.2 レジスタ構成 
表 9.8にポート 4のレジスタ構成を示します。ポート 4は入力専用ポートであり、データディレ

クションレジスタ、データレジスタはありません。 

表 9.8 ポート 4レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 4レジスタ PORT4 R 不定 H'FFB3 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート 4レジスタ（PORT4） 

PORT4のリードを行うと、常に端子の状態が読み出されます。 

7

P47

－*

R

6

P46

－*

R

5

P45

－*

R

4

P44

－*

R

3

P43

－*

R

0

P40

－*

R

2

P42

－*

R

1

P41

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P47～P40端子の状態により決定されます。

：

：

：
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9.5.3 端子機能 
ポート 4の各端子は、A/D変換器のアナログ入力端子（AN0～AN7）との兼用になっています。 

 

9.6 ポート 5 
9.6.1 概要 
ポート 5は、3ビットの入出力ポートです。ポート 5の端子機能はいずれの動作モードでも共通

です。ポート 5の各端子の構成を図 9.5（1）、図 9.5（2）に示します。 
 

P52

P51

P50

（入出力）

（入出力）

（入出力）

｜
ポ
　
ト
5

 
図 9.5（1） ポート 5の端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 

 

P52

P51

P50

（入出力）

（入出力）

（入出力）

／SCK2

／RxD2

／TxD2

（入出力）

（入力）

（出力）

｜
ポ
　
ト
5

 
図 9.5（2） ポート 5の端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
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9.6.2 レジスタ構成 
表 9.9にポート 5のレジスタ構成を示します。 

表 9.9 ポート 5レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値*2 アドレス*1 

ポート 5データディレクションレジスタ P5DDR W H'0 H'FE34 

ポート 5データレジスタ P5DR R/W H'0 H'FF04 

ポート 5レジスタ PORT5 R H'0 H'FFB4 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ビット 2～0の値を示しています。 

 

(1) ポート 5データディレクションレジスタ（P5DDR） 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

P50DDR

0

W

2

P52DDR

0

W

1

P51DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P5DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 5の各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

P5DDRを 1にセットすると対応するポート 5の各端子は出力となり、0にクリアすると入力にな
ります。 
リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'0（ビット 2～0）に初期化されます。ソ

フトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の
場合 SCIは初期化されるため、P5DDR、P5DRの指定によって端子状態が決定されます。 
 

(2) ポート 5データレジスタ（P5DR） 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

P50DR

0

R/W

2

P52DR

0

R/W

1

P51DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P5DRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート 5の各端子（P52～P50）の出力デ
ータを格納します。 

P5DRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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(3) ポート 5レジスタ（PORT5） 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

P50

－*

R

2

P52

－*

R

1

P51

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P52～P50端子の状態により決定されます。

：

：

：

 
PORT5は、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ

ート 5の各端子（P52～P50）の出力データのライトは必ず P5DRに対して行ってください。 
P5DDRが 1にセットされているとき、ポート 5のリードを行うと P5DRの値をリードします。

P5DDRが 0にクリアされているとき、ポート 5のリードを行うと端子の状態が読み出されます。 
PORT5は、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、P5DDR、P5DRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持し
ます。 
 

9.6.3 端子機能 
ポート 5の端子機能を表 9.10（1）、表 9.10（2）に示します。また、H8S/2648、H8S/2648R、

H8S/2647の場合、ポート 5の各端子は、SCIの入出力端子（TxD2、RxD2、SCK2）と兼用になって
います。 

表 9.10（1） ポート 5の端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 
端子 選択方法と端子機能 

P52 P52DDRビットにより、次のように切り替わります。 

P52DDR

出力機能

0

P52入力端子

1

P52出力端子
 

P51 P51DDRビットにより、次のように切り替わります。 

P51DDR

端子機能

0

P51入力端子

1

P51出力端子
 

P50 P50DDRビットにより、次のように切り替わります。 

P50DDR

端子機能

0

P50入力端子

1

P50出力端子
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表 9.10（2） ポート 5の端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
端子 選択方法と端子機能 

P52/SCK2 SCI2の SMRの C/Aビット、SCRの CKE0、CKE1ビット、および P52DDRビットの組み合わ
せにより、次のように切り替わります。 

CKE1

C/A

CKE0

P52DDR

出力機能

0

P52
入力端子

0

0

0

1

P52
出力端子

1

－

SCK2
出力端子

1 

－ 

－ 

SCK2
出力端子

1 

－ 

－ 

－ 

SCK2
入力端子

 
P51/RxD2 SCI2の SCRの REビットと P51DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

RE

P51DDR

端子機能

0

P51入力端子

0

1

P51出力端子

1

－

RxD2入力端子
 

P50/TxD2 SCI2の SCRの TEビットと P50DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

TE

P50DDR

端子機能

0

P50入力端子

0

1

P50出力端子

1

－

TxD2出力端子
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9.7 ポート 9 
9.7.1 概要 
ポート 9は、8ビットの入力専用ポートです。ポート 9は、A/D変換器のアナログ入力端子

（AN8～AN11）との兼用になっています。ポート 9 の端子機能はいずれの動作モードでも共通です。
ポート 9の各端子の構成を図 9.6に示します。 
 

P97

P96

P95

P94

P93

P92

P91

P90

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

／AN11

／AN10

／AN9

／AN8

（入力）

（入力）

（入力）

（入力）

ポート9端子

ポ
｜
ト
9

 
図 9.6 ポート 9の端子機能 

9.7.2 レジスタ構成 
表 9.11にポート 9のレジスタ構成を示します。ポート 9は入力専用ポートであり、データディレ

クションレジスタ、データレジスタはありません。 

表 9.11 ポート 9レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート 9レジスタ PORT9 R 不定 H'FFB8 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート 9レジスタ（PORT9） 

PORT9のリードを行うと、常に端子の状態が読み出されます。 

7

P97

－*

R

6

P96

－*

R

5

P95

－*

R

4

P94

－*

R

3

P93

－*

R

0

P90

－*

R

2

P92

－*

R

1

P91

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　P97～P90端子の状態により決定されます。
 

 

9.7.3 端子機能 
ポート 9の各端子は、A/D変換器のアナログ入力端子（AN8～AN11）との兼用になっています。 
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9.8 ポート A 
9.8.1 概要 
ポート Aは、8ビットの入出力ポートです。ポート Aは、アドレスバス出力と、LCDドライバの

出力端子（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645：SEG24～21、COM4～1、H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647：
SEG40～37、COM4～1）と兼用になっています。動作モードによって端子機能が切り替わります。 
ポート Aは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 
ポート Aの各端子の構成を図 9.7に示します。 

 

PA7／A23／SEG24*1／SEG40*2

PA6／A22／SEG23*1／SEG39*2

PA5／A21／SEG22*1／SEG38*2

PA4／A20／SEG21*1／SEG37*2

PA3／A19／COM4*1／COM4*2

PA2／A18／COM3*1／COM3*2

PA1／A17／COM2*1／COM2*2

PA0／A16／COM1*1／COM1*2

PA7（入出力）／A23（出力）／SEG24*1（出力）／SEG40*2（出力）

PA6（入出力）／A22（出力）／SEG23*1（出力）／SEG39*2（出力）

PA5（入出力）／A21（出力）／SEG22*1（出力）／SEG38*2（出力）

PA4（入出力）／A20（出力）／SEG21*1（出力）／SEG37*2（出力）

PA3（入出力）／A19（出力）／COM4*1（出力）／COM4*2（出力）

PA2（入出力）／A18（出力）／COM3*1（出力）／COM3*2（出力）

PA1（入出力）／A17（出力）／COM2*1（出力）／COM2*2（出力）

PA0（入出力）／A16（出力）／COM1*1（出力）／COM1*2（出力）

PA7（入出力）／SEG24*1（出力）／SEG40*2（出力）

PA6（入出力）／SEG23*1（出力）／SEG39*2（出力）

PA5（入出力）／SEG22*1（出力）／SEG38*2（出力）

PA4（入出力）／SEG21*1（出力）／SEG37*2（出力）

PA3（入出力）／COM4*1（出力）／COM4*2（出力）

PA2（入出力）／COM3*1（出力）／COM3*2（出力）

PA1（入出力）／COM2*1（出力）／COM2*2（出力）

PA0（入出力）／COM1*1（出力）／COM1*2（出力）

モード4、5、6の端子機能

モード7の端子

ポートAの端子

｜
ポ
　
ト
A

*1　H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合
*2　H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合

【注】

 
図 9.7 ポート Aの端子機能 

 



 

9.  I/Oポート 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  9-35 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

9.8.2 レジスタ構成 
表 9.12にポート Aのレジスタ構成を示します。 

表 9.12 ポート Aレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Aデータディレクションレジスタ PADDR W H'00 H'FE39 

ポート Aデータレジスタ PADR R/W H'00 H'FF09 

ポート Aレジスタ PORTA R 不定 H'FFB9 

ポート AプルアップMOSコントロールレジスタ PAPCR R/W H'00 H'FE40 

ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ PAODR R/W H'00 H'FE47 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート Aデータディレクションレジスタ（PADDR） 

7

PA7DDR

0

W

6

PA6DDR

0

W

5

PA5DDR

0

W

4

PA4DDR

0

W

3

PA3DDR

0

W

0

PA0DDR

0

W

2

PA2DDR

0

W

1

PA1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PADDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Aの各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PADDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、PADDRは直前の状態を保持します。ソフトウェアスタンバイモード
に遷移したとき、アドレス出力端子は出力状態を保持するか、ハイインピーダンス状態とするかを、
SBYCRの OPEビットで選択します。 
 

(a) モード 4、5、6 

LCDドライバの LPCRの SGS3～0が B'0000以外のときは、セグメント端子になります。SGS3～0
が B'0000のときには、PA7DDR～PA0DDRビットにかかわらず、PFCRの AE3～AE0ビットの設定
に従いポート Aの各端子はアドレス出力となります。また、アドレス出力ではないとき、PADDRを
1にセットすると対応するポート Aの各端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートにな
ります。 
 

(b) モード 7 

LCDドライバの LPCRの SGS3～0が B'0000以外のときは、セグメント端子になります。SGS3～0
が B'0000のときには、PADDRを 1にセットすると対応するポート Aの各端子は出力ポートとなり、
0にクリアすると入力ポートになります。 
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(2) ポート Aデータレジスタ（PADR） 

7

PA7DR

0

R/W

6

PA6DR

0

R/W

5

PA5DR

0

R/W

4

PA4DR

0

R/W

3

PA3DR

0

R/W

0

PA0DR

0

R/W

2

PA2DR

0

R/W

1

PA1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PADRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Aの各端子（PA7～PA0）の出力
データを格納します。 

PADRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00ソフトウェアスタンバイモー
ドでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート Aレジスタ（PORTA） 

7

PA7

 －*

R

6

PA6

 －*

R

5

PA5

 －*

R

4

PA4

 －*

R

3

PA3

 －*

R

0

PA0

 －*

R

2

PA2

 －*

R

1

PA1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PA7～PA0端子の状態により決定されます。
 

PORTAは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ
ート Aの各端子（PA7～PA0）の出力データのライトは必ず PADRに対して行ってください。 

PADDRが 1にセットされているとき、ポート Aのリードを行うと PADRの値をリードします。
PADDRが 0にクリアされているとき、ポート Aのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

LCDドライバとして使用している端子をリードすると、不定値が読み出されます。 
PORTAは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PADDR、PADRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
 

(4) ポート Aプルアップ MOSコントロールレジスタ（PAPCR） 

7

PA7PCR

0

R/W

6

PA6PCR

0

R/W

5

PA5PCR

0

R/W

4

PA4PCR

0

R/W

3

PA3PCR

0

R/W

0

PA0PCR

0

R/W

2

PA2PCR

0

R/W

1

PA1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PAPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Aに内蔵された入力プルアップ
MOSをビットごとに制御します。 
モード 4～6では、PFCR、LPCR、および DDRの設定により、端子が入力状態のとき PAPCRを 1

にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
モード 7では、LPCRおよび DDRの設定により、端子が入力状態のとき PAPCRを 1にセットする

と、入力プルアップMOSはオンします。 
PAPCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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(5) ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ（PAODR） 

7

PA7ODR

0

R/W

6

PA6ODR

0

R/W

5

PA5ODR

0

R/W

4

PA4ODR

0

R/W

3

PA3ODR

0

R/W

0

PA0ODR

0

R/W

2

PA2ODR

0

R/W

1

PA1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PAODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Aの各端子（PA7～PA0）の PMOS
のオン／オフを制御します。 

PFCRの AE3～AE0の設定により、アドレス、LCD出力以外のとき PAODRを 1にセットするとポ
ート Aの各端子は NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS出力となります。 

PAODRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

9.8.3 端子機能 
ポート Aは、アドレスバス出力と、LCDドライバの出力端子（SEG21～24、COM1～4）と兼用に

なっています。モード 4～6とモード 7では端子機能が異なります。 
ポート Aの端子機能を表 9.13および表 9.14に示します。 

表 9.13 PA7～PA4の端子機能 
端子 選択方法と端子機能 

H8S/2646 
H8S/2646R 
H8S/2645 
 
 

PA7/A23/ 
SEG24～
PA4/A20/ 
SEG21 
 

H8S/2648 
H8S/2648R 
H8S/2647 

PA7/A23/ 
SEG40～
PA4/A20/ 
SEG37 

動作モードと、LCDドライバの LPCRの SGS3～SGS0ビット、PFCRの AE3～AE0
ビット、PADDRの PA7DDR～PA4DDRビットの組み合わせにより、次のように切り
替わります。 

SGS3～SGS0の設定
 

動作モード

AE3～AE0の設定
 

PAnDDR

端子機能

H8S/2646、
H8S/2646R、

H8S/2645

─

─
 

─

SEG24～
SEG21出力

H8S/2648、
H8S/2648R、

H8S/2647

─

─
 

─

SEG40～
SEG37出力

0

PA7～PA4
入力

1

PA7～PA4
出力

0

PA7～PA4
入力

1

PA7～PA4
出力

アドレス
出力を許可

─

A23～A20
出力

モード7

─

モード4、5、6

アドレス出力を禁止

ポート

n＝7～4

SEG出力
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表 9.14 PA3～PA0の端子機能 
端子 選択方法と端子機能 

PA3/A19/ 
COM4～
PA0/A16/ 
COM1 

動作モードと、LCDドライバの LPCRの SGS3～SGS0ビット、PFCRの AE3～AE0ビット、
PADDRの PA3DDR～PA0DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 

SGS3～SGS0の設定

動作モード

AE3～AE0の設定

PAnDDR

端子機能

0000以外

─

─

─

COM1～

COM4出力

0

PA3～PA0

入力

1

PA3～PA0

出力

0

PA3～PA0

入力

1

PA3～PA0

出力

アドレス

出力を許可

─

A19～A16

出力

モード7

─

モード4、5、6

アドレス出力を禁止

0000

n＝3～0
 

 

9.8.4 入力プルアップ MOS 
ポート Aは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。入力プルアップ

MOSは、ビット単位でオン／オフを指定できます。 
モード 4～6では、PFCR、LCDドライバの LPCR および DDRの設定により、端子が入力状態のと

き PAPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
モード 7では、LCDドライバの LPCR および DDRの設定により、端子が入力状態のとき PAPCR

を 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
入力プルアップMOSは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時にはオフします。ソフ

トウェアスタンバイモード時には直前の状態を保持します。 
入力プルアップMOSの状態を表 9.15に示します。 

表 9.15 入力プルアップ MOSの状態（ポート A） 
端子状態 

 
リセット ハードウェア 

スタンバイ 
モード 

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード 

その他の 
動作時 

アドレス出力または LCD出力 OFF 

上記以外 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

 OFF  ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

 ON/OFF ：PADDR＝0かつ PAPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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9.9 ポート B 
9.9.1 概要 
ポート Bは、8ビットの入出力ポートです。ポート Bは、LCDドライバの出力端子（H8S/2646、

H8S/2646R、H8S/2645：SEG16～9、H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647：SEG32～25）とアドレスバス
出力機能を持っており、動作モードによって端子機能が切り替わります。 
ポート Bは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 
ポート Bの各端子の構成を図 9.8に示します。 

 

PB7／A15／SEG16*1／SEG32*2

PB6／A14／SEG15*1／SEG31*2

PB5／A13／SEG14*1／SEG30*2

PB4／A12／SEG13*1／SEG29*2

PB3／A11／SEG12*1／SEG28*2

PB2／A10／SEG11*1／SEG27*2

PB1／A9／SEG10*1／SEG26*2

PB0／A8／SEG9*1／SEG25*2

PB7（入出力）／A15（出力）／SEG16*1（出力）／SEG32*2（出力）

PB6（入出力）／A14（出力）／SEG15*1（出力）／SEG31*2（出力）

PB5（入出力）／A13（出力）／SEG14*1（出力）／SEG30*2（出力）

PB4（入出力）／A12（出力）／SEG13*1（出力）／SEG29*2（出力）

PB3（入出力）／A11（出力）／SEG12*1（出力）／SEG28*2（出力）

PB2（入出力）／A10（出力）／SEG11*1（出力）／SEG27*2（出力）

PB1（入出力）／A9（出力）／SEG10*1（出力）／SEG26*2（出力）

PB0（入出力）／A8（出力）／SEG9*1（出力）／SEG25*2（出力）

PB7（入出力）／SEG16*1（出力）／SEG32*2（出力）

PB6（入出力）／SEG15*1（出力）／SEG31*2（出力）

PB5（入出力）／SEG14*1（出力）／SEG30*2（出力）

PB4（入出力）／SEG13*1（出力）／SEG29*2（出力）

PB3（入出力）／SEG12*1（出力）／SEG28*2（出力）

PB2（入出力）／SEG11*1（出力）／SEG27*2（出力）

PB1（入出力）／SEG10*1（出力）／SEG26*2（出力）

PB0（入出力）／SEG9*1（出力）／SEG25*2（出力）

モード4、5、6の端子機能ポートBの端子

モード7の端子

｜
ポ
　
ト
B

*1　H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合
*2　H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合

【注】

 
図 9.8 ポート Bの端子機能 
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9.9.2 レジスタ構成 
表 9.16にポート Bのレジスタ構成を示します。 

表 9.16 ポート Bレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Bデータディレクションレジスタ PBDDR W H'00 H'FE3A 

ポート Bデータレジスタ PBDR R/W H'00 H'FF0A 

ポート Bレジスタ PORTB R 不定 H'FFBA 

ポート BプルアップMOSコントロールレジスタ PBPCR R/W H'00 H'FE41 

ポート Bオープンドレインコントロールレジスタ PBODR R/W H'00 H'FE48 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート Bデータディレクションレジスタ（PBDDR） 

7

PB7DDR

0

W

6

PB6DDR

0

W

5

PB5DDR

0

W

4

PB4DDR

0

W

3

PB3DDR

0

W

0

PB0DDR

0

W

2

PB2DDR

0

W

1

PB1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Bの各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PBDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは、PBDDRは直前の状態を保持します。ソフトウェアスタンバイモードに
遷移したとき、アドレス出力端子は出力状態を保持するか、ハイインピーダンス状態とするかを、
SBYCRの OPEビットで選択します。 
 

(2) ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

7

PB7DR

0

R/W

6

PB6DR

0

R/W

5

PB5DR

0

R/W

4

PB4DR

0

R/W

3

PB3DR

0

R/W

0

PB0DR

0

R/W

2

PB2DR

0

R/W

1

PB1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Bの各端子（PB7～PB0）の出力
データを格納します。 

PBDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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(3) ポート Bレジスタ（PORTB） 

7

PB7

－*

R

6

PB6

－*

R

5

PB5

－*

R

4

PB4

－*

R

3

PB3

－*

R

0

PB0

－*

R

2

PB2

－*

R

1

PB1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PB7～PB0端子の状態により決定されます。
 

PORTBは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ
ート Bの各端子（PB7～PB0）の出力データのライトは必ず PBDRに対して行ってください。 

PBDDRが 1にセットされているとき、ポート Bのリードを行うと PBDRの値をリードします。
PBDDRが 0にクリアされているとき、ポート Bのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

LCDドライバとして使用している端子をリードすると、不定値が読み出されます。 
PORTBは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PBDDR、PBDRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
 

(4) ポート Bプルアップ MOSコントロールレジスタ（PBPCR） 

7

PB7PCR

0

R/W

6

PB6PCR

0

R/W

5

PB5PCR

0

R/W

4

PB4PCR

0

R/W

3

PB3PCR

0

R/W

0

PB0PCR

0

R/W

2

PB2PCR

0

R/W

1

PB1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Bに内蔵された入力プルアップ
MOSをビットごとに制御します。 
モード 4～6では、LCDドライバの LPCR、およびDDRの設定により、端子が入力状態のとき PBPCR

を 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
モード 7では、DDRの設定により、端子が入力状態のとき PBPCRを 1にセットすると、入力プル

アップMOSはオンします。 
PBPCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

(5) ポート Bオープンドレインコントロールレジスタ（PBODR） 

7

PB7ODR

0

R/W

6

PB6ODR

0

R/W

5

PB5ODR

0

R/W

4

PB4ODR

0

R/W

3

PB3ODR

0

R/W

0

PB0ODR

0

R/W

2

PB2ODR

0

R/W

1

PB1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PBODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Bの各端子（PB7～PB0）の PMOS
のオン／オフを制御します。 

PFCRの AE3～AE0の設定により、アドレス出力以外のとき、PBODRを 1にセットするとポート
Bの各端子は NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS出力となります。LCD
ドライバとして使用する場合は、PBODRを 1にセットしないでください。 

PBODRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
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ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

9.9.3 端子機能 
ポート Bは、LCDドライバの出力端子（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645：SEG16～9、H8S/2648、

H8S/2648R、H8S/2647：SEG32～25）とアドレスバス出力機能を持っています。モード 4～6とモード
7では端子機能が異なります。 
ポート Bの端子機能を表 9.17に示します。 

表 9.17 ポート Bの端子機能 
SEG出力 SGS3～0の設定 ポート 

H8S/2646 
H8S/2646R 
H8S/2645 

H8S/268 
H8S/2648R 
H8S/2647 

動作モード モード 4、5、6 モード 7 ─ ─ 

AE3～0の設定 アドレス
出力を許可

アドレス出力を禁止 ─ ─ ─ 

PBnDDR ─ 0 1 0 1 ─ ─ 

端子機能 A15～A8
出力 

PB7～0
入力 

PB7～0
出力 

PB7～0
入力 

PB7～0
出力 

SEG16～9 
出力 

SEG32～25 
出力 

 

9.9.4 入力プルアップ MOS 
ポート Bは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアッ

プMOSはビット単位でオン／オフを指定できます。 
モード 4～6では、PFCR、LCDドライバの LPCR、および DDRの設定により、端子が入力状態の

とき PBPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
モード 7では、LCDドライバの LPCR、および DDRの設定により、端子が入力状態のとき PBPCR

を 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
入力プルアップMOSは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードではオフします。ソフト

ウェアスタンバイモードでは直前の状態を保持します。 
入力プルアップMOSの状態を表 9.18に示します。 

表 9.18 入力プルアップ MOSの状態（ポート B） 
端子状態 リセット ハードウェア 

スタンバイ 
モード 

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード 

その他の 
動作時 

アドレス出力または LCD出力 OFF 

上記以外 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

 OFF  ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

 ON/OFF ：PBDDR＝0かつ PBPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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9.10 ポート C 
9.10.1 概要 
ポート Cは、8ビットの入出力ポートです。ポート Cは、LCDドライバの出力端子（H8S/2646、

H8S/2646R、H8S/2645：SEG8～1、H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647：SEG24～17）とアドレスバス
出力機能を持っており、動作モードによって端子機能が切り替わります。 
ポート Cは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 
ポート Cの各端子の構成を図 9.9に示します。 

 

PC7／A7／SEG8*1／SEG24*2

PC6／A6／SEG7*1／SEG23*2

PC5／A5／SEG6*1／SEG22*2

PC4／A4／SEG5*1／SEG21*2

PC3／A3／SEG4*1／SEG20*2

PC2／A2／SEG3*1／SEG19*2

PC1／A1／SEG2*1／SEG18*2

PC0／A0／SEG1*1／SEG17*2

PC7（入出力）／A7（出力）／SEG8*1（出力）／SEG24*2（出力）

PC6（入出力）／A6（出力）／SEG7*1（出力）／SEG23*2（出力）

PC5（入出力）／A5（出力）／SEG6*1（出力）／SEG22*2（出力）

PC4（入出力）／A4（出力）／SEG5*1（出力）／SEG21*2（出力）

PC3（入出力）／A3（出力）／SEG4*1（出力）／SEG20*2（出力）

PC2（入出力）／A2（出力）／SEG3*1（出力）／SEG19*2（出力）

PC1（入出力）／A1（出力）／SEG2*1（出力）／SEG18*2（出力）

PC0（入出力）／A0（出力）／SEG1*1（出力）／SEG17*2（出力）

A7（出力）

A6（出力）

A5（出力）

A4（出力）

A3（出力）

A2（出力）

A1（出力）

A0（出力）

モード4、5の端子機能

PC7（入出力）／SEG8*1（出力）／SEG24*2（出力）

PC6（入出力）／SEG7*1（出力）／SEG23*2（出力）

PC5（入出力）／SEG6*1（出力）／SEG22*2（出力）

PC4（入出力）／SEG5*1（出力）／SEG21*2（出力）

PC3（入出力）／SEG4*1（出力）／SEG20*2（出力）

PC2（入出力）／SEG3*1（出力）／SEG19*2（出力）

PC1（入出力）／SEG2*1（出力）／SEG18*2（出力）

PC0（入出力）／SEG1*1（出力）／SEG17*2（出力）

モード7の端子機能

ポートCの端子

モード6の端子機能

｜
ポ
　
ト
C

*1　H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合
*2　H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合

【注】

 
図 9.9 ポート Cの端子機能 
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9.10.2 レジスタ構成 
表 9.19にポート Cのレジスタ構成を示します。 

表 9.19 ポート Cレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Cデータディレクションレジスタ PCDDR W H'00 H'FE3B 

ポート Cデータレジスタ PCDR R/W H'00 H'FF0B 

ポート Cレジスタ PORTC R 不定 H'FFBB 

ポート CプルアップMOSコントロールレジスタ PCPCR R/W H'00 H'FE42 

ポート Cオープンドレインコントロールレジスタ PCODR R/W H'00 H'FE49 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート Cデータディレクションレジスタ（PCDDR） 

7

PC7DDR

0

W

6

PC6DDR

0

W

5

PC5DDR

0

W

4

PC4DDR

0

W

3

PC3DDR

0

W

0

PC0DDR

0

W

2

PC2DDR

0

W

1

PC1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Cの各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PCDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、PCDDRは直前の状態を保持します。ソフトウェアスタンバイモード
に遷移したとき、アドレス出力端子は出力状態を保持するか、ハイインピーダンス状態とするかを、
SBYCRの OPEビットで選択します。 
 

(2) ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

7

PC7DR

0

R/W

6

PC6DR

0

R/W

5

PC5DR

0

R/W

4

PC4DR

0

R/W

3

PC3DR

0

R/W

0

PC0DR

0

R/W

2

PC2DDR

0

R/W

1

PC1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Cの各端子（PC7～PC0）の出力
データを格納します。 

PCDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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(3) ポート Cレジスタ（PORTC） 

7

PC7

－*

R

6

PC6

－*

R

5

PC5

－*

R

4

PC4

－*

R

3

PC3

－*

R

0

PC0

－*

R

2

PC2

－*

R

1

PC1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PC7～PC0端子の状態により決定されます。
 

PORTCは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ
ート Cの各端子（PC7～PC0）の出力データのライトは必ず PCDRに対して行ってください。 

PCDDRが 1にセットされているとき、ポート Cのリードを行うと PCDRの値をリードします。
PCDDRが 0にクリアされているとき、ポート Cのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

LCDドライバとして使用している端子をリードすると、不定値が読み出されます。 
PORTCは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PCDDR、PCDRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
 

(4) ポート Cプルアップ MOSコントロールレジスタ（PCPCR） 

7

PC7PCR

0

R/W

6

PC6PCR

0

R/W

5

PC5PCR

0

R/W

4

PC4PCR

0

R/W

3

PC3PCR

0

R/W

0

PC0PCR

0

R/W

2

PC2PCR

0

R/W

1

PC1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Cに内蔵された入力プルアップ
MOSをビットごとに制御します。 
モード 6、7では、LCDドライバの LPCRおよび PCDDRの設定により、ポートが入力状態のとき

PCPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
PCPCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

(5) ポート Cオープンドレインコントロールレジスタ（PCODR） 

7

PC7ODR

0

R/W

6

PC6ODR

0

R/W

5

PC5ODR

0

R/W

4

PC4ODR

0

R/W

3

PC3ODR

0

R/W

0

PC0ODR

0

R/W

2

PC2ODR

0

R/W

1

PC1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCODRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Cの各端子（PC7～PC0）の PMOS
のオン／オフを制御します。 

PFCRの AE3～AE0の設定により、アドレス出力以外のとき、PCODRを 1にセットするとポート
Cの各端子は NMOSオープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS出力となります。 

LCDドライバとして使用する場合には、PCODRを 1にセットしないでください。 
PCODRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
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9.10.3 端子機能 
ポート Cは、LCDのセグメント出力端子（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645：SEG8～1、H8S/2648、

H8S/2648R、H8S/2647：SEG24～17）とアドレスバス出力機能と兼用になっています。モード 4、5
とモード 6とモード 7では端子機能が異なります。ポート Cの端子機能を表 9.20に示します。 

表 9.20 ポート Cの端子機能 
SEG出力 SGS3～0の 

設定 
ポート 

H8S/2646 
H8S/2646R 
H8S/2645 

H8S/2648 
H8S/2648R 
H8S/2647 

動作モード モード 4、5 モード 6 モード 7 ─ ─ 

PCnDDR ─ 0 1 0 1 ─ ─ 

端子機能 A7～A0 
出力 

PC7～0 
入力 

A7～A0 
出力 

PC7～0
入力 

PC7～0
出力 

SEG8～1 
出力 

SEG24～17 
出力 

【注】 モード 4と 5は、内蔵 ROM無効拡張モードです。 

セグメント出力に設定すると、アドレス出力ができなくなり、外部 ROMとインタフェースできなくなり

ます。モード 4と 5では、セグメント出力設定をしないでください。 
 

9.10.4 入力プルアップ MOS 
ポート Cは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアッ

プMOSはモード 6、7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定できます。 
モード 6、7のとき、LCDドライバの LPCRと PCDDRの設定により、入力状態のとき PCPCRを 1

にセットすると、入力プルアップMOSはオンとなります。 
入力プルアップMOSは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードではオフします。ソフト

ウェアスタンバイモードでは直前の状態を保持します。 
入力プルアップMOSの状態を表 9.21に示します。 

表 9.21 入力プルアップ MOSの状態（ポート C） 
端子状態 

 
リセット ハードウェア 

スタンバイ 
モード 

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード 

その他の 
動作時 

アドレス出力 OFF 

上記以外 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

 OFF  ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

 ON/OFF ：PCDDR＝0かつ PCPCR＝1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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9.11 ポート D 
9.11.1 概要 
ポート Dは、8ビットの入出力ポートです。ポート Dは、データバス入出力機能を持っており、

動作モードによって端子機能が切り替わります。また H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合、LCD
ドライバの出力端子（SEG16～SEG9）機能があります。 
ポート Dは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 
ポート Dの各端子の構成を図 9.10に示します。 

 

PD7／D15／SEG16*

PD6／D14／SEG15*

PD5／D13／SEG14*

PD4／D12／SEG13*

PD3／D11／SEG12*

PD2／D10／SEG11*

PD1／D9／SEG10*

PD0／D8／SEG9*

D15（入出力）／SEG16*（出力）

D14（入出力）／SEG15*（出力）

D13（入出力）／SEG14*（出力）

D12（入出力）／SEG13*（出力）

D11（入出力）／SEG12*（出力）

D10（入出力）／SEG11*（出力）

D9（入出力）／SEG10*（出力）

D8（入出力）／SEG9*（出力）

PD7（入出力）／SEG16*（出力）

PD6（入出力）／SEG15*（出力）

PD5（入出力）／SEG14*（出力）

PD4（入出力）／SEG13*（出力）

PD3（入出力）／SEG12*（出力）

PD2（入出力）／SEG11*（出力）

PD1（入出力）／SEG10*（出力）

PD0（入出力）／SEG9*（出力）

モード4～6の端子機能ポートDの端子

モード7の端子

｜
ポ
　
ト
D

* H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合【注】

 
図 9.10 ポート Dの端子機能 
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9.11.2 レジスタ構成 
表 9.22にポート Dのレジスタ構成を示します。 

表 9.22 ポート Dレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Dデータディレクションレジスタ PDDDR W H'00 H'FE3C 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'00 H'FF0C 

ポート Dレジスタ PORTD R 不定 H'FFBC 

ポート DプルアップMOSコントロールレジスタ PDPCR R/W H'00 H'FE43 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート Dデータディレクションレジスタ（PDDDR） 

7

PD7DDR

0

W

6

PD6DDR

0

W

5

PD5DDR

0

W

4

PD4DDR

0

W

3

PD3DDR

0

W

0

PD0DDR

0

W

2

PD2DDR

0

W

1

PD1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PDDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Dの各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PDDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、PDDDRは直前の状態を保持します。 
 

(2) ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

7

PD7DR

0

R/W

6

PD6DR

0

R/W

5

PD5DR

0

R/W

4

PD4DR

0

R/W

3

PD3DR

0

R/W

0

PD0DR

0

R/W

2

PD2DR

0

R/W

1

PD1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PDDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Dの各端子（PD7～PD0）の出力
データを格納します。 

PDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート Dレジスタ（PORTD） 

7

PD7

－*

R

6

PD6

－*

R

5

PD5

－*

R

4

PD4

－*

R

3

PD3

－*

R

0

PD0

－*

R

2

PD2

－*

R

1

PD1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PD7～PD0端子の状態により決定されます。
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PORTDは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ
ート Dの各端子（PD7～PD0）の出力データのライトは必ず PDDRに対して行ってください。 

PDDDRが 1にセットされているとき、ポート Dのリードを行うと PDDRの値をリードします。
PDDDRが 0にクリアされているとき、ポート Dのリードを行うと端子の状態が読み出されます。LCD
ドライバとして使用している端子をリードすると、不定値が読み出されます。 

PORTDは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PDDDR、PDDRが初期化される
ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
 

(4) ポート Dプルアップ MOSコントロールレジスタ（PDPCR） 

7

PD7PCR

0

R/W

6

PD6PCR

0

R/W

5

PD5PCR

0

R/W

4

PD4PCR

0

R/W

3

PD3PCR

0

R/W

0

PD0PCR

0

R/W

2

PD2PCR

0

R/W

1

PD1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PDPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Dに内蔵された入力プルアップ
MOSをビットごとに制御します。 
モード 7では、PDDDRと LPCRの設定により入力端子の状態で、PDPCRを 1にセットすると、入

力プルアップMOSはオンします。 
PDPCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

9.11.3 端子機能 
ポート Dの各端子は、モード 4～6のとき自動的にデータバス入出力端子（D15～D8）となります。

モード 7のとき、ポート Dの各端子は入出力ポートとして機能し、各端子はビット単位で入出力を指
定可能です。 
ポート Dの端子機能を表 9.23（1）、表 9.23（2）に示します。 

表 9.23（1） ポート Dの端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 
端子 選択方法と端子機能 

PD7/D15、 
PD6/D14、 
PD5/D13、 
PD4/D12、 
PD3/D11、 
PD2/D10、 
PD1/D9、 
PD0/D8 

動作モードと PDDDRの組み合わせにより次のように切り替わります。 

動作モード

PDn DDR

端子機能

1 

PDn
出力

0 

PDn
入力

モード7モード4～6

－

データバス入出力（D15～D8）

n＝7～0  
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表 9.23（2） ポート Dの端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
端子 選択方法と端子機能 

PD7/D15/ 
SEG9～ 
PD0/D8/ 
SEG16 

SGS3～0の設定

動作モード

PDDDR

端子機能

1 

PD7～0出力

0 

PD7～0入力

モード7

ポート SEG出力

－

－

SEG9～16

モード4～6

－ 

D15～D8入出力
 

【注】 モード 4と 5は、内蔵 ROM無効拡張モードです。 
セグメント出力に設定すると、データ入出力ができなくなり、外部 ROMとインタフェースがで
きなくなります。モード 4と 5では、セグメント出力設定をしないでください。 

 

9.11.4 入力プルアップ MOS 
ポート Dは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアッ

プMOSはモード 7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定できます。 
モード 7のとき、PDDDRと LPCRの設定により端子が入力の状態で、PDPCRを 1にセットすると、

入力プルアップMOSはオンとなります。 
入力プルアップMOSは、リセットまたはハードウェアスタンバイではオフします。ソフトウェア

スタンバイモードでは直前の状態を保持します。 
入力プルアップMOSの状態を表 9.24に示します。 

 

表 9.24 入力プルアップ MOSの状態（ポート D） 
モード 

 
リセット ハードウェア

スタンバイ 
モード 

ソフトウェア 
スタンバイ 
モード 

その他の 
動作時 

4～6 OFF 

7 

OFF 

ON/OFF 

【記号説明】 

 OFF  ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

 ON/OFF ：PDDDR＝0かつ PDPCR＝1かつセグメントドライバでないときオン状態、その他のときはオフ 

 状態です。 

 

9.12 ポート E 
9.12.1 概要 
ポート Eは、8ビットの入出力ポートです。ポート Eは、データバス入出力機能を持っており、動

作モードおよび 8ビット／16ビットバスモードによって端子機能が切り替わります。またH8S/2648、
H8S/2648R、H8S/2647の場合、LCDドライバの出力端子（SEG8～SEG1）機能があります。 
ポート Eは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSが内蔵されています。 
ポート Eの各端子の構成を図 9.11に示します。 
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PE7／D7／SEG8*

PE6／D6／SEG7*

PE5／D5／SEG6*

PE4／D4／SEG5*

PE3／D3／SEG4*

PE2／D2／SEG3*

PE1／D1／SEG2*

PE0／D0／SEG1*

モード4～6の端子機能

PE7（入出力）／SEG8*（出力）

PE6（入出力）／SEG7*（出力）

PE5（入出力）／SEG6*（出力）

PE4（入出力）／SEG5*（出力）

PE3（入出力）／SEG4*（出力）

PE2（入出力）／SEG3*（出力）

PE1（入出力）／SEG2*（出力）

PE0（入出力）／SEG1*（出力）

PE7（入出力）／D7（入出力）／SEG8*（出力）

PE6（入出力）／D6（入出力）／SEG7*（出力）

PE5（入出力）／D5（入出力）／SEG6*（出力）

PE4（入出力）／D4（入出力）／SEG5*（出力）

PE3（入出力）／D3（入出力）／SEG4*（出力）

PE2（入出力）／D2（入出力）／SEG3*（出力）

PE1（入出力）／D1（入出力）／SEG2*（出力）

PE0（入出力）／D0（入出力）／SEG1*（出力）

モード7の端子機能

ポートEの端子

｜
ポ
　
ト
E

H8S/2648、H8S/2648R、
H8S/2647の場合

【注】*

 
図 9.11 ポート Eの端子機能 

 

9.12.2 レジスタ構成 
表 9.25にポート Eのレジスタ構成を示します。 

表 9.25 ポート Eレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Eデータディレクションレジスタ PEDDR W H'00 H'FE3D 

ポート Eデータレジスタ PEDR R/W H'00 H'FF0D 

ポート Eレジスタ PORTE R 不定 H'FFBD 

ポート EプルアップMOSコントロールレジスタ PEPCR R/W H'00 H'FE44 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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(1) ポート Eデータディレクションレジスタ（PEDDR） 

7

PE7DDR

0

W

6

PE6DDR

0

W

5

PE5DDR

0

W

4

PE4DDR

0

W

3

PE3DDR

0

W

0

PE0DDR

0

W

2

PE2DDR

0

W

1

PE1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PEDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Eの各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PEDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、PEDDRは直前の状態を保持します。 
 

(2) ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

7

PE7DR

0

R/W

6

PE6DR

0

R/W

5

PE5DR

0

R/W

4

PE4DR

0

R/W

3

PE3DR

0

R/W

0

PE0DR

0

R/W

2

PE2DR

0

R/W

1

PE1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PEDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Eの各端子（PE7～PE0）の出力デ
ータを格納します。 

PEDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフトウ
ェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート Eレジスタ（PORTE） 

7

PE7

－*

R

6

PE6

－*

R

5

PE5

－*

R

4

PE4

－*

R

3

PE3

－*

R

0

PE0

－*

R

2

PE2

－*

R

1

PE1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PE7～PE0端子の状態により決定されます。
 

 
PORTEは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ

ート Eの各端子（PE7～PE0）の出力データのライトは必ず PEDRに対して行ってください。 
PEDDRが 1にセットされているとき、ポート Eのリードを行うと PEDRの値をリードします。

PEDDRが 0にクリアされているとき、ポートEのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 LCD
ドライバとして使用している端子をリードすると、不定値が読み出されます。 

PORTEは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PEDDR、PEDRが初期化される
ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
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(4) ポート Eプルアップ MOSコントロールレジスタ（PEPCR） 

7

PE7PCR

0

R/W

6

PE6PCR

0

R/W

5

PE5PCR

0

R/W

4

PE4PCR

0

R/W

3

PE3PCR

0

R/W

0

PE0PCR

0

R/W

2

PE2PCR

0

R/W

1

PE1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PEPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Eに内蔵された入力プルアップ
MOSをビットごとに制御します。 
モード 4～6で 8ビットバスモードのとき、またはモード 7のとき、LPCRおよび PEDDRの設定に

より端子が入力の状態で PEPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンします。 
PEPCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト

ウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

9.12.3 端子機能 
ポート Eの端子機能を表 9.26（1）、表 9.26（2）に示します。 

表 9.26（1） ポート Eの端子機能（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 
動作モード モード 4～6 モード 7 

バス幅の設定 16ビットモード 8ビットモード ─ 

PEDDR ─ 0 1 0 1 

端子機能 D7～0入出力 PE7～0入力 PE7～0出力 PE7～0入力 PE7～0出力 

 

表 9.26（2） ポート Eの端子機能（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
SGS3～0の設定 ポート SEG出力 

動作モード モード 4～6 モード 7 ─ 

バス幅の設定 16ビットモード 8ビットモード ─ ─ 

PEDDR ─ 0 1 0 1 ─ 

端子機能 D7～0入出力 PE7～0 
入力 

PE7～0 
出力 

PE7～0 
入力 

PE7～0出
力 

SEG1～8出力 

 

9.12.4 入力プルアップ MOS 
ポート Eは、プログラムで制御可能な入力プルアップMOSを内蔵しています。この入力プルアッ

プMOSは、モード 4～6で 8ビットバスモードのとき、またはモード 7のときに使用でき、ビット単
位でオン／オフを指定できます。 
モード 4～6で 8ビットバスモードのとき、またはモード 7のとき、LPCRおよび PEDDRの設定に

より端子が入力の状態で PEPCRを 1にセットすると、入力プルアップMOSはオンとなります。 
入力プルアップMOSは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードではオフします。ソフト

ウェアスタンバイモードでは直前の状態を保持します。 
入力プルアップMOSの状態を表 9.27に示します。 
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表 9.27 入力プルアップ MOSの状態（ポート E） 
モード 

 
リセット ハードウェア 

スタンバイモード
ソフトウェア 
スタンバイモード 

その他の動作時 

7 

8ビットバス 

ON/OFF 

4～6 

16ビットバス 

OFF 

OFF 

【記号説明】 

 OFF  ：入力プルアップ MOSは、常にオフ状態です。 

 ON/OFF ：PEDDR＝0かつ PEPCR＝1かつ LCDドライバ端子でないときオン状態、その他のときはオフ状 

    態です。 

 

9.13 ポート F 
9.13.1 概要 
ポート Fは、7ビットの入出力ポートです。ポート Fは、LCDドライバの出力端子（SEG20～17）、

外部割り込み入力端子（IRQ2、IRQ3）、A/Dトリガ入力端子（ADTRG）、バス制御信号入出力端子
（AS、RD、HWR、LWR、WAIT）、およびシステムクロック出力端子（φ）と兼用になっています。 
ポート Fの各端子の構成を図 9.12に示します。 

 

PF7／φ

PF6／AS／SEG20／SEG36*

PF5／RD／SEG19／SEG35*

PF4／HWR／SEG18／SEG34*

PF3／LWR／ADTRG／IRQ3

PF2／WAIT／SEG17／SEG33*

PF0／IRQ2

モード4～6の端子機能

PF7（入力）／φ（出力）

PF6（入出力）／AS（出力）／SEG20（出力）／SEG36（出力）*

PF5（入出力）／RD（出力）／SEG19（出力）／SEG35（出力）*

PF4（入出力）／HWR（出力）／SEG18（出力）／SEG34（出力）*

PF3（入出力）／LWR（出力）／ADTRG（入力）／IRQ3（入力）

PF2（入出力）／WAIT（入力）／SEG17（出力）／SEG33（出力）*

PF0（入出力）／IRQ2（入力）

PF7（入出力）／φ（出力）

PF6（入出力）／SEG20（出力）／SEG36（出力）*

PF5（入出力）／SEG19（出力）／SEG35（出力）*

PF4（入出力）／SEG18（出力）／SEG34（出力）*

PF3（入出力）／ADTRG（入力）／IRQ3（入力）

PF2（入出力）／SEG17（出力）／SEG33（出力）*

PF0（入出力）／IRQ2（入力）

モード7の端子機能

ポートFの端子

【注】　*　H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合

｜
ポ
　
ト
F

 
図 9.12 ポート Fの端子機能 
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9.13.2 レジスタ構成 
表 9.28にポート Fのレジスタ構成を示します。 

 

表 9.28 ポート Fレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

ポート Fデータディレクションレジスタ PFDDR W H'80／H'00*2 H'FE3E 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'00 H'FF0E 

ポート Fレジスタ PORTF R 不定 H'FFBE 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 モードによって、初期値が異なります。 

 

(1) ポート Fデータディレクションレジスタ（PFDDR） 

7

PF7DDR

1

W

6

PF6DDR

0

W

5

PF5DDR

0

W

4

PF4DDR

0

W

3

PF3DDR

0

W

0

PF0DDR

0

W

2

PF2DDR

0

W

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

モード4～6

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

0

W

不定

－

初期値

R/W

：

：

モード7

 
PFDDRは、8ビットのライト専用レジスタです。 
PFDDRのビット 7～2、0は、ポート Fの各端子の入出力をビットごとに指定します。リードは無

効です。リードすると不定値が読み出されます。 
PFDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、モード 4～6の場合 H'80に、モ

ード 7の場合 H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、PFDDRは直前の状態を
保持します。ソフトウェアスタンバイモードに遷移したとき、バス制御出力端子は出力状態を保持す
るか、ハイインピーダンス状態とするかを、SBYCRの OPEビットで選択します。 

PFDDRのビット 1は、リザーブビットです。 
 

(2) ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

7

－

0

R/W

6

PF6DR

0

R/W

5

PF5DR

0

R/W

4

PF4DR

0

R/W

3

PF3DR

0

R/W

0

PF0DR

0

R/W

2

PF2DR

0

R/W

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PFDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。 
PFDRのビット 6～2、0は、ポート Fの各端子（PF6～PF2,PF0）の出力データを格納します。 
PFDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフトウ

ェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
PFDRのビット 7、1は、リザーブビットです。ライト時は必ず 0としてください。 
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(3) ポート Fレジスタ（PORTF） 

7

PF7

－*

R

6

PF6

－*

R

5

PF5

－*

R

4

PF4

－*

R

3

PF3

－*

R

0

PF0

－*

R

2

PF2

－*

R

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PF7～PF2、PF0端子の状態により決定されます。
 

PORTFは、8ビットのリード専用レジスタです。PORTFのビット 7～2、0は、端子の状態を反映
します。ライトは無効です。ポート Fの各端子（PF7～PF2、PF0）の出力データのライトは必ず PFDR
に対して行ってください。 

PFDDRが 1にセットされているとき、ポート Fのリードを行うと PFDRの値をリードします。
PFDDRが 0にクリアされているとき、ポート Fのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

LCDドライバとして使用している端子をリードすると、不定値が読み出されます。 
PORTFは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PFDDR、PFDRが初期化される

ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 

PORTFのビット 1は、リザーブビットです。 
 

9.13.3 端子機能 
ポート Fは、LCDドライバの出力端子（SEG20～17）外部割り込み入力端子（IRQ2、IRQ3）、A/D

トリガ入力端子（ADTRG）、バス制御信号入出力端子（AS、RD、HWR、LWR、WAIT）、および
システムクロック（φ）出力端子と兼用になっています。モード 4～6とモード 7では端子機能が異
なります。ポート Fの端子機能を表 9.29に示します。 

表 9.29 ポート Fの端子機能 
端子 選択方法と端子機能 

PF7/φ PF7DDRビットにより、次のように切り替わります。 

PF7DDR

端子機能

1

φ出力

0

PF7入力
 

PF6/AS/ 
SEG20 
(H8S/2646、
H8S/2646R、
H8S/2645) 

PF6/AS/ 
SEG36 
(H8S/2648、
H8S/2648R、
H8S/2647) 

動作モードと SGS3～0の設定、PF6DDRビットにより次のように切り替わります。 

動作モード

SGS3～0の設定

PF6DDR

端子機能 H8S/2646、H8S/2646R、
H8S/2645
H8S/2648、H8S/2648R、
H8S/2647

SEG出力

－

SEG20出力

SEG36出力

ポート

－

AS出力

SEG出力

－

SEG20出力

SEG36出力

1

PF6出力

0

PF6入力

モード4～6 モード7

ポート
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端子 選択方法と端子機能 

PF5/RD/ 
SEG19 
(H8S/2646、
H8S/2646R、
H8S/2645) 

PF5/RD/ 
SEG35 
(H8S/2648、
H8S/2648R、
H8S/2647) 

動作モードと SGS3～0の設定、PF5DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

SGS3～0の設定

PF5DDR

端子機能 H8S/2646、H8S/2646R、
H8S/2645
H8S/2648、H8S/2648R、
H8S/2647

SEG出力

－

SEG19出力

SEG35出力

ポート

－

RD出力

SEG出力

－

SEG19出力

SEG35出力

1

PF5出力

0

PF5入力

モード4～6 モード7

ポート

 
PF4/HWR/ 
SEG18 
(H8S/2646、
H8S/2646R、
H8S/2645) 

PF4/HWR/ 
SEG34 
(H8S/2648、
H8S/2648R、
H8S/2647) 

動作モードと SGS3～0の設定、PF4DDRビットにより、次のように切り替わります。 

動作モード

SGS3～0の設定

PF4DDR

端子機能 H8S/2646、H8S/2646R、
H8S/2645
H8S/2648、H8S/2648R、
H8S/2647

SEG出力

－

SEG18出力

SEG34出力

ポート

－

HWR出力

SEG出力

－

SEG18出力

SEG34出力

1

PF4出力

0

PF4入力

モード4～6 モード7

ポート

 
PF3/LWR/ 
ADTRG/ 
IRQ3 

動作モードと TRGS1、TRGS0ビットおよび PF3DDRビットの組み合わせにより、次のように
切り替わります。 

動作モード

バスモード

PF3DDR

端子機能

16ビットバスモード

－

LWR出力

8ビットバスモード

0

PF3入力

1

PF3出力

0

PF3入力

1

PF3出力

モード4～6 モード7

－

ADTRG入力*1

IRQ3入力*2

 
【注】 *1 TRGS0＝TRGS1＝1のとき ADTRG入力となります。 
 *2 外部割り込み入力端子として使用する場合には、他の機能の入出力端子として使用し

ないでください。 
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端子 選択方法と端子機能 

PF2/ 
WAIT/ 
SEG17 
(H8S/2646、
H8S/2646R、
H8S/2645) 

PF2/ 
WAIT/ 
SEG33 
(H8S/2648、
H8S/2648R、
H8S/2647) 

動作モードと SGS3～0ビット、WAITEビット、および PF2DDRビットの組み合わせにより次
のように切り替わります。 

動作モード

SGS3～0の設定

WAITE

PF2DDR

端子
機能

SEG出力

－

－

SEG17出力

SEG33出力

0

PF2入力

1

PF2出力

0

PF2入力

1

PF2出力

1

－

WAIT入力

SEG出力

1

－

SEG17出力

SEG33出力

モード4～6 モード7

ポート

－

ポート

0

H8S/2646、
H8S/2646R、
H8S/2645
H8S/2648、
H8S/2648R、
H8S/2647

 
PF0/ 
IRQ2 

PF0DDRビットにより次のように切り替わります。 

PF0DDR

端子機能

0

PF0入力

1

PF0出力

IRQ2入力
 

 

9.14 ポート H 
9.14.1 概要 
ポート Hは、8ビットの入出力ポートです。ポート Hは、モータコントロール PWMタイマの出力

端子（PWM1A～PWM 1H）と兼用になっています。 
ポート Hの各端子の構成を図 9.13に示します。 

 

PH7（入出力）／PWM1H（出力）

PH6（入出力）／PWM1G（出力）

PH5（入出力）／PWM1F（出力）

PH4（入出力）／PWM1E（出力）

PH3（入出力）／PWM1D（出力）

PH2（入出力）／PWM1C（出力）

PH1（入出力）／PWM1B（出力）

PH0（入出力）／PWM1A（出力）

ポートH端子

｜
ポ
　
ト
H

 
図 9.13 ポート Hの端子機能 
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9.14.2 レジスタ構成 
表 9.30にポート Hのレジスタ構成を示します。 

 

表 9.30 ポート Hレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Hデータディレクションレジスタ PHDDR W H'00 H'FC20 

ポート Hデータレジスタ PHDR R/W H'00 H'FC24 

ポート Hレジスタ PORTH R 不定 H'FC28 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート Hデータディレクションレジスタ（PHDDR） 

7

PH7DDR

0

W

6

PH6DDR

0

W

5

PH5DDR

0

W

4

PH4DDR

0

W

3

PH3DDR

0

W

0

PH0DDR

0

W

2

PH2DDR

0

W

1

PH1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PHDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Hの各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PHDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、PHDDRは直前の状態を保持します。 
 

(2) ポート Hデータレジスタ（PHDR） 

7

PH7DR

0

R/W

6

PH6DR

0

R/W

5

PH5DR

0

R/W

4

PH4DR

0

R/W

3

PH3DR

0

R/W

0

PH0DR

0

R/W

2

PH2DR

0

R/W

1

PH1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PHDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Hの各端子（PH7～PH0）の出力
データを格納します。 

PHDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00ソフトウェアスタンバイモー
ドでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート Hレジスタ（PORTH） 

7

PH7

－*

R

6

PH6

－*

R

5

PH5

－*

R

4

PH4

－*

R

3

PH3

－*

R

0

PH0

－*

R

2

PH2

－*

R

1

PH1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PH7～PH0端子の状態により決定されます。
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PORTHは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ
ート Hの各端子（PH7～PH0）の出力データのライトは必ず PHDRに対して行ってください。 

PHDDRが 1にセットされているとき、ポート Hのリードを行うと PHDRの値をリードします。
PHDDRが 0にクリアされているとき、ポート Hのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTHは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PHDDR、PHDRが初期化される
ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
 

9.14.3 端子機能 
ポート Hは、モータコントロール PWMタイマの PWOCR1の OE1A～OE1Hと PHDDRの値によ

り、表 9.31に示すようにビットごとに端子機能が切り替わります。 

表 9.31 ポート Hの端子機能 
OE1A～OE1H 1 0 

PHDDR ─ 0 1 

端子機能 モータコントロール PWM 
タイマ出力 

PH7～0入力 PH7～0出力 

 

9.15 ポート J 
9.15.1 概要 
ポート Jは、8ビットの入出力ポートです。ポート Jは、モータコントロール PWMタイマの出力

端子（PWM2A～PWM2H）と兼用になっています。 
ポート Jの各端子の構成を図 9.14に示します。 

 

PJ7（入出力）／PWM2H（出力）

PJ6（入出力）／PWM2G（出力）

PJ5（入出力）／PWM2F（出力）

PJ4（入出力）／PWM2E（出力）

PJ3（入出力）／PWM2D（出力）

PJ2（入出力）／PWM2C（出力）

PJ1（入出力）／PWM2B（出力）

PJ0（入出力）／PWM2A（出力）

ポートJ端子

｜
ポ
　
ト
J

 
図 9.14 ポート Jの端子機能 
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9.15.2 レジスタ構成 
表 9.32にポート Jのレジスタ構成を示します。 

表 9.32 ポート Jレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Jデータディレクションレジスタ PJDDR W H'00 H'FC21 

ポート Jデータレジスタ PJDR R/W H'00 H'FC25 

ポート Jレジスタ PORTJ R 不定 H'FC29 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート Jデータディレクションレジスタ（PJDDR） 

7

PJ7DDR

0

W

6

PJ6DDR

0

W

5

PJ5DDR

0

W

4

PJ4DDR

0

W

3

PJ3DDR

0

W

0

PJ0DDR

0

W

2

PJ2DDR

0

W

1

PJ1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PJDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Jの各端子の入出力をビットごとに指定しま
す。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PJDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、PJDDRは直前の状態を保持します。 
 

(2) ポート Jデータレジスタ（PJDR） 

7

PJ7DR

0

R/W

6

PJ6DR

0

R/W

5

PJ5DR

0

R/W

4

PJ4DR

0

R/W

3

PJ3DR

0

R/W

0

PJ0DR

0

R/W

2

PJ2DR

0

R/W

1

PJ1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PJDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Jの各端子（PJ7～PJ0）の出力デー
タを格納します。 

PJDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは H'00、ソフトウェアスタンバイモー
ドでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート Jレジスタ（PORTJ） 

7

PJ7

－*

R

6

PJ6

－*

R

5

PJ5

－*

R

4

PJ4

－*

R

3

PJ3

－*

R

0

PJ0

－*

R

2

PJ2

－*

R

1

PJ1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PJ7～PJ0端子の状態により決定されます。
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PORTJは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポー
ト Jの各端子（PJ7～PJ0）の出力データのライトは必ず PJDRに対して行ってください。 

PJDDRが 1にセットされているとき、ポート Jのリードを行うと PJDRの値をリードします。PJDDR
が 0にクリアされているとき、ポート Jのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTJは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PJDDR、PJDRが初期化されるた
め、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持します。 
 

9.15.3 端子機能 
ポート Jは、モータコントロール PWMタイマの PWOCR2のOE2A～OE2Hと PJDDRの値により、

表 9.33に示すようにビットごとに端子機能が切り替わります。 

表 9.33 ポート Jの端子機能 
OE2A～OE2H 1 0 

PJDDR ─ 0 1 

端子機能 モータコントロール PWM 
タイマ出力 

PJ7～0入力 PJ7～0出力 

 

9.16 ポート K 
9.16.1 概要 
ポート Kは、2ビットの入出力ポートです。 
ポート Kの各端子の構成を図 9.15に示します。 

 

PK7（入出力）

PK6（入出力）

ポートK端子

｜
ポ
　
ト
K

 
図 9.15 ポート Kの端子機能 
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9.16.2 レジスタ構成 
表 9.34にポート Kのレジスタ構成を示します。 

表 9.34 ポート Kレジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

ポート Kデータディレクションレジスタ PKDDR W H'0 H'FC22 

ポート Kデータレジスタ PKDR R/W H'0 H'FC26 

ポート Kレジスタ PORTK R 不定 H'FC2A 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

(1) ポート Kデータディレクションレジスタ（PKDDR） 

7

PK7DDR

0

W

6

PK6DDR

0

W

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PKDDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート Kの各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

PKDDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00に初期化されます。ソフト
ウェアスタンバイモードでは、PKDDRは直前の状態を保持します。 
 

(2) ポート Kデータレジスタ（PKDR） 

7

PK7DR

0

R/W

6

PK6DR

0

R/W

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PKDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、ポート Kの各端子（PK7、PK6）の出力
データを格納します。 

PKDRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'00ソフトウェアスタンバイモー
ドでは、直前の状態を保持します。 
 

(3) ポート Kレジスタ（PORTK） 

7

PK7

－*

R

6

PK6

－*

R

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PF7、PF6端子の状態により決定されます。
 

 



 

9. I/Oポート 

9-64  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

PORTKは、8ビットのリード専用レジスタで、端子の状態を反映します。ライトは無効です。ポ
ート Kの各端子（PK7、PK6）の出力データのライトは必ず PKDRに対して行ってください。 

PKDDRが 1にセットされているとき、ポート Kのリードを行うと PKDRの値をリードします。
PKDDRが 0にクリアされているとき、ポート Kのリードを行うと端子の状態が読み出されます。 

PORTKは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、PKDDR、PKDRが初期化される
ため、端子の状態により決定されます。ソフトウェアスタンバイモードでは、直前の状態を保持しま
す。 
 

9.16.3 端子機能 
ポート Kは、PKDDRの値により、表 9.35に示すようにビットごとに端子機能が切り替わります。 

 

表 9.35 ポート Kの端子機能 
PKDDR 0 1 

端子機能 PK7、6入力 PK7、6出力 
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10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

10.1 概要 
本 LSIは、6チャネルの 16ビットタイマにより構成される 16ビットタイマパルスユニット（TPU）

を内蔵しています。 
 

10.1.1 特長 
■最大 16本のパルス入出力が可能 

• チャネル 0、3は各 4本、チャネル 1、2、4、5は各 2本、合計 16本のタイマジェネラルレ
ジスタ（TGR）を持ち、各レジスタ独立にアウトプットコンペア／インプットキャプチャレ
ジスタの設定が可能 

• チャネル 0、3の TGRC、TGRDは、バッファレジスタとして使用可能 

■各チャネルごとに 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

■各チャネルとも次の動作を設定可能 

• コンペアマッチによる波形出力 ：0出力、1出力、トグル出力が選択可能 
• インプットキャプチャ機能 ：立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が 

  選択可能 
• カウンタクリア動作 ：コンペアマッチ、インプットキャプチャによるカウンタ 

  クリアが可能 
• 同期動作 ：複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込みが可能 

コンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時クリ
アが可能 
カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力が可
能 

• PWMモード ：任意デューティの PWM出力が可能 
同期動作と組み合わせることにより、最大15相のPWM出
力が可能 

■チャネル 0、3はバッファ動作を設定可能 

• インプットキャプチャレジスタのダブルバッファ構成が可能 
• アウトプットコンペアレジスタの自動書き換えが可能 

■チャネル 1、2、4、5はおのおの独立に位相計数モードを設定可能 

• 2相エンコーダパルスのアップダウンカウントが可能 

■カスケード接続動作 

• チャネル 2（チャネル 5）の入力クロックを、チャネル 1（チャネル 4）のオーバフロー／ア
ンダフローにすることにより 32ビットカウンタとして動作 

■内部 16ビットバスによる高速アクセス 

• 16ビットバスインタフェースによる高速アクセスが可能 
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■26種類の割り込み要因 

• チャネル 0、3はコンペアマッチ／インプットキャプチャ兼用割り込み×4本、オーバフロー
割り込み×1本が独立に要求可能 

• チャネル 1、2、4、5はコンペアマッチ／インプットキャプチャ兼用割り込み×2本、オーバ
フロー割り込み×1本、アンダフロー割り込み×1本が独立に要求可能 

■レジスタのデータの自動転送が可能 

• データトランスファコントローラ（DTC）の起動により、ブロック転送、1ワードデータ転
送および 1バイトデータ転送が可能 

■プログラマブルパルスジェネレータ（PPG）の出力トリガを生成可能 

• チャネル 0～3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ信号を PPGの出力トリガとして使
用可能 

■A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 

• チャネル 0～5のコンペアマッチ A／インプットキャプチャ A信号を A/D変換器の変換開始
トリガとして使用可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値では TPUの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタの
アクセスが可能 

 
表 10.1に TPUの機能一覧を示します。 

表 10.1 TPU機能一覧 
項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

カウントクロック φ／1 
φ／4 
φ／16 
φ／64 
TCLKA 
TCLKB 
TCLKC 
TCLKD 

φ／1 
φ／4 
φ／16 
φ／64 
φ／256 
TCLKA 
TCLKB 

φ／1 
φ／4 
φ／16 
φ／64 
φ／1024 
TCLKA 
TCLKB 
TCLKC 

φ／1 
φ／4 
φ／16 
φ／64 
φ／256 
φ／1024 
φ／4096 
TCLKA 

φ／1 
φ／4 
φ／16 
φ／64 
φ／1024 
TCLKA 
TCLKC 

φ／1 
φ／4 
φ／16 
φ／64 
φ／256 
TCLKA 
TCLKC 
TCLKD 

ジェネラルレジス
タ 

TGR0A 
TGR0B 

TGR1A 
TGR1B 

TGR2A 
TGR2B 

TGR3A 
TGR3B 

TGR4A 
TGR4B 

TGR5A 
TGR5B 

ジェネラルレジス
タ／バッファレジ
スタ 

TGR0C 
TGR0D 

－ － TGR3C 
TGR3D 

－ － 

入出力端子 TIOCA0 
TIOCB0 
TIOCC0 
TIOCD0 

TIOCA1 
TIOCB1 

TIOCA2 
TIOCB2 

TIOCA3 
TIOCB3 
TIOCC3 
TIOCD3 

TIOCA4 
TIOCB4 

TIOCA5 
TIOCB5 

カウンタクリア 
機能 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3 チャネル 4 チャネル 5 

0出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

1出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

コンペア 
マッチ 
出力 トグル 

出力 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

インプットキャプ
チャ機能 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

同期動作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

PWMモード ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

位相計数モード － ◯ ◯ － ◯ ◯ 

バッファ動作 ◯ － － ◯ － － 

DTCの起動 TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGRの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

A/D変換開始 
トリガ 

TGR0Aの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR1Aの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR2Aの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR3Aの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR4Aの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR5Aの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

PPGトリガ TGR0A、 
TGR0Bの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR1A、 
TGR1Bの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR2A、 
TGR2Bの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

TGR3A、 
TGR3Bの 
コンペアマッ
チまたは 
インプット 
キャプチャ 

－ － 

割り込み要因 5要因 
• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 0A

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 0B

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 0C

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 0D

• オーバフロ
ー 

4要因 
• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 1A 

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 1B 

 
 
 
 
 
 
 
 
• オーバフロ
ー 

• アンダフロ
ー 

4要因 
• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 2A

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 2B

 
 
 
 
 
 
 
 
• オーバフロ
ー 

• アンダフロ
ー 

5要因 
• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 3A

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 3B

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 3C

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 3D

• オーバフロ
ー 

 

4要因 
• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 4A 

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 4B 

 
 
 
 
 
 
 
 
• オーバフロ
ー 

• アンダフロ
ー 

4要因 
• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 5A 

• コンペアマ
ッチ／イン
プットキャ
プチャ 5B 

 
 
 
 
 
 
 
 
• オーバフロ
ー 

• アンダフロ
ー 

【記号説明】 

 ◯ ：可能 

 － ：不可 
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10.1.2 ブロック図 
TPUのブロック図を図 10.1に示します。 
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【記号説明】
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TMDR
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：タイマモードレジスタ
：タイマI/Oコントロールレジスタ（H、L）
：タイマインタラプトイネーブルレジスタ
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図 10.1 TPUのブロック図 
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10.1.3 端子構成 
TPUの端子構成を表 10.2に示します。 

表 10.2 TPUの端子構成 
チャネル 名  称 略称 入出力 機  能 

クロック入力 A TCLKA 入力 外部クロック A入力端子 
（チャネル 1、5の位相計数モード A相入力） 

クロック入力 B TCLKB 入力 外部クロック B入力端子 
（チャネル 1、5の位相計数モード B相入力） 

クロック入力 C TCLKC 入力 外部クロック C入力端子 
（チャネル 2、4の位相計数モード A相入力） 

共通 

クロック入力 D TCLKD 入力 外部クロック D入力端子 
（チャネル 2、4の位相計数モード B相入力） 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ A0 

TIOCA0 入出力 TGR0Aのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ B0 

TIOCB0 入出力 TGR0Bのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ C0 

TIOCC0 入出力 TGR0Cのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

0 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ D0 

TIOCD0 入出力 TGR0Dのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ A1 

TIOCA1 入出力 TGR1Aのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

1 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ B1 

TIOCB1 入出力 TGR1Bのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ A2 

TIOCA2 入出力 TGR2Aのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

2 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ B2 

TIOCB2 入出力 TGR2Bのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ A3 

TIOCA3 入出力 TGR3Aのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ B3 

TIOCB3 入出力 TGR3Bのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ C3 

TIOCC3 入出力 TGR3Cのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

3 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ D3 

TIOCD3 入出力 TGR3Dのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ A4 

TIOCA4 入出力 TGR4Aのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

4 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ B4 

TIOCB4 入出力 TGR4Bのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ A5 

TIOCA5 入出力 TGR5Aのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 

5 

インプットキャプチャ／ 
アウトコンペアマッチ B5 

TIOCB5 入出力 TGR5Bのインプットキャプチャ入力／ 
アウトプットコンペア出力／PWM出力端子 
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10.1.4 レジスタ構成 
TPUのレジスタ構成を表 10.3に示します。 

表 10.3 レジスタ構成 
チャネル 名  称 略 称 R/W 初期値 アドレス*1 

タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 R/W H'00 H'FF10 

タイマモードレジスタ 0 TMDR0 R/W H'C0 H'FF11 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 0H TIOR0H R/W H'00 H'FF12 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 0L TIOR0L R/W H'00 H'FF13 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ0 TIER0 R/W H'40 H'FF14 

タイマステータスレジスタ 0 TSR0 R/(W) *2 H'C0 H'FF15 

タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'0000 H'FF16 

タイマジェネラルレジスタ 0A TGR0A R/W H'FFFF H'FF18 

タイマジェネラルレジスタ 0B TGR0B R/W H'FFFF H'FF1A 

タイマジェネラルレジスタ 0C TGR0C R/W H'FFFF H'FF1C 

0 

タイマジェネラルレジスタ 0D TGR0D R/W H'FFFF H'FF1E 

タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 R/W H'00 H'FF20 

タイマモードレジスタ 1 TMDR1 R/W H'C0 H'FF21 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 1 TIOR1 R/W H'00 H'FF22 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ1 TIER1 R/W H'40 H'FF24 

タイマステータスレジスタ 1 TSR1 R/(W) *2 H'C0 H'FF25 

タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'0000 H'FF26 

タイマジェネラルレジスタ 1A TGR1A R/W H'FFFF H'FF28 

1 

タイマジェネラルレジスタ 1B TGR1B R/W H'FFFF H'FF2A 

タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 R/W H'00 H'FF30 

タイマモードレジスタ 2 TMDR2 R/W H'C0 H'FF31 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 2 TIOR2 R/W H'00 H'FF32 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ2 TIER2 R/W H'40 H'FF34 

タイマステータスレジスタ 2 TSR2 R/(W) *2 H'C0 H'FF35 

タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H'0000 H'FF36 

タイマジェネラルレジスタ 2A TGR2A R/W H'FFFF H'FF38 

2 

タイマジェネラルレジスタ 2B TGR2B R/W H'FFFF H'FF3A 

タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'00 H'FE80 

タイマモードレジスタ 3 TMDR3 R/W H'C0 H'FE81 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 3H TIOR3H R/W H'00 H'FE82 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 3L TIOR3L R/W H'00 H'FE83 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ3 TIER3 R/W H'40 H'FE84 

タイマステータスレジスタ 3 TSR3 R/(W) *2 H'C0 H'FE85 

タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'0000 H'FE86 

タイマジェネラルレジスタ 3A TGR3A R/W H'FFFF H'FE88 

タイマジェネラルレジスタ 3B TGR3B R/W H'FFFF H'FE8A 

タイマジェネラルレジスタ 3C TGR3C R/W H'FFFF H'FE8C 

3 

タイマジェネラルレジスタ 3D TGR3D R/W H'FFFF H'FE8E 
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チャネル 名  称 略 称 R/W 初期値 アドレス*1 

タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 R/W H'00 H'FE90 

タイマモードレジスタ 4 TMDR4 R/W H'C0 H'FE91 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 4 TIOR4 R/W H'00 H'FE92 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ4 TIER4 R/W H'40 H'FE94 

タイマステータスレジスタ 4 TSR4 R/(W) *2 H'C0 H'FE95 

タイマカウンタ 4 TCNT4 R/W H'0000 H'FE96 

タイマジェネラルレジスタ 4A TGR4A R/W H'FFFF H'FE98 

4 

タイマジェネラルレジスタ 4B TGR4B R/W H'FFFF H'FE9A 

タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 R/W H'00 H'FEA0 

タイマモードレジスタ 5 TMDR5 R/W H'C0 H'FEA1 

タイマ I/Oコントロールレジスタ 5 TIOR5 R/W H'00 H'FEA2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ5 TIER5 R/W H'40 H'FEA4 

タイマステータスレジスタ 5 TSR5 R/(W) *2 H'C0 H'FEA5 

タイマカウンタ 5 TCNT5 R/W H'0000 H'FEA6 

タイマジェネラルレジスタ 5A TGR5A R/W H'FFFF H'FEA8 

5 

タイマジェネラルレジスタ 5B TGR5B R/W H'FFFF H'FEAA 

タイマスタートレジスタ TSTR R/W H'00 H'FEB0 

タイマシンクロレジスタ TSYR R/W H'00 H'FEB1 

共通 

モジュールストップコントロールレジスタA MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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10.2 各レジスタの説明 
10.2.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

7

CCLR2

0

R/W

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TCR0

チャネル3：TCR3

7

－

0

－

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TCR1

チャネル2：TCR2

チャネル4：TCR4

チャネル5：TCR5

 
TCRは各チャネルの TCNTを制御する 8ビットのレジスタです。TPUには、チャネル 0～5に各 1

本、計 6本の TCRがあります。TCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に
初期化されます。 

TCRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
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ビット 7、6、5：カウンタクリア 2、1、0（CCLR2、CCLR1、CCLR0） 

TCNTのカウンタクリア要因を選択します。 
 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

CCLR2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 TCNTのクリア禁止 （初期値） 0 

1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 

1 

1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア
で TCNTをクリア*1 

0 TCNTのクリア禁止 0 

1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

0, 3 

1 

1 

1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア
で TCNTをクリア*1 

 
ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

リザーブ*3 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 TCNTのクリア禁止 （初期値） 0 

1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

1, 2 
4, 5 

0 

1 

1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリア
で TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 TGRCまたは TGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優

先され、コンペアマッチ／インプットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。 

 *3 チャネル 1、2、4、5ではビット 7はリザーブです。リードすると常に 0が読み出されます。ライ

トは無効です。 

 

ビット 4、3：クロックエッジ 1、0（CKEG1、CKEG0） 

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウントすると、入力クロックの
周期が 1／2になります（例：φ／4の両エッジ＝φ／2の立ち上がりエッジ）。チャネル 1、2、4、
5で位相計数モードを使用する場合は、本設定は無視され、位相計数モードの設定が優先されます。 
 
ビット 4 ビット 3 

CKEG1 CKEG0 

説   明 

0 立ち上がりエッジでカウント （初期値） 0 

1 立ち下がりエッジでカウント 

1 － 両エッジでカウント 

【注】 内部クロックのエッジ選択は、入力クロックがφ／4もしくはそれより遅い場合に有効です。入力クロッ

クにφ／1、あるいは他のチャネルのオーバフロー／アンダフローを選択した場合は本設定は無視されま

す。 
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ビット 2、1、0：タイマプリスケーラ 2、1、0（TPSC2～TPSC0） 

TCNTのカウンタクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソースを選択することができ
ます。表 10.4に各チャネルごとに設定可能なクロックソース一覧を示します。 

表 10.4 TPUのクロックソース一覧 
内部クロック 外部クロック チャネル 

φ／1 φ／4 φ／16 φ／64 φ／256 φ／1024 φ／4096 TCLKA TCLKB TCLKC TCLKD 

他のチャネルの 

オーバフロー／ 

アンダフロー 

0 ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○ ○  

1 ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○ 

2 ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○   

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

4 ○ ○ ○ ○  ○  ○  ○  ○ 

5 ○ ○ ○ ○ ○   ○  ○ ○  

【記号説明】 

 ○ ：設定あり 

 空欄 ：設定なし 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 0 

1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：φ／64でカウント 

0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 0 

1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

0 

1 

1 

1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 0 

1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：φ／64でカウント 

0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 0 

1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

0 内部クロック：φ／256でカウント 

1 

1 

1 

1 TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカウント 

【注】 チャネル 1が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 0 

1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：φ／64でカウント 

0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 0 

1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

2 

1 

1 

1 内部クロック：φ／1024でカウント 

【注】 チャネル 2が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 0 

1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：φ／64でカウント 

0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 0 

1 内部クロック：φ／1024でカウント 

0 内部クロック：φ／256でカウント 

3 

1 

1 

1 内部クロック：φ／4096でカウント 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 0 

1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：φ／64でカウント 

0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 0 

1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

0 内部クロック：φ／1024でカウント 

4 

1 

1 

1 TCNT5のオーバフロー／アンダフローでカウント 

【注】 チャネル 4が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 0 

1 内部クロック：φ／4でカウント 

0 内部クロック：φ／16でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：φ／64でカウント 

0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 0 

1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

0 内部クロック：φ／256でカウント 

5 

1 

1 

1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

【注】 チャネル 5が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 

10.2.2 タイマモードレジスタ（TMDR） 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

BFB

0

R/W

4

BFA

0

R/W

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TMDR0

チャネル3：TMDR3

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TMDR1

チャネル2：TMDR2

チャネル4：TMDR4

チャネル5：TMDR5

 
TMDRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各チャネルの動作モードの設定を行いま

す。TPUには、各チャネル 1本、計 6本の TMDRがあります。TMDRは、リセットまたはハードウ
ェアスタンバイモード時に H'C0に初期化されます。 

TMDRの設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 

ビット 7、6：リザーブ 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 5：バッファ動作 B（BFB） 

TGRBを通常動作させるか、TGRBと TGRDを組み合わせてバッファ動作させるかを設定します。
TGRDをバッファレジスタとして使用した場合は、TGRDのインプットキャプチャ／アウトプットコ
ンペアは発生しません。 

TGRDを持たないチャネル 1、2、4、5ではこのビットはリザーブビットになります。リードする
と常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 5 

BFB 

説   明 

0 TGRBは通常動作 （初期値） 

1 TGRBと TGRDはバッファ動作 

 

ビット 4：バッファ動作 A（BFA） 

TGRAを通常動作させるか、TGRAと TGRCを組み合わせてバッファ動作させるかを設定します。
TGRCをバッファレジスタとして使用した場合は、TGRCのインプットキャプチャ／アウトプットコ
ンペアは発生しません。 

TGRCを持たないチャネル 1、2、4、5ではこのビットはリザーブビットになります。リードする
と常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 4 

BFA 

説   明 

0 TGRAは通常動作 （初期値） 

1 TGRAと TGRCはバッファ動作 

 

ビット 3～0：モード 3～0（MD3～MD0） 

MD3～MD0はタイマの動作モードを設定します。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

MD3*1 MD2*2 MD1 MD0 

説   明 

0 通常動作 （初期値） 0 

1 リザーブ 

0 PWMモード 1 

0 

1 

1 PWMモード 2 

0 位相計数モード 1 0 

1 位相計数モード 2 

0 位相計数モード 3 

0 

1 

1 

1 位相計数モード 4 

1 * * * － 
*：Don’t care 

【注】 *1 MD3はリザーブビットです。 

  ライト時には常に 0を書き込んでください。 

 *2 チャネル 0、3では、位相計数モードの設定はできません。 

  MD2には常に 0をライトしてください。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

10.2.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TIOR0H

チャネル1：TIOR1

チャネル2：TIOR2

チャネル3：TIOR3H

チャネル4：TIOR4

チャネル5：TIOR5

7

IOD3

0

R/W

6

IOD2

0

R/W

5

IOD1

0

R/W

4

IOD0

0

R/W

3

IOC3

0

R/W

0

IOC0

0

R/W

2

IOC2

0

R/W

1

IOC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TIOR0L

チャネル3：TIOR3L

【注】　TGRC、あるいはTGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、
　　　　バッファレジスタとして動作します。

 
TIORは TGRを制御する 8ビットのレジスタです。TPUには、チャネル 0、3に各 2本、チャネル

1、2、4、5に各 1本、計 8本の TIORがあります。TIORはリセットまたはハードウェアスタンバイ
モード時に H'00に初期化されます。 

TIORは TMDRの設定により影響を受けますので注意してください。 
TIORで指定した初期出力はカウンタ停止した（TSTRの CSTビットを 0にクリアした）状態で有

効になります。また、PWMモード 2の場合にはカウンタが 0にクリアされた時点での出力を指定し
ます。 
 

ビット 7～4：I/Oコントロール B3～0（IOB3～IOB0） 
 I/Oコントロール D3～0（IOD3～IOD0） 

IOB3～IOB0ビットは TGRBの機能を設定します。 
IOD3～IOD0ビットは TGRDの機能を設定します。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 
7 

ビット
6 

ビット
5 

ビット
4 

チャネル 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR0Bは
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCB0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

0 

1 

1 * * 

TGR0Bは
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル1／ 
カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ*1 

*：Don't care 

 
ビット 

7 
ビット

6 
ビット

5 
ビット

4 
チャネル 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR0Dは
アウトプット
コンペア 
レジスタ*2

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCD0端子

両エッジでインプットキャプチャ 

0 

1 

1 * * 

TGR0Dは
インプット
キャプチャ
レジスタ*2

キャプチャ入力元
はチャネル1／ 
カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ*1 

*：Don’t care 
【注】 *1 TCR1の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT1のカウントクロックにφ／1を使用した場

合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 TMDR0の BFBビットを 1にセットして TGR0Dをバッファレジスタとして使用した場合は、本設

定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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ビット 
7 

ビット
6 

ビット
5 

ビット
4 

チャネル 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR1Bは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCB1端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 

1 

1 * * 

TGR1Bは 
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はTGR0Cコンペ
アマッチ／インプ
ットキャプチャ 

TGR0Cのコンペアマッチ／ 
インプットキャプチャの発生で 
インプットキャプチャ 

*：Don't care 
 

ビット 
7 

ビット
6 

ビット
5 

ビット
4 

チャネル 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR2Bは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

2 

1 * 0 
1 

* 

TGR2Bは 
インプット
キャプチャ
レジスタ 

キャプチャ入力元
はTIOCB2端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don’t care 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 
7 

ビット
6 

ビット
5 

ビット
4 

チャネル 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR3Bは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCB3端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

3 

1 

1 * * 

TGR3Bは 
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル4／ 
カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ*1 

*：Don't care 

 
ビット 

7 
ビット

6 
ビット

5 
ビット

4 
チャネル 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR3Dは
アウトプット
コンペア 
レジスタ*2

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCD3端子

両エッジでインプットキャプチャ 

3 

1 

1 * * 

TGR3Dは
インプット
キャプチャ
レジスタ*2

キャプチャ入力元
はチャネル4／ 
カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ*1 

*：Don’t care 
【注】 *1 TCR4の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT4のカウントクロックにφ／1を使用した場

合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 TMDR3の BFBビットを 1にセットして TGR3Dをバッファレジスタとして使用した場合は、本設

定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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ビット 
7 

ビット
6 

ビット
5 

ビット
4 

 チャネル 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR4Bは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCB4端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

4 

1 

1 * * 

TGR4Bは 
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はTGR3Cコンペ
アマッチ／インプ
ットキャプチャ 

TGR3Cのコンペアマッチ／ 
インプットキャプチャの発生で 
インプットキャプチャ 

*：Don't care 
 

ビット 
7 

ビット
6 

ビット
5 

ビット
4 

 チャネル 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR5Bは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

5 

1 * 

1 * 

TGR5Bは 
インプット
キャプチャ
レジスタ 

キャプチャ入力元
はTIOCB5端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don't care 
 

ビット 3～0：I/Oコントロール A3～0（IOA3～IOA0） 

 I/Oコントロール C3～0（IOC3～IOC0） 

IOA3～IOA0は TGRAの機能を設定します。 
IOC3～IOC0は TGRCの機能を設定します。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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ビット 
3 

ビット
2 

ビット
1 

ビット
0 

チャネル 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR0Aは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCA0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

0 

1 

1 * * 

TGR0Aは 
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル1／ 
カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ 

*：Don't care 

 
ビット 

3 
ビット

2 
ビット

1 
ビット

0 
チャネル 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR0Cは
アウトプット
コンペア 
レジスタ*1

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCC0端子

両エッジでインプットキャプチャ 

0 

1 

1 * * 

TGR0Cは
インプット
キャプチャ
レジスタ*1

キャプチャ入力元
はチャネル1／ 
カウントクロック

TCNT1のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ 

*：Don't care 
【注】 *1 TMDR0の BFAビットを 1にセットして TGR0Cをバッファレジスタとして使用した場合は、本設

定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 
3 

ビット
2 

ビット
1 

ビット
0 

チャネル 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR1Aは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCA1端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 

1 

1 * * 

TGR1Aは 
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はTGR0Aコンペ
アマッチ／インプ
ットキャプチャ 

チャネル 0／TGR0Aの 
コンペアマッチ／ 
インプットキャプチャの発生で 
インプットキャプチャ 

*：Don't care 
 

ビット 
3 

ビット
2 

ビット
1 

ビット
0 

チャネル 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR2Aは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

2 

1 * 

1 * 

TGR2Aは 
インプット
キャプチャ
レジスタ 

キャプチャ入力元
はTIOCA2端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 
3 

ビット
2 

ビット
1 

ビット
0 

 チャネル 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR3Aは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCA3端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

3 

1 

1 * * 

TGR3Aは 
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はチャネル4／ 
カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ 

*：Don't care 

 
ビット 

3 
ビット

2 
ビット

1 
ビット

0 
チャネル 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR3Cは
アウトプット
コンペア 
レジスタ*1

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCC3端子

両エッジでインプットキャプチャ 

3 

1 

1 * * 

TGR3Cは
インプット
キャプチャ
レジスタ*1

キャプチャ入力元
はチャネル4／ 
カウントクロック

TCNT4のカウントアップ／ 
カウントダウンでインプット 
キャプチャ 

*：Don't care 
【注】 *1 TMDR3の BFAビットを 1にセットして TGR3Cをバッファレジスタとして使用した場合は、本設

定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 
3 

ビット
2 

ビット
1 

ビット
0 

チャネル 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR4Aは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

0 

1 * 

キャプチャ入力元
はTIOCA4端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

4 

1 

1 * * 

TGR4Aは 
インプット
キャプチャ
レジスタ キャプチャ入力元

はTGR3Aコンペ
アマッチ／インプ
ットキャプチャ 

TGR3Aのコンペアマッチ／ 
インプットキャプチャの発生で 
インプットキャプチャ 

*：Don't care 
 

ビット 
3 

ビット
2 

ビット
1 

ビット
0 

チャネル 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0

説   明 

0 出力禁止 （初期値） 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

初期出力は0出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 出力禁止 0 

1 コンペアマッチで 0出力 

0 コンペアマッチで 1出力 

0 

1 

1 

1 

TGR5Aは 
アウトプット
コンペア 
レジスタ 

初期出力は1出力

コンペアマッチでトグル出力 

0 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 0 

1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

5 

1 * 

1 * 

TGR5Aは 
インプット
キャプチャ
レジスタ 

キャプチャ入力元
はTIOCA5端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

*：Don't care 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

10.2.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCIEV

0

R/W

3

TGIED

0

R/W

0

TGIEA

0

R/W

2

TGIEC

0

R/W

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル0：TIER0

チャネル3：TIER3

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

TCIEU

0

R/W

4

TCIEV

0

R/W

3

－

0

－

0

TGIEA

0

R/W

2

－

0

－

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

チャネル1：TIER1

チャネル2：TIER2

チャネル4：TIER4

チャネル5：TIER5

 
TIERは 8ビットのレジスタで、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御します。TPUには、

各チャネル 1本、計 6本の TIERがあります。TIERは、リセットまたはハードウェアスタンバイモー
ド時に H'40に初期化されます。 
 

ビット 7：A/D変換開始要求イネーブル（TTGE） 

TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによる、A/D変換開始要求の発生を許可または禁
止します。 
 

ビット 7 

TTGE 

説   明 

0 A/D変換開始要求の発生を禁止 （初期値） 

1 A/D変換開始要求の発生を許可 

 

ビット 6：リザーブ 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 5：アンダフローインタラプトイネーブル（TCIEU） 

チャネル 1、2、4、5で TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TCFUフラグによる割り込
み要求（TCIU）を許可または禁止します。 
チャネル 0、3ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効で

す。 
 

ビット 5 

TCIEU 

説   明 

0 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止 （初期値） 

1 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可 

 

ビット 4：オーバフローインタラプトイネーブル（TCIEV） 

TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TCFVフラグによる割り込み要求（TCIV）を許可
または禁止します。 
 

ビット 4 

TCIEV 

説   明 

0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止 （初期値） 

1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可 

 

ビット 3：TGRインタラプトイネーブル D（TGIED） 

チャネル 0、3で TSRの TGFDビットが 1にセットされたとき、TGFDビットによる割り込み要求
（TGID）を許可または禁止します。 
チャネル 1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは

無効です。 
 

ビット 3 

TGIED 

説   明 

0 TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を禁止 （初期値） 

1 TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許可 

 

ビット 2：TGRインタラプトイネーブル C（TGIEC） 

チャネル 0、3で TSRの TGFCビットが 1にセットされたとき、TGFCビットによる割り込み要求
（TGIC）を許可または禁止します。 
チャネル 1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは

無効です。 
 

ビット 2 

TGIEC 

説   明 

0 TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を禁止 （初期値） 

1 TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許可 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 1：TGRインタラプトイネーブル B（TGIEB） 

TSRの TGFBビットが 1にセットされたとき、TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可
または禁止します。 
 

ビット 1 

TGIEB 

説   明 

0 TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を禁止 （初期値） 

1 TGFBビットによる割り込み要求（TGIB）を許可 

 

ビット 0：TGRインタラプトイネーブル A（TGIEA） 

TSRの TGFAビットが 1にセットされたとき、TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可
または禁止します。 
 

ビット 0 

TGIEA 

説   明 

0 TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止 （初期値） 

1 TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

10.2.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCFV

0

R/(W)*

3

TGFD

0

R/(W)*

0

TGFA

0

R/(W)*

2

TGFC

0

R/(W)*

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

チャネル0：TSR0

チャネル3：TSR3

7

TCFD

1

R

6

－

1

－

5

TCFU

0

R/(W)*

4

TCFV

0

R/(W)*

3

－

0

－

0

TGFA

0

R/(W)*

2

－

0

－

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

チャネル1：TSR1

チャネル2：TSR2

チャネル4：TSR4

チャネル5：TSR5

 
TSRは 8ビットのレジスタで、各チャネルのステータスの表示を行います。TPUには、各チャネ

ル 1本、計 6本の TSRがあります。TSRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'C0
に初期化されます。 
 

ビット 7：カウント方向フラグ（TCFD） 

チャネル 1、2、4、5の TCNTのカウント方向を示すステータスフラグです。 
チャネル 0、3ではリザーブビットです。リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効で

す。 
 

ビット 7 

TCFD 

説   明 

0 TCNTはダウンカウント 

1 TCNTはアップカウント （初期値） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 6：リザーブ 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 5：アンダフローフラグ（TCFU） 

チャネル 1、2、4、5が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフ
ラグです。 
チャネル 0、3ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効で

す。 
 

ビット 5 

TCFU 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
 TCFU＝1の状態で TCFUをリード後、TCFUに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
 TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき 

 

ビット 4：オーバフローフラグ（TCFV） 

TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 

TCFV 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
 TCFV＝1の状態で TCFVをリード後、TCFVに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
 TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 3：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ D（TGFD） 

チャネル 0、3の TGRDのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ
ラグです。 
チャネル 1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは

無効です。 
 

ビット 3 

TGFD 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）TGID割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 
（2）TGFD＝1の状態で TGFDをリード後、TGFDに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
（1）TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、 

TCNT＝TGRDになったとき 
（2）TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、 

インプットキャプチャ信号により TCNTの値が TGRDに転送されたとき 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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ビット 2：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ C（TGFC） 

チャネル 0、3の TGRCのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ
ラグです。 
チャネル 1、2、4、5ではリザーブビットです。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは

無効です。 
 

ビット 2 

TGFC 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）TGIC割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 
（2）TGFC＝1の状態で TGFCをリード後、TGFCに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
（1）TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、 

TCNT＝TGRCになったとき 
（2）TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、 

インプットキャプチャ信号により TCNTの値が TGRCに転送されたとき 

 

ビット 1：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ B（TGFB） 

TGRBのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 

TGFB 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）TGIB割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 
（2）TGFB＝1の状態で TGFBをリード後、TGFBに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
（1）TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、 

TCNT＝TGRBになったとき 
（2）TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、 

インプットキャプチャ信号により TCNTの値が TGRBに転送されたとき 

 

ビット 0：インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ A（TGFA） 

TGRAのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 

TGFA 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）TGIA割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0のとき 
（2）TGFA＝1の状態で TGFAをリード後、TGFAに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
（1）TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、 

TCNT＝TGRAになったとき 
（2）TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、 

インプットキャプチャ信号により TCNTの値が TGRAに転送されたとき 
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10.2.6 タイマカウンタ（TCNT） 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

チャネル0：TCNT0（アップカウンタ）

チャネル1：TCNT1（アップ／ダウンカウンタ*）

チャネル2：TCNT2（アップ／ダウンカウンタ*）

チャネル3：TCNT3（アップカウンタ）

チャネル4：TCNT4（アップ／ダウンカウンタ*）

チャネル5：TCNT5（アップ／ダウンカウンタ*）

【注】*

 

位相計数モード（および位相計数モードの他のチャネルのオーバフロー／アンダ

フローのカウント時）のみアップ／ダウンカウンタとして使用できます。それ以

外の場合はアップカウンタになります。
 

TCNTは 16ビットのカウンタです。各チャネルに 1本、計 6本の TCNTがあります。 
TCNTは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時にH'0000に初期化されます。 
TCNTの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 

 

10.2.7 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
 

TGRは 16ビットのアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタです。チャネル
0、3に各 4本、チャネル 1、2、4、5に各 2本、計 16本のジェネラルレジスタがあります。チャネ
ル 0、3の TGRCと TGRDは、バッファレジスタとして動作設定することができます＊。TGRはリセ
ットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFFFに初期化されます。 

TGRの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 
【注】 * TGRとバッファレジスタの組み合わせは、TGRA－TGRC、TGRB－TGRDになります。 
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10.2.8 タイマスタートレジスタ（TSTR） 

7

－

0

－

6

－

0

－

5

CST5

0

R/W

4

CST4

0

R/W

3

CST3

0

R/W

0

CST0

0

R/W

2

CST2

0

R/W

1

CST1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

TSTRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、チャネル 0～5の TCNTの動作／停止を選
択します。TSTRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 

TMDRへ動作モードを設定する場合や TCRへ TCNTのカウントクロックを設定する場合は、TCNT
のカウンタ動作を停止してから行ってください。 
 

ビット 7、6：リザーブビット 

ライト時は必ず 0を書き込んでください。 
 

ビット 5～0：カウンタスタート 5～0（CST5～CST0） 

TCNTの動作または停止を選択します。 
 

ビット n 

CSTn 

説   明 

0 TCNTnのカウント動作は停止 （初期値） 

1 TCNTnはカウント動作 
（n＝5～0） 

【注】 TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは停止しますが、TIOC端子

のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。CSTビットが0の状態でTIORへのライトを行うと、

設定した初期出力値に端子の出力レベルが更新されます。 

 

10.2.9 タイマシンクロレジスタ（TSYR） 

7

－

0

－

6

－

0

－

5

SYNC5

0

R/W

4

SYNC4

0

R/W

3

SYNC3

0

R/W

0

SYNC0

0

R/W

2

SYNC2

0

R/W

1

SYNC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

TSYRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、チャネル 0～5の TCNTの独立動作または
同期動作を選択します。対応するビットを 1にセットしたチャネルが同期動作を行います。 

TSYRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。 
 

ビット 7、6：リザーブビット 

ライト時は必ず 0を書き込んでください。 
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ビット 5～0：タイマ同期 5～0（SYNC5～SYNC0） 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 
同期動作を選択すると、複数の TCNTの同期プリセット*1や、他チャネルのカウンタクリアによる

同期クリア*2が可能となります。 
 

ビット n 

SYNCn 

説   明 

0 TCNTnは独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャネルと無関係） （初期値） 

1 TCNTnは同期動作 
TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能 

（n＝5～0） 
【注】 *1 同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要があります。 

 *2 同期クリアの設定には、SYNCビットのほかに TCRの CCLR2～CCLR0ビットで、TCNTのクリア

要因を設定する必要があります。 

 

10.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPA7

0

R/W

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行
います。 

MSTPA5ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で TPUは動作を停止してモジュー
ルストップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはでき
ません。詳細は、「22.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。ソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 5：モジュールストップ（MSTPA5） 

TPUのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 5 

MSTPA5 

説   明 

0 TPUのモジュールストップモード解除 

1 TPUのモジュールストップモード設定 （初期値） 
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10.3 バスマスタとのインタフェース 
10.3.1 16ビットレジスタ 

TCNT、TGRは 16ビットのレジスタです。バスマスタとの間のデータバスは 16ビット幅なので、
16ビット単位でのリード／ライトが可能です。 

8ビット単位でのリード／ライトはできません。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 
16ビットレジスタのアクセス動作例を図 10.2に示します。 

 

バス
インタフェース

H
内部データバス

L

バ
ス
マ
ス
タ

モジュール
データバス

TCNTH TCNTL
 

図 10.2 16ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCNT（16ビット）） 

 

10.3.2 8ビットレジスタ 
TCNT、TGR以外のレジスタは 8ビットのレジスタです。CPUとの間のデータバスは 16ビット幅

なので、16ビット単位でのリード／ライトが可能です。また、8ビット単位でのリード／ライトもで
きます。 

8ビットレジスタのアクセス動作例を図 10.3、図 10.4、図 10.5に示します。 
 

バス
インタフェース

H
内部データバス

L

バ
ス
マ
ス
タ

モジュール
データバス

TCR
 

図 10.3 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCR（上位 8ビット）） 
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バス
インタフェース
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内部データバス

L

バ
ス
マ
ス
タ

モジュール
データバス

TMDR
 

図 10.4 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TMDR（下位 8ビット）） 

 

バス
インタフェース

H
内部データバス

L

バ
ス
マ
ス
タ

モジュール
データバス

TCR TMDR
 

図 10.5 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ←→TCR、TMDR（16ビット）） 

 

10.4 動作説明 
10.4.1 概要 
各モードの動作概要を以下に示します。 

 

(1) 通常動作 

各チャネルには、TCNTと TGRがあります。TCNTは、アップカウント動作を行い、フリーラン
ニング動作、周期カウント動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 

TGRは、それぞれインプットキャプチャレジスタまたはアウトプットコンペアレジスタとして使
用することができます。 
 

(2) 同期動作 

同期動作を設定したチャネルの TCNTは、同期プリセット動作を行います。すなわち、同期動作に
設定されたチャネルのうち任意の TCNTを書き換えると、他のチャネルの TCNTも同時に書き換えら
れます。また、同期動作に設定させれた複数のチャネルの TSYRのタイマ同期ビットの設定により、
TCNTの同期クリアが可能です。 
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(3) バッファ動作 

(a) TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると対応するチャネルのバッファレジスタの値が TGRに転送されます。 
 

(b) TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値が TGRに転送されると同時に、それまで格納さ
れていた TGRの値がバッファレジスタに転送されます。 
 

(4) カスケード接続動作 

チャネル 1カウンタ（TCNT1）とチャネル 2カウンタ（TCNT2）またはチャネル 4カウンタ（TCNT4）
とチャネル 5カウンタ（TCNT5）を接続して 32ビットカウンタとして動作させることができます。 
 

(5) PWMモード 

PWM波形を出力するモードです。出力レベルは TIORにより設定できます。 
各 TGRの設定により、デューティ 0～100％の PWM波形が出力できます。 

 

(6) 位相計数モード 

チャネル 1、2、4、5で外部クロック入力端子から入力される 2つのクロックの位相を検出して、
TCNTをアップ／ダウンさせるモードです。位相計数モードに設定すると、対応する TCLK端子はク
ロック入力となり、また TCNTはアップ／ダウンカウント動作を行います。 

2相エンコーダパルスの入力として使用できます。 
 

10.4.2 基本機能 
(1) カウンタの動作 

TSTRの CST0～CST5ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開
始します。フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。 
 

(a) カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 10.6に示します。 
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カウンタクロックの選択

動作選択

カウンタクリア要因の選択

周期カウンタ

周期設定

アウトプットコンペア
レジスタの選択

カウント動作開始

〈周期カウンタ〉

［1］

［2］

［4］

［3］

［5］

フリーランニングカウンタ

カウント動作開始

〈フリーランニングカウンタ〉

［5］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0
ビットでカウンタクロッ
クを選択してください。
同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力ク
ロックのエッジを選択し
てください。

［2］周期カウント動作の場合
TCRのCCLR2～CCLR0
ビットでTCNTのクリア
要因とするTGRを選択し
てください。

［3］［2］で選択したTGRを
TIORにより、アウトプ
ットコンペアレジスタに
設定してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに
周期カウンタの周期を設
定してください。

［5］TSTRのCSTビットを1に
セットしてカウント動作
を開始してください。

 
図 10.6 カウンタ動作設定手順例 

 

(b) フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

TPUの TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRの
対応するビットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始し
ます。TCNTがオーバフロー(H'FFFF→H'0000)すると、TSRの TCFVビットが 1にセットされます。
このとき、対応する TIERの TCIEVビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはオー
バフロー後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 
フリーランニングカウンタの動作を図 10.7に示します。 
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TCNTの値

H'FFFF

H'0000

CSTビット

TCFV

時間

 
図 10.7 フリーランニングカウンタの動作 

 
TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNTは周期カウン

ト動作を行います。周期設定用の TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCRの CCLR2
～CCLR0ビットによりコンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRの対応す
るビットを 1にセットすると、周期カウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が
TGRの値と一致すると、TSRの TGFビットが 1にセットされ、TCNTは H'0000にクリアされます。 
このとき対応する TIERの TGIEビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはコン

ペアマッチ後、H'0000からアップカウント動作を継続します。 
周期カウンタの動作を図 10.8に示します。 

 

TCNTの値

TGR

H'0000

CSTビット

TGF

時間

TGRのコンペアマッチで
カウンタクリア

ソフトウェアまたはDTC
の起動によるフラグクリア

 
図 10.8 周期カウンタの動作 
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(2) コンペアマッチによる波形出力機能 

TPUは、コンペアマッチにより対応する出力端子から 0出力／1出力／トグル出力を行うことがで
きます。 
 

(a) コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 10.9に示します。 
 

波形出力モードの選択

出力選択

出力タイミングの設定

カウント動作開始

〈波形出力〉

［1］

［2］

［3］

［1］ TIORにより初期値の0出力／1出
力とコンペアマッチ出力値の0出
力／1出力／トグル出力を選択し
てください。最初のコンペアマ
ッチが発生するまでの期間、
TIOC端子には設定した初期値が
出力されます。

［2］ TGRにコンペアマッチを発生さ
せるタイミングを設定してくだ
さい。

［3］ TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 
図 10.9 コンペアマッチによる波形出力動作例 

 

(b) 波形出力動作例 

0出力／1出力例を図 10.10に示します。 
TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力、コンペアマッチ B

により 0出力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合に
は、端子のレベルは変化しません。 
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TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCA

TIOCB

時間

TGRA

TGRB

変化しません 変化しません

変化しません 変化しません

1出力

0出力

 
図 10.10 0出力／1出力の動作例 

 
トグル出力の例を図 10.11に示します。 
TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ A、B

ともトグル出力となるように設定した場合の例です。 
 

TCNTの値

H'FFFF

H'0000

TIOCB

TIOCA

時間

TGRB

TGRA

トグル出力

トグル出力

TGRBのコンペアマッチでカウンタクリア

 
図 10.11 トグル出力の動作例 

 

(3) インプットキャプチャ機能 

TIOC端子の入力エッジを検出して TCNTの値を TGRに転送することができます。 
検出エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。また、チャネル

0、1、3、4は別のチャネルのカウンタ入力クロックやコンペアマッチ信号をインプットキャプチャ
の要因とすることもできます。 
【注】  チャネル 0、3で別のチャネルのカウンタ入力クロックをインプットキャプチャ入力とする

場合は、インプットキャプチャ入力とするカウンタ入力クロックにφ／1を選択しないでく
ださい。φ／1を選択した場合は、インプットキャプチャは発生しません。 

 

(a) インプットキャプチャ動作の設定手順例 

インプットキャプチャ動作の設定手順例を図 10.12に示します。 
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インプットキャプチャ入力の選択

入力選択

カウント動作開始

〈インプットキャプチャ動作〉

［1］

［2］

［1］TIORによりTGRをインプットキ
ャプチャレジスタに設定し、イン
プットキャプチャ要因と入力信号
のエッジを立ち上がりエッジ／立
ち下がりエッジ／両エッジから選
択してください。

［2］TSTRのCSTビットを1にセットし
てカウント動作を開始してくださ
い。

 
図 10.12 インプットキャプチャ動作の設定例 

 

(b) インプットキャプチャ動作例 

インプットキャプチャ動作例を図 10.13に示します。 
TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち上がり／立ち下がりの両エッジ、また

TIOCB端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち下がりエッジを選択し、TCNTは TGRBのイ
ンプットキャプチャでカウンタクリアされるように設定した場合の例です。 
 

TCNTの値

H'0180

H'0000

TIOCA

TGRA

時間

H'0010

H'0005

TIOCBの入力（立ち下がりエッジ）
でカウンタクリア

H'0160

H'0005 H'0160 H'0010

TGRB H'0180

TIOCB

 
図 10.13 インプットキャプチャ動作例 
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10.4.3 同期動作 
同期動作は、複数の TCNTの値を同時に書き換えることができます（同期プリセット）。また、TCR

の設定により複数の TCNTを同時にクリアすることができます（同期クリア）。 
同期動作により、1つのタイムベースに対して TGRを増加することができます。 
チャネル 0～5はすべて同期動作の設定が可能です。 

 

(1) 同期動作の設定手順例 

同期動作の設定手順例を図 10.14に示します。 
 

同期動作の設定

同期動作選択

TCNTの設定

同期プリセット

〈同期プリセット〉

［1］

［2］

同期クリア

カウンタクリア要因の選択

〈カウンタクリア〉

［3］

カウント動作の開始 ［5］

カウンタ同期クリア設定

〈同期クリア〉

［4］

カウント動作の開始 ［5］

クリア要因発生
チャネル？

No

Yes

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

同期動作に設定するチャネルに対応したTSYRのSYNCビットを1にセットしてください。

同期動作に設定したチャネルのいずれかのTCNTにライトすると、他のTCNTにも同じ値が同
時にライトされます。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアなどで
TCNTをクリアするように設定してください。

TCRのCCLR2～CCLR0ビットで、カウンタクリア要因を同期クリアに設定してください。

対象となるチャネルに対応するTSTRのCSTビットを1にセットしてカウント動作を開始して
ください。

 
図 10.14 同期動作の設定手順例 
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(2) 同期動作の例 

同期動作の例を図 10.15に示します。 
チャネル 0～2を同期動作かつPWMモード 1に設定し、チャネル 0のカウンタクリア要因をTGR0B

のコンペアマッチ、またチャネル 1、2のカウンタクリア要因を同期クリアに設定した場合の例です。 
3相の PWM波形を TIOC0A、TIOC1A、TIOC2A端子から出力します。このとき、チャネル 0～2

の TCNTは同期プリセット、TGR0Bのコンペアマッチによる同期クリアを行い、TGR0Bに設定した
データが PWM周期となります。 

PWMモードについては、「10.4.6 PWMモード」を参照してください。 
 

TCNT0～TCNT2の値

H'0000

TIOC0A

TIOC1A

時間

TGR0B

TGR0Bのコンペアマッチで同期クリア

TGR2A

TGR1A

TGR2B

TGR0A

TGR1B

TIOC2A

 
図 10.15 同期動作の動作例 

 

10.4.4 バッファ動作 
バッファ動作は、チャネル 0、3が持つ機能です。TGRCと TGRDをバッファレジスタとして使用

することができます。 
バッファ動作は、TGRをインプットキャプチャレジスタに設定した場合と、コンペアマッチレジ

スタに設定した場合のそれぞれで動作内容が異なります。 
表 10.5にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。 

表 10.5 レジスタの組み合わせ 
チャネル タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

TGR0A TGR0C 0 

TGR0B TGR0D 

TGR3A TGR3C 3 

TGR3B TGR3D 
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・TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジ
スタに転送されます。 
この動作を図 10.16に示します。 

 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT比較器

コンペアマッチ信号

 
図 10.16 コンペアマッチバッファ動作 

 

・TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値を TGRに転送すると同時に、それまで格納され
ていたタイマジェネラルレジスタの値をバッファレジスタに転送します。 
この動作を図 10.17に示します。 

 

バッファ
レジスタ

タイマジェネラル
レジスタ

TCNT

インプット
キャプチャ信号

 
図 10.17 インプットキャプチャバッファ動作 

 

(1) バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 10.18に示します。 
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TGRの機能の選択

バッファ動作

バッファ動作の設定

カウント動作開始

〈バッファ動作〉

［1］

［2］

［3］

［1］TIORによりTGRをインプットキャプチャ
レジスタまたはアウトプットコンペアレ
ジスタに設定してください。

［2］TMDRのBFA、BFBビットにより、TGR
をバッファ動作に設定してください。

［3］TSTRのCSTビットを1にセットしてカウ
ント動作を開始してください。

 
図 10.18 バッファ動作の設定手順例 

 

(2) バッファ動作例 

(a) TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を
図 10.19に示します。TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、
コンペアマッチ Bで 0出力に設定した例です。 
バッファ動作が設定されているため、コンペアマッチAが発生すると出力を変化させると同時に、

バッファレジスタ TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TGRAに転送されます。この動作は、コ
ンペアマッチ Aが発生するたびに繰り返されます。 

PWMモードについては、「10.4.6 PWMモード」を参照してください。 
 

TCNTの値

TGR0B

H'0000

TGR0C

時間

TGR0A

H'0200 H'0520

TIOCA

H'0200

H'0450 H'0520

H'0450

TGR0A H'0450H'0200

転送

 
図 10.19 バッファ動作例（1） 
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(b) TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

TGRAをインプットキャプチャレジスタに設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定したとき
の動作例を図 10.20に示します。 

TCNTは TGRAのインプットキャプチャでカウンタクリア、TIOCA端子のインプットキャプチャ
入力エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジの両エッジが選択されています。 
バッファ動作が設定されているため、インプットキャプチャ Aにより TCNTの値が TGRAに格納

されると同時に、それまで TGRAに格納されていた値が TGRCに転送されます。 
 

TCNTの値

H'09FB

H'0000

TGRC

時間

H'0532

TIOCA

TGRA H'0F07H'0532

H'0F07

H'0532

H'0F07

H'09FB

 
図 10.20 バッファ動作例（2） 

 

10.4.5 カスケード接続動作 
カスケード接続動作は、2チャネルの 16ビットカウンタを接続して 32ビットカウンタとして動作

させる機能です。 
この機能は、チャネル 1（チャネル 4）のカウンタクロックを TCRの TPSC2～TPSC0ビットで TCNT2

（TCNT5）のオーバフロー／アンダフローでカウントに設定することにより動作します。 
アンダフローが発生するのは、下位 16ビットの TCNTが位相計数モードのときのみです。 
表 10.6にカスケード接続の組み合わせを示します。 

【注】  チャネル 1、4を位相計数モードに設定した場合は、カウンタクロックの設定は無効となり、
独立して位相計数モードで動作します。 

表 10.6 カスケード接続組み合わせ 
組み合わせ 上位 16ビット 下位 16ビット 

チャネル 1とチャネル 2 TCNT1 TCNT2 

チャネル 4とチャネル 5 TCNT4 TCNT5 
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(1) カスケード接続動作の設定手順例 

カスケード接続動作の設定手順例を図 10.21に示します。 
 

カスケード接続設定

カスケード接続動作

カウンタ動作開始

〈カスケード接続動作〉

［1］

［2］

［1］チャネル1（チャネル4）のTCRの
TPSC2～TPSC0ビットをB'111に
設定して、TCNT2（TCNT5）の
オーバフロー／アンダフローでカ
ウントを選択してください。

［2］上位、下位のチャネルに対応する
TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してくだ
さい。

 
図 10.21 カスケード接続動作設定手順 

 

(2) カスケード接続動作例 

TCNT1は TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカウント、TGR1Aと TGR2Aをインプットキ
ャプチャレジスタに設定し、TIOC端子の立ち上がりエッジを選択したときの動作を図 10.22に示し
ます。 

TIOCA1端子と TIOCA2端子に立ち上がりエッジを同時に入力することにより、TGR1Aに上位 16
ビット、TGR2Aに下位 16ビットの 32ビットデータが転送されます。 
 

TCNT2
クロック

TCNT2 H'FFFF H'0000 H'0001

TIOCA1,
TIOCA2

TGR1A H'03A2

TGR2A H'0000

TCNT1
クロック

TCNT1 H'03A1 H'03A2

 
図 10.22 カスケード接続動作例（1） 
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TCNT1は TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカウント、チャネル 2を位相計数モードに設定
したときの動作を図 10.23に示します。 

TCNT1は、TCNT2のオーバフローでアップカウント、TCNT2のアンダフローでダウンカウントさ
れます。 
 

TCLKA

TCNT2 FFFD

TCNT1 0001

TCLKB

FFFE FFFF 0000 0001 0002 0001 0000 FFFF

0000 0000
 

図 10.23 カスケード接続動作例（2） 

 

10.4.6 PWMモード 
PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力します。各 TGRのコンペアマッチによる出

力レベルは 0出力／1出力／トグル出力の中から選択可能です。 
TGRのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、そのレジスタに周期を設定する

ことができます。全チャネル独立に PWMモードに設定できます。同期動作も可能です。 
PWMモードは次に示す 2種類あります。 

 

(a) PWMモード 1 

TGRAと TGRB、TGRCと TGRDをペアで使用して、TIOCA、TIOCC端子から PWM出力を生成
します。TIOCA、TIOCC端子からコンペアマッチ A、Cによって TIORの IOA3～IOA0、IOC3～IOC0
ビットで指定した出力を、また、コンペアマッチ B、Dによって TIORの IOB3～IOB0、IOD3～IOD0
ビットで指定した出力を行います。初期出力値は TGRA、TGRCに設定した値になります。ペアで使
用する TGRの設定値が同一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 1では、最大 8相の PWM出力が可能です。 
 

(b) PWMモード 2 

TGRの 1本を周期レジスタ、他のTGRをデューティレジスタに使用して PWM出力を生成します。
コンペアマッチによって、TIORで指定した出力を行います。また、同期レジスタのコンペアマッチ
によるカウンタのクリアで各端子の出力値は TIORで設定した初期値が出力されます。周期レジスタ
とデューティレジスタの設定値が同一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 2では、同期動作と併用することにより最大 15相の PWM出力が可能です。 
 
PWM出力端子とレジスタの対応を表 10.7に示します。 
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表 10.7 各 PWM出力のレジスタと出力端子 
出力端子 チャネル レジスタ 

PWMモード 1 PWMモード 2 

TGR0A TIOCA0 

TGR0B 

TIOCA0 

TIOCB0 

TGR0C TIOCC0 

0 

TGR0D 

TIOCC0 

TIOCD0 

TGR1A TIOCA1 1 

TGR1B 

TIOCA1 

TIOCB1 

TGR2A TIOCA2 2 

TGR2B 

TIOCA2 

TIOCB2 

TGR3A TIOCA3 

TGR3B 

TIOCA3 

TIOCB3 

TGR3C TIOCC3 

3 

TGR3D 

TIOCC3 

TIOCD3 

TGR4A TIOCA4 4 

TGR4B 

TIOCA4 

TIOCB4 

TGR5A TIOCA5 5 

TGR5B 

TIOCA5 

TIOCB5 

【注】 PWMモード 2のとき、周期を設定した TGRの PWM出力はできません。 

 

(2) PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 10.24に示します。 
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カウンタクロックの選択

PWMモード

カウンタクリア要因の選択

波形出力レベルの選択

〈PWMモード〉

［1］

［2］

［3］

TGRの設定 ［4］

PWMモードの設定 ［5］

カウント動作開始 ［6］

［1］TCRのTPSC2～TPSC0ビットで
カウンタクロックを選択してく
ださい。同時にTCRのCKEG1、
CKEG0ビットで入力クロックの
エッジを選択してください。

［2］TCRのCCLR2～CCLR0ビットで
TCNTのクリア要因とするTGR
を選択してください。

［3］TIORによりアウトプットコンペ
アレジスタに設定し、初期値と
出力値を選択してください。

［4］ ［2］で選択したTGRに周期を設
定し、他のTGRにデューティを
設定してください。

［5］TMDRのMD3～MD0ビットで
PWMモードを選択してくださ
い。

［6］TSTRのCSTビットを1にセット
してカウント動作を開始してく
ださい。

 
図 10.24 PWMモードの設定手順例 

 

(3) PWMモードの動作例 

PWMモード 1の動作例を図 10.25に示します。 
この図は、TCNTのクリア要因を TGRAのコンペアマッチとし、TGRAの初期出力値と出力値を 0、

TGRBの出力値を 1に設定した場合の例です。 
この場合、TGRAに設定した値が周期となり、TGRBに設定した値がデューティになります。 

 

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

TGRAのコンペアマッチで
カウンタクリア

 
図 10.25 PWMモードの動作例（1） 
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PWMモード 2の動作例を図 10.26に示します。 
この図は、チャネル 0と 1を同期動作させ、TCNTのクリア要因を TGR1Bのコンペアマッチとし、

他の TGR（TGR0A～TGR0D、TGR1A）の初期出力値を 0、出力値を 1に設定して 5相の PWM波形
を出力させた場合の例です。 
この場合、TGR1Bに設定した値が周期となり、他の TGRに設定した値がデューティになります。 

 

TCNTの値

TGR1B

H'0000

TIOCA0

TGRIBのコンペアマッチで
カウンタクリア

時間

TGR1A
TGR0D
TGR0C
TGR0B
TGR0A

TIOCB0

TIOCC0

TIOCD0

TIOCA1

 
図 10.26 PWMモードの動作例（2） 

 
PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 10.27に示しま

す。 
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TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ0%

TGRB書き換え

TGRB書き換え
TGRB書き換え

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

TCNTの値

TGRA

H'0000

TIOCA

時間

TGRB

デューティ100%

TGRB書き換え

TGRB書き換え

TGRB書き換え

周期レジスタとデューティレジスタのコンペアマッチ
が同時に発生すると出力は変化しません

デューティ0%

 
図 10.27 PWMモード動作例（3） 
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10.4.7 位相計数モード 
位相計数モードは、2本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNTをアップ／ダウンカウント

します。このモードはチャネル 1、2、4、5で設定可能です。 
位相計数モードに設定すると、TCRの TPSC2～TPSC0ビット、CKEG1、CKEG0ビットの設定に

かかわらずカウンタ入力クロックは外部クロックを選択し、TCNTはアップ／ダウンカウンタとして
動作します。ただし、TCRの CCLR1、CCLR0ビット、TIOR、TIER、TGRの機能は有効ですので、
インプットキャプチャ／コンペアマッチ機能や割り込み機能は使用することができます。 

TCNTがアップカウント時、オーバフローが発生するとすると TSRの TCFVフラグがセットされ
ます。また、ダウンカウント時にアンダフローが発生すると、TCFUフラグがセットされます。 

TSRの TCFDビットはカウント方向フラグです。TCFDフラグをリードすることにより、TCNTが
アップカウントしているかダウンカウントしているかを確認することができます。 
表 10.8に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。 

表 10.8 位相計数モードクロック入力端子 
外部クロック端子 チャネル 

A相 B相 

チャネル 1または 5を位相計数モードとするとき TCLKA TCLKB 

チャネル 2または 4を位相計数モードとするとき TCLKC TCLKD 

 

(1) 位相計数モードの設定手順例 

位相計数モードの設定手順例を図 10.28に示します。 
 

位相計数モードの選択

位相計数モード

カウント動作開始

〈位相計数モード〉

［1］

［2］

［1］TMDRのMD3～MD0ビットで
位相計数モードを選択してく
ださい。

［2］TSTRのCSTビットを1にセッ
トしてカウント動作を開始し
てください。

 
図 10.28 位相計数モードの設定手順例 
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(2) 位相計数モードの動作例 

位相計数モードでは、2本の外部クロックの位相差で TCNTがアップ／ダウンカウントします。ま
た、カウント条件により 4つのモードがあります。 
 

(a) 位相計数モード 1 

位相計数モード 1の動作例を図 10.29に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.9に示し
ます。 
 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

 
図 10.29 位相計数モード 1の動作例 

 

表 10.9 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 
TCLKA（チャネル 1、5） 
TCLKC（チャネル 2、4） 

TCLKB（チャネル 1、5） 
TCLKD（チャネル 2、4） 

動作内容 

Highレベル  
Lowレベル  

 Lowレベル 

 Highレベル 

アップカウント 

Highレベル  
Lowレベル  

 Highレベル 

 Lowレベル 

ダウンカウント 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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(b) 位相計数モード 2 

位相計数モード 2の動作例を図 10.30に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.10に示し
ます。 
 

TCNTの値

時間

ダウンカウントアップカウント

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

 
図 10.30 位相計数モード 2の動作例 

 

表 10.10 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 
TCLKA（チャネル 1、5） 
TCLKC（チャネル 2、4） 

TCLKB（チャネル 1、5） 
TCLKD（チャネル 2、4） 

動作内容 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル   

 Lowレベル  

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル   

 Highレベル  

 Lowレベル ダウンカウント 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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(c) 位相計数モード 3 

位相計数モード 3の動作例を図 10.31に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.11に示し
ます。 
 

TCNTの値

時間

アップカウント

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

ダウンカウント

 
図 10.31 位相計数モード 3の動作例 

 

表 10.11 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 
TCLKA（チャネル 1、5） 
TCLKC（チャネル 2、4） 

TCLKB（チャネル 1、5） 
TCLKD（チャネル 2、4） 

動作内容 

Highレベル  Don't care 

Lowレベル   

 Lowレベル  

 Highレベル アップカウント 

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル  Don't care 

 Highレベル  

 Lowレベル  

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 
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(d) 位相計数モード 4 

位相計数モード 4の動作例を図 10.32に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 10.12に示し
ます。 
 

TCNTの値

時間

TCLKA（チャネル1、5）
TCLKC（チャネル2、4）

TCLKB（チャネル1、5）
TCLKD（チャネル2、4）

アップカウント
ダウンカウント

 
図 10.32 位相計数モード 4の動作例 

 

表 10.12 位相計数モード 4のアップ／ダウンカウント条件 
TCLKA（チャネル 1、5）
TCLKC（チャネル 2、4）

TCLKB（チャネル 1、5）
TCLKD（チャネル 2、4）

動作内容 

Highレベル  アップカウント 

Lowレベル   

 Lowレベル Don't care 

 Highレベル  

Highレベル  ダウンカウント 

Lowレベル   

 Highレベル Don't care 

 Lowレベル  

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 

 

(3) 位相計数モード応用例 

チャネル 1を位相計数モードに設定し、チャネル 0と連携してサーボモータの 2相エンコーダパル
スを入力して位置または速度を検出する例を図 10.33に示します。 
チャネル 1は位相計数モード 1に設定し、TCLKAと TCLKBにエンコーダパルスの A相、B相を

入力します。 
チャネル 0は TCNTを TGR0Cのコンペアマッチでカウンタクリアとして動作させ、TGR0Aと

TGR0Cはコンペアマッチ機能で使用して、速度制御周期と位置制御周期を設定します。TGR0Bはイ
ンプットキャプチャ機能で使用し、TGR0Bと TGR0Dをバッファ動作させます。TGR0Bのインプッ
トキャプチャ要因は、チャネル 1のカウンタ入力クロックとし、2相エンコーダの 4逓倍パルスのパ
ルス幅の検出を行います。 
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チャネル 1の TGR1Aと TGR1Bは、インプットキャプチャ機能に設定し、インプットキャプチャ
要因はチャネル 0の TGR0Aと TGR0Cのコンペアマッチを選択し、それぞれの制御周期時のアップ
／ダウンカウンタの値を格納します。 
これにより、正確な位置／速度検出が行うことができます。 

 

TCNT1

TCNT0

チャネル1

TGR1A（速度周期キャプチャ）

TGR0A（速度制御周期）

TGR1B（位置周期キャプチャ）

TGR0C（位置制御周期）

TGR0B（パルス幅キャプチャ）

TGR0D（バッファ動作）

チャネル0

TCLKA

TCLKB

エッジ
検出回路

+

-

+

-

 
図 10.33 位相計数モードの応用例 

 

10.5 割り込み 
10.5.1 割り込み要因と優先順位 

TPUの割り込み要因には、TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ、TCNTのオーバフロ
ー、アンダフローの 3種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと、許
可／禁止ビットを持っているため、割り込み要求信号の発生を独立に許可または禁止することができ
ます。 
割り込み要因が発生すると、TSRの対応するステータスフラグが 1にセットされます。このとき

TIERの対応する許可／禁止ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。ステータス
フラグを 0にクリアすることで割り込み要求は解除されます。 
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チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固
定です。詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
 
表 10.13に TPUの割り込み要因の一覧を示します。 

表 10.13 TPU割り込み一覧 

チャネル 割り込み要因 内   容 DTC 
の起動 

優先 
順位 

TGI0A TGR0Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可 高 

TGI0B TGR0Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI0C TGR0Cのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI0D TGR0Dのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

0 
 

TCI0V TCNT0のオーバフロー 不可  

TGI1A TGR1Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI1B TGR1Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TCI1V TCNT1のオーバフロー 不可  

1 

TCI1U TCNT1のアンダフロー 不可  

TGI2A TGR2Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI2B TGR2Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TCI2V TCNT2のオーバフロー 不可  

2 

TCI2U TCNT2のアンダフロー 不可  

TGI3A TGR3Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI3B TGR3Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI3C TGR3Cのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI3D TGR3Dのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

3 

TCI3V TCNT3のオーバフロー 不可  

TGI4A TGR4Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI4B TGR4Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TCI4V TCNT4のオーバフロー 不可  

4 

TCI4U TCNT4のアンダフロー 不可  

TGI5A TGR5Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TGI5B TGR5Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可  

TCI5V TCNT5のオーバフロー 不可  

5 

TCI5U TCNT5のアンダフロー 不可 低 

【注】 リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変

更可能です。 
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(1) インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFフラグが
1にセットされたとき、TIERの TGIEビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TGF
フラグを 0にクリアすることで割り込み要求は解除されます。TPUには、チャネル 0、3に各 4本、
チャネル 1、2、4、5に各 2本、計 16本のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みがありま
す。 
 

(2) オーバフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのオーバフローの発生により、TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、
TIERの TCIEVビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFVフラグを 0にクリ
アすることで割り込み要求は解除されます。TPUには、各チャネルに 1本、計 6本のオーバフロー割
り込みがあります。 
 

(3) アンダフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのアンダフローの発生により、TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、
TIERの TCIEUビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFUフラグを 0にクリ
アすることで割り込み要求は解除されます。TPUには、チャネル 1、2、4、5に各 1本、計 4本のア
ンダフロー割り込みがあります。 
 

10.5.2 DTCの起動 
(1) DTCの起動 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みによって、DTCを起動する
ことができます。詳細は「第 8章 データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。 

TPUでは、チャネル 0、3が各 4本、チャネル 1、2、4、5が各 2本、計 16本のインプットキャプ
チャ／コンペアマッチ割り込みを DTCの起動要因とすることができます。 
 

10.5.3 A/D変換器の起動 
各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによって、A/D変換器を起動する

ことができます。 
各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFAフラ

グが 1にセットされたとき、TIERの TTGEビットが 1にセットされていれば、A/D変換器に対して
A/D変換の開始を要求します。このとき A/D変換器側で、TPUの変換開始トリガが選択されていれ
ば、A/D変換が開始されます。 

TPUでは、各チャネル 1本、計 6本の TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み
を A/D変換器の変換開始要因とすることができます。 
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10.6 動作タイミング 
10.6.1 入出力タイミング 
(1) TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 10.34に示します。また、外部クロッ
ク動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 10.35に示します。 
 

TCNT

TCNT入力
クロック

内部クロック

φ

N－1 N N＋1 N＋2

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ

 
図 10.34 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

TCNT

TCNT入力
クロック

外部クロック

φ

N－1 N N＋1 N＋2

立ち下がりエッジ 立ち上がりエッジ 立ち下がりエッジ

 
図 10.35 外部クロック動作時のカウントタイミング 

 

(2) アウトプットコンペア出力タイミング 

コンペアマッチ信号は、TCNTと TGRが一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値
を更新するタイミング）で発生します。コンペアマッチ信号が発生したとき、TIORで設定した出力
値がアウトプットコンペア出力端子（TIOC端子）に出力されます。TCNTと TGRが一致した後、TCNT
入力クロックが発生するまで、コンペアマッチ信号は発生しません。 
アウトプットコンペア出力タイミングを図 10.36に示します。 
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TGR

TCNT

TCNT入力
クロック

φ

N

N N＋1

コンペア
マッチ信号

TIOC端子

 
図 10.36 アウトプットコンペア出力タイミング 

 

(3) インプットキャプチャ信号タイミング 

インプットキャプチャのタイミングを図 10.37に示します。 

TCNT

インプット
キャプチャ
入力

φ

N N＋1 N＋2

N N＋2TGR

インプット
キャプチャ
信号

 
図 10.37 インプットキャプチャ入力信号タイミング 
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(4) コンペアマッチ／インプットキャプチャによるカウンタクリアタイミング 

コンペアマッチの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 10.38に示します。 
インプットキャプチャの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 10.39に示し

ます。 
 

TCNT

カウンタクリア
信号

コンペア
マッチ信号

φ

TGR N

N H'0000

 
図 10.38 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ） 

 

TCNT

カウンタクリア
信号

インプット
キャプチャ
信号

φ

TGR

N H'0000

N

 
図 10.39 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ） 
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(5) バッファ動作タイミング 

バッファ動作の場合のタイミングを図 10.40、図 10.41に示します。 
 

TGRA、
TGRB

コンペア
マッチ信号

TCNT

φ

TGRC、
TGRD

n N

N

n n＋1

 
図 10.40 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ） 

 

TGRA、
TGRB

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

φ

TGRC、
TGRD

N

n

n N＋1

N

N N＋1

 
図 10.41 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ） 
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10.6.2 割り込み信号タイミング 
(1) コンペアマッチ時の TGFフラグのセットタイミング 

コンペアマッチの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号の
タイミングを図 10.42に示します。 
 

TGR

TCNT

TCNT入力
クロック

φ

N

N N＋1

コンペア
マッチ信号

TGFフラグ

TGI割り込み

 
図 10.42 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ） 

 

(2) インプットキャプチャ時の TGFフラグのセットタイミング 

インプットキャプチャの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求
信号のタイミングを図 10.43に示します。 
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TGR

TCNT

インプット
キャプチャ
信号

φ

N

N

TGFフラグ

TGI割り込み

 
図 10.43 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ） 

 

(3) TCFVフラグ／TCFUフラグのセットタイミング 

オーバフローの発生による TSRの TCFVフラグのセットタイミングと、TCIV割り込み要求信号の
タイミングを図 10.44に示します。 
アンダフローの発生による TSRの TCFUフラグのセットタイミングと、TCIU割り込み要求信号の

タイミングを図 10.45に示します。 
 

オーバフロー
信号

  TCNT
（オーバフロー）

TCNT入力
クロック

φ

H'FFFF H'0000

TCFVフラグ

TCIV割り込み

 
図 10.44 TCIV割り込みのセットタイミング 
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アンダフロー
信号

  TCNT
（アンダフロー）

TCNT入力
クロック

φ

H'0000 H'FFFF

TCFUフラグ

TCIU割り込み

 
図 10.45 TCIU割り込みのセットタイミング 

 

(4) ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは CPUが 1の状態をリードした後、0をライトするとクリアされます。DTCを
起動する場合は、自動的にクリアすることもできます。CPUによるステータスフラグのクリアタイミ
ングを図 10.46に、DTCによるステータスフラグのクリアのタイミングを図 10.47に示します。 
 

ステータス
フラグ

ライト信号

アドレス

φ

TSRアドレス

割り込み
要求信号

TSRライトサイクル
T1 T2

 
図 10.46 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング 
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割り込み
要求信号

ステータス
フラグ

アドレス

φ

ソースアドレス

DTC
リードサイクル

T1 T2

デスティネーションアドレス

T1 T2

DTC
ライトサイクル

 
図 10.47 DTCの起動によるステータスフラグのクリアタイミング 

 

10.7 使用上の注意 
TPUの動作中、次のような動作や競合が起こりますので注意してください。 

 

(1) 入力クロックの制限事項 

入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ステートクロック以上、両エッジの場合は 2.5
ステート以上が必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。 
位相計数モードの場合は、2本の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 1.5ステー

ト以上、パルス幅は 2.5ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 10.48に
示します。 
 

オーバラップ 位相差 位相差オーバラップ

TCLKA
（TCLKC）

TCLKB
（TCLKD）

パルス幅 パルス幅

パルス幅 パルス幅

位相差、オーバラップ
パルス幅

：1.5ステート以上
：2.5ステート以上

【注】

 
図 10.48 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 
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(2) 周期設定上の注意事項 

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNTは TGRの値と一致した最後のステ
ート（TCNTが一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、実際のカ
ウンタの周波数は次の式のようになります。 

 

f＝
（N＋1）

φ

 
f ：カウンタ周波数 
φ ：動作周波数 
N ：TGRの設定値 

 

(3) TCNTのライトとクリアの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウンタクリア信号が発生すると、TCNTへのライ
トは行われずに、TCNTのクリアが優先されます。 
このタイミングを図 10.49に示します。 

 

カウンタクリア
信号

ライト信号

アドレス

φ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N H'0000

 
図 10.49 TCNTのライトとクリアの競合 

 

(4) TCNTのライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップが発生しても、カウントアップされ
ず、TCNTへのライトが優先されます。 
このタイミングを図 10.50に示します。 



 

10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

10-68  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

TCNT
入力クロック

ライト信号

アドレス

φ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

N M

TCNTライトデータ
 

図 10.50 TCNTのライトとカウントアップの競合 

 

(5) TGRのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中のT2ステートでコンペアマッチが発生しても、TGRのライトが優先され、
コンペアマッチ信号は禁止されます。前回と同じ値をライトした場合でもコンペアマッチは発生しま
せん。 
このタイミングを図 10.51に示します。 

 

コンペア
マッチ信号

ライト信号

アドレス

φ

TGRアドレス

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

N M

TGRライトデータ

TGR

N N＋1

禁止されます

 
図 10.51 TGRのライトとコンペアマッチの競合 
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(6) バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生すると、バッファ動作によって
TGRに転送されるデータはライトデータとなります。 
このタイミングを図 10.52に示します。 

 

コンペア
マッチ信号

ライト信号

アドレス

φ

バッファレジスタ
のアドレス

バッファ
レジスタ

TGRライトサイクル
T1 T2

NTGR

N M

バッファレジスタライトデータ

 
図 10.52 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

 

(7) TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

TGRのリードサイクル中の T1ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、リードされる
データはインプットキャプチャ転送後のデータとなります。 
このタイミングを図 10.53に示します。 
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インプット
キャプチャ信号

リード信号

アドレス

φ

TGRアドレス

TGR

TGRリードサイクル
T1 T2

M内部データバス

X M

 
図 10.53 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

 

(8) TGRのライトとインプットキャプチャの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、TGRへのライ
トは行われず、インプットキャプチャが優先されます。 
このタイミングを図 10.54に示します。 

 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

φ

TCNT

TGRライトサイクル
T1 T2

MTGR

M

TGRアドレス

 
図 10.54 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 

 



 

10. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  10-71 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

(9) バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

バッファのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、バッファ
レジスタへのライトは行われず、バッファ動作が優先されます。 
このタイミングを図 10.55に示します。 

 

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

φ

TCNT

バッファレジスタライトサイクル
T1 T2

NTGR

N

M

Mバッファ
レジスタ

バッファレジスタ
のアドレス

 
図 10.55 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

 

(10) オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合 

オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアが同時に発生すると、TSRの TCFV／TCFUフラグ
はセットされず、TCNTのクリアが優先されます。 

TGRのコンペアマッチをクリア要因とし、TGRに H'FFFFを設定した場合の動作タイミングを図
10.56に示します。 
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カウンタクリア
信号

  TCNT

TCNT入力
クロック

φ

H'FFFF H'0000

TGF

TCFV 禁止されます

 
図 10.56 オーバフローとカウンタクリアの競合 

 

(11) TCNTのライトとオーバフロー／アンダフローの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートで、カウントアップ／カウントダウンが発生し、オーバ
フロー／アンダフローが発生しても、TCNTへのライトが優先され、TSRの TCFV／TCFUフラグは
セットされません。 

TCNTのライトとオーバフロー競合時の動作タイミングを図 10.57に示します。 
 

禁止されます

アドレス

φ

TCNTアドレス

TCNT

TCNTライトサイクル
T1 T2

H'FFFF M

TCNTライトデータ

TCFVフラグ

 
図 10.57 TCNTのライトとオーバフローの競合 
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(12) 入出力端子の兼用 

本 LSIでは、TCLKA入力と TIOCC0入出力、TCLKB入力と TIOCD0入出力、TCLKC入力と TIOCB1
入出力、TCLKD入力と TIOCB2入出力の端子がそれぞれ兼用になっています。外部クロックを入力
する場合には、兼用されている端子からコンペアマッチ出力を行わないでください。 
 

(13) モジュールストップ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールストップすると、CPUの割り込み要因、または DTCの起
動要因のクリアができません。 
事前に割り込みをディスエーブルするなどしてからモジュールストップモードとしてください。 

 

(14) サブアクティブモード／ウォッチモードへの遷移 

割り込みが要求された状態でサブアクティブモードに遷移すると、CPUの割り込み要因のクリア
ができません。 
事前に割り込みをディスエーブルしてからサブアクティブモード／ウォッチモードへ遷移してく

ださい。 
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11. プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

11.1 概要 
本 LSIは、16ビットタイマパルスユニット（TPU）をタイムベースとしてパルス出力を行うプロ

グラマブルパルスジェネレータ（PPG）を内蔵しています。PPGは 4ビット単位のパルス出力グルー
プ 3、2から構成されており、これらは同時に動作させることも、独立に動作させることも可能です。 
 

11.1.1 特長 
PPGの特長を以下に示します。 

 

■出力データ 8ビット 

• 最大 8ビットのデータ出力が可能で、パルス出力をビット単位に許可することができます。 

■2系統の出力可能 

• 4ビット単位のグループで出力トリガ信号が選択可能で、最大 4ビット×2系統の出力を行
うことができます。 

■出力トリガ信号を選択可能 

• TPUの 4チャネルのコンペアマッチ信号の中から、グループごとに出力トリガ信号を選択す
ることができます。 

■ノンオーバラップ動作 

• 複数のパルス出力の間のノンオーバラップ期間を設定することができます。 

■データトランスファコントローラ（DTC）との連携動作可能 

• 出力トリガ信号に選択したコンペアマッチ信号で DTCを起動することにより、CPUの介在
なくデータを順次出力することができます。 

■反転出力の指定可能 

• グループごとに、データに対する反転値を出力することができます。 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値では PPGの動作は停止しますが、モジュールストップモードを解除することにより、
レジスタのアクセスが可能です。 
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11.1.2 ブロック図 
PPGのブロック図を図 11.1に示します。 

 

コンペアマッチ信号

PO15
PO14
PO13
PO12
PO11
PO10
PO9
PO8

【記号説明】
：PPG出力モードレジスタ
：PPG出力コントロールレジスタ
：ネクストデータイネーブルレジスタH
：ネクストデータイネーブルレジスタL
：ネクストデータレジスタH
：ネクストデータレジスタL
：アウトプットデータレジスタH
：アウトプットデータレジスタL

PMR
PCR
NDERH
NDERL
NDRH
NDRL
PODRH
PODRL

パルス出力端子
グループ3

パルス出力端子
グループ2

パルス出力端子
グループ1

パルス出力端子
グループ0

PODRH

PODRL

NDRH

NDRL

コントロールロジック

NDERH

PMR

NDERL

PCR

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 11.1 PPGのブロック図 
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11.1.3 端子構成 
PPGの端子構成を表 11.1に示します。 

表 11.1 端子構成 
名  称 記号 入出力 機  能 

パルス出力 8 PO8 出力 

パルス出力 9 PO9 出力 

パルス出力 10 PO10 出力 

パルス出力 11 PO11 出力 

グループ 2のパルス出力 

パルス出力 12 PO12 出力 

パルス出力 13 PO13 出力 

パルス出力 14 PO14 出力 

パルス出力 15 PO15 出力 

グループ 3のパルス出力 

 

11.1.4 レジスタ構成 
PPGのレジスタ構成を表 11.2に示します。 

表 11.2 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

PPG出力コントロールレジスタ PCR R/W H'FF H'FE26 

PPG出力モードレジスタ PMR R/W H'F0 H'FE27 

ネクストデータイネーブルレジスタ H NDERH R/W H'00 H'FE28 

ネクストデータイネーブルレジスタ L*4 NDERL R/W H'00 H'FE29 

アウトプットデータレジスタ H PODRH R/(W) *2 H'00 H'FE2A 

アウトプットデータレジスタ L*4 PODRL R/(W) *2 H'00 H'FE2B 

ネクストデータレジスタ H NDRH R/W H'00 H'FE2C*3 
H'FE2E 

ネクストデータレジスタ L*4 NDRL R/W H'00 H'FE2D*3  
H'FE2F 

ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR W H'00 H'FE30 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 パルス出力として使用しているビットは、ライトできません。 

 *3 PCRの設定により、パルス出力グループ 2とパルス出力グループ 3の出力トリガが同一の場合は、

NDRHのアドレスは H'FE2Cとなり、出力トリガが異なる場合は、グループ 2に対応する NDRHの

アドレスは H'FE2E、グループ 3に対する NDRHのアドレスは H'FE2Cとなります。 

  同様に、PCRの設定によりパルス出力グループ 0とパルス出力グループ 1の出力トリガが同一の場

合は、NDRLのアドレスは H'FE2Dとなり、出力トリガが異なる場合は、グループ 0に対する NDRL

のアドレスは H'FE2F、グループ 1に対する NDRLのアドレスは H'FE2Dとなります。 

 *4 本 LSIには、パルス出力グループ 0、パルス出力グループ 1のレジスタに対応する端子が存在しま

せん。 

 



 

11. プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

11-4  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

11.2 各レジスタの説明 
11.2.1 ネクストデータイネーブルレジスタ H、L（NDERH、NDERL） 

7

NDER15

0

R/W

6

NDER14

0

R/W

5

NDER13

0

R/W

4

NDER12

0

R/W

3

NDER11

0

R/W

0

NDER8

0

R/W

2

NDER10

0

R/W

1

NDER9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

NDERH

7

NDER7

0

R/W

6

NDER6

0

R/W

5

NDER5

0

R/W

4

NDER4

0

R/W

3

NDER3

0

R/W

0

NDER0

0

R/W

2

NDER2

0

R/W

1

NDER1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

NDERL

 
NDERH、NDERLはそれぞれ 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力の許可また

は禁止をビット単位で選択します。 
NDERによりパルス出力が許可されたビットは、PCRで選択された TPUのコンペアマッチが発生

すると、NDRの値が PODRの当該ビットに自動転送され出力値が更新されます。パルス出力が禁止
されているビットについては、NDRから PODRへの転送は行われず出力値も変化しません。 

NDERはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェ
アスタンバイモード時には初期化されません。 
 

ビット 7～0：ネクストデータイネーブル 15～8（NDER15～NDER8） 

パルス出力の許可または禁止をビット単位で選択します。 
 

ビット 7～0 

NDER15～NDER8 

説   明 

0 パルス出力 PO15～PO8を禁止（NDR15～NDR8から POD15～POD8への転送禁止） 
 （初期値） 

1 パルス出力 PO15～PO8を許可（NDR15～NDR8から POD15～POD8への転送許可） 
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ビット 7～0：ネクストデータイネーブル 7～0（NDER7～NDER0） 

パルス出力の許可または禁止をビット単位で選択します。ただし、本 LSIには NDRLに対応する
出力端子が存在しません。 
 

ビット 7～0 

NDER7～NDER0 

説   明 

0 パルス出力 PO7～PO0を禁止（NDR7～NDR0から POD7～POD0への転送禁止） 
 （初期値） 

1 パルス出力 PO7～PO0を許可（NDR7～NDR0から POD7～POD0への転送許可） 

 

11.2.2 アウトプットデータレジスタ H、L（PODRH、PODRL） 

7

POD15

0

R/(W)*

6

POD14

0

R/(W)*

5

POD13

0

R/(W)*

4

POD12

0

R/(W)*

3

POD11

0

R/(W)*

0

POD8

0

R/(W)*

2

POD10

0

R/(W)*

1

POD9

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PODRH

7

POD7

0

R/(W)*

6

POD6

0

R/(W)*

5

POD5

0

R/(W)*

4

POD4

0

R/(W)*

3

POD3

0

R/(W)*

0

POD0

0

R/(W)*

2

POD2

0

R/(W)*

1

POD1

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　NDERにより、パルス出力に設定されたビットはリード専用となります。

：

：

：

PODRL

 
PODRH、PODRLは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力を使用する場合の出

力データを格納します。ただし、本 LSIには PODRLに対応する端子が存在しません。 
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11.2.3 ネクストデータレジスタ H、L（NDRH、NDRL） 
NDRH、NDRLは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力の次のデータを格納し

ます。パルス出力を行う場合、PCRで指定した TPUのコンペアマッチが発生したときに、NDRの内
容が PODRの対応するビットに転送されます。NDRのアドレスは、パルス出力グループの出力トリ
ガの選択により異なります。詳細は「11.2.4 NDRアクセス時の注意」を参照してください。 

NDRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェア
スタンバイモード時には初期化されません。 
 

11.2.4 NDRアクセス時の注意 
NDRのアドレスは、パルス出力グループの出力トリガを同一に設定した場合と、異なるように設

定した場合とで異なります。 
 

(1) パルス出力グループの出力トリガが同一の場合 

パルス出力グループ 2、3の出力トリガとなるコンペアマッチを同一にすると、NDRHのアドレス
は H'FE2Cとなります。グループ 3、2はそれぞれ上位 4ビット、下位 4ビットになります。このと
き、アドレス H'FE2Eはすべてリザーブビットとなります。リザーブビットはリードすると常に 1が
読み出され、ライトは無効です。 
 

(a) アドレス：H'FE2C 

7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

(b) アドレス：H'FE2E 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

パルス出力グループ 0、1の出力トリガとなるコンペアマッチを同一にすると、NDRLのアドレス
は H'FE2Dとなります。グループ 1、0はそれぞれ上位 4ビット、下位 4ビットになります。このと
き、アドレス H'FE2Fはすべてリザーブビットとなります。リザーブビットはリードすると常に 1が
読み出され、ライトは無効です。ただし、本 LSIにはパルス出力グループ 0、1に対応する出力端子
が存在しません。 
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(a) アドレス：H'FE2D 

7

NDR7

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

(b) アドレス：H'FE2F 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

(2) パルス出力グループの出力トリガが異なる場合 

パルス出力グループ 2、3の出力トリガとなるコンペアマッチを別にすると、NDRHの上位 4ビッ
ト（グループ 3）のアドレスは H'FE2C、NDRHの下位 4ビット（グループ 2）のアドレスは H'FE2E
となります。このとき、アドレス H'FE2Cのビット 3～0、アドレス H'FE2Eのビット 7～4はリザーブ
ビットとなります。リザーブビットはリードすると常に 1が読み出され、ライトは無効です。 
 

(a) アドレス：H'FE2C 

7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

(b) アドレス：H'FE2E 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 
パルス出力グループ 0、1の出力トリガとなるコンペアマッチを別にすると、NDRLの上位 4ビッ

ト（グループ 1）のアドレスは H'FE2D、NDRLの下位 4ビット（グループ 0）のアドレスは H'FE2F
となります。このとき、アドレス H'FE2Dのビット 3～0、アドレス H'FE2Fのビット 7～4はリザーブ
ビットとなります。リザーブビットはリードすると常に 1が読み出され、ライトは無効です。ただし、
本 LSIにはパルス出力グループ 0、1に対応する出力端子が存在しません。 
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(a) アドレス：H'FE2D 

7

NDR7

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

(b) アドレス：H'FE2F 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

11.2.5 PPG出力コントロールレジスタ（PCR） 

7

G3CMS1

1

R/W

6

G3CMS0

1

R/W

5

G2CMS1

1

R/W

4

G2CMS0

1

R/W

3

G1CMS1

1

R/W

0

G0CMS0

1

R/W

2

G1CMS0

1

R/W

1

G0CMS1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタでパルス出力の出力トリガ信号をグループ単位
で選択します。 

PCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。 
ソフトウェアスタンバイモード時には初期化されません。 

 

ビット 7、6：グループ 3コンペアマッチセレクト 1、0（G3CMS1、G3CMS0） 

パルス出力グループ 3（PO15～PO12端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。 
 
ビット 7 ビット 6 説   明 

G3CMS1 G3CMS0 パルス出力グループ 3の出力トリガ 

0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 0 

1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 1 

1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 
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ビット 5、4：グループ 2コンペアマッチセレクト 1、0（G2CMS1、G2CMS0） 

パルス出力グループ 2（PO11～PO8端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。 
 
ビット 5 ビット 4 説   明 

G2CMS1 G2CMS0 パルス出力グループ 2の出力トリガ 

0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 0 

1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 1 

1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 

 

ビット 3、2：グループ 1コンペアマッチセレクト 1、0（G1CMS1、G1CMS0） 

パルス出力グループ 1（PO7～PO4端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。ただ
し、本 LSIにはパルス出力グループ 1に対応する出力端子が存在しません。 
 
ビット 3 ビット 2 説   明 

G1CMS1 G1CMS0 パルス出力グループ 1の出力トリガ 

0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 0 

1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 1 

1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 

 

ビット 1、0：グループ 0コンペアマッチセレクト 1、0（G0CMS1、G0CMS0） 

パルス出力グループ 0（PO3～PO0端子）の出力トリガとなるコンペアマッチを選択します。ただ
し、本 LSIにはパルス出力グループ 0に対応する出力端子が存在しません。 
 
ビット 1 ビット 0 説   明 

G0CMS1 G0CMS0 パルス出力グループ 0の出力トリガ 

0 TPUチャネル 0のコンペアマッチ 0 

1 TPUチャネル 1のコンペアマッチ 

0 TPUチャネル 2のコンペアマッチ 1 

1 TPUチャネル 3のコンペアマッチ （初期値） 
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11.2.6 PPG出力モードレジスタ（PMR） 

7

G3INV

1

R/W

6

G2INV

1

R/W

5

G1INV

1

R/W

4

G0INV

1

R/W

3

G3NOV

0

R/W

0

G0NOV

0

R/W

2

G2NOV

0

R/W

1

G1NOV

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PMRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、パルス出力の反転の設定、およびオーバラ
ップ動作の設定をグループ単位で指定します。 
ノンオーバラップ動作の PPG出力は、出力トリガとなる TPUの TGRBに出力波形の周期を、また

TGRAにノンオーバラップ期間を設定し、コンペアマッチ A、Bで出力値を変化させます。 
詳細は、「11.3.4 パルス出力ノンオーバラップ動作」を参照してください。 
PMRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'F0に初期化されます。ソフトウェア

スタンバイモード時には初期化されません。 
 

ビット 7：グループ 3インバート（G3INV） 

パルス出力グループ 3（PO15～PO12端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。 
 

ビット 7 

G3INV 

説   明 

0 パルス出力グループ 3は、反転出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 3は、直接出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力）
 （初期値） 

 

ビット 6：グループ 2インバート（G2INV） 

パルス出力グループ 2（PO11～PO8端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。 
 

ビット 6 

G2INV 

説   明 

0 パルス出力グループ 2は、反転出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 2は、直接出力（PODRHの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力）
 （初期値） 

 

ビット 5：グループ 1インバート（G1INV） 

パルス出力グループ 1（PO7～PO4端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。た
だし、本 LSIにはパルス出力グループ 1に対応する端子が存在しません。 
 

ビット 5 

G1INV 

説   明 

0 パルス出力グループ 1は、反転出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 1は、直接出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力）
 （初期値） 
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ビット 4：グループ 0インバート（G0INV） 

パルス出力グループ 0（PO3～PO0端子）を直接出力させるか反転出力させるかを選択します。た
だし、本 LSIにはパルス出力グループ 0に対応する端子が存在しません。 
 

ビット 4 

G0INV 

説   明 

0 パルス出力グループ 0は、反転出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Lowレベルを出力） 

1 パルス出力グループ 0は、直接出力（PODRLの内容 1に対して、端子に Highレベルを出力）
 （初期値） 

 

ビット 3：グループ 3ノンオーバラップ（G3NOV） 

パルス出力グループ 3（PO15～PO12端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるか
を選択します。 
 

ビット 3 

G3NOV 

説   明 

0 パルス出力グループ 3は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新）
 （初期値） 

1 パルス出力グループ 3は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、B
により、1出力、0出力を独立に出力可能） 

 

ビット 2：グループ 2ノンオーバラップ（G2NOV） 

パルス出力グループ 2（PO11～PO8端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるかを
選択します。 
 

ビット 2 

G2NOV 

説   明 

0 パルス出力グループ 2は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新
します。） （初期値） 

1 パルス出力グループ 2は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、B
により、1出力、0出力を独立に行うことができます。） 

 

ビット 1：グループ 1ノンオーバラップ（G1NOV） 

パルス出力グループ 1（PO7～PO4端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるかを
選択します。ただし、本 LSIにはパルス出力グループ 1に対応する端子が存在しません。 
 

ビット 1 

G1NOV 

説   明 

0 パルス出力グループ 1は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新
します。） （初期値） 

1 パルス出力グループ 1は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、B
により、1出力、0出力を独立に行うことができます。） 
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ビット 0：グループ 0ノンオーバラップ（G0NOV） 

パルス出力グループ 0（PO3～PO0端子）を通常動作させるか、ノンオーバラップ動作させるかを
選択します。ただし、本 LSIにはパルス出力グループ 0に対応する端子が存在しません。 
 

ビット 0 

G0NOV 

説   明 

0 パルス出力グループ 0は、通常動作（選択された TPUのコンペアマッチ Aで出力値を更新
します。） （初期値） 

1 パルス出力グループ 0は、ノンオーバラップ動作（選択された TPUのコンペアマッチ A、B
により、1出力、0出力を独立に行うことができます。） 

 

11.2.7 ポート 1データディレクションレジスタ（P1DDR） 

7

P17DDR

0

W

6

P16DDR

0

W

5

P15DDR

0

W

4

P14DDR

0

W

3

P13DDR

0

W

0

P10DDR

0

W

2

P12DDR

0

W

1

P11DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

P1DDRは、8ビットのライト専用レジスタで、ポート 1の各端子の入出力をビットごとに指定し
ます。 
ポート 1は PO15～PO8端子との兼用端子となっています。PPG出力を行う端子に対応するビット

は 1にセットしてください。 
P1DDRの詳細は、「9.2 ポート 1」を参照してください。 

 

11.2.8 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPA7

0

R/W

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行
います。 

MSTPA3ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で PPGは動作を停止してモジュー
ルストップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはでき
ません。詳細は、「22.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。ソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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ビット 11：モジュールストップ（MSTPA3） 

PPGのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 3 

MSTPA3 

説   明 

0 PPGのモジュールストップモード解除 

1 PPGのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

11.3 動作説明 
11.3.1 概要 

PPGのパルス出力は、P1DDR、NDERの対応するビットをそれぞれ 1にセットすることにより許
可状態となります。この状態では、対応する PODRの内容が出力されます。 
その後、PCRで指定したコンペアマッチが発生すると、ビットに対する NDRの内容がそれぞれ

PODRに転送され、出力値が更新されます。 
PPG出力動作を図 11.2に示します。また、PPG動作条件を表 11.3に示します。 

 

出力トリガ信号

パルス出力端子
内部データバス

通常出力／反転出力

C

PODRQ D

NDER

Q

NDRQ D

DDR

 
図 11.2 PPG出力動作 

 

表 11.3 PPG動作条件 
NDER DDR 端子機能 

0 入力ポート 0 

1 出力ポート 

0 入力ポート（ただし、コンペアマッチ時に NDRから PODRの転送を行い、PODR
へのライトはできません） 

1 

1 PPGパルス出力 

 
次のコンペアマッチが発生するまでに NDRに出力データを書き込むことにより、コンペアマッチ

ごとに最大 8ビットのデータを順次出力することができます。 
ノンオーバラップ動作については、「11.3.4 パルス出力ノンオーバラップ動作」を参照してくだ

さい。 
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11.3.2 出力タイミング 
パルス出力許可状態で指定されたコンペアマッチが発生すると、NDRの内容が PODRに転送され、

出力されます。 
このタイミングを図 11.3に示します。 
コンペアマッチ Aにより、グループ 2、3で通常出力を行った場合の例です。 

 

TCNT N N＋1

φ

TGRA N

コンペアマッチA信号

NDRH

m nPODRH

PO8～PO15

n

m n

 
図 11.3 NDRの内容が転送・出力されるタイミング例 
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11.3.3 パルス出力通常動作 
(1) パルス出力通常動作の設定手順例 

パルス出力通常動作の設定手順例を図 11.4に示します。 
 

TGRの機能選択 ［1］

TGRAの設定

カウント動作の設定

割り込み要求の選択　

出力初期値の設定

パルス出力許可設定

出力トリガの選択

パルス出力の次の
出力値の設定

カウント動作開始

パルス出力の次の
出力値の設定

PPG出力通常動作

No

Yes

TPUの設定

ポート、
PPGの設定

TPUの設定

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

コンペアマッチ

TIORでTGRAをアウトプット
コンペアレジスタ（出力禁
止）に設定してください。
PPGの出力トリガの周期を設
定してください。
TCRのTPSC2～TPSC0ビット
でカウンタクロックを選択し
てください。また、CCLR1、
CCLR0ビットでカウンタクリ
ア要因を選択してください。
TIERでTGIA割り込みを許可し
てください。DTCまたは
DMACによるNDRへの転送を
設定することもできます。
PODRに出力初期値を設定し
てください。
DDR、NDERの出力を行うビ
ットを1にセットしてくださ
い。
PCRで出力トリガとなるTPU
のコンペアマッチを選択しま
す。
NDRに出力の次の出力値を設
定してください。
TSTRのCSTビットを1にセッ
トしてTCNTのカウント動作
を開始してください。
TGIA割り込みが発生するごと
に次の出力値をNDRに設定し
てください。

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

 
図 11.4 パルス出力通常動作の設定手順例 
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(2) パルス出力通常動作例（5相パルス出力例） 

パルス出力を使用して一定周期で 5相パルスを出力させた例を図 11.5に示します。 
 

TCNTの値 TCNT

TGRA

H'0000

NDRH

00 80 C0 40 60 20 30 10 18 08 88PODRH

PO15

PO14

PO13

PO12

PO11

時間

コンペアマッチ

C080

C080 40 60 20 30 10 18 08 88 80 C0 40

 
図 11.5 パルス出力通常動作例（5相パルス出力例） 

 
［1］ 出力トリガとするTPUのTGRAをアウトプットコンペアレジスタに設定します。TGRAには周

期を設定し、コンペアマッチAによるカウンタクリアを選択します。また、TIERのTGIEAビ
ットを1にセットして、コンペアマッチ／インプットキャプチャA（TGIA）割り込みを許可
します。 

［2］ P1DDR、NDERHにH'F8をライトし、PCRのG3CMS1、G3CMS0ビットおよびG2CMS1、G2CMS0
により、［1］で選択したTPUのコンペアマッチに出力トリガを設定します。NDRHに出力デ
ータH'80をライトします。 

［3］ TPU当該チャネルの動作を開始しコンペアマッチAが発生すると、NDRHの内容がPODRHに
転送され出力されます。TGIA割り込み処理でNDRHに次の出力データH'C0をライトします。 

［4］ 以後、TGIA割り込みで順次H'40、H'60、H'20、H'30、H'10、H'18、H'08、H'88…をライトす
ることで、5相の1－2相パルス出力を行うことができます。 

 TGIA割り込みでDTCを起動するように設定すれば、CPUの負荷なくパルス出力を行うことが
できます。 
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11.3.4 パルス出力ノンオーバラップ動作 
(1) パルス出力ノンオーバラップ動作の設定手順例 

パルス出力ノンオーバラップ動作の設定手順例を図 11.6に示します。 
 

TGRの機能選択 ［1］

TGRの設定

カウント動作の設定

割り込み要求の選択　

出力初期値の設定

パルス出力許可設定

出力トリガ選択

パルス出力の次の
出力値の設定

カウント動作開始

パルス出力の次の
出力値の設定

コンペアマッチA
No

Yes

TPUの設定

PPGの設定

TPUの設定

パルス出力
ノンオーバラップ動作

ノンオーバラップの設定

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

［11］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

［11］

TIORでTGRA、TGRBをアウトプットコ

ンペアレジスタ（出力禁止）に設定して

ください。

TGRBに出力トリガの周期を、TGRAに

はノンオーバラップ期間をそれぞれ設定

してください。

TCRのTPSC2～TPSC0ビットでカウン

タクロックを選択してください。また、

CCLR1、CCLR0ビットでカウンタクリ

ア要因を選択してください。

TIERでTGIA割り込みを許可してください。

DTCによるNDRへの転送を設定すること

もできます。

PODRに出力初期値を設定してください

DDR、NDERのパルス出力を行うビット

を1にセットしてください。

PCRで出力トリガとなるTPUのコンペア

マッチを選択します。

PMRでノンオーバラップ動作を行うグル

ープを選択します。

NDRにパルス出力の次の出力値を設定し

てください。

TSTRのCSTビットを1にセットして

TCNTのカウント動作を開始してください。

TGIA割り込みが発生するごとに次の出

力値をNDRに設定してください。

 
図 11.6 パルス出力ノンオーバラップ動作の設定手順例 

 



 

11. プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

11-18  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

(2) パルス出力ノンオーバラップ動作例（4相の相補ノンオーバラップ出力例） 

パルス出力を使用して 4相の相補ノンオーバラップのパルスを出力させた例を図 11.7に示します。 
 

TCNTの値

TCNT
TGRB

TGRA

H'0000

NDRH 95 65 59 56 95 65

00 95 05 65 41 59 50 56 14 95 05 65PODRH

PO15

PO14

PO13

PO12

PO11

PO10

PO9

PO8

時間

ノン
オーバラップ期間

 
図 11.7 パルス出力ノンオーバラップ動作例（4相の相補ノンオーバラップ出力） 

 
［1］ 出力トリガとするTPUのTGRA、TGRBをアウトプットコンペアレジスタに設定します。TGRB

には周期、TGRAにはノンオーバラップ期間を設定し、コンペアマッチBによるカウンタクリ
アを選択します。また、TIERのTGIEAビットを1にセットして、TGIA割り込みを許可します。 

［2］ P1DDR、NDERHにH'FFをライトし、PCRのG3CMS1、G3CMS0ビットおよびG2CMS1、G2CMS0
ビットにより、［1］で選択したTPUのコンペアマッチに出力トリガを設定します。 

 PMRのG3NOV、G2NOVビットをそれぞれ1にセットして、ノンオーバラップ動作を設定しま
す。 

 NDRHに出力データH'95をライトします。 
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［3］ TPU当該チャネルの動作を開始すると、TGRBのコンペアマッチで1出力→0出力の変化、
TGRAのコンペアマッチで0出力→1出力の変化を行います（0出力→1出力の変化はTGRAの設
定値分遅延することになります）。 

 TGIA割り込み処理でNDRHに次の出力データH'65をライトします。 
［4］ 以後、TGIA割り込みで順次H'59、H'56、H'95…をライトすることで、4相の相補ノンオーバ

ラップ出力を発生することができます。 
 TGIA割り込みでDTCを起動するように設定すれば、CPUの負荷なくパルス出力を行うことが

できます。 
 

11.3.5 パルス反転出力 
PMRの G3INV、G2INV、G1INVおよび G0INVを 0に設定すると、PODRの内容に対する反転値

を端子出力することができます。 
図 11.7の設定で、さらに G3INV、G2INVを 0にしたときの端子出力の様子を図 11.8に示します。 

 

TCNTの値

TCNT
TGRB

TGRA

H'0000

NDRH 95 65 59 56 95 65

00 95 05 65 41 59 50 56 14 95 05 65PODRL

PO15

PO14

PO13

PO12

PO11

PO10

PO9

PO8

時間

 
図 11.8 パルス反転出力例 
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11.3.6 インプットキャプチャによるパルス出力 
パルス出力は、TPUのコンペアマッチだけでなく、インプットキャプチャによっても可能です。

PCRによって選択された TPUの TGRAがインプットキャプチャレジスタとして機能しているとき、
インプットキャプチャ信号によりパルス出力を行います。 
このタイミングを図 11.9に示します。 

 

φ

N

M N

TIOC端子

インプット
キャプチャ信号

NDR

PODR

M NPO
 

図 11.9 インプットキャプチャによるパルス出力例 

 

11.4 使用上の注意 
(1) パルス出力端子の動作 

PO8～PO15は TPUなどの他の周辺機能の端子と兼用になっています。これらの端子は、他の周辺
機能が出力許可状態になっているときには、パルス出力を行うことができません。ただし、NDRか
ら PODRへの転送は、端子の状態にかかわらず常に行うことが可能です。 
端子機能の変更は、出力トリガが発生しない状態で行ってください。 

 

(2) ノンオーバラップ動作時の注意 

ノンオーバラップ動作時の NDRから PODRへの転送は以下のようになっています。 
•  コンペアマッチ Aでは NDRの内容を常に PODRへ転送します。 
•  コンペアマッチ Bでは NDRの転送するビットの内容が 0のときのみ転送を行います。1の
ときは転送を行いません。 

 
ノンオーバラップ時のパルス出力動作を図 11.10に示します。 
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コンペアマッチA
コンペアマッチB

パルス
出力端子

内部データバス

通常出力／反転出力

C

PODRQ D

NDER

Q

NDRQ D

DDR

 
図 11.10 パルス出力ノンオーバラップ動作 

 
したがって、コンペアマッチ Bをコンペアマッチ Aよりも先に発生させることにより、0データ

の転送を 1データの転送に先立って行うことが可能です。 
この場合、コンペアマッチ Bが発生した後、コンペアマッチ Aが発生するまで（ノンオーバラッ

プ期間）の間、NDRの内容を変更しないようにしてください。 
これは TGIA割り込みの割り込み処理ルーチンで NDRに次のデータをライトすることによって実

現できます。また、TGIA割り込みで DTCを起動することもできます。ただし、このライトは次のコ
ンペアマッチ Bが発生する前に行ってください。 
このタイミングを図 11.11に示します。 

 

0/1出力0出力 0/1出力0出力

NDRライト
禁止期間

NDRライト期間

コンペアマッチA

コンペアマッチB 

NDR 

PODR 

NDRライト
禁止期間

NDRライト期間

NDRライト NDRライト

 
図 11.11 ノンオーバラップ動作と NDRライトタイミング 
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12. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

12.1 概要 
本 LSIでは 2チャネルのウォッチドッグタイマ（WDT0、WDT1）を内蔵しています。 
ウォッチドッグタイマは、システムの暴走などによりカウンタの値を CPUが正しく書き換えられ

ずにオーバフローすると、本 LSIの内部リセット信号を発生することができます。 
ウォッチドッグタイマとして使用しないときは、インターバルタイマとして使用することもできま

す。インターバルタイマとして使用した場合は、カウンタがオーバフローするごとにインターバルタ
イマ割り込みを発生します。 
 

12.1.1 特長 
WDTには次のような特長があります。 

 

■ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替え可能 

■タイマカウンタがオーバフローすると内部リセットの発生が可能 

• ウォッチドッグタイマモード時には、内部をリセットすることができます。 

■インターバルタイマモード時、割り込みを発生 

• カウンタがオーバフローすると、インターバルタイマ割り込みが発生します。 

■WDT0は 8種類、WDT1は 16種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• WDTの最大インターバルはシステムクロック周期×131072×256 
• WDT1の入力カウンタにサブクロックを選択可能 
サブクロック選択の場合、最大インターバルはサブクロック周期×256×256 
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12.1.2 ブロック図 
WDTのブロック図を図 12.1（a）と図 12.1（b）に示します。 

 

オーバフロー
割り込み
コントロール

WOVI0
（割り込み要求信号）

内部リセット信号*1 リセット
コントロール

RSTCSR TCNT TSCR

φ／2*2

φ／64*2

φ／128*2

φ／512*2

φ／2048*2

φ／8192*2

φ／32768*2

φ／131072*2

クロック クロック
選択

内部クロック

バス
インタフェースモジュールバス

TCSR
TCNT
RSTCSR

【注】*1
 *2

内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。
サブアクティブモード、サブスリープモード時のφはφSUBとして動作します。

：タイマコントロール／ステータスレジスタ
：タイマカウンタ
：リセットコントロール／ステータスレジスタ

内
部
バ
ス

WDT
【記号説明】

 
図 12.1（a） WDT0のブロック図 
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オーバフロー

割り込み
コントロール

・
リセット
コントロール

WOVI1
（割り込み要求信号）

内部リセット信号*

TCNT TCSR

φ／2
φ／64
φ／128
φ／512
φ／2048
φ／8192
φ／32768
φ／131072

クロック
クロック
選択

内部クロック

バス
インタフェースモジュールバス

TCSR
TCNT

【注】* 内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。

：タイマコントロール／ステータスレジスタ
：タイマカウンタ

内
部
バ
ス

WDT
【記号説明】

内部NMI
割り込み要求信号

φSUB／2
φSUB／4
φSUB／8
φSUB／16
φSUB／32
φSUB／64
φSUB／128
φSUB／256

 
図 12.1（b） WDT1のブロック図 

 

12.1.3 端子構成 
WDTに関連する端子はありません。 

 

12.1.4 レジスタ構成 
WDTのレジスタ構成を表 12.1に示します。これらのレジスタにより、クロックの選択、WDTの

モードの切り替え、リセット信号の制御などを行います。 

表 12.1 レジスタ構成 
アドレス*1 チャネル 名  称 略称 R/W 初期値

ライト時*2 リード時 

タイマコントロール／ 
ステータスレジスタ 0 

TCSR0 R/(W) *3 H'18 H'FF74 H'FF74 

タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'00 H'FF74 H'FF75 

0 

リセットコントロール／ 
ステータスレジスタ 

RSTCSR0 R/(W) *3 H'1F H'FF76 H'FF77 

タイマコントロール／ 
ステータスレジスタ 1 

TCSR1 R/(W) *3 H'00 H'FFA2 H'FFA2 1 

タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'00 H'FFA2 H'FFA3 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ライトについては、「12.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 *3 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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12.2 各レジスタの説明 
12.2.1 タイマカウンタ（TCNT） 

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

TCNTは、リード／ライト*可能な 8ビットのアップカウンタです。TCSRの TMEビットを 1にす
ると、TCSRの CKS2～CKS0ビットで選択した内部クロックにより、TCNTはカウントアップを開始
します。TCNTの値がオーバフロー（H'FF→H'00）すると、TCSRのWT/ITビットで選択したモード
によって、内部リセット、NMI割り込み（WDT1のみ）またはインターバルタイマ割り込み（WOVI）
が発生します。 

TCNTは、リセット、ハードウェアスタンバイモード、または TMEビットが 0のとき、H'00に初
期化されます。ソフトウェアスタンバイモード時には初期化されません。 
【注】 * TCNTは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なってい

ます。詳細は、「12.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
 

12.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 
■TCSR0 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

 

■TCSR1 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

PSS

0

R/W

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

 
TCSRは、リード／ライト*可能な 8ビットのレジスタで、TCNTに入力するクロック、モードの選

択などを行います。 
TCSR0（TCSR1）は、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'18（H'00）に初期化さ

れます。ソフトウェアスタンバイモード時には初期化されません。 
【注】 * TCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なってい

ます。詳細は、「12.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
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ビット 7：オーバフローフラグ（OVF） 

TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 

OVF 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（１）TMEビットに 0をライトしたとき（WDT1のみ） 
（２）OVF=1の状態で、TCSRをリード後、OVFに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 
ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した場合は、セット後、
内部リセットにより自動的にクリアされます。 

 
インタ－バルタイマモ－ド時に、インターバルタイマ割り込みルーチン内では、OVFフラグのク

リア条件にあるとおり、OVF＝1の状態で TCSRをリード後、OVFに 0をライトすることで OVFフ
ラグをクリアすることができます。 
しかし、インターバルタイマ割り込みを禁止して、OVFフラグをポーリングする場合、OVFフラ

グのセットされるタイミングと、OVFフラグをリードするタイミングが競合したとき、OVF＝1をリ
ードしたにもかかわらず、OVF＝1をリードしたことを認識しないケースがあります。 
この場合、OVF＝1の状態を 2回以上リードすることにより、OVFフラグのクリア条件を確実に満

たすことができますので、前述の例のように、OVF＝1の状態を 2回以上リードしてから、OVFフラ
グをクリアするようにしてください。 
 

ビット 6：タイマモードセレクト（WT/IT） 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用するかを選択します。こ
の選択によって、TCNTがオーバフローしたとき、WDT0は、ウォッチドッグタイマモード時には、
リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）のRSTEビットを1にセットした場合、内部リセットを
発生します。インターバルタイマモード時には、WOVI割り込みを CPUに対して要求します。また
WDT1は、ウォッチドッグタイマモード時は、リセットまたは、NMI割り込みを、インターバルタイ
マモード時はWOVI割り込みを CPUに対して要求します。 
 

■WDT0のモード選択 

WDT0の TCSR 

WT/IT 

説   明 

0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 
CPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求 （初期値） 

1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 
RSTCSRの RSTEビットが 1の場合内部リセットを発生* 

【注】 * ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローした場合についての詳細は、「12.2.3 リセ

ットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）」を参照してください。 
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■WDT1のモード選択 

WDT1の TCSR 

WT/IT 

説   明 

0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 
CPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求 （初期値） 

1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき 
CPUへリセットまたは NMI割り込みを要求 

 

ビット 5：タイマイネーブル（TME） 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 
 

ビット 5 

TME 

説   明 

0 TCNTを H'00に初期化し、カウント動作を停止 （初期値） 

1 TCNTはカウント動作 

 

WDT0の TCSRビット 4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

WDT1の TCSRビット 4：プリスケーラセレクト（PSS） 

WDT1の TCNTの入力クロックソースを選択します。 
詳細は、クロックセレクト 2～0の説明を参照してください。 

 
WDT1の TCSR 
ビット 4 

PSS 

説   明 

0 TCNTはφベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント （初期値） 

1 TCNTはφSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント 

 

WDT0の TCSRビット 3：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

WDT1の TCSRビット 3：リセットまたは NMI（RST/NMI） 

ウォッチドッグタイマモードでの TCNTオーバフロー時に、内部リセットと NMI割り込み要求の
いずれを要求するかを選択します。 
 

ビット 3 

RST/NMI 
説   明 

0 NMI割り込みを要求 （初期値） 

1 内部リセットを要求 
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ビット 2～0：クロックセレクト 2～0（CKS2～CKS0） 

システムクロック（φ）またはサブクロック（φSUB）を分周して得られる内部クロックから、TCNT
に入力するクロックを選択します。 
 

■WDT0の入力クロック選択 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS2 CKS1 CKS0 クロック オーバフロー周期* 
（φ＝20MHzの場合） 

0 φ／2 （初期値） 25.6μs 0 

1 φ／64 819.2μs 

0 φ／128 1.6ms 

0 

1 

1 φ／512 6.6ms 

0 φ／2048 26.2ms 0 

1 φ／8192 104.9ms 

0 φ／32768 419.4ms 

1 

1 

1 φ／131072 1.68s 

【注】 * オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間で

す。 

 

■WDT1の入力クロック選択 

ビット 4 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

PSS CKS2 CKS1 CKS0 クロック オーバフロー周期* 
（φ＝20MHzの場合） 

（φSUB＝32.768kHzの場合） 

0 φ／2（初期値） 25.6μs 0 

1 φ／64 819.2μs 

0 φ／128 1.6ms 

0 

1 

1 φ／512 6.6ms 

0 φ／2048 26.2ms 0 

1 φ／8192 104.9ms 

0 φ／32768 419.4ms 

0 

1 

1 

1 φ／131072 1.68s 

0 φSUB／2 15.6ms 0 

1 φSUB／4 31.3ms 

0 φSUB／8 62.5ms 

0 

1 

1 φSUB／16 125ms 

0 φSUB／32 250ms 0 

1 φSUB／64 500ms 

0 φSUB／128 1s 

1 

1 

1 

1 φSUB／256 2s 

【注】 * オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間で

す。 
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12.2.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR） 

7

WOVF

0

R/(W)*

6

RSTE

0

R/W

5

－

0

R/W

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

 
RSTCSRは、リード／ライト*可能な 8ビットのレジスタで、TCNTのオーバフローによる内部リ

セット信号の発生を制御し、内部リセット信号の種類を選択します。 
RSTCSRは、RES端子からのリセット信号で H'1Fに初期化されますが、WDTのオーバフローによ

る内部リセット信号では初期化されません。 
【注】 * RSTCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なって

います。詳細は「12.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
 

ビット 7：ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF） 

ウォッチドッグタイマモードで、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。イン
ターバルタイマモードではセットされません。 
 

ビット 7 

WOVF 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
 WOVF＝1の状態で TCSRをリードした後、WOVFに 0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
 ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

 

ビット 6：リセットイネーブル（RSTE） 

ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローしたとき、本 LSI内部をリセットする信号を
発生するかどうかを選択します。 
 

ビット 6 

RSTE 

説   明 

0 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットしない* （初期値） 

1 TCNTがオーバフローしたとき内部リセットする 

【注】 * 本 LSI内部はリセットされませんが、WDT内の TCNT、TCSRはリセットされます。 

 

ビット 5：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4～0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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12.2.4 レジスタアクセス時の注意 
TCNT、TCSR、RSTCSRは、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異

なっています。次の方法で、リード／ライトを行ってください。 
 

(1) TCNT、TCSRへのライト 

TCNT、TCSRへライトするときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送命令で
は、ライトできません。 
ライト時は、TCNTと TCSRが同一アドレスに割り当てられています。このため、図 12.2に示す

ように、TCNTへライトするときは上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライトデータにして転送
してください。TCSRへライトするときは上位バイトを H'A5にし、下位バイトをライトデータにし
て転送してください。このように転送すると、下位バイトのデータが TCNTまたは TCSRへライトさ
れます。 
 

＜TCNTライト時＞

＜TCSRライト時＞

アドレス： H'FF74

アドレス： H'FF74

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

H'A5 ライトデータ

15 8 7 0

 
図 12.2 TCNT、TCSRへのライト（WDT0の例） 

 

(2) RSTCSRへのライト 

RSTCSRへライトするときは、アドレス H'FF76に対してワード転送を行ってください。バイト転
送命令では、書き込めません。 

WOVFビットへ 0をライトする場合と、RSTEビットにライトする場合では、図 12.3に示すよう
に、ライトの方法が異なります。 

WOVFビットへ 0をライトするときは、上位バイトを H'A5にし、下位バイトを H'00にして転送
してください。このようにすると、WOVFビットが 0にクリアされます。このとき、RSTEビットは
影響を受けません。RSTEビットにライトするときは、上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライ
トデータにして転送してください。このようにすると、下位バイトのビット 6の値が RSTEビットに
ライトされます。このとき、WOVFビットは影響を受けません。 
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アドレス： H'FF76

アドレス： H'FF76

H'A5 H'00

15 8 7 0

H'5A ライトデータ

15 8 7 0

＜WOVFビットへ0をライトするとき＞

＜RSTEビットへライトするとき＞

 
図 12.3 RSTCSRへのライト（WDT0の例） 

 

(3) TCNT、TCSR、RSTCSRからのリード（WDT0の例） 

リードは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。TCSRはアドレス H'FF74に、TCNT
はアドレス H'FF75に、RSTCSRはアドレス H'FF77にそれぞれ割り当てられています。 
 

12.3 動作説明 
12.3.1 ウォッチドッグタイマモード時の動作 
ウォッチドッグタイマとして使用するときは、TCSRのWT/ITビットと TMEビットの両方を 1に

設定してください。また、TCNTがオーバフローする前に必ず TCNTの値を書き換えて（通常は H'00
を書き込む）、オーバフローを発生させないようにプログラムしてください。このようにすると、シ
ステムが正常に動作している間は、TCNTのオーバフローが発生しませんが、システムの暴走などに
より TCNTの値が書き換えられずオーバフローすると、WDT0の場合 RSTCSRの RSTEビットを 1
にセットしておくと、本 LSIの内部をリセットする信号が発生します。これを図 12.4（a）に示しま
す。内部リセット信号は、518ステートの間出力されます。 

RES端子からの入力信号によるリセットとWDTのオーバフローによるリセットが同時に発生した
ときは、RES端子によるリセットが優先され、RSTCSRのWOVFビットは 0にクリアされます。 

WDT1の場合、516システムクロック（516φ）の間、LSIをリセットするか、または NMI割り込
み要求を発生します。（クロックソースをφSUB（PSS＝1）とした場合、515または 516ステート）
これを図 12.4（b）に示します。 
ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と、NMI端子からの割り込み要求は、同一ベクタ

で処理されます。ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と NMI端子からの割り込み要求を
同時に扱うことは避けてください。 
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TCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

518ステート

内部リセット信号*

WT/IT
TME

【注】*

オーバフロー

内部
リセットを発生

WOVF＝1

：タイマモードセレクトビット
：タイマイネーブルビット

内部リセット信号は、RSTEビットが1にセットされているときだけ
発生します。

【記号説明】

 
図 12.4（a） WDT0のウォッチドッグタイマモード時の動作 

 

TCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

WT/IT＝1
TME＝1

TCNTにH'00
を書き込み

515/516ステート

内部リセット信号

WT/IT
TME

オーバフロー

内部リセット
を発生

WOVF＝1*

：タイマモードセレクトビット
：タイマイネーブルビット

【注】*　WOVF＝1となった後、内部リセットにより0にクリアされます。
 

図 12.4（b） WDT1のウォッチドッグタイマモード時の動作 
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12.3.2 インターバルタイマモード時の動作 
インターバルタイマとして使用するときは、TCSRのWT/ITビットを 0に、TMEビットを 1に設

定してください。インターバルタイマとして動作しているときは、図 12.5に示すように、TCNTが
オーバフローするごとにインターバルタイマ割り込み（WOVI）が発生します。したがって、一定時
間ごとに、割り込みを発生させることができます。 
 

TCNTの値

H'00 時間

H'FF

WT/IT＝0
TME＝1

WOVI

オーバフロー オーバフロー オーバフロー オーバフロー

WOVI：インターバルタイマ割り込み要求発生

WOVI WOVI WOVI

 
図 12.5 インターバルタイマモード時の動作 

 

12.3.3 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 
インターバルタイマモードで TCNTがオーバフローすると、TCSRの OVFビットが 1にセットさ

れ、同時にインターバルタイマ割り込み（WOVI）が要求されます。このタイミングを図 12.6に示し
ます。 

WDT1では、ウォッチドッグタイマモードで NMI要求を選択した場合、TCNTがオーバフローす
ると TCSRの OVFビットが 1にセットされ、同時に NMI割り込みが要求されます。 
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φ

TCNT H'FF H'00

オーバフロー信号
（内部信号）

OVF

 
図 12.6 OVFのセットタイミング 

 

12.3.4 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF）のセットタ
イミング 

WDT0の場合、ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローすると、RSTCSRのWOVF
ビットが 1にセットされます。また、RSTCSRの RSTEビットが 1にセットしてあると、TCNTがオ
ーバフローしたとき、本 LSI全体に対して内部リセット信号を発生します。これらのタイミングを図
12.7に示します。 
 

φ

TCNT H'FF H'00

オーバフロー信号
（内部信号）

WOVF

内部リセット
信号 518ステート（WDT0）

515/516ステート（WDT1）
 

図 12.7 WOVFのセットタイミング 
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12.4 割り込み 
インターバルタイマモード時、オーバフローによりインターバルタイマ割り込み（WOVI）を発生

します。インターバルタイマ割り込みは、TCSRの OVFフラグが 1にセットされると常に要求され
ます。割り込み処理ルーチンで必ず OVFを 0にクリアしてください。 
ウォッチドッグタイマモードで、NMI割り込み要求を選択したとき、オーバフローにより NMI割

り込み要求を発生します。 
 

12.5 使用上の注意 
12.5.1 タイマカウンタ（TCNT）のライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされず
に TCNTへのカウンタライトが優先されます。これを図 12.8に示します。 
 

アドレス

φ

内部ライト信号

TCNT入力クロック

TCNT N M

T1 T2

TCNTライトサイクル

カウンタライトデータ
 

図 12.8 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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12.5.2 PSS、CKS2～CKS0ビットの書き換え 
WDTの動作中に TCSRの PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウントアップが正しく行

われない場合があります。PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換えるときは、必ずWDTを停止させて
から（TMEビットを 0にクリアしてから）行ってください。 
 

12.5.3 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り
替え 

WDTの動作中にウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替えると、正し
い動作が行われない場合があります。タイマモードの切り替えは、必ずWDTを停止させてから（TME
ビットを 0にクリアしてから）行ってください。 
 

12.5.4 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット 
ウォッチドッグタイマモード時に RSTEビットを 0にしておくと、TCNTがオーバフローしても本

LSI内部をリセットしません。ウォッチドッグタイマとして使用する場合は、RSTEビットを 1にし
て使用してください。 
 

12.5.5 インターバルタイマモードでの OVFフラグのクリア 
インターバルタイマモード時に、OVFフラグのセットとOVFフラグのリードが競合した場合、OVF

＝1の状態をリードしたにもかかわらず、OVFに 0をライトしてもフラグがクリアされないことがあ
ります。インターバルタイマ割り込みを禁止して、OVFフラグをポーリングする場合など、OVFフ
ラグのセットとリードが競合する可能性がある場合は、フラグをクリアする際に、少なくとも OVF
＝1の状態を 2回以上リードしてから OVFに 0をライトしてください。 
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13. シリアルコミュニケーションインタフェース
（SCI） 

13.1 概要 
本 LSIは、独立した 2または 3チャネル*のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI：Serial 

Communication Interface）を備えています。SCIは、調歩同期式通信とクロック同期式通信の 2方式で
シリアル通信ができます。また、複数のプロセッサ間のシリアル通信機能（マルチプロセッサ通信機
能）を備えています。 
【注】 * H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645は 2チャネル、H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647

は 3チャネル 
 

13.1.1 特長 
SCIの特長を以下に示します。 

 

■シリアル通信モードを調歩同期式モード／クロック同期式モードから選択可能 

（a） 調歩同期式モード 
• キャラクタ単位で同期をとる調歩同期式方式でシリアルデータの通信実行 
•  Universal Asyncronous Receiver/Transmitter（UART）や Asyncronous Communication Interface 

Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式通信用 LSIとのシリアルデータ通信が可能 
• 複数のプロセッサとシリアルデータ通信ができるマルチプロセッサ間通信機能 
• シリアルデータ通信フォーマットを 12種類のフォーマットから選択可能 
データ長 ：7ビット／8ビット 
ストップビット長 ：1ビット／2ビット 
パリティ ：偶数パリティ／奇数パリティ／パリティなし 
マルチプロセッサビット ：1／0 

• 受信エラーの検出：パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー 
• ・ブレークの検出：フレーミングエラー発生時に RxD端子のレベルを直接リードすることに
よりブレークを検出可能 

（b） クロック同期式モード 
• クロックに同期してシリアルデータ通信を実行 
クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデータ通信が可能 

• シリアルデータ通信フォーマットは 1種類 
データ長：8ビット 

• 受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 

■全二重通信が可能 

• 独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に実行可能 
• 送信部および受信部ともにダブルバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続送
信、連続受信が可能 
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■LSBファースト方式／MSBファースト方式の選択が可能 

• 通信モードによらず（調歩同期モード 7ビットデータの場合を除く）選択可能* 
【注】 * 本章では LSBファースト方式の例を説明しています。 

■内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

■送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、または SCK端子からの
外部クロックから選択可能 

■4種類の割り込み要因 

• 送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、受信エラーの 4種類の割り込み要因が
あり、それぞれ独立に要求可能 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、データトランスファコン
トローラ（DTC）を起動させてデータ転送を実行可能 

■モジュールストップモードの設定 

• 初期値では SCIの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタの
アクセスが可能 
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13.1.2 ブロック図 
図 13.1に SCIのブロック図を示します。 

 

RxD

TxD

SCK

クロック

外部クロック

φ

φ／4

φ／16

φ／64

TEI
TXI
RXI
ERIRSR

RDR
TSR
TDR
SMR
SCR
SSR
SCMR
BRR

：レシーブシフトレジスタ
：レシーブデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ
：シリアルステータスレジスタ
：スマートカードモードレジスタ
：ビットレートレジスタ

SCMR

SSR

SCR

SMR

送受信　　　
コントロール

ボーレート
ジェネレータ

BRR

モジュールデータバス

RDR

TSRRSR

パリティ発生

パリティチェック

【記号説明】

TDR
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図 13.1 SCIのブロック図 
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13.1.3 端子構成 
SCIは、表 13.1に示すシリアル端子を持っています。 

表 13.1 端子構成 
チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

シリアルクロック端子 0 SCK0 入出力 SCI0のクロック入出力 

レシーブデータ端子 0 RxD0 入力 SCI0の受信データ入力 

0 

トランスミットデータ端子 0 TxD0 出力 SCI0の送信データ出力 

シリアルクロック端子 1 SCK1 入出力 SCI1のクロック入出力 

レシーブデータ端子 1 RxD1 入力 SCI1の受信データ入力 

1 

トランスミットデータ端子 1 TxD1 出力 SCI1の送信データ出力 

シリアルクロック端子 2 SCK2 入出力 SCI2のクロック入出力 

レシーブデータ端子 2 RxD2 入力 SCI2の受信データ入力 

2* 

トランスミットデータ端子 2 TxD2 出力 SCI2の送信データ出力 

【注】 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCK、RxD、TxDと略称します。 

 * H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647のみ有効。 

 

13.1.4 レジスタ構成 
SCIには、表 13.2に示す内部レジスタがあります。これらのレジスタにより調歩同期式モード／

クロック同期式モードの指定、データフォーマットの指定、ビットレートの指定、および送信部／受
信部の制御を行うことができます。 

表 13.2 レジスタ構成 
チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

シリアルモードレジスタ 0 SMR0 R/W H'00 H'FF78 

ビットレートレジスタ 0 BRR0 R/W H'FF H'FF79 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0 R/W H'00 H'FF7A 

トランスミットデータレジスタ 0 TDR0 R/W H'FF H'FF7B 

シリアルステータスレジスタ 0 SSR0 R/(W)* H'84 H'FF7C 

レシーブデータレジスタ 0 RDR0 R H'00 H'FF7D 

0 

スマートカードモードレジスタ 0 SCMR0 R/W H'F2 H'FF7E 

シリアルモードレジスタ 1 SMR1 R/W H'00 H'FF80 

ビットレートレジスタ 1 BRR1 R/W H'FF H'FF81 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCR1 R/W H'00 H'FF82 

トランスミットデータレジスタ 1 TDR1 R/W H'FF H'FF83 

シリアルステータスレジスタ 1 SSR1 R/(W)* H'84 H'FF84 

レシーブデータレジスタ 1 RDR1 R H'00 H'FF85 

1 

スマートカードモードレジスタ 1 SCMR1 R/W H'F2 H'FF86 
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チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

シリアルモードレジスタ 2 SMR2 R/W H'00 H'FF88 

ビットレートレジスタ 2 BRR2 R/W H'FF H'FF89 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCR2 R/W H'00 H'FF8A 

トランスミットデータレジスタ 2 TDR2 R/W H'FF H'FF8B 

シリアルステータスレジスタ 2 SSR2 R/(W)*2 H'84 H'FF8C 

レシーブデータレジスタ 2 RDR2 R H'00 H'FF8D 

2 
（H8S/2648、 
H8S/2648R、 
H8S/2647） 

スマートカードモードレジスタ 2 SCMR2 R/W H'F2 H'FF8E 

共通 モジュールストップ 
コントロールレジスタ B 

MSTPCRB R/W H'FF H'FDE9 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

13.2 各レジスタの説明 
13.2.1 レシーブシフトレジスタ（RSR） 

7
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ビット
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：

：
 

RSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 
SCIは、RSRに RxD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセ

ットし、パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に RDR
へ転送されます。 

CPUから RSRを直接リード／ライトすることはできません。 
 

13.2.2 レシーブデータレジスタ（RDR） 
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RDRは、受信したシリアルデータを格納するレジスタです。 
SCIは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、RSRから RDRへ受信したシリアルデー

タを転送して格納し、受信動作を完了します。この後、RSRは受信可能になります。 
このように、RSRと RDRはダブルバッファになっているため連続した受信動作が可能です。 
RDRは、リード専用レジスタです。CPUからライトすることはできません。 
RDRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ

モード、またはモジュールストップモード時に H'00に初期化されます。 
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13.2.3 トランスミットシフトレジスタ（TSR） 
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TSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 
SCIは、TDRから送信データをいったん TSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TxD端子に送

り出すことでシリアルデータ送信を行います。 
1バイトのデータ送信を終了すると自動的に TDRから TSRへ次の送信データを転送し、送信を開

始します。ただし SSRの TDREビットが 1にセットされている場合には、TDRから TSRへのデータ
転送は行いません。 

CPUから、直接 TSRをリード／ライトすることはできません。 
 

13.2.4 トランスミットデータレジスタ（TDR） 
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TDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビットのレジスタです。 
SCIは、TSRの空を検出すると、TDRにライトされた送信データを TSRに転送してシリアル送信

を開始します。TSRのシリアルデータ送信中に TDRに次の送信データをライトしておくと、連続シ
リアル送信ができます。 

TDRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 
TDRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ

モード、またはモジュールストップモード時に H'FFに初期化されます。 
 

13.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR） 
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R/W

3

STOP

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

MP

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SMRは、SCIのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソース
を選択するための 8ビットのレジスタです。 

SMRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 
SMRは、リセットまたはハードウェアスタンバイ時に H'00に初期化されます。 
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ビット 7：コミュニケーションモード（C/A） 

SCIの動作モードを調歩同期式モード／クロック同期式モードのいずれかから選択します。 
 

ビット 7 

C/A 

説   明 

0 調歩同期式モード （初期値） 

1 クロック同期式モード 

 

ビット 6：キャラクタレングス（CHR） 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから選択します。クロック同
期式モードでは CHRの設定にかかわらず、データ長は 8ビットデータ固定です。 
 

ビット 6 

CHR 

説   明 

0 8ビットデータ （初期値） 

1 7ビットデータ* 

【注】 * 7ビットデータを選択した場合、TDRの MSB（ビット 7）は送信されません。また、LSBファース

ト／MSBファーストの選択はできません。 

 

ビット 5：パリティイネーブル（PE） 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティビットのチェックを
行うかどうかを選択します。クロック同期式モードおよびマルチプロセッサフォーマットでは、PE
ビットの設定にかかわらずパリティビットの付加、およびチェックは行いません。 
 

ビット 5 

PE 

説   明 

0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止 （初期値） 

1 パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】 * PEビットに 1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信
データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶数、
または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。 

 

ビット 4：パリティモード（O/E） 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ／奇数パリティのいずれで行うかを選択します。 
O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビットに 1を設定しパリティビットの付加やチェッ

クを許可したときのみ有効になります。クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの付
加やチェックを禁止している場合およびマルチプロセッサフォーマットでは、O/Eビットの指定は無
効です。 
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ビット 4 

O/E 

説   明 

0 偶数パリティ*1 （初期値） 

1 奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、その中の 1

の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信します。 

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が偶数であるか

どうかをチェックします。 

 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、その中の 1

の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信します。 

  受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数であるか

どうかをチェックします。 

 

ビット 3：ストップビットレングス（STOP） 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいずれかから選択します。
STOPビットの設定は調歩同期式モードでのみ有効になります。クロック同期式モードに設定した場
合にはストップビットは付加されませんので、このビットの設定は無効です。 
 

ビット 3 

STOP 

説   明 

0 1ストップビット：送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップビット）
を付加して送信します。 （初期値） 

1 2ストップビット：送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップビット）
を付加して送信します。 

 
なお、受信時には STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビットの 1ビット目のみを

チェックします。ストップビットの 2ビット目が 1の場合は、ストップビットとして扱いますが、0
の場合は、次の送信キャラクタのスタートビットとして扱います。 
 

ビット 2：マルチプロセッサモード（MP） 

マルチプロセッサフォーマットを選択します。マルチプロセッサフォーマットを選択した場合、PE
ビット、および O/Eビットにおけるパリティの設定は無効になります。また、MPビットの設定は、
調歩同期式モードのときのみ有効です。クロック同期式モードでは、MPビットの設定は無効です。 
マルチプロセッサ通信機能については、｢13.3.3 マルチプロセッサ通信機能｣を参照してください。 

 
ビット 2 

MP 

説   明 

0 マルチプロセッサ機能の禁止 （初期値） 

1 マルチプロセッサフォーマットを選択 
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ビット 1、0：クロックセレクト 1、0（CKS1、CKS0） 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。CKS1、CKS0ビットの設定により、
φ、φ／4、φ／16、φ／64の 4種類からクロックソースを選択できます。 
クロックソースと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係については、｢13.2.8 

ビットレートレジスタ（BRR）｣を参照してください。 
 
ビット 1 ビット 0 

CKS1 CKS0 

説   明 

0 φクロック （初期値） 0 

1 φ／4クロック 

0 φ／16クロック 1 

1 φ／64クロック 

 

13.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCRは、SCIの送信／受信動作、調歩同期式モードでのシリアルクロック出力、割り込み要求の許
可または禁止、および送信／受信クロックソースの選択を行うレジスタです。 

SCRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 
SCRは、リセットまたはハードウェアスタンバイ時に H'00に初期化されます。 

 

ビット 7：トランスミットインタラプトイネーブル（TIE） 

TDRから TSRへシリアル送信データが転送され SSRの TDREフラグが 1にセットされたときに、
送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の発生を許可または禁止します。 
 

ビット 7 

TIE 

説   明 

0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止* （初期値） 

1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可 

【注】 * TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから 1をリードした後、0にクリアするか、または TIEビ

ットを 0にクリアすることで行うことができます。 

 



 

13. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

13-10  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 6：レシーブインタラプトイネーブル（RIE） 

シリアル受信データがRSRからRDRへ転送されて SSRのRDRFフラグが 1にセットされたとき、
受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求の発生を許可または
禁止します。 
 

ビット 6 

RIE 

説   明 

0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止* 
 （初期値） 

1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可 

【注】 * RXI、および ERI割り込み要求の解除は、RDRF、または FER、PER、ORERの各フラグから 1を

リードした後、0にクリアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行うことができます。 

 

ビット 5：トランスミットイネーブル（TE） 

SCIのシリアル送信動作の開始を許可または禁止します。 
 

ビット 5 

TE 

説   明 

0 送信動作を禁止*1 （初期値） 

1 送信動作を許可*2 

【注】 *1 SSRの TDREフラグは 1に固定されます。 

 *2 この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRの TDREフラグを 0にクリアするとシリアル

送信を開始します。 

  なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SMRの設定を行い、送信フォーマットを決定してくだ

さい。 

 

ビット 4：レシーブイネーブル（RE） 

SCIのシリアル受信動作の開始を許可または禁止します。 
 

ビット 4 

RE 

説   明 

0 受信動作を禁止*1 （初期値） 

1 受信動作を許可*2 

【注】 *1 REビットを 0にクリアしても RDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保

持します。 

 *2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロ

ック入力をそれぞれ検出すると、シリアル受信を開始します。 

  なお、REビットを 1にセットする前に必ず SMRの設定を行い、受信フォーマットを決定してくだ

さい。  
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ビット 3：マルチプロセッサインタラプトイネーブル（MPIE） 

マルチプロセッサ割り込みを許可または禁止します。MPIEビットの設定は、調歩同期式モードで、
かつ、SMRのMPビットが 1に設定されている受信時にのみ有効です。 
クロック同期式モードのとき、あるいはMPビットが 0のときには、MPIEビットの設定は無効で

す。 
 

ビット 3 

MPIE 

説   明 

0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態（通常の受信動作をします） （初期値） 
［クリア条件］ 
（1）MPIEビットを 0にクリア 
（2）MPB＝1のデータを受信したとき 

1 マルチプロセッサ割り込み許可状態* 
マルチプロセッサビットが 1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラ
ー割り込み（ERI）要求、および SSRの RDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止し
ます。 

【注】 * MPB=0を含む受信データを受信しているときは、RSRから RDRへの受信データの転送、および受

信エラーの検出と SSRの RDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む

受信データを受信すると、SSRのMPBビットを 1にセットし、MPIEビットを自動的に 0にクリア

し、RXI、ERI割り込み要求の発生（SCRの TIE、RIEビットが 1にセットされている場合）と FER、

ORERフラグのセットが許可されます。 

 

ビット 2：トランスミットエンドインタラプトイネーブル（TEIE） 

MSBデータ送出時に有効な送信データが TDRにないとき、送信終了割り込み（TEI）要求の発生
を許可または禁止します。 
 

ビット 2 

TEIE 

説   明 

0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止* （初期値） 

1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可* 

【注】 * TEIの解除は、SSRの TDREフラグから 1をリードした後、0にクリアして TENDフラグを 0にク

リアするか、TEIEビットを 0にクリアすることで行うことができます。 

 

ビット 1、0：クロックイネーブル 1、0（CKE1、CKE0） 

SCIのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許可または禁止を設定しま
す。CKE1ビットと CKE0ビットの組み合わせによって SCK端子を入出力ポートにするか、シリアル
クロック出力端子にするか、またはシリアルクロック入力端子にするかが決まります。 
ただし、CKE0ビットの設定は調歩同期式モードで内部クロック動作（CKE1＝0）時のみ有効です。

クロック同期式モードのとき、および外部クロック動作（CKE1＝1）の場合は CKE0ビットの設定は
無効です。また、SMRで SCIの動作モードを決定する前に CKE1、CKE0の設定を行ってください。 

SCIのクロックソースの選択についての詳細は表 13.9を参照してください。 
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ビット 1 ビット 0 

CKE1 CKE0 

説   明 

調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は入出力ポート*1 0 

クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力*1 

調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子はクロック出力*2 

0 

1 

クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 

調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*3 0 

クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*3 

1 

1 

クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

【注】 *1 初期値 

 *2 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

 *3 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

 

13.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

FER

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

 
SCIの動作状態を示すステータスフラグと、マルチプロセッサビットを内蔵した 8ビットのレジス

タです。 
SSRは常に CPUからリード／ライトできます。ただし、TDRE、RDRF、ORER、PER、FERの各

フラグへ 1をライトすることはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1
をリードしておく必要があります。また、TENDフラグおよびMPBフラグはリード専用であり、ラ
イトすることはできません。 

SSRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモ
ード、またはモジュールストップモード時に H'84に初期化されます。 
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ビット 7：トランスミットデータレジスタエンプティ（TDRE） 

TDRから TSRにデータ転送が行われ、TDRに次のシリアル送信データをライトすることが可能に
なったことを示します。 
 

ビット 7 

TDRE 

説   明 

0 ［クリア条件］ 
（1）TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 
（2）TXI割り込み要求により DTCで TDRへデータをライトしたとき 

1 ［セット条件］ （初期値） 
（1）SCRの TEビットが 0のとき 
（2）TDRから TSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能になったとき 

 

ビット 6：レシーブデータレジスタフル（RDRF） 

受信したデータが RDRに格納されていることを示します。 
 

ビット 6 

RDRF 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 
（2）RXI割り込み要求によって DTCが起動され、DTCで RDRのデータをリードしたとき 

1 ［セット条件］ 
 シリアル受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき 

【注】 受信時にエラーを検出したとき、および SCRの REビットを 0にクリアしたときには RDRおよび RDRF

フラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 RDRFフラグが 1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバランエラーを発生し、受信デー

タが失われますので注意してください。 

 

ビット 5：オーバランエラー（ORER） 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 

ビット 5 

ORER 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値）*1 
 ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
 RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき*2 

【注】 *1 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持しま

す。 

 *2 RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われま

す。さらに、ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。な

お、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 
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ビット 4：フレーミングエラー（FER） 

調歩同期式モードで受信時にフレーミングエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 

ビット 4 

FER 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値）*1 
 FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
 SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかどうかをチェック
し、ストップビットが 0であったとき*2 

【注】 *1 SCRのREビットを 0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが 1であるかどうかのみを判定し、

2ビット目のストップビットはチェックをしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの

受信データは RDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。さらに、FERフラグが 1

にセットされた状態においては、以降のシリアル受信を続けることはできません。また、クロック

同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 

 

ビット 3：パリティエラー（PER） 

調歩同期式モードで、パリティを付加した受信時にパリティエラーが発生して異常終了したことを
示します。 
 

ビット 3 

PER 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値）*1 
 PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 
 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が、SMRの O/Eビットで指定し
た偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき*2 

【注】 *1 SCRのREビットを 0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 パリティエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされ

ません。なお、PERフラグが 1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはでき

ません。さらに、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。 

 

ビット 2：トランスミットエンド（TEND） 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に TDRに有効なデータがなく、送信を終了したことを示
します。 

TENDフラグはリード専用です。ライトは無効です。 
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ビット 2 

TEND 

説   明 

0 ［クリア条件］ 
（1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 
（2）TXI割り込み要求によって DTCが起動され、DTCで TDRへデータをライトしたとき 

1 ［セット条件］ （初期値） 
（1）SCRの TEビットが 0のとき 
（2）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時にTDRE＝1であったとき 

 

ビット 1：マルチプロセッサビット（MPB） 

調歩同期式モードで受信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、受信データ中のマルチプ
ロセッサビットを格納します。 

MPBビットは、リード専用です。ライトは無効です。 
 

ビット 1 

MPB 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値）* 
 マルチプロセッサビットが 0のデータを受信したとき 

1 ［セット条件］ 
 マルチプロセッサビットが 1のデータを受信したとき 

【注】 * マルチプロセッサフォーマットで SCRの REビットを 0にクリアしたときには、以前の状態を保持

します。 

 

ビット 0：マルチプロセッサビットトランスファ（MPBT） 

調歩同期式モードで送信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、送信データに付加するマ
ルチプロセッサビットを格納します。 
マルチプロセッサフォーマットでないとき、あるいは送信でないとき、およびクロック同期式モー

ドにはMPBTビットの設定は無効です。 
 

ビット 0 

MPBT 

説   明 

0 マルチプロセッサビットが 0のデータを送信 （初期値） 

1 マルチプロセッサビットが 1のデータを送信 
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13.2.8 ビットレートレジスタ（BRR） 

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

BRRは、SMRの CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックとあわ
せて、シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

BRRは、常に CPUによるリード／ライトが可能です。 
BRRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'FFに初期化されます。 
なお、チャネルごとにボーレートジェネレータの制御が独立していますので、それぞれ異なる値を

設定することができます。 
表 13.3に調歩同期式モードの BRRの設定例を、表 13.4にクロック同期式モードの BBRの設定例

を示します。 

表 13.3 ビットレートに対する BRRの設定例（調歩同期式モード） 
動作周波数φ（MHz） 

4 4.9152 5 

ビットレート 
（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 2 70 0.03 2 86 0.31 2 88 －0.25 

150 1 207 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 

300 1 103 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 

600 0 207 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 

1200 0 103 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 

2400 0 51 0.16 0 63 0.00 0 64 0.16 

4800 0 25 0.16 0 31 0.00 0 32 －1.36 

9600 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 

19200 － － － 0 7 0.00 0 7 1.73 

31250 0 3 0.00 0 4 －1.70 0 4 0.00 

38400 － － － 0 3 0.00 0 3 1.73 
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動作周波数φ（MHz） 

6 6.144 7.3728 8 

ビットレート 
（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 106 －0.44 2 108 0.08 2 130 －0.07 2 141 0.03 

150 2 77 0.16 2 79 0.00 2 95 0.00 2 103 0.16 

300 1 155 0.16 1 159 0.00 1 191 0.00 1 207 0.16 

600 1 77 0.16 1 79 0.00 1 95 0.00 1 103 0.16 

1200 0 155 0.16 0 159 0.00 0 191 0.00 0 207 0.16 

2400 0 77 0.16 0 79 0.00 0 95 0.00 0 103 0.16 

4800 0 38 0.16 0 39 0.00 0 47 0.00 0 51 0.16 

9600 0 19 －2.34 0 19 0.00 0 23 0.00 0 25 0.16 

19200 0 9 －2.34 0 9 0.00 0 11 0.00 0 12 0.16 

31250 0 5 0.00 0 5 2.40 － － － 0 7 0.00 

38400 0 4 －2.34 0 4 0.00 0 5 0.00 － － － 

 
動作周波数φ（MHz） 

9.8304 10 12 12.288 

ビットレート 
（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 174 －0.26 2 177 －0.25 2 212 0.03 2 217 0.08 

150 2 127 0.00 2 129 0.16 2 155 0.16 2 159 0.00 

300 1 255 0.00 2 64 0.16 2 77 0.16 2 79 0.00 

600 1 127 0.00 1 129 0.16 1 155 0.16 1 159 0.00 

1200 0 255 0.00 1 64 0.16 1 77 0.16 1 79 0.00 

2400 0 127 0.00 0 129 0.16 0 155 0.16 0 159 0.00 

4800 0 63 0.00 0 64 0.16 0 77 0.16 0 79 0.00 

9600 0 31 0.00 0 32 －1.36 0 38 0.16 0 39 0.00 

19200 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 －2.34 0 19 0.00 

31250 0 9 －1.70 0 9 0.00 0 11 0.00 0 11 2.40 

38400 0 7 0.00 0 7 1.73 0 9 －2.34 0 9 0.00 

 
動作周波数φ（MHz） 

14 14.7456 16 17.2032 

ビットレート 
（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 248 －0.17 3 64 0.70 3 70 0.03 3 75 0.48 

150 2 181 0.16 2 191 0.00 2 207 0.16 2 223 0.00 

300 2 90 0.16 2 95 0.00 2 103 0.16 2 111 0.00 

600 1 181 0.16 1 191 0.00 1 207 0.16 1 223 0.00 

1200 1 90 0.16 1 95 0.00 1 103 0.16 1 111 0.00 

2400 0 181 0.16 0 191 0.00 0 207 0.16 0 223 0.00 

4800 0 90 0.16 0 95 0.00 0 103 0.16 0 111 0.00 

9600 0 45 －0.93 0 47 0.00 0 51 0.16 0 55 0.00 

19200 0 22 －0.93 0 23 0.00 0 25 0.16 0 27 0.00 

31250 0 13 0.00 0 14 －1.70 0 15 0.00 0 16 1.20 

38400 － － － 0 11 0.00 0 12 0.16 0 13 0.00 
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動作周波数φ（MHz） 

18 19.6608 20 

ビットレート 
（bit/s） 

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 3 79 －0.12 3 86 0.31 3 88 －0.25 

150 2 233 0.16 2 255 0.00 3 64 0.16 

300 2 116 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16 

600 1 233 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 

1200 1 116 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 

2400 0 233 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 

4800 0 116 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 

9600 0 58 －0.69 0 63 0.00 0 64 0.16 

19200 0 28 1.02 0 31 0.00 0 32 －1.36 

31250 0 17 0.00 0 19 －1.70 0 19 0.00 

38400 0 14 －2.34 0 15 0.00 0 15 1.73 

 

表 13.4 ビットレートに対する BRRの設定例（クロック同期式モード） 
動作周波数φ（MHz） 

4 8 10 16 20 

ビット 
レート 
（bit/s） n N n N n N n N n N 

110 － －       

250 2 249 3 124 － － 3 249  

500 2 124 2 249 － － 3 124 － － 

1k 1 249 2 124 － － 2 249 － － 

2.5k 1 99 1 199 1 249 2 99 2 124 

5k 0 199 1 99 1 124 1 199 1 249 

10k 0 99 0 199 0 249 1 99 1 124 

25k 0 39 0 79 0 99 0 159 0 199 

50k 0 19 0 39 0 49 0 79 0 99 

100k 0 9 0 19 0 24 0 39 0 49 

250k 0 3 0 7 0 9 0 15 0 19 

500k 0 1 0 3 0 4 0 7 0 9 

1M 0 0* 0 1   0 3 0 4 

2.5M     0 0*  0 1 

5M        0 0* 

【注】 誤差は、なるべく 1%以内になるように設定してください。 

【記号説明】 

 空欄 ：設定できません。 

 － ：設定可能ですが誤差がでます。 

 * ：連続送信／受信はできません。 
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BRRの設定値は以下の計算式で求められます。 
 

調歩同期式モード 

 

N＝
64×22n－1×B

×106－1
φ

 
クロック同期式モード 

 

N＝
8×22n－1×B

×106－1
φ

 
B ：ビットレート（bit/s） 
N ：ボーレートジェネレータの BRRの設定値（0≦N≦255） 
φ ：動作周波数（MHz） 
n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0～3） 
  （nとクロックの関係は下表を参照してください。） 

 
SMRの設定値 n クロック 

CKS1 CKS0 

0 φ 0 0 

1 φ／4 0 1 

2 φ／16 1 0 

3 φ／64 1 1 

 
調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

 

誤差（％）＝
（N＋1）×B×64×22n－1

×100
φ×106

－1

 
 
表 13.5に調歩同期式モードの各周波数における最大ビットレートを示します。また、表 13.6、表

13.7に外部クロック入力時の最大ビットレートを示します。 
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表 13.5 各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 
φ（MHz） 最大ビットレート（bit/s） n N 

4 125000 0 0 

4.9152 153600 0 0 

5 156250 0 0 

6 187500 0 0 

6.144 192000 0 0 

7.3728 230400 0 0 

8 250000 0 0 

9.8304 307200 0 0 

10 312500 0 0 

12 375000 0 0 

12.288 384000 0 0 

14 437500 0 0 

14.7456 460800 0 0 

16 500000 0 0 

17.2032 537600 0 0 

18 562500 0 0 

19.6608 614400 0 0 

20 625000 0 0 

 

表 13.6 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 
φ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

4 1.0000 62500 

4.9152 1.2288 76800 

5 1.2500 78125 

6 1.5000 93750 

6.144 1.5360 96000 

7.3728 1.8432 115200 

8 2.0000 125000 

9.8304 2.4576 153600 

10 2.5000 156250 

12 3.0000 187500 

12.288 3.0720 192000 

14 3.5000 218750 

14.7456 3.6864 230400 

16 4.0000 250000 

17.2032 4.3008 268800 

18 4.5000 281250 

19.6608 4.9152 307200 

20 5.0000 312500 
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表 13.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード） 
φ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

4 0.6667 666666.7 

6 1.0000 1000000.0 

8 1.3333 1333333.3 

10 1.6667 1666666.7 

12 2.0000 2000000.0 

14 2.3333 2333333.3 

16 2.6667 2666666.7 

18 3.0000 3000000.0 

20 3.3333 3333333.3 

 

13.2.9 スマートカードモードレジスタ（SCMR） 

7
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0
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2
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R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCMRは、SDIRビットにより、LSBファースト／MSBファーストの選択を行います。調歩同期式
モード 7ビットデータの場合を除き、シリアル通信モードによらず、LSBファースト／MSBファー
ストの選択が可能です。本章の説明では、LSBファーストの場合について説明しています。 

SCMRのその他のビットについての詳細は、「14.2.1 スマートカードモードレジスタ（SCMR）」
を参照してください。 

SCMRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモードでは、H'F2に初期化されます。 
 

ビット 7～4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 3：スマートカードデータトランスファディレクション（SDIR） 

シリアル／パラレル変換のフォーマットを選択します。 
送信／受信フォーマットが 8ビットデータの場合に有効です。 

 
ビット 3 

SDIR 

説   明 

0 TDRの内容を LSBファーストで送信 （初期値） 
受信データを LSBファーストとして RDRに格納 

1 TDRの内容を MSBファーストで送信 
受信データをMSBファーストとして RDRに格納 
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ビット 2：スマートカードデータインバート（SINV） 

データのロジックレベルの反転を指定します。SINVビットは、パリティビットのロジックレベル
には影響しません。パリティビットの反転のためには、SMRの O/Eビットを反転する必要がありま
す。 
 

ビット 2 

SINV 

説   明 

0 TDRの内容をそのまま送信 （初期値） 
受信データをそのまま RDRに格納 

1 TDRの内容を反転してデータを送信 
受信データを反転して RDRに格納 

 

ビット 1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 0：スマートカードインタフェースモードセレクト（SMIF） 

通常の SCIとして動作する場合には 0をライトしてください。 
 

ビット 0 

SMIF 

説   明 

0 通常の SCIとして動作（スマートカードインタフェース機能を禁止） （初期値） 

1 スマートカードインタフェース機能を許可 

 

13.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB） 
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：

：

MSTPCRB

 
MSTPCRBは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行

います。 
MSTPB7、MSTPB6ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で SCI0、SCI1はそれぞ

れ動作を停止してモジュールストップモードに遷移します。詳細は「22.5 モジュールストップモー
ド」を参照してください。 

MSTPCRBは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。ソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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ビット 7：モジュールストップ（MSTPB7） 

SCI0のモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 7 

MSTPB7 

説明 

0 SCI0のモジュールストップモード解除 

1 SCI0のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

ビット 6：モジュールストップ（MSTPB6） 

SCI1のモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 6 

MSTPB6 

説明 

0 SCI1のモジュールストップモード解除 

1 SCI1のモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

ビット 5：モジュールストップ（MSTPB5） 

SCI2のモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 5 

MSTPB5 

説明 

0 SCI2のモジュールストップモード解除 

1 SCI2のモジュールストップモード設定 （初期値） 

【注】 H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647のみ有効。 
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13.3 動作説明 
13.3.1 概要 

SCIは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより
同期をとりながら通信するクロック同期式モードの 2方式で、シリアル通信ができます。 
調歩同期式モードと、クロック同期式モードの選択および送信フォーマットの選択は、SMRで行

います。これを表 13.8に示します。また、SCIのクロックソースは、SMRの C/Aビットおよび SCR
の CKE1、CKE0ビットの組み合わせで決まります。これを表 13.9に示します。 
 

(1) 調歩同期式モード 

■データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

■パリティの付加、マルチプロセッサビットの付加、および 1ビット／2ビットのストップビットの
付加を選択可能 

（これらの組み合わせにより送信／受信フォーマットおよび、キャラクタ長を決定） 

■受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、オーバランエラー、およびブレークの検出が可能 

■SCIのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

• 内部クロックを選択した場合： 
SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、ビットレートと同じ周波数のクロック
を出力することが可能 

• 外部クロックを選択した場合： 
ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力することが必要（内蔵ボーレートジェネレー
タを使用しない） 

 

(2) クロック同期式モード 

■送信／受信フォーマット：8ビットデータ固定 

■受信時にオーバランエラーの検出可能 

■SCIのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

• 内部クロックを選択した場合： 
SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力 

• 外部クロックを選択した場合： 
内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力された同期クロックで動作 

 



 

13. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  13-25 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

表 13.8 SMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 
SMRの設定値 SCIの送信／受信フォーマット 

ビット
7 

ビット
6 

ビット
2 

ビット
5 

ビット
3 

C/A CHR MP PE STOP

モード 

データ長 マルチプロセッサ
ビット 

パリティ 
ビット 

ストップ 
ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビット
データ

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

1 

0 

1 

1 

調歩同期式
モード 

7ビット
データ

なし 

あり 

2ビット 

－ 0 1ビット 0 

－ 1 

8ビット
データ 2ビット 

－ 0 1ビット 

0 

1 

1 

－ 1 

調歩同期式
モード 

（マルチプロ

セッサフォー
マット） 

7ビット
データ

あり 

2ビット 

1 － － － － クロック
同期式 
モード 

8ビット
データ

なし 

なし 

なし 

 

表 13.9 SMR、SCRの設定と SCIのクロックソースの選択 
SMR SCRの設定 SCIの送信／受信クロック 

ビット
7 

ビット
1 

ビット
0 

C/A CKE1 CKE0

モード 

クロック
ソース

SCK端子の機能 

0 0 

1 

内部 SCIは、SCK端子を使用しません 
ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

0 

0 

1 

1 

調歩同期式モード 

外部 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

0 0 

1 

内部 同期クロックを出力 

0 

1 

1 

1 

クロック同期式モード 

外部 同期クロックを入力 
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13.3.2 調歩同期式モード時の動作 
調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットと

をデータに付加したキャラクタを送信または受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル
通信を行うモードです。 

SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、
送信部と受信部がともにダブルバッファ構造になっていますので、送信および受信中にデータのリー
ド／ライトができ、連続送信／受信が可能です。 
調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 13.2に示します。 
調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（Highレベル）に保たれています。

SCIは通信回線を監視し、スペース（Lowレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリ
アル通信を開始します。 
シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（Lowレベル）から始まりデータ（LSBファー

スト：最下位ビットから）、パリティビット（High／Lowレベル）、最後にストップビット（High
レベル）の順で構成されています。 
調歩同期式モードでは、SCIは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化します。また

SCIは、データを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングしますので、各
ビットの中央で通信データが取り込まれます。 
 

LSB

スタート
ビット

MSB

アイドル状態
（マーク状態）

ストップ
ビット

0

送信／受信データ

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

1 1

シリアル
データ

パリティ
ビット

1ビット 1ビット
または　
2ビット

7ビットまたは8ビット 1ビット
または
なし

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

 
図 13.2 調歩同式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 

 

(1) 送信／受信フォーマット 

調歩同期式モードで設定できる送信／受信フォーマットを、表 13.10に示します。 
送信／受信フォーマットは 12種類あり、SMRの選定により選択できます。 
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表 13.10 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

PE

0

0

1

1

0

0

1

1

－

－

－

－

S 8ビットデータ STOP

S 7ビットデータ STOP

S 8ビットデータ STOP STOP

S 8ビットデータ P STOP

S 7ビットデータ STOPP

S 8ビットデータ MPB STOP

S 8ビットデータ MPB STOP STOP

S 7ビットデータ STOPMPB

S 7ビットデータ STOPMPB STOP

S 7ビットデータ STOPSTOP

CHR

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

1

1

MP

0

 0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

STOP

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

SMRの設定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

STOPS 8ビットデータ P STOP

S 7ビットデータ STOPP STOP

 
【記号説明】 

S ：スタートビット 

STOP ：ストップビット 

P ：パリティビット 

MPB ：マルチプロセッサビット 
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(2) クロック 

SCIの送受信クロックは、SMRの C/Aビットと SCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵
ボーレートジェネレータの生成した内部クロック、または SCK端子から入力された外部クロックの 2
種類から選択できます。SCIのクロックソースの選択については表 13.9を参照してください。 
外部クロックを SCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16倍の周波数のクロック

を入力してください。 
内部クロックで動作させるとき、SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出

力されるクロックの周波数はビットレートと等しく、位相は図 13.3に示すように送信データの中央
にクロック立ち上がりエッジがくるようになります。 
 

0

1フレーム

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

 
図 13.3 出力クロックと通信データの位相関係（調歩同期式モード） 

 

(3) データの送信／受信動作 

(a) SCIの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前には、まず SCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIを
初期化してください。 

 
動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび REビットを 0

にクリアしてから次の手順で変更してください。TEビットを 0にクリアすると TDREフラグは 1に
セットされ、TSRが初期化されます。REビットを 0にクリアしても、RDRF、PER、FER、ORERの
各フラグ、および RDRの内容は保持されますので注意してください。 
外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロ

ックを止めないでください。 
図 13.4に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 
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Wait

〈初期化完了〉

初　期　化　開　始

SMR、SCMRに送信／
受信フォーマットを設定

［1］SCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、REはビット0）

No

Yes

BRRに値を設定

SCRのTE、REビットを0にクリア

［2］

［3］

SCRのTE、REビットを1にセット、
および、RIE、TIE、TEIE、MPIEビット

を設定
［4］

1ビット期間経過

［1］ SCRにクロックの選択を設定してくだ
さい。
なお、RIE、TIE、TEIE、MPIE、およ
びTE、REビットは必ず0にクリアして
ください。
調歩同期式モードでクロックを選択し
た場合には、SCRの設定後、直ちに出
力されます。

［2］ SMR、SCMRに送信／受信フォーマッ
トを設定します。

［3］ BRRにビットレートに対応する値をラ
イトします。ただし、外部クロックを
使用する場合には必要ありません。

［4］ 少なくとも1ビット期間待ってから、
SCRのTEビットまたはREビットを1に
セットします。また、RIE、TIE、TEIE、
MPIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定するとことによ
りTxD、RxD端子が使用可能となります。

 
図 13.4 SCIの初期化フローチャートの例 
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(b) シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 13.5にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

 

No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSRのTDREフラグをリード ［2］

TDRに送信データをライトし、
SSRのTDREフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

SSRのTENDフラグをリード

［3］

No

Yes

［4］

DRを0にクリア、
DDRを1にセット

SCRのTEビットを0にクリア

TDRE＝1

全データ送信

TEND＝1

ブレーク出力

［1］SCIを初期化：
TxD端子は自動的に送信データ出力
端子になります。
TEビットを1にセットした後、1フ
レーム分の1を出力して送信可能状
態になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信データ
をライト：
SSRをリードして、TDREフラグが
1であることを確認した後、TDRに
送信データをライトし、TDREフラ
グを0にクリアします。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、
TDREフラグの1をリードしてライ
ト可能であることを確認した後に
TDRにデータをライトし、続いて
TDREフラグを0にクリアしてくだ
さい。ただし、送信データエンプ
ティ割り込み（TXI）要求でDTCを
起動し、TDRにデータをライトす
る場合には、TDREフラグのチェッ
クおよびクリアは自動的に行われ
ます。

［4］シリアル送信の終了時にブレークを
出力： 
シリアル送信時にブレークを出力
するときには、TxD端子に対応する
ポートのDDRを1にセット、DRを0
にクリアした後にSCRのTEビット
を0にクリアします。

 
図 13.5 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは、SSRのTDREフラグを監視し、0であるとTDRにデータがライトされたと認識し、TDR

からTSRにデータを転送します。 
［2］ TDRからTSRへデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。 

このとき、SCRのTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）
要求を発生します。 
シリアル送信データは、以下の順にTxD端子から送り出されます。 

［a］ スタートビット： 
1ビットの0が出力されます。 

［b］ 送信データ： 
8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

［c］ パリティビットまたはマルチプロセッサビット： 
1ビットのパリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）、または1ビットのマル
チプロセッサビットが出力されます。 
なお、パリティビット、またはマルチプロセッサビットを出力しないフォーマットも選択
できます。 

［d］ ストップビット： 
1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

［e］ マーク状態： 
次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

［3］ SCIは、ストップビットを送出するタイミングでTDREフラグをチェックします。 
TDREフラグが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、
次フレームのシリアル送信を開始します。 
TDREフラグが1であるとSSRのTENDフラグに1をセットし、ストップビットを送り出した
後、1を出力するマーク状態になります。このときSCRのTEIEビットが1にセットされている
とTEI割り込み要求を発生します。 

 
調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 13.6に示します。 
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TDRE

TEND

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データスタート

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理
ルーチンでTDRに
データをライトし、
TDREフラグを0に
クリア

TEI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

 
図 13.6 調歩同期式モードでの送信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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(c) シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 13.7にシリアル受信フローチャートの例を示します。 
シリアルデータ受信は以下の手順に従い行ってください。 

 

Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

［2］

No

Yes

SSRのRDRFフラグをリード ［4］

［5］

SCRのREビットを0にクリア

SSRのORER、PER、
FERフラグをリード

エラー処理

（次頁に続く）

［3］

RDRの受信データをリードし、SSRの
RDRFフラグを0にクリア　　　　

No

Yes

PER∨FER∨ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

［1］SCIの初期化：
RxD端子は自動的に受信データ入
力端子になります。

［2］［3］受信エラー処理とブレークの
検出：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORER、PER、FERの各フ
ラグをリードしてエラーを判定し
ます。所定のエラー処理を行った
後、必ず、ORER、PER、FERフ
ラグをすべて0にクリアしてくだ
さい。ORER、PER、FERフラグ
のいずれかが1にセットされた状
態では受信を再開できません。ま
た、フレーミングエラー時にRxD
端子に対応する入力ポートの値を
リードすることでブレークの検出
ができます。

［4］SCIの状態を確認して受信データ
のリード：
SSRをリードして、RDRF＝1で
あることを確認した後、RDRの
受信データをリードし、RDRFフ
ラグを0にクリアします。RDRF
フラグが0から1に変化したことは、
RXI割り込みによっても知ること
ができます。

［5］シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、
現在のフレームのストップビット
を受信する前に、RDRFフラグの
リード、RDRのリード、RDRFフ
ラグを0にクリアしておいてくだ
さい。ただし、RXI割り込みで
DTCを起動しRDRの値をリード
する場合には、RDRFフラグのク
リアは自動的に行われます。

 
図 13.7 シリアル受信データフローチャートの例（1） 
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〈終　　了〉

［3］

エラー処理

パリティエラー処理

Yes

No

SSRのORER、PER、
FERフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

No

Yes

オーバランエラー処理

ORER＝1

FER＝1

ブレーク

PER＝1

SCRのREビットを0にクリア

 
図 13.7 シリアル受信データフローチャートの例（2） 
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SCIは受信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始しま

す。 
［2］ 受信したデータをRSRのLSBからMSBの順に格納します。 
［3］ パリティビットおよびストップビットを受信します。 

受信後、SCIは以下のチェックをします。 
［a］ パリティチェック： 

受信データの1の数をチェックし、これがSMRのO/Eビットで設定した偶数／奇数パリティ
になっているかをチェックします。 

［b］ ストップビットチェック： 
ストップビットが1であるかをチェックします。 
ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のみをチェックします。 

［c］ ステータスチェック： 
RDRFフラグが0であり、受信データをRSRからRDRに転送できる状態であるかをチェック
します。 

 
以上のチェックをすべて満足したとき、RDRFフラグが 1にセットされ、RDRに受信データが格

納されます。 
エラーチェックで受信エラー*を発生すると表 13.11のように動作します。 

【注】 * 受信エラーが発生した状態では、以後の受信動作ができません。 
  また、受信時に RDRFフラグが 1にセットされませんので、必ずエラーフラグを 0にク

リアしてください。 
 
［4］ RDRFフラグが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信データフル割

り込み（RXI）要求を発生します。 
また、ORER、PER、FERフラグのいずれかが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセット
されていると受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。 

 

表 13.11 受信エラーと発生条件 
受信エラー名 略称 発生条件 データ転送 

オーバランエラー ORER SSRのRDRFフラグが1にセットさ
れたまま次のデータ受信を完了した
とき 

RSRから RDRに受信データは転送
されません。 

フレーミングエラー FER ストップビットが 0のとき RSRから RDRに受信データが転送
されます。 

パリティエラー PER SMRで設定した偶数／奇数パリテ
ィの設定と受信したデータが異なる
とき 

RSRから RDRに受信データが転送
されます。 

 
調歩同期式モード受信時の動作例を図 13.8に示します。 
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RDRF

FER

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0

1 1
データスタート

ビット
パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

フレーミング
エラーでERI
割り込み要求
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RXI割り込み処理
ルーチンでRDRの
データをリードし
RDRFフラグを0に
クリア

RXI割り込み
要求の発生

 
図 13.8 SCIの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

13.3.3 マルチプロセッサ通信機能 
マルチプロセッサ通信機能とは、調歩同期式モードでマルチプロセッサビットを付加したフォーマ

ット（マルチプロセッサフォーマット）でシリアル通信をする機能です。この機能を使用すると、複
数のプロセッサ間でシリアル通信回線を共有したデータの送受信ができます。 
マルチプロセッサ通信を行うとき、受信局はおのおの固有の IDコードでアドレッシングされてい

ます。 
シリアル通信サイクルは、受信局を指定する ID送信サイクルとデータ送信サイクルの 2つから構

成されます。この ID送信サイクルとデータ送信サイクルは、マルチプロセッサビットで区別します。 
送信局は、まず、シリアル通信を行いたい受信局の IDを、マルチプロセッサビット 1を付加した

データにして送信します。続いて、送信データを、マルチプロセッサビット 0を付加したデータにし
て送信します。 
受信局は、マルチプロセッサビット 1のデータが送信されるまでは、データを読み飛ばします。 
マルチプロセッサビット 1のデータを受信したとき、受信局は自局の IDと比較します。そして、

一致した局は続いて送信されるデータを受信します。一方、一致しなかった局は、再びマルチプロセ
ッサビット 1のデータが送信されるまでは、データを読み飛ばします。このようにして複数のプロセ
ッサ間のデータ送受信が行われます。 
図 13.9にマルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例を示します。 

 

(1) 送信／受信フォーマット 

送信／受信フォーマットは 4種類です。 
マルチプロセッサフォーマットを指定した場合は、パリティビットの指定は無効です。 
詳細は表 13.10を参照してください。 

 

(2) クロック 

調歩同期式モードの項を参照してください。 
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送信局

受信局A

（ID＝01）

受信局B

（ID＝02）

受信局C

（ID＝03）

受信局D

（ID＝04）

シリアル通信回線

シリアル
データ

ID送信サイクル
＝受信局の指定

データ送信サイクル
＝IDで指定した受信局
　へのデータ送信

（MPB＝1） （MPB＝0）

H'01 H'AA

【記号説明】
　MPB：マルチプロセッサビット

 
図 13.9 マルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例 

（受信局 Aへのデータ H'AAの送信の例） 

 

(3) データの送信／受信動作 

(a) マルチプロセッサシリアルデータ送信 

図 13.10にマルチプロセッサシリアルデータ送信のフローチャートの例を示します。 
マルチプロセッサシリアルデータ送信は、以下の手順に従い行ってください。 
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No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSRのTDREフラグをリード ［2］

TDRに送信データをライトし、
SSRのMPBTビットを設定　　

No

Yes

No

Yes

SSRのTENDフラグをリード

［3］

No

Yes

［4］

DRを0にクリア、DDRを
  1にセット

SCRのTEビットを0にクリア

TDRE＝1

送信終了

TEND＝1

ブレーク出力

TDREフラグを0にクリア

［1］SCIの初期化：
TxD端子は自動的に送信データ出
力端子になります。
TEビットを1にセットした後、1
フレーム分の1を出力して送信可
能状態になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信デー
タをライト：
SSRをリードして、TDREフラグ
が1であることを確認した後、
TDRに送信データをライトします。
また、SSRのMPBTビットを0ま
たは 1に設定します。最後に
TDREフラグを0にクリアしてく
ださい。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、
必ずTDREフラグの1をリードし
てライト可能であることを確認し
た後にTDRにデータをライトし、
続いてTDREフラグを0にクリア
してください。ただし、送信デー
タエンプティ割り込み（TXI）要
求でDTCを起動しTDRにデータを
ライトする場合にはTDREフラグ
のチェック、およびクリアは自動
的に行われます。

［4］シリアル送信の終了時にブレーク
を出力：
シリアル送信時にブレークを出力
するときには、ポートのDDRを1
にセットし、DRを0にクリアした
後にSCRのTEビットを0にクリア
します。

 
図 13.10 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例 
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SCIは、シリアル送信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは、SSRのTDREフラグを監視し、0であるとTDRにデータがライトされたと認識し、TDR

からTSRにデータを転送します。 
［2］ TDRからTSRへデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。 

このとき、SCRのTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）
要求を発生します。 
シリアル送信データは、以下の順にTxD端子から送り出されます。 

［a］ スタートビット： 
1ビットの0が出力されます。 

［b］ 送信データ： 
8ビット／7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

［c］ マルチプロセッサビット： 
1ビットのマルチプロセッサビット（MPBTの値）が出力されます。 

［d］ ストップビット： 
1ビット／2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

［e］ マーク状態： 
次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

［3］ SCIは、ストップビットを送り出すタイミングでTDREフラグをチェックします。 
TDREフラグが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、
次のフレームのシリアル送信を開始します。 
TDREフラグが1であるとSSRのTENDフラグを1にセットし、ストップビットを送り出した
後、1を出力するマーク状態になります。このときSCRのTEIEビットが1にセットされている
と送信終了割り込み（TEI）要求を発生します。 

 
図 13.11にマルチプロセッサフォーマットの SCIの送信時の動作例を示します。 
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TDRE

TEND

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データスタート

ビット

マルチ
プロセッサ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データ
マルチ
プロセッサ
ビット

ストップ
ビット

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチン
でTDRにデータをライ
トし、TDREフラグを0
にクリア

TEI割り込み
要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

 
図 13.11 SCIの送信時の動作例 

（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 

 

(b) マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 13.12にマルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例を示します。 
マルチプロセッサシリアルデータ受信は、以下の手順に従い行ってください。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

No

Yes

［4］

SCRのREビットを0にクリア

エラー処理

（次頁に続く）

［5］
No

Yes

FER∨ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

SCRのMPIEビットを1にセット ［2］

SSRのORER、FERフラグをリード

SSRのRDRFフラグをリード ［3］

RDRの受信データをリード

No

Yes

自局のID

SSRのORER、FERフラグをリード

Yes

No

SSRのRDRFフラグをリード

No

Yes

FER∨ORER＝1

RDRの受信データをリード

RDRF＝1

［1］SCIの初期化：
RxD端子は自動的に受信データ入
力端子になります。

［2］ID受信サイクル：
SCRのMPIEビットを1にセットし
ておきます。

［3］SCIの状態を確認して、IDの受信
と比較：
SSRをリードして、RDRFフラグ
が1であることを確認した後、
RDRのデータをリードし、自局の
IDと比較します。
自局の IDでないときには、再び
MPIEビットを 1にセットし、
RDRFフラグを0にクリアします。
自局のIDのときには、RDRFフラ
グを0にクリアします。

［4］SCIの状態を確認してデータの受信：
SSRをリードして、RDRFフラグ
が1であることを確認した後、
RDRのデータをリードします。

［5］受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORER、FERフラグをリー
ドしてエラーを判定します。所定
のエラー処理を行った後、必ず
ORER、FERフラグをすべて0に
クリアしてください。
ORER、FERフラグのいずれかが
1にセットされた状態では受信を
再開できません。
また、フレーミングエラー時に
RxD端子の値をリードすることで
ブレークの検出ができます。

 
図 13.12 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1） 
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〈終　　了〉

エラー処理

Yes

No

SSRのORER、PER、FERフラグを
0にクリア

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

オーバランエラー処理

ORER＝1

FER＝1

ブレーク

SCRのREビットを0にクリア

［5］

 
図 13.12 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2） 

 
図 13.13にマルチプロセッサフォーマットの SCIの受信時の動作例を示します。 

 



 

13. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  13-43 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

MPIE

RDRの
値

0 D0 D1 D7 1 1 0 D0 D1 D7 0 1

1 1
データ（ID1）スタート

ビット MPB
ストップ
ビット

スタート
ビット

データ（Data1）
MPB

ストップ
ビット

RXI割り込み要求
（マルチプロセ
 ッサ割り込み）
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RDRF

RXI割り込み処理
ルーチンでRDRの
データをリードし、
RDRFフラグを0に
クリア

自局のIDでない場合
再びMPIEビットを
1にセット

RXI割り込み要求は
発生しません。
またRDRは状態
を保持します。

ID1

（a）自局のIDと一致しないとき

MPIE

RDRの
値

0 D0 D1 D7 1 1 0 D0 D1 D7 0 1

1 1
データ（ID2）スタート

ビット MPB
ストップ
ビット

スタート
ビット

データ（Data2）
MPB

ストップ
ビット

RXI割り込み要求
（マルチプロセ
 ッサ割り込み）
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

RDRF

RXI割り込み処理
ルーチンでRDRの
データをリードし、
RDRFフラグを0に
クリア

自局のIDなので、
そのまま受信を続け、
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図 13.13 SCIの受信時の動作例 

（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 

 



 

13. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

13-44  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

13.3.4 クロック同期式モード時の動作 
クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信または受信するモードで、高速

シリアル通信に適しています。 
SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信がで

きます。 
また、送信部と受信部がともにダブルバッファ構造になっていますので送信および受信中にデータ

のリード／ライトができ、連続送信／受信が可能です。 
クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 13.14に示します。 

 

Don't careDon't care

通信データの1単位（キャラクタ、または、フレーム）

ビット0シリアル
データ

同期
クロック

ビット1 ビット3 ビット4 ビット5

LSB MSB

ビット2 ビット6 ビット7

**

【注】*　連続送信／受信のとき以外はHighレベル
 

図 13.14 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 
クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下

がりまで出力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 
シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出

力後の通信回線の状態はMSBの状態を保ちます。 
クロック同期式モードでは、SCIは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 

 

(1) 送信／受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 
パリティビットやマルチプロセッサビットの付加はできません。 

 

(2) クロック 

SMRの C/Aビットと SCRの CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生
成した内部クロック、または、SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。
SCIのクロックソースの選択については表 13.9を参照してください。 
内部クロックで動作させるとき、SCK端子からは同期クロックが出力されます。 
同期クロックは 1キャラクタの送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときには High

レベルに固定されます。ただし、受信のみの動作のときは、オーバランエラーが発生するか、REビ
ットを 0にクリアするまで同期クロックは出力されます。1キャラクタ単位の受信動作を行いたいと
きは、クロックソースは外部クロックを選択してください。 
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(3) データの送信／受信動作 

(a) SCIの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前には、SCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の手順に従い SCI
を初期化してください。 

 
モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、REビットを 0にクリアしてか

ら下記手順で変更してください。TEビットを 0にクリアすると TDREフラグは 1にセットされ、TSR
が初期化されます。 

REビットを 0にクリアしても RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDRの内容は保持
されますので注意してください。 
図 13.15に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 

 

Wait

〈送信／受信開始〉

【注】　送受信同時動作の場合は、TEビット、REビットの0クリア、1セットは、
　　　　同時に設定してください。

初　期　化　開　始

SMR、SCMRに送信／受信
フォーマットを設定

No

Yes

BRRに値を設定

SCRのTE、REビットを0にクリア

［2］

［3］

SCRのTE、REビットを1にセット
また、RIE、TIE、TEIE、
MPIEビットを設定

［4］

1ビット期間経過

SCRのCKE1、CKE0ビットを
設定（TE、REビットは0）

［1］

SCRにクロックの選択を設定して
ください。なお、RIE、TIE、TEIE、
MPIE、TE、REビットには必ず0を
設定してください。

［1］

SMR、SCMRに送信／受信フォー
マットを設定します。

［2］

BRRにビットレートに対応する値
をライトします。ただし、外部ク
ロックを使用する場合にはこの作
業は必要ありません。

［3］

少なくとも1ビット期間待ってから、
SCRのTE、またはREビットを1に
セットします。
また、RIE、TIE、TEIE、MPIEビ
ットを設定してください。
TE、REビットの設定でTxD、
RxD端子が使用可能になります。

［4］

 
図 13.15 SCIの初期化フローチャートの例 
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(b) シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 13.16にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

 

No

〈終　　了〉

［1］

Yes

初　期　化

送　信　開　始

SSRのTDREフラグをリード ［2］

TDRの送信データをライトし、
SSRのTDREフラグを0にクリア

No

Yes

No

Yes

SSRのTENDフラグをリード

［3］

SCRのTEビットを
0にクリア

TDRE＝1

全データ送信

TEND＝1

［1］SCIの初期化：
TxD端子は自動的に送信デ
ータ出力端子になります。

［2］SCIの状態を確認して、送信
データをライト：
SSRをリードして、TDRE
フラグが1であることを確認
した後、TDRに送信データ
をライトし、TDREフラグ
を0にクリアします。

［3］シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるとき
には、必ずTDREフラグの1
をリードしてライト可能で
あることを確認した後に
TDRにデータをライトし、
続いてTDREフラグを0にク
リアしてください。
ただし、送信データエンプ
ティ割り込み（TXI）要求で
DTCを起動しTDRにデータ
をライトする場合には
TDREフラグのチェック、
およびクリアは自動的に行
われます。

 
図 13.16 シリアル送信のフローチャートの例 

 
SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは、SSRのTDREフラグを監視し、0であるとTDRにデータがライトされたと認識し、TDR

からTSRにデータを転送します。 
［2］ TDRからTSRへデータを転送した後にTDREフラグを1にセットし、送信を開始します。この

とき、SCRのTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）要
求を発生します。 
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クロック出力モードに設定したときには、SCIは同期クロックを8パルス出力します。外部ク
ロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。 
シリアル送信データは、LSB（ビット0）からMSB（ビット7）の順にTxD端子から送り出さ
れます。 

［3］ SCIは、MSB（ビット7）を送り出すタイミングでTDREフラグをチェックします。 
TDREフラグが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、次フレームのシリアル送信を開始
します。 
TDREフラグが1であるとSSRのTENDフラグを1にセットし、MSB（ビット7）を送り出した
後、TxD端子は状態を保持します。 
このときSCRのTEIEビットが1にセットされていると送信終了割り込み（TEI）要求を発生し
ます。 

［4］ シリアル送信終了後は、SCK端子はHighレベル固定になります。 
 
図 13.17に SCIの送信時の動作例を示します。 

 

転送方向

ビット0シリアル
データ

同期
クロック

1フレーム

TDRE

TEND

TXI割り込み処理ルー
チンでTDRにデータ
をライトし、TDRE
フラグを0にクリア

TXI割り込み
要求の発生

ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

TXI割り込み
要求の発生

TEI割り込み
要求の発生

 
図 13.17 SCIの送信時の動作例 

 

(c) シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 13.18にシリアル受信フローチャートの例を示します。 
シリアルデータ受信は以下の手順に従い行ってください。 
動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必ず、ORER、PER、

FERの各フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 
FER、PERフラグが 1にセットされていると RDRFフラグがセットされません。また、送信動作お

よび受信動作のいずれも行うことができません。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

受　信　開　始

［2］

No

Yes

SSRのRDRFフラグをリード ［4］

［5］

SCRのREビットを0にクリア

エラー処理

（下図に続く）

［3］

RDRの受信データをリードし、
SSRのRDRFフラグを0にクリア

No

Yes

ORER＝1

RDRF＝1

全数受信

SSRのORERフラグをリード

〈終　　了〉

エラー処理

SSRのORERフラグを
0クリア

オーバランエラー処理

［3］

［1］SCIの初期化：
RxD端子は自動的に受信データ
入力端子になります。

［2］［3］受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORERフラグをリードし
てから、所定のエラー処理を行
った後、ORERフラグを0にクリ
アしてください。ORERフラグ
が1にセットされた状態では、送
信／受信を再開できません。

［4］SCIの状態を確認して受信データ
のリード：
SSRをリードして、RDRFフラ
グが1であることを確認した後、
RDRの受信データをリードし、
RDRFフラグを0にクリアします。
RDRFフラグが0から1に変化し
たことは、RXI割り込みによって
も知ることができます。

［5］シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、
現在のフレームのMSB（ビット7）
を受信する前に、RDRFフラグ
のリード、 RDRのリード、
RDRFフラグの0クリアを終了し
ておいてください。ただし、受
信データフル割り込み（RXI）要
求でDTCを起動し、RDRの値を
リードする場合にはRDRFフラ
グのクリアは自動的に行われます。

 
図 13.18 シリアルデータ受信フローチャートの例 
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SCIは受信時に以下のように動作します。 
 
［1］ SCIは同期クロックの入力または出力に同期して内部を初期化します。 
［2］ 受信したデータをRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIは、RDRFフラグが0であり、受信データをRSRからRDRに転送できる状態であ
るかをチェックします。 
このチェックを満足したときRDRFフラグが1にセットされ、RDRに受信データが格納されま
す。エラーチェックで受信エラーを発生すると、表13.11のように動作します。 
エラーチェックで受信エラーを発生した状態では、以後の送信、受信のいずれも動作できま
せん。 

［3］ RDRFフラグが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信データフル割
り込み（RXI）要求を発生します。 
また、ORERフラグが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信エラー
割り込み（ERI）要求を発生します。 

 
図 13.19に SCIの受信時の動作例を示します。 

 

ビット7シリアル
データ

同期
クロック

1フレーム

RDRF

ORER

オーバランエラー
でERI割り込み要
求の発生

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み処理ルー
チンでRDRのデータ
をリードし、RDRFフ
ラグを0にクリア

RXI割り込み
要求の発生

ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

 
図 13.19 SCIの受信時の動作例 

 

(d) シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 13.20にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送受信同時動作は、以下の手順に従い行ってください。 
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Yes

〈終　　了〉

［1］

No

初　期　化

送　受　信　開　始

［5］

エラー処理

［3］

RDRの受信データをリードし、
SSRのRDRFフラグを0にクリア

No

Yes

ORER＝1

全数受信

［2］SSRのTDREフラグをリード

No

Yes

TDRE＝1

TDRに送信データをライトし、
SSRのTDREフラグを0にクリア

No

Yes

RDRF＝1

SSRのORERフラグをリード

［4］SSRのRDRFフラグをリード

SCRのTE、REビットを
0にクリア

【注】 送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるときには、
TEビットとREビットを0にクリアしてからTEビットとREビッ
トを同時に1にセットしてください。

［1］初期化：
TxD端子は送信データ出力端子に、
RxD端子は受信データ入力端子にな
り送受信同時動作可能状態になります。

［2］SCIの状態確認と送信データのライト：
SSRをリードしてTDREフラグが1で
あることを確認した後、TDRに送信
データをライトし、TDREフラグを0
にクリアします。
TDREフラグが0から1に変化したこ
とは、TXI割り込みによっても知るこ
とができます。

［3］受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、
SSRのORERフラグをリードしてから、
所定のエラー処理を行った後、
ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態
では送信／受信を再開できません。

［4］SCIの状態を確認して受信データのリ
ード：
SSRをリードして、RDRFフラグが1
であることを確認した後、RDRの受
信データをリードし、RDRFフラグを
0にクリアします。RDRFフラグが0
から1に変化したことは、RXI割り込
みによっても知ることができます。

［5］シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、
現在のフレームのMSB（ビット7）を
受信する前に、RDRFフラグのリード、
RDRのリード、RDRFフラグの0クリ
アを終了しておいてください。また、
現在のフレームのMSB（ビット7）を
送信する前にTDREフラグの1をリー
ドしてライト可能であることを確認
してください。さらにTDRにデータ
をライトし、TDREフラグを0にクリ
アしておいてください。
ただし、送信データエンプティ割り
込み（TXI）要求でDTCを起動しTDR
にデータをライトする場合には、
TDREフラグのチェック、およびクリ
アは自動的に行われます。また、受
信データフル割り込み（RXI）要求で
DTCを起動しRDRの値をリードする
場合にはRDRFフラグのクリアは自動
的に行われます。

 
図 13.20 シリアル送受信同時動作のフローチャートの例 
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13.4 SCI割り込み 
SCIには、送信終了割り込み（TEI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信データフル割り

込み（RXI）要求、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の 4種類の割り込み要因があります。
表 13.12に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCRの TIEビット、RIEビッ
ト、および TEIEビットで許可または禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込
みコントローラに送られます。 

SSRの TDREフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要求が発生します。また、SSRの TEND
フラグが 1にセットされると、TEI割り込み要求が発生します。TXI割り込み要求により DTCを起動
してデータ転送を行うことができます。TDREフラグは DTCによるデータ転送時に自動的に 0にク
リアされます。なお、TEI割り込み要求で DTCの起動はできません。 

SSRの RDRFフラグが 1にセットされると RXI割り込み要求が発生します。SSRの ORER、PER、
FERフラグのいずれかが 1にセットされると、ERI割り込み要求が発生します。RXI割り込み要求で
DTCを起動してデータ転送を行うことができます。RDRFフラグは DTCによるデータ転送時に自動
的に 0にクリアされます。なお、ERI割り込み要求で DTCの起動はできません。 
 

表 13.12 SCI割り込み要因 
チャネル 割り込み

要因 
内   容 DTCの 

起動 
優先 
順位* 

ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可 高 

RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可  

TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可  

0 

TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可  

ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可  

RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可  

TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可  

1 

TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可  

ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可  

RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可  

TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可  

2 
（H8S/2648、 
H8S/2648R、 
H8S/2647） TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可 低 

【注】 * リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラに

より変更可能です。 

 
TEI割り込みは、TEIEビットが 1にセットされた状態で TENDフラグが 1にセットされると要求

されます。この TENDフラグのクリアは TDREフラグと同時に行われます。このため、TEI割り込み
と TXI割り込みが同時に要求されると TXI割り込みが先に受け付けられ、TDREフラグと TENDフ
ラグがクリアされてしまう場合があります。このとき TEI割り込みは受け付けられませんので注意し
てください。 
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13.5 使用上の注意 
SCIを使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

(1) TDRへのライトと TDREフラグの関係について 

SSRの TDREフラグは TDRから TSRに送信データの転送が行われたことを示すステータスフラグ
です。SCIが TDRから TSRにデータを転送すると、TDREフラグが 1にセットされます。 

TDRへのデータのライトは、TDREフラグの状態にかかわらず行うことができます。しかし、TDRE
フラグが 0の状態で新しいデータを TDRにライトすると、TDRに格納されていたデータは、まだ TSR
に転送されていないため失われてしまいます。したがって TDRへの送信データのライトは、必ず
TDREフラグが 1にセットされていることを確認してから行ってください。 
 

(2) 複数の受信エラーが同時に発生した場合の動作について 

複数の受信エラーが同時に発生した場合、SSRの各ステータスフラグの状態は、表 13.13のように
なります。また、オーバランエラーが発生した場合には RSRから RDRへのデータ転送は行われず、
受信データは失われます。 

表 13.13 SSRのステータスフラグの状態と受信データの転送 
SSRのステータスフラグ 

RDRF ORER FER PER 

受信データ転送 
RSR→RDR 

受信エラーの状態 

1 1 0 0 × オーバランエラー 

0 0 1 0 ○ フレーミングエラー 

0 0 0 1 ○ パリティエラー 

1 1 1 0 × オーバランエラー＋フレーミングエラー 

1 1 0 1 × オーバランエラー＋パリティエラー 

0 0 1 1 ○ フレーミングエラー＋パリティエラー 

1 1 1 1 × オーバランエラー＋フレーミングエラー＋パリテ
ィエラー 

【注】 ○ ：RSR→RDRに受信データを転送します。 

 × ：RSR→RDRに受信データを転送しません。 

 

(3) ブレークの検出と処理について（調歩同期式モードのみ） 

フレーミングエラー（FER）検出時に RxD端子の値を直接リードすることで、ブレークを検出で
きます。ブレークでは、RxD端子からの入力がすべて 0になりますので FERフラグがセットされ、
またパリティエラー（PER）もセットされる場合があります。 

SCIは、ブレークを受信した後も受信動作を続けますので、FERフラグを 0にクリアしても再び 1
にセットされますので、注意してください。 
 

(4) ブレークの送り出し（調歩同期式モードのみ） 

TxD端子は、DRと DDRにより入出力方向とレベルが決まる I/Oポートと兼用になっています。
これを利用してブレークの送り出しができます。 
シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセットするまでは、マーク状態を DRの値で代替しま

す（TEビットを 1にセットするまで、TxD端子として機能しません）。このため、最初は TxD端子
に対応するポートの DDRと DRを 1に設定しておきます。 
シリアル送信時にブレークを送り出したいときは DRを 0にクリアした後、TEビットを 0にクリ

アします。 
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TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化され、TxD端子は I/O
ポートになり、TxD端子から 0が出力されます。 
 

(5) 受信エラーフラグと送信動作について（クロック同期式モードのみ） 

受信エラーフラグ（ORER、PER、FER）が 1にセットされた状態では、TDREフラグを 0にクリ
アしても送信を開始できません。必ず送信開始時には、受信エラーフラグを 0にクリアしておいてく
ださい。 
また、REビットを 0にクリアしても受信エラーフラグは 0にクリアできませんので注意してくだ

さい。 
 

(6) 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIは転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作しています。 
受信時に SCIは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化

します。また、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。
これを図 13.21に示します。 
 

内部基本
クロック

16クロック
8クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

スタートビット D0 D1

データ
サンプリング
タイミング

15 0 7 15 00 7

 
図 13.21 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 

 
したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 

   

M＝│ （1＋F）│×100％
2N

1

N

│D－0.5│
（0.5－ 　　）－（L－0.5）F－

 
…式（1） 

M ：受信マージン（%） 
N ：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 
D ：クロックデューティ（D＝0～1.0） 
L ：フレーム長（L＝9～12） 
F ：クロック周波数の偏差の絶対値 
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式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875%となります。 
 
D＝0.5、F＝0のとき、 

 

M＝ ×100％
2×16

1
（0.5－ 　　　）

 
 ＝46.875% …式（2） 
 
ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30%の余裕を持たせ

てください。 
 

(7) DTC使用上の制約事項 

（a） 同期クロックに外部クロックソースを使用する場合、DTCによるTDRの更新後、φクロック
で5クロック以上経過した後に、送信クロックを入力してください。TDRの更新後4クロック
以内に送信クロックを入力すると、誤動作することがあります（図13.22）。 

（b） DTCにより、RDRのリードを行うときは必ず起動要因を当該SCIの受信完了割り込み（RXI）
に設定してください。 

 

t

D0

LSB
シリアル
データ

SCK

D1 D3 D4 D5D2 D6 D7

【注】　外部クロック動作時には、t＞4クロックとしてください。

TDRE

 
図 13.22 DTCによるクロック同期式送信時の例 

 

(8) モード遷移時の動作について 

(a) 送信 

モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード遷移時には、動作を停止（TE＝TIE＝
TEIE＝0）してから行ってください。TSR、TDRおよび SSRはリセットされます。モジュールストッ
プモード、ソフトウェアスタンバイモード期間中の出力端子の状態は、ポートの設定に依存し、解除
後 High出力となります。もし送信中に遷移したときは、その送信中のデータは不確定なものになり
ます。解除後に送信モードを変えないで送信する場合は、TE＝1に戻し、SSRリード→TDRライト
→TDREクリアで送信開始できます。解除後に送信モードを変えて送信する場合は、初期設定から行
ってください。図 13.23に送信時のモード遷移フローチャートの例を示します。なお、ポート端子状
態を図 13.24、図 13.25に示します。 
また、DTC転送による送信から、モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモードに

遷移時には、動作を停止（TE＝TIE＝TEIE＝0）してから行ってください。解除後 DTCによる送信を
する場合は TE＝1、TIE＝1に設定すれば TXIフラグが立ち、DTCによる送信が始まります。 
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(b) 受信 

モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード遷移時には、受信動作を停止（RE＝0）
してから行ってください。RSR、RDRおよび SSRはリセットされます。停止しないで遷移すると受
信中の受信データは無効になります。 
モード解除後、受信モードを変えないで受信する場合は、RE＝1に設定してから受信を開始してく

ださい。受信モードを変えて受信する場合は、初期設定から行ってください。 
図 13.26に受信時のモード遷移フローチャートの例を示します。 

 

〈送信開始〉

〈送信〉

［1］

No

No

No

Yes

Yes

Yes

SSRのTENDフラグをリード

ソフトウェアスタンバイモードなどへ遷移

ソフトウェアスタンバイモードなどの解除

TE=0

初期化 TE=1

［2］

［3］

全データ送信完了

動作モードの変更

TEND=1

送信中のデータは途切れます。 
なお、ソフトウェアスタンバイモード等
の解除後TE=1にしてSSRリード、TDR
ライト、TDRE=0クリアで通常CPU送信
できますが、DTCを起動させていた場合
TE=TIE=1にするとDTCRAM上にある残
りのデータが送信されますので注意して
ください。

TIE、TEIEを1に設定している場合は同
様に0クリアしてください。

モジュールストップモードも含みます。

［1］

［2］

［3］

 
図 13.23 送信時のモード遷移フローチャートの例 
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TEビット

SCK
出力端子

TxD
出力端子

ポート入出力

ポート入出力ポート入出力 スタート ストップ High出力High出力

送信開始 送信終了
ソフトウェア
スタンバイに遷移

ソフトウェア
スタンバイ解除

SCIのTxD出力ポート ポート
SCIの

TxD出力

 
図 13.24 内部クロック、調歩同期送信の場合 

 

TEビット

SCK
出力端子

TxD
出力端子

ポート入出力

ポート入出力

ポート入出力 High出力*マーキング出力

送信開始 送信終了
ソフトウェア
スタンバイに遷移

ソフトウェア
スタンバイに解除

SCIのTxD出力ポート ポート
SCIの

TxD出力

最終TxDビット保持

【注】* ソフトウェアスタンバイにより初期化されます。

 
図 13.25 内部クロック、クロック同期送信の場合 
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〈受信開始〉

〈受信〉

［1］

No

No

Yes

Yes

RDRの受信データをリード

SSRのRDRFフラグをリード

ソフトウェアスタンバイモードなどへ遷移

ソフトウェアスタンバイモードなどの解除

RE=0

初期化 RE=1

［2］

動作モードの変更

RDRF=1
［1］ 受信中の受信データは無効となります。

［2］ モジュールストップモードも含みます。

 
図 13.26 受信時のモード遷移フローチャートの例 

 

(9) SCK端子からポート端子へ切り替えるときの注意事項 

(a) 動作現象 

DDR＝1、DR＝1に設定し、クロック同期 SCIクロック出力を使用し、送信終了状態で SCK端子
をポートに切り替え時に、半サイクルの Low出力後、ポート出力になります。 

 
DDR＝1、DR＝1、C/A＝1、CKE1＝0、CKE0＝0、TE＝1の状態より、以下の設定でポートに切り

替え時に半サイクルの Low出力が発生します。 
 
1. シリアルデータ送信終了 
2. TEビット＝0 
3. C/Aビット＝0 … ポート出力に切り替え 
4. Low出力発生（図 13.27参照） 
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SCK/ポート

データ

TE

C/A

CKE1

CKE0

1. 送信終了

2. TE＝0

3. C/A＝0

4. Low出力

ビット6 ビット7

半サイクルのLow出力となる

 
図 13.27 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作 

 

(b) 使用上の注意事項 

SCK端子をポートに切り替える際に発生する Low出力を回避する場合、下記の手順で行ってくだ
さい。 

 
この手順は、SCK端子を一度入力状態にするため、あらかじめ SCK/ポート端子を外部回路でプル

アップしてください。 
DDR＝1、DR＝1、C/A＝1、CKE1＝0、CKE0＝0、TE＝1の状態より以下の 1～5の順で設定して

ください。 
 
1. シリアルデータ送信終了 
2. TEビット＝0 
3. CKE1ビット＝1 
4. C/Aビット＝0 … ポート出力に切り替え 
5. CKE1ビット＝0 

 

SCK/ポート

データ

TE

C/A

CKE1

CKE0

1. 送信終了

2. TE＝0

4. C/A＝0

3. CKE1＝1
5. CKE1＝0

ビット6 ビット7

High出力

 
図 13.28 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作（Low出力の回避例） 
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14. スマートカードインタフェース 

14.1 概要 
SCIは、シリアルコミュニケーションインタフェースの拡張機能として、ISO/IEC 7816-3

（Identification Card）に準拠した ICカード（スマートカード）インタフェースをサポートしています。 
通常のシリアルコミュニケーションインタフェースとスマートカードインタフェースの切り替え

はレジスタで設定します。 
 

14.1.1 特長 
本 LSIがサポートするスマートカードインタフェースには次の特長があります。 

 

■調歩同期式モード 

• データ長：8ビット 
• パリティビットの生成およびチェック 
• 受信モードにおけるエラーシグナル（パリティエラー）の送出 
• 送信モードにおけるエラーシグナルの検出とデータの自動再送信 
• ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの両方をサポート 

■内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

■3種類の割り込み要因 

• 送信データエンプティ、受信データフル、送受信エラーの 3種類の割り込み要因があり、そ
れぞれ独立に要求可能 

• 送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みにより、データトランスファコン
トローラ（DTC）を起動させてデータを転送可能 
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14.1.2 ブロック図 
図 14.1にスマートカードインタフェースのブロック図を示します。 
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タ
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TDR

RSR

RDR

モジュールデータバス

TSR

SCMR

SSR

SCR

送受信　　　
コントロール

BRR

ボーレート　
ジェネレータ

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

RxD

TxD

SCK

パリティ生成

パリティチェック
クロック

φ

φ/4

φ/16

φ/64

TXI
RXI
ERI

SMR

【記号説明】
SCMR
RSR
RDR
TSR
TDR
SMR
SCR
SSR
BRR

：スマートカードモードレジスタ
：レシーブシフトレジスタ
：レシーブデータレジスタ
：トランスミットシフトレジスタ
：トランスミットデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ
：シリアルステータスレジスタ
：ビットレートレジスタ

 
図 14.1 スマートカードインタフェースのブロック図 
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14.1.3 端子構成 
スマートカードインタフェースの端子構成を表 14.1に示します。 

表 14.1 端子構成 
チャネル 名  称 記号 入出力 機  能 

シリアルクロック端子 0 SCK0 入出力 SCI0のクロック入出力 

レシーブデータ端子 0 RxD0 入力 SCI0の受信データ入力 

0 

トランスミットデータ端子 0 TxD0 出力 SCI0の送信データ出力 

シリアルクロック端子 1 SCK1 入出力 SCI1のクロック入出力 

レシーブデータ端子 1 RxD1 入力 SCI1の受信データ入力 

1 

トランスミットデータ端子 1 TxD1 出力 SCI1の送信データ出力 

シリアルクロック端子 2 SCK2 入出力 SCI2のクロック入出力 

レシーブデータ端子 2 RxD2 入力 SCI2の受信データ入力 

2 
（H8S/2648、 
H8S/2648R、
H8S/2647） 

トランスミットデータ端子 2 TxD2 出力 SCI2の送信データ出力 

 

14.1.4 レジスタ構成 
スマートカードインタフェースで使用するレジスタ構成を表 14.2に示します。SMR、BRR、SCR、

TDR、RDR、MSTPCRについては、通常の SCIの機能と同様ですので、「第 13章 シリアルコミュ
ニケーションインタフェース（SCI）」のレジスタの説明を参照してください。 

表 14.2 レジスタ構成 
チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

シリアルモードレジスタ 0 SMR0 R/W H'00 H'FF78 

ビットレートレジスタ 0 BRR0 R/W H'FF H'FF79 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0 R/W H'00 H'FF7A 

トランスミットデータレジスタ 0 TDR0 R/W H'FF H'FF7B 

シリアルステータスレジスタ 0 SSR0 R/(W)*2 H'84 H'FF7C 

レシーブデータレジスタ 0 RDR0 R H'00 H'FF7D 

0 

スマートカードモードレジスタ 0 SCMR0 R/W H'F2 H'FF7E 

シリアルモードレジスタ 1 SMR1 R/W H'00 H'FF80 

ビットレートレジスタ 1 BRR1 R/W H'FF H'FF81 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCR1 R/W H'00 H'FF82 

トランスミットデータレジスタ 1 TDR1 R/W H'FF H'FF83 

シリアルステータスレジスタ 1 SSR1 R/(W)*2 H'84 H'FF84 

レシーブデータレジスタ 1 RDR1 R H'00 H'FF85 

1 

スマートカードモードレジスタ 1 SCMR1 R/W H'F2 H'FF86 
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チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

シリアルモードレジスタ 2 SMR2 R/W H'00 H'FF88 

ビットレートレジスタ 2 BRR2 R/W H'FF H'FF89 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCR2 R/W H'00 H'FF8A 

トランスミットデータレジスタ 2 TDR2 R/W H'FF H'FF8B 

シリアルステータスレジスタ 2 SSR2 R/(W)*2 H'84 H'FF8C 

レシーブデータレジスタ 2 RDR2 R H'00 H'FF8D 

2 
（H8S/2648、 
H8S/2648R、 
H8S/2647） 

スマートカードモードレジスタ 2 SCMR2 R/W H'F2 H'FF8E 

共通 モジュールストップコントロールレジスタB MSTPCRB R/W H'FF H'FDE9 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

14.2 各レジスタの説明 
スマートカードインタフェースで追加されるレジスタ、および機能が変更されるビットについて説

明します。 
 

14.2.1 スマートカードモードレジスタ（SCMR） 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

SDIR

0

R/W

0

SMIF

0

R/W

2

SINV

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCMRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、スマートカードインタフェースの機能の
選択を行います。 

SCMRは、リセット、ハードウェアスタンバイモード時に、H'F2に初期化されます。 
 

ビット 7～4：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 3：スマートカードデータトランスファディレクション（SDIR） 

シリアル／パラレル変換のフォーマットを選択します。 
 

ビット 3 

SDIR 

説   明 

0 TDRの内容を LSBファーストで送信 （初期値） 
受信データを LSBファーストとして RDRに格納 

1 TDRの内容を MSBファーストで送信 
受信データをMSBファーストとして RDRに格納 
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ビット 2：スマートカードデータインバート（SINV） 

データのロジックレベルの反転を指定します。この機能は、SDIRビットと組み合わせインバース
コンベンションカードとの送受信に使用します。SINVビットは、パリティビットのロジックレベル
には影響しません。パリティに関する設定方法については、「14.3.4 レジスタの設定」を参照して
ください。 
 

ビット 2 

SINV 

説   明 

0 TDRの内容をそのまま送信 （初期値） 
受信データをそのまま RDRに格納 

1 TDRの内容を反転してデータを送信 
受信データを反転して RDRに格納 

 

ビット 1：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 0：スマートカードインタフェースモードセレクト（SMIF） 

スマートカードインタフェース機能を許可または禁止するビットです。 
 

ビット 0 

SMIF 

説   明 

0 スマートカードインタフェース機能を禁止 （初期値） 

1 スマートカードインタフェース機能を許可 

 

14.2.2 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

ERS

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための０ライトのみ可能です。

：

：

：

 
スマートカードインタフェースモードにおいては、SSRのビット 4の機能が変更されます。また、

これに関連してビット 2の TENDのセット条件が変更になります。 
 

ビット 7～5： 

通常の SCIと同様の動作をします。詳細は「13.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）」を参
照してください。 
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ビット 4：エラーシグナルステータス（ERS） 

スマートカードインタフェースモードでは、送信時に受信側から送り返されるエラーシグナルのス
テータスを示します。なお、スマートカードインタフェースではフレーミングエラーは検出しません。 
 
ビット 4 

ERS 

説   明 

0 正常に受信され、エラーシグナルがないことを表示 （初期値） 
［クリア条件］ 
（1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時 
（2）ERS＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 受信側からバリティエラーの検出を示すエラーシグナルが送出されたことを表示 
［セット条件］ 
 エラーシグナル Lowをサンプリングしたとき 

【注】 SCRの TEビットを 0にクリアしても、ERSフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 

ビット 3～0： 

通常の SCIと同様の動作をします。詳細は「13.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）」を参
照してください。 
ただし、TENDビットのセット条件は次のようになります。 

 
ビット 2 

TEND 

説   明 

0 送信中であることを表示 
［クリア条件］ 
（1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 
（2）TXI割り込みによって DTCが起動され、DTCで TDRへデータをライトしたとき 

1 送信を終了したことを表示 （初期値） 
［セット条件］ 
（1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時 
（2）SCRの TEビットが 0かつ ERSビットが 0のとき 
（3）GM＝0、BLK＝0のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、2.5etu後に TDRE＝1

かつ ERS＝0（正常送信）のとき 
（4）GM＝0、BLK＝1のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.5etu後に TDRE＝1

かつ ERS＝0（正常送信）のとき 
（5）GM＝1、BLK＝0のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後に TDRE＝1

かつ ERS＝0（正常送信）のとき 
（6）GM＝1、BLK＝1のとき 1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後に TDRE＝1

かつ ERS＝0（正常送信）のとき 

【注】 etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間 
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14.2.3 シリアルモードレジスタ（SMR） 

7

GM

0

R/W

6

BLK

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/E

0

R/W

3

BCP1

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

BCP0

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

スマートカードインタフェースを使用する場合は、ビット5に1を設定してください。

ビット

初期値

R/W

【注】

：

：

：

 
スマートカードインタフェースモードにおいては、SMRのビット 7、6、3、2の機能が変更されま

す。 
 

ビット 7：GSMモード（GM） 

スマートカードインタフェース機能を GSMモードに設定します。 
通常のスマートカードインタフェース時は 0に設定します。GSMモードは、本ビットを 1に設定

し、送信完了を示す TENDフラグのセットタイミングの前倒しと、クロック出力の制御モードの追加
を行います。クロック出力の制御モードの追加内容は、シリアルコントロールレジスタ（SCR）のビ
ット 1およびビット 0で指定します。 

 
ビット 7 

GM 

説   明 

0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作 （初期値） 
（1）TENDフラグが開始ビットの先頭から 12.5etu（ブロック転送モード時は 11.5etu）の

タイミングで発生 
（2）クロック出力の ON/OFF制御のみ 

1 GSMモードのスマートカードインタフェースモードの動作 
（1）TENDフラグが開始ビットの先頭から 11.0etuのタイミングで発生 
（2）クロック出力の ON/OFF制御のほか、High/Low固定制御可能（SCRで設定） 

【注】 etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間 
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ビット 6：ブロック転送モード（BLK） 

ブロック転送モードの選択を行います。 
 

ビット 6 

BLK 

説   明 

0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作 
（1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行う 
（2）TXI割り込みが TENDフラグにより発生する 
（3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から 12.5etu後 

（GSMモードでは 11.0etu後） 

1 ブロック転送モードで動作 
（1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行わない 
（2）TXI割り込みが TDREフラグにより発生する 
（3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から 11.5etu後 

（GSMモードでは 11.0etu後） 

【注】 etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間 

 

ビット 3、2：基本クロックパルス 1、0（BCP1、BCP0） 

スマートカードインタフェースモードにおいては、1ビット転送期間中の基本クロック数を指定す
ることができます。 
 

ビット 3 ビット 2 

BCP1 BCP0 

説   明 

0 32クロック （初期値） 0 

1 64クロック 

0 372クロック 1 

1 256クロック 

 

ビット 5、4、1、0： 

通常の SCIと同様の動作をします。詳細は「13.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR）」を参照し
てください。 
 

14.2.4 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

スマートカードインタフェースモードで、シリアルモードレジスタ（SMR）のビット 7が 1のとき
に、SCRのビット 1およびビット 0の機能が変更されます。 
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ビット 7～2： 

通常の SCIと同様の動作をします。詳細は「13.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR）」を
参照してください。 
 

ビット 1、0：クロックイネーブル 1、0（CKE1、CKE0） 

SCIのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許可／禁止を設定します。 
スマートカードインタフェースモード時では、通常のクロック出力の許可／禁止切り替えのほか、

クロック出力の Highレベル固定と Lowレベル固定を設定することができます。 
 

SCMR SMR SCRの設定 SCK端子機能の説明 

SMIF C/A、GM CKE1 CKE0  

0 SCI指定参照 

1 0 0 0 ポート入出力端子として動作 

1 0 0 1 SCK出力端子としてクロック出力 

1 1 0 0 SCK出力端子として Low出力固定 

1 1 0 1 SCK出力端子としてクロック出力 

1 1 1 0 SCK出力端子として High出力固定 

1 1 1 1 SCK出力端子としてクロック出力 

 

14.3 動作説明 
14.3.1 概要 
スマートカードインタフェースの主な機能は次のとおりです。 
 
（1） 1フレームは、8ビットデータとパリティビットで構成されます。 
（2） 送信時は、パリティビットの終了から次のフレーム開始まで2etu（ブロック転送モード時は

1etu）（Elementary time unit：1ビットの転送期間）以上のガードタイムを置きます。 
（3） 受信時はパリティエラーを検出した場合、スタートビットから10.5etu経過後、エラーシグナ

ルLowを1etu期間出力します（ブロック転送モード時を除く）。 
（4） 送信時はエラーシグナルをサンプリングすると、2etu以上経過後、自動的に同じデータを送

信します（ブロック転送モード時を除く）。 
（5） 調歩同期式非同期通信機能のみサポートし、クロック同期式通信機能はありません。 

 

14.3.2 端子接続 
図 14.2にスマートカードインタフェースに関する端子接続の概略図を示します。 
ICカードとの通信においては、1本のデータ伝送線で送信と受信が行われるので、LSI端子で TxD

端子と RxD端子とを結線してください。また、データ伝送線は、抵抗で電源 VCC側にプルアップして
ください。 
スマートカードインタフェースで生成するクロックを ICカードで使用する場合は、SCK端子出力

を ICカードの CLK端子に入力します。ICカードで、内部クロックを使用する場合は接続不要です。 
リセット信号としては、LSIのポート出力を使用します。 
端子としては、これ以外に通常、電源とグランドの接続が必要です。 
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TxD

RxD

本LSI

VCC

I/O

接続装置本体

ICカード

データ線

CLK

RST

SCK

Rx(ポート)
クロック線

リセット線

 
図 14.2 スマートカードインタフェース端子接続概略図 

 
【注】  ICカードを接続しないで、RE＝TE＝1に設定すると、閉じた送信／受信が可能となり自己

診断をすることができます。 
 

14.3.3 データフォーマット 
(1) 通常の転送モード 

図 14.3に通常のスマートカードインタフェースのデータフォーマットを示します。このモードで
は、受信時は 1フレームごとにパリティチェックを行い、エラーが検出された場合、送信側に対して
エラーシグナルを送り返し、データの再送信要求をします。送信時は、エラーシグナルをサンプリン
グすると同じデータを再送信します。 
 

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

パリティエラーが発生しなかった場合

送信局の出力

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

パリティエラーが発生した場合

送信局の出力

DE

受信局の出力

：スタートビット
：データビット
：パリティビット
：エラーシグナル

【記号説明】

Ds
D0～D7
Dp
DE

 
図 14.3 通常のスマートカードインタフェースのデータフォーマット 



 

14. スマートカードインタフェース 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  14-11 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

動作シーケンスは次のようになっています。 
 
［1］ データ線は、未使用時にはハイインピーダンス状態であり、プルアップ抵抗によりHighレベ

ルに固定されます。 
［2］ 送信側は、1フレームのデータ送信を開始します。データのフレームは、スタートビット（Ds、

Lowレベル）から開始します。この後に、8ビットのデータビット（D0～D7）とパリティビ
ット（Dp）が続きます。 

［3］ スマートカードインタフェースでは、この後にデータ線をハイインピーダンスに戻します。
データ線はプルアップ抵抗によりHighレベルになります。 

［4］ 受信側は、パリティチェックを行います。 
パリティエラーがなく正常に受信した場合、そのまま次のデータ受信を待ちます。 
一方、パリティエラーが発生した場合は、エラーシグナル（DE、Lowレベル）を出力し、デ
ータの再送信を要求します。受信局は、規定の期間エラーシグナルを出力した後、再び信号
線をハイインピーダンスにします。信号線はプルアップ抵抗によりHighレベルに戻ります。 

［5］ 送信側は、エラーシグナルを受信しなかった場合、次のフレームのデータ送信に移ります。 
一方、エラーシグナルを受信した場合は、［2］に戻りエラーとなったデータを再送信しま
す。 

 

(2) ブロック転送モード 

ブロック転送モードの動作シーケンスは次のようになっています。 
 
［1］ データ線は、未使用時にはハイインピーダンス状態であり、プルアップ抵抗によりHighレベ

ルに固定されます。 
［2］ 送信側は、1フレームのデータ送信を開始します。データのフレームは、スタートビット（Ds、

Lowレベル）から開始します。この後に、8ビットのデータビット（D0～D7）とパリティビ
ット（Dp）が続きます。 

［3］ スマートカードインタフェースでは、この後にデータ線をハイインピーダンスに戻します。
データ線はプルアップ抵抗によりHighレベルになります。 

［4］ 受信側は、パリティエラーのチェックを行いますが、エラーが発生してもエラーシグナルは
出力しません。エラーが発生すると、以後の受信動作ができませんので、次のフレームのパ
リティビットを受信する前までにエラーフラグを0にクリアしてください。 

［5］ 送信側は次のフレームのデータ送信に移ります。 
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14.3.4 レジスタの設定 
スマートカードインタフェースで使用するレジスタのビットマップを表 14.3に示します。 
0または 1が表示されているビットは、必ず表示されている値を設定してください。以下にそれ以

外のビットの設定方法について説明します。 

表 14.3 スマートカードインタフェースでのレジスタ設定 
ビット レジスタ 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

SMR GM BLK 1 O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0 

BRR BRR7 BRR6 BRR5 BRR4 BRR3 BRR2 BRR1 BRR0 

SCR TIE RIE TE RE 0 0 CKE1* CKE0 

TDR TDR7 TDR6 TDR5 TDR4 TDR3 TDR2 TDR1 TDR0 

SSR TDRE RDRF ORER ERS PER TEND 0 0 

RDR RDR7 RDR6 RDR5 RDR4 RDR3 RDR2 RDR1 RDR0 

SCMR － － － － SDIR SINV － SMIF 

【注】 － ：未使用ビットを示します。 

 * SMRの GMを 0に設定したときは、必ず CKE1ビットを 0に設定してください。 

 

(1) SMRの設定 

GMビットは、通常のスマートカードインタフェースモード時は 0を設定し、GSMモード時は 1
を設定します。O/Eビットは、ICカードがダイレクトコンベンション時は 0を設定し、インバースコ
ンベンション時には 1を設定します。 

CKS1、CKS0ビットは、内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを、BCP1、BCP0ビット
は 1ビット転送期間中の基本クロック数を選択します。 
詳細は「14.3.5 クロック」を参照してください。 
BLKビットは、通常のスマートカードインタフェースモード時には 0を設定し、ブロック転送モ

ード時には 1を設定します。 
 

(2) BRRの設定 

ビットレートを設定します。設定値の算出方法は「14.3.5 クロック」を参照してください。 
 

(3) SCRの設定 

TIE、RIE、TE、REビットの機能は通常の SCIと同様です。詳細は「第 13章 シリアルコミュニ
ケーションインタフェース（SCI）」を参照してください。 

CKE1、CKE0ビットはクロック出力を指定します。SMRの GMビットが 0にクリアされていると
き、クロックを出力しない場合は B'00 に設定し、クロックを出力する場合は B'01 に設定します。
SMRの GMビットが 1にセットされているとき、クロック出力を行います。クロック出力を Lowレ
ベルまたは Highレベルに固定することもできます。 
 



 

14. スマートカードインタフェース 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  14-13 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

(4) スマートカードモードレジスタ（SCMR）の設定 

SDIRビットは、ICカードがダイレクトコンベンション時は 0を設定し、インバースコンベンショ
ン時は 1を設定します。 

SINVビットは、ICカードがダイレクトコンベンション時は 0を設定し、インバースコンベンショ
ン時は 1を設定します。 

SMIFビットは、スマートカードインタフェースの場合 1を設定します。 
 
以下に、2種類の ICカード（ダイレクトコンベンションタイプとインバースコンベンションタイ

プ）に対するレジスタ設定値と、開始キャラクタでの波形例を示します。 
 

(a) ダイレクトコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝0） 

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

A Z Z A Z Z Z A A Z（ Z ） （ Z ） 状態

 
ダイレクトコンベンションタイプは、論理 1レベルを状態 Zに、論理 0レベルを状態 Aに対応付

け、LSBファーストで送受信する方式です。上記の開始キャラクタのデータは H'3Bとなります。 
パリティビットは、スマートカードの規定により偶数パリティで 1となります。 

 

(b) インバースコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝1） 

Ds D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 Dp

A Z Z A A A A A A Z（ Z ） （ Z ） 状態

 
インバースコンベンションタイプは、論理 1レベルを状態 Aに、論理 0レベルを状態 Zに対応付

け、MSBファーストで送受信する方式です。上記の開始キャラクタのデータは H'3Fとなります。 
パリティビットは、スマートカードの規定により偶数パリティで論理 0となり、状態 Zが対応しま

す。 
なお、本 LSIでは、SINVビットによる反転はデータビット D7～D0のみとなっています。パリテ

ィビットの反転のために SMRの O/Eビットを奇数パリティモードに設定します（送信、受信とも同
様です）。 
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14.3.5 クロック 
スマートカードインタフェースにおける送受信クロックは、内蔵ボーレートジェネレータの生成し

た内部クロックのみ使用できます。このとき、ビットレートは BRRと SMRの CKS1、CKS0、BCP1、
BCP0ビットで設定され、以下に示す計算式になります。ビットレートの例を表 14.5に示します。 
このとき CKE0＝1でクロック出力を選択すると、SCK端子からクロックが出力されます。また、

クロックの周波数はビットレートと BCP1、BCP0ビットの設定により決まります。 
 

  

B＝
S×22n＋1×(N＋1)

×106
φ

 
 
ただし、N ＝ BRRの設定値（0≦N≦255） 
 B ＝ ビットレート（bit/s） 
 φ ＝ 動作周波数 （MHz） 
 n ＝ 表 14.4を参照 
 S ＝ BCP1、BCP0で設定した 1ビット期間の内部クロック数 

 表 14.4 nと CKS1、CKS0の対応表 
n CKS1 CKS0 

0 0 

1 

0 

1 

2 0 

3 

1 

1 

 

表 14.5 BRRの設定に対するビットレート B（bit/s）の例 
（ただし、n＝0、S＝372のとき） 

φ（MHz） N 

10.00 10.714 13.00 14.285 16.00 18.00 20.00 

0 13441 14400 17473 19200 21505 24194 26882 

1 6720 7200 8737 9600 10753 12097 13441 

2 4480 4800 5824 6400 7168 8065 8961 

【注】 ビットレートは、小数点以下 1桁目を四捨五入した数値です。 
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一方、動作周波数とビットレートからビットレートレジスタ（BBR）の設定値を算出する式は次の
ようになります。ただし、Nは整数値、0≦N≦255であり、誤差の小さい方を指定します。 
 

  

N＝
S×22n＋1×B

×106－1
φ

 
 

表 14.6 ビットレート B（bit/s）に対する BRRの設定例（ただし、n＝0、S＝372のとき） 
φ（MHz） 

7.1424 10.00 10.7136 13.00 14.2848 16.00 18.00 20.00 

bit/s 

N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 N 誤差 

9600 0 0.00 1 30 1 25 1 8.99 1 0.00 1 12.01 2 15.99 2 6.60 

 

表 14.7 各周波数における最大ビットレート（スマートカードインタフェースモード時） 
（ただし S＝372のとき） 

φ（MHz） 最大ビットレート（bit/s） N n 

000007.1424 9600 0 0 

000010.00 13441 0 0 

000010.7136 14400 0 0 

000013.00 17473 0 0 

000014.2848 19200 0 0 

000016.00 21505 0 0 

000018.00 24194 0 0 

000020.00 26882 0 0 

 
ビットレート誤差は以下の計算式で求められます。 

 

  

誤差（％）＝（
S×22n＋1×B×（N＋1）

φ
×106－1）×100
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14.3.6 データの送信／受信動作 
(1) 初期設定 

データの送受信の前に、以下の手順で SCIを初期化してください。送信モードから受信モードへの
切り替え、受信モードから送信モードへの切り替えにおいても初期化が必要です。 

 
［1］ SCRのTE、REビットを0にクリアします。 
［2］ SSRのエラーフラグERS、PER、ORERを0にクリアしてください。 
［3］ SMRのGM、BLK、O/E、BCP1、BCP0、CKS1、CKS0ビットを設定してください。このとき、

PEビットは1に設定してください。 
［4］ SCMRのSMIF、SDIR、SINVビットを設定してください。 
 SMIFビットを1にセットすると、TxD端子およびRxD端子はともにポートからSCIの端子に切

り替えられ、ハイインピーダンス状態となります。 
［5］ ビットレートに対応する値をBRRに設定します。 
［6］ SCRのCKE1、CKE0ビットを設定してください。このとき、TIE、RIE、TE、RE、MPIE、TEIE

ビットは、0に設定してください。 
 CKE0ビットを1にセットした場合は、SCK端子からクロック出力されます。 
［7］ 少なくとも、1ビット期間待ってから、SCRのTIE、RIE、TE、REビットを設定してください。

自己診断以外はTEビットとREビットを同時にセットしないでください。 
 

(2) シリアルデータ送信（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードモードにおけるデータ送信では、エラーシグナルのサンプリングと再送信処理があ
るため、通常の SCIとは処理手順が異なります。送信処理フローの例を図 14.4に示します。 
また、送信動作と内部レジスタの関連を図 14.5に示します。 
 
［1］ （1）の手順に従いスマートカードインタフェースモードに初期化します。 
［2］ SSRのエラーフラグERSが0にクリアされていることを確認してください。 
［3］ SSRのTENDフラグが1にセットされていることが確認できるまで、［2］、［3］を繰り返し

てください。 
［4］ TDRに送信データをライトして、TDREフラグを0にクリアし送信動作を行います。このとき、

TENDフラグは0にクリアされます。 
［5］ 連続してデータを送信する場合は、［2］に戻ってください。 
［6］ 送信を終了する場合は、TEビットを0にクリアします。 
 
以上の一連の処理は、割り込み処理または DTCによるデータ転送が可能です。 
TIEビットを 1にセットし、割り込み要求を許可しておいたとき、送信が終了し TENDフラグが 1

にセットされると、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。RIEビットを 1にセ
ットし、割り込み要求を許可しておいたとき、送信時にエラーが発生し、ERSフラグが 1にセットさ
れると、送受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。 

SMRの GMビットにより、TENDフラグのセットタイミングが異なります。図 14.6に TENDフラ
グ発生タイミングを示します。 

TXI要求で DTCを起動する場合、自動再転送を含め DTCに設定したバイト数を自動的に送信する
ことができます。 
詳細は「（6）割り込み動作」、「（7）DTCによるデータ転送動作」を参照してください。 

【注】 ブロック転送モードの場合は、「13.3.2 調歩同期式モード時の動作」を参照してください。 
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初　期　化

No

Yes

TEビットを0にクリア

送　信　開　始

開　　　始

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

終　　　　　了

TDR へデータをライトし、
SSRのTDREフラグを0に
クリア 　　

異　常　処　理

異　常　処　理

TEND＝1？

全データ送信

TEND＝1？

ERS＝0？

ERS＝0？

 
図 14.4 送信処理フローの例 

 



 

14. スマートカードインタフェース 

14-18  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

（1）データ書き込み データ1

データ1 データ1

データ1
I/O信号線出力データ1

（2）TDR→TSR転送

TDR

：データはTDRに残ります。

（3）シリアルデータ出力

ここで、正常な送信時　　　　TENDフラグセット

送信エラー時　　　　ERSフラグセット

TENDフラグがセットされるまで上記(2)(3)を繰り返す

【注】　ERSフラグがセットされた場合、本フラグは続いて送信する再転送データの最終ビット
　　　（LSBファーストの場合D7、MSBファーストの場合D0）転送完了時までにクリアしてくだ
　　　　さい。

TSR
（シフトレジスタ）

 
図 14.5 送信動作と内部レジスタの関連 

 

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 DpI/Oデータ

12.5etu

TXI
（TEND割り込み）

11.0etu

DE

ガード
時間

GM＝0のとき

GM＝1のとき

：スタートビット
：データビット
：パリティビット
：エラーシグナル

【記号説明】

【注】

Ds
D0～D7
Dp
DE

etu (Elementary time unit): 1ビットの転送期間
 

図 14.6 送信動作時の TENDフラグ発生タイミング 
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(3) シリアルデータ受信（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードモードのデータ受信は、通常の SCIと同様の処理手順になります。受信処理フロー
の例を図 14.7に示します。 

 
［1］ SCIを（1）に従いスマートカードインタフェースモードに初期化します。 
［2］ SSRのORERフラグとPERフラグが0であることを確認してください。どちらかのフラグがセ

ットされている場合は、所定の受信異常処理を行った後、ORERとPERフラグをすべて0にク
リアしてください。 

［3］ RDRFフラグが1であることを確認できるまで［2］、［3］を繰り返してください。 
［4］ RDRから受信データをリードしてください。 
［5］ 継続してデータを受信する場合は、RDRFフラグを0にクリアして［2］の手順に戻ってくだ

さい。 
［6］ 受信を終了する場合は、REビットを0にクリアします。 

 

初　期　化

RDRをリードしSSRのRDRF
フラグを0にクリア    　　

REビットを0にクリア

受　信　開　始

開　　　始

異　常　処　理

No

No

No

Yes

Yes

ORER＝0
かつPER＝0？

RDRF＝1？

全データ受信

Yes

 
図 14.7 受信処理フローの例 
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以上の一連の処理は、割り込み処理または DTCによるデータ転送が可能です。 
RIEビットを 1にセットし、割り込み要求を許可しておいたとき受信が終了し、RDRFフラグが 1

にセットされると、受信データフル割り込み（RXI）要求を発生します。また、受信時にエラーが発
生し ORER、PERフラグのいずれかが 1にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）要求を発
生します。 

RXI要求で DTCを起動する場合、エラーの発生した受信データをスキップして DTCに設定したバ
イト数だけ受信データを転送します。 
詳細は「（6）割り込み動作」、「（7）DTCによるデータ転送動作」を参照してください。 
なお、受信時にパリティエラーが発生し PERが 1にセットされた場合でも、受信したデータは RDR

に転送されるのでこのデータをリードすることは可能です。 
 

【注】 ブロック転送モードの場合は「13.3.2 調歩同期式モード時の動作」を参照してください。 
 

(4) モード切り替え動作 

受信モードから送信モードに切り替える場合、受信動作が完了していることを確認した後、初期化
から開始し、RE＝0、TE＝1に設定してください。受信動作の完了は、RDRFフラグ、あるいは PER、
ORERフラグで確認できます。 
送信モードから受信モードに切り替える場合、送信動作が完了していることを確認した後、初期化

から開始し、TE＝0、RE＝1に設定してください。送信動作の完了は TENDフラグで確認できます。 
 

(5) クロック出力の固定 

SMRの GMビットが 1にセットされているとき、SCRの CKE1、CKE0ビットによってクロック出
力を固定することができます。このときクロックパルスの最小幅を指定の幅とすることができます。 
図 14.8にクロック出力の固定タイミングを示します。GM＝1、CKE1＝0とし、CKE0ビットを制

御した場合の例です。 
 

指定のパルス幅

SCK

指定のパルス幅

SCRライト
（CKE0＝1）

SCRライト
（CKE0＝0）

 
図 14.8 クロック出力固定タイミング 
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(6) 割り込み動作（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードインタフェースモードでは、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求、送受信
エラー割り込み（ERI）要求、受信データフル割り込み（RXI）要求の 3種類の割り込み要因があり
ます。なお、本モードでは、送信終了割り込み（TEI）要求は使用できません。 

SSRの TENDフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要求を発生します。 
SSRの RDRFフラグが 1にセットされると、RXI割り込み要求を発生します。 
SSRの ORER、PER、ERSフラグのいずれかが 1にセットされると、ERI割り込み要求を発生しま

す。これらの関係を表 14.8に示します。 
 

【注】 ブロック転送モードの場合は、「13.4 SCI割り込み」を参照してください。 
 

表 14.8 スマートカードインタフェースモードの動作状態と割り込み要因 
動作状態 フラグ 許可ビット 割り込み 

要因 
DTCの 
起動 

正常動作 TEND TIE TXI 可 送信モード 

エラー ERS RIE ERI 不可 

正常動作 RDRF RIE RXI 可 受信モード 

エラー PER、ORER RIE ERI 不可 

 

(7) DTCによるデータ転送動作 

スマートカードモードの場合も通常の SCIの場合と同様に、DTCを使って送受信を行うことがで
きます。送信動作では、SSRの TENDフラグが 1にセットされると同時に TDREフラグもセットさ
れ、TXI割り込みが発生します。あらかじめ DTCの起動要因に TXI要求を設定しておけば、TXI要
求により DTCが起動されて送信データの転送を行います。TDREおよび TENDフラグは、DTCによ
るデータ転送時に自動的に 0にクリアされます。エラーが発生した場合は SCIが自動的に同じデータ
を再送信します。この間 TENDは 0のまま保持され、DTCは起動されません。したがって、エラー
発生時の再送信を含め、SCIと DTCが指定されたバイト数を自動的に送信します。ただし、エラー
発生時、ERSフラグは自動的にクリアされませんので、RIEビットを 1にセットしておき、エラー発
生時に ERI要求を発生させ、ERSをクリアしてください。 
なお、DTCを使って送受信を行う場合は、必ず先に DTCを設定し、許可状態にしてから SCIの設

定を行ってください。DTCの設定方法は「第 8章 データトランスファコントローラ（DTC）」を
参照してください。 
また、受信動作では、SSRの RDRFフラグが 1にセットされると RXI割り込み要求が発生します。

あらかじめ DTCの起動要因に RXI要求を設定しておけば、RXI要求で DTCが起動されて受信データ
の転送を行います。RDRFフラグは、DTCによるデータ転送時に、自動的に 0にクリアされます。エ
ラーが発生した場合は、RDRFフラグはセットされずエラーフラグがセットされます。そのため DTC
は起動されず、代わりに CPUに対し ERIを発生しますのでエラーフラグをクリアしてください。 

 
【注】 ブロック転送モードの場合は、「13.4 SCI割り込み」を参照してください。 
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14.3.7 GSMモード時の動作 
(1) モード切り替え時 

スマートカードインタフェースモードとソフトウェアスタンバイ間でモード切り替えを行う際、ク
ロックデューティを保持するため、下記の切り替え手順で処理してください。 
 

(a) スマートカードインタフェースモードからソフトウェアスタンバイモードに遷移するとき 

［1］ SCK端子に対応するデータレジスタ（DR）とデータディレクションレジスタ（DDR）をソフ
トウェアスタンバイモード時の出力固定状態の値に設定してください。 

［2］ SCRのTEビットとREビットに0を書き込み、送信／受信動作を停止させてください。 
同時に、CKE1ビットをソフトウェアスタンバイ時の出力固定状態の値に設定してください。 

［3］ SCRのCKE0ビットに0を書き込み、クロックを停止させてください。 
［4］ シリアルクロックの1クロック周期の間、待ってください。 

この間に、デューティを守って、指定のレベルでクロック出力は固定されます。 
［5］ ソフトウェアスタンバイ状態に遷移させてください。 

 

(b) ソフトウェアスタンバイモードからスマートカードインタフェースモードに戻すとき 

［6］ ソフトウェアスタンバイ状態を解除してください。 
［7］ SCRのCKE0ビットに1を書き込み、クロックを出力させてください。正常なデューティにて

信号発生を開始します。 
 

［1］［2］［3］ ［4］［5］ ［7］

ソフトウェア
スタンバイ通常動作 通常動作

［6］
 

図 14.9 クロック停止・再起動手順 

 

(2) 電源投入時 

電源投入時からクロックデューティを確保するため、下記の切り替え手順で処理をしてください。 
 
［1］ 初期状態は、ポート入力でありハイインピーダンスです。電位を固定するには、プルアップ

抵抗／プルダウン抵抗を使用してください。 
［2］ SCRのCKE1ビットでSCK端子を指定の出力に固定してください。 
［3］ SMRとSCMRをセットし、スマートカードモードの動作に切り替えてください。 
［4］ SCRのCKE0ビットを1に設定して、クロック出力を開始させてください。 
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14.3.8 ブロック転送モード時の動作 
ブロック転送モードの動作は、以下の項目を除いて、SCIの調歩同期式モードと同じです。したが

って、詳細は「13.3.2 調歩同期式モード時の動作」を参照してください。 
 

(1) データフォーマット 

データフォーマットは 8ビット、パリティありフォーマットです。ストップビットはありませんが
2ビット以上（受信時は 1ビット以上）のガードタイムがあります。 
また、送信時（スタートビット、データビット、パリティビット送信時）以外は送信端子がハイイ

ンピーダンス状態になります。したがって、信号線をプルアップ抵抗により Highレベルに固定する
必要があります。 
 

(2) 送受信クロック 

送受信クロックは、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックのみ使用できます。また、
1ビット転送期間中の基本クロック数は、BCP1、BCP0ビットで 32、64、372、256のどれかに設定
できます。詳細は「14.3.5 クロック」を参照してください。 
 

(3) ERS（FER）フラグ 

ERSフラグは通常のスマートカードインタフェースと同じで、エラーシグナルのステータスを示し
ますが、エラーシグナルの送受信を行わないため常に 0となります。 
 

14.4 使用上の注意 
SCIをスマートカードインタフェースとして使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

(1) スマートカードインタフェースモードの受信データサンプリングタイミングと 
 受信マージン 

スマートカードインタフェースモードでは、SCIは転送レートの 32倍、64倍、372倍、256倍（BCP1、
BCP0ビットにより決まります）周波数の基本クロックで動作しています。 
受信時に SCIは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化

します。また、受信データを基本クロックのそれぞれ 16、32、186、128クロック目の立ち上がりエ
ッジで内部に取り込みます。372倍のクロック使用時の例を図 14.10に示します。 
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内部基本
クロック

372クロック

186クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

D0 D1

データ
サンプリング
タイミング

185 371 0371185 00

スタート
ビット

 
図 14.10 スマートカードインタフェースモード時の受信データサンプリングタイミング 

（372倍のクロック使用時） 

 
したがって、受信マージンは、次の式のように表すことができます。 

 

スマートカードインタフェースモード時の受信マージン式 

      

M＝│ （1＋F）│×100％
2N

1

N

│D－0.5│
（0.5－ 　　）－（L－0.5）F－

 
M ：受信マージン（%） 
N ：クロックに対するビットレートの比（N＝32、64、372、256） 
D ：クロックデューティ（D＝0～1.0） 
L ：フレーム長（L＝10） 
F ：クロック周波数の偏差の絶対値 

 
上式で、F＝0、D＝0.5、N＝372とすると、受信マージン式は次のようになります。 

D ＝0.5、F＝0のとき、 
M ＝（0.5－1/2×372）×100% 
 ＝49.866% 
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(2) 再転送動作（ブロック転送モードを除く） 

SCIがそれぞれ受信モードの場合と、送信モードの場合の再転送動作を、次に示します。 
 

(a) SCIが受信モードの場合の再転送動作 

SCI受信モードの場合の再転送動作を図 14.11に示します。 
 
［1］ 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されると、SSRのPERビットが

自動的に1にセットされます。このとき、SCRのRIEビットが許可になっていれば、ERI割り
込み要求が発生します。次のパリティビットのサンプリングタイミングまでに、SSRのPER
ビットを0にクリアしてください。 

［2］ 異常が発生したフレームでは、SSRのRDRFビットはセットされません。 
［3］ 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、SSRのPERビ

ットはセットされません。 
［4］ 受信したパリティビットをチェックした結果、エラーが検出されない場合は、正常に受信動

作が完了したと判断して、SSRのRDRFビットが自動的に1にセットされます。このときSCR
のRIEビットが許可になっていれば、RXI割り込み要求が発生します。 
さらに、RXI要因によるDTCのデータ転送が許可されていれば、RDRの内容を自動的にリー
ドすることができます。DTCでRDRのデータをリードした場合、RDRFフラグは自動的に0に
クリアされます。 

［5］ 正常なフレームを受信した場合、エラーシグナルを送信するタイミングで端子はハイインピ
ーダンス状態を保持します。 

 

D0D1D2D3D4D5D6D7Dp DE Ds D0D1D2D3D4D5D6D7Dp
(DE)

Ds D0D1D2D3D4Ds

n＋1番目の
転送フレーム再転送のフレームn番目の転送フレーム

RDRF

［1］

PER 

［2］

［3］

［4］

 
図 14.11 SCI受信モードの場合の再転送動作 
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(b) SCIが送信モードの場合の再転送動作 

SCI送信モードの場合の再転送動作を図 14.12に示します。 
 
［6］ 1フレーム分の送信を完了した後、受信側からエラーシグナルが返されると、SSRのERSビッ

トが1にセットされます。このとき、SCRのRIEビットが許可になっていれば、ERI割り込み
要求が発生します。次のパリティビットのサンプリングタイミングまでに、SSRのERSビッ
トを0にクリアしてください。 

［7］ 異常を示すエラーシグナルを受信したフレームでは、SSRのTENDビットはセットされませ
ん。 

［8］ 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、SSRのERSビットはセットされません。 
［9］ 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、再転送を含む1フレームの送信が完了し

たと判断して、SSRのTENDビットが1にセットされます。このときSCRのTIEビットが許可に
なっていれば、TXI割り込み要求を発生します。 
さらに、TXI要因によるDTCによるデータ転送が許可されていれば、自動的にTDRに次のデ
ータをライトすることができます。DTCでTDRにデータをライトした場合、TDREビットは
自動的に0にクリアされます。 

 

D0D1D2D3D4D5D6D7Dp DE Ds D0D1D2D3D4D5D6D7Dp
(DE)

Ds D0D1D2D3D4Ds

n＋1番目の
転送フレーム再転送のフレームn番目の転送フレーム

TDRE

TEND

［6］

FER/ERS

TDRからTSRへの転送 TDRからTSRへの転送 TDRからTSRへの転送

［7］ ［9］

［8］
 

図 14.12 SCI送信モードの場合の再転送動作 
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15. コントローラエリアネットワーク（HCAN） 

15.1 概要 
HCANは自動車、および産業機器システム等でのリアルタイム通信を目的とした CAN（Controller 

Area Network）を制御するためのモジュールです。本 LSIには 1チャネルの HCANモジュールが内蔵
されています。 
参考文献：BOSCH CAN Specification Version 2.0 1991, Robert Bosch GmbH 

 

15.1.1 特長 
■CANバージョン 

• Bosch 2.0B active対応 
− 通信方式：NRZ（Non-Return to Zero）方式 
（ビットスタッフ機能あり） 

− ブロードキャスト通信方式 
− 伝送路：双方向 2線式シリアル通信 
− 通信速度：最高 1Mbps 
− データ長：0～8バイト 

■チャネル数 

• 1チャネル 

■データバッファ 

• 16本（受信専用×1バッファ、送信／受信設定可能×15バッファ） 

■データ送信方式 

• 2種類選択可能 
− メールボックス（バッファ）の番号順（昇順） 
− メッセージ優先順位（Identifier）の高い順 

■データ受信方式 

• 2種類 
− メッセージ Identifierの一致（送信／受信設定バッファ） 
− メッセージ Identifierマスクして受信（受信専用） 

■CPU割り込み本数 

• 2本の割り込みベクタ 
− エラー割り込み 
− リセット処理割り込み 
− メッセージ受信割り込み（メールボックス 1～15） 
− メッセージ受信割り込み（メールボックス 0） 
− メッセージ送信割り込み 
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■HCAN動作モード 

• 各種モード対応 
− ハードウェアリセット 
− ソフトウェアリセット 
− 通常状態（エラーアクティブ、エラーパッシブ） 
− バスオフ状態 
− HCANコンフィギュレーションモード 
− HCANスリープモード 
− HCAN HALTモード 

■その他 

•  メッセージ受信（HCANのメールボックス 0のみ）メールボックスにより DTC起動可能 
 

15.1.2 ブロック図 
HCANのブロック図を図 15.1に示します。 

 

周
辺
ア
ド
レ
ス
バ
ス

周
辺
デ
ー
タ
バ
ス

HTxD

MBI

HRxD

CAN 
Data Link Controller

MPI

（CDLC）

Tx
バッファ

Rx
バッファ

メッセージバッファ

MC0～15 MD0～15

メッセージコントロール
メッセージデータ LAFM

メールボックス

マイクロプロセッサインタフェース

制御レジスタ
ステータスレジスタ

CPUインタフェース

HCAN

Bosch CAN 2.0B active

 
図 15.1 HCANのブロック図 

 

■メッセージバッファ（Message Buffer Interface） 

MBIはメールボックスとローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）より構成されており、
CANの送信／受信メッセージ（Identifierおよびデータなど）を格納する部分です。送信メッセージ
はCPUから書き込みを行います。受信メッセージはCDLCで受信したデータを自動的に格納します。 

■マイクロプロセッサインタフェース（MicroProcessor Interface） 

MPIは CPUとのバスインタフェース、制御レジスタ、ステータスレジスタなどから構成されてお
り、HCAN内のデータ、ステータスなどを制御する部分です。 



 

15. コントローラエリアネットワーク（HCAN） 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  15-3 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

■CANデータリンクコントローラ（CAN Data Link Controller） 

CDLCは Bosch CAN ver.2.0B activeに準拠しておりメッセージ（データフレーム、リモートフレー
ム、エラーフレーム、オーバロードフレーム、インタフレームスペーシング）の送受信、CRCチェ
ック、バスアービトレーションなどを行います。 
 

15.1.3 端子構成 
HCANの端子構成を表 15.1に示します。 
なお、HCAN端子を使用する際は、必ず HCANコンフィギュレーションモード期間中（初期設定

期間：MCR0=1かつ GSR3=1）に設定してください。 

表 15.1 端子一覧表 
名 称 略 称 入出力 機 能 

HCANトランスミットデータ端子 HTxD 出力 CANバス送信用端子 

HCANレシーブデータ端子 HRxD 入力 CANバス受信用端子 

 
端子と CANバスの間にはバスドライバが必要になります。HA13721とコンパティブルなものを推

奨します。 
 

15.1.4 レジスタ一覧表 
HCANのレジスタ一覧表を表 15.2に示します。 

表 15.2 HCANレジスタ一覧 
レジスタ名 略 称 R/W 初期値 アドレス* アクセスサイズ 

マスタコントロールレジスタ MCR R/W H'01 H'F800 8ビット 

ジェネラルステータスレジスタ GSR R/W H'0C H'F801 8ビット 

16ビット 

ビットコンフィグレジスタ BCR R/W H'0000 H'F802 8、16ビット 

メールボックスコンフィグレジスタ MBCR R/W H'0100 H'F804 8、16ビット 

送信待ちレジスタ TXPR R/W H'0000 H'F806 8、16ビット 

送信待ち取り消しレジスタ TXCR R/W H'0000 H'F808 8、16ビット 

送信アクノレッジレジスタ TXACK R/W H'0000 H'F80A 8、16ビット 

取り消しアクノレッジレジスタ ABACK R/W H'0000 H'F80C 8、16ビット 

受信完了レジスタ RXPR R/W H'0000 H'F80E 8、16ビット 

リモートリクエストレジスタ RFPR R/W H'0000 H'F810 8、16ビット 

インタラプトレジスタ IRR R/W H'0100 H'F812 8、16ビット 

メールボックスインタラプト 
マスクレジスタ 

MBIMR R/W H'FFFF H'F814 8、16ビット 

インタラプトマスクレジスタ IMR R/W H'FEFF H'F816 8、16ビット 

受信エラーカウンタ REC R H'00 H'F818 8ビット 

送信エラーカウンタ TEC R H'00 H'F819 8ビット 

16ビット 

未読メッセージステータスレジスタ UMSR R/W H'0000 H'F81A 8、16ビット 

ローカルアクセプタンス 
フィルタマスク L 

LAFML R/W H'0000 H'F81C 8、16ビット 

ローカルアクセプタンス 
フィルタマスク H 

LAFMH R/W H'0000 H'F81E 8、16ビット 
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名 称 略 称 R/W 初期値 アドレス* アクセス 
サイズ 

メッセージコントロール 0[1～8] MC0[1～8] R/W 不定 H'F820 8、16ビット 

メッセージコントロール 1[1～8] MC1[1～8] R/W 不定 H'F828 8、16ビット 

メッセージコントロール 2[1～8] MC2[1～8] R/W 不定 H'F830 8、16ビット 

メッセージコントロール 3[1～8] MC3[1～8] R/W 不定 H'F838 8、16ビット 

メッセージコントロール 4[1～8] MC4[1～8] R/W 不定 H'F840 8、16ビット 

メッセージコントロール 5[1～8] MC5[1～8] R/W 不定 H'F848 8、16ビット 

メッセージコントロール 6[1～8] MC6[1～8] R/W 不定 H'F850 8、16ビット 

メッセージコントロール 7[1～8] MC7[1～8] R/W 不定 H'F858 8、16ビット 

メッセージコントロール 8[1～8] MC8[1～8] R/W 不定 H'F860 8、16ビット 

メッセージコントロール 9[1～8] MC9[1～8] R/W 不定 H'F868 8、16ビット 

メッセージコントロール 10[1～8] MC10[1～8] R/W 不定 H'F870 8、16ビット 

メッセージコントロール 11[1～8] MC11[1～8] R/W 不定 H'F878 8、16ビット 

メッセージコントロール 12[1～8] MC12[1～8] R/W 不定 H'F880 8、16ビット 

メッセージコントロール 13[1～8] MC13[1～8] R/W 不定 H'F888 8、16ビット 

メッセージコントロール 14[1～8] MC14[1～8] R/W 不定 H'F890 8、16ビット 

メッセージコントロール 15[1～8] MC15[1～8] R/W 不定 H'F898 8、16ビット 

メッセージデータ 0[1～8] MD0[1～8] R/W 不定 H'F8B0 8、16ビット 

メッセージデータ 1[1～8] MD1[1～8] R/W 不定 H'F8B8 8、16ビット 

メッセージデータ 2[1～8] MD2[1～8] R/W 不定 H'F8C0 8、16ビット 

メッセージデータ 3[1～8] MD3[1～8] R/W 不定 H'F8C8 8、16ビット 

メッセージデータ 4[1～8] MD4[1～8] R/W 不定 H'F8D0 8、16ビット 

メッセージデータ 5[1～8] MD5[1～8] R/W 不定 H'F8D8 8、16ビット 

メッセージデータ 6[1～8] MD6[1～8] R/W 不定 H'F8E0 8、16ビット 

メッセージデータ 7[1～8] MD7[1～8] R/W 不定 H'F8E8 8、16ビット 

メッセージデータ 8[1～8] MD8[1～8] R/W 不定 H'F8F0 8、16ビット 

メッセージデータ 9[1～8] MD9[1～8] R/W 不定 H'F8F8 8、16ビット 

メッセージデータ 10[1～8] MD10[1～8] R/W 不定 H'F900 8、16ビット 

メッセージデータ 11[1～8] MD11[1～8] R/W 不定 H'F908 8、16ビット 

メッセージデータ 12[1～8] MD12[1～8] R/W 不定 H'F910 8、16ビット 

メッセージデータ 13[1～8] MD13[1～8] R/W 不定 H'F918 8、16ビット 

メッセージデータ 14[1～8] MD14[1～8] R/W 不定 H'F920 8、16ビット 

メッセージデータ 15[1～8] MD15[1～8] R/W 不定 H'F928 8、16ビット 

モジュールストップコントロール 
レジスタ C 

MSTPCRC R/W H'FF H'FDEA 8、16ビット 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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15.2 レジスタの説明 
15.2.1 マスタコントロールレジスタ（MCR） 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

MCR5 ― MCR2 MCR1 MCR0

0 0 0 0 0 0 0 1

R/W R/W R R/W R/W R/W

MCR

R

MCR7 ― ―

R
 

マスタコントロールレジスタ（MCR）は 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、CANイン
タフェースを制御するためのものです。 
 

ビット 7：HCANスリープモード解除（MCR7） 

バス動作による HCANスリープ解除の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 7 

MCR7 

説 明 

0 CANバス動作による HCANスリープモード解除を禁止 （初期値） 

1 CANバス動作による HCANスリープモード解除を許可 

 

ビット 6：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0をライトしてください。 
 

ビット 5：HCANスリープモード（MCR5） 

HCANスリープモード遷移の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 5 

MCR5 

説 明 

0 HCANスリープモード解除 （初期値） 

1 HCANスリープモードへの遷移を許可 

 

ビット 4、3：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0をライトしてください。 
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ビット 2：メッセージ送信方式（MCR2） 

送信メッセージの送信方式を選択します。 
 

ビット 2 

MCR2 

説 明 

0 メッセージ Identifierの優先順位により送信の順番を決定 （初期値） 

1 メールボックス（バッファ）番号の優先順位により送信の順番を決定 
（TXPR1 > TXPR15） 

 

ビット 1：HALTリクエスト（MCR1） 

HCANモジュールを HALTするための制御ビットです。 
 

ビット 1 

MCR1 

説 明 

0 通常動作モード （初期値） 

1 HALTモードへの遷移をリクエスト 

 

ビット 0：リセットリクエスト（MCR0） 

HCANモジュールをリセットするための制御ビットです。 
 

ビット 0 

MCR0 

説 明 

0 通常動作モード（MCR0=0かつ GSR3=0） 
［セット条件］HCANのリセット終了時に 0書き込み 

1 リセットモードへの遷移をリクエスト （初期値） 

 
なお、MCR0に 0を書き込み後 GSR3が 1→0に変化するためには、HCAN内部がリセットされる

までの時間を必要とします。したがって、MCR0=0後、GSR3=0になるまでディレーが発生します。 
 

15.2.2 ジェネラルステータスレジスタ（GSR） 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

― ― ― ― GSR3 GSR2 GSR1 GSR0

0 0 0 0 1 1 0 0

R R R R R R R R

GSR

 
ジェネラルステータスレジスタ（GSR）は 8ビットのリード可能なレジスタで、CANバスのステ

ータスを示すものです。 
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ビット 7～4：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。 
 

ビット 3：リセットステータスビット（GSR3） 

HCANモジュールが通常動作状態とリセット状態を示すためのビットです。ライトは無効です。 
 

ビット 3 

GSR3 

説 明 

0 通常動作状態 
［セット条件］HCAN内部をリセット終了 

1 コンフィギュレーションモード （初期値） 
［リセット条件］MCR0によるリセット状態およびスリープモード 

 

ビット 2：メッセージ送信ステータスフラグ（GSR2） 

メッセージ送信期間中か否かを示すフラグです。「メッセージ送信期間中」とは、メッセージ送信
開始（SOF）から EOF（End of Frame）後の Intermission 3ビットまでを表します。ライトは無効です。 
 

ビット 2 

GSR2 

説 明 

0 メッセージ送信期間中 

1 ［リセット条件］アイドル期間 （初期値） 

 

ビット 1：送信／受信ワーニングフラグ（GSR1） 

エラーワーニングを示すフラグです。ライトは無効です。 
 

ビット 1 

GSR1 

説 明 

0 ［リセット条件］TEC ＜ 96かつ REC＜96のとき TEC≧256 （初期値） 

1 TEC ≧ 96または REC≧96のとき 

 

ビット 0：バスオフフラグ（GSR0） 

バスオフ状態を示すフラグです。ライトは無効です。 
 

ビット 0 

GSR0 

説 明 

0 ［リセット条件］バスオフからの復帰 （初期値） 

1 TEC≧256のとき（バスオフ状態） 
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15.2.3 ビットコンフィグレジスタ（BCR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BCR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

BCR15 BCR 14 BCR13 BCR12 BCR11 BCR10 BCR9 BCR8

BCR7 BCR6 BCR5 BCR4 BCR3 BCR2 BCR1 BCR0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
 

ビットコンフィグレジスタ（BCR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、CANのビッ
トタイミングパラメータやボーレートプリスケーラを設定するためのものです。 
 

ビット 15、14：Re-Synchronization Jump Width（SJW） 

ビット同期の最大範囲を設定します。 
 
ビット 15 ビット 14

BCR7 BCR6 

説 明 

0 最大ビット同期幅 1 time quantum （初期値） 0 

1 最大ビット同期幅 2 time quanta 

0 最大ビット同期幅 3 time quanta 1 

1 最大ビット同期幅 4 time quanta 

 

ビット 13～8：ボーレートプリスケーラ（BRP） 

CANバスのボーレートを設定するためのものです。 
 
ビット 13 ビット 12 ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 説 明 

BCR5 BCR4 BCR3 BCR2 BCR1 BCR0  

0 2×システムクロック （初期値） 0 

1 4×システムクロック 

0 0 0 0 

1 0 6×システムクロック 

： ： ： ： ： ：           ： 

1 1 1 1 1 1 128×システムクロック 

 



 

15. コントローラエリアネットワーク（HCAN） 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  15-9 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 7：ビットサンプルポイント（BSP） 

データをサンプルリングするポイントを設定するためのものです。 
 

ビット 7 

BCR15 

説 明 

0 1箇所のビットサンプリング（タイムセグメント 1（TSEG1）の終わり） （初期値） 

1 3箇所のビットサンプリング（タイムセグメント 1（TSEG1）の終わりと前後 1 time 
quantum） 

 

ビット 6～4：タイムセグメント 2（TSEG2） 

1ビットタイムの誤差を補正するためのセグメントで 2～8まで設定可能です。 
 
ビット 6 ビット 5 ビット 4

BCR14 BCR13 BCR12

説 明 

0 設定禁止 （初期値） 0 

1 TSEG2 =2 time quanta 

0 TSEG2 =3 time quanta 

0 

1 

1 TSEG2 =4 time quanta 

0 TSEG2 =5 time quanta 0 

1 TSEG2 =6 time quanta 

0 TSEG2 =7 time quanta 

1 

1 

1 TSEG2 =8 time quanta 

 

ビット 3～0：タイムセグメント 1（TSEG1） 

出力バッファ、CANバス、入力バッファのディレーを吸収するためのセグメントで 4～16まで設
定可能です。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

BCR11 BCR10 BCR9 BCR8 

説 明 

0 設定禁止 （初期値） 0 

1 設定禁止 

0 設定禁止 

0 

1 

1 TSEG1 =4 time quanta 

0 

1 0 0 TSEG1 =5 time quanta 

： ： ： ：   ： 

1 1 1 1 TSEG1 =16 time quanta 
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15.2.4 メールボックスコンフィグレジスタ（MBCR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MBCR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0

R/W

MBCR15 MBCR 14 MBCR13 MBCR12 MBCR11 MBCR10 MBCR9 MBCR8

MBCR7 MBCR6 MBCR5 MBCR4 MBCR3 MBCR2 MBCR1 ―

1

R

 
メールボックスコンフィグレジスタ（MBCR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、

メールボックス（バッファ）の送信／受信を設定するためのものです。 
 

ビット 15～9、7～0：メールボックス設定レジスタ（MBCR7～MBCR1、MBCR15～MBCR8） 

対応するメールボックスの極性を設定します。 
 

ビット y 

MBCRx 

説 明 

0 対応するメールボックスを送信用に設定 （初期値） 

1 対応するメールボックスを受信用に設定 
（x＝15～1、y＝15～9、7～0） 

 

ビット 8：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。書き込みも常に 1をライトしてください。 
 

15.2.5 送信待ちレジスタ（TXPR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXPR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXPR15 TXPR 14 TXPR13 TXPR12 TXPR11 TXPR10 TXPR9 TXPR8

R/W

TXPR7 TXPR6 TXPR5 TXPR4 TXPR3 TXPR2 TXPR1 ―

R
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送信待ちレジスタ（TXPR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、送信メッセージをメ
ールボックス（バッファ）に格納後の送信待ち（CANバスアービトレーション待ち）を設定するた
めのものです。 
 

ビット 15～9、7～0：送信待ちレジスタ（TXPR7～TXPR1、TXPR15～TXPR8） 

対応するメールボックス（バッファ）の送信待ちを設定します。 
 

ビット y 

TXPRx 

説 明 

0 対応するメールボックス内の送信メッセージアイドル状態 （初期値） 
［クリア条件］メッセージの送信完了および取り消し完了 

1 対応するメールボックス内の送信メッセージの送信待ち（CANバスアービトレーショ
ン） 

（x＝15～1、y＝15～9、7～0） 
 

ビット 8：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込みも常に 0をライトしてください。 
 

15.2.6 送信待ち取り消しレジスタ（TXCR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXCR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

TXCR15 TXCR 14 TXCR13 TXCR12 TXCR11 TXCR10 TXCR9 TXCR8

R/W

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXCR7 TXCR6 TXCR5 TXCR4 TXCR3 TXCR2 TXCR1 ―

R

 
送信待ち取り消しレジスタ（TXCR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、メールボ

ックス（バッファ）内送信待ちメッセージの取り消しを制御するためのものです。 
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ビット 15～9、7～0：送信待ち取り消しレジスタ（TXCR7～TXCR1、TXCR15～TXCR8） 

HCANの対応するメールボックス内送信待ちメッセージの取り消しを制御します。 
 

ビット y 

TXCRx 

説 明 

0 対応するメールボックス内の送信メッセージ取り消しアイドル状態 （初期値） 
［クリア条件］TXPRのクリア完了 
       （送信メッセージを正常に取り消したとき） 

1 対応するメールボックスの TXPRクリア（送信メッセージの取り消し） 
（x＝15～1、y＝15～9、7～0） 

 

ビット 8：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込みも常に 0をライトしてください。 
 

15.2.7 送信アクノレッジレジスタ（TXACK） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

TXACK

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

【注】*　フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

TXACK15 TXACK 14 TXACK13 TXACK12 TXACK11 TXACK10 TXACK9 TXACK8

TXACK7 TXACK6 TXACK5 TXACK4 TXACK3 TXACK2 TXACK1 ―

R

 
送信アクノレッジレジスタ（TXACK）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、メールボ

ックス（バッファ）の送信メッセージが正常に送信されたことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 15～9、7～0：送信アクノレッジレジスタ（TXACK7～TXACK1、TXACK15～TXACK8） 

対応するメールボックスの送信メッセージが正常に送信されたことを示します。 
 

ビット y 

TXACKx 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 対応するメールボックスのメッセージ送信完了 
（x＝15～1、y＝15～9、7～0） 

ビット 8：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込みも常に 0をライトしてください。 
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15.2.8 取り消しアクノレッジレジスタ（ABACK） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

ABACK

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

ABACK15 ABACK14 ABACK13 ABACK12 ABACK11 ABACK10 ABACK9 ABACK8

R/(W)*

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

ABACK7 ABACK6 ABACK5 ABACK4 ABACK3 ABACK2 ABACK1 ―

R

【注】*　フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。
 

取り消しアクノレッジレジスタ（ABACK）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、メー
ルボックス（バッファ）内送信メッセージが正常に取り消されたことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 15～9、7～0：取り消しアクノレッジレジスタ（ABACK7～ABACK1、ABACK15～ABACK8） 

対応するメールボックス内送信メッセージが正常に取り消されたことを示します。 
 

ビット y 

ABACKx 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 対応するメールボックスの送信メッセージ取り消し完了 
（x＝15～1、y＝15～9、7～0） 

 

ビット 8：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込みも常に 0をライトしてください。 
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15.2.9 受信完了レジスタ（RXPR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

RXPR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

RXPR15 RXPR 14 RXPR13 RXPR12 RXPR11 RXPR10 RXPR9 RXPR8

RXPR7 RXPR6 RXPR5 RXPR4 RXPR3 RXPR2 RXPR1 RXPR0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

【注】*　フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。
 

受信完了レジスタ（RXPR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、メールボックス（バ
ッファ）にメッセージ（データフレームまたはリモートフレーム）が正常に受信されたことを示すス
テータスフラグです。なお、リモートフレーム受信の場合は、対応するリモートリクエストレジスタ
（RFPR）も同時にセットされます。 
 

ビット 15～0：受信完了レジスタ（RXPR7～RXPR0、RXPR15～RXPR8） 

対応するメールボックスにメッセージが正常に受信されたことを示します。 
 

ビット x 

RXPRx 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 対応するメールボックスにメッセージ（データフレームまたはリモートフレーム）受信
完了 

（x＝15～0） 
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15.2.10 リモートリクエストレジスタ（RFPR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

RFPR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

RFPR15 RFPR14 RFPR13 RFPR12 RFPR11 RFPR10 RFPR9 RFPR8

RFPR7 RFPR6 RFPR5 RFPR4 RFPR3 RFPR2 RFPR1 RFPR0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

【注】*　フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。
 

リモートリクエストレジスタ（RFPR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、メールボ
ックス（バッファ）にリモートフレームが正常に受信されたことを示すステータスフラグです。なお、
本ビットがセットされると、対応する受信完了ビットが同時にセットされます。 
 

ビット 15～0：リモートリクエストレジスタ（RFPR7～RFPR0、RFPR15～RFPR8） 

対応するメールボックスにリモートフレームが正常に受信されたことを示します。 
 

ビット x 

RFPRx 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 対応するメールボックスにリモートフレーム受信完了 
（x＝15～0） 
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15.2.11 インタラプトレジスタ（IRR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R R/(W)*

IRR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

【注】*　フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。

0 0 0 0 0 0 0

R/(W)*

IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0

1

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R

R R/(W)*

0

― ― ― IRR12 ― ― IRR9 IRR8

― ― ― ― ―

 
インタラプトレジスタ（IRR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各割り込み要因

のステータスを示すフラグです。 
 

ビット 15：オーバロードフレーム割り込みフラグ（IRR7） 

HCANがオーバロードフレームを送信したことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 15 

IRR7 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 オーバロードフレーム送信 
［セット条件］ オーバロードフレームを送信したとき 

 

ビット 14：バスオフ割り込みフラグ（IRR6） 

送信エラーカウンタによるバスオフ状態を示すステータスフラグです。 
 

ビット 14 

IRR6 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 送信エラーによるバスオフ状態 
［セット条件］TEC≧256になったとき 
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ビット 13：エラーパッシブ割り込みフラグ（IRR5） 

送信／受信エラーカウンタによるエラーパッシブ状態を示すステータスフラグです。 
 

ビット 13 

IRR5 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 送信／受信エラーによるエラーパッシブ状態 
［セット条件］TEC≧128または REC≧128になったとき 

 

ビット 12：受信オーバロードワーニング割り込みフラグ（IRR4） 

受信エラーカウンタによるエラーワーニング状態を示すステータスフラグです。 
 

ビット 12 

IRR4 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 受信エラーによるエラーワーニング状態 
［セット条件］REC≧96になったとき 

 

ビット 11：送信オーバロードワーニング割り込みフラグ（IRR3） 

送信エラーカウンタによるエラーワーニング状態を示すステータスフラグです。 
 

ビット 11 

IRR3 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 送信エラーによるエラーワーニング状態 
［セット条件］TEC≧96になったとき 

 

ビット 10：リモートフレームリクエスト割り込みフラグ（IRR2） 

メールボックス（バッファ）にリモートフレームを受信したことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 10 

IRR2 

説 明 

0 ［クリア条件］ MBIMRで受信割り込み要求を許可したメールボックスの RFPR（リモー
トリクエストレジスタ）のビットをすべてクリア （初期値） 

1 リモートフレーム受信しメールボックスに格納 
［セット条件］ リモートフレームを受信完了したとき 

対応する MBIMR=0のとき 
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ビット 9：受信メッセージ割り込みフラグ（IRR1） 

メールボックス（バッファ）受信メッセージを正常に受信したことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 9 

IRR1 

説 明 

0 ［クリア条件］ MBIMRで受信割り込み要求を許可したメールボックスの RXPR（受信完
了レジスタ）のビットをすべてクリア （初期値） 

1 データフレーム、リモートフレーム受信しメールボックスに格納 
［セット条件］ データフレームおよびリモートフレームを受信完了したとき 

対応する MBIMR=0のとき 

 

ビット 8：リセット割り込みフラグ（IRR0） 

HCANモジュールがリセットされたことを示すステータスフラグです。 
本ビットはインタラプトマスクレジスタ（IMR）ではマスク不可となっています。リセット投入後

およびソフトウェアスタンバイ復帰後、本ビットをクリアしない場合は、割り込みコントローラにて
割り込み許可をすると、直ちに割り込み処理を行います。 
 

ビット 8 

IRR0 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み 

1 ハードウェアリセット（HCANモジュールストップ*、ソフトウェアスタンバイ）投入
 （初期値） 

［セット条件］ ハードウェアリセット（HCANモジュールストップ*、ソフトウェアスタ
ンバイ）投入後にリセット処理完了したとき 

【注】 * リセット、ハードウェアスタンバイ解除後はモジュールストップビットが 1に初期化されるため、

HCANはモジュールストップ状態になります。 

 

ビット 7～5、3、2：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0をライトしてください。 
 

ビット 4：バス動作割り込みフラグ（IRR12） 

HCANモジュールが HCANスリープモード中にバス動作のドミナントビットの検出を示すステー
タスフラグです。 
 

ビット 4 

IRR12 

説 明 

0 CANバスアイドル状態 （初期値） 
［クリア条件］1 書き込み 

1 HCANスリープモード中 CANバスの動作あり 
［セット条件］HCANスリープモード中のバス動作（ドミナントビット検出）のとき 
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ビット 1：未読割り込みフラグ（IRR9） 

受信メッセージが未読のままオーバライトされたことを示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 

IRR9 

説 明 

0 ［クリア条件］UMSR（未読メッセージステータスレジスタ）のすべてのビットクリア
 （初期値） 

1 未読メッセージのオーバライト 
［セット条件］UMSR（未読メッセージステータスレジスタ）がセットされたとき 

 

ビット 0：メールボックス空き割り込みフラグ（IRR8） 

メールボックスに次の送信メッセージが格納可能できることを示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 

IRR8 

説 明 

0 ［クリア条件］1 書き込み （初期値） 

1 送信メッセージが送信または取り消され新規メッセージ格納可能 
［セット条件］TXPR（送信待ちレジスタ）が送信完了および送信取り消し完了により

クリアされたとき 

 

15.2.12 メールボックスインタラプトマスクレジスタ（MBIMR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MBIMR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

MBIMR15 MBIMR14 MBIMR13 MBIMR12 MBIMR11 MBIMR10 MBIMR9 MBIMR8

MBIMR7 MBIMR6 MBIMR5 MBIMR4 MBIMR3 MBIMR2 MBIMR1 MBIMR0

1 1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
 

メールボックスインタラプトマスクレジスタ（MBIMR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジ
スタで、各メールボックス（バッファ）の割り込み要求を許可／禁止するフラグです。 
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ビット 15～0：メールボックスインタラプトマスク（MBIMR7～MBIMR0、MBIMR15～MBIMR8） 

各メールボックスの割り込み要求を許可／禁止するフラグです。 
 

ビット x 

MBIMRx 

説 明 

0 ［送信時］ 
TXPRのクリアにより CPUへ割り込み要求 
［受信時］ 
RXPRのセットにより CPUへ割り込み要求 

1 CPUへの割り込み要求を禁止 （初期値） 
（x＝15～0） 

 

15.2.13 インタラプトマスクレジスタ（IMR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W

IMR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W

IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 －

0

R/W R/W R/W R/W R/W R

1

R R R R/W

－ － － IMR12 IMR9 IMR8－ －

R R
 

インタラプトマスクレジスタ（IMR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各割り込
み要因の要求を許可／禁止するフラグです。 
 

ビット 15：オーバロードフレーム／バスオフ復帰割り込みマスク（IMR7） 

オーバロードフレーム／バスオフ復帰割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 15 

IMR7 

説 明 

0 IRR7による CPUへのオーバロードフレーム／バスオフ復帰割り込み要求（OVR0）を
許可 

1 IRR7による CPUへのオーバロードフレーム／バスオフ復帰割り込み要求（OVR0）を
禁止 （初期値） 
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ビット 14：バスオフ割り込みマスク（IMR6） 

送信エラーカウンタによるバスオフ割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 14 

IMR6 

説 明 

0 IRR6による CPUへのバスオフ割り込み要求（ERS0）を許可 

1 IRR6による CPUへのバスオフ割り込み要求（ERS0）を禁止 （初期値） 

 

ビット 13：エラーパッシブ割り込みマスク（IMR5） 

送信／受信エラーカウンタによるエラーパッシブ割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 13 

IMR5 

説 明 

0 IRR5による CPUへのエラーパッシブ割り込み要求（ERS0）を許可 

1 IRR5による CPUへのエラーパッシブ割り込み要求（ERS0）を禁止 （初期値） 

 

ビット 12：受信オーバロードワーニング割り込みマスク（IMR4） 

受信エラーカウンタによるエラーワーニング割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 12 

IMR4 

説 明 

0 IRR4による CPUへの RECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を許可 

1 IRR4による CPUへの RECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を禁止 
 （初期値） 

 

ビット 11：送信オーバロードワーニングマスク（IMR3） 

送信エラーカウンタによるエラーワーニング割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 11 

IMR3 

説 明 

0 IRR3による CPUへの TECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を許可 

1 IRR3による CPUへの TECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を禁止 
 （初期値） 

 

ビット 10：リモートフレームリクエスト割り込みマスク（IMR2） 

リモートフレーム受信割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 10 

IMR2 

説 明 

0 IRR2による CPUへのリモートフレーム受信割り込み要求（OVR0）を許可 

1 IRR2による CPUへのリモートフレーム受信割り込み要求（OVR0）を禁止 
 （初期値） 
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ビット 9：受信メッセージ割り込みマスク（IMR1） 

メッセージ受信割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 9 

IMR1 

説 明 

0 IRR1による CPUへのメッセージ受信割り込み要求（RM1）を許可 

1 IRR1による CPUへのメッセージ受信割り込み要求（RM1）を禁止 （初期値） 

 

ビット 8：リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。書き込む値も常に0をライトしてください。 
 

ビット 7～5、3、2：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1をライトしてください。 
 

ビット 4：バス動作割り込みマスク（IMR12） 

スリープモード中のバス動作による割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 4 

IMR12 

説 明 

0 IRR12による CPUへのバス動作割り込み要求（OVR0）を許可 

1 IRR12による CPUへのバス動作割り込み要求（OVR0）を禁止 （初期値） 

 

ビット 1：未読割り込みマスク（IMR9） 

受信未読メッセージのオーバライト割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 1 

IMR9 

説 明 

0 IRR9による CPUへの未読メッセージオーバライト割り込み要求（OVR0）を許可 

1 IRR9による CPUへの未読メッセージオーバライト割り込み要求（OVR0）を禁止 
 （初期値） 

 

ビット 0：メールボックス空き割り込みマスク（IMR8） 

メールボックス空き割り込み要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 0 

IMR8 

説 明 

0 IRR8による CPUへのメールボックス空き割り込み要求（SLE0）を許可 

1 IRR8による CPUへのメールボックス空き割り込み要求（SLE0）を禁止 （初期値） 
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15.2.14 受信エラーカウンタ（REC） 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R

REC

 
受信エラーカウンタ（REC）は 8ビットのリード可能なレジスタで、CANバス上の受信メッセー

ジエラーを示すカウンタです。カウント数は CANプロトコルで規定されています。 
 

15.2.15 送信エラーカウンタ（TEC） 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R

TEC

 
 
送信エラーカウンタ（TEC）は 8ビットのリード可能なレジスタで、CANバスに送信するメッセ

ージエラーを示すカウンタです。カウント数は CANプロトコルで規定されています。 
 

15.2.16 未読メッセージステータスレジスタ（UMSR） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

UMSR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

【注】*　フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。

　R/W：

UMSR15 UMSR14 UMSR13 UMSR12 UMSR11 UMSR10 UMSR9 UMSR8

UMSR7 UMSR6 UMSR5 UMSR4 UMSR3 UMSR2 UMSR1 UMSR0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*
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未読メッセージステータスレジスタ（UMSR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、
各メールボックス（バッファ）で受信したメッセージを読み出す前に新たな受信メッセージによって
上書きされたことを示すステータスレジスタです。 
なお、新規受信メッセージにより上書きされた場合は、古いデータは失われます。 

 

ビット 15～0：未読メッセージステータスフラグ（UMSR7～UMSR0、UMSR15～UMSR8） 

受信未読メッセージをオーバライトしたことを示すステータスフラグです。 
 

ビット x 

UMSRx 

説 明 

0 ［クリア条件］1書き込み （初期値） 

1 メッセージを受信後未読のまま新規メッセージをオーバライト 
［セット条件］RXPRをクリアする前に新規メッセージを受信したとき 

（x＝15～0） 
 

15.2.17 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFML、LAFMH） 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

LAFML15 LAFML14 LAFML13 LAFML12 LAFML11 LAFML10 LAFML9 LAFML8

R/W R/W R/W

LAFML

LAFML7 LAFML6 LAFML5 LAFML4 LAFML3 LAFML2 LAFML1 LAFML0

R/W R/W R/W

R/W R/W

LAFMH

LAFMH15 LAFMH14 LAFMH13 LAFMH12 LAFMH11 LAFMH10 LAFMH9 LAFMH8

R/W R/W R/W

LAFMH7 LAFMH6 LAFMH5 ― ― ― LAFMH1 LAFMH0

R R R
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ローカルアクセプタンスフィルタ（LAFML, AFMH）は 16ビットのリード／ライト可能なレジス
タで、受信専用メールボックス（MC0, MD0）に格納される受信メッセージを Identifierによってフィ
ルタリングするものです。LAFMH15（MSB）～LAFMH5（LSB）（スタンダード／エクステンデッ
ド Identifier用 11ビット）となります。また、LAFMH1（MSB）～LAFML0（LSB）（エクステンデ
ッド Identifier用 18ビット）となります。 
 

LAFMHビット 7～0、15～13：11ビット Identifier用フィルタ 
  （LAFMH7～LAFMH5、LAFMH15～LAFMH8） 

受信メッセージ Identifierの初めの 11ビット（スタンダード／エクステンデッド共用）用のフィル
タマスクです。 
 

ビット y 

LAFMHx 

説 明 

0 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致により MC0、MD0
（受信専用メールボックス）に格納 （初期値） 

1 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致にかかわらずMC0、
MD0（受信専用メールボックス）に格納 

（x＝15～5、y＝15～13、7～0） 
 

LAFMHビット 12～10：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値は常に 0をライトしてください。 
 

LAFMHビット 9、8、LAFML15～0：18ビット Identifier用フィルタ 
  （LAFMH1、LAFMH0、LAFML7～LAFML0、LAFML15～LAFML8） 

受信メッセージ Identifierの 18ビット（エクステンデッド）用のフィルタマスクです。 
 

ビット y 

LAFMHx 
LAFMLy 

説 明 

0 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致により MC0（受信
専用メールボックス）に格納 （初期値） 

1 MC0のメッセージ Identifierと受信メッセージ Identifierのビット一致にかかわらずMC0
（受信専用メールボックス）に格納 

（x＝1、0、y＝15～0） 
 

15.2.18 メッセージコントロール（MC0～MC15） 
メッセージコントロール（MC0～MC15）は 8ビット×8本（MCx[1]～MCx[8]）のレジスタです。

HCANには本レジスタが 16セット（MC0～MC15）あります。 
本レジスタはリード／ライト可能なレジスタです。初期値は不定となりますので必ず初期設定（0

または 1書き込み）をしてください。 
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7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

 



 

15. コントローラエリアネットワーク（HCAN） 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  15-27 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

MCx[1]ビット 7～4：リザーブビット 

初期値は不定となりますので必ず初期設定（0または 1書き込み）をしてください。 
 

MCx[1]ビット 3～0：データ長コード（DLC） 

データフレームおよびリモートフレームでの要求のデータ長を示します。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 

説 明 

0 データ長：0バイト 0 

1 データ長：1バイト 

0 データ長：2バイト 

0 

1 

1 データ長：3バイト 

0 データ長：4バイト 0 

1 データ長：5バイト 

0 データ長：6バイト 

0 

1 

1 

1 データ長：7バイト 

1 0/1 0/1 0/1 データ長：8バイト 

 

MCx[2]ビット 7～0：リザーブビット 

初期値は不定となりますので必ず初期設定（0または 1書き込み）をしてください。 
 

MCx[3]ビット 7～0：リザーブビット 

初期値は不定となりますので必ず初期設定（0または 1書き込み）をしてください。 
 

MCx[4]ビット 7～0：リザーブビット 

初期値は不定となりますので必ず初期設定（0または 1書き込み）をしてください。 
 

MCx[6]ビット 7～0：スタンダード Identifier（STD_ID10～3） 
MCx[5]ビット 7～5：スタンダード Identifier（STD_ID2～0） 

データフレーム、リモートフレームの Identifer（スタンダード Identifier）を設定します。 
 

スタンダードIdentifier

SOF ID10 ID9 ID8 ID7 ID6 ID5 ID4 ID3 ID2 ID1 ID0
RTR

STD_IDxx

IDE
SRR

 
図 15.2 スタンダード Identifier 
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MCx[5]ビット 4：リモートトランスミッションリクエスト（RTR） 

データフレームとリモートフレームを識別するためのものです。 
 

ビット 4 

RTR 

説 明 

0 データフレーム 

1 リモートフレーム 

 

MCx[5]ビット 3：Identifierエクステンション（IDE） 

データフレーム、リモートフレームのスタンダードフォーマットおよびエクステンデッドフォーマ
ットを識別するためのものです。 
 

ビット 3 

IDE 

説 明 

0 スタンダードフォーマット 

1 エクステンデッドフォーマット 

 

MCx[5]ビット 2：リザーブビット 

初期値は不定となりますので必ず初期設定（0または 1書き込み）をしてください。 
 

MCx[5]ビット 1、0：エクステンデッド Identifier（EXD_ID17,16） 
MCx[8]ビット 7～0：エクステンデッド Identifier（EXD_ID15～8） 
MCx[7]ビット 7～0：エクステンデッド Identifier（EXD_ID7～0） 

データフレーム、リモートフレームの Identifer（エクステンデッド Identifier）を設定します。 
 

エクステンデッドIdentifier

IDE ID17 ID16 ID15 ID14 ID13 ID12 ID11 ID10 ID9 ID8 ID7 ID6 ID5

EXD_IDxx

ID4 ID3 ID2 ID1 ID0 RTR R1

EXD_IDxx
 

図 15.3 エクステンデッド Identifier 

 

15.2.19 メッセージデータ（MD0～MD15） 
メッセージデータ（MD0～MD15）は 8ビット×8本（MDx[1]～MDx[8]）のレジスタです。HCAN

には本レジスタが 16セット（MD0～MD15）あります。 
本レジスタはリード／ライト可能なレジスタです。初期値は不定となりますので必ず初期設定（0

または 1書き込み）をしてください。 
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7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：
MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
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15.2.20 モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC） 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MSTPC7 MSTPC6 MSTPC5 MSTPC4 MSTPC3 MSTPC2 MSTPC1 MSTPC0

 
MSTPCRCは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行

います。 
MSTPC3ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で HCANの動作を停止してモジュ

ールストップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライトはで
きません。詳細は、「22.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRCは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'FFに初期化されます。ソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 3：モジュールストップ（MSTPC3） 

HCANのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 3 

MSTPC3 

説 明 

0 HCANのモジュールストップモード解除 

1 HCANのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

15.3 動作説明 
15.3.1 ハードウェアリセットとソフトウェアリセット 

HCANをリセットする方法としてハードウェアリセットとソフトウェアリセット 
があります。 

 

(1) ハードウェアリセット（HCANモジュールストップ、リセット*、ハードウェア*／ 
ソフトウェアスタンバイ） 

HCAN内のMCRのリセットリクエストビット（MCR0）と GSRのリセットステートビット（GSR3）
を自動的にセットすることで初期化します（ハードウェアリセット）。同時に内部レジスタはすべて
初期化されます。ただし、メールボックスは保持されます。本リセットのフローを図 15.4に示しま
す。 
【注】 * リセット、ハードウェアスタンバイ時にモジュールストップビットは 1に初期化され、

HCANはモジュールストップ状態になります。 
 

(2) ソフトウェアリセット（MCR0への書き込み） 

通常動作時にはソフトウェアでMCRのリセットリクエストビット（MCR0）をセットすることで
初期化します（ソフトウェアリセット）。本リセットでは CANコントローラが通信動作中（送信ま
たは受信）であった場合、そのメッセージを完全に終了するまで待って初期化状態に遷移します。初
期化期間中は GSRのリセットステートビット（GSR3）をセットします。本初期化ではエラーカウン
タ（TEC、REC）は初期化されますが、他のレジスタおよび RAMは初期化されません。本リセット
のフローを図 15.5に示します。 
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ハードウェアリセット

MCR0=1（自動）

IRR0=1（自動）*1

GSR3=1（自動）

HCANモジュールを初期化

IRR0をクリア
BCRの設定

MBCRの設定
メールボックスの初期設定

MCR0=0

GSR3=0?

IMRの設定（割り込みマスク設定）
MBIMRの設定（割り込みマスク設定）

MC［x］の設定（受信Identifier設定）
LAFMの設定（受信Identifierマスク設定）

Y

N

GSR3=0 & 
11レセッシブビット受信完了?

CANバス通信可能

Y

N

ビットコンフィギュレーションモード
BCR、MBCR等を初期設定する期間

【注】*1　ハードウェアリセット*2 によりIRR0＝1になったとき（自動）、
 「ハードウェアリセットによるリセット処理割り込み」が発生します。
 *2 リセット、ハードウェアスタンバイ時にモジュールストップビットは
  1に初期化され、HCANはモジュールストップ状態になります。　

メッセージの送信方式の設定

：ユーザによる設定

：ハードによる処理

 
図 15.4 ハードウェアリセット時のフローチャート 
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MCR0=1

GSR3=1（自動）

REC,TECのみ初期化

MCR0=0

GSR3=0? N

GSR3=0 & 
11レセッシブビット受信完了?

CANバス通信可能

Y

バスアイドル?

BCRの設定
MBCRの設定

メールボックス(RAM)の初期設定

Y

修正

Y

IMRの設定
MBIMRの設定
MC[x]の設定
LAFMの設定

O.K.?

Y

Y

修正

メッセージの送信方式の設定
メールボックス（RAM）の初期設定

O.K.?

：ユーザによる設定

：ハードによる処理

N

N

N

N

 
図 15.5 ソフトウェアリセット時のフローチャート 
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15.3.2 ハードウェアリセット後の初期設定 
ハードウェアリセット後は、初期設定として下記の処理を行ってください。 

 
（1） インタラプトレジスタ（IRR）のIRR0ビットのクリア 
（2） ビットレートの設定 
（3） メールボックスの送信／受信の設定 
（4） メールボックス（RAM）の初期設定 
（5） メッセージの送信方式の設定 
 
なお、本初期設定は必ず HCANがビットコンフィギュレーションモード中に行ってください。コ

ンフィギュレーションモードとはマスタコントロールレジスタ（MCR）のリセットリクエストビット
（MCR0）が 1の状態からジェネラルステータスレジスタ（GSR）のリセットステータスビットが 1
（GSR3=1）の状態です。コンフィギュレーションモードの解除はMCRのリセットリクエストビッ
トを 0クリアすることで行いますが、MCR0=0とすることで HCANは自動的にジェネラルステータ
スレジスタ（GSR）のリセットステートビット（GSR3）をクリアします。その後パワーアップシー
ケンスに入り、終了した時点で CANバスと通信可能になります。パワーアップシーケンスとは 11
ビット連続レセッシブビットを検出することです。 
 

(1) インタラプトレジスタ（IRR）の IRR0ビットのクリア 

リセット投入後、およびソフトウェアスタンバイ復帰後、必ずリセット割り込みフラグ（IRR0）
がセットされます。割り込み許可することで直ちに HCANの割り込みが入るため、IRR0をクリアし
てください。 
 

(2) ビットレートおよびビットタイミングの設定 

ビットレート設定は CANノードが通信を開始するにあたりボーレートの設定およびビットタイミ
ングを設定する必要があります。ボーレートの設定およびビットタイミング設定はビットコンフィギ
ュレーションレジスタ（BCR）によって行います。 
（a） 注意事項 

BCRの書き込みは常に可能です。ただし、コンフィギュレーションモード以外では変更しな
いでください。 
CANバスに接続しているCANコントローラはすべて同一ボーレートおよび同一ビット幅と
なるよう設定してください。 
BCRに設定可能な値（TSEG1、TSEG2、BRP、サンプルポイント、SJW）の範囲を表15.3に示し
ます。 

表 15.3 BCRに設定可能なレジスタ値の範囲 
名称 略称 最小値 最大値 

タイムセグメント 1 TSEG1 B'0011 B'1111 

タイムセグメント 2 TSEG2 B'001 B'111 

ボーレートプリスケーラ BRP B'000000 B'111111 

サンプルポイント SAM B'0 B'1 

Re-Synchronization Jump Width SJW B'00 B'11 
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（b） 設定可能な値の範囲 
• SJWは CANの仕様で規定されています。 

3≧SJW≧0 
• TSEG1の最小値は CAN仕様で規定されています。 

TSEG1＞TSEG2 
• TSEG2の最小値は CAN仕様で規定されています。 

TSEG2≧SJW 
ボーレートの計算は下記の式を用いて計算を行います。 

   

2 × (BRP+1) × (3+TSEG1+TSEG2) 
ビットレート＝
 [b/s]

CLKf

f CLK=φ(システムクロック) 
BRP、TSEG1、TSEG2はBCR値を使用

【注】

 
Example：ボーレートを 1Mb/sで入力クロックを 20MHzで設定した場合 

    
2 × (0+1) ×(3+4+3) 

1Mb/s＝
20MHz

 
 

 設定値 実際値 

fCLK 20MHz － 

BRP 0（B'000000） システムクロック 

TSEG1 4（B'0100） 5TQ 

TSEG2 3（B'011） 4TQ 

 

PHSEG2PHSEG1PRSEGSYNC_SEG

　4～16　 　2～8　　1　 Quantum
タイムセグメント1（TSEG1）*

タイムセグメント2
（TSEG2）*

1ビットタイム

1ビットタイム（8～25Time Quanta）

 
【記号説明】 
SYNC_SEG ：CANバス上のノードの同期化をとるためのセグメントです（通常のビットエッジ変化はこの部

分で発生します）。 
PRSEG ：ネットワーク間の物理的なディレーを補正するためのセグメントです。 
PHSEG1 ：位相ずれ（プラス）を補正するためのバッファセグメントです（同期化（Resynchronisation）

をとる場合は本セグメントを延長します）。 
PHSEG2 ：位相ずれ（マイナス）を補正するためのバッファセグメントです（同期化（Resynchronisation）

をとる場合は本セグメントを短縮します）。 

【注】 * TSEG1、TSEG2の Time Quantaの値は TSEG値＋1となります。 

図 15.6 1ビットの詳細説明 
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HCANのビットレート計算：

BRP、TSEG1、TSEG2はBCR値を使用。

fCLK

2 × (BRP + 1) × (3+TSEG1+TSEG2)
ビットレート＝  

f CLK =φ（システムクロック）【注】

 
 

BCRの設定制限 

TSEG1 ＞ TSEG2 ≧ SJW  （SJW＝0～3） 
 
上記制限により BCRの TSEG1、TSEG2の設定可能な範囲を表 15.4に示します。 

表 15.4 BCRの TSEG1、TSEG2の設定可能な範囲 

TSEG2（BCR[14～12]）

T
S

E
G

1（
B

C
R

[1
1～

8]
）

001 010 011 100 101 110 111

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100

1101

1110

1111

× × × × × ×

× × × ×

× × ×

× ×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○*

○*

○*

○*

○*

○*

○*

○*

○*

○*

○*

○*

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
 

【注】  TSEG1、TSEG2の Time Quanta値は TSEG値 + 1となります。 

 * BRP[13:8]＝B'000000以外のみ設定可能。 

 

(3) メールボックス送信／受信の設定 

HCANは各 16本のメールボックスがあります。メールボックス 0は受信専用で、メールボックス
1～15は送信／受信設定可能です。送信／受信設定メールボックスに関しては通信開始する前にメー
ルボックスを送信として使用するか受信として使用するかを設定します。なお、メールボックス 1～
15は初期状態では送信用となっております（メールボックス 0は受信のみ）。ソフトウェアリセッ
トではメールボックス送信／受信の設定は初期化されません。 
 

(a) 送信用に設定 

送信用メールボックスの設定（メールボックス 1～15） 
メールボックスコンフィグレジスタ（MBCR）の対応するメールボックスを 0にクリアすることで

指定のメールボックスを送信用に設定します。 
なお、リセット後初期設定でメールボックスは送信用となるため設定は不要です。 
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(b) 受信用に設定 

送信／受信メールボックスの設定（メールボックス 1～15） 
メールボックスコンフィグレジスタ（MBCR）の対応するメールボックスに 1をセットすることで

指定のメールボックスを受信用に設定します。 
なお、受信用に設定する場合、メッセージ送信効率向上のために優先順位の高いメッセージをメー

ルボックスの昇順（優先順位：メールボックス（MCx[1]）>メールボックス 15（MCx[15]））に設定
するようにしてください。 

(c) 受信専用メールボックス（メールボックス 0） 

設定は不要です。常時受信用となっています。 
 

(4) メールボックス（メッセージコントロール／データ（MCx[x],MDx[x]））の初期設定 

電源供給後はレジスタおよびメールボックスすべて（メッセージコントロール／データ、コントロ
ールレジスタ、ステータスレジスタなど）が初期化されます。メッセージコントロール／データ
（MCx[x],MDx[x]）だけは RAMであるため値は不定となります。したがってメールボックス内の値
をすべて初期設定（0または 1書き込み）してください。 
 

(5) メッセージ送信方式の設定 

メッセージには 2通りの送信方式があります。送信方式の設定はマスタコントロールレジスタ
（MCR）のメッセージ送信方式ビット（MCR2）で行います。 
（a） メッセージIdentifierの優先順位により送信の順番を決定 
（b） メールボックス番号の優先順位により送信の順番を決定 
 
（a）に設定した場合、複数メッセージを同時に送信待ち（TXPR=1）にすると内部アービトレーシ

ョンを行い、メッセージの Identifier（MCx[5]～[8]）に設定されている優先順位の最も高いメッセー
ジが送信バッファに格納されます。その後送信バッファ内のメッセージは CANバスとアービトレー
ションを行い、送信権を獲得すればメッセージの送信を行います。なお、TXPRをセットすることで、
再度内部アービトレーションを行い優先順位の最も高いメッセージを探し、送信バッファに格納しま
す。 
（b）に設定した場合、複数メッセージを同時に送信待ち（TXPR=1）にするとメールボックス番号

の昇順（優先順位：メールボックス 1>15）でメッセージが送信バッファに格納されます。その後送
信バッファ内のメッセージは CANバスとアービトレーションを行い、バス権を獲得すればメッセー
ジの送信を行います。 
 

15.3.3 送信モード 
メッセージの送信はメールボックス 1～15を用いて行います。送信方法は下記の手順で行います。

図 15.7に送信時のフローチャートを示します。 
 
（1） 初期設定（ハードウェアリセット後のみ） 

− インタラプトレジスタ（IRR）の IRR0ビットのクリア 
− ビットレートの設定 
− メールボックス送信／受信の設定 
− メールボックスの初期設定 
− メッセージ送信方式の設定 
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（2） 割り込みおよび送信データの設定 
− CPUへの割り込み要因の設定 
− アービトレーションフィールドの設定 
− コントロールフィールドの設定 
− データフィールドの設定 

（3） メッセージ送信および割り込み 
− メッセージ送信待ち 
− メッセージ送信完了および割り込み 
− メッセージ送信取り消し 
− メッセージの再送信 

 

(1) 初期設定（ハードウェアリセット後のみ） 

本設定は必ず HCANがビットコンフィギュレーションモードのときに行ってください。 
 

(a) IRR0をクリア 

リセット投入後、およびソフトウェアスタンバイ復帰後、必ずリセット割り込みフラグ（IRR0）
がセットされます。割り込み許可することで直ちに HCANの割り込みが入るため、IRR0をクリアし
てください。 
 

(b) ビットレートの設定 

CANバスでの通信速度および Resynchronizationに関する値を設定してください。詳しくは、「15.3.2 
ハードウェアリセット後の初期設定 （2）ビットレートおよびビットタイミングの設定」を参照し
てください。 
 

(c) メールボックス送信／受信の設定 

メールボックスの送信／受信をあらかじめ設定して使用します。送信用に設定可能なメールボック
スは 1～15の 15本です。送信に設定する場合はメールボックスコンフィグレジスタ（MBCR）の対
応するビットを 0に設定してください。詳しくは、「15.3.2 ハードウェアリセット後の初期設定 （3）
メールボックス送信／受信の設定」を参照してください。 
 

(d) メールボックスの初期設定 

メッセージコントロール／データ（MCx[x],MDx[x]）は RAMで構成されているため、電源投入後
の初期値は不定です。そのため必ずビットを初期化する必要があります。メールボックスに 0または
1の値を書き込んでください。詳しくは、「15.3.2 ハードウェアリセット後の初期設定 （4）メー
ルボックス（メッセージコントロール／データ（MCx[x],MDx[x]））の初期設定」を参照してくださ
い。 

(e) メッセージ送信方式の設定 

送信に設定したメールボックスの送信方式を設定します。送信方式として 2種類あります。詳しく
は、「15.3.2 ハードウェアリセット後の初期設定 （5）メッセージ送信方式の設定」を参照して
ください。 
－メッセージ Identifierの優先順位により送信の順番を決定 
－メールボックス番号の優先順位により送信の順番を決定 
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初期設定（ハードウェアリセット後のみ）

BCRの設定
IRR0をクリア

MBCRの設定
メールボックスの初期設定
メッセージの送信方式の設定

バスアイドル ?

メッセージ送信
GSR2=0（ 送信中のみ　）

TXACK=1
IRR8=1

Y

送信終了

割り込みの設定

送信データの設定
アービトレーションフィールドの設定
コントロールフィールドの設定
データフィールドの設定

TXPRの設定

送信完了 ?

IMR8=1?

N

Y

Y

：ユーザによる設定

：ハードによる処理

メッセージ送信待

IRR8 をクリア
TXACK をクリア

N

N

CPU へ割り込み

 
図 15.7 送信時のフローチャート 
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(2) 割り込みおよび送信データの設定 

メールボックスの初期設定が終了すると次に CPUへの割り込み要因の設定および送信するデータ
を設定します。割り込み要因の設定はメールボックスのメールボックスインタラプトレジスタ
（MBIMR）、インタラプトマスクレジスタ（IMR）で行い、送信データの設定は対応するメッセー
ジコントロール（MCx[1]～[8]）およびメッセージデータ（MDx[1]～[8]）に下記の（b）、（c）、（d）
のうち必要なデータを書き込みます。 
 

(a) CPUへの割り込み要因の設定 

メールボックスインタラプトレジスタ（MBIMR）で各メールボックスに対応して、送信用の場合
は送信アクノレッジおよび取り消しアクノレッジの割り込みをマスクすることができます。インタラ
プトマスクレジスタ（IMR）でインタラプトレジスタ（IRR）の割り込みをマスクすることができま
す。 
 

(b) アービトレーションフィールドの設定 

アービトレーションフィールドでは、11ビットの Identifier（STD_ID0～10）と RTRビット（スタ
ンダードフォーマット）または 29ビットの Identifier（STD_ID0～10,EXT_ID0～17）と IDE,RTRビッ
ト（エクステンデッドフォーマット）を設定します。設定するレジスタはMCx[5]～[8]です。 
 

(c) コントロールフィールドの設定 

コントロールフィールドでは、送信するデータのバイト長を DLC0～3に設定します。設定するレ
ジスタはMCx[1]です。 
 

(d) データフィールドの設定 

データフィールドでは、送信するデータを任意に 0～8バイトの範囲でバイト単位で設定します。
設定するレジスタはMDx[1]～[8]です。 

 
なお、実際に送信されるデータのバイト数はコントロールフィールド内のデータ長コード（DLC）

値に依存します。データフィールドに DLCに設定している値より多く設定しても実際送信されるの
は DLCのバイト数のみです。 
 

(3) メッセージ送信および割り込み 

(a) メッセージ送信待ち 

メッセージコントロール（MCx[1]～[8]）、メッセージデータ（MDx[1]1～[8]）の設定終了後メッ
セージ送信する場合は送信待ちレジスタ（TXPR）の対応するメールボックスの送信待ちビット
（TXPR1～15）を 1にセットすることで送信開始されます。メッセージの送信には 2通りの送信方式
があります。 
（1）メッセージ Identifierの優先順位により送信の順番を決定 
（2）メールボックス番号の優先順位により送信の順番を決定 
 
（1）に設定した場合、複数メッセージを同時に送信待ち（TXPR=1）にするとメールボックス番号

の昇順（優先順位：メールボックス 1>15）でメッセージが送信バッファに格納されます。その後送
信バッファ内のメッセージは CANバスとアービトレーションを行い、バス権を獲得すればメッセー
ジの送信を行います。 
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（2）に設定した場合、複数メッセージを同時に送信待ち（TXPR=1）にすると内部アービトレーシ
ョンを行い、メッセージの Identifier（MCx[5]～[8]）に設定されている優先順位の最も高いメッセー
ジが送信バッファに格納されます。その後送信バッファ内のメッセージは CANバスとアービトレー
ションを行い、送信権を獲得すればメッセージの送信を行います。なお、TXPRをセットすることで、
再度内部アービトレーションを行い優先順位の最も高いメッセージを探し、送信バッファに格納し、
同様に CANバスとアービトレーションを行い、送信権を獲得すればメッセージの送信を行います。 
 

(b) メッセージ送信完了および割り込み 

上記の手順でメッセージが正常に送信されると、送信アクノレッジレジスタ（TXACK）の対応す
るアクノレッジビット（TXACK1～15）と送信待ちレジスタ（TXPR）の送信待ちビット（TXPR1～
15）が自動的に初期化されます。また同時に、メールボックスインタラプトマスクレジスタ（MBIMR）
の対応するビット（MBIMR1～15）とインタラプトマスクレジスタ（IMR）のメールボックス空き割
り込み（IRR8）が割り込み許可に設定されていると CPUへの割り込みを発生することができます。 
 

(c) メッセージ送信取り消し 

メールボックスに送信待ちとして格納されたメッセージに対して、送信取り消しを指定することが
可能です。送信待ちメッセージを取り消すためには、送信待ち取り消しレジスタ（TXCR）の対応す
るメールボックスのビット（TXCR1～15）を 1にセットします。取り消しが実行されると自動的に送
信待ちレジスタ（TXPR）をリセットし、取り消しアクノレッジレジスタ（ABACK）の対応するビッ
トが 1にセットされます。CPUへの割り込みを発生することができます。また同時に、メールボック
スインタラプトマスクレジスタ（MBIMR）の対応するビット（MBIMR1～15）とインタラプトマス
クレジスタ（IMR）のメールボックス空き割り込み（IRR8）が割り込み許可に設定されていると、CPU
への割り込みを発生することができます。 
ただし、下記条件では送信待ちメッセージを取り消すことはできません。 
 

1. 内部アービトレーションおよびCANバスアービトレーション期間中 
2. データフレーム、リモートフレーム送信中 
 
また、送信待ちレジスタ（TXPR）をクリアしても送信取り消しはできません。図 15.8に送信メッ

セージの取り消しのフローチャートを示します。 
 

(d) メッセージの再送信 

送信メッセージが下記条件で送信を中断すると自動的にメッセージの再送信が行われます。 
1. CANバスアービトレーション負け（バス権獲得に失敗） 
2. 送信中のエラー（ビットエラー、スタッフエラー、CRCエラー、フレームエラー、ACKエラ

ー） 
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N
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図 15.8 送信メッセージの取り消しのフローチャート 
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15.3.4 受信モード 
メッセージの受信はメールボックス 0、1～15を用いて行います。受信方法は下記の手順で行いま

す。図 15.9に受信時のフローチャートを示します。 
（1） 初期設定（ハードウェアリセット後のみ） 

− インタラプトレジスタ（IRR）の IRR0ビットのクリア 
− ビットレートの設定 
− メールボックス送信／受信の設定 
− メールボックス（RAM）の初期設定 

（2） 割り込みおよび受信メッセージの設定 
− 割り込みの設定 
− アービトレーションフィールドの設定 
− ローカルアクセプタンスマスクフィルタ（LAFM）の設定 

（3） メッセージ受信および割り込み 
− メッセージ受信の CRCチェック 
− データフレーム受信 
− リモートフレーム受信 
− 未読メッセージ受信 

 

(1) 初期設定（ハードウェアリセット後のみ） 

本設定は必ず HCANがビットコンフィギュレーションモードのときに行ってください。 

(a) IRR0をクリア 

リセット投入後、およびソフトウェアスタンバイ復帰後、必ずリセット割り込みフラグ（IRR0）
がセットされます。割り込み許可することで直ちに HCANの割り込みが入るため、IRR0をクリアし
てください。 
 

(b) ビットレートの設定 

CANバスでの通信速度および Resynchronizationに関する値を設定してください。詳しくは、「15.3.2 
ハードウェアリセット後の初期設定 （2）ビットレートおよびビットタイミングの設定」を参照し
てください。 
 

(c) メールボックス送信／受信の設定 

メールボックス 0は受信専用であり、その他受信用に設定可能なメールボックスは 15本の合計 16
本です。受信用に設定する場合はメールボックスコンフィギュレーションレジスタ（MBCR）の対応
するビットを 1に設定してください。なお、メールボックスの初期値は 0の送信用となっております。 
詳しくは、「15.3.2 ハードウェアリセット後の初期設定 （3）メールボックス送信／受信の設

定」を参照してください。 
 

(d) メールボックス（RAM）の初期設定 

メッセージコントロール／データ（MCx[x],MDx[x]）は RAMで構成されているため、電源投入後
の初期値は不定です。そのため必ずビットを初期化する必要があります。メールボックスに 0または
1の値を書き込んでください。詳しくは、「15.3.2 ハードウェアリセット後の初期設定 （4）メー
ルボックス（メッセージコントロール／データ（MCx[x],MDx[x]））の初期設定」を参照してくださ
い。 
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図 15.9 受信時のフローチャート 
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(2) 割り込みおよび受信メッセージの設定 

メールボックスの初期設定が終了すると、次に CPUへの割り込み要因の設定および受信するメッ
セージの指定を設定します。割り込み要因は、メールボックスのメールボックスインタラプトレジス
タ（MBIMR）、インタラプトマスクレジスタ（IMR）で設定します。メッセージを受信するために
は、あらかじめ受信するメールボックスのメッセージコントロール（MCx[1]～[8]）内の Identifierを
設定する必要があります。メッセージを受信すると受信メッセージの Identifierのビットをすべて比較
し 100%一致すると一致したメールボックスに格納します。ただし、メールボックス 0（MC0[x], 
MD0[x]）は Don't Careを設定できるローカルアクセプタンスマスクフィルタ（LAFM）が設けてあり
ます。 
 

(a) CPUへの割り込み要因の設定 

メールボックスインタラプトレジスタ（MBIMR）で、各メールボックスに対応して、送信用の場
合は送信アクノレッジおよび取り消しアクノレッジの割り込みをマスクすることができます。また、
受信用の場合は、データフレーム、リモートフレーム受信待ちの割り込みをマスクすることができま
す。インタラプトマスクレジスタ（IMR）で、インタラプトレジスタ（IRR）の割り込みをマスクす
ることができます。 
 

(b) アービトレーションフィールドの設定 

アービトレーションフィールドには受信するメッセージの Identifier（STD_ID0～10,EXT_ID0～17）
を設定します。設定した Identifierの全ビットが一致しないとメールボックスには格納されません。 
例： メールボックス 1 010_1010_1010 （スタンダード Identifier） 

 MB1に受信可能なメッセージ Identifierは 1種類のみ 
Identifier 1：010_1010_1010 

 

(c) ローカルアクセプタンスマスクフィルタ（LAFM）の設定 

ローカルアクセプタンスマスクフィルタは、メールボックス 0（MC0[x], MD0[x]）のみ対応してお
り、受信する Identifier全ビットに対して Don't Careの指定をすることができます。したがって、複数
種類のメッセージを受信することが可能です。 
例： メールボックス 0 010_1010_1010 （スタンダード Identifier） 
 LAFM 000_0000_0011 （0：Care, 1：Don't Care） 
 MB0に受信可能なメッセージ Identifierは合計 4種類 
 Identifier 1： 010_1010_1000 
 Identifier 2： 010_1010_1001 
 Identifier 3： 010_1010_1010 
 Identifier 4： 010_1010_1011 

 

(3) メッセージ受信および割り込み 

(a) メッセージ受信の CRCチェック 

メッセージを受信すると自動（ハードウェア）で CRCチェックを行います。CRCチェックの結果
正常であれば、メッセージの受信可否にかかわらず ACKを ACKフィールドで送信します。 
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(b) データフレーム受信 

受信したメッセージが CRCチェック等でエラーのないことが確認されると、受信に設定されてい
るメールボックス内の Identifierおよび LAFM（メールボックス 0のみ）と受信メッセージの Identifier
を比較し、完全に一致すれば一致したメールボックスに格納されます。メッセージ Identifierの比較は
メールボックス 0から開始し、メールボックス 15まで順次 1メールボックスずつ比較します。完全
に一致したメッセージがあればその時点で比較を終了しメールボックス内に格納し、受信完了レジス
タ（RXPR）の対応する受信完了ビット（RXPR0～15）がセットされます。ただし、メールボックス
0の LAFMと比較をして Identifierが一致してもメールボックスの比較は終了せず、引き続きメール
ボックス 1以降比較します。したがって、メールボックス 0と同一メッセージを他のメールボックス
で受信することができます（メールボックス 1～15で 2つ以上の同一メッセージを格納することはで
きません）。また同時に、メールボックスインタラプトマスクレジスタ（MBIMR）の対応するビッ
ト（MBIMR0～15）とインタラプトマスクレジスタ（IMR）の受信メッセージ割り込みマスク（IMR1）
が割り込み許可に設定されていると、CPUへの割り込みを発生することができます。 
 

(c) リモートフレーム受信 

メールボックスにはデータフレーム、リモートフレームの 2種類のメッセージを格納することがで
きます。データフレームとリモートフレームの相違点は、メッセージコントロール（MC[x]5）のリモ
ートトランスミッションリクエストビット（RTR）と、データフィールドの内容が 0バイトの 2点で
す。コントロールフィールドのデータ長コード（DLC）には、データフレームで返信されるべきデー
タ長が格納されていなければなりません。 
リモートフレーム（RTR=recessive）を受信すると、リモートリクエスト待ちレジスタ（RFPR）の

対応するビットがセットされます。また同時に、メールボックスインタラプトマスクレジスタ
（MBIMR）の対応するビット（MBIMR0～15）と、インタラプトマスクレジスタ（IMR）のリモー
トフレームリクエスト割り込みマスク（IRR2）が割り込み許可に設定されていると、CPUへの割り
込みを発生することができます。 
 

(d) 未読メッセージ受信 

受信したメッセージはメールボックス内の Identifierに一致すると、そのメールボックスに格納さ
れます。このとき、CPUが読み出しを行う前にメッセージのオーバライトが発生すると、未読メッセ
ージレジスタ（UMSR）の対応するビット（UMSR0～15）がセットされます。未読状態でのオーバラ
イトは、受信完了レジスタ（RXPR）のビットがクリアされていない状態で新規メッセージを受信す
ると、未読メッセージレジスタ（UMSR）をセットします。また同時に、インタラプトマスクレジス
タ（IMR）の未読割り込みフラグ（IRR9）が割り込み許可に設定されていると、CPUへの割り込み
を発生することができます。図 15.10に未読メッセージオーバライトのフローチャートを示します。 
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未読メッセージのオーバライト

終了

UMSR=1
IRR9=1

CPUへ割り込み

IMR9=1?

IRR9 をクリア
メッセージコントロール／
メッセージデータのリード

N

：ユーザによる設定

：ハードによる処理

Y

 
図 15.10 未読メッセージオーバライトのフローチャート 

 

15.3.5 HCANスリープモード 
HCANには、消費電流を低減するために HCANモジュールをスリープ状態にする HCANスリープ

モードがあります。図 15.11に HCANスリープモードのフローチャートを示します。 
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バス動作あり

IRR12=1

Y

?IMR12=1

MCR5=0

スリープモード解除 ?

Y

GSR3=1？

Y

11レセッシブビット受信

CANバス通信可能

Y

スリープ解除方法

GSR3=1？

Y

TEC、RECを初期化

MCR7=0 ?

MCR5=0

CPU割り込み

Y

Y（手動）

N（自動）

MCR5=1

バスアイドル？

：ユーザによる設定

：ハードによる処理

N

N

N

N

N

N

N

この間はMBを
アクセスしないでください

 
図 15.11 HCANスリープモードのフローチャート 



 

15. コントローラエリアネットワーク（HCAN） 

15-48  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

HCANスリープモードへ遷移するには、マスタコントロールレジスタ（MCR）の HCANスリープ
モードビット（MCR5）を 1に設定します。ただし、CANバスが動作をしているときは、バスアイド
ルになるまで待ってから HCANスリープモードに遷移します。 

HCANスリープモードからの解除方法は 2種類あります。解除方法の選択はMCR7ビットにより
設定します。 
（1）ソフトウェアによる解除 
（2）CANバス動作による解除 
 
なお、HCANスリープモードから再度 CANバス通信可能になるためには、解除後 11レセッシブ

ビットの受信が必要です。 
 

(1) ソフトウェアによる解除 

ソフトウェアによる解除は、CPUによりMCR5へ 0をライトしてください。 
 

(2) CANバス動作による解除 

CANバス動作による解除は、CANバスが動作をし、その変化を検出すると自動的に行います。こ
のとき 1つめのメッセージは、メールボックスに受信せず、次のメッセージから正常受信を開始しま
す。CANバスから HCANスリープモード中に変化を検出したときにインタラプトレジスタ（IRR）
のバス動作割り込みフラグ（IRR12）がセットされます。また同時に、インタラプトマスクレジスタ
（IMR）のバス動作割り込みマスク（IMR12）が割り込み許可に設定されていると、CPUへ割り込み
を発生することができます。 
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15.3.6 HCAN HALTモード 
HCAN HALTモードは HCANのハードウェアリセット、ソフトウェアリセットを行わずメールボ

ックスの設定を変更するためのモードです。図 15.12に HCAN HALTモードのフローチャートを示
します。 
 

MCR1=1

バスアイドル ?

MBCR設定

MCR1=0

CANバス 通信可能

MCR1=1

バスアイドル ?

MBCR設定

MCR1=0

Y

CANバス 通信可能
：ユーザによる設定

：ハードによる処理

N

 
図 15.12 HCAN HALTモードのフローチャート 

 
HCAN HALT モードはマスタコントロールレジスタ（MCR）の HALTリクエストビット（MCR1）

を 1に設定することで遷移します。ただし、CANバスが動作をしているときは、バスアイドルにな
るまで待ってから HCAN HALTモードに遷移します。 

HCAN HALTモードからの解除は、MCR1を 0に設定することで行います。 
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15.3.7 割り込みインタフェース 
HCANの割り込み要因は 12本あります。また、12本の割り込み要因に対して 2本の割り込みベク

タが割り当てられています。表 15.5に HCANの割り込み要因を示します。 
これらの要因は、リセットによるリセット処理割り込み（IRR0）を除きマスクすることができま

す。マスクには、メールボックスインタラプトマスクレジスタ（MBIMR）およびインタラプトマス
クレジスタ（IMR）を使用します。 

表 15.5 HCANの割り込み要因 
IPRビット ベクタ ベクタ番号 IRRビット 説 明 

IRR5 エラーパッシブ割り込み（TEC≧128または REC≧128） ERS0 

IRR6 バスオフ割り込み（TEC≧256） 

IRR0 リセットによるリセット処理割り込み 

IRR2 リモートフレーム受信割り込み 

IRR3 エラーワーニング割り込み（TEC≧96） 

IRR4 エラーワーニング割り込み（REC≧96） 

IRR7 オーバロードフレーム送信割り込み 

IRR9 未読メッセージのオーバライト割り込み 

OVR0 

108 

IRR12 HCANスリープ中 CANバス動作割り込み 

RM0 109 IRR1 メールボックス 0にメッセージ受信割り込み 

RM1 IRR1 メールボックス 1～15にメッセージ受信割り込み 

IPRM(2～0) 
 

SLE0 

108 

IRR8 メッセージ送信／取り消し割り込み 
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15.3.8 DTCインタフェース 
HCANのメールボックス 0にメッセージを受信すると DTCを起動することができます。なお、DTC

起動を設定し、DTCによる転送が終了すると自動的に RXPR0と RFPR0のフラグはクリアされます。
このとき、HCANからの受信割り込みで CPUへの割り込みは発生しません。図 15.13に DTCの転送
フローチャートを示します。 
 

DTCの初期設定
DTCイネーブルレジスタの設定

DTCレジスタ情報の設定

DTC転送終了 ?

RXPR, RFPR  のクリア

Y

終了

HCANのメールボックス0に
メッセージ受信

CPUへ割り込み

転送カウンタ＝0
または

DISEL＝1

Y

DTC  起動

：ユーザによる設定

：ハードによる処理

N

N

 
図 15.13 DTCの転送フローチャート 
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15.4 CANバスインタフェース 
本 LSIと CANバスを接続するためにはバストランシーバ ICが必要になります。トランシーバ IC

は HA13721デバイスを推奨します。HA13721以外の製品を使用する場合は、HA13721とコンパティ
ブルな製品を使用してください。図 15.14に接続例を示します。 
 

MODE

RxD

TxD

NC

Vcc

CANH

CANL

GND

HRxD

Port

HTxD

LSI

NC No Connection

CAN

120

120

Vcc

HA13721

NC

 
図 15.14 HA13721を用いたハイスピードインタフェース 

 

15.5 使用上の注意 
(1) リセット 

リセット、ハードウェアスタンバイ、ソフトウェアスタンバイにより HCANはリセットされます。
このときレジスタはすべて初期化されますが、メールボックス（メッセージコントロール（MCx[x]）
／メッセージデータ（MDx[x]））は初期化されません。しかし、電源投入後メールボックス（メッ
セージコントロール（MCx[x]）／メッセージデータ（MDx[x]））は初期化され不定値になります。
したがって、リセット、ハードウェアスタンバイ、ソフトウェアスタンバイ後は、必ずメールボック
スを初期化してください。また、リセット投入後およびソフトウェアスタンバイ復帰後、必ずリセッ
ト割り込みフラグ（IRR0）がセットされます。本ビットはインタラプトマスクレジスタ（IMR）では
マスク不可のため、フラグをクリアせずに割り込みコントローラで HCANの割り込み許可に設定す
ると、直ちに HCANの割り込みが入ります。したがって、初期化時に IRR0をクリアしてください。 
 

(2) HCANスリープモード 

インタラプトレジスタ（IRR）のバス動作割り込みフラグ（IRR12）は HCANスリープモード中の
CANバス動作によってセットされます。したがって、HCANがスリープモード解除を示すフラグで
はありません。また、ジェネラルステータスレジスタ（GSR）のリセットステータスビット（GSR3）
は HCANスリープモード中もセットされます。 
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(3) 割り込み 

メールボックスインタラプトマスクレジスタ（MBIMR）をセットした場合、セットしたメールボ
ックスの受信完了、送信完了、送信取り消しでインタラプトレジスタ（IRR8,2,1）はセットされませ
ん。 
 

(4) エラーカウンタ 

エラーアクティブ、エラーパッシブでは REC,TECは通常にカウントアップ、カウントダウンしま
す。バスオフ中は 11レセッシブビットを RECを使ってカウント（REC+1）します。REC=96になる
と IRR4と GSR1がセットされます。 
 

(5) レジスタアクセス 

HCANのすべてのレジスタはバイトおよびワードアクセスのみ可能です。ロングワードアクセスは
行わないでください。 
 

(6) HCAN中速モード 

中速モードにおいては、HCANのレジスタに対するリード／ライトはできません。 
 

(7) スタンバイ時のレジスタ保持 

HCANは、ハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時には、すべてのレジスタが初
期化されます。 
 

(8) ビット操作命令の使用について 

HCANのステータスフラグは 1書き込みでクリアされますのでビット操作命令を使用してのフラ
グクリアは行わないでください。 
フラグクリアを行う場合は、MOV命令を使用し、クリアするビットのみ 1を書き込むようにして

ください。 
 

(9) エラーパッシブ中の HTxD端子出力 

HCANがエラーアクティブ状態で、メッセージを送信中または受信中に HRxD端子が 1固定とな
った場合、エラーパッシブ中の HTxD端子が 0連続出力となります。 

CANバスへの 0連続出力を停止させる場合は、エラーワーニング割り込みまたは、HRxD端子モ
ニタによる 1固定検出で、HCANモジュールストップビットをセットして、HCANをディスエーブル
してください。 
 

(10) HCANスリープモードへの遷移 

HCANの TxPRを 1セットしMCR5を 1にセットして、HCANスリープモード遷移直後にMCR0
を 0にすると、HCANが停止（送受信停止）します。 
上記のステップで HCANスリープに遷移する場合は、TxPRセット後 10サイクルウェートを挿入

してください。または HCANスリープモード遷移後、MCR5を 0クリアでいったん HCANスリープ
モード解除を行ってください。 
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(11) メッセージ送信取り消し（TxCR）について 

HCANの TxCRで送信メッセージの取り消しを行う場合、下記の条件がすべて成立すると、内部送
信が取り消されたのにかかわらず取り消しを示すビット TxCRまたは TxPRがクリアされません。 

TxCRを使ってメッセージを取り消す場合は、TxCRまたは TxPRが 0になるまで 1ライトを続け
てください。 
 

(12) バスオフ中の TxCR 

HCANがバスオフ前に TxPRをセットし、送信完了されないままバスオフに遷移した場合、バスオ
フ期間中 TxCRをセットしても取り消しが行われ、エラーアクティブに遷移後、メッセージが送信さ
れます。 
 

(13) HCANの TXCR動作について 

(1) 送信待ち取り消しレジスタ（TXCR）を使用して、送信待ちメールボックスの送信待ちメッ
セージを取り消す際に、送信が取り消されたのにもかかわらず、TXCRおよび送信待ちレジ
スタ（TXPR）の対応するビットがクリアされないことがあります。これは、下記条件がす
べて成立する場合に発生します。 
＜条件＞ 

• CANバスのエラー等により HRxD 端子が 1にスタック 
• 送信待ち（または送信中）のメールボックスが 1本以上 
• 送信中のメールボックスのメッセージ送信を TXCRにより取り消し 
この現象が発生した場合、送信は取り消されますが、TXPRとTXCRの状態はメッセージ取り
消し中という誤ったステータスを表示し続けるため、HRxD端子の1スタックが解除され、
CANバスが正常な状態に復帰しても送信を再開することができません。送信メッセージが2
本以上ある場合は送信中でないメッセージは取り消しされ、送信中のメッセージはそのまま
の状態となります。 
これを回避するために、下記対策のいずれかを実施してください。 
＜対策＞ 

• TXCRによる送信取り消しを行わないでください。CANバスの回復後に正常に送信を完了後、
TXPRはクリアされ、HCANは正常動作に復帰します。 

• 送信取り消しを行う必要がある場合は、TXCRの対応するビットが 0になるまで TXCRの対
応するビット 1をライトし続けてください。TXPRと TXCRはクリアされ、HCANは正常動
作に復帰します。 

(2) バスオフに遷移するときTXPRが設定され送信待ち状態になっていた場合、バスオフ中に
TXCRを設定しても内部のステートマシンが動作しないため取り消しをすることができず、
バスオフ復帰後1メッセージを送信または送信エラーでメッセージの取り消しが行われま
す。バスオフ復帰後のメッセージクリアに関しては下記対策を実施してください。 
＜対策＞ 

• バスオフ期間中に HCANモジュールをリセットすることで送信待ちのメッセージをクリア
してください。HCANのモジュールリセットはモジュールストップビット（MSTPCRCの
MSTPC3）を設定／解除することで行ってください。なお、この場合は HCAN内部はすべて
リセットされますので初期設定を再度行ってください。 
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(14) HCAN送信手続きについて 

バスアイドルから送信設定した後、50μs以内に次の送信設定あるいは送信取り消しを以下の条件
で行うと、前に設定した送信メッセージ IDが破壊されることがあります。 

• 1回目に送信設定されたメッセージより優先順位の高いメッセージを 2回目に送信設定した
とき 

• 1回目の送信設定において、最も優先順位の高いメッセージに対して送信取り消しを行った
とき 

 
メッセージ IDが破壊されないために、以下の設定を行ってください。 

• 送信設定を 1度の TXPRで設定し、全送信メッセージの送信が完了した後、再度送信設定を
行い（一括送信設定）その間隔を 50μs以上となる 

• 送信メッセージの優先順位に従い送信設定する 
• TXPRと TXPRの設定時間、または TXPRと TXCRの設定時間の間隔を 50μs以上とる 

 

表 15.6 TXPRと TXPR設定時間または TXPRと TXCRの設定時間の間隔制限 
ボーレート（bps） 設定間隔（μs） 

1M 50 

500k 50 

250k 50 

 

(15) HCANリセットおよび HCANスリープの解除について 

HCANのソフトウェアリセットまたは HCANスリープを解除する場合（MCR0=0またはMCR5=0）
は GSR3（リセットステータスビット）が 1になっていることを確認した後に行ってください。 
 

(16) HCANスリープ中のメールボックスアクセスについて 

HCANスリープ中にメールボックスをアクセスしないでください。HCANスリープ中にメールボ
ックスをアクセスすると CPUが停止する場合があります。 

HCANスリープ中のレジスタアクセスでは CPUは停止しません。また、HCANスリープ以外でメ
ールボックスをアクセスしても CPUは停止しません。 
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16. A/D変換器 

16.1 概要 
本 LSIは、逐次比較方式で動作する 10ビットの A/D変換器を内蔵しており、最大 12チャネルの

アナログ入力を選択することができます。 
 

16.1.1 特長 
A/D変換器の特長を以下に示します。 

 

■10ビット分解能 

■入力チャネル：12チャネル 

■アナログ変換電圧範囲の設定可能 

• リファレンス電圧端子（Vref）をアナログ基準電圧として、アナログ変換電圧範囲を設定し
ます。 

■高速変換 

変換時間：1チャネルあたり 13.3μs（20MHz動作時） 

■シングルモード／スキャンモードの動作モードから選択可能 

• シングルモード：1チャネルの A/D変換 
• スキャンモード：1～4チャネルの連続 A/D変換 

■4本のデータレジスタ 

• 変換結果を、各チャネルに対応した 16ビットデータレジスタに保持 

■サンプル＆ホールド機能 

■3種類の変換開始 

• ソフトウェア、タイマの変換開始トリガ（TPU）、または ADTRG端子の選択が可能 

■A/D変換終了割り込み要求発生 

• A/D変換終了時に、A/D変換終了割り込み（ADI）要求を発生可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

• 初期値では A/D変換器の動作は停止、モジュールストップモードの解除によりレジスタのア
クセスが可能 
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16.1.2 ブロック図 
A/D変換器のブロック図を図 16.1に示します。 

モジュールデータバス

コントロール回路

内部データバス

10ビットD/A

コンパレータ

+

サンプル＆
ホールド回路

φ／4

φ／16

ADI
割り込み信号

バ
ス
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ン
タ
フ
ェ
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ス

A
D
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R

A
D
C
R
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D
R
D

A
D
D
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逐
次
比
較
レ
ジ
ス
タ

マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

AVCC

Vref

AVSS

AN0
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AN4

AN5

AN6

AN7

【記号説明】

ADCR  ：A/Dコントロールレジスタ

ADCSR：A/Dコントロール／ステータスレジスタ

ADDRA：A/DデータレジスタA

ADDRB：A/DデータレジスタB

ADDRC：A/DデータレジスタC

ADDRD：A/DデータレジスタD

ADTRG

TPUからの変換開始トリガ

AN8

AN9

AN10

AN11

φ／2

φ／8

 
図 16.1 A/D変換器のブロック図 
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16.1.3 端子構成 
A/D変換器で使用する入力端子を表 16.1に示します。 
AVCC、AVSS端子は、A/D変換器内部のアナログ部の電源です。Vref端子は、A/D変換基準電圧

端子です。 
12本のアナログ入力端子は 2チャネルセット 2グループに分類されておりアナログ入力端子 0～7

（AN0～AN7）がチャネルセット 0、アナログ入力端子 8～11（AN8～AN11）がチャネルセット 1、
アナログ入力端子 0～3、8～11（AN0～AN3、AN8～AN11）がグループ 0、アナログ入力端子 4～7
（AN4～AN7）がグループ 1になっています。 

表 16.1 端子構成 
端子名 記号 入出力 機  能 

アナログ電源端子 AVCC 入力 アナログ部の電源 

アナロググランド端子 AVSS 入力 アナログ部のグランドおよび基準電圧 

リファレンス電圧端子 Vref 入力 A/D変換の基準電圧 

アナログ入力端子 0 AN0 入力 

アナログ入力端子 1 AN1 入力 

アナログ入力端子 2 AN2 入力 

アナログ入力端子 3 AN3 入力 

チャネルセット 0（CH3=0）グループ 0のアナログ入
力 

アナログ入力端子 4 AN4 入力 

アナログ入力端子 5 AN5 入力 

アナログ入力端子 6 AN6 入力 

アナログ入力端子 7 AN7 入力 

チャネルセット 0（CH3=0）グループ 1のアナログ入
力 

アナログ入力端子 8 AN8 入力 

アナログ入力端子 9 AN9 入力 

アナログ入力端子 10 AN10 入力 

アナログ入力端子 11 AN11 入力 

チャネルセット 1（CH3=1）グループ 0のアナログ入
力 

A/D外部トリガ入力端子 ADTRG 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力 
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16.1.4 レジスタ構成 
A/D変換器のレジスタ構成を表 16.2に示します。 

表 16.2 レジスタ構成 
名   称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

A/Dデータレジスタ AH ADDRAH R H'00 H'FF90 

A/Dデータレジスタ AL ADDRAL R H'00 H'FF91 

A/Dデータレジスタ BH ADDRBH R H'00 H'FF92 

A/Dデータレジスタ BL ADDRBL R H'00 H'FF93 

A/Dデータレジスタ CH ADDRCH R H'00 H'FF94 

A/Dデータレジスタ CL ADDRCL R H'00 H'FF95 

A/Dデータレジスタ DH ADDRDH R H'00 H'FF96 

A/Dデータレジスタ DL ADDRDL R H'00 H'FF97 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR R/(W)*2 H'00 H'FF98 

A/Dコントロールレジスタ ADCR R/W H'33 H'FF99 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

16.2 各レジスタの説明 
16.2.1 A/Dデータレジスタ A～D（ADDRA～ADDRD） 

14

AD8

0

R

12

AD6

0

R

10

AD4

0

R

8

AD2

0

R

6

AD0

0

R

0

—

0

R

4

—

0

R

2

—

0

R

15

AD9

0

R

13

AD7

0

R

11

AD5

0

R

9

AD3

0

R

7

AD1

0

R

1

—

0

R

5

—

0

R

3

—

0

R

ビット

初期値

R/W
 

ADDRは、A/D変換された結果を格納する 16ビットのリード専用レジスタで、ADDRA～ADDRD
の 4本があります。 

A/D変換されたデータは 10ビットデータで、選択されたチャネルに対応する ADDRに転送され、
保持されます。A/D変換されたデータの上位 8ビットが ADDRの上位バイト（ビット 15～8）に、ま
た下位 2ビットが下位バイト（ビット 7、6）に転送され、保持されます。ビット 5～0はリードする
と常に 0が読み出されます。 
アナログ入力チャネルと ADDRの対応を表 16.3に示します。ADDRは、常に CPUからリード可能

です。上位バイトは直接リードできますが、下位バイトはテンポラリレジスタ（TEMP）を介してデ
ータ転送が行われます。詳細は「16.3 バスマスタとのインタフェース」を参照してください。 

ADDRは、リセット、スタンバイモードまたはモジュールストップモード時に、H'0000に初期化
されます。 
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表 16.3 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 
アナログ入力チャネル 

チャネルセット 0（CH3=0） チャネルセット 1（CH3=1） 

グループ 0 グループ 1 グループ 0 

A/Dデータレジスタ 

AN0 AN4 AN8 ADDRA 

AN1 AN5 AN9 ADDRB 

AN2 AN6 AN10 ADDRC 

AN3 AN7 AN11 ADDRD 

 

16.2.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 

7

ADF

0

R/(W)*

6

ADIE

0

R/W

5

ADST

0

R/W

4

SCAN

0

R/W

3

CH3

0

R/W

0

CH0

0

R/W

2

CH2

0

R/W

1

CH1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

ADCSRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、A/D変換動作を制御します。 
ADCSRは、リセット、ハードウェアスタンバイモード、またはモジュールストップモード時に、

H'00に初期化されます。 
 

ビット 7：A/Dエンドフラグ（ADF） 

A/D変換の終了を示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 

ADF 

説   明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）ADF＝1の状態で、ADFフラグをリードした後、ADFフラグに 0をライトしたとき 
（2）ADI割り込みにより DTCが起動され、ADDRをリードしたとき 

1 ［セット条件］ 
（1）シングルモード：A/D変換が終了したとき 
（2）スキャンモード：指定したすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき 

 

ビット 6：A/Dインタラプトイネーブル（ADIE） 

A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求の許可または禁止を選択します。 
 

ビット 6 

ADIE 

説   明 

0 A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止 （初期値） 

1 A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可 
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ビット 5：A/Dスタート（ADST） 

A/D変換の開始または停止を選択します。A/D変換中は 1を保持します。 
ADSTビットは、ソフトウェア、タイマの変換開始トリガ、または A/D外部トリガ入力端子

（ADTRG）によって 1にセットすることができます。 
 

ビット 5 

ADST 

説   明 

0 A/D変換を停止 （初期値） 

1 （1）シングルモード：A/D変換を開始。指定したチャネルの変換が終了すると自動的に 0
にクリア 

（2）スキャンモード：A/D変換を開始。ソフトウェア、リセット、スタンバイモードまた
はモジュールストップモードによって 0にクリアされるまで選択さ
れたチャネルを順次連続変換 

 

ビット 4：スキャンモード（SCAN） 

A/D変換の動作モードを、シングルモードまたはスキャンモードから選択します。シングルモード
／スキャンモードの動作については、「16.4 動作説明」を参照してください。SCANビットの設定
は、変換停止中（ADST＝0）に行ってください。 
 

ビット 4 

SCAN 

説   明 

0 シングルモード （初期値） 

1 スキャンモード 

 

ビット 3：チャネルセレクト 3（CH3） 

グループ 0またはグループ 1に割り付けられるアナログ入力端子を切り替えます。すなわち、AN8
～AN11は CH3を 1にセットことにより、AN0～AN7の代わりに使用することができます。 
 

ビット 3 

CH3 

説   明 

1 AN8～AN11をグループ 0のアナログ入力端子とします 

0 AN0～AN3をグループ 0、AN4～AN7をグループ 1のアナログ入力端子とします 
 （初期値） 
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ビット 2～0：チャネルセレクト 2～0（CH2～CH0） 

SCANビットとともにアナログ入力チャネルを選択します。 
入力チャネルの設定は、変換停止中（ADST＝0）に行ってください。 

 
チャネル選択 説   明 

CH3 CH2 CH1 CH0 シングルモード 
（SCAN＝0） 

スキャンモード 
（SCAN＝1） 

0 AN0（初期値） AN0 0 

1 AN1 AN0、AN1 

0 AN2 AN0～AN2 

0 

1 

1 AN3 AN0～AN3 

0 AN4 AN4 0 

1 AN5 AN4、AN5 

0 AN6 AN4～AN6 

0 

1 

1 

1 AN7 AN4～AN7 

0 AN8 AN8 0 

1 AN9 AN8、AN9 

0 AN10 AN8～AN10 

1 0 

1 

1 AN11 AN8～AN11 

 

16.2.3 A/Dコントロールレジスタ（ADCR） 

7

TRGS1

0

R/W

6

TRGS0

0

R/W

5

－

1

－

4

－

1

－

3

CKS1

0

R/W

0

－

1

－

2

CKS0

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W
 

ADCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、外部トリガ入力による A/D変換の開始の
許可／禁止を選択します。 

ADCRは、リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時に、H'33に初期化
されます。 
 

ビット 7、6：タイマトリガセレクト 1、0（TRGS1、TRGS0） 

トリガ信号による A/D変換開始の許可または禁止を選択します。 
TRGS1、TRGS0ビットの設定は、変換停止中（ADST＝0）に行ってください。 

 
ビット 7 ビット 6 

TRGS1 TRGS0 

説   明 

0 ソフトウェアによる A/D変換の開始を許可 （初期値） 0 

1 TPUの変換開始トリガによる A/D変換の開始を許可 

0 設定禁止 1 

1 外部トリガ端子（ADTRG）による A/D変換の開始を許可 
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ビット 5、4、1、0：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 3、2：クロックセレクト 1、0（CKS1、CKS0） 

A/D変換時間の設定を行います。変換時間の切り替えは、変換停止中（ADST＝0）の状態で行って
ください。変換時間は 10μs以上になるように ADCRの CKS1、CKS0ビットを設定してください。 
 
ビット 3 ビット 2 

CKS1 CKS0 

説   明 

0 変換時間＝530ステート（Max） （初期値） 0 

1 変換時間＝266ステート（Max） 

0 変換時間＝134ステート（Max） 1 

1 変換時間＝68ステート（Max） 

 

16.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA） 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W
 

MSTPCRAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行
います。 

MSTPA1ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で A/D変換器の動作を停止してモ
ジュールストップモードへ遷移します。モジュールストップモードでは、レジスタのリード／ライト
はできません。詳細は、「22.5 モジュールストップモード」を参照してください。 

MSTPCRAは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3Fに初期化されます。ソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 1：モジュールストップ（MSTPA1） 

A/D変換器のモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 1 

MSTPA1 

説   明 

0 A/D変換器のモジュールストップモード解除 

1 A/D変換器のモジュールストップモード設定 （初期値） 
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16.3 バスマスタとのインタフェース 
ADDRA～ADDRDは 16ビットレジスタで、バスマスタとの間のデータバスは 8ビット幅です。そ

のためバスマスタからのアクセスは、上位バイトは直接行われますが、下位バイトは 8ビットのテン
ポラリレジスタ（TEMP）を介して行います。 

ADDRからのデータのリードは次のように行われます。上位バイトのリードで上位バイトの値は
CPUへ、下位バイトの値は TEMPへ転送されます。次に下位バイトのリードで TEMPの内容が CPU
へ転送されます。 

ADDRをリードする場合は、必ず上位バイト、下位バイトの順で行ってください。また、上位バイ
トのみのリードは可能ですが、下位バイトのみのリードでは内容は保証されませんので注意してくだ
さい。 
図 16.2に、ADDRのアクセス時のデータの流れを示します。 

 

バスマスタ
(H'AA)

ADDRnH
(H'AA)

ADDRnL
(H'40)

下位バイトのリード

バスマスタ
(H'40)

ADDRnH
(H'AA)

ADDRnL
(H'40)

TEMP
(H'40)

TEMP
(H'40)

（n＝ A ～D）

（n ＝ A ～ D）

モジュールデータバス
バスインタフェース

モジュールデータバス
バスインタフェース

上位バイトのリード

 
図 16.2 ADDRのアクセス動作（H'AA40リード時） 
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16.4 動作説明 
A/D変換器は逐次比較方式で動作し、10ビットの分解能をもっています。シングルモードとスキ

ャンモードの各モードの動作について説明します。 
 

16.4.1 シングルモード（SCAN＝0） 
シングルモードは、1チャネルのみ A/D変換を行う場合に選択します。ソフトウェアまたは外部ト

リガ入力によって ADSTビットが 1にセットされると、A/D変換を開始します。ADSTビットは A/D
変換中は 1を保持しており、変換が終了すると自動的に０にクリアされます。 
また、変換が終了すると、ADFフラグが 1にセットされます。このとき、ADIEビットが 1にセッ

トされていると、ADI割り込み要求が発生します。 
ADFフラグは、ADCSRをリードした後、０をライトするとクリアされます。 
動作モードやアナログ入力チャネルを切り替える場合は、誤動作を避けるために ADCSRの ADST

ビットを０にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、ADSTビットを
1にセットすると再び A/D変換を開始します。なお、動作モードや入力チャネルの変更と、ADSTビ
ットのセットは同時に行うことができます。 
シングルモードでチャネル 1（AN1）が選択された場合の動作例を以下に示します。また、このと

きの動作タイミングを図 16.3に示します。 
 
［1］ 動作モードをシングルモードに（SCAN=0）、入力チャネルをAN1に（CH3＝0、CH2＝0、

CH1＝0、CH0＝1）A/D割り込み要求許可（ADIE＝1）に設定して、A/D変換を開始（ADST
＝1）します。 

［2］ A/D変換が終了すると、A/D変換結果がADDRBに転送されます。同時に、ADF=1、ADST=0
となりA/D変換器は変換待機となります。 

［3］ ADF＝1、ADIE=1となっているため、ADI割り込み要求が発生します。 
［4］ A/D割り込み処理ルーチンが開始されます。 
［5］ ADCSRをリードした後、ADFに0をライトします。 
［6］ A/D変換結果（ADDRB）をリードして、処理します。 
［7］ A/D割り込み処理ルーチンの実行を終了します。 

この後、ADSTビットを1にセットするとA/D変換が開始され、［2］～［7］を行います。 
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ADIE

ADST

ADF

チャネル 0 （AN0）
動作状態

2

A/D 変換開始

21

1

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

チャネル 1 （AN1）
動作状態

チャネル 2 （AN2）
動作状態

チャネル 3 （AN3）
動作状態

【注】*　　は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

セット*

セット* セット*

クリア*クリア*

A/D 変換結果

A/D 変換 A/D 変換

A/D 変換結果
変換結果のリード変換結果のリード

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機 変換待機

 
図 16.3 A/D変換器の動作例（シングルモード チャネル 1選択時） 

 

16.4.2 スキャンモード（SCAN＝1） 
スキャンモードは、複数チャネル（1チャネルを含む）のアナログ入力を常にモニタするような応

用に適しています。ソフトウェア、タイマまたは外部トリガ入力によって ADSTビットが 1にセット
されると、第 1チャネル（AN0）から A/D変換は開始されます。 
複数のチャネルが選択されている場合は、第 1チャネルの変換が終了した後、直ちに第 2チャネル

（AN1）の A/D変換を開始します。 
A/D変換は、ADSTビットが 0にクリアされるまで、選択されたチャネル内を連続して繰り返し行

います。変換された結果は、各チャネルに対応した ADDRに転送され保持されます。 
A/D変換中に、動作モードやアナログ入力チャネルを切り替える場合は、誤動作を避けるために

ADCSRの ADSTビットを０にクリアして、A/D変換を停止した状態で行ってください。変更した後、
ADSTビットを 1にセットすると再び第 1チャネル（AN0）から A/D変換を開始します。なお、動作
モードや入力チャネルの変更と、ADSTビットのセットは同時に行うことができます。 
スキャンモードで 3チャネル（AN0～AN2）を選択して A/D変換を行う場合の動作例を以下に示し

ます。また、このときの動作タイミングを図 16.4に示します。 
 
［1］ 動作モードをスキャンモード（SCAN=1）に、チャネルセット0（CH3＝0）、スキャングル

ープをグループ0（CH2＝0）に、アナログ入力チャネルをAN0～AN2（CH1＝1、CH0＝0）
に設定してA/D変換を開始（ADST＝1）します。 
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［2］ 第1チャネル（AN0）のA/D変換が開始されA/D変換が終了すると、変換結果をADDRAに転送
します。 

 次に第2チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 
［3］ 同様に第3チャネル（AN2）まで変換を行います。 
［4］ 選択されたすべてのチャネル（AN0～AN2）の変換が終了すると、ADF＝1となり、再び第1

チャネル（AN0）を選択し、変換が行われます。 
 このときADIEビットが1にセットされていると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 
［5］ ADSTビットが1にセットされている間は、［2］～［4］を繰り返します。 
 ADSTビットを0にクリアするとA/D変換が停止します。この後、ADSTビットを1にセットす

ると再びA/D変換を開始し、第1チャネル（AN0）から変換が行われます。 
 

ADST

ADF

1 4

2 5

3

1 4

2

3

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

チャネル 0 （AN0）
動作状態

チャネル 1 （AN1）
動作状態

チャネル 2 （AN2）
動作状態

チャネル 3 （AN3）
動作状態

セット*1 クリア*1

A/D 変換結果

変換待機

【注】*1　　は、ソフトウェアによる命令実行を示します。
　　　*2　変換中のデータは無視されます。

クリア*1

変換待機

変換待機

A/D 変換結果

A/D 変換結果

A/D 変換

A/D 変換

A/D 変換時間

変換待機

A/D 変換

A/D 変換連続実行

A/D 変換変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

A/D 変換

A/D 変換結果

転送

*2

変換待機

 
図 16.4 A/D変換器の動作例（スキャンモード AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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16.4.3 入力サンプリングと A/D変換時間 
A/D変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D変換器は、ADSTビットが 1

にセットされてから tD時間経過後、入力のサンプリングを行い、その後変換を開始します。A/D変換
のタイミングを図 16.5に示します。また、A/D変換時間を表 16.4に示します。 

A/D変換時間は、図 16.5に示すように、tDと入力サンプリング時間を含めた時間となります。こ
こで tDは、ADCSRへのライトタイミングにより決まり、一定値とはなりません。そのため、変換時
間は表 16.4に示す範囲で変化します。 
スキャンモードの変換時間は、表 16.4に示す値が 1回目の変換時間となりますが、2回目以降は

表 16.5となります。いずれの場合も変換時間が 10μs以上になるように ADCRの CKS1、CKS0ビッ
トを設定してください。 
 

（1）

（2）

t D t SPL

t CONV

φ

アドレス

ライト信号

入力サンプリング

タイミング

ADF

【記号説明】

（1） ：ADCSRライトサイクル

（2） ：ADCSRのアドレス

　　　：A/D変換開始遅延時間

　　　：入力サンプリング時間

　　　：A/D変換時間

t D

t SPL

t CONV
 

図 16.5 A/D変換タイミング 
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表 16.4 A/D変換時間（シングルモード） 
CKS1＝0 CKS1＝1 

CKS0＝0 CKS0＝1 CKS0＝0 CKS0＝1 

項目 記号

min typ max min typ max min typ max min typ max 

A/D変換開始遅延時間 tD 18 － 33 10 － 17 6 － 9 4 － 5 

入力サンプリング時間 tSPL － 127 － － 63 － － 31 － － 15 － 

A/D変換時間 tCONV 515 － 530 259 － 266 131 － 134 67 － 68 

【注】 単位：ステート 

 

表 16.5 A/D変換時間（スキャンモード） 
CKS1 CKS0 変換時間（ステート） 

0 512（固定） 0 

1 256（固定） 

0 128（固定） 1 

1  64（固定） 

 

16.4.4 外部トリガ入力タイミング 
A/D変換は、外部トリガ入力により開始することも可能です。外部トリガ入力は、ADCRの TRGS1、

TRGS0ビットが 11にセットされているとき、ADTRG端子から入力されます。 ADTRG入力端子の
立ち下がりエッジで、ADCSRの ADSTビットが 1にセットされ、A/D変換が開始されます。 
その他の動作は、シングルモード／スキャンモードによらず、ソフトウェアによって ADSTビット

を 1にセットした場合と同じです。 
このタイミングを図 16.6に示します。 

 

φ

ADTRG

内部トリガ信号

ADST
A/D変換

 
図 16.6 外部トリガ入力タイミング 
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16.5 割り込み 
A/D変換器は、A/D変換の終了により、A/D変換終了割り込み（ADI）を発生します。ADI割り込

み要求は、ADCSRの ADIEビットによって許可または禁止することができます。 
ADI割り込みで DTCの起動ができます。ADI割り込みで変換されたデータのリードを DTCで行う

と、連続変換がソフトウェアの負担なく実現できます。 
A/D変換器の割り込み要因を表 16.6に示します。 

表 16.6 A/D変換器の割り込み要因 
割り込み要因 内  容 DTCの起動 

ADI 変換終了による割り込み 可 

 

16.6 使用上の注意 
A/D変換器を使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

(1) アナログ電源端子他の設定範囲 

（a） アナログ入力電圧の範囲 
A/D変換中、アナログ入力端子ANnに印加する電圧はAVSS≦ANn≦Vrefの範囲としてください。 

（b） AVCC、AVSSとVCC、VSSの関係 
AVSSとVSSとの関係はAVSS＝VSSとし、さらに、A/D変換器を使用しないときはAVCC＝VCCと
し、AVCC、AVSS端子を決してオープンにしないでください。 

（c） Vref端子の設定範囲 
Vref端子によるリファレンス電圧の設定範囲はVref≦AVCCにしてください。 

 
【注】  以上（a）、（b）、（c）が守られない場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 
 

(2) ボード設計上の注意 

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してレイアウトしてください。
また、デジタル回路の信号配線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させるようなレイア
ウトは極力避けてください。誘導などにより、アナログ回路の誤動作や、A/D変換値に悪影響を及ぼ
します。 
なお、アナログ入力信号（AN0～AN11）、アナログ基準電源（Vref）、アナログ電源（AVCC）は、

アナロググランド（AVSS）で、デジタル回路を必ず分離してください。さらに、アナロググランド
（AVSS）は、ボード上の安定したデジタルグランド（VSS）に一点接続してください。 
 

(3) ノイズ対策上の注意 

過大なサージなど異常電圧によるアナログ入力端子（AN0～AN11）、アナログ基準電源（Vref）
の破壊を防ぐために、接続する保護回路は、図 16.7に示すように AVCC－AVSS間に接続してくだ
さい。 
また、AVCC、Vrefに接続するバイパス・コンデンサ、AN0～AN11に接続するフィルタのコンデ

ンサは、必ず AVSSに接続してください。 
なお、図 16.7のようにフィルタ用のコンデンサを接続するとアナログ入力端子（AN0～AN11）の

入力電流が平均化されるため、誤差を生じることがあります。また、スキャンモード等で頻繁に A/D
変換を行う場合、A/D変換器内部のサンプル&ホールド回路の容量に充放電される電流が入力インピ
ーダンス（Rin）を経由して入力される電流を上回ると、アナログ入力端子の電圧に誤差を生じます。
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したがって回路定数の決定については、十分検討してください。 
 

AVCC

*1 *1

Vref

AN0 ～ AN11

AVSS

【注】 

　　　 *1

*2  Rin：入力インピーダンス

Rin *2 100Ω

0.1 µF

0.01 µF10 µF

数値は、参考値です。

 
図 16.7 アナログ入力保護回路の例 

 

表 16.7 アナログ端子の規格 
項目 min max 単位 

アナログ入力容量 － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － 5 kΩ 

 

20 pF

 A/D変換器へAN0 ～ AN11

10 kΩ

【注】　数値は、参考値です。
 

図 16.8 アナログ入力端子等価回路 
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(4) A/D変換精度の定義 

以下に、本 LSIの A/D変換精度の定義を示します。 
 

•  分解能 
A/D変換器のデジタル出力コード数 

•  オフセット誤差 
デジタル出力が最小電圧値B'0000000000（H'00）からB'0000000001（H'01）に変化するとき
のアナログ入力電圧値の理想A/D変換特性からの偏差（図16.10） 

•  フルスケール誤差 
デジタル出力がB'1111111110（H'3E）からB'1111111111（H'3F）に変化するときのアナログ
入力電圧値の理想A/D変換特性からの偏差（図16.10） 

•  量子化誤差 
A/D変換器が本質的に有する偏差であり、1/2 LSBで与えられる（図16.9） 

•  非直線性誤差 
ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の理想A/D変換特性からの誤差。ただし、オフセッ
ト誤差、フルスケール誤差、量子化誤差を含まない。 

•  絶対精度 
デジタル値とアナログ入力値との偏差。オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差、
および非直線誤差を含む。 

 

111

110

101

100

011

010

001

000
1

1024
2

1024
1022
1024

1023
1024

FS

量子化誤差

デジタル出力

理想 A/D 変換特性

アナログ
入力電圧

 
図 16.9 A/D変換精度の定義（1） 
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FS

オフセット誤差

非直線性誤差

実際のA/D 変換特性

アナログ
入力電圧

デジタル出力

理想 A/D
変換特性

フルスケール誤差

 
図 16.10 A/D変換精度の定義（2） 

 

(5) 許容信号源インピーダンス 

本 LSIのアナログ入力は、信号源インピーダンスが 5kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証
される設計となっております。これは A/D変換器のサンプル＆ホールド回路の入力容量をサンプリン
グ時間内に充電するために設けている規格で、センサの出力インピーダンスが 5kΩを超える場合、
充電不足が生じ、A/D変換精度が保証できなくなる場合があります。 
しかし外部に大容量を設けている場合、入力の負荷は実質的に内部入力抵抗の 10kΩだけになりま

すので、信号源インピーダンスは不問となります。 
ただし、この場合ローパスフィルタとなりますので、微分係数の大きなアナログ信号（たとえば

5mV/μs以上）には追従できない場合があります。 
高速のアナログ信号を変換する場合には、低インピーダンスのバッファを入れてください。 

 

(6) 絶対精度への影響 

容量を付加することにより、GNDとのカップリングを受けることになりますので、GNDにノイズ
があると絶対精度が悪化する可能性があります。必ず AVSSなどの電気的に安定な GNDに接続して
ください。 
またフィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と交渉したり、アンテナとならないように注意が必

要です。 
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A/D変換器の等価回路
本LSI

20 pFCin =
15 pF

10 kΩ～ 5 kΩ

ローパス
フィルタ
C～0.1μF

センサの
出力インピーダンス

センサ入力

 
図 16.11 アナログ入力回路の例 
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17. モータコントロール PWMタイマ 

17.1 概要 
本 LSIは、最大 16本のパルス出力が可能なモータコントロール PWM（Pulse Width Modulator）を

内蔵しています。 
 

17.1.1 特長 
モータコントロール PWMの特長を以下に示します。 

 

■最大 16本のパルス出力 

•  8本の出力を持つ 10ビット PWMを 2チャネル内蔵しています。 
•  それぞれのチャネルに 10ビットのカウンタ（PWCNT）をサイクルレジスタ（PWCYR）を 1
本ずつ備えています。 

•  デューティ、出力極性は 1本ごとに設定可能です。 

■バッファ付きデューティレジスタ 

•  デューティレジスタ（PWDTR）にはバッファレジスタ（PWBFR）を備えており、1サイク
ルごとに自動的にデータ転送されます。 

•  チャネル 1は 4本のデューティレジスタと、4本のバッファレジスタを備えています。 
•  チャネル 2は 8本のデューティレジスタと、4本のバッファレジスタを備えています。 

■デューティは 0％から 100％まで設定可能 

•  デューティレジスタの設定値で 0％から 100％まで設定できます。 

■5種類の動作クロックから選択可能 

•  5種類の動作クロック（φ、φ/2、φ/4、φ/8、φ/16）が選択できます。 

■出力ドライバ内蔵 

■内部 16ビットバスによる高速アクセス 

•  16ビットバスインタフェースによる高速アクセスが可能 

■2種類の割り込み要因 

•  サイクルレジスタのコンペアマッチで、2チャネル独立に割り込み要求可能 

■レジスタのデータの自動転送が可能 

•  データトランスファコントローラ（DTC）の起動により、ブロック転送および 1ワードデー
タ転送が可能 

■モジュールストップモードを設定可能 

•  初期値では PWMの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタ
のアクセスが可能 
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17.1.2 ブロック図 
PWMチャネル 1のブロック図を図 17.1に示します。 

 

PWCNT1

PWCYR1

PWDTR1A

12 9 0

PWPR1

P/N

P/N

PWM1A

PWM1B
PWBFR1A

12 9 0

PWDTR1C
P/N

P/N

PWM1C

PWM1D
PWBFR1C

PWDTR1E
P/N

P/N

PWM1E

PWM1F
PWBFR1E

PWDTR1G
P/N

P/N

PWM1G

PWM1H
PWBFR1G

PWCR1 PWOCR1

Compare 
match

割り込み要求

PWCR1 ：PWMコントロールレジスタ1
PWOCR1 ：PWMアウトプットコントロールレジスタ1
PWPR1 ：PWMポラリティレジスタ1
PWCNT1 ：PWMカウンタ1
PWCYR1 ：PWMサイクルレジスタ1
PWDTR1A, 1C, 1E, 1G ：PWMデューティレジスタ1A, 1C, 1E, 1G
PWBFR1A, 1C, 1E, 1G ：PWMバッファレジスタ1A, 1C, 1E, 1G

φ,φ/2,φ/4,φ/8,φ/16

ポート制御

【記号説明】

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

 
図 17.1 PWMチャネル 1のブロック図 
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PWMチャネル 2のブロック図を図 17.2に示します。 
 

PWBFR2A

12 9 0

PWBFR2B

PWBFR2C

PWBFR2D

PWCNT2

PWCYR2

PWOCR2

PWPR2

PWDTR2A

PWDTR2B

PWDTR2C

PWDTR2D

PWDTR2E

PWDTR2F

PWDTR2G

PWDTR2H

P/N

PWCR2

P/N

P/N
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P/N

P/N

P/N

P/N

PWM2A
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PWM2C

PWM2D

PWM2E

PWM2F

PWM2G

PWM2H

9 0

Compare match

φ,φ/2,φ/4,φ/8,φ/16

割り込み要求

PWCR2
PWOCR2 
PWPR2 
PWCNT2
PWCYR2
PWDTR2A～PWDTR2H
PWBFR2A～PWBFR2D

：PWMコントロールレジスタ2
：PWMアウトプットコントロールレジスタ2
：PWMポラリティレジスタ2
：PWMカウンタ2
：PWMサイクルレジスタ2
：PWMデューティレジスタ2A～2H
：PWMバッファレジスタ2A～2D

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

ポート制御

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 17.2 PWMチャネル 2のブロック図 
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17.1.3 端子構成 
PWMの端子構成を表 17.1に示します。 

表 17.1 端子構成 
名  称 記号 入出力 機  能 

PWM出力端子 1A PWM1A 出力 チャネル 1Aの PWM出力 

PWM出力端子 1B PWM1B 出力 チャネル 1Bの PWM出力 

PWM出力端子 1C PWM1C 出力 チャネル 1Cの PWM出力 

PWM出力端子 1D PWM1D 出力 チャネル 1Dの PWM出力 

PWM出力端子 1E PWM1E 出力 チャネル 1Eの PWM出力 

PWM出力端子 1F PWM1F 出力 チャネル 1Fの PWM出力 

PWM出力端子 1G PWM1G 出力 チャネル 1Gの PWM出力 

PWM出力端子 1H PWM1H 出力 チャネル 1Hの PWM出力 

PWM出力端子 2A PWM2A 出力 チャネル 2Aの PWM出力 

PWM出力端子 2B PWM2B 出力 チャネル 2Bの PWM出力 

PWM出力端子 2C PWM2C 出力 チャネル 2Cの PWM出力 

PWM出力端子 2D PWM2D 出力 チャネル 2Dの PWM出力 

PWM出力端子 2E PWM2E 出力 チャネル 2Eの PWM出力 

PWM出力端子 2F PWM2F 出力 チャネル 2Fの PWM出力 

PWM出力端子 2G PWM2G 出力 チャネル 2Gの PWM出力 

PWM出力端子 2H PWM2H 出力 チャネル 2Hの PWM出力 

 

17.1.4 レジスタ構成 
PWMのレジスタ構成を表 17.2に示します。 

表 17.2 レジスタ構成 
チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

PWMコントロールレジスタ 1 PWCR1 R/W H'C0 H'FC00 

PWMアウトプットコントロール 
レジスタ 1 

PWOCR1 R/W H'00 H'FC02 

PWMポラリティレジスタ 1 PWPR1 R/W H'00 H'FC04 

PWMサイクルレジスタ 1 PWCYR1 R/W H'FFFF H'FC06 

PWMバッファレジスタ 1A PWBFR1A R/W H'EC00 H'FC08 

PWMバッファレジスタ 1C PWBFR1C R/W H'EC00 H'FC0A 

PWMバッファレジスタ 1E PWBFR1E R/W H'EC00 H'FC0C 

1 

PWMバッファレジスタ 1G PWBFR1G R/W H'EC00 H'FC0E 

PWMコントロールレジスタ 2 PWCR2 R/W H'C0 H'FC10 

PWMアウトプットコントロール 
レジスタ 2 

PWOCR2 R/W H'00 H'FC12 

PWMポラリティレジスタ 2 PWPR2 R/W H'00 H'FC14 

PWMサイクルレジスタ 2 PWCYR2 R/W H'FFFF H'FC16 

PWMバッファレジスタ 2A PWBFR2A R/W H'EC00 H'FC18 

2 

PWMバッファレジスタ 2B PWBFR2B R/W H'EC00 H'FC1A 
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チャネル 名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

PWMバッファレジスタ 2C PWBFR2C R/W H'EC00 H'FC1C 2 

PWMバッファレジスタ 2D PWBFR2D R/W H'EC00 H'FC1E 

共通 モジュールストップコントロールレジ
スタ D 

MSTPCRD R/W B'11****** H'FC60 

【注】 *1 アドレス下位 16ビットを示しています。 

 

17.2 各レジスタの説明 
17.2.1 PWMコントロールレジスタ 1、2（PWCR1、2） 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

IE

0

R/W

4

CMF

0

R/(W)*

3

CST

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】 * フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

PWCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、割り込み許可、起動／停止、およびカウン
タ（PWCNT）のクロック選択を行います。また、サイクルレジスタ（PWCYR）のコンペアマッチを
示すフラグも備えています。PWCR1はチャネル 1、PWCR2はチャネル 2に対応します。 

PWCRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ
モード、またはモジュールストップモード時に、H'C0に初期化されます。 
 

ビット 7、6：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 5：割り込みイネーブル（IE） 

対応するチャネルの PWCYRがコンペアマッチしたときの、割り込みを許可／禁止を選択します。 
 

ビット 5 

IE 

説 明 

0 割り込み禁止 （初期値） 

1 割り込み許可 
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ビット 4：コンペアマッチフラグ（CMF） 

対応するチャネルの PWCYRのコンペアマッチの発生を示します。 
 

ビット 4 

CMF 

説 明 

0 ［クリア条件］ （初期値） 
（1）CMF=1の状態で CMFをリード後、CMFに 0をライトしたとき 
（2）コンペアマッチ割り込みにより、DTCが起動され、DTCのMRBの DISELビット

が 0のとき 

1 ［セット条件］ 
PWCNT=PWCYRになったとき 

 

ビット 3：カウンタスタート（CST） 

対応するチャネルの PWCNTの起動／停止を選択します。 
 

ビット 3 

CST 

説 明 

0 PWCNTを停止 （初期値） 

1 PWCNTを起動 

 

ビット 2～0：クロックセレクト（CKS） 

対応するチャネルの PWCNTのカウンタクロックを選択します。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

CKS2 CKS1 CKS0 

説 明 

0 内部クロック：φ／1でカウント （初期値） 0 

1 内部クロック：φ／2でカウント 

0 内部クロック：φ／4でカウント 

0 

1 

1 内部クロック：φ／8でカウント 

1 * * 内部クロック：φ／16でカウント 
*：Don’t Care 
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17.2.2 PWMアウトプットコントロールレジスタ 1、2（PWOCR1、2） 

7

OE1H

0

R/W

6

OE1G

0

R/W

5

OE1F

0

R/W

4

OE1E

0

R/W

3

OE1D

0

R/W

0

OE1A

0

R/W

2

OE1C

0

R/W

1

OE1B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PWOCR1

7

OE2H

0

R/W

6

OE2G

0

R/W

5

OE2F

0

R/W

4

OE2E

0

R/W

3

OE2D

0

R/W

0

OE2A

0

R/W

2

OE2C

0

R/W

1

OE2B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PWOCR2

 
PWOCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、PWM出力の許可／禁止を選択します。

PWOCR1は PWM1H～PWM1A出力、PWOCR2は PWM2H～PWM2A出力に対応します。 
PWOCRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリー

プモード、またはモジュールストップモード時に、H'00に初期化されます。 
 

ビット 7～0：アウトプットイネーブル（OE） 

各ビットに対応する PWM出力の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 7～0 

OE 

説 明 

0 PWM出力を禁止 （初期値） 

1 PWM出力を許可 

 

17.2.3 PWMポラリティレジスタ 1、2（PWPR1、2） 

7

OPS1H

0

R/W

6

OPS1G

0

R/W

5

OPS1F

0

R/W

4

OPS1E

0

R/W

3

OPS1D

0

R/W

0

OPS1A

0

R/W

2

OPS1C

0

R/W

1

OPS1B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PWPR1

7

OPS2H

0

R/W

6

OPS2G

0

R/W

5

OPS2F

0

R/W

4

OPS2E

0

R/W

3

OPS2D

0

R/W

0

OPS2A

0

R/W

2

OPS2C

0

R/W

1

OPS2B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PWPR2
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PWPRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、PWM出力の極性の選択を行います。PWPR1
は PWM1H～PWM1A出力、PWPR2は PWM2H～PWM2A出力に対応します。 

PWPRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープ
モード、またはモジュールストップモード時に、H'00に初期化されます。 
 

ビット 7～0：アウトプットポラリティセレクト（OPS） 

各ビットに対応する PWM出力の極性を選択します。 
 

ビット 7～0 

OPS 

説 明 

0 PWM直接出力 （初期値） 

1 PWM反転出力 

 

17.2.4 PWMカウンタ 1、2（PWCNT1、2） 

0

0

－

1

0

－

2

0

－

3

0

－

4

0

－

5

0

－

6

0

－

7

0

－

8

0

－

9

0

－

10

－

1

－

11

－

1

－

12

－

1

－

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PWCNTは、10ビットのアップカウンタで、入力するクロックによりカウントアップされます。入
力するクロックは、PWCRのクロックセレクトビット 2、1、0（CKS2、1、0）で選択します。 

PWCNT1はチャネル 1のタイムベースとして、PWCNT2はチャネル 2のタイムベースとして使用
します。 

PWCNTは、PWCRのカウントスタートビット（CST）が 0のときと、リセット、スタンバイモー
ド、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、またはモジュールストップモー
ド時に、H'FC00に初期化されます。 
 

17.2.5 PWMサイクルレジスタ 1、2（PWCYR1、2） 

0

1

R/W

1

1

R/W

2

1

R/W

3

1

R/W

4

1

R/W

5

1

R/W

6

1

R/W

7

1

R/W

8

1

R/W

9

1

R/W

10

－

1

－

11

－

1

－

12

－

1

－

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PWCYRは、16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、PWMの変換周期を設定するレジスタ
です。PWCYRのコンペアマッチが発生すると、PWCNTはクリアされ、バッファレジスタ（PWBFR）
からのデューティレジスタ（PWDTR）へのデータ転送が行われます。PWCYR1はチャネル 1の変換
周期設定に、PWCYR2はチャネル 2の変換周期設定に使用します。 

PWCYRへの書き込みは PWCNTの停止中に行ってください。また、PWCYRに H'FC00を設定し
ないでください。 

PWCYRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリー
プモード、またはモジュールストップモード時に、H'FFFFに初期化されます。 
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0 1 0 1

N

N–1
PWCNT
(下位10 bit)

PWCYR
(下位10 bit)

N–2

コンペアマッチ コンペアマッチ

 
図 17.3 サイクルレジスタのコンペアマッチ 

 

17.2.6 PWMデューティレジスタ 1A、1C、1E、1G 
（PWDTR1A、1C、1E、1G） 

0

DT0

0

－

1

DT1
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－
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DT2
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DT3
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DT4
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DT8
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DT9
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－
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－

1

－
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OTS

0

－

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PWDTR1は、4本のレジスタ（PWDTR1A、C、E、G）構成されています。PWDTR1Aは PWM1A、
1B出力に、PWDTR1Cは PWM1C、1D出力に、PWDTR1Eは PWM1E、1F出力に、PWDTR1Gは PWM1G、
1H出力にそれぞれ対応します。PWDTR1は直接リード／ライトできません。PWCYR1のコンペアマ
ッチが発生すると、バッファレジスタ 1（PWBFR1）から PWDTR1にデータ転送が行われます。 

PWDTR1は、PWCR1のカンタスタートビット（CST）が 0のときと、リセット、スタンバイモー
ド、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、またはモジュールストップモー
ド時に、H'EC00に初期化されます。 
 

ビット 15～13：リザーブビット 

リード／ライトはできません。 
 

ビット 12：アウトプットターミナルセレクト（OTS） 

PWCYR1のコンペアマッチにより転送されるバッファレジスタの 12ビット目の値を反映し、PWM
出力を行う端子を選択します。非選択の端子は Lowレベル（PWPR1の当該ビットが 1のときは High
レベル）を出力します。 
 

ビット 12 レジスタ 

OTS 

説 明 

0 PWM1A出力を選択 （初期値） PWDTR1A 

1 PWM1B出力を選択 

0 PWM1C出力を選択 （初期値） PWDTR1C 

1 PWM1D出力を選択 

0 PWM1E出力を選択 （初期値） PWDTR1E 

1 PWM1F出力を選択 

0 PWM1G出力を選択 （初期値） PWDTR1G 

1 PWM1H出力を選択 
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ビット 11、10：リザーブビット 

リード／ライトはできません。 
 

ビット 9～0：デューティ（DT） 

PWCYR1のコンペアマッチにより転送されるバッファレジスタのビット 9～0のデータを反映し、
PWM出力のデューティを設定します。PWCYR1のコンペアマッチの発生で PWCNT1がクリアされ
てから、PWDTR1のコンペアマッチが発生するまでの間、Highレベル（PWPR1の当該ビットが 1の
ときは Lowレベル）を出力します。全ビットが 0の場合は、Highレベル（PWPR1の当該ビットが 1
のときは Lowレベル）を出力する期間はありません。 
 

PWCNT1
(下位10 bit)

PWCYR1
(下位10 bit)

PWDTR1
(下位10 bit)

選択端子の
PWM出力

非選択端子の
PWM出力

コンペアマッチ

0 1

N

M

M–2 M–1 M N–1 0

 
図 17.4 デューティレジスタのコンペアマッチ（PWPR1の OPS=0） 

 

0 1 N–1 0

N

M

N–2
PWCNT1
(下位10 bit)

PWCYR1
(下位10 bit)

PWDTR1
(下位10 bit)

PWM出力
(M = 0)

PWM出力
(0 < M < N)

PWM出力
(N ≤ M)

 
図 17.5 デューティレジスタの設定値による PWM出力の相違（PWPR1の OPS=0） 
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17.2.7 PWMバッファレジスタ 1A、1C、1E、1G 
（PWBFR1A、1C、1E、1G） 

0

DT0

0

R/W

1

DT1

0

R/W

2

DT2

0

R/W

3

DT3

0

R/W

4

DT4

0

R/W

5

DT5

0

R/W

6

DT6

0

R/W

7

DT7

0

R/W

8

DT8

0

R/W

9

DT9

0

R/W

10

－

1

－

11

－

1

－

12

OTS

0

R/W

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PWBFR1は、16ビットのリード／ライト可能な 4本のレジスタで（PWBFR1A、C、E、G）で構成
されています。PWCYR1のコンペアマッチが発生すると PWBFR1Aから PWDTR1Aに、PWBFR1C
から PWDTR1Cに、PWBFR1Eから PWDTR1Eに、PWBFR1Gから PWDTR1Gにデータ転送されます。 

PWBFR1は、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリ
ープモード、またはモジュールストップモード時に、H'EC00に初期化されます。 
 

ビット 15～13：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 12：アウトプットターミナルセレクト（OTS） 

PWDTR1のビット 12へ転送されるデータです。 
 

ビット 11、10：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 9～0：デューティ（DT） 

PWDTR1のビット 9～0へ転送されるデータです。 
 

17.2.8 PWMデューティレジスタ 2A～2H（PWDTR2A～2H） 

0

0

－

1

0

－

2

0

－

3

0

－

4

0

－

5

0

－

6

0

－

7

0

－

8

0

－

9

0

－

10

－

1

－

11

－

1

－

12

－

0

－

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

DT9 DT8 DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0

 
PWDTR2は、8本のレジスタで（PWDTR2A～2H）で構成されています。PWDTR2Aは PWM2A出

力に、PWDTR2Bは PWM2B出力に、PWDTR2Cは PWM2C出力に、PWDTR2Dは PWM2D出力に、
PWDTR2Eは PWM2E出力に、PWDTR2Fは PWM2F出力に、PWDTR2Gは PWM2G出力に、PWDTR2H
は PWM2H出力にそれぞれ対応します。PWDTR2は直接リード／ライトできません。PWCYR2のコ
ンペアマッチが発生すると、バッファレジスタ 2（PWBFR2）から PWDTR2へのデータ転送が行われ
ます。 

PWDTR2は、PWCR2のカンタスタートビット（CST）が 0のときと、リセット、スタンバイモー
ド、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、またはモジュールストップモー
ド時に、H'EC00に初期化されます。 
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ビット 15～10：リザーブビット 

リード／ライトできません。 
 

ビット 9～0：デューティ（DT） 

PWCYR2のコンペアマッチにより転送されるバッファレジスタのビット 9～0のデータを反映し、
PWM出力のデューティを設定します。PWCYR2のコンペアマッチの発生で PWCNT2がクリアされ
てから、PWDTR2のコンペアマッチが発生するまでの間、Highレベル（PWPR2の当該ビットが 1の
ときは Lowレベル）を出力します。全ビットが 0の場合は、Highレベル（PWPR2の当該ビットが 1
のときは Lowレベル）を出力する期間はありません。 
 

PWCNT2
(下位10 bit)

PWCYR2
(下位10 bit)

PWDTR2
(下位10 bit)

PWM出力

0 1

N

M

M–2 M–1 M N–1 0

コンペアマッチ

 
図 17.6 デューティレジスタのコンペアマッチ（PWPR2の OPS=0） 

 

0 1 N–1 0

N

M

N–2
PWCNT2
(下位10 bit)

PWCYR2
(下位10 bit)

PWDTR2
(下位10 bit)

PWM出力
(M = 0)

PWM出力
(0 < M < N)

PWM出力
(N ≤ M)

 
図 17.7 デューティレジスタの設定値による PWM出力の相違（PWPR2の OPS=0） 
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17.2.9 PWMバッファレジスタ 2A～2D（PWBFR2A～2D） 

0

DT0

0

R/W

1

DT1

0

R/W

2

DT2

0

R/W

3

DT3

0

R/W

4

DT4

0

R/W

5

DT5

0

R/W

6

DT6

0

R/W

7

DT7

0

R/W

8

DT8

0

R/W

9

DT9

0

R/W

10

－

1

－

11

－

1

－

12

TDS

0

R/W

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

PWBFR2は、16ビットのリード／ライト可能な 4本のレジスタで（PWBFR2A～D）で構成されて
います。PWCYR2のコンペアマッチが発生すると PWBFR2Aから PWDTR2Aまたは PWDTR2Eに、
PWBFR2Bから PWDTR2Bまたは PWDTR2Fに、PWBFR2Cから PWDTR2Cまたは PWDTR2Gに、
PWBFR2Dから PWDTR2Dまたは PWDTR2Hにデータ転送されます。転送先は TDSビットの値によ
って決まります。 

PWBFR2は、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリ
ープモードまたはモジュールストップモード時に、H'EC00に初期化されます。 
 

ビット 15～13：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 12：トランスファデスティネーションセレクト（TDS） 

データ転送先の PWDTR2を選択します。 
 

ビット 12 レジスタ 

TDS 

説 明 

0 PWDTR2Aを選択 （初期値） PWBFR2A 

1 PWDTR2Eを選択 

0 PWDTR2Bを選択 （初期値） PWBFR2B 

1 PWDTR2Fを選択 

0 PWDTR2Cを選択 （初期値） PWBFR2C 

1 PWDTR2Gを選択 

0 PWDTR2Dを選択 （初期値） PWBFR2D 

1 PWDTR2Hを選択 

 

ビット 11、10：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 9～0：デューティ（DT） 

PWDTR2のビット 9～0へ転送されるデータです。 
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17.2.10 モジュールストップコントロールレジスタ D（MSTPCRD） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPD7

1

R/W

6

MSTPD6

1

R/W

5

MSTPD5

不定

－

4

MSTPD4

不定

－

3

MSTPD3

不定

－

2

MSTPD2

不定

－

1

MSTPD1

不定

－

0

MSTPD0

不定

－
 

MSTPCRDは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行
います。 

MSTPD7ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でモータコントロール PWMタイマ
は動作を停止してモジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「22.5 モジュールストップモ
ード」を参照してください。 

MSTPCRDは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に初期化されます。ソフトウェア
スタンバイモード時では初期化されません。 
 

ビット 7：モジュールストップ（MSTPD7） 

PWMのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 7 

MSTPD7 

説 明 

0 PWMのモジュールストップモード解除 

1 PWMのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

17.3 バスマスタとのインタフェース 
17.3.1 16ビットデータレジスタ 

PWCYR1、2、PWBFR1A、C、E、G、PWBFR2A～Dは 16ビットのレジスタです。バスマスタと
の間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビット単位でのリード／ライトが可能です。8ビット単
位でのリード／ライトはできません。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 
 

H

L

PWCYR1

内部データバス

モジュール
データバス

バス
インタフェース

バ
ス
マ
ス
タ

 
図 17.8 16ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ↔PWCYR1（16ビット）） 
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17.3.2 8ビットデータレジスタ 
PWCR1、2、PWOCR1、2、PWPR1、2は 8ビットのレジスタです。8ビット単位でのリード／ライ

トが可能です。バスマスタとの間のデータバスは 16ビット幅なので、16ビット単位でのリード／ラ
イトが可能ですが、下位 8ビットは読み出すと常に H'FFになります。 
 

H

L

PWCR1

内部データバス

モジュール
データバス

バス
インタフェース

バ
ス
マ
ス
タ

 
図 17.9 8ビットレジスタのアクセス動作（バスマスタ↔PWCR1（上位 8ビット）） 

 

17.4 動作説明 
17.4.1 PWMチャネル 1の動作 

PWM1A～H端子からは、図 17.10に示すような PWM波形が出力されます。 
 

(1) 初期設定 

PWPR1で PWM出力の極性を設定します。PWOCR1で端子を PWM出力を許可に設定します。
PWCR1の CKS2～0によって PWCNT1に入力するクロックを選択します。 

PWCYR1で PWMの変換周期を設定します。PWBFR1A、PWBFR1C、PWBFR1E、PWBFR1Gに 1
フレーム目のデータを設定します。 
 

(2) 起動 

PWCR1のCSTビットを 1にセットすると、PWCNT1と PWCYR1のコンペアマッチを発生します。
PWBFR1Aから PWDTR1Aに、PWBFR1Cから PWDTR1Cに、PWBFR1Eから PWDTR1Eに、PWBFR1G
から PWDTR1Gにデータ転送されます。PWCNT1はアップカウントを開始します。このときも PWCR1
の CMFビットはセットされるので、PWCR1の IEビットがセットされていれば、割り込み要求また
は DTCの起動が可能です。 
 

(3) 波形出力 

PWDTR1A、C、E、Gの OTSビットによって選択された PWM出力は、PWCNT1と PWCYR1のコ
ンペアマッチが発生すると Highを出力します。OTSビットによって選択されない PWM出力は Low
を出力します。PWCNT1と PWDTR1A、C、E、Gのコンペアマッチが発生すると、対応する PWM
出力から Lowを出力します。なお、PWPR1の対応するビットが 1のときは反転して出力します。 
 



 

17. モータコントロール PWMタイマ 

17-16  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

PWBFR1A

PWCYR1

PWM1A

PWDTR1A

PWM1B

OTS (PWDTR1A) = 1OTS (PWDTR1A) = 0OTS (PWDTR1A) = 1OTS (PWDTR1A) = 0

 
図 17.10 PWMチャネル 1の動作 

 

(4) 次フレーム 

PWCNT1と PWCYR1のコンペアマッチが発生すると、PWBFR1Aから PWDTR1Aに、PWBFR1C
から PWDTR1Cに、PWBFR1Eから PWDTR1Eに、PWBFR1Gから PWDTR1Gにデータ転送されます。
PWCNT1はリセットされ、H'000からカウントアップします。PWCR1の CMFビットはセットされ、
PWCR1の IEビットがセットされていれば、割り込み要求または DTCの起動が可能です。 
 

(5) 停止 

PWCR1の CSTビットを 0にクリアすると、PWCNT1はリセットされ停止します。各 PWM出力か
らは Low（PWPR1の対応するビットが 1のときは High）を出力します。 
 

17.4.2 PWMチャネル 2の動作 
PWM2A～H端子からは、図 17.11に示すような PWM波形が出力されます。 

 

(1) 初期設定 

PWPR2で PWM出力の極性を設定します。PWOCR2で端子を PWM出力を許可に設定します。
PWCR2の CKS2～0によって PWCNT2に入力するクロックを選択します。 

PWCYR2で PWMの変換周期を設定します。PWBFR2A、PWBFR2B、PWBFR2C、PWBFR2Dに 1
フレーム目のデータを設定します。 
 

(2) 起動 

PWCR2のCSTビットを 1にセットすると、PWCNT2と PWCTR2のコンペアマッチを発生します。
TDSビットの値によって PWBFR2Aから PWDTR2Aまたは PWDTR2Eに、PWBFR2Bから PWDTR2B
または PWDTR2Fに、PWBFR2Cから PWDTR2Cまたは PWDTR2Gに、PWBFR2Dから PWDTR2D
または PWDTR2Hにデータ転送されます。PWCNT2はアップカウントを開始します。このときも
PWCR2の CMFビットはセットされるので、PWCR2の IEビットがセットされていれば、割り込み要
求または DTCの起動が可能です。 
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(3) 波形出力 

各 PWM出力は、PWCNT2と PWCYR2のコンペアマッチが発生するとHighを出力します。PWCNT2
と PWDTR2A～Hのコンペアマッチが発生すると、対応する PWM出力からLowを出力します。なお、
PWPR2の対応するビットが 1のときは反転して出力します。 
 

TDS (PWBFR2A) = 0 TDS (PWBFR2A) = 1 TDS (PWBFR2A) = 0

PWBFR2A

PWCYR2

PWM2A

PWDTR2A

PWM2E

PWDTR2E

 
図 17.11 PWMチャネル 2の動作 

 

(4) 次フレーム 

PWCNT2と PWCYR2のコンペアマッチが発生すると、TDSビットの値によって PWBFR2Aから
PWDTR2Aまたは PWDTR2Eに、PWBFR2Bから PWDTR2Bまたは PWDTR2Fに、PWBFR2Cから
PWDTR2Cまたは PWDTR2Gに、PWBFR2Dから PWDTR2Dまたは PWDTR2Hにデータ転送されま
す。PWCNT2はリセットされ、H'000からカウントアップします。PWCR2の CMFビットはセットさ
れ、PWCR2の IEビットがセットされていれば、割り込み要求または DTCの起動が可能です。 
 

(5) 停止 

PWCR2の CSTビットを 0にクリアすると、PWCNT2はリセットされ停止します。PWDTR2A～H
はリセットされます。各 PWM出力からは Low（PWPR2の対応するビットが 1のときは High）を出
力します。 
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17.5 使用上の注意 
(1) バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

サイクルレジスタのコンペアマッチの直後のステートで PWBFRのライトが行われると、バッファ
レジスタとともにデューティレジスタも書き換えられます。サイクルレジスタのコンペアマッチで変
化した PWM出力は、競合によるデューティレジスタの書き換えでは変化しないので、意図しないデ
ューティの出力になることがあります。また、チャネル 2では競合によるデューティレジスタの書き
換えの場合も、バッファレジスタのTDSビットで転送されるデューティレジスタが選択されるので、
意図しないデューティレジスタが書き換わることがあります。 
バッファレジスタの書き換えは、DTC（データトランスファコントローラ）による自動転送、コン

ペアマッチ割り込みによる例外処理、または、PWCRの CMF（コンペアマッチフラグ）の立ち上が
りを検出して、サイクルレジスタのコンペアマッチが発生するまでに完了してください。 
 

T1 Tw Tw T2

φ

アドレス

ライト信号

PWCNT
(下位10ビット)

PWBFR

PWDTR

PWM出力

CMF

バッファレジスタのアドレス

コンペアマッチ

0

MN

MN

 
図 17.12 PWMチャネル 1の動作 
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18. LCDコントローラ／ドライバ 

18.1 概要 
本 LSIは、セグメントタイプの LCDコントロール回路と LCDドライバと電源回路を内蔵している

ので、LCDパネルを直接駆動することができます。 
 

18.1.1 特長 
LCDコントローラ／ドライバの特長を以下に示します。 

 

■表示容量 

内部ドライバ デューティ比 

H8S/2646、H8S/2646R、 
H8S/2645 

H8S/2648、H8S/2648R、 
H8S/2647 

スタティック 24SEG 40SEG 

1/2 24SEG 40SEG 

1/3 24SEG 40SEG 

1/4 24SEG 40SEG 

■ 

表示用 LCD RAM 

•  8ビット×20バイト（160ビット） 
•  バイトアクセス／ワードアクセス可能 

■セグメント出力端子を 4端子ごとにポートとして使用可能 

■使用しないコモン出力端子をコモンダブルバッファ用として使用可能 

•  1/2デューティでは COM1と COM2、COM3と COM4を並列接続で使用可 
•  スタティックでは COM1と COM2、COM3と COM4を並列接続で使用可 

■フレーム周波数を 11種類より選択可能 

■ソフトウェアにより A波形、B波形の選択可能 

■電源分割抵抗を内蔵 

■スタンバイモード、モジュールストップモード以外の動作モードで表示可能 

■モジュールストップモードの設定可能 

•  初期値では LCDの動作は停止。モジュールストップモードを解除することによりレジスタ、
LCD RAMのアクセスが可能 
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18.1.2 ブロック図 
LCDコントローラ／ドライバのブロック図を図 18.1に示します。 

 

φ/8～φ/1024

φSUB

CL2

CL1

SEGn、DO

LPCR

LCR

LCR2

表示タイミング
ジェネレータ

LCD RAM
20バイト

24ビット
シフト
レジスタ

LCD駆動電源

セグメント
ドライバ

コモン
データ
ラッチ

コモン
ドライバ

M

V1
V2
V3

VSS

LPVCC

COM1

COM4

SEG24*1
SEG23*1
SEG22*1
SEG21*1
SEG20*1

SEG1*1

SEG40*2
SEG39*2
SEG38*2
SEG37*2
SEG36*2

SEG1*2

【記号説明】

LPCR

LCR

LCR2

：LCDポートコントロールレジスタ

：LCDコントロールレジスタ

：LCDコントロールレジスタ2

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

*1

40ビット
シフト
レジスタ

*2

*1  H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合
*2  H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合

【注】

 
図 18.1 LCDコントローラ／ドライバのブロック図 
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18.1.3 端子構成 
LCDコントローラ／ドライバの端子構成を表 18.1に示します。 

表 18.1 端子構成 
端子名 記号 入出力 機能  

SEG24～SEG1（H8S/2646、
H8S/2646R、H8S/2645） 

セグメント 
出力端子 

SEG40～SEG1（H8S/2648、
H8S/2648R、H8S/2647） 

出力 液晶のセグメント駆動用端子 
全端子、ポートと兼用でプログラマブルに設定可能 

コモン 
出力端子 

COM4～COM1 出力 液晶のコモン駆動端子 
Static、1/2デューティ時には端子の並列化が可能 

LCD電源端子 V1、V2、V3 ― 外付けでパスコンを接続する場合、外部電源回路を使
用する場合に使用 

 

18.1.4 レジスタ構成 
LCDコントローラ／ドライバのレジスタ構成を表 18.2に示します。 

表 18.2 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

LCDポートコントロールレジスタ LPCR R/W H'00 H'FC30 

LCDコントロールレジスタ LCR R/W H'80 H'FC31 

LCDコントロールレジスタ 2 LCR2 R/W H'60 H'FC32 

LCD RAM ― R/W 不定 H'FC40 
～ 

H'FC53 

モジュールストップコントロールレジスタ D MSTPCRD R/W B'11****** H'FC60 

【注】 *1 アドレス下位 16ビットを示しています。 

 

18.2 各レジスタの説明 
18.2.1 LCDポートコントロールレジスタ（LPCR） 

DTS1 SGS2 SGS1 SGS0DTS0 CMX ─ SGS3

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/WR/W R/W ─ R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

LPCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、デューティ比の選択、LCDドライバや端
子機能の選択を行います。 
リセットおよびスタンバイモード時に LPCRは H'00にイニシャライズされます。 

 



 

18. LCDコントローラ／ドライバ 

18-4  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 7～5：デューティ比選択 1、0（DTS1、DTS0）、コモン機能選択（CMX） 

DTS1、DTS0の組み合わせで、スタティック、1/2～1/4デューティのいずれかを選択します。CMX
は、デューティによって使用しないコモン端子をコモンドライブ能力を大きくするために複数の端子
から同じ波形を出力するか否かを選択します。 
 
ビット 7 ビット 6 ビット 5

DTS1 DTS0 CMX 

デューティ比 コモンドライバ 補足説明 

0 COM1 COM4、COM3、COM2はポートとして使
用可能。（初期値） 

0 0 

1 

スタティック 

COM4～COM1 COM4、COM3、COM2は COM1と同じ波
形を出力。 

0 COM2～COM1 COM4、COM3はポートとして使用可能。 0 1 

1 

1/2デューティ 

COM4～COM1 COM4は COM3、COM2は COM1と同じ
波形を出力。 

0 COM3～COM1 COM4はポートとして使用可能。 1 0 

1 

1/3デューティ 

COM4～COM1 COM4は使用しないでください。 

1 1 * 1/4デューティ COM4～COM1 ― 
*：Don’t care 

【注】 SGS3～SGS0が ”0000”のときは、COM4～COM1はポートになります（初期値）。 

 

ビット 4：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0をライトしてください。 
 

ビット 3～0：セグメントドライバ選択 3～0（SGS3～SGS0） 
＜H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合＞ 

SGS3～SGS0は使用するセグメントドライバを選択します。 
 
ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 SEG24～SEG1端子の機能 

SGS3 SGS2 SGS1 SGS0 SEG24
～

SEG17

SEG16
～

SEG13

SEG12
～ 

SEG9

SEG8
～ 

SEG5

SEG4
～ 

SEG1

補足 
説明 

0 ポート ポート ポート ポート ポート 初期値（外部拡張可） 0 

1 SEG ポート ポート ポート ポート

0 SEG SEG ポート ポート ポート

0 

1 

1 SEG SEG SEG ポート ポート

0 SEG SEG SEG SEG ポート0 

1 SEG SEG SEG SEG SEG 

0 

1 

1 設定禁止 

1 * * 

* 

設定禁止 

 
 
 
外部拡張できませ
ん。 

*：Don’t care 
【注】 外部拡張をする場合、SGS3～SGS0を"0000"に設定してください。また、SGS3～SGS0が"0000"のとき

は COM4～COM1もポートになります。 
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＜H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合＞ 

ビット
3 

ビット
2 

ビット
1 

ビット
0 

SEG40～SEG1端子の機能 

SGS3 SGS2 SGS1 SGS0 SEG40
～

SEG33

SEG32
～

SEG29 

SEG28
～

SEG25

SEG24
～

SEG21

SEG20
～

SEG17

SEG16
～

SEG13

SEG12
～ 

SEG9

SEG8 
～ 

SEG5 

SEG4 
～ 

SEG1 

補足 

説明 

0 ポート ポート ポート ポート ポート ポート ポート ポート ポート 初期値
（外部
拡張
可） 

0 

1 SEG ポート ポート ポート ポート ポート ポート ポート ポート 

0 SEG SEG ポート ポート ポート ポート ポート ポート ポート 

0 

1 

1 SEG SEG SEG ポート ポート ポート ポート ポート ポート 

0 SEG SEG SEG SEG ポート ポート ポート ポート ポート 0 

1 SEG SEG SEG SEG SEG ポート ポート ポート ポート 

0 SEG SEG SEG SEG SEG SEG ポート ポート ポート 

0 

1 

1 

1 SEG SEG SEG SEG SEG SEG SEG ポート ポート 

0 SEG SEG SEG SEG SEG SEG SEG SEG ポート 1 * * 

1 SEG SEG SEG SEG SEG SEG SEG SEG SEG 

 

 

 

外部拡
張でき
ませ
ん。 

*：Don’t care 

【注】 外部拡張をする場合、SGS3～SGS0を"0000"に設定してください。また、SGS3～SGS0が"0000"のとき

は COM4～COM1もポートになります。 

 

18.2.2 LCDコントロールレジスタ（LCR） 

— CKS2 CKS1 CKS0PSW ACT DISP CKS3

7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 0

— R/W R/W R/WR/W R/W R/W R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

LCRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、LCD電源分割抵抗接続制御、表示データ
の制御、フレーム周波数の選択を行います。 
リセットおよびスタンバイモード時に LCRは H'80にイニシャライズされます。 

 

ビット 7：リザーブビット 

本ビットは、リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット 6：LCD電源分割抵抗接続制御（PSW） 

低消費電力モードで LCD表示を必要としない場合、また外部電源を使用する場合に LCD電源分割
抵抗を Vccから切断することができます。ACTを 0とした場合、またスタンバイモード時には本ビ
ットとは無関係に LCD電源分割抵抗が Vccから切断されます。 
 

ビット 6 

PSW 

説  明 

0 LCD電源分割抵抗を Vccから切断 （初期値） 

1 LCD電源分割抵抗を Vccに接続 

 

ビット 5：表示機能開始（ACT） 

LCDコントローラ／ドライバを使用するかしないかを選択します。本ビットを 0にクリアするこ
とにより、LCDコントローラ／ドライバは動作を停止します。また、PSWの値と無関係に LCD駆動
電源用ラダー抵抗が OFF状態になります。ただし、レジスタの内容は保持されます。 
 

ビット 5 

ACT 

説  明 

0 LCDコントローラ／ドライバ動作停止 （初期値） 

1 LCDコントローラ／ドライバ動作 

 

ビット 4：表示データ制御（DISP） 

DISPは LCD RAMの内容を表示するか LCD RAMの内容に関係なくブランクデータを表示するか
を選択します。 
 

ビット 4 

DISP 

説  明 

0 ブランクデータを表示 （初期値） 

1 LCD RAMデータを表示 

 

ビット 3～0：フレーム周波数選択 3～0（CKS3～CKS0） 

使用クロックの選択とフレーム周波数の選択を行います。サブアクティブモード、ウォッチモード、
サブスリープモードではシステムクロック（φ）が停止するので、φ/8～φ/1024を選択している場
合は表示動作を行いません。これらのモードにおいて LCD表示を行う場合は、必ず使用クロックと
してφSUB、φSUB/2、またはφSUB/4を選択するようにしてください。 
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ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 フレーム周波数*1 

CKS3 CKS2 CKS1 CKS0 

使用クロック

φ＝20MHz 

0 φSUB 128Hz*2（初期値） 0 

1 φSUB /2 64Hz*2 

0 * 

1 * φSUB /4 32Hz*2 

0 φ/8 4880Hz 0 

1 φ/16 2440Hz 

0 φ/32 1220Hz 

0 

1 

1 φ/64 610Hz 

0 φ/128 305Hz 0 

1 φ/256 152.6Hz 

0 φ/512 76.3Hz 

1 

1 

1 

1 φ/1024 38.1Hz 
*：Don't care 

【注】 *1 1/3デューティ選択時は、フレーム周波数が表で示した値の 4/3倍となります。 

 *2 φSUB＝32.768kHz時のフレーム周波数です。 

 

18.2.3 LCDコントロールレジスタ 2（LCR2） 

LCDAB — — —— — — —

7 6 5 4 3 2 1 0

0 1 1 0 0 0 0 0

R/W — — —— — — —

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

LCR2は、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、A波形／B波形切り替えの制御を行いま
す。LCR2は、リセットおよびスタンバイモード時に H'60に初期化されます。 
 

ビット 7：A波形／B波形切り替え制御（LCDAB） 

LCDの駆動波形を A波形にするか B波形にするかを選択します。 
 

ビット 7 

LCDAB 

説  明 

0 A波形で駆動 （初期値） 

1 B波形で駆動 

 

ビット 6、5：リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 4～0：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0をライトしてください。 
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18.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ D（MSTPCRD） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPD7

1

R/W

6

MSTPD6

1

R/W

5

MSTPD5

不定

－

4

MSTPD4

不定

－

3

MSTPD3

不定

－

2

MSTPD2

不定

－

1

MSTPD1

不定

－

0

MSTPD0

不定

－
 

MSTPCRDは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、モジュールストップモードの制御を行
います。 

MSTPD6ビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点で LCDコントローラ／ドライバは
動作を停止してモジュールストップモードへ遷移します。詳細は、「22.5 モジュールストップモー
ド」を参照してください。 

MSTPCRDは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に初期化されます。ソフトウェア
スタンバイモード時では初期化されません。 
 

ビット 6：モジュールストップ（MSTPD6） 

LCDのモジュールストップモードを指定します。 
 

ビット 6 

MSTPD6 

説  明 

0 LCDのモジュールストップモード解除 

1 LCDのモジュールストップモード設定 （初期値） 

 

18.3 動作説明 
18.3.1 LCD表示までのセッティング 

LCD表示を行うにはハードウェア、ソフトウェアのそれぞれについて以下のことを決定しておく
必要があります。 
 

(1) ハードウェアのセッティング 

(a) 1/2デューティ使用 

1/2デューティで使用する際は V2、V3端子を接続してください（図 18.2参照）。 
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LPVCC

V1

V2

V3

VSS

 
図 18.2 1/2デューティ時の LCD駆動電源の処理 

 

(b) パネル表示 

内蔵の電源分割抵抗はインピーダンスが大きいので、パネルを駆動したときに、表示が不鮮明にな
る場合があります。このときは「18.3.4 LCD駆動電源の強化」を参照してください。また、スタテ
ィック、1/2デューティを選択した場合、コモン出力の駆動能力を強化することができます。デュー
ティ比の選択時に CMXを 1にしてください。このモードではスタティック時に COM4～COM1端子
が同じ波形となり、1/2デューティ時は COM2、COM1端子から COM1波形が、COM4、COM3端子
からは COM2波形が出力されます。 
 

(c) LCD駆動電源の設定 

本 LSIは LCD駆動電源として内蔵の電源回路を使用する方法と、外部電源回路を使用する方法が
あります。 

LCD駆動電源として外部電源回路を使用する場合は、V1端子に外部電源を接続してください。 
 

(2) ソフトウェアのセッティング 

(a) デューティの選択 

デューティは、DTS1、DTS0によりスタティック、1/2デューティ、1/3デューティ、1/4デューテ
ィから選択できます。 
 

(b) セグメントドライバの選択 

SGS3～SGS0により、使用するセグメントドライバを選択できます。 
 

(c) フレーム周波数の選択 

CKS3～CKS0を設定することでフレーム周波数を選択することができます。フレーム周波数は
LCDパネルの指定に従って選択してください。ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリ
ープモード時のクロックの選択方法は「18.3.3 低消費電力モード時の動作」を参照してください。 
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(d) A波形、B波形の選択 

LCDABにより、使用する LCD波形を A波形か B波形のどちらかを選択できます。 
 

(e) LCD駆動電源の選択 

外部電源回路を使用する場合には PSWで LCD駆動電源を OFF状態にしてください。 
 

18.3.2 LCD RAMと表示の関係 
＜H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合＞ 

LCD RAMと表示セグメントの関係は、デューティ比によって異なります。それぞれのデューティ
比に対応した LCD RAMのマップを図 18.3～図 18.6に示します。 
表示に必要なレジスタ群を設定した後、デューティに対応する部分に通常の RAMと同様な命令に

よってデータを書き込み、表示を ONすれば自動的に表示を開始します。RAM設定にはワード／バ
イトアクセス命令が使用できます。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

SEG24

H'FC40

H'FC53 SEG24 SEG24 SEG24 SEG23 SEG23 SEG23 SEG23

COM4 COM3 COM2 COM1 COM4 COM3 COM2 COM1

SEG2 SEG2 SEG2 SEG2 SEG1 SEG1 SEG1 SEG1

H'FC47

H'FC48

表示未使用
空間

表示使用
空間

 
図 18.3 LCD RAMマップ（1/4デューティ） 
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

H'FC40

H'FC53 SEG24 SEG24 SEG24 SEG23 SEG23 SEG23

COM3 COM2 COM1 COM3 COM2 COM1

SEG2 SEG2 SEG2 SEG1 SEG1 SEG1

H'FC47

H'FC48

表示未使用
空間

表示使用
空間

 
図 18.4 LCD RAMマップ（1/3デューティ） 

 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

SEG24

H'FC40

H'FC49

H'FC53

SEG24 SEG23 SEG23 SEG22 SEG22 SEG21 SEG21

COM2 COM1 COM2 COM1 COM2 COM1 COM2 COM1

表示未使用
空間

表示使用
空間

SEG4 SEG4 SEG3 SEG3 SEG2 SEG2 SEG1 SEG1

H'FC43

H'FC44

表示未使用
空間

 
図 18.5 LCD RAMマップ（1/2デューティ） 
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

SEG24

H'FC40

H'FC44

H'FC53

SEG23 SEG22 SEG21 SEG20 SEG19 SEG18 SEG17

COM1 COM1 COM1 COM1 COM1 COM1 COM1 COM1

表示未使用
空間

表示使用
空間

表示未使用
空間

SEG8 SEG7 SEG6 SEG5 SEG4 SEG3 SEG2 SEG1

H'FC41

H'FC42

 
図 18.6 LCD RAMマップ（スタティック） 

 

＜H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合＞ 

LCD RAMと表示セグメントの関係は、デューティ比によって異なります。それぞれのデューティ
比に対応した LCD RAMのマップを図 18.7～図 18.10に示します。 
表示に必要なレジスタ群を設定した後、デューティに対応する部分に通常の RAMと同様な命令に

よってデータを書き込み、表示を ONすれば自動的に表示を開始します。RAM設定にはワード／バ
イトアクセス命令が使用できます。 
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

H'FC40

H'FC53 SEG40 SEG40 SEG40 SEG39SEG40 SEG39 SEG39 SEG39

SEG2 SEG2 SEG2 SEG1SEG2 SEG1 SEG1 SEG1

COM3 COM2 COM1 COM3 COM2 COM1COM4 COM4
 

図 18.7 LCD RAMマップ（1/4デューティ） 

 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

H'FC40

H'FC53 SEG40 SEG40 SEG40 SEG39 SEG39 SEG39

SEG2 SEG2 SEG2 SEG1 SEG1 SEG1

COM3

表示未使用空間

COM2 COM1 COM3 COM2 COM1

 
図 18.8 LCD RAMマップ（1/3デューティ） 

 



 

18. LCDコントローラ／ドライバ 

18-14  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

H'FC40

H'FC53

COM2 COM1 COM2 COM1 COM2 COM1 COM2 COM1

SEG40 SEG40 SEG39 SEG39 SEG38 SEG38 SEG37 SEG37

SEG4 SEG4 SEG3 SEG3 SEG2 SEG2 SEG1 SEG1

H'FC49

表示使用
空間

表示未使用
空間

 
図 18.9 LCD RAMマップ（1/2デューティ） 

 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

H'FC40

H'FC53

COM1 COM1 COM1 COM1 COM1 COM1 COM1 COM1

SEG40 SEG39 SEG38 SEG37 SEG36 SEG35 SEG34 SEG33

SEG8 SEG7 SEG6 SEG5 SEG4 SEG3 SEG2 SEG1

H'FC44

表示使用
空間

表示未使用
空間

 
図 18.10 LCD RAMマップ（スタティック） 
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1フレーム

M

データ

COM1

COM2

COM3

COM4

SEGn

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

（a） 1/4デューティ時の波形

1フレーム

M

データ

COM1

COM2

COM3

SEGn

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

1フレーム

M

データ

COM1

COM2

SEGn

V1
V2、V3
VSS

V1
V2、V3
VSS

V1
V2、V3
VSS

1フレーム

M

データ

COM1

SEGn

V1

VSS

V1

VSS

（b） 1/3デューティ時の波形

（c） 1/2デューティ時の波形

（d） スタティック時の波形

 
図 18.11 各デューティでの出力波形（A波形） 
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M

データ

COM1

COM2

SEGn

V1
V2、V3
VSS

V1
V2、V3
VSS

M

データ

COM1

SEGn

V1

VSS

V1

VSS

（c） 1/2デューティ時の波形

（d） スタティック時の波形

1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム

（b） 1/3デューティ時の波形

M

データ

COM3

SEGn

COM1
V1
V2
V3
VSS

COM2
V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

（a） 1/4デューティ時の波形

M

データ

COM1

COM2

COM3

COM4

SEGn

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

V1
V2
V3
VSS

1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム 1フレーム

V1
V2、V3
VSS

 
図 18.12 各デューティでの出力波形（B波形） 
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表 18.3 出力レベルの関係 
データ 0 0 1 1 

M 0 1 0 1 

コモン出力 V1 VSS V1 VSS スタティック 

セグメント出力 V1 VSS VSS V1 

コモン出力 V2、V3 V2、V3 V1 VSS 1/2デューティ 

セグメント出力 V1 VSS VSS V1 

コモン出力 V3 V2 V1 VSS 1/3デューティ 

セグメント出力 V2 V3 VSS V1 

コモン出力 V3 V2 V1 VSS 1/4デューティ 

セグメント出力 V2 V3 VSS V1 

 

18.3.3 低消費電力モード時の動作 
本 LSIは低消費電力モード時でも、LCDコントローラ／ドライバを動作させることができます。

低消費電力モード時の LCDコントローラ／ドライバの動作状態を表 18.4に示します。 
サブアクティブモード／ウォッチモード／サブスリープモードではシステムクロック発振器が停

止するので、CKS3～CKS0でφSUB、φSUB/2、またはφSUB/4を選択していないとクロックが供給されず、
表示が停止します。この場合 LCDパネルには直流電圧がかかる可能性がありますので必ずφSUB、 
φSUB/2、またはφSUB/4を選択するようにしてください。また、アクティブ（中速）モードではシステ
ムクロックが切り替わるので、フレーム周波数が変化しないように CKS3～CKS0を変更する必要が
あります。 
ソフトウェアスタンバイモードでは、セグメント出力とコモン出力がハイインピーダンス状態に切

り替わります。この場合ポートの DDRまたは PCRが 1に設定されていると、LCDパネルに直流電
圧がかかる可能性があります。セグメント出力とコモン出力に使用するポートの DDRと PCRは 1に
設定しないでください。 

表 18.4 低消費電力モードと表示動作の関係 
モード  

リセット
 

アクティブ
 

スリープ
 

ウォッチ
サブ 

アクティブ
サブ 

スリープ
 

スタンバイ 
モジュール 
スタンバイ 

φ 動作 動作 動作 停止 停止 停止 停止 停止*4 クロック 

φSUB 動作 動作 動作 動作 動作 動作 停止*1 停止*4 

ACT＝0 停止 停止 停止 停止 停止 停止 停止*2 停止 表示動作 

ACT＝1 停止 表示 表示 表示*3 表示*3 表示*3 停止*2 停止 

【注】 *1 サブクロック発振器は停止しませんがクロックの供給は停止します。 

 *2 PSWに関係なく LCD駆動電源を OFFします。 

 *3 使用クロックにφSUB、φSUB/2、またはφSUB/4を選択していないと表示動作を行いません。 

 *4 LCDに供給されるクロックは停止します。 
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18.3.4 LCD駆動電源の強化 
パネルを駆動する場合、内蔵の電源容量では足りないことがあります。このような場合には、図

18.13に示すように V1～V3端子に 0.1～0.3µF程度のバイパスコンデンサを接続する方法や、新たに
分割抵抗を外部に設けることを推奨いたします。 
 

本LSI

LPVCC

VSS

V1

V2

V3

R

R

R

R＝数kΩ～数MΩ

C＝0.1～0.3µF

VR

 
図 18.13 外部分割抵抗の接続方法 

 

18.4 使用上の注意事項 
18.4.1 LCDの非表示方法について 

LCD出力を停止させる場合は SGSビットで SEGをポートに切り替えてから LCRレジスタの ACT
ビットを 0にクリアしてください。SEG出力のままでは LCDパネルに直流電圧がかかる可能性があ
ります。 
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19. RAM 

19.1 概要 
H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2648、H8S/2648Rは 4kバイト、H8S/2645、H8S/2647は 2kバイトの

高速スタティック RAMを内蔵しています。内蔵 RAMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続
されており、バイトデータ、ワードデータにかかわらず、1ステートでアクセスできます。したがっ
て、ワードデータの高速転送が可能です。 
内蔵 RAMは、システムコントロールレジスタ（SYSCR）の RAMイネーブル（RAME）ビットに

より有効または無効の制御が可能です。 
 

19.1.1 ブロック図 
RAMのブロック図を図 19.1に示します。 

 

内部データバス（上位8ビット）

内部データバス（下位8ビット）

【注】　*　H8S/2645、H8S/2647はH'FFE800から始まるアドレスです。

H'FFE000

H'FFE002

H'FFE004

H'FFFFFE

H'FFE001

H'FFE003

H'FFE005

H'FFFFFF

H'FFEFBE H'FFEFBF

H'FFFFC1H'FFFFC0

*

 
図 19.1 RAMのブロック図 
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19.1.2 レジスタ構成 
内蔵 RAMは、SYSCRで制御されます。レジスタ構成を表 19.1に示します。 

表 19.1 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

システムコントロールレジスタ SYSCR R/W H'01 H'FDE5 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

19.2 各レジスタの説明 
19.2.1 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

7

MACS

0

R/W

6

－

0

－

5

INTM1

0

R/W

4

INTM0

0

R/W

3

NMIEG

0

R/W

0

RAME

1

R/W

2

－

0

R/W

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

内蔵 RAMは SYSCRの RAMEビットにより、有効／無効が選択されます。なお、SYSCRのその
他のビットについての詳細は「3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してくだ
さい。 
 

ビット 0：RAMイネーブル（RAME） 

内蔵 RAMの有効または無効を選択します。RAMEビットはリセット状態の解除時に初期化されま
す。ソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
【注】 DTCを使用する場合は、RAMEビットを 0にクリアしないでください。 
 

ビット 0 

RAME 

説   明 

0 内蔵 RAM無効 

1 内蔵 RAM有効 （初期値） 

 

19.3 動作説明 
RAMEビットが 1にセットされているとき、H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2648、H8S/2648Rはアド

レス H'FFE000～H'FFEFBF、H'FFFFC0～H'FFFFFF、H8S/2645、H8S/2647は H'FFE800～H'FFEFBF、
H'FFFFC0～H'FFFFFFをアクセスすると内蔵 RAMがアクセスされます。また、RAMEビットが 0に
クリアされているときは、外部アドレス空間がアクセスされます。 
内蔵 RAMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイト単位、ワード単位のリ

ード／ライトが可能です。いずれも、1ステートでアクセスできます。 
偶数番地が上位 8ビット、奇数番地が下位 8ビットに接続されています。ワードデータは、偶数番

地から始まるデータに限定されています。 
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19.4  使用上の注意 
(1) DTC使用時 

アドレス H'FFEBC0～H'FFEFBFは DTCのレジスタ情報を配置することができます。DTCを使用す
る場合は、RAMEビットを 0にクリアしないでください。 
 

(2) リザーブエリア 

H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2648、H8S/2648Rのアドレス H'FFB000～H'FFDFFF、H8S/2645、H8S/2647
のアドレス H'FFB000～H'FFE7BFは、リザーブエリアのためリード／ライトはできません。RAME
ビットが 0にクリアされているときは、外部アドレス空間がアクセスされます。 
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20. ROM 

20.1 特長 
本 LSI H8S/2646R、H8S/2648Rは 128kバイトのフラッシュメモリを内蔵しています。フラッシュ

メモリの特長を以下に示します。 
 

■フラッシュメモリの 4種類の動作モード 

• プログラムモード 
• イレースモード 
• プログラムベリファイモード 
• イレースベリファイモード 

■書き込み／消去方式 

書き込みは 128バイト同時書き込みを行います。消去はブロック分割消去（1ブロック単位）で行
います。全面消去を行う場合は、各ブロック単位に順次行ってください。ブロック分割消去では 1k
バイト、8kバイト、16kバイト、28kバイト、32kバイトのブロック単位で任意に設定することがで
きます。 

■書き込み／消去時間 

フラッシュメモリの書き込み時間は、128バイト同時書き込みにて 10ms（typ.）、1バイトあたり
換算にて 78μs（typ.）、消去時間は、100ms（typ.）です。 

■書き換え回数 

フラッシュメモリの書き換えは、100回まで可能です。 

■オンボードプログラミングモード 

オンボードでフラッシュメモリの書き込み／消去／ベリファイを行う 2種類のモードがあります。 
• ブートモード 
• ユーザプログラムモード 

■ビットレート自動合わせ込み 

ブートモードでデータ転送時、ホストの転送ビットレートと本 LSIのビットレートとを自動で合わ
せることができます。 

■RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション機能 

フラッシュメモリと RAMの一部を重ね合わせることで、フラッシュメモリの書き換えをリアルタ
イムにエミュレートすることができます。 

■プロテクトモード 

ソフトウェアプロテクトモードとハードウェアプロテクトモードの 2種類のモードがあり、フラッ
シュメモリの書き込み／消去／ベリファイのプロテクト状態を設定することができます。 

■ライタモード 

フラッシュメモリの書き込み／消去可能なモードとして、オンボードプログラミングモード以外に
PROMライタを用いたライタモードがあります。 
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20.2 概要 
20.2.1 ブロック図 
 

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス

バスインタフェース／制御部

フラッシュメモリ
（128kバイト）

動作
モード

内部アドレスバス

内部データバス（16ビット）

FWE端子
モード端子

FLMCR2

FLMCR1
FLMCR2
EBR1
EBR2
RAMER
FLPWCR

：フラッシュメモリコントロールレジスタ1
：フラッシュメモリコントロールレジスタ2
：消去ブロック指定レジスタ1
：消去ブロック指定レジスタ2
：RAMエミュレーションレジスタ
：フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ

【記号説明】

EBR1

EBR2

RAMER

FLMCR1

FLPWCR

 
図 20.1 フラッシュメモリのブロック図 
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20.2.2 モード遷移図 
リセット状態で各モード端子と FWE端子を設定しリセットスタートすると、マイコンは図 20.2

に示すような各動作モードへ遷移します。ユーザモードではフラッシュメモリの読み出しはできます
が、フラッシュメモリの書き込み／消去はできません。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去を行えるモードとしてブートモード、ユーザプログラムモー

ド、ライタモードがあります。 
 

ブートモード

オンボードプログラミングモード

ユーザ
プログラム
モード

内蔵ROM有効
ユーザモード

リセット状態

ライタモード

M
D

1＝
1,

M
D

2＝
0 

F
W

E
＝

1

R
E
S
＝

0
RES＝0

FWE＝1 FWE＝0

*1

*1

*2

M
D1＝

1,
M

D2＝
1,

 F
W

E＝
1

R
E
S
＝

0

MD1＝1,MD2＝1, FWE＝0

RE
S＝0

*1　
*2　

RAMエミュレーション可
専用のPROMライタにより本LSI 
はPROMモードに遷移します。

ユーザモード／ユーザプログラム
モード間での遷移は、CPUがフラ
ッシュメモリをアクセスしていな
い状態で行ってください。

【注】

 
図 20.2 フラッシュメモリに関する状態遷移 

 



 

20. ROM 

 

20-4  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

20.2.3 オンボードプログラミングモード 
(1) ブートモード 

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

書き込み制御プログラム

SCI

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

ブートプログラムエリア

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

フラッシュメモリの
プレライトイレース

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

プログラム実行状態

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

新アプリケーション
プログラム

ブートプログラム

書き込み制御プログラム

ブートプログラムエリア

書き込み制御プログラム書き込み制御プログラム

ブートプログラムエリア

ブートプログラム

1. 初期状態
フラッシュメモリには、旧バージョンのプログラム
あるいはデータが書かれたままです。書き込み制御
プログラムおよび新アプリケーションプログラムは
ユーザがあらかじめホストに用意してください。

2. 書き込み制御プログラムの転送
ブートモードに遷移すると本LSI内のブートプログラム
（すでにLSIに内蔵されている）が起動し、ホストにある
書き込み制御プログラムをRAMにSCI通信で転送します。
また、フラッシュメモリの消去に必要なブートプログ
ラムは、RAMのブートプログラムエリアに自動的に転
送されます。

3. フラッシュメモリの初期化
ブートプログラムエリア（RAM内）にある消去プロ
グラムを実行し、フラッシュメモリを初期化（H'FF）
します。ブートモード時は、ブロックに関係なくフラ
ッシュメモリを全面消去します。

4. 新アプリケーションプログラムの書き込み
ホストよりRAMに転送した書き込み制御プログラムを
実行して、ホストにある新アプリケーションプログラ
ムをフラッシュメモリに書き込みます。
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(2) ユーザプログラムモード 

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

書き込み／消去制御プログラム

SCI
ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI

フラッシュメモリの
イレース

ブートプログラム

新アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉

〈本LSI〉

プログラム実行状態

〈RAM〉

〈ホスト〉

SCI
ブートプログラム

書き込み／消去制御プログラム

ブートプログラム

1. 初期状態
（1）ユーザプログラムモードに遷移したことを確認
するFWE判定プログラム、（2）フラッシュメモリから
内蔵RAMに書き込み／消去制御プログラムを転送する
プログラムをあらかじめフラッシュメモリにユーザが
書き込んでおいてください。（3）書き込み／消去制御
プログラムはホストまたはフラッシュメモリに用意し
てください。

2. 書き込み／消去制御プログラムの転送
ユーザプログラムモードに遷移すると、ユーザソフトは
これを認識してフラッシュメモリ内の転送プログラムを
実行して、書き込み／消去制御プログラムをRAMに転送
します。

3. フラッシュメモリの初期化
RAM上の書き込み／消去プログラムを実行し、フラッ
シュメモリを初期化（H'FF）します。消去は、ブロッ
ク単位で行えます。バイト単位の消去はできません。

4. アプリケーションプログラムの書き込み
次にホストにある新アプリケーションプログラムを消去
したフラッシュメモリのブロックに書き込みます。消去
されていないブロックに対する書き込みは行わないでく
ださい。

FWE判定プログラム
転送プログラム

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

アプリケーション
プログラム

（旧バージョン）

FWE判定プログラム
転送プログラム

新アプリケーション
プログラム

FWE判定プログラム
転送プログラム

FWE判定プログラム
転送プログラム

書き込み／消去制御プログラム書き込み／消去制御プログラム
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20.2.4 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 
ユーザモード、ユーザプログラムモードでエミュレーションを行ってください。エミュレーション

機能を実行しているときに RAMERで設定したエミュレーションブロックをアクセスすると、オーバ
ラップ RAMに書かれているデータが読み出されます。 
 

アプリケーション
プログラム

実行状態

〈フラッシュメモリ〉

エミュレーションブロック

〈RAM〉

SCI

オーバラップRAM
（エミュレーションは、RAMに
書かれたデータで行われる）

 
図 20.3 ユーザモードユーザプログラムモードのオーバラップ RAMデータの読み出し 

 
オーバラップ RAMのデータが確定したら、RAMSビットをクリアして RAMのオーバラップを解

除し、実際にフラッシュメモリへの書き込みを行ってください。 
書き換え制御プログラムを RAMに転送してくるときに、転送先とオーバラップ RAMが重ならな

いようにしてください。オーバラップ RAM内のデータが書き換えられてしまいます。 
 

アプリケーション
プログラム

〈フラッシュメモリ〉 〈RAM〉

SCI

書き換え制御プログラム
実行状態

オーバラップRAM
（書き換えデータ）書き換えデータ

 
図 20.4 ユーザプログラムモードのオーバラップ RAMデータの書き込み 
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20.2.5 ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 

表 20.1 ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 
 ブートモード ユーザプログラムモード 

全面消去 ○ ○ 

ブロック分割消去 × ○ 

書き換え制御プログラム* プログラム／ 
プログラムベリファイ 

イレース／イレースベリファイ 
プログラム／プログラムベリファイ 
エミュレーション 

【注】 * 推奨するアルゴリズムに沿って、ユーザ側で用意してください。 

 

20.2.6 ブロック分割法 
32kバイト（2ブロック）、28kバイト（1ブロック）、16kバイト（1ブロック）、8kバイト（2

ブロック）、1kバイト（4ブロック）に分割されています。 
 

アドレスH'1FFFF

アドレスH'00000

32kバイト

12
8k
バ
イ
ト

28kバイト

16kバイト

32kバイト

8kバイト

8kバイト

1kバイト×4

 
図 20.5 フラッシュメモリのブロック分割 
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20.3 端子構成 
フラッシュメモリは表 20.2に示す端子により制御されます。 

表 20.2 端子構成 
端子名 略 称 入出力 機   能 

リセット RES 入力 リセット 

フラッシュライト 
イネーブル 

FWE 入力 フラッシュメモリの書き込み／消去をハードウェアプロテクト 

モード 2 MD2 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 1 MD1 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 0 MD0 入力 本 LSIの動作モードを設定 

ポート F0 PF0 入力 ライタモードの場合に、本 LSIの動作モードを設定 

ポート 16 P16 入力 ライタモードの場合に、本 LSIの動作モードを設定 

ポート 14 P14 入力 ライタモードの場合に、本 LSIの動作モードを設定 

トランスミットデータ TxD1 出力 シリアル送信データ出力 

レシーブデータ RxD1 入力 シリアル受信データ入力 

 

20.4 レジスタ構成 
内蔵フラッシュメモリが有効のときのフラッシュメモリをコントロールするレジスタを表 20.3に

示します。 

表 20.3 レジスタ構成 
名 称 略 称 R/W 初期値 アドレス*1 

フラッシュメモリコントロールレジスタ1 FLMCR1*4 R/W H'00*2 H'FFA8 

フラッシュメモリコントロールレジスタ2 FLMCR2*4 R H'00 H'FFA9 

消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1*4 R/W H'00*3 H'FFAA 

消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2*4 R/W H'00*3 H'FFAB 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER*4 R/W H'00 H'FEDB 

フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ FLPWCR*4 R/W H'00*3 H'FFAC 

【注】 *1 アドレス下位 16ビットを示しています。 

 *2 FWE端子に Highレベルが入力されているときの初期値は H'80です。 

 *3 FWE端子に Lowレベルが入力されているとき、あるいは Highレベルが入力されていても FLMCR1

の SWEビットがセットされていないときは H'00に初期化されます。 

 *4 FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2、RAMER、FLPWCRは 8ビットのレジスタです。 

  アクセスはバイトアクセスとしてください。 
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20.5 レジスタの説明 
20.5.1 フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1） 
 

7

FWE

－*

R

6

SWE

0

R/W

5

ESU

0

R/W

4

PSU

0

R/W

3

EV

0

R/W

0

P

0

R/W

2

PV

0

R/W

1

E

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】 *  FWE端子の状態により設定されます。
 

FLMCR1は、フラッシュメモリの各動作モードを制御する 8ビットのレジスタです。アドレス
H'00000～H'1FFFFに対してプログラムベリファイモード、イレースベリファイモードに遷移させる
には、FWE＝1時に SWEビットをセット後、PVビットまたは EVビットをセットします。アドレス
H'00000～H'1FFFFに対して、プログラムモードへ遷移させるには、FWE＝1時に、SWEビットをセ
ット後、PSUビットをセットし、最後に Pビットをセットします。アドレス H'00000～H'1FFFFに対
してイレースモードへ遷移するには、FWE＝1時に、SWEビットをセット後、ESUビットをセット
し、最後に Eビットをセットします。FLMCR1は、リセット、ハードウェアスタンバイモード、ソ
フトウェアスタンバイモードで初期化されます。FWE端子に Highレベルが入力されているときの初
期値は H'80です。Lowレベルが入力されているときは H'00です。内蔵フラッシュメモリが無効のと
きは読み出すと H'00が読み出され、書き込みも無効となります。 
また、FLMCR1の SWEビットへの書き込みは FWE＝1のとき、ESU、PSU、EV、PVビットへの

書き込みは FWE＝1、SWE＝1のとき、Eビットへの書き込みは FWE＝1、SWE＝1、ESU＝1のとき、
Pビットへの書き込みは FWE＝1、SWE＝1、PSU＝1のときのみ有効です。 
 

ビット 7：フラッシュライトイネーブルビット（FWE） 

FWEビットは、フラッシュメモリの書き込み／消去をハードウェアプロテクトするビットです。 
 

ビット 7 

FWE 

説   明 

0 FWE端子に Lowレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態） 

1 FWE端子に Highレベルが入力されているとき 

 

ビット 6：ソフトウェアライトイネーブルビット（SWE） 

フラッシュメモリの書き込み／消去の有効または無効を選択するビットです（ビット 5～0、EBR1
の 7～0ビット、EBR2の 1，0ビットをセットするときにセットしてください）。 
 

ビット 6 

SWE 

説   明 

0 書き込み無効 （初期値） 

1 書き込み有効 
［セット条件］FWE＝1のとき 
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ビット 5：イレースセットアップビット（ESU） 

イレースモードへの遷移の準備をするビットです。FLMCR1の Eビットを 1にセットする前に 1
にセットしてください（SWE、PSU、EV、PV、E、Pビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 5 

ESU 

説   明 

0 イレースセットアップ解除 （初期値） 

1 イレースセットアップ 
［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき 

 

ビット 4：プログラムセットアップビット（PSU） 

プログラムモードへの遷移の準備をするビットです。FLMCR1の Pビットを 1にセットする前に 1
にセットしてください（SWE、ESU、EV、PV、E、Pビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 4 

PSU 

説   明 

0 プログラムセットアップ解除 （初期値） 

1 プログラムセットアップ 
［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき 

 

ビット 3：イレースベリファイ（EV） 

イレースベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE、ESU、PSU、PV、E、P
ビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 3 

EV 

説   明 

0 イレースベリファイモードを解除 （初期値） 

1 イレースベリファイモードに遷移 
［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき 

 

ビット 2：プログラムベリファイ（PV） 

プログラムベリファイモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE、ESU、PSU、EV、E、
Pビットを同時に設定しないでください）。 
 

ビット 2 

PV 

説   明 

0 プログラムベリファイモードを解除 （初期値） 

1 プログラムベリファイモードに遷移 
［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき 
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ビット 1：イレース（E） 

イレースモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE、ESU、PSU、EV、PV、Pビットを
同時に設定しないでください）。 
 

ビット 1 

E 

説   明 

0 イレースモードを解除 （初期値） 

1 イレースモードに遷移 
［セット条件］FWE＝1、SWE＝1、ESU＝1のとき 

 

ビット 0：プログラム（P） 

プログラムモードへの遷移、解除を選択するビットです（SWE、PSU、ESU、EV、PV、Eビット
を同時に設定しないでください）。 
 

ビット 0 

P 

説   明 

0 プログラムモードを解除 （初期値） 

1 プログラムモードに遷移 
［セット条件］FWE＝1、SWE＝1、PSU＝1のとき 

 

20.5.2 フラッシュメモリコントロールレジスタ 2（FLMCR2） 

7

FLER

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

－

0

R

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

FLMCR2は、フラッシュメモリの各動作モードを制御する 8ビットのレジスタです。FLMCR2は、
リセット、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモードのとき H'00に初期化さ
れます。内蔵フラッシュメモリが無効のときは読み出すと H'00が読み出されます。 
【注】 FLMCR2は読み出し専用レジスタです。書き込みはしないでください。 
 

ビット 7：フラッシュメモリエラー（FLER） 

フラッシュメモリへ動作中（書き込み、消去）にエラーが発生したことを示すビットです。FLER
＝1に設定されると、フラッシュメモリはエラープロテクトに遷移します。 
 

ビット 7 

FLER 

説   明 

0 フラッシュメモリは正常に動作しています。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が無効 
［クリア条件］リセットまたはハードウェアスタンバイモードのとき （初期値） 

1 フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効 
［セット条件］「20.8.3 エラープロテクト」参照 
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ビット 6～0：リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
 

20.5.3 消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1） 

7

EB7

0

R/W

6

EB6

0

R/W

5

EB5

0

R/W

4

EB4

0

R/W

3

EB3

0

R/W

0

EB0

0

R/W

2

EB2

0

R/W

1

EB1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

フラッシュメモリの消去エリアをブロックごとに設定する 8ビットのレジスタです。EBR1は、リ
セット、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、FWE端子に Lowレベル
が入力されているとき、および FWE端子に Highレベルが入力されていても FLMCR1の SWEビット
が設定されていないときは H'00に初期化されます。EBR1の各ビットに 1をセットすると、対応する
ブロックが消去可能となります。それ以外のブロックは、消去プロテクト状態になります。EBR1は
EBR2と合わせて 1ビットのみ設定してください（2ビット以上を設定しないでください。設定する
と EBR1と EBR2はともに 0にオートクリアされます）。内蔵フラッシュメモリが無効のときは読み
出すと H'00が読み出され、書き込みも無効となります。 
フラッシュメモリのブロック分割方法は、表 20.4を参照してください。 
 

20.5.4 消去ブロック指定レジスタ 2（EBR2） 

7

－

0

R/W

6

－

0

R/W

5

－

0

R/W

4

－

0

R/W

3

－

0

R/W

0

EB8

0

R/W

2

－

0

R/W

1

EB9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

フラッシュメモリの消去エリアをブロックごとに設定する 8ビットのレジスタです。EBR2は、リ
セット、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、FWE端子に Lowレベル
が入力されているとき、H'00に初期化されます。また FWE端子に Highレベルが入力されていても、
FLMCR1の SWEビットが設定されていないときは H'00に初期化されます。EBR2の各ビットに 1を
セットすると、対応するブロックが消去可能となります（それ以外のブロックは、消去プロテクト状
態になります）。EBR2は EBR1と合わせて 1ビットのみ設定してください（2ビット以上を設定し
ないでください。設定すると EBR1と EBR2はともに 0にオートクリアされます）。ビット 7～2は
リザーブビットです。書き込み時は必ず 0をライトしてください。内蔵フラッシュメモリが無効のと
きは読み出すと H'00が読み出され、書き込みも無効となります。 
フラッシュメモリのブロック分割方法は、表 20.4を参照してください。 
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表 20.4 消去ブロックの分割 
ブロック（サイズ） アドレス 

EB0（1kバイト） H'000000～H'0003FF 

EB1（1kバイト） H'000400～H'0007FF 

EB2（1kバイト） H'000800～H'000BFF 

EB3（1kバイト） H'000C00～H'000FFF 

EB4（28kバイト） H'001000～H'007FFF 

EB5（16kバイト） H'008000～H'00BFFF 

EB6（8kバイト） H'00C000～H'00DFFF 

EB7（8kバイト） H'00E000～H'00FFFF 

EB8（32kバイト） H'010000～H'017FFF 

EB9（32kバイト） H'018000～H'01FFFF 

 

20.5.5 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R/W
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－

0

R/W
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RAMS
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：

：

：
 

フラッシュメモリのリアルタイムな書き換えをエミュレートするときに、RAMの一部と重ね合わ
せるフラッシュメモリのエリアを設定するレジスタです。リセット、またはハードウェアスタンバイ
モードのときに H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードのときには、初期化されま
せん。RAMERの設定は、ユーザモード、ユーザプログラミングモードで行ってください。 
フラッシュメモリエリアの分割法は、表 20.5を参照してください。なお、エミュレーション機能

を確実に動作させるために、本レジスタの書き換え直後に RAMエミュレーションの対象 ROMをア
クセスしないでください。 
直後にアクセスした場合には正常なアクセスは保証されません。 

 

ビット 7、6：リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
 

ビット 5、4：リザーブビット 

書き込み時は必ず 0をライトしてください。 
 

ビット 3：RAMセレクト（RAMS） 

RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション選択／非選択を設定するビットです。RAMS＝1
のときは、フラッシュメモリ全ブロックの書き込み／消去プロテクト状態となります。 
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ビット 3 

RAMS 

説   明 

0 エミュレーション非選択 
フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト無効 （初期値） 

1 エミュレーション選択 
フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト有効 

 

ビット 2～0：フラッシュメモリエリア選択 

ビット 3とともに使用し、RAMと重ね合わせるフラッシュメモリのエリアを選択します。（表 20.5
参照） 

表 20.5 フラッシュメモリエリアの分割 
RAMエリア ブロック名 RAMS RAM2 RAM1 RAM0 

H'FFE000～H'FFE3FF RAMエリア 1kバイト 0 * * * 

H'000000～H'0003FF EB0（1kバイト） 1 0 0 * 

H'000400～H'0007FF EB1（1kバイト） 1 0 1 * 

H'000800～H'000BFF EB2（1kバイト） 1 1 0 * 

H'000C00～H'000FFF EB3（1kバイト） 1 1 1 * 

*：Don't care 

 

20.5.6 フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ（FLPWCR） 
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LSIがサブアクティブモードに遷移する際に、フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移の許
可／禁止を設定するレジスタです。 
 

ビット 7：パワーダウンディスエーブル（PDWND） 

LSIがサブアクティブモードに遷移する際に、フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移の許
可／禁止を設定するビットです。 
「20.12 フラッシュメモリと低消費電力状態」を参照してください。 

 
ビット 7 

PDWND 

説   明 

0 フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を許可 （初期値） 

1 フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を禁止 

 

ビット 6～0：リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
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20.6 オンボードプログラミングモード 
オンボードプログラミングモードに端子を設定しリセットスタートすると、内蔵フラッシュメモリ

への書き込み／消去／ベリファイを行うことができるオンボードプログラミング状態へ遷移します。
オンボードプログラミングモードにはブートモードとユーザプログラムモードの 2種類の動作モー
ドがあり、各モードへ遷移する端子の設定方法を表 20.6に示します。また、フラッシュメモリに関
する各モードへの状態遷移図は図 20.2を参照してください。 

表 20.6 オンボードプログラミングモードの設定方法 
モード名 FWE MD2 MD1 MD0 

拡張モード 0 1 0 ブートモード 

シングルチップモード 

1 

0 1 1 

拡張モード 1 1 0 ユーザプログラムモード 

シングルチップモード 

1 

1 1 1 

 

20.6.1 ブートモード 
ブートモードを使用する場合は、フラッシュメモリへの書き込み制御プログラムをホストに準備し

ておく必要があります。また、使用する SCIのチャネルは調歩同期式モードに設定されています。 
本 LSIの端子をブートモードに設定後リセットスタートすると、あらかじめマイコン内に組み込ま

れているブートプログラムを起動し、ホストに用意した書き込み制御プログラムを SCIを使って本
LSIへ順次送信します。本 LSIでは、SCIで受信した書き込み制御プログラムを内蔵 RAMの書き込
み制御プログラムエリアに書き込みます。転送終了後書き込み制御プログラムエリアの先頭アドレス
に分岐し、書き込み制御プログラム実行状態となります（フラッシュメモリの書き込みを行います）。 
したがって、転送する書き込み制御プログラムには、後述の書き込みアルゴリズムに沿ったプログ

ラムを準備してください。 
図 20.6にブートモード時のシステム構成図、図 20.7にブートモード実行手順を示します。 

 

RxD1

TxD1
SCI1

本LSI

フラッシュメモリ

書き込みデータの受信

ベリファイデータの送信

ホスト

内蔵RAM

 
図 20.6 ブートモード時のシステム構成図 
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開始

端子をブートプログラムモードに
設定し、リセットスタートする

ホストは、所定のビットレートで
データ（H'00）を連続送信する

本LSIは、H'55受信後、ホストへ
H'AAを1バイト送信する

本LSIは、ホストの送信するデー
タH'00のLow期間を測定する

ホストは、順次書き込み制御プロ
グラムをバイト単位で送信する

受信した書き込み制御プログラム
を内蔵RAMに転送する

内蔵RAMに転送された書き込み制
御プログラムを実行する

本LSIは、ビットレートを計算し、
ビットレートレジスタに値を設定
する

ホストは、ビットレート調整終了の合
図（H'00）を正常に受信したことを確
認し、データH'55を1バイト送信する

本LSIは、ビットレート調整終了後、
調整終了の合図としてデータH'00
をホストへ1バイト送信する

ホストは、書き込み制御プログラ
ムのバイト数（N）を上位バイト、
下位バイトの順で送信する

本LSIは、受信した書き込み制御プロ
グラムをベリファイデータとして、ホ
ストへ送信（エコーバック）する

n＝1

送信終了

本LSIは、受信したバイト数をベ
リファイデータとして、ホストへ
送信（エコーバック）する

フラッシュメモリのデータをチェッ
クし、すでにデータが書き込まれて
いた場合は全ブロック消去する

本LSIは、フラッシュメモリの全デー
タが消去されたことを確認後、ホス
トへH'AAを1バイト送信する

n＝N？

n＋1→n

【注】 メモリセルが正常に動作せず消去できなかった場合は、消去エラー
としてH'FFを1バイト送信し、消去動作とそれ以降の動作を停止します。

Yes

No

 
図 20.7 ブートモード実行手順 
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(1) SCIビットレートの自動合わせ込み動作 

START
BIT

STOP
BIT

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Low期間（9ビット分）を測定（データH'00） 1ビット以上
のHigh期間

 
ブートモードが起動すると、本 LSIはホストより連続送信される調歩同期式 SCI通信のデータ

（H'00）の Low期間を測定します。このときの SCI受信／送信フォーマットを「8ビットデータ、1
ストップビット、パリティなし」に設定してください。本 LSIは、測定した Low期間よりホストの
送信するビットレートを計算し、ビット調整終了合図としてホストへ H'00を 1バイト送信します。
ホストは、この調整終了合図（H'00）を正常に受信したことを確認し、本 LSIへ H'55を 1バイト送
信してください。受信が正常に行われなかった場合は、再度ブートモードを起動し（リセット）、上
述の操作を行ってください。ホストが送信するビットレート、および本 LSIのシステムクロックの周
波数によってホストと本 LSIのビットレートに誤差が生じます。正常に SCIを動作させるために、ホ
ストの転送ビットレートを（19200、9600、4800）bpsに設定してください。 
ホストの転送ビットレートと本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロック

の周波数を表 20.7に示します。このシステムクロックの範囲内でブートプログラムを実行してくだ
さい。 

表 20.7 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

4800bps 4～20MHz 

9600bps 8～20MHz 

19200bps 16～20MHz 

【注】 ブートモードで使用するシステムクロックの周波数は、外付け水晶発振子による発振周波数です。PLLに

よる周波数逓倍は使用しません。 

 

(2) ブートモード時の内蔵 RAMエリアの分割 

ブートモードでは、RAMエリアは図 20.8に示すようにブートプログラムで使用するエリアと SCI
で書き込み制御プログラムを転送してくるエリアに分かれています。ブートプログラムエリアは、ブ
ートモード中の実行状態が転送してきた書き込み制御プログラムへ遷移するまで使用できません。 
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H'FFE000

H'FFEFBF

ブートプログラム
エリア

（2kバイト）

書き込み制御
プログラムエリア
（1.9kバイト）

H'FFE7FF

RAM内に転送した書き込み制御プログラムが実行状態に遷移するまで
ブートプログラムエリアは使用できません。なお、書き込み制御プログラム
に分岐後もRAM内の本エリアにはブートプログラムがそのまま保持されて
いますので、注意してください。

【注】

 
図 20.8 ブートモード時の RAMエリア 

 

(3) ブートモード使用時の注意事項 

（a） 本LSIは、ブートモードでリセット解除すると、SCIのRxD1端子のLow期間を測定します。
RxD1端子がHighの状態でリセット解除してください。リセット解除後、RxD1端子から入力
されるLow期間を測定できるようになるまで、本LSIは約100ステート必要です。 

（b） ブートモードは、フラッシュメモリに書き込まれているデータがある場合（全データが1で
ないとき）、フラッシュメモリの全ブロックを消去します。本モードは、オンボード状態で
の初期の書き込み、あるいは、ユーザプログラムモードで起動するプログラムを誤って消去
し、ユーザプログラムモードが実行できなくなった場合の強制復帰等に使用してください。 

（c） フラッシュメモリの書き込み中、あるいは消去中に割り込みを使用することはできません。 
（d） RxD1端子およびTxD1端子は、ボード上でプルアップして使用してください。 
（e） 本LSIは、書き込み制御プログラム（RAMエリアのH'FFE7FF）に分岐するときに内蔵SCI（チ

ャネル1）の送受信動作を終了（SCRのRE＝0、TE＝0）しますが、BRRには、合わせ込んだ
ビットレートの値を保持しています。 

 また、このときトランスミットデータ出力端子TxD1は、Highレベル出力状態（PA1DDR=1、
PA1DR=1）となっています。 

 さらにこのとき、CPU内蔵の汎用レジスタの値は不定です。このため書き込み制御プログラ
ムに分岐した直後に汎用レジスタの初期設定を必ず行ってください。特にスタックポインタ
（SP）は、サブルーチンコール時などに暗黙的に使用されますので、書き込み制御プログラ
ムで使用するスタックエリアを必ず指定してください。 

 上記以外の内蔵レジスタについては、初期値が変更されるものはありません。 
（f） ブートモードへの遷移は表20.6のモード設定に従って、端子を設定しリセットスタートする

ことにより可能です。 
 ブートモードを解除するには、リセット端子をLowレベルにしてから最低20ステート経過後、

FWE端子とモード端子を設定し、リセット解除*1することにより可能です。また、WDTのオ
ーバフローリセットが発生した場合もブートモードを解除することが可能です。 

 ブートモードの途中でモード端子の入力レベルを変化させないでください。ブートプログラ
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ム実行中やフラッシュメモリへの書き込み、消去中にFWE端子をLowレベルにしないでくだ
さい*2。 

（g） リセット中にモード端子の入力レベルを変化（たとえばLowレベル→Highレベル）させると、
マイコンの動作モードが切り替わることによりアドレス兼用ポート、およびバス制御出力信
号（AS、RD、HWR）の状態が変化*3します。 

 このため、これらの端子はリセット中に出力信号とならないような端子設定にするか、マイ
コン外部の信号と衝突しないように注意してください。 

【注】 *1 モード端子と FWE端子の入力はリセット解除のタイミングに対し、モードプログラミン
グセット時間（tMDS＝4ステート）を満足する必要があります。 

 *2 FWEの印加／解除の注意については「20.13 フラッシュメモリの書き込み／消去時の
注意」を参照してください。 

 *3 「付録 D．端子状態」を参照してください。 
 

20.6.2 ユーザプログラムモード 
ユーザプログラムモードに設定すると、ユーザの書き込み／消去制御プログラムによるフラッシュ

メモリの書き込み、消去が可能になります。したがって、あらかじめ基板上に FWE制御手段、およ
び書き換えデータ供給手段を設け、必要に応じてプログラムエリアの一部に書き込み／消去プログラ
ムを内蔵させておくことにより、内蔵フラッシュメモリのオンボード書き換えを行うことができます。 
本モードの設定では、内蔵フラッシュメモリの有効なモード 6、7で起動し、FWE端子に Highレ

ベルを印加します。この状態の動作では、フラッシュメモリ以外の周辺機能はモード 6、7と同じ動
作をします。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去を行うために SWEビットを 1にセットしている間は、フラ

ッシュメモリ自身を読み出すことはできません。書き込み／消去を行う制御プログラムは、内蔵 RAM
／外部メモリ上で実行するようにしてください。外部メモリにプログラムを置く場合は、フラッシュ
メモリに書き込むための命令とその次の命令は内蔵 RAM上に置くようにしてください。 
図 20.9に書き込み／消去制御プログラムを内蔵 RAMに転送する場合の実行手順例を示します。 
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フラッシュメモリのアプリケーション
プログラムに分岐

RAMエリアの書き込み／消去制御
プログラムに分岐

FWE＝Highレベル*

書き込み／消去制御プログラムを
RAMに転送

MD2、MD1、MD0＝110、111
リセットスタート

あらかじめFWE判定プログラム、転送
プログラム（必要に応じて書き込み／
消去制御プログラム）を書き込む

書き込み／消去制御プログラムを実行
（フラッシュメモリの書き換え）

FWE解除

【注】*    FWE端子に常時Highレベルを印加しないでください。FWE端子にHighレベルを印加するのはフラ
ッシュメモリに書き込み、消去を行うときのみとしてください。また、FWE端子にHighレベル入力
中においても、過剰書き込み、過剰消去にならないように、ウォッチドッグタイマを起動し、プロ
グラムの暴走などに対応できるようにしてください。
FWEの印加／解除の注意については、「20.13　フラッシュメモリの書き込み／消去時の注意」を参
照してください。

 
図 20.9 ユーザプログラムモードの実行手順例 
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20.7 フラッシュメモリの書き込み／消去 
オンボードプログラミングモードでのフラッシュメモリの書き込み／消去は、CPUを用いてソフ

トウェア的に行う方式を採用しています。フラッシュメモリの動作モードとしては、プログラムモー
ド／イレースモード／プログラムベリファイモード／イレースベリファイモードがあります。アドレ
ス H'000000～H'01FFFFに対しては、FLMCR1の PSUビット、ESUビット、Pビット、Eビット、PV
ビット、EVビットをセットすることにより各動作モードに遷移します。 
フラッシュメモリは、書き込み／消去を行っている間は読み出すことができません。したがって、

フラッシュメモリの書き込み／消去を制御するプログラム（書き込み制御プログラム）は、内蔵 RAM、
あるいは外部メモリ上に置き、実行するようにしてください。 
外部メモリにプログラムを置く場合は、フラッシュメモリに書き込むための命令とその次の命令は、

内蔵 RAM上に置くようにしてください。また、フラッシュメモリへの書き込み命令実行前後に、DTC
が起動しないようにしてください。 
また、以降の動作説明の中で、FLMCR1の各ビットのセット／クリア後のウェイト時間のパラメ

ータを記載しています。各ウェイト時間の詳細は「23.7 フラッシュメモリ特性」を参照してくださ
い。 
【注】 1. FLMCR1の SWE、ESU、PSU、EV、PV、E、Pビットのセット／リセットがそれぞれ、

当該アドレスエリアのフラッシュメモリ上のプログラムで実行された場合の動作は保証
されません。 

 2. 書き込み／消去する際は、FWE＝1にしてください（FWE＝0のときは、書き込み／消
去されません）。 

 3. 書き込みは消去状態で行ってください。すでに書き込まれたアドレスへの追加書き込み
は行わないでください。 
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通常モード

オンボード
プログラミングモード
ソフト書き換え
ディスエーブル状態

イレースセット
アップ状態

イレースモード

プログラムモード

イレース
ベリファイモード

プログラム
セットアップ状態

プログラム
ベリファイモード

ESU＝
1

ESU＝
0

SWE＝1

SWE＝0

FWE＝1 FWE＝0

EV＝
1

EV＝
0

E＝1

E＝0

PV＝
1PV＝

0

P＝1

P＝0

PSU＝1
PSU＝0

ソフト書き換え
イネーブル
状態

 *1　　　：通常モード　　　　：オンボードプログラミングモード

 *2 複数ビットを同時に設定／解除して、状態遷移しないでください。

 *3 イレースモードからイレースセットアップ状態に遷移した後、ソフト書き換え

  イネーブル状態を経由せずにイレースモードへ遷移しないでください。

 *4 プログラムモードからプログラムセットアップ状態に遷移した後ソフト書き換え

  イネーブル状態を経由せずにプログラムモードへ遷移しないでください。

*1

*2

*3

*4

フラッシュメモリの通常読み出しを行うためには、SWE＝0の状態にしてください。

また書き込み／消去フローの過程で、ベリファイリードは可能です。

【注】

 
図 20.10 FLMCR1の各ビット設定による状態遷移 

 

20.7.1 プログラムモード 
フラッシュメモリへのデータ／プログラムの書き込みは、図 20.11に示すプログラム／プログラム

ベリファイフローチャートに従って行ってください。このフローチャートに沿って書き込み動作を行
えば、デバイスへの電圧ストレスやプログラムデータの信頼性を損なうことなく、フラッシュメモリ
へデータ／プログラムの書き込みを行うことができます。また、1回の書き込みは、128バイト単位
で行ってください。 
フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の各ビットのセット／クリア後のウェイト

時間、最大書き込み回数（N）を表 23.10に示します。 
フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の SWEビットを 1にセットした後、（tsswe）

μs以上の時間が経過してから、書き込むアドレスに 128バイトのデータを連続ライトします。ただ
し、ライトする先頭アドレスの下位 8ビットは、H'00、H'80でなければなりません。データ転送はバ
イト単位で 128回連続して行います。フラッシュメモリは、プログラムアドレスとプログラムデータ
をそれぞれフラッシュメモリ内にラッチします。128バイト以下の書き込みでも 128バイトのデータ
転送を行う必要があり、必要ないアドレスへの書き込みは、データを H'FFにして書き込みを行う必
要があります。 
次にプログラムの暴走などにより過剰時間書き込みを行わないようにするために、ウォッチドッグ

タイマを設定します。WDTのオーバフロー周期は（tspsu + tsp + tcp + tcpsu）μsより大きくしてください。
その後、FLMCR1の PSUビットをセットすることで、プログラムモードへの準備（プログラムセッ
トアップ）を行います。その後（tspsu）μs以上の時間が経過してから、FLMCR1の Pビットをセット
することで、動作モードはプログラムモードへ遷移します。Pビットがセットされている時間がフラ
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ッシュメモリの書き込み時間となります。1回の書き込み時間を（tsp）μsの範囲に納まるようにプロ
グラムで設定してください。 
また Pビットセット後のウェイト時間は、書き込みの進行状態によって切り替える必要があります。

詳細は下記の「プログラム／プログラムベリファイフローの注意点」を参照してください。 
 

20.7.2 プログラムベリファイモード 
プログラムベリファイモードは、プログラムモードでデータを書き込んだ後、そのデータを読み出

し、正しくデータがフラッシュメモリへ書き込まれているかを確認するモードです。 
一定の書き込み時間経過後、FLMCR1の Pビットをクリアします。その後（tcp）μs以上の時間が

経過してから、PSUビットをクリアすることでプログラムモードを解除します。プログラムモード解
除の後は、ウォッチドッグタイマの設定も解除します。その後 FLMCR1の PVビットをセットするこ
とで、動作モードはプログラムベリファイモードへ遷移します。プログラムベリファイモードでは、
リードする前にリードするアドレスにデータ H'FFをダミーライトしてください。ダミーライトは
（tspv）μs以上の時間が経過してから行ってください。この状態でフラッシュメモリをリード（ベリ
ファイデータは 16ビットで読み出す）するとラッチしたアドレスのデータが読み出されます。この
リード動作は、ダミーライト後、（tspvr）μs以上置いてから行ってください。次に、書き込んだ元デ
ータとベリファイデータを比較し、再書き込みデータを演算（図 20.11参照）し、RAMに転送しま
す。128バイト分のデータのベリファイが完了後、プログラムベリファイモードを解除し、（tcpv）μ
s以上の待機時間を置いて、FLMCR1の SWEビットをクリアしてください。再度書き込みが必要な
場合は、再度プログラムモードに設定し、同様にプログラム/プログラムベリファイシーケンスを繰
り返してください。プログラム/プログラムベリファイフローの繰り返しの最大値は、最大書き込み
回数（N）で表されます。SWE解除後、（tcswe）μs以上の待機時間を置いてください。 

 
プログラム/プログラムベリファイフローの注意点 
 
（1） 128バイト単位の書き込みのため、ライトする先頭アドレスの下位8ビットは、H'00またはH'80

でなければなりません。 
（2） フラッシュメモリに128バイトのデータを連続ライトする際には、バイト単位転送で行いま

す。 
また128バイト以下のデータを書き込む際にも、128バイトのデータ転送が必要です。つまり、
必要のないアドレスへの書き込みは、データをH'FFにして書き込みを行ってください。 

（3） ベリファイデータは、ワード単位で読み出します。 
（4） FLMCR1のPビットがセットされている期間、書き込みパルスが印加されてフラッシュメモリ

への書き込みが実施されます。本LSIでは、デバイスへの電圧ストレスや書き込むデータの
信頼性を損なうことがないように、プログラム/プログラムベリファイフローの過程で次のよ
うに書き込みパルスを印加してください。 

  a） 書き込みパルス印加後、プログラムベリファイモードでベリファイリードして1が読み出さ
れたビットに対して、もう一度書き込みパルスを印加してください（再書き込み処理）。
128バイトの書き込みデータで、すべての0書き込みビットがベリファイリードして0が読み
出されると、プログラム／プログラムベリファイフローが終了となります。本LSIでは、再
書き込み処理によるループ回数が、最大書き込み回数（N）の最大値以下になることが保証
されます。 

  b） 書き込みパルス印加後、プログラムベリファイモードでベリファイリードして0が読み出さ
れたビットに対しては、書き込み完了と判定されます。書き込みが完了したビットに対し
ては、次の処理が必要です。 
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• プログラム／プログラムベリファイフロー中の早い段階で書き込み完了した場合 
再書き込み処理ループ回数が1～6回目で書き込み完了した場合は、当該ビットへの追加書
き込みを実施してください。また、追加書き込みは、ある再書き込み処理のときに初めて
ベリファイリードが0となったビットのみに実施してください。 

• プログラム／プログラムベリファイフロー中の遅い段階で書き込み完了した場合 
再書き込み処理ループ回数が7回目以降で書き込み完了した場合は、当該ビットへの追加
書き込みは必要ありません。 

  c） 128バイトの中で、他のビットが書き込み未完了の場合、再書き込み処理を実施します。一
度書き込みが完了したと判定されたビットでも、それ以降のベリファイリードで1が読み出
された場合には、当該ビットに対してもう一度書き込みパルスを印加してください。 

（5） FLMCR1のPビットをセットする期間（書き込みパルス幅）は、プログラム／プログラムベリ
ファイフローの過程で次のように切り替えてください。ウェイト時間の詳細仕様は、「23.7 
フラッシュメモリ特性」を参照してください。 

 
項目 記号 項目 記号 

再書き込みループ回数（n）が 1～6回目の場合 tsp30 

再書き込みループ回数（n）が 7回目以降の場合 tsp200 

Pビットセット後の 
ウェイト時間 

tsp 

追加書き込み処理の場合* tsp10 

【注】* 追加書き込み処理は、再書き込みループ回数（n）が 1～6回目の場合のみ必要となります。 

 
（6） 本LSIのプログラム／プログラムベリファイのフローチャートを図20.11に示します。 

上記の注意点を網羅するためには、再書き込み処理を実施するビット、追加書き込み処理を
実施するビットは下記の演算によって決定する必要があります。 
書き込みの進行に応じて、再書き込みのデータおよび追加書き込みのデータは変化しますの
で、RAM上に次のデータ格納エリア（各128バイト）を準備することを推奨します。 

 

再書き込みデータ演算表 
（D） 書き込みパルス印加後の 

ベリファイリード結果（V） 
（X） 
演算結果 

コメント 

0 1 書き込み完了のため、再書き込み処理は実施しない 0 

1 0 書き込み未完了のため、再書き込み処理を実施する 

0 ― 1 

1 

1 

消去状態のままで、何も実施しない 

【記号説明】 

（D） ：書き込みを実施するビットの元データ 

（X） ：再書き込みを実施するビットのデータ 
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追加書き込みデータ演算表 
（X'） 書き込みパルス印加後の 

ベリファイリード結果（V） 
（Y） 
演算結果 

コメント 

0 0 書き込みパルス印加により書き込み完了したと判定 
追加書き込み処理を実施する 

0 

1 書き込みパルス印加により書き込みは未完了 
追加書き込み処理は実施しない 

0 すでに書き込みは完了している 
追加書き込み処理は実施しない 

1 

1 

1 

消去状態のままで、何も実施しない 

【記号説明】 

（Y） ：追加書き込みを実施するビットのデータ 

（X'） ：ある再書き込みループで再書き込みを実施するビットのデータ 

 
（7） 本LSIのプログラム／プログラムベリファイフローの過程では、追加書き込み処理を実施す

る必要があります。 
しかし、128バイト単位の書き込みが一度終了した後、同一のアドレスエリアに追加で書き
込みを行わないでください。書き換えを実施する場合は、必ず一度消去を行ってから書き込
みを実施してください。一度プログラム／プログラムベリファイが終了したアドレスへ追加
書き込みを実施した場合、読み出しなど正常動作は保証されませんので注意してください。 
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START

書き込み終了

FLMCR1のSWE-bitをセット

書き込み開始書き込みパルス印加サブルーチン

Wait (tsswe)μs

Sub-Routine Write Pulse

End Sub

FLMCR1のPSU-bitをセット

WDTイネーブル

WDTディスエーブル

書き込み回数(n)
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

998
999

1000

【注】*6 書き込みパルス幅

書き込み時間(tsp)μsec
30
30
30
30
30
30
200
200
200
200
200
200
200

200
200
200

Wait (tspsu)μs

FLMCR1のP-bitをセット

Wait (tsp)μs

FLMCR1のP-bitをクリア

Wait (tcp)μs

FLMCR1のPSU-bitをクリア

Wait (tcpsu)μs

n＝1

m＝0

NG

NG

NG NG

OK

OK

OK

Wait (tspv)μs

Wait (tspvr)μs

*2

*7

*7

*4

*7

*7

*5*7

*7

*7

*1

Wait (tcpv)μs

Write Pulse書き込みパルス

Sub-Routine-Call

FLMCR1のPV-bitをセット

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

書き込みデータ
＝ベリファイデータ？

*4

*3

*7

*7

*7*7

*1

再書き込みデータを再書き込みデータエリアに転送

再書き込みデータ演算

*4追加書き込みデータを追加書き込みデータエリアに転送

追加書き込みデータ演算

FLMCR1のPV-bitをクリア

FLMCR1のSWE-bitをクリア

m＝1

再書き込み

パルス幅は【注】*6を参照

m＝0？

アドレスインクリメント

書き込み不良

OK
FLMCR1のSWE-bitをクリア

Wait (tcswe)μs

NG

OK

6≧n？

NG

OK

6≧n？

Wait (tcswe)μs

n≧(N)？

n←n＋1

【注】

元データ
(D)
0
0
1
1

Verifyデータ
(V)
0
1
0
1

再書き込みデータ
(X)
1
0
1
1

コメント

書き込み完了
書き込み未完了、再書き込み

消去状態のまま、何もしない

データ転送はバイト転送で行います。ライトする先頭アドレスの下位8ビットは、H'00,H'80でなければなりません。128バイト以下の書き込みでも
128バイトのデータ転送を行う必要があります。必要ないアドレスへの書き込みは、データをH'FFにして書き込みを行う必要があります。
ベリファイデータは16ビット（ワード）で読み出します。
再書き込みデータは、下表の演算（書き込みデータエリアに格納されたデータとベリファイデータとの比較）により求めます。再書き込みデータ0の
ビットに対して、次の再書き込みループで書き込みが実行されます。そのため、一度書き込みが完了したビットでも、それ以降のベリファイでNGと
なった場合には当該ビットに対してもう一度書き込みをおこないます。
RAM上に書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と再書き込みデータを格納するエリア(128バイト)と追加書き込みデータを格納するエリア
(128バイト)が必要です。再書き込みと、追加書き込みデータの内容は書き込みの進行に応じて書き換えられます。
書き込みパルスは、書き込みの進行に応じて30μsまたは200μsの書き込みパルスを印加してください。パルス幅に関しては、【注】*6を参照して
ください。追加書き込みデータの書き込みを実施する場合は、10μsの書き込みパルスを印加してください。書き込みデータX'は、書き込みパルスを
印加したときの再書き込みデータを意味します。
各ウェイト時間とNの値を「23.7　フラッシュメモリ特性」に示します。

*1

*2
*3

*4

*5

*7

RAM上の再書き込みデータエリアの128バイト
データをフラッシュメモリに連続ライト

書き込みは消去状態で行ってください。
すでに書き込まれたアドレスへの追加書き込み
は行わないでください。

RAM

書き込みデータ
格納エリア（128バイト）

再書き込みデータ
格納エリア（128バイト）

追加書き込みデータ
格納エリア（128バイト）

128バイトの書き込みデータを書き込みデー
タエリアと再書き込みデータエリアに格納

Write Pulse追加書き込み

Sub-Routine-Call

128バイトデータ
ベリファイ完了？

RAM上の追加書き込みデータエリアの128バイト
データをフラッシュメモリに連続ライト

再書き込みデータ演算表

再書き込みデータ
(X')
0
0
1
1

Verifyデータ
(V)
0
1
0
1

追加書き込みデータ
(Y)
0
1
1
1

コメント

追加書き込みを実施
追加書き込みを実施しない
追加書き込みを実施しない
追加書き込みを実施しない

追加書き込みデータ演算表

書き込み開始

書き込み終了

 

図 20.11 プログラム／プログラムベリファイフロー 
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20.7.3 イレースモード 
フラッシュメモリの消去は 1ブロックごとに、図 20.12に示すイレース／ベリファイフローチャー

トに沿って行ってください。 
フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の各ビットのセット／クリア後のウェイト

時間および最大消去回数（N）を表 23.10に示します。 
フラッシュメモリ内容の消去は、FLMCR1の SWEビットを 1にセット後、（tsswe）μs以上の時間

が経過してから、消去ブロック指定レジスタ 1、2（EBR1、EBR2）で消去するフラッシュメモリのエ
リアを 1ビット設定してください。次にプログラムの暴走などにより過剰時間消去を行わないように
するために、ウォッチドッグタイマを設定します。WDTのオーバフロー周期は 19.8ms程度としてく
ださい。その後、FLMCR1の ESUビットをセットすることで、イレースモードへの準備（イレース
セットアップ）を行います。その後、（tsesu）μs以上の時間が経過後、FLMCR1の Eビットをセット
することで、動作モードはイレースモードへ遷移します。Eビットが設定されている時間が消去時間
となり、消去時間は（tse）msを超えないようにしてください。 
【注】  フラッシュメモリの消去において、消去を開始する前にプレライト（消去するメモリのデー

タをすべて 0にする）を行う必要はありません。 
 

20.7.4 イレースベリファイモード 
イレースベリファイモードは、メモリを消去した後データを読み出し、正常に消去されているかど

うかを確認するモードです。 
一定の消去時間経過後、FLMCR1の Eビットをクリアします。その後、（tce）μs以上の時間が経

過してから ESUビットをクリアすることでイレースモードを解除します。イレースモード解除の後
は、ウォッチドッグタイマの設定も解除します。その後、FLMCR1の EVビットをセットすることで、
動作モードはイレースベリファイモードへ遷移します。イレースベリファイモードでは、リードする
前にリードするアドレスにデータ H'FFをダミーライトしてください。ダミーライトは（tsev）μs以上
の時間が経過してから行ってください。この状態でフラッシュメモリをリード（ベリファイデータは
16ビットで読み出す）するとラッチしたアドレスのデータが読み出されます。このリード動作は、
ダミーライト後、（tsevr）μs置いてから行ってください。読み出したデータが消去（データがすべて
1）されていた場合、次のアドレスをダミーライトし、イレースベリファイを行います。読み出した
データが未消去の場合、再度イレースモードに設定し、同様にイレース／イレースベリファイシーケ
ンスを繰り返します。 
イレース／イレースベリファイの繰り返しの最大値は、最大消去回数（N）によって表されます。

ベリファイ完了後、イレースベリファイモードを解除し、（tcev）μs以上の待機時間を置いてくださ
い。通常モードに遷移するには、FLMCR1の SWEビットを解除し、（tcswe）μs以上の待機時間を置
いてください。 
複数ブロックを消去する場合は、次に消去するブロックのエリアを EBR1／EBR2によって 1ビッ

トのみ設定し、同様にイレース／イレースベリファイシーケンスを繰り返します。 
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消去終了

START

FLMCR1のSWE-bitをセット

FLMCR1のESU-bitをセット

FLMCR1のE-bitをセット

Wait (tsswe)μs

Wait (tsesu)μs

n＝1

EBR1またはEBR2を設定する

WDTイネーブル

*3 *4

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*5

*5 *5

Wait (tse) ms

Wait (tce)μs

Wait (tcesu)μs

Wait (tsev)μs

ブロック先頭アドレスを
ベリファイアドレスにセット

Wait (tsevr)μs

Wait (tcev)μs

*2

消去開始

FLMCR1のE-bitをクリア

FLMCR1のESU-bitをクリア

FLMCR1のEV-bitをセット

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

FLMCR1のEV-bitをクリア

Wait (tcev)μs

FLMCR1のEV-bitをクリア

FLMCR1のSWE-bitをクリア

WDTディスエーブル

消去停止

*1

ベリファイデータ
＝all "1"？

ブロック最終
アドレス？

*5 *5Wait (tcswe)μs Wait (tcswe)μs

消去不良

FLMCR1のSWE-bitをクリア

n≧(N)？

NG

NG

NG

OK

OK

OK

【注】 プレライト（消去ブロックのデータをall "0"にする）は必要ありません。
ベリファイデータは16ビット(W) で読み出します。
消去ブロック指定レジスタ（EBR1,EBR2）は1ビットのみ設定してください。2ビット以上を同時に設定しないでください。
消去はブロック単位で行います。複数のブロックを消去する場合は各ブロック単位で順次消去を行ってください。
各ウェイト時間とNの値を「23.7　フラッシュメモリ特性」に示します。

*1
*2
*3
*4
*5

アドレス
インクリメント

n←n＋1

*5

消去対象全ブロックの
消去終了？

NG

OK

*4 再消去

 
図 20.12 イレース／イレースベリファイフロー 



 

20. ROM 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  20-29 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

20.8 プロテクト 
フラッシュメモリに対する書き込み／消去プロテクトは、ソフトウェアプロテクト、ハードウェア

プロテクト、エラープロテクトの 3種類があります。 
 

20.8.1 ハードウェアプロテクト 
ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み／消去が強制的に禁止、中断さ

れた状態のことで、フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）、フラッシュメモリコン
トロールレジスタ 2（FLMCR2）、消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、消去ブロック指定レジス
タ 2（EBR2）の設定はリセットされます。エラープロテクト状態では、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、
EBR2の設定は保持します。（表 20.8参照） 

表 20.8 ハードウェアプロテクト 
機 能 項 目 説 明 

書き込み 消去 

FWE端子 
プロテクト 

• FWE端子に Lowレベルが入力されているときには、FLMCR1、FLMCR2
（FLERビットはのぞく）、EBR1、EBR2は初期化され、書き込み／消
去プロテクト状態になります。 

○ ○ 

リセット、 
スタンバイ 
プロテクト 

• リセット（WDTによるリセットも含む）およびスタンバイ時は、
FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2は初期化され、書き込み／消去プロ
テクト状態になります。 

• RES端子によるリセットでは、電源投入後発振が安定するまで RES端
子を Lowレベルに保持しないとリセット状態になりません。また、動作
中のリセットは AC特性に規定した RESパルス幅の間 RES端子を Low
レベルに保持してください。 

○ ○ 

 

20.8.2 ソフトウェアプロテクト 
ソフトウェアプロテクトは、FLMCR1の SWEビット、消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、消

去ブロック指定レジスタ２（EBR2）、RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）の RAMSビット
をセットすることで行えます。ソフトウェアプロテクトでは、フラッシュメモリコントロールレジス
タ 1（FLMCR1）の Pビットまたは Eビットをセットしても、プログラムモードまたはイレースモー
ドへは遷移しません。（表 20.9参照） 

表 20.9 ソフトウェアプロテクト 
機 能 項 目 説 明 

書き込み 消去 

SWEビット 
プロテクト 

• FLMCR1の SWEビットを 0にセットすることにより、 H'000000～
H'01FFFFエリアの書き込み／消去プロテクト状態になります（内蔵
RAM／外部メモリ上で実行してください）。 

○ ○ 

ブロック 
指定 
プロテクト 

• 消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、消去ブロック指定レジスタ 2
（EBR2）の設定により、ブロックごとに消去プロテクトが可能。 

• EBR1、EBR2を H'00に設定すると全ブロックが消去プロテクト状態に
なります。 

－ ○ 

エミュレーシ
ョン 
プロテクト 

• RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）の RAMSビットを 1にセ
ットすることにより、全ブロックの書き込み／消去プロテクト状態にな
ります。 

○ ○ 
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20.8.3 エラープロテクト 
エラープロテクトは、フラッシュメモリへの書き込み／消去中のマイコンの暴走や書き込み／消去

アルゴリズムに沿っていない動作をした場合に発生する異常を検出し、書き込み／消去動作を強制的
に中断するプロテクトです。書き込み／消去動作を中断することで、過剰書き込みや過剰消去による
フラッシュメモリへのダメージを防止します。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去中にマイコンが異常動作すると、FLMCR2の FLERビットが

1にセットされ、エラープロテクト状態へ遷移します。このとき、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2
の設定は保持されますが、エラーが発生した時点でプログラムモードまたはイレースモードは強制的
に中断されます。Pビット、Eビットの再設定を行ってもプログラムモードまたはイレースモードへ
遷移することはできません。ただし、PVビット、EVビットの設定は有効なので、ベリファイモード
への遷移は可能です。 

FLERビットのセット条件は、 
 
（1） 書き込み／消去中に当該アドレスエリアのフラッシュメモリを読み出したとき（ベクタリー

ドおよび命令フェッチを含む） 
（2） 書き込み／消去中の例外処理（リセットは除く）開始直後 
（3） 書き込み／消去中にSLEEP命令（ソフトウェアスタンバイを含む）を実行したとき 
（4） 書き込み／消去中にCPUがDTCにバス権を開放したとき 
 
エラープロテクト解除は、リセットまたはハードウェアスタンバイのみで行われます。 
図 20.13にフラッシュメモリの状態遷移図を示します。 

 

：メモリリード可
：ベリファイリード可
：プログラム可
：イレース可

RD
VF
PR
ER

：メモリリード不可
：ベリファイリード不可
：プログラム不可
：イレース不可

RD

VF

PR

ER

RD VF PR ER FLER＝0

エラー発生

エラー発生
（ソフトウェアスタンバイ）

RES＝0またはHSTBY＝0

RES＝0または
HSTBY＝0

RE
S＝

0ま
たは

HS
TB
Y＝

0

RD VF PR ER FLER＝0

プログラムモード
イレースモード

リセットまたはスタンバイ
（ハードウェアプロテクト）

RD VF PR ER FLER＝1 RD VF PR ER FLER＝1

エラープロテクトモード
エラープロテクトモード
（ソフトウェアスタンバイ）

ソフトウェア
スタンバイモード

FLMCR1、FLMCR2（FLERビットを除く）、
EBR1、EBR2の初期化状態

FLMCR1、FLMCR2、
EBR1、EBR2の
初期化状態

【記号説明】

 
図 20.13 フラッシュメモリの状態遷移図 
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20.9 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 
RAMでフラッシュメモリに書き換えるデータをリアルタイムにエミュレートするために、RAMエ

ミュレーションレジスタ（RAMER）で設定したフラッシュメモリのエリアに RAMの一部を重ね合
わせて使うことができます。RAMERの設定後はフラッシュメモリのエリアとフラッシュメモリに重
ね合わせた RAMエリアの 2エリアからアクセスできます。エミュレーション可能なモードは、ユー
ザモード、およびユーザプログラムモードです。図 20.14にフラッシュメモリのリアルタイムな書き
換えをエミュレートする例を示します。 
 

エミュレーションプログラム開始

エミュレーションプログラム終了

チューニングOK？

Yes

No

RAMERの設定

オーバラップRAMへ
チューニングデータ書き込み

アプリケーションプログラムの実行

RAMERの解除

フラッシュメモリのエミュレーション
ブロックへの書き込み

 
図 20.14 RAMによるエミュレーションフロー 
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H'000000

H'000400

H'000800

H'000C00

H'001000

H'01FFFF

フラッシュメモリ

EB4～9

このエリアは、RAM／フラッシュメモリ
の両エリアからアクセスできます

EB0

EB1

EB2

EB3

H'FFE000

H'FFE3FF

H'FFEFBF

内蔵RAM

 
図 20.15 RAMのオーバラップ動作例 

 

フラッシュメモリのブロックエリア（EB0）をオーバラップさせる例 

1. リアルタイムな書き換えを必要とするエリア（EB0）にRAMの一部をオーバラップさせるに
は、RAMERのRAMSビット、RAM2～0ビットを1、0、0、0に設定してください。 

2. リアルタイムな書き換えは、オーバラップさせたRAMを使って行います。 
3. 書き換えデータ確定後、RAMSビットをクリアしてRAMのオーバラップを解除します。 
4. オーバラップさせたRAMに書き込まれたデータをフラッシュメモリ空間（EB0）に書き込み

ます。 
【注】 1. RAMSビットを 1にセットすると RAM2～0の値にかかわらず、フラッシュメモリの全

ブロックに対して書き込み／消去プロテクトが有効となります（エミュレーションプロ
テクト）。この状態では FLMCR1の Pビットまたは Eビットをセットしてもプログラム
モード、イレースモードへは遷移しません。フラッシュメモリエリアに実際に書き込み
／消去を行う場合は RAMSビットを 0にクリアしてください。 

 2. RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション機能を使用中に、消去アルゴリズムに
沿ったソフトウェアを実行しても RAMエリアを消去することはできません。 

 3. ブロックエリア（EB0）はベクタテーブルを含みます。RAMエミュレーションする場合、
オーバラップ RAMにはベクタテーブルが必要となります。 
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20.10 フラッシュメモリの書き込み／消去時の割り込み処理 
フラッシュメモリへの書き込み、消去中（FLMCR1の Pビットまたは Eビットがセット）、およ

びブートモードでのブートプログラム実行中*1は書き込み、消去動作を最優先とするため NMI入力
を含むすべての割り込みを禁止してください。 
これは以下のような動作状態を回避することを目的としています。 
 
（1） 書き込み、消去中に割り込みが発生することにより、書き込み／消去アルゴリズムに違反し、

正常な動作が保証できなくなる。 
（2） 書き込み／消去中の割り込み例外処理ではベクタリードが正常にできない*2ため、結果とし

てマイコンが暴走してします。 
（3） ブートプログラム実行中に割り込みが発生すると正常なブートモードのシーケンスが実行

できなくなる。 
 
以上のような理由から、オンボードプログラミングモードにおいてのみ例外的に割り込み入力を禁

止する条件が存在しますが、これによって正常な書き込み、消去およびマイコン動作が保証されるも
のではありません。 
このため、フラッシュメモリへの書き込み／消去を行う場合、マイコンの内部と外部で NMIを含

むすべての要求を禁止する必要があります。また、エラープロテクト状態で FLMCR1の Pビットま
たは Eビットが保持された状態でも NMI割り込みは禁止状態となります。 
【注】 *1 書き込み制御プログラムによる書き込みが完了するまでは、マイコン内部と外部で割り

込み要求を禁止する必要があります。 
 *2 この場合、以下の 2つの理由によってベクタリードが正常に行われません。 
  ・書き込み、消去中（FLMCR1の Pビットまたは Eビットがセット）にフラッシュメモ

リのリードを行っても正しい値を読み出すことはできません（値は不定）。 
  ・割り込みベクタテーブルに値がまだ書き込まれていない場合、割り込み例外処理が正

しく実行されません。 
 

20.11 ライタモード 
ライタモードでは、ソケットアダプタを介して単体のフラッシュメモリと同様に PROMライタで

書き込み／消去を行うことができます。PROMライタはルネサス 128kバイトフラッシュメモリ内蔵
マイコンデバイスタイプ（FZTAT128V5A）をサポートしているライタを使用してください。 
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20.12 フラッシュメモリと低消費電力状態 
フラッシュメモリには、通常の動作状態のほかに、内部の電源回路の一部あるいは全部を停止して、

消費電力を低くする低消費電力モードがあります。 
フラッシュメモリの動作状態には 
 
（1） 通常動作モード：フラッシュメモリのリード／ライトが可能です。 
（2） 低消費電力モード：電源回路の一部を停止して、LSIがサブクロック動作時にフラッシュメ

モリのリードが可能です。 
（3） スタンバイモード：フラッシュメモリのすべての回路が停止します。リード／ライトは不可

です。 
 
があり、（2）と（3）がフラッシュメモリの低消費電力状態です。表 20.10に LSIの動作状態とフ

ラッシュメモリの動作状態の対応を示します。 
 

表 20.10 フラッシュメモリの動作状態 
LSIの動作状態 フラッシュメモリの動作状態 

高速モード 
中速モード 
スリープモード 

通常モード（リード／ライト） 

サブアクティブモード 
サブスリープモード 

PDWND=0のとき： 
低消費電力モード（リードのみ） 
PDWND=1のとき： 
通常モード（リードのみ） 

ウォッチモード 
ソフトウェアスタンバイモード 
ハードウェアスタンバイモード 

スタンバイモード 

 

20.12.1 低消費電力状態の注意事項 
（1） フラッシュメモリが低消費電力状態のときは、内部の電源回路の一部あるいは全部が停止し

ています。そのため通常動作への復帰時には、電源回路の安定時間を確保する必要がありま
す。発振安定時間の確保が不要な場合でも、フラッシュメモリが低消費電力状態から通常動
作に復帰する際には、待機時間が20μs（電源安定時間）以上となるようにSBYCRのSTS2～
STS0ビットを設定してください。 

（2） 低消費電力モード時、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2、RAMER、FLPWCRへのリード／
ライトはできません。 
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20.13 フラッシュメモリの書き込み／消去時の注意 
オンボードプログラミングモード、RAMエミュレーション機能およびライタモード使用時の注意

事項を示します。 

(1) 規定された電圧、タイミングで書き込み／消去を行ってください。 

定格以上の電圧を印加した場合、製品の永久破壊に至ることがあります。 
PROMライタは、ルネサス 128kバイトフラッシュメモリ内蔵マイコンデバイスタイプをサポート

しているものを使用してください。 
ライタの設定を HN27C4096にセットしないでください。また、規定したソケットアダプタ以外は

使用しないでください。誤って使用した場合、破壊に至ることがあります。 
 

(2) 電源投入／切断時の注意（図 20.16～図 20.18参照） 

FWE端子への Highレベル印加は VCC確定後に行ってください。また、VCCを切断する前に FWE端
子を Lowレベルにしてください。 

VCC電源の印加／切断時は FWE端子を Lowレベルに固定し、フラッシュメモリをハードウェアプ
ロテクト状態にしてください。 
この電源投入および解除タイミングは、停電などによる電源の切断、再投入時にも満足するように

してください。 
 

(3) FWEの印加／解除の注意（図 20.16～図 20.18参照） 

FWEの印加はマイコン動作が確定した状態で行ってください。マイコンが動作確定状態を満足し
ない場合は、FWE端子を Lowレベルに固定し、プロテクト状態としてください。 

FWEの印加／解除では、フラッシュメモりへの誤書き込み、誤消去を防止するため、以下に示す
ような注意が必要です。 
（a） VCC電圧が定格電圧の範囲で安定している状態でFWEを印加してください。発振が安定して

いる状態（発振安定時間経過後）でFWEを印加してください。 
（b） ブートモードでは、FWEの印加／解除はリセット中に行ってください。 
（c） ユーザプログラムモードでは、リセットの状態にかかわらず、FWE＝Highレベル／Lowレベ

ルの切り替えが可能です。また、フラッシュメモリ上でプログラム実行中でも、FWE入力の
切り替えが可能です。 

（d） プログラムが暴走していない状態でFWEを印加してください。 
（e） FWEの解除はFLMCR1のSWE、ESU、PSU、EV、PV、P、Eビットをクリアした状態で行っ

てください。 
FWEの印加／解除時に、誤ってSWE、ESU、PSU、EV、PV、P、Eビットをセットしないで
ください。 

 

(4) FWE端子に常時 Highレベルを印加しないでください。 

FWE端子に Highレベルを印加するのは、フラッシュメモリに書き込み、消去を行うときのみとし
てください。このため、FWE端子に常時 Highレベルを印加するようなシステム構成は避けてくださ
い。また、Highレベル印加中においても、過剰書き込み、過剰消去にならないように、ウォッチド
ッグタイマを起動し、プログラムの暴走などに対応できるようにしてください。 
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(5) フラッシュメモリへの書き込み、消去は推奨するアルゴリズムに従って行ってください。 

推奨アルゴリズムでは、デバイスへの電圧ストレスあるいはプログラムデータの信頼性を損なうこ
となく書き込み、消去を行うことができます。また、FLMCR1の Pビット、Eビットをセットすると
きは、プログラムの暴走などに備えてあらかじめウォッチドッグタイマを設定してください。 
 

(6) SWEビットのセット／クリアの注意 

SWEビットのセット／クリアは、フラッシュメモリ上のプログラム実行中に行わないでください。
フラッシュメモリ上のプログラム実行とデータの読み出しは、SWEビットをクリアした後に 100μs
以上の待ち時間を置いて行ってください。 

SWEビットをセットするとフラッシュメモリのデータを書き換えできますが、SWE＝1のときは、
プログラムベリファイ／イレースベリファイモード以外ではフラッシュメモリを読み出すことはで
きません。ベリファイ（プログラム／イレース中のベリファイ）以外の目的で、フラッシュメモリを
アクセスしないでください。 
また、プログラム／イレース／ベリファイ中に SWEビットのクリアを行わないでください。 
FWE端子に Highレベルを入力した状態で、RAMによるエミュレーション機能を使用する場合も

同様に、フラッシュメモリ上のプログラム実行とデータの読み出しは、SWEビットをクリアした後
に行ってください。 
ただし、フラッシュメモリ空間とオーバラップした RAMエリアについては、SWEビットのセッ

ト／クリアにかかわらずリード／ライト可能です。 
 

(7) フラッシュメモリの書き込み中または消去中に割り込みを使用しないでください。 

FWE印加状態では書き込み／消去動作を再優先とするため、NMIを含むすべての割り込み要求を
禁止してください。 

(8) 追加書き込みは行わないでください。書き換えは消去後に行ってください。 

オンボードプログラミングでは 128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みは、1回のみとし
てください。ライタモードでも 128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みは、1回のみとして
ください。書き込みはこの書き込み単位ブロックがすべて消去された状態で行ってください。 
 

(9) 書き込み前に、必ず、正しく PROMライタに装着されていることを確認してください。 

PROMライタのソケット、ソケットアダプタ、および製品のインデックスが一致していないと過剰
電流が流れ、製品が破壊することがあります。 
 

(10) 書き込み中はソケットアダプタや製品に手を触れないでください。 

接触不良などにより、書き込み不良になることがあります。 
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フラッシュメモリアクセス禁止期間
（x：SWEセット後のウェイト時間）*2

フラッシュメモリ書き換え可能期間
（フラッシュメモリ上のプログラム実行禁止およびベリファイ以外のデータ読み出し禁止）

モード端子（MD2～MD0）はモード切り替え以外は、パワーオフまでは、プルダウン
またはプルアップして、レベルを必ず固定してください。
「23.7　フラッシュメモリ特性」を参照してください。
モードプログラミングセットアップ時間 tMDS(min)＝200ns

【注】 *1

*2
*3

φ

Vcc

FWE

tOSC1 min 0μs

min 0μstMDS*3

tMDS*3

MD2～MD0*1

RES

SWEビット

SWE
セット

SWE
クリア

書き込み
消去可能ウェイト時間：x ウェイト時間：100μs

 
図 20.16 電源投入／切断タイミング（ブートモード） 
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フラッシュメモリアクセス禁止期間
（x：SWEセット後のウェイト時間）*2

フラッシュメモリ書き換え可能期間
（フラッシュメモリ上のプログラム実行禁止およびベリファイ以外のデータ読み出し禁止）

SWE
セット

モード端子（MD2～MD0）はモード切り替え以外は、パワーオフまでは、プルダウン
またはプルアップして、レベルを必ず固定してください。
「23.7　フラッシュメモリ特性」を参照してください。
モードプログラミングセットアップ時間 tMDS(min)＝200ns

【注】 *1

*2
*3

φ

Vcc

FWE

tOSC1 min 0μs

MD2～MD0*1

RES

SWEビット

書き込み
消去可能ウェイト時間：x

tMDS*3

ウェイト時間：100μs

SWE
クリア

 
図 20.17 電源投入／切断タイミング（ユーザプログラムモード） 
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フラッシュメモリアクセス禁止期間
（x：SWEセット後のウェイト時間）*3

フラッシュメモリ書き換え可能期間
（フラッシュメモリ上のプログラム実行禁止およびベリファイ以外のデータ読み出し禁止）

ブートモードへの遷移時またはブートモードから他のモードへ遷移する場合は、
RES入力によるモード切り替えが必要です。
この切り替え期間（RES端子にLowレベルを入力している期間）は、アドレス兼用
ポートおよびバス制御出力信号（AS、RD、WR）の状態が変化します。
このため、この切り替え期間中はこれらの端子を出力信号として使用しないように
してください。
ブートモードから他のモードへ遷移する場合、RES解除のタイミングに対して、モード
プログラミングセットアップ時間 tMDS(min)＝200nsが必要です。
「23.7　フラッシュメモリ特性」を参照してください。
ウェイト時間：100μs

【注】

φ

Vcc

FWE

tOSC1

min 0μs

tMDS

tMDS

tMDS

tRESW

MD2～MD0

RES

SWEビット

モード切り替え*1 モード切り
替え*1

ブートモード ユーザ
モード

ユーザ
モード

ユーザプログラムモード ユーザ
プログラム
モード

SWE
セット

SWE
クリア

書き込み
消去可能

ウェイト
時間：x

*4 *4 *4 *4

書き
込み
消去
可能

ウェイト
時間：x

書き込み
消去可能

ウェイト
時間：x

書き込み
消去可能

ウェイト
時間：x

*2

*1

*2

*3
*4

 
図 20.18 モード遷移タイミング（例：ブートモード←→ユーザプログラムモード） 
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21. クロック発振器 

21.1 概要 
本 LSIは、クロック発振器（CPG：Clock Pulse Generator）を内蔵しており、システムクロック（φ）、

バスマスタクロック、および内部クロックを生成します。 
クロック発振器は、発振器、PLL（Phase Locked loop）回路、クロック選択回路中速クロック分周

器、バスマスタクロック選択回路、サブクロック発振器、波形成形回路から構成されます。CPG内部
の PLL回路により周波数を変更できます。周波数変更は、システムクロックコントロールレジスタ
（SCKCR）とローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）の設定により、ソフトウェアで行いま
す。 
 

21.1.1 ブロック図 
クロック発振器のブロック図を図 21.1に示します。 

 

EXTAL

XTAL クロック
選択回路

PLL回路
（×1、×2、×4）

EXTAL

XTAL

クロック
発振器

EXTAL

XTAL

波形成形
回路

OSC1
サブクロック
発振器

中速クロック
分周器

システムクロック
φ端子へ

内部クロック
周辺モジュールへ

バスマスタクロック
CPU
DTCへ

φ/2
～φ/32

SCK2～SCK0

SCKCR

STC1、STC0

LPWRCR

バスマスタ
クロック
選択回路

φ

OSC2

φSUB

WDT1
カウントクロック

【記号説明】

LPWRCR：ローパワーコントロールレジスタ
SCKCR   ：システムクロックコントロールレジスタ

 
図 21.1 クロック発振器のブロック図 
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21.1.2 レジスタ構成 
クロック発振器は、SCKCR、LPWRCRで制御されます。レジスタ構成を表 21.1に示します。 

表 21.1 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス* 

システムクロックコントロールレジスタ SCKCR R/W H'00 H'FDE6 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR R/W H'00 H'FDEC 

【注】 * アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 

21.2 各レジスタの説明 
21.2.1 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） 

7

PSTOP

0

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

STCS

0

R/W

0

SCK0

0

R/W

2

SCK2

0

R/W

1

SCK1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCKCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、φクロック出力、PLL回路の周波数逓倍
率変更時の動作の選択、中速モードの制御を行います。 

SCKCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェ
アスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 7：φクロック出力禁止（PSTOP） 

φ出力を制御します。 
 
ビット 7 説   明 

PSTOP 高速モード、 
中速モード、 
サブアクティブ 

モード 

スリープモード、 
サブスリープモード

ソフトウェア 
スタンバイモード、
ウォッチモード、 
直接遷移 

ハードウェア 
スタンバイモード 

0 φ出力（初期値） φ出力 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

1 Highレベル固定 Highレベル固定 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

 

ビット 6～4：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 



 

21. クロック発振器 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  21-3 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ビット 3：周波数逓倍率切り替えモード選択（STCS） 

STCSは PLL回路の周波数逓倍率変更時の動作を選択します。 
 
ビット 3 

STCS 

説   明 

0 指定した逓倍率は、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード
からの復帰後に有効 （初期値） 

1 指定した逓倍率は、STCビットの書き換え直後に有効 

 

ビット 2～0：システムクロックセレクト 2～0（SCK2～ SCK0） 

バスマスタのクロックを選択します。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

SCK2 SCK1 SCK0 

説   明 

0 バスマスタは高速モード （初期値） 0 

1 中速クロックはφ/2 

0 中速クロックはφ/4 

0 

1 

1 中速クロックはφ/8 

0 中速クロックはφ/16 0 

1 中速クロックはφ/32 

1 

1 － － 

 

21.2.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

7

DTON

0

R/W

6

LSON

0

R/W

5

NESEL

0

R/W

4

SUBSTP

0

R/W

3

RFCUT

0

R/W

0

STC0

0

R/W

2

－

0

R/W

1

STC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

LPWRCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 
ここでは、ビット 1、0についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「22.2.3 ロ

ーパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）」を参照してください。 
LPWRCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウ

ェアスタンバイモードでは初期化されません。 
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ビット 1、0：周波数逓倍率（STC1、STC0） 

STCは PLL回路の周波数逓倍率を指定します。 
 
ビット 1 ビット 0 

STC1 STC0 

説  明 

0 ×1 （初期値） 0 

1 ×2 

0 ×4 1 

1 設定禁止 

【注】 逓倍前後のクロック周波数は、本 LSIの動作周波数範囲内になるように設定してください。 

 

21.3 発振器 
クロックの供給は、水晶発振子を使用します。この場合、入力するクロックは 4MHzから 20MHz

を使用してください。 
 

21.3.1 水晶発振子を接続する方法 
(1) 回路構成 

水晶発振子を接続する場合の接続例を図 21.2に示します。ダンピング抵抗 Rdは、表 21.2に示す
ものを使用してください。また、水晶発振子は、ATカット並列共振形を使用してください。 
 

EXTAL

XTAL
Rd CL2

CL1

CL1＝CL2=10～22pF
CL1＝CL2=10～15pF

：4≦f≦16MHz時
：16＜f≦20MHz時

【注】 CL1およびCL2は参考値です。実装基板の寄生容量や水晶発振子の評価結果により、

 使用する容量値を決めてください。
 

図 21.2 水晶発振子の接続例 

 

表 21.2 ダンピング抵抗値 
周波数（MHz） 4 8 12 16 20 

Rd（Ω） 500 200 0 0 0 
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(2) 水晶発振子 

図 21.3に水晶発振子の等価回路を示します。水晶発振子は表 21.3に示す特性のものを使用してく
ださい。 
水晶発振子の周波数は、20MHz以下の周波数のものを使用してください。 

 

XTAL

CL

ATカット並列共振形

EXTAL

C0

L Rs

 
図 21.3 水晶発振子の等価回路 

 

表 21.3 水晶発振子の特性 
周波数（MHz） 4 8 12 16 20 

Rs max（Ω） 120 80 60 50 40 

C0 max（pF） 7 

 

(3) ボード設計上の注意 

水晶発振子を接続して発振させる場合、次の点に注意してください。 
発振回路部の近くに信号線を通過させないでください（図 21.4）。誘導により正しい発振ができ

なくなる場合があります。 
また、ボード設計に際しては、水晶発振子および負荷容量はできるだけ XTAL、EXTAL端子の近

くに配置してください。 
 

CL2

信号A 信号B

CL1

本LSI

XTAL

EXTAL

禁止

 
図 21.4 発振回路部のボード設計に関する注意事項 

 
PLL回りの外部回路として、下記のような外部回路を推奨します。 
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PLLCAP

PLLVSS

VCC

VSS

R1 : 3kΩ C1 : 470pF

CB : 0.1μF*

【注】 *  CBは積層セラミック
（値は暫定推奨値）

 
図 21.5 PLL発振回路使用上の注意 

 
発振安定用の容量 C1および抵抗 R1は、PLLCAP端子の近くに置き、他の信号線と交差させない

でください。C1のグランドは PLLVSSから供給してください。 
さらに、PLLVSSとその他の VCC、VSSとはボードの電源供給元から分離し、端子の近くにバイパス

コンデンサ CBを必ず挿入してください。 
 

21.4 PLL回路 
PLL回路は、発振器からのクロック周波数を 1倍、2倍、または 4倍に逓倍する機能を持ちます。

逓倍率は SCKCRの STCビットで設定します。このとき、内部クロックの立ち上がりエッジの位相は
EXTAL端子の立ち上がりエッジの位相に一致するように制御されます。逓倍前後のクロック周波数
は、LSIの動作周波数範囲内になるように設定してください。 

PLL回路の逓倍率を変更する場合、SCKCRの STCSビットの設定により動作が異なります。 
STCS＝0（初期値）の場合、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、またはサブアクテ

ィブモードへ遷移後に設定が有効になります。SBYCRの STS2～STS0ビットの設定により、遷移時
間のカウントを行います。 

 
［1］初期状態では、PLL回路の逓倍率は1になっています。 
［2］STS2～STS0ビットに、指定された遷移時間になるように値をセットします。 
［3］STC1、STC0を目的とする値に設定し、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードまた

はサブアクティブモードに遷移します。 
［4］クロック発振器が停止し、設定したSTC1、STC0の値が有効となります。 
［5］ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードまたはサブアクティブモードを解除し、STS2

～STS0の設定に従い、遷移時間が確保されます。 
［6］設定した遷移時間の経過後、目的とする逓倍率で本LSIでは動作を再開します。 
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なお、［1］のソフトウェアスタンバイモードへ遷移する SLEEP命令に PCブレークを設定すると、
ソフトウェアスタンバイモードに遷移し、発振安定時間を経てブレーク例外処理が実行されます。こ
の場合、RTE命令実行後に SLEEP命令の次の命令を実行します。 

 
STCS＝1の場合、STC1、STC0ビットの書き換え直後に、変更後の逓倍率で LSIは動作します。 

 

21.5 中速クロック分周器 
中速クロック分周器は、システムクロックを分周し、φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／32を生

成します。 
 

21.6 バスマスタクロック選択回路 
バスマスタクロック選択回路は、バスマスタに供給するクロックを、SCKCRの SCK2～SCK0ビッ

トに従って、システムクロック（φ）、または中速クロック（φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／
32）から選択します。 
 

21.7 サブクロック発振器 
(1) 32.768kHz水晶発振子を接続する方法 

サブクロック分周器へクロックを供給するには、図 21.6に示すように 32.768kHzの水晶発振子を
接続します。接続する場合の注意については、「21.3.1（3）ボード設計上の注意」と同様です。 
 

OSC1

OSC2

【注】*　C1、C2は、寄生容量を含んだ参考値です。

C1

C2

C1=C2=15pF（typ）*

 
図 21.6 32.768kHz水晶発振子の接続例 

 
図 21.7に 32.768kHz水晶発振子の等価回路を示します。 
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OSC1 OSC2

CsLs Rs

Co

 
図 21.7 32.768kHz水晶発振子の等価回路 

 

(2) サブクロックを必要としない場合の端子処理 

サブクロックを必要としない場合には、図 21.8に示すように OSC1端子を Vssに接続し、OSC2
端子をオープンとしてください。 
 

OSC1

OSC2 オープン

 
図 21.8 サブクロックを必要としない場合の端子処理 

 

21.8 サブクロック波形成形回路 
OSC1端子から入力されたサブクロックのノイズ除去のため、φクロックの分周クロックでサンプ

リングします。サンプリング周波数は、LPWRCRの NESELビットで設定します。詳細は、「22.2.3 
ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）」を参照してください。 
サブアクティブモード、サブスリープモード、およびウォッチモードでは、サンプリングされませ

ん。 
 

21.9 発振子に関する注意事項 
発振子に関する諸特性は、ユーザのボード設計に密接に関係しますので本章で案内する発振子の接

続例を参考に、ユーザ側での十分な評価を実施してご使用願います。発振子の回路定格は発振子、実
装回路の浮遊容量などにより異なるため、発振子メーカと十分ご相談の上決定してください。発振端
子に印加される電圧が最大定格を超えないような設計を行ってください。 
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22. 低消費電力状態 

22.1 概要 
本 LSIには、通常のプログラム実行状態のほかに、CPUや発振器の動作を停止し、消費電力を低

くする低消費電力状態があります。CPU、内蔵周辺機能などを個別に制御して、低消費電力化を実現
できます。 
本 LSIの動作状態には、 
 
（1）高速モード 
（2）中速モード 
（3）サブアクティブモード 
（4）スリープモード 
（5）サブスリープモード 
（6）ウオッチモード 
（7）モジュールストップモード 
（8）ソフトウェアスタンバイモード 
（9）ハードウェアスタンバイモード 
 
があり、（2）～（9）が低消費電力状態です。スリープモード、サブスリープモードは CPUの状

態、中速モードは CPUとバスマスタの状態、サブアクティブモードは CPUとバスマスタ、内蔵周辺
機能の状態、モジュールストップモードは内蔵周辺機能（CPU以外のバスマスタも含む）の状態です。
これらは一部組み合わせて設定することができます。 
リセット後は、高速モード、DTCを除くモジュールストップモードになっています。 
表 22.1に各モードでの LSIの内部状態、表 22.2に低消費電力モード遷移条件を示します。 
また、図 22.1にモード遷移図を示します。 
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表 22.1 各モードでの LSIの内部状態 
機能 高速 中速 スリープ モジュール

ストップ
ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

システムクロック 

発振器 

動作 動作 動作 動作 停止 停止 停止 停止 停止 

サブクロック発振器 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 停止 

CPU 命令 

レジスタ 

動作 中速動作 停止 

（保持） 

高/中速 

動作 

停止 

（保持）

サブ 

クロック

動作 

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

（不定） 

NMI 外部 

割り込み IRQ0～5 

動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 停止 

WDT1 動作 動作 動作 動作 サブ 

クロック

動作 

サブ 

クロック

動作 

サブ 

クロック

動作 

停止 

（保持） 

停止 

（リセット） 

WDT0 動作 動作 動作 動作 停止 

（保持）

サブ 

クロック

動作 

サブ 

クロック

動作 

停止 

（保持） 

停止 

（リセット） 

DTC 動作 中速動作 動作 停止 

（保持）

停止 

（保持）

停止 

（保持）

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

（リセット） 

PBC 動作 中速動作 動作 停止 

（保持）

停止 

（保持）

サブ 

クロック

動作 

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

（リセット） 

TPU 

PPG 

動作 動作 動作 停止 

（保持）

停止 

（保持）

停止 

（保持）

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

（リセット） 

SCI0 

SCI1 

PWM 

HCAN 

A/D 

動作 動作 動作 停止 

（リセット）

停止 

（リセット）

停止 

（リセット）

停止 

（リセット）

停止 

（リセット） 

停止 

（リセット） 

LCD 動作 動作 動作 停止 

（保持）

動作* 動作* 動作* 停止 

（保持） 

停止 

（リセット） 

RAM 動作 動作 動作 
（DTC） 

動作 保持 動作 保持 保持 保持 

周辺機能 

I/O 動作 動作 動作 動作 保持 動作 保持 保持 ハイインピ
ーダンス 

【注】 停止（保持）は、内部レジスタ値保持。内部状態は動作中断。 

 停止（リセット）は、内部レジスタ値および内部状態を初期化。 

 モジュールストップモード時は、停止設定をしたモジュールのみ停止（リセットまたは保持）。 

 * LCDをウォッチ、サブアクティブ、サブスリープモードで動作させる場合は、使用クロックにサブ

クロックを選択してください。 
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プログラム停止状態

プログラム実行状態

SCK2～
SCK0＝0

SCK2～
SCK0≠0

SLEEP命令
SSBY＝1, PSS＝1,
DTON＝1, LSON＝1
クロック切り替え
例外処理

SLEEP命令
SSBY＝1, PSS＝1,
DTON＝1, LSON＝0
発振安定時間（STS2～
0）後クロック切り替え
例外処理

SLEEP命令

SLEEP命令

すべての割り込み*3

SLEEP命令

SLEEP命令

SLEEP命令

外部割り込み*4

割り込み*1,
LSONビット＝0

割り込み*2

割り込み*1,
LSONビット＝1

STBY端子＝High,
RES端子＝Low

STBY端子＝Low

SSBY＝0, LSON＝0

SSBY＝1, 
PSS＝0, LSON＝0

SSBY＝0, 
PSS＝1, LSON＝1

SSBY＝1, 
PSS＝1, DTON＝0

RES端子＝High

：例外処理を行って遷移します。 ：低消費電力モード

リセット状態

高速モード
（メインクロック）

中速モード
（メインクロック）

サブアクティブモード
（サブクロック）

サブスリープモード
（サブクロック）

ハードウェア
スタンバイモード

ソフトウェア
スタンバイモード

スリープモード
（メインクロック）

ウォッチモード
（サブクロック）

【注】 *1
*2
*3
*4

・

・

・
・

NMI、IRQ0～IRQ5、WDT1割り込み
NMI、IRQ0～IRQ5、IWDT0割り込み、WDT1割り込み
すべての割り込み
NMI、IRQ0～IRQ5

割り込みによって各モード間の遷移を行う場合は、割り込み要因発生のみで遷移することは
できません。必ず割り込み要求を受け付けてから、割り込み処理を行うようにしてください。
ハードウェアスタンバイモードを除くすべての状態において、RES＝Lowとすると、リセット状態
に遷移します。
すべての状態において、STBY＝Lowとすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。
ウォッチモード、サブアクティブモードに遷移するときは、必ず高速モードに設定してくださ
い。

 
図 22.1 モード遷移図 
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表 22.2 低消費電力モード遷移条件 
遷移時の制御ビット状態 遷移前の状態 

SSBY PSS LSON DTON

SLEEP命令による 
遷移後の状態 

割り込みによる 
復帰後の状態 

0 * 0 * スリープ 高速／中速 

0 * 1 * ─ ─ 

1 0 0 * ソフトウェアスタンバイ 高速／中速 

1 0 1 * ─ ─ 

1 1 0 0 ウォッチ 高速 

1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

1 1 0 1 ─ ─ 

高速／中速 

1 1 1 1 サブアクティブ ─ 

0 0 * * ─ ─ 

0 1 0 * ─ ─ 

0 1 1 * サブスリープ サブアクティブ 

1 0 * * ─ ─ 

1 1 0 0 ウォッチ 高速 

1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

1 1 0 1 高速 ─ 

サブアクティブ 

1 1 1 1 ─ ─ 
*：Don't care 

 ─ ：設定しないでください。 

 

22.1.1 レジスタ構成 
低消費電力状態は、SBYCR、SCKCR、LPWRCR、TCSR（WDT1）、MSTPCRで制御されます。

レジスタ構成を表 22.3に示します。 

表 22.3 レジスタ構成 
名  称 略称 R/W 初期値 アドレス*1 

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR R/W H'58 H'FDE4 

システムクロックコントロールレジスタ SCKCR R/W H'00 H'FDE6 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR R/W H'00 H'FDEC 

タイマコントロール／ステータスレジスタ
（WDT1） 

TCSR1 R/W H'00 H'FFA2 

MSTPCRA R/W H'3F H'FDE8 

MSTPCRB R/W H'FF H'FDE9 

MSTPCRC R/W H'FF H'FDEA 

モジュールストップコントロールレジスタ 
A～D 

MSTPCRD R/W B'11****** H'FC60 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 
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22.2 各レジスタの説明 
22.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

7

SSBY

0

R/W

6

STS2

1

R/W

5

STS1

0

R/W

4

STS0

1

R/W

3

OPE

1

R/W

0

―

0

―

2

―

0

―

1

―

0

―

ビット

初期値

R/W

：

：

：

 
SBYCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 
SBYCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'58に初期化されます。ソフトウェ

アスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 7：ソフトウェアスタンバイ（SSBY） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、他の制御ビットとの組み合わせで動作モードを決定
します。 
なお、割り込みなどによってモード間遷移をした場合でも SSBYビットの内容は変わりません。 

 
ビット 7 

SSBY 

説   明 

0 高速モードおよび中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモードに遷移 
サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモードに遷移 
 （初期値） 

1 高速モードおよび中速モードで SLEEP命令を実行したとき、ソフトウェアスタンバイモー
ド、サブアクティブモード、あるいはウォッチモードに遷移 
サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、あるいは高速モー
ドに遷移 

 

ビット 6～4：スタンバイタイマセレクト 2～0（STS2～STS0） 

特定の割り込みや命令によってソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブ
モードを解除し、高速モードあるいは中速モードに遷移する場合に、クロックが安定するまでMCU
が待機する時間を選択します。水晶発振の場合、表 22.5を参照し、動作周波数に応じて待機時間が
8ms（発振安定時間）以上となるように選択してください。外部クロックの場合、任意の選択が可能
です。 
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ビット 6 ビット 5 ビット 4 

STS2 STS1 STS0 

説   明 

0 待機時間＝ 8192 ステート 0 

1 待機時間＝ 16384 ステート 

0 待機時間＝ 32768 ステート 

0 

1 

1 待機時間＝ 65536 ステート 

0 待機時間＝ 131072 ステート 0 

1 待機時間＝ 262144 ステート （初期値） 

0 リザーブ 

1 

1 

1 待機時間＝ 16 ステート 

 

ビット 3：出力ポートイネーブル（OPE） 

ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、および直接遷移時にアドレスバス、バス制御信
号（AS、RD、HWR、LWR）の出力を保持するか、ハイインピーダンスにするかを指定します。 
 
ビット 3 

OPE 

説   明 

0 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、および直接遷移時にアドレスバス、バス制御
信号はハイインピーダンス 

1 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、および直接遷移時にアドレスバス、バス制御
信号は出力状態を保持 （初期値） 

 

ビット 2～0：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

22.2.2 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） 

7

PSTOP

0

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

STCS

0

R/W

0

SCK0

0

R/W

2

SCK2

0

R/W

1

SCK1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

SCKCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、φクロック出力の制御、PLL回路の周波
数逓倍率変更時の動作の選択、中速モードの制御を行います。 

SCKCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウェ
アスタンバイモードでは初期化されません。 
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ビット 7：φクロック出力禁止（PSTOP） 

対応するポートの DDRとの組み合わせにより、φ出力を制御します。詳細は「22.12 φクロック
出力禁止機能」を参照してください。 
 
ビット 7 説   明 

PSTOP 高速モード、 
中速モード、 
サブアクティブ 
モード 

スリープモード、 
サブスリープモード

ソフトウェア 
スタンバイモード、
ウォッチモード、 
直接遷移 

ハードウェア 
スタンバイモード 

0 φ出力（初期値） φ出力 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

1 Highレベル固定 Highレベル固定 Highレベル固定 ハイインピーダンス 

 

ビット 6～4：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
 

ビット 3：周波数逓倍率切り替えモード選択（STCS） 

STCSは PLL回路の周波数逓倍率変更時の動作を選択します。 
 
ビット 3 

STCS 

説   明 

0 指定した逓倍率は、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード
に遷移後に有効 （初期値） 

1 指定した逓倍率は、STCビットの書き換え直後に有効 

 

ビット 2～0：システムクロックセレクト 2～0（SCK2～SCK0） 

高速モード、中速モード、およびサブアクティブモードでのバスマスタのクロックを選択します。 
なお、ウォッチモード、サブアクティブモードに遷移して動作させる場合には、SCK2～SCK0す

べて 0に設定してください。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

SCK2 SCK1 SCK0 

説   明 

0 バスマスタは高速モード （初期値） 0 

1 中速クロックはφ／2 

0 中速クロックはφ／4 

0 

1 

1 中速クロックはφ／8 

0 中速クロックはφ／16 0 

1 中速クロックはφ／32 

1 

1 －          － 
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22.2.3 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

7

DTON

0

R/W

6

LSON

0

R/W

5

NESEL

0

R/W

4

SUBSTP

0

R/W

3

RFCUT

0

R/W

0

STC0

0

R/W

2

－

0

R/W

1

STC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

LPWRCRは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、低消費電力モードの制御を行います。 
LPWRCRはリセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウ

ェアスタンバイモードでは初期化されません。ここでは、ビット 7～2についてのみ説明します。そ
の他のビットについては、「21.2.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）」を参照してく
ださい。 
 

ビット 7：ダイレクトトランスファオンフラグ（DTON） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、高速モード、中速モードとサブアクティブモードの
各モード間を直接遷移するか否かを指定します。SLEEP命令実行後に遷移する動作モードは、本ビッ
ト以外の制御ビットの組み合わせで決定します。 
 
ビット 7 

DTON 

説   明 

0 • 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ソフト
ウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、またはウォッ
チモードに遷移 （初期値） 

1 • 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、サブアクティブモード*に
直接遷移、またはスリープモード、ソフトウェアスタンバイモードに遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、高速モードに直接遷移、またはサブ
スリープモードに遷移 

【注】 * ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設定してください。 

 

ビット 6：ロースピードオンフラグ（LSON） 

SLEEP命令実行による低消費電力遷移時に、他の制御ビットとの組み合わせで動作モードを決定
します。また、ウォッチモードを解除時に、高速モードに遷移するかサブアクティブモードに遷移す
るかを制御します。 
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ビット 6 

LSON 

説   明 

0 • 高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ソフト
ウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモードに遷移、または高速
モードに直接遷移 

• ウォッチモード解除後に高速モードに遷移 （初期値） 

1 • 高速モードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、またはサブアクティブモード
に遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード 、またはウォッ
チモードに遷移 

• ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移 

【注】 * ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設定してください。 

 

ビット 5：ノイズ除去サンプリング周波数選択（NESEL） 

サブクロック発振器より生成されたサブクロック（φSUB）を、システムクロック発振器より生成
されたクロック（φ）により、サンプリングする周波数を選択します。φ＝5MHz以上のときは、0
をセットしてください。 
サブアクティブ、サブスリープ、ウォッチモード時、本設定は無効となります。 

 
ビット 5 

NESEL 

説   明 

0 φの 32分周クロックでサンプリング （初期値） 

1 φの 4分周クロックでサンプリング 

 

ビット 4：サブクロックイネーブル（SUBSTP） 

サブクロック生成の許可または禁止を制御します。 
 
ビット 4 

SUBSTP 

説   明 

0 サブクロック生成を許可 （初期値） 

1 サブクロック生成を禁止 

 

ビット 3：発振回路帰環抵抗制御ビット（RFCUT） 

メインクロック発振回路に内蔵されている帰環抵抗の ON／OFFを制御します。 
 
ビット 3 

RFCUT 

説   明 

0 メインクロック発振時帰環抵抗 ON、メインクロック発振停止時帰環抵抗 OFF （初期値） 

1 帰環抵抗を OFF 

 

ビット 2：リザーブビット 

ライト時には 0を書き込んでください。 
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22.2.4 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 
■WDT1の TCSR 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

PSS

0

R/W

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】　*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

TCSRは、リード／ライト可能な 8ビットのレジスタで、WDT1の TCNTに入力するクロック、モ
ードの選択などを行います。 
ここでは、ビット 4についてのみ説明します。その他のビットの詳細については「12.2.2 タイマ

コントロール／ステータスレジスタ（TCSR）」を参照してください。 
TCSRは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'00に初期化されます。ソフトウ

ェアスタンバイモード時には初期化されません。 
 

ビット 4：プリスケーラセレクト（PSS） 

WDT1の TCNTの入力クロックソースを選択します。 
また、低消費電力モード遷移時の動作を制御します。SLEEP命令実行後に遷移する動作モードは、

本ビット以外の制御ビットとの組み合わせで決定します。 
詳細は、「12.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）」のクロックセレクト 2

～0の説明および本章を参照してください。 
 

ビット 4 

PSS 

説   明 

0 • TCNTはφベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント 
• 高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ソフト
ウェアスタンバイモードに遷移 （初期値） 

1 • TCNTはφSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント 
• 高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープモード、ウォッ
チモード*、サブアクティブモード*に遷移 

• サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、ウォッチモ
ード、高速モードに遷移 

【注】 * ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設定してください。 
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22.2.5 モジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCR） 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W

MSTPCRA

7

MSTPB7

1

R/W

6

MSTPB6

1

R/W

5

MSTPB5

1

R/W

4

MSTPB4

1

R/W

3

MSTPB3

1

R/W

2

MSTPB2

1

R/W

1

MSTPB1

1

R/W

0

MSTPB0

1

R/W

MSTPCRB

7

MSTPC7

1

R/W

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W

MSTPCRC

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPD7

1

R/W

6

MSTPD6

1

R/W

5

MSTPD5

不定

－

4

MSTPD4

不定

－

3

MSTPD3

不定

－

2

MSTPD2

不定

－

1

MSTPD1

不定

－

0

MSTPD0

不定

－

MSTPCRD

 
MSTPCRは 8ビットのリード／ライト可能な 4本のレジスタで、モジュールストップモードの制

御を行います。 
MSTPCRA～Cは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'3FFFFFに、MSTPCRD

は、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に B'11******に初期化されます。ソフトウェア
スタンバイモードでは初期化されません。 
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MSTPCRAビット 7～0、MSTPCRBビット 7、6、4～0、MSTPCRCビット 7、5～0、MSTPCRD
ビット 7、6： 
モジュールストップ（MSTPA7～0、MSTPB7、6、4～0、MSTPC7、5～0、MSTPD7、6） 

モジュールストップモードを指定します。内蔵周辺機能の選択方法は表 22.4を参照してください。 
 

MSTPA7～0、MSTPB7、6、4～0、 
MSTPC7、5～0、MSTPD7、6 

説   明 

0 モジュールストップモード解除 
（ MSTPA7、MSTPA6の初期値） 

1 モジュールストップモード設定 
（MSTPA5～0、MSTPB7～0、MSTPC7～0、MSTPD7、6の初期値） 

 

22.3 中速モード 
高速モード時に SCKCRの SCK2～SCK0ビットを 1にセットすると、そのバスサイクルの終了時

点で中速モードになります。中速モードでは、CPUは、SCK2～SCK0ビットで指定した動作クロッ
ク（φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／32）で動作します。CPU以外のバスマスタ（DTC）も中速
モードで動作します。 
バスマスタ以外の内蔵周辺機能は常に高速クロック（φ）で動作します。 
中速モードではバスマスタの動作クロックに対して、指定されたステート数でバスアクセスを行い

ます。たとえば、動作クロックとしてφ／4を選択した場合、内蔵メモリは 4ステートアクセス、内
部 I/Oレジスタは 8ステートアクセスになります。 
中速モードの解除は、SCK2～SCK0ビットをいずれも 0にクリアすることによって行われ、その

バスサイクルの終了時点で高速モードに遷移し、中速モードは解除されます。 
SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝0の状態で SLEEP命令を実行すると、ス

リープモードに遷移します。スリープモードが割り込みによって解除されると中速モードに復帰しま
す。 
また、SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TCSR（WDT1）の PSSビット＝0の状態

で SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバ
イモードが外部割り込みによって解除されると中速モードに復帰します。 

RESを Lowレベルにするとリセット状態に遷移し、中速モードは解除されます。ウォッチドッグ
タイマのオーバフローによるリセットによっても同様です。 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
中速モードへの遷移、解除のタイミングを図 22.2に示します。 
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中速モード

φ、
周辺モジュールクロック

バスマスタクロック

内部アドレスバス

内部ライト信号

SBYCR SBYCR

 
図 22.2 中速モードの遷移・解除タイミング 

 

22.4 スリープモード 
22.4.1 スリープモード 

SBYCRの SSBYビット=0、LPWRCRの LSONビット=0の状態で SLEEP命令を実行すると、CPU
はスリープモードになります。スリープモード時、CPUの動作は停止しますが、CPUの内部レジス
タの内容は保持されます。CPU以外の周辺機能は停止しません。 
 

22.4.2 スリープモードの解除 
スリープモードの解除は、すべての割り込み、RESまたは STBY端子によって行われます。 

 

(1) 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、スリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。割り込みが
禁止されている場合、また、NMI以外の割り込みが CPUでマスクされている場合には、スリープモ
ードは解除されません。 
 

(2) RES端子による解除 

RES端子を Lowレベルにすると、リセット状態になります。規定のリセット入力期間後、RES端
子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始します。 
 

(3) STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
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22.5 モジュールストップモード 
22.5.1 モジュールストップモード 
モジュールストップモードは内蔵周辺機能のモジュール単位で設定することができます。 
MSTPCRの対応するMSTPビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でモジュールは

動作を停止してモジュールストップモードへ遷移します。このとき CPUは独立して動作を継続しま
す。 

MSTPビットと内蔵周辺機能の対応を表 22.4に示します。 
対応するMSTPビットを 0にクリアすることによって、モジュールストップモードは解除され、バ

スサイクルの終了時点でモジュールは動作を再開します。モジュールストップモードでは、SCI、モ
ータコントロール PWM、A/D変換器、HCANを除くモジュールの内部状態が保持されています。 
リセット解除後は、DTCを除くすべてのモジュールがモジュールストップモードになっています。 
モジュールストップモードに設定されたモジュールのレジスタは、リード／ライトできません。 

表 22.4 MSTPビットと内蔵周辺機能の対応 
レジスタ名 ビット名 モジュール 

MSTPA6 データトランスファコントローラ（DTC） 

MSTPA5 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

MSTPA3 プログラマブルパルスジェネレータ（PPG） 

MSTPCRA 

MSTPA1 A/D変換器 

MSTPB7 シリアルコミュニケーションインタフェース 0（SCI0） 

MSTPB6 シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI1） 

MSTPCRB 

MSTPB5 シリアルコミュニケーションインタフェース 2（SCI2） 
（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647のみ） 

MSTPC4 PCブレークコントローラ（PBC） MSTPCRC 

MSTPC3 コントローラエリアネットワーク（HCAN） 

MSTPD7 モータコントロール PWM（PWM） MSTPCRD 

MSTPD6 LCDコントローラ／ドライバ 

【注】 レジスタの空きビットはリザーブビットです。書き込む値は常に 1としてください。 

 

22.5.2 使用上の注意 
(1) DTCのモジュールストップ 

DTCの動作状態によっては、MSTPA7、MSTPA6ビットは 1にセットされない場合があります。
DTCのモジュールストップモードの設定は、それぞれ起動されない状態で行ってください。 
詳細は「第 8章 データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。 

 

(2) 内蔵周辺モジュールの割り込み 

モジュールストップモードでは、当該割り込みの動作ができません。したがって、割り込みが要求
された状態でモジュールストップとすると、CPUの割り込み要因または DTCの起動要因のクリアが
できません。 
 
事前に割り込みをディスエーブルにするなどしてからモジュールストップモードとしてください。 
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(3) MSTPCRのライト 

MSTPCRは CPUのみでライトしてください。 
 

(4) 中速モード時の使用上の制限事項 

中速モードで動作中に、HCAN、LCDコントローラ、モータコントロール PWMタイマのレジスタ
に対して書き込みをしないでください。 
 

22.6 ソフトウェアスタンバイモード 
22.6.1 ソフトウェアスタンバイモード 

SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、TCSR（WDT1）の PSS＝0の状態で
SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードになります。このモードでは、CPU、内蔵
周辺機能、および発振器のすべての機能が停止します。ただし、CPUの内部レジスタの内容と内蔵
RAMのデータ、および内蔵周辺機能（SCI、A/D変換器、モータコントロール PWM、HCANを除く）
と I/Oポートの状態は保持されます。アドレスバス、バス制御信号は、ハイインピーダンス状態とな
ります。 
本モードでは、発振器が停止するため、消費電力は著しく低減されます。 

 

22.6.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除 
ソフトウェアスタンバイモードの解除は、外部割り込み（NMI端子、IRQ0～IRQ5）、RESまたは

STBY端子によって行われます。 
 

(1) 割り込みによる解除 

NMI、IRQ0～IRQ5割り込み要求信号が入力されると、クロックが発振を開始し、SBYCRの STS2
～STS0ビットによって設定された時間が経過した後、安定したクロックが本LSI全体に供給されて、
ソフトウェアスタンバイモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。 
なお、IRQ0～IRQ5割り込みでソフトウェアスタンバイモードを解除する場合には、対応するイネ

ーブルビットを 1にセットし、かつ IRQ0～IRQ5割り込みより高い優先順位の割り込みが発生しない
ようにしてください。なお、CPU側でマスクした場合、または DTCの起動要因に設定した場合には、
ソフトウェアスタンバイモードは解除できません。 
 

(2) RES端子による解除 

RES端子を Lowレベルにすると、クロックの発振が開始されます。クロックの発振開始と同時に、
本 LSI全体にクロックが供給されます。このとき RES端子は必ずクロックの発振が安定するまで Low
レベルに保持してください。RES端子を Highレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始しま
す。 
 

(3) STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
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22.6.3 ソフトウェアスタンバイモード解除後の発振安定時間の設定 
SBYCRの STS2～STS0ビットの設定は、以下のようにしてください。 

 

(1) 水晶発振の場合 

待機時間が 8ms（発振安定時間）以上となるように STS2～STS0ビットを設定してください。 
表 22.5に、動作周波数と STS2～STS0ビットの設定に対する待機時間を示します。 

表 22.5 発振安定時間の設定 
STS

2 
STS

1 
STS

0 
待機時間 20 

MHz
16 

MHz
12 

MHz
10 

MHz
8 

MHz
6 

MHz 
4 

MHz 
単位 

0 8192ステート 0.41 0.51 0.65 0.8 1.0 1.3 2.0 0 

1 16384ステート 0.82 1.0 1.3 1.6 2.0 2.7 4.1 

0 32768ステート 1.6 2.0 2.7 3.3 4.1 5.5 8.2 

0 

1 

1 65536ステート 3.3 4.1 5.5 6.6 8.2 10.9 16.4 

0 131072ステート 6.6 8.2 10.9 13.1 16.4 21.8 32.8 0 

1 262144ステート 13.1 16.4 21.8 26.2 32.8 43.6 65.6 

ms 

0  リザーブ － － － － － － －  

1 

1 

1 16ステート* 0.8 1.0 1.3 1.6 2.0 1.7 4.0 μs 

   ：推奨設定時間 

【注】 * 本設定は使用しないでください。 

 

(2) 外部クロックの場合 

PLL回路の安定時間が必要になります。2ms以上となるように待機時間を設定してください。 
 

22.6.4 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 
NMI端子の立ち下がりエッジでソフトウェアスタンバイモードに遷移し、NMI端子の立ち上がり

エッジでソフトウェアスタンバイモードの解除を行う例を図 22.3に示します。 
この例では、SYSCRの NMIEGビットが 0にクリアされている（立ち下がりエッジ指定）状態で、

NMI割り込みを受け付けた後、NMIEGビットを 1にセット（立ち上がりエッジ指定）、SSBYビッ
トを 1にセットした後、SLEEP命令を実行してソフトウェアスタンバイモードに遷移しています。 
その後、NMI端子の立ち上がりエッジでソフトウェアスタンバイモードが解除されます。 
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（低消費電力状態）

発振安定
時間
tOSC2

NMI例外処理

 
図 22.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

 

22.6.5 使用上の注意 
(1) I/Oポートの状態 

ソフトウェアスタンバイモードでは、I/Oポートの状態が保持されます。また、OPEビットを 1に
セットした場合、アドレスバス、バス制御信号の出力も保持されます。したがって、Highレベルを
出力している場合、出力電流分の消費電流は低減されません。 
 

(2) 発振安定待機中の消費電流 

発振安定待機中は消費電流が増加します。 
 

(3) ライトデータバッファ機能 

ライトデータバッファ機能とソフトウェアスタンバイモードは同時には使用できません。 
ライトデータバッファ機能を使用している場合、ソフトウェアスタンバイモードに遷移する前に

BCRLのWDBEビットを 0にクリアしてライトデータバッファ機能を解除してください。さらに外
部アドレスをリードするなどして外部ライトが終了したことを確認してから SLEEP命令を実行し、
ソフトウェアスタンバイモードに遷移してください。 
ライトデータバッファ機能については「7.7 ライトデータバッファ機能」を参照してください。 
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22.7 ハードウェアスタンバイモード 
22.7.1 ハードウェアスタンバイモード 

STBY端子を Lowレベルにすると、どの状態からでもハードウェアスタンバイモードになります。 
ハードウェアスタンバイモードでは、すべての機能がリセット状態になり動作が停止するため、消

費電力は著しく低減します。このとき、規定の電圧が与えられている限り、内蔵 RAMのデータは保
持されます。I/Oポートはハイインピーダンス状態になります。 
内蔵 RAMのデータを保持するためには、STBY端子を Lowレベルにする前に、SYSCRの RAME

ビットを 0にクリアしてください。 
また、ハードウェアスタンバイモード中には、モード端子（MD2～MD0）の状態を変化させない

でください。 
ハードウェアスタンバイモードの解除は、STBY端子と RES端子によって行われます。RES端子

を Lowレベルにした状態で、STBY端子を Highレベルにすると、リセット状態になり、クロックは
発振を開始します。このとき、RES端子は必ずクロックの発振が安定するまで（水晶発振の場合、発
振安定時間 8ms以上）Lowレベルを保持してください。その後、RES端子を Highレベルにすると、
リセット例外処理状態を経てプログラム実行状態へ遷移します。 
 

22.7.2 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 
ハードウェアスタンバイモードのタイミング例を図 22.4に示します。 
RES端子を Lowレベルにした後、STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモ

ードに遷移します。解除は、STBY端子を Highレベルにし、クロックの発振安定時間経過後、RES
端子を Lowレベルから Highレベルにすることにより行われます。 
 

発振器

RES

STBY

発振安定
時間

リセット例外処理

 
図 22.4 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 
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22.8 ウォッチモード 
22.8.1 ウォッチモード 
高速モードあるいはサブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの

DTONビット＝0、TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはウ
ォッチモードに遷移します。 
ウォッチモード時、CPUは動作を停止します。また、WDT1以外の周辺機能は動作を停止します。

CPUの内部レジスタの内容と内蔵 RAMのデータ、および内蔵周辺機能（SCI、A/D変換器モータコ
ントロール PWM、HCANを除く）と I/Oポートの状態は保持されます。 
 

22.8.2 ウォッチモードの解除 
ウォッチモードの解除は、割り込み（ WOVI1割り込み、NMI端子、IRQ0～IRQ5）、RESまたは

STBY端子によって行われます。 
 

(1) 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、ウォッチモードは解除され、 LPWRCRの LSONビット＝0のときは高速
モードあるいは中速モードに、 LSONビット＝1のときはサブアクティブモードに遷移します。高速
モードに遷移するときは、SBYCRの STS2～STS0により設定された時間が経過した後、安定したク
ロックが LSI全体に供給され、割り込み例外処理を開始します。なお、IRQ0～IRQ5割り込みについ
ては、対応するイネーブルビットが 0にクリアされている場合、内蔵周辺機能による割り込みについ
ては、割り込み許可レジスタにより当該割り込みの受け付けが禁止されている場合、または CPUで
マスクされている場合には、ウォッチモードは解除されません。 
ウォッチモードから高速モードに遷移するときの発振安定時間の設定は、「22.6.3 ソフトウェア

スタンバイモード解除後の発振安定時間の設定」を参照してください。 
 

(2) RES端子による解除 

RES端子による解除については、「22.6.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除（2）RES端子
による解除」を参照してください。 
 

(3) STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

22.8.3 使用上の注意 
(1) I/Oポートの状態 

ウォッチモードでは、I/Oポートの状態が保持されます。また、OPEビットを 1にセットした場合、
アドレスバス、バス制御信号の出力も保持されます。したがって、Highレベルを出力している場合、
出力電流分の消費電流は低減されません。 
 

(2) 発振安定待機中の消費電流 

発振安定待機中は消費電流が増加します。 
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22.9 サブスリープモード 
22.9.1 サブスリープモード 
サブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝0、 LPWRCRの LSONビット＝1、TCSR

（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブスリープモードに遷移
します。 
サブスリープモード時、CPUは動作を停止します。また、WDT0、WDT1以外の周辺機能は動作を

停止します。CPUの内部レジスタの内容と内蔵 RAMのデータ、および内蔵周辺機能（SCI、A/D変
換器モータコントロール PWM、HCANを除く）と I/Oポートの状態は保持されます。 
 

22.9.2 サブスリープモードの解除 
サブスリープモードの解除は、割り込み（内蔵周辺機能からの割り込み、NMI端子、IRQ0～IRQ5）、

RES、または STBY端子によって行われます。 
 

(1) 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、サブスリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。 
なお、IRQ0～IRQ5割り込みについては、対応するイネーブルビットが 0にクリアされている場合、

内蔵周辺機能からの割り込みについては、割り込み許可レジスタにより当該割り込みの受け付けが禁
止されている場合、または CPUでマスクされている場合には、サブスリープモードは解除されませ
ん。 
 

(2) RES端子による解除 

RES端子による解除については、「22.6.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除（2）RES端子
による解除」を参照してください。 
 

(3) STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

22.10 サブアクティブモード 
22.10.1 サブアクティブモード 
高速モードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、 LPWRCRの DTONビット＝1、 LSONビッ

ト＝1、TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブアクティ
ブモードに遷移します。また、ウォッチモードで割り込みが発生したとき、 LPWRCRの LSONビッ
ト＝1の状態であれば、サブアクティブモードに遷移します。また、サブスリープモードで割り込み
が発生したとき、サブアクティブモードに遷移します。 
サブアクティブモード時、CPUはサブクロックにより、低速動作で順次プログラムを実行します。

サブアクティブモードでは、WDT0、WDT1以外の周辺機能は動作を停止します。 
なお、サブアクティブモードで動作させる場合は、SCKCRの SCK2～SCK0の各ビットを必ず 0と

してください。 
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22.10.2 サブアクティブモードの解除 
サブアクティブモードの解除は、SLEEP命令、RESまたは STBY端子によって行われます。 

 

(1) SLEEP命令による解除 

SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝0、 TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の
状態で SLEEP命令を実行するとサブアクティブモードは解除され、ウォッチモードに遷移します。
また、SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝1、 TCSR（WDT1）の PSSビット＝
1の状態で SLEEP命令を実行すると、サブスリープモードに遷移します。また、SBYCRの SSBYビ
ット＝1、LPWRCRの DTONビット＝1、LSONビット＝0、TCSR（WDT1）の PSSビット＝1の状態
で SLEEP命令を実行すると、高速モード（SCK0～SCK2がすべて 0）に直接遷移します。 
直接遷移の詳細は「22.11 直接遷移」を参照してください。 

 

(2) RES端子による解除 

RES端子による解除については、「22.6.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除（2）RES端子
による解除」を参照してください。 
 

(3) STBY端子による解除 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

22.11 直接遷移 
22.11.1 直接遷移の概要 

CPUがプログラムを実行している動作モードには高速モード、中速モード、サブアクティブモー
ドの 3つのモードがあります。高速モードとサブアクティブモードの間で、プログラムを停止するこ
となく遷移することを直接遷移と呼びます。直接遷移は LPWRCRの DTONを１にセットし、SLEEP
命令を実行することにより可能です。遷移後は直接遷移割り込み例外処理を開始します。 
 

(1) 高速モードからサブアクティブモードへの直接遷移 

高速モードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝1、DTONビット＝1、TSCR
（WDT1）の PSSビット＝1にセットした状態で SLEEP命令を実行するとサブアクティブモードに遷
移します。 
 

(2) サブアクティブモードから高速モードへの直接遷移 

サブアクティブモードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、DTONビッ
ト＝1、TSCR（WDT1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、SBYCRの STS2～STS0
により設定された時間を経過した後、直接高速モードに遷移します。 
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22.12 φクロック出力禁止機能 
SCKCRの PSTOPビット、対応するポートの DDRにより、φクロックの出力を制御することがで

きます。PSTOPビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でφクロックは停止し、φ出
力は Highレベルになります。PSTOPを 0にクリアした状態では、φクロック出力は許可されます。
また、対応するポートの DDRを 0にクリアすると、φクロック出力は禁止され、入力ポートになり
ます。表 22.6に各処理状態におけるφ端子の状態を示します。 
 

表 22.6 各処理状態におけるφ端子の状態 
DDR 0 1 

PSTOP － 0 1 

ハードウェアスタンバイモード ハイインピーダンス 

ソフトウェアスタンバイモード、 
ウォッチモード、 
直接遷移 

ハイインピーダンス High固定 

スリープモード、 
サブスリープモード 

ハイインピーダンス φ出力 High固定 

高速モード、 
中速モード 

ハイインピーダンス φ出力 High固定 

サブアクティブモード ハイインピーダンス φSUB出力 High固定 

 

22.13 使用上の注意事項 
（1） サブアクティブモード、ウォッチモードに遷移する場合はDTCをモジュールストップ

（MSTPCRの当該ビットに1ライト）設定し、当該ビットの1リード確認後、モード遷移して
ください。 
また、モジュールストップの解除（MSTPCRの当該ビットに0ライト）はサブアクティブモー
ドから高速モードおよび中速モードに遷移後に実行してください。 
なお、サブアクティブモード中にDTC起動要因が発生した場合、高速モードおよび中速モー
ドに遷移後モジュールストップ解除時にDTCが起動されます。 

 
（2） サブアクティブモードで動作停止する内蔵周辺モジュール（DTC、TPU）は、当該割り込み

をサブアクティブモードではクリアできません。したがって割り込みが要求された状態でサ
ブアクティブモードに遷移すると、CPUの割り込み要因のクリアができません。 
事前に各モジュールの割り込みをディスエーブルにした後、SLEEP命令を実行し、サブアク
ティブモード／ウォッチモードに遷移してください。 
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23. 電気的特性 

23.1 絶対最大定格 
絶対最大定格を表 23.1に示します。 

表 23.1 絶対最大定格 
項  目 記号 定格値 単位 

電源電圧 VCC 
PWMVCC 

- 0.3～ + 7.0 V 

 LPVCC - 0.3～ + 7.0 V 

入力電圧（OSC1、OSC2） Vin - 0.3～ + 3.5 V 

入力電圧（XTAL、EXTAL） Vin - 0.3～VCC+ 0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9） Vin - 0.3～AVCC + 0.3 V 

入力電圧（ポート A～E、ポート PF2、
4～6） 

Vin - 0.3～LPVCC + 0.3 V 

入力電圧（ポート H、J） Vin - 0.3～PWMVCC + 0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9、A～E、ポート
PF2、4～6、ポート H、J以外） 

Vin - 0.3～VCC + 0.3 V 

リファレンス電源電圧 Vref - 0.3～AVCC + 0.3 V 

アナログ電源電圧 AVCC - 0.3～+7.0 V 

アナログ入力電圧 VAN - 0.3～AVCC + 0.3 V 

動作温度 Topr 通常仕様品：-20～+75 

  広温度範囲仕様品：-40～+85 

℃ 

保存温度 Tstg - 55～+125 ℃ 

【使用上の注意】 

 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 
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23.2 電源電圧と動作周波数範囲 
電源電圧と動作範囲（網かけ部）を図 23.1に示します。 
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図 23.1 電源電圧と動作範囲 
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23.3 DC特性 
DC特性を表 23.2に示します。また、出力許容電流値を表 23.3に示します。 

表 23.2 DC特性 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT

－ 1.0 ― ― 

VT

＋ ― ― VCC×0.7

シュミット 
トリガ入力 
電圧 

IRQ0～IRQ5 

VT

＋ - VT

－ 0.4 ― ― 

V  

RES、STBY、NMI、FWE、 
MD2～MD0 

VCC - 0.7 VCC + 0.3

EXTAL VCC×0.7

―

VCC + 0.3

ポート 1～3、5、H、J、K、 
ポート PF0、PF3、PF7 

2.2 ― VCC + 0.3

HRxD 2.2 ― VCC + 0.3

ポート A～E、 
ポート PF2、PF4～PF6 

2.2  LPVCC  
+ 0.3 

入力 High 
レベル電圧 

ポート 4、9 

VIH 

AVCC×0.7  AVCC + 0.3

V  

RES、STBY、NMI、FWE、 
MD2～MD0 

- 0.3 0.5 

EXTAL - 0.3 

―

0.8 

ポート 1～3、5、A～F、H、J、K - 0.3 ― 0.8 

HRxD - 0.3 ― VCC×0.2

入力 Low 
レベル電圧 

ポート 4、9 

VIL 

- 0.3 ― AVCC×0.2

V  

ポート 1～3、5、H、J、K、 
ポート PF0、PF3、PF7、HTxD 

VCC - 0.5 ― ― IOH＝ - 200μA 

ポート A～E、 
ポート PF2、PF4～PF6 

LPVCC - 
0.5 

― ― IOH＝ - 200μA 

ポート 1～3、5、H、J、K、 
ポート PF0、PF3、PF7、HTxD 

3.5 ― ― IOH＝ - 1mA 

ポート A～E、 
ポート PF2、PF4～PF6 

3.5 ― ― IOH＝ - 1mA 

出力 High 
レベル電圧 

PWM1A～1H、PWM2A～2H 

VOH 

PWMVCC 

- 0.5 
― ― 

V 

IOH＝ - 15mA 

PWM1A～1H、PWM2A～2Hを除
く全出力端子 

― ― 0.4 V IOL＝1.6mA 出力 Low 
レベル電圧 

PWM1A～1H、PWM2A～2H 

VOL 

― ― 0.5 V IOL＝15mA 

RES ― ― 1.0 

STBY、NMI、MD2～MD0 ― ― 1.0 

HRxD、FWE ― ― 1.0 

Vin＝0.5～ 
VCC -0.5 

入力リーク 
電流 

ポート 4、9 

｜Iin｜

― ― 1.0 

μA 

Vin＝0.5～ 
AVCC -0.5 
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項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

ポート 1～3、5、H、J、K、 
ポート PF0、PF3、PF7、HTxD 

― ― 1.0 Vin＝0.5～ 
VCC -0.5 

スリー 
ステート 
リーク電流 
（オフ状態） 

ポート A～E、 
ポート PF2、PF4～PF6 

｜ITSI｜

― ― 1.0 

μA 

Vin＝0.5～ 
LPVCC -0.5 

入力プル 
アップ 
MOS電流 

ポート A～E - Ip 50 ― 300 μA Vin＝0V 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

入力容量 

RES、NMI以外の全入力端子 

Cin 

― ― 15 pF 

Vin＝0V 
f＝1MHz 
Ta＝25℃ 

通常動作時 ― 60 80 mA f＝20MHz 

スリープ時 ― 50 65 mA f＝20MHz 

全モジュールストップ時 ― 40 ― mA f＝20MHz 
（参考値） 

中速モード（φ/32）時 ― 40 ― mA f＝20MHz 
（参考値） 

サブアクティブモード時 ― 130 220 μA 32.768kHz 
水晶発振子 
使用時  

サブスリープモード時 ― 95 160 μA 32.768kHz 
水晶発振子 
使用時  

ウォッチモード時 ― 15 60 μA 32.768kHz 
水晶発振子 
使用時 

― 2.0 10 Ta≦50℃ 

消費電流*2 

スタンバイ時 

ICC*4

― ― 80 

μA 

50℃＜Ta 

動作中 ― 10 20 mA  

― 0.1 10 Ta≦50℃ 

LCD電源部 
ポート 
電源電流 

スタンバイ時 

LPICC

― ― 80 

μA 

50℃＜Ta 

A/D変換中 ― 1.0 2.0 mA AVCC＝5.0V アナログ 
電源電流 A/D変換待機時 

AICC 

― ― 5.0 μA  

A/D変換中 ― 2.5 4.0 mA Vref＝5.0V リファレン
ス電源電流 A/D変換待機時 

AICC 

― ― 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧*3 VRAM 2.0 ― ― V  

【注】 *1 A/D変換器を使用しない場合でも、AVCC､Vref､AVSS端子を開放しないでください。 

A/D変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、4.5V～5.5Vの電

圧を印加してください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC - 0.5V、VIL max＝0.5Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態に

して、さらに内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜3.0Vのとき、VIH min＝VCC－0.1、VIL max＝0.1Vとした場合の値です。 

 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max.＝1.0（mA）＋0.72（mA/（MHz×V））×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max.＝1.0（mA）＋0.58（mA/（MHz×V））×VCC×f（スリープ時） 
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表 23.3 出力許容電流値 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 
以外全出力端子 

IOL ― ― 10 mA  

― ― 25 mA Ta＝85℃ 

― ― 30 mA Ta＝25℃ 

出力 Lowレベル許容電流 
（1端子あたり） 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 

IOL 

― ― 40 mA Ta＝-40℃ 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 
以外全出力端子 
の総和 

ΣIOL ― ― 80 mA  

― ― 150 mA Ta＝85℃ 

― ― 180 mA Ta＝25℃ 

出力 Lowレベル許容電流 
（総和） 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 
の総和 

ΣIOL 

― ― 220 mA Ta＝-40℃ 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 
以外全出力端子 

- IOH ― ― 2.0 mA  

― ― 25 mA Ta＝85℃ 

― ― 30 mA Ta＝25℃ 

出力 Highレベル許容電流 
（1端子あたり） 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 

- IOH 

― ― 40 mA Ta＝-40℃ 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 
以外全出力端子 
の総和 

-ΣIOH ― ― 40 mA  

― ― 150 mA Ta＝85℃ 

― ― 180 mA Ta＝25℃ 

出力 Highレベル許容電流 
（総和） 

PWM1A～1H、 
PWM2A～2H 
の総和 

-ΣIOH

― ― 220 mA Ta＝-40℃ 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 23.3の値を超えないようにしてください。 
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23.4 AC特性 
図 23.2に AC測定条件を示します。 

 

5V

RL

入出力タイミング測定レベル
・Lowレベル
・Highレベル

RHC

LSI出力端子

C＝50pF：ポートA～F
　　　　　（拡張バス制御信号出力端子設定時）
C＝30pF：上記以外の全ポート

RL＝2.4kΩ
RH＝12kΩ

：0.8V
：2.0V

 
図 23.2 出力負荷回路 

 

23.4.1 クロックタイミング 
表 23.4にクロックタイミングを示します。 

表 23.4 クロックタイミング 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVss＝PLLVss＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 項 目 記号 

min max 

単位 測定 
条件 

クロックサイクル時間 tcyc 50 250 ns 

クロックハイレベルパルス幅 tCH 15 ― ns 

クロックローレベルパルス幅 tCL 15 ― ns 

クロック立ち上がり時間 tCr ― 10 ns 

クロック立ち下がり時間 tCf ― 10 ns 

図 23.3 

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 ― ms 図 23.4 

ソフトウェアスタンバイ発振安定時間 (水晶) tOSC2 8 ― ms 図 22.3 

サブクロック発振安定時間 tOSC3 ― 2 S 

サブクロック発振器発振周波数 fSUB 32.768 kHz 

サブクロック（φSUB）サイクル時間 tSUB 30.5 μs 

図 23.4 
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tCrtCL

tCftCH

tCyC

φ

 
図 23.3 システムクロックタイミング 

 

tOSC1tOSC1

VCC

STBY

RES

φ

 
図 23.4 発振安定時間タイミング 

 

23.4.2 制御信号タイミング 
表 23.5に制御信号タイミングを示します。 

表 23.5 制御信号タイミング 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVss＝PLLVss＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 項 目 記号 

min max 

単位 測定条件 

RESセットアップ時間 tRESS 200 ― ns 

RESパルス幅 tRESW 20 ― tcyc 

図 23.5 

NMIセットアップ時間 tNMIS 150 ― ns 

NMIホールド時間 tNMIH 10 ― ns 

NMIパルス幅 
（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） 

tNMIW 200 ― ns 

IRQセットアップ時間 tIRQS 150 ― ns 

IRQホールド時間 tIRQH 10 ― ns 

IRQパルス幅 
（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） 

tIRQW 200 ― ns 

図 23.6 
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φ

RES

tRESW

tRESS tRESS

 
図 23.5 リセット入力タイミング 

 

φ

tIRQS

IRQ

エッジ入力

tIRQH

tNMIS tNMIH

tIRQS

IRQ

レベル入力

NMI

IRQ

tNMIW

tIRQW

 
図 23.6 割り込み入力タイミング 
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23.4.3 バスタイミング 
表 23.6にバスタイミングを示します。 

表 23.6 バスタイミング 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVss＝PLLVss＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 項 目 記号

min max 

単位 測定条件 

アドレス遅延時間 tAD ― 45 ns 

アドレスセットアップ時間 tAS 0.5×tcyc - 32 ― ns 

アドレスホールド時間 tAH 0.5×tcyc - 15 ― ns 

AS遅延時間 tASD ― 45 ns 

RD遅延時間 1 tRSD1 ― 45 ns 

RD遅延時間 2 tRSD2 ― 45 ns 

リードデータセットアップ時間 tRDS 20 ― ns 

リードデータホールド時間 tRDH 10 ― ns 

リードデータアクセス時間 1 tACC1 ― 1.0×tcyc - 60 ns 

リードデータアクセス時間 2 tACC2 ― 1.5×tcyc - 50 ns 

リードデータアクセス時間 3 tACC3 ― 2.0×tcyc - 60 ns 

リードデータアクセス時間 4 tACC4 ― 2.5×tcyc - 50 ns 

リードデータアクセス時間 5 tACC5 ― 3.0×tcyc - 60 ns 

WR遅延時間 1 tWRD1 ― 35 ns 

WR遅延時間 2 tWRD2 ― 45 ns 

WRパルス幅 1 tWSW1 1.0×tcyc - 40 ― ns 

WRパルス幅 2 tWSW2 1.5×tcyc - 30 ― ns 

ライトデータ遅延時間 tWDD ― 45 ns 

ライトデータセットアップ時間 tWDS 0.5×tcyc - 20 ― ns 

ライトデータホールド時間 tWDH 0.5×tcyc - 10 ― ns 

WAITセットアップ時間 tWTS 30 ― ns 

WAITホールド時間 tWTH 5 ― ns 

図 23.7 
～ 

図 23.11 
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tACC2

tASD tASD

tAD

tACC3

tWRD2tWRD2

tWSW1tWDD tWDH

T1 T2

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

HWR、LWR
（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

tRDS

tAS

tAS tAH

tRDH

tRSD1

 
図 23.7 基本バスタイミング／2ステートアクセス 
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φ

A23～A0

AS

tRSD2

tAS tAH 

tACC4
tRSD1

tASD tASD

tAD 

tACC5

tWRD2tWRD1

tWSW2tWDD tWDH

T1 T3

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

HWR、LWR
（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

tWDS

T2

tRDS

tAH

tAS 
tRDH

 
図 23.8 基本バスタイミング／3ステートアクセス 
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φ

A23～A0

AS

tWTH

T1 T2

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

HWR,LWR
（ライト時）

D15～D0
（ライト時）

WAIT

Tw T3

tWTS tWTHtWTS

 
図 23.9 基本バスタイミング／3ステートアクセス 1ウェイト 

 



 

23. 電気的特性 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  23-13 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

φ

A23～A0

AS

tRSD2

tAS tAH

tASD tASD

tAD

tACC3 tRDS tRDH

T1 T2

RD
（リード時）

D15～D0
（リード時）

T2またはT3T1

 
図 23.10 バースト ROMアクセスタイミング／2ステートアクセス 

 

tRSD2

tAD 

tACC1 tRDS tRDH

T1T2またはT3T1

φ

A23～A0

AS 

RD
（リード時）

D15～D0
（リード時）

 
図 23.11 バースト ROMアクセスタイミング／1ステートアクセス 
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23.4.4 内蔵周辺モジュールタイミング 
表 23.7に内蔵周辺タイミングを示します。 

表 23.7 内蔵周辺モジュールタイミング 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVss＝PLLVss＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 項 目 記号 

min max 

単位 測定条件 

出力データ遅延時間 tPWD ― 50 

入力データセットアップ時間 tPRS 30 ― 

I/O 
ポート 

入力データホールド時間 tPRH 30 ― 

ns 図 23.12 

PPG パルス出力遅延時間 tPOD ― 50 ns 図 23.13 

タイマ出力遅延時間 tTOCD ― 50 

タイマ入力セットアップ時間 tTICS 30 ― 

図 23.14 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 30 ― 

ns 

単エッジ指定 tTCKWH 1.5 ― 

TPU 

タイマクロック 
パルス幅 両エッジ指定 tTCKWL 2.5 ― 

tcyc 

図 23.15 

PWM パルス出力遅延時間 tMPWMOD ― 50 ns 図 23.16 

調歩同期 4 ― 入力クロック 
サイクル クロック同期 

tScyc 

6 ― 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 tScyc 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr ― 1.5 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf ― 1.5 

tcyc 

図 23.17 

送信データ遅延時間 tTXD ― 50 

受信データセットアップ時間 
（クロック同期） 

tRXS 50 ― 

SCI 

受信データホールド時間 
（クロック同期） 

tRXH 50 ― 

ns 図 23.18 

A/D 
変換器 

トリガ入力セットアップ時間 tTRGS 50 ― ns 図 23.19 

送信データ遅延時間 THTXD ― 100 

受信データセットアップ時間 THRXS 100 ― 

HCAN 

受信データホールド時間 THRXH 100 ― 

ns 図 23.20 
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φ

ポート1～5、9、
　　　A～F、K
（リード）

tPRS 

T1 T2

tPWD 

tPRH

ポート1～3、5、
　　　A～F、K
（ライト）

φ

ポートH、J
（リード）

ポートH、J
（ライト）

tPRS 

T3 T4

tPWD 

tPRH

T1 T2

 
図 23.12 I/Oポート入出力タイミング 

 

φ

PO15～8

tPOD

 
図 23.13 PPG出力タイミング 
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φ

tTICS

tTOCD

アウトプット
コンペア出力*

インプット
キャプチャ入力*

【注】　*　TIOCA0～TIOCA5、TIOCB0～TIOCB5、TIOCC0、TIOCC3、TIOCD0、TIOCD3
 

図 23.14 TPU入出力タイミング 

 

φ

tTCKS

tTCKS

TCLKA～TCLKD

tTCKWHtTCKWL
 

図 23.15 TPUクロック入力タイミング 

 

φ

PWM1A～PWM1H、
PWM2A～PWM2H

tMPWMOD

 
図 23.16 モータコントロール PWM出力タイミング 

 

tScyc

tSCKrtSCKW

SCKnH8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645：n = 0、1
H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647：n = 0～2

tSCKf

 
図 23.17 SCKクロック入力タイミング 
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SCKn

TxDn

RxDn

tTXD

tRXHtRXS

H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645：n = 0、1
H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647：n = 0～2

 
図 23.18 SCI入出力タイミング／クロック同期式モード 

 

φ

tTRGS

ADTRG

 
図 23.19 A/D変換器外部トリガ入力タイミング 

 

φ

HTxD
（送信データ）

HRxD
（受信データ）

tHTXD

VOL VOL

tHRXHtHRXS

 
図 23.20 HCAN入出力タイミング 
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23.5 A/D変換特性 
表 23.8に A/D変換特性を示します。 

表 23.8 A/D変換特性 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVss＝PLLVss＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 項 目 

min typ max 

単 位 

分解能 10 10 10 ビット 

変換時間 10 ― 200 μs 

アナログ入力容量 ― ― 20 pF 

許容信号源インピーダンス ― ― 5 kΩ 

非直線性誤差 ― ― ±3.5 LSB 

オフセット誤差 ― ― ±3.5 LSB 

フルスケール誤差 ― ― ±3.5 LSB 

量子化誤差 ― ±0.5 ― LSB 

絶対精度 ― ― ±4.0 LSB 

 

23.6 LCD特性 
表 23.9 LCD特性 

条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、 
 AVCC＝4.5～5.5V、Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVss＝PLLVss＝AVSS＝0V、 
 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

規格値 項目 適用端子 記号 

min typ max 

単位 測定条件 

SEG1～SEG24
（H8S/2646、 
 H8S/2646R、
 H8S/2645） 

セグメントドライバ 
降下電圧 

SEG1～SEG40
（H8S/2648 
 H8S/2648R、
 H8S/2647） 

VDS － － 0.6 V ID＝2µA*1 

コモンドライバ 
降下電圧 

COM1～COM4 VDC － － 0.3 V ID＝2µA*1 

LCD電源分割抵抗  RLCD 40 300 1000 kΩ V1～VSS間 

液晶表示電圧 V1 VLCD 4.5 － LPVCC V *2 

【注】 *1 電源端子 V1、V2、V3、VSSから各セグメント端子またはコモン端子までの電圧降下です。 

 *2 液晶表示電圧を外部電源より供給する場合は、LPVCC≧V1≧V2≧V3≧VSSの関係を維持してくださ

い。 
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23.7 フラッシュメモリ特性 
表 23.10にフラッシュメモリ特性を示します。 

表 23.10 フラッシュメモリ特性 
条件： VCC＝4.5～5.5V、PWMVCC＝4.5～5.5V、LPVCC＝4.5～5.5V、AVCC＝4.5～5.5V、 
 Vref＝4.5V～AVCC、VSS＝PWMVSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、 
 Ta＝0～+75℃（書き込み／消去時の動作温度範囲） 

項目 記号 min. typ. max. 単位 

書き込み時間*1*2*4 tP － 10 200 ms/128バイト 

消去時間*1*3*5 tE － 100 1200 ms/ブロック 

書き換え回数 NWEC － － 100 回 

SWEビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 － μs 

PSUビットセット後のウェイト時間*1 tspsu 50 50 － μs 

tsp30 28 30 32 μs 

tsp200 198 200 202 μs 

Pビットセット後のウェイト時間*1*4 

tsp10 8 10 12 μs 

Pビットクリア後のウェイト時間*1 tcp 5 5 － μs 

PSUビットクリア後のウェイト時間*1 tcpsu 5 5 － μs 

PVビットセット後のウェイト時間*1 tspv 4 4 － μs 

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tspvr 2 2 － μs 

PVビットクリア後のウェイト時間*1 tcpv 2 2 － μs 

SWEビットクリア後のウェイト時間*1 tcswe 100 100 － μs 

書き込み時 

最大書き込み回数*1*4 N － － 1000 回 

SWEビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 － μs 

ESUビットセット後のウェイト時間*1 tsesu 100 100 － μs 

Eビットセット後のウェイト時間*1*5 tse 10 10 100 ms 

Eビットクリア後のウェイト時間*1 tce 10 10 － μs 

ESUビットクリア後のウェイト時間*1 tcesu 10 10 － μs 

EVビットセット後のウェイト時間*1 tsev 20 20 － μs 

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tsevr 2 2 － μs 

EVビットクリア後のウェイト時間*1 tcev 4 4 － μs 

SWEビットクリア後のウェイト時間*1 tcswe 100 100 － μs 

消去時 

最大消去回数*1*5 N 12 － 120 回 

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い行ってください。 

 *2 128バイト単位の書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ（FLMCR1）の Pビット

をセットしているトータル期間を示します。プログラムベリファイ時間は含まれません。） 

 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1の Eビットをセットしているトータル期間を示します。イレ

ースベリファイ時間は含まれません。） 

 *4 128バイト書き込みアルゴリズムにおいて書き込み時間の最大値（tP（max））を規定するために、

最大書き込み回数（N）の値はmax.値（1000）を設定してください。 

また Pビットセット後のウェイト時間は、下記のように書き込み回数カウンタ（n）の回数によって

切り替えてください。 

書き込み回数カウンタ（n） 1～6回の場合 tsp30＝30μs 

書き込み回数カウンタ（n） 7～1000回の場合 tsp200＝200μs 
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  〔追加書き込み時〕 

書き込み回数カウンタ（n） 1～6回の場合 tsp10＝10μs 

 *5消去時間の最大値（tE（max））に対して、Eビットセット後のウェイト時間（tse）と最大消去回数（N）

は以下の関係にあります。 

tE（max）＝E ビットセット後のウェイト時間（tse）×最大消去回数（N） 

消去時間の最大値を規定するために、（tse）および（N）の値は上記計算式を満たすように設定して

ください。 

（例）tse＝100［ms］の場合、N＝12回 

（例）tse＝ 10［ms］の場合、N＝120回 
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A. 命令 
A.1 命令セット一覧 
《オペレーションの記号》 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

MAC 積和レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

＋ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 左辺のオペランドから右辺のオペランドへの転送、または左辺の状態から右辺
の状態への遷移 

～ 反転論理（論理的補数） 

（ ）＜＞ オペランドの内容 

：8／：16／：24／：32 8／16／24／32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）または 32

ビット（ER0～ER7）です。 
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《コンディションコード》 

記 号 内   容 

 実行結果に従って変化することを表します。 

* 不確定であることを表します（値を保証しません）。 

0 常に 0にクリアされることを表します 

1 常に 1にセットされることを表します。 

－ 実行結果に影響を受けないことを表します。 
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表 A.1 命令セット一覧 

（1）データ転送命令 

 MOV.B #xx:8,Rd 
 MOV.B Rs,Rd
 MOV.B @ERs,Rd
 MOV.B @(d:16,ERs),Rd
 MOV.B @(d:32,ERs),Rd
 MOV.B @ERs+,Rd 
 MOV.B @aa:8,Rd
 MOV.B @aa:16,Rd
 MOV.B @aa:32,Rd
 MOV.B Rs,@ERd
 MOV.B Rs,@(d:16,ERd)
 MOV.B Rs,@(d:32,ERd)
 MOV.B Rs,@-ERd
 MOV.B Rs,@aa:8
 MOV.B Rs,@aa:16
 MOV.B Rs,@aa:32
 MOV.W #xx:16,Rd
 MOV.W Rs,Rd 
 MOV.W @ERs,Rd 
 MOV.W @(d:16,ERs),Rd 
 MOV.W @(d:32,ERs),Rd
 MOV.W @ERs+,Rd
 MOV.W @aa:16,Rd
 MOV.W @aa:32,Rd
 MOV.W Rs,@ERd
 MOV.W Rs,@(d:16,ERd)
 MOV.W Rs,@(d:32,ERd)
 MOV.W Rs,@-ERd
 MOV.W Rs,@aa:16
 MOV.W Rs,@aa:32
 MOV.L #xx:32,ERd
 MOV.L ERs,ERd
 MOV.L @ERs,ERd
 MOV.L @(d:16,ERs),ERd
 MOV.L @(d:32,ERs),ERd
 MOV.L @ERs+,ERd
 MOV.L @aa:16,ERd
 MOV.L @aa:32,ERd
 MOV.L ERs,@ERd
 MOV.L ERs,@(d:16,ERd) 
 MOV.L ERs,@(d:32,ERd)
 MOV.L ERs,@-ERd
 MOV.L ERs,@aa:16 
 MOV.L ERs,@aa:32
 POP.W Rn 
 POP.L ERn
 PUSH.W Rn
 PUSH.L ERn
 LDM @SP+,(ERm-ERn) 
 
STM (ERm-ERn),@-SP

 MOVFPE @aa:16,Rd
 MOVTPE Rs,@aa:16

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
W
L
W
L
L

L

2

4

6

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4
8

4
8

4
8

4
8

6
10

6
10

2

2

2

2

4

4

2
4
6

2
4
6

4
6

4
6

6
8

6
8

MOV

POP

PUSH

LDM

STM

MOVFPE

MOVTPE

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

#xx:8→Rd8
Rs8→Rd8
@ERs→Rd8
@(d:16,ERs)→Rd8
@(d:32,ERs)→Rd8
@ERs→Rd8,ERs32+1→ERs32
@aa:8→Rd8
@aa:16→Rd8
@aa:32→Rd8
Rs8→@ERd
Rs8→@(d:16,ERd)
Rs8→@(d:32,ERd)
ERd32-1→ERd32,Rs8→@ERd
Rs8→@aa:8
Rs8→@aa:16
Rs8→@aa:32
#xx:16→Rd16
Rs16→Rd16
@ERs→Rd16
@(d:16,ERs)→Rd16
@(d:32,ERs)→Rd16
@ERs→Rd16,ERs32+2→ERs32
@aa:16→Rd16
@aa:32→Rd16
Rs16→@ERd
Rs16→@(d:16,ERd)
Rs16→@(d:32,ERd)
ERd32-2→ERd32,Rs16→@ERd
Rs16→@aa:16
Rs16→@aa:32
#xx:32→ERd32
ERs32→ERd32
@ERs→ERd32
@(d:16,ERs)→ERd32
@(d:32,ERs)→ERd32
@ERs→ERd32,ERs32+4→ERs32
@aa:16→ERd32
@aa:32→ERd32
ERs32→@ERd
ERs32→@(d:16,ERd)
ERs32→@(d:32,ERd)
ERd32-4→ERd32,ERs32→@ERd
ERs32→@aa:16
ERs32→@aa:32
@SP→Rn16,SP+2→SP
@SP→ERn32,SP+4→SP
SP-2→SP,Rn16→@SP
SP-4→SP,ERn32→@SP
(@SP→ERn32,SP+4→SP)
復帰本数分繰り返し
(SP-4→SP,ERn32→@SP)
退避本数分繰り返し

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

2
4
2
4
4

4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
―

―

1
1
2
3
5
3
2
3
4
2
3
5
3
2
3
4
2
1
2
3
5
3
3
4
2
3
5
3
3
4
3
1
4
5
7
5
5
6
4
5
7
5
5
6
3
5
3
5

7/9/11［1］

7/9/11［1］

［2］
［2］

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

本LSIでは使用できません。

―

―

―

―
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

（2）算術演算命令 

ADD.B #xx:8,Rd
ADD.B Rs,Rd
ADD.W #xx:16,Rd
ADD.W Rs,Rd
ADD.L #xx:32,ERd
ADD.L ERs,ERd
ADDX #xx:8,Rd
ADDX Rs,Rd
ADDS #1,ERd
ADDS #2,ERd
ADDS #4,ERd
INC.B Rd
INC.W #1,Rd
INC.W #2,Rd
INC.L #1,ERd
INC.L #2,ERd
DAA Rd
SUB.B Rs,Rd
SUB.W #xx:16,Rd
SUB.W Rs,Rd
SUB.L #xx:32,ERd
SUB.L ERs,ERd
SUBX #xx:8,Rd
SUBX Rs,Rd
SUBS #1,ERd
SUBS #2,ERd
SUBS #4,ERd
DEC.B Rd
DEC.W #1,Rd
DEC.W #2,Rd
DEC.L #1,ERd
DEC.L #2,ERd
DAS Rd
MULXU.B Rs,Rd
MULXU.W Rs,ERd
MULXS.B Rs,Rd
MULXS.W Rs,ERd
DIVXU.B Rs,Rd

DIVXU.W Rs,ERd

DIVXS.B Rs,Rd

DIVXS.W Rs,ERd

CMP.B #xx:8,Rd
CMP.B Rs,Rd
CMP.W #xx:16,Rd
CMP.W Rs,Rd
CMP.L #xx:32,ERd
CMP.L ERs,ERd
NEG.B Rd
NEG.W Rd
NEG.L ERd
EXTU.W Rd
EXTU.L ERd
EXTS.W Rd

EXTS.L ERd

TAS @ERd*3

MAC @ERn+,@ERm+

CLRMAC
LDMAC ERs,MACH
LDMAC ERs,MACL
STMAC MACH,ERd
STMAC MACL,ERd 

B
B
W
W
L
L
B
B
L
L
L
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
L
L
L
B
W
W
L
L
B
B
W
B
W
B

W

B

W

B
B
W
W
L
L
B
W
L
W
L
W

L

B

―

―
L
L
L
L

2

4

6

2

4

6

2

2

4

6

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2

2

4

4

2

2

2
2
2
2
2
2
2

2

2
2
2
2

ADD

ADDX

ADDS

INC

DAA
SUB

SUBX

SUBS

DEC

DAS
MULXU

MULXS

DIVXU

DIVXS

CMP

NEG

EXTU

EXTS

TAS

MAC

CLRMAC

LDMAC

STMAC

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

Rd8+#xx:8→Rd8

Rd8+Rs8→Rd8

Rd16+#xx:16→Rd16

Rd16+Rs16→Rd16

ERd32+#xx:32→ERd32

ERd32+ERs32→ERd32

Rd8+#xx:8+C→Rd8

Rd8+Rs8+C→Rd8

ERd32+1→ERd32

ERd32+2→ERd32

ERd32+4→ERd32

Rd8+1→Rd8

Rd16+1→Rd16

Rd16+2→Rd16

ERd32+1→ERd32

ERd32+2→ERd32

Rd8 10進補正→Rd8

Rd8-Rs8→Rd8

Rd16-#xx:16→Rd16

Rd16-Rs16→Rd16

ERd32-#xx:32→ERd32

ERd32-ERs32→ERd32

Rd8-#xx:8-C→Rd8

Rd8-Rs8-C→Rd8

ERd32-1→ERd32

ERd32-2→ERd32

ERd32-4→ERd32

Rd8-1→Rd8

Rd16-1→Rd16

Rd16-2→Rd16

ERd32-1→ERd32

ERd32-2→ERd32

Rd8 10進補正→Rd8

Rd8×Rs8→Rd16（符号なし乗算）

Rd16×Rs16→ERd32（符号なし乗算）

Rd8×Rs8→Rd16（符号付き乗算）

Rd16×Rs16→ERd32（符号付き乗算）

Rd16÷Rs8→Rd16

(RdH：余り、RdL：商) (符号なし除算)

ERd32÷Rs16→ERd32

(Ed：余り、Rd：商) (符号なし除算)

Rd16÷Rs8→Rd16

(RdH：余り、RdL：商) (符号付き除算)

ERd32÷Rs16→ERd32

(Ed：余り、Rd：商) (符号付き除算)

Rd8-#xx:8

Rd8-Rs8

Rd16-#xx:16

Rd16-Rs16

ERd32-#xx:32

ERd32-ERs32

0-Rd8→Rd8

0-Rd16→Rd16

0-ERd32→ERd32

0→(<ビット15～8> of Rd16)

0→(<ビット31～16> of ERd32)

(<ビット7> of Rd16)→

　　　(<ビット15～8> of Rd16)

(<ビット15> of ERd32)→

　　　(<ビット31～16> of ERd32)
@ERd-0→CCRセット, (1)→

　　　(<ビット7> of @ERd)

@ERnx@ERm+MAC→MAC

  (符号付き乗算)
@ERn+2→ERn,ERm+2→ERm

0→MACH,MACL

ERs→MACH

ERs→MACL

MACH→ERd
MACL→ERd

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

4

4

2

―
―
―

*

1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

12
20
13
21
12

20

13

21

1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1

1

4

4

2  [12]
2  [12]
2  [12]
1  [12]
1  [12]

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―
―
―
―
―
―
*

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―
―
―
―
―
―
*
―
―
―
―
―

―

―

―

［3］
［3］
［4］
［4］

―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―

―
―
―

―
―
―

―
―

［6］

［6］

［8］

［8］

0
0

［5］
［5］
―
―
―

［5］
［5］
―
―
―

―
―

［7］

［7］

［7］

［7］

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―

―
―
―

*
―
―
―
―
―

―

―

―

0
0
0

0

0

―
[11]

―
―
―

―
[11]

―
―
―

―
[11]

―
―
―

―
―
―

―

―

―

―
―
―
―
―
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

（3）論理演算命令 

AND.B #xx:8,Rd
AND.B Rs,Rd
AND.W #xx:16,Rd
AND.W Rs,Rd
AND.L #xx:32,ERd
AND.L ERs,ERd
OR.B #xx:8,Rd
OR.B Rs,Rd
OR.W #xx:16,Rd
OR.W Rs,Rd
OR.L #xx:32,ERd
OR.L ERs,ERd
XOR.B #xx:8,Rd
XOR.B Rs,Rd
XOR.W #xx:16,Rd
XOR.W Rs,Rd
XOR.L #xx:32,ERd
XOR.L ERs,ERd
NOT.B Rd
NOT.W Rd
NOT.L ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
W
L

2

4

6

2

4

6

2

4

6

2

2

4

2

2

4

2

2

4
2
2
2

AND

OR

XOR

NOT

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

Rd8∧#xx:8→Rd8
Rd8∧Rs8→Rd8
Rd16∧#xx:16→Rd16
Rd16∧Rs16→Rd16
ERd32∧#xx:32→ERd32
ERd32∧ERs32→ERd32
Rd8∨#xx:8→Rd8
Rd8∨Rs8→Rd8
Rd16∨#xx:16→Rd16
Rd16∨Rs16→Rd16
ERd32∨#xx:32→ERd32
ERd32∨ERs32→ERd32
Rd8⊕#xx:8→Rd8
Rd8⊕Rs8→Rd8
Rd16⊕#xx:16→Rd16
Rd16⊕Rs16→Rd16
ERd32⊕#xx:32→ERd32
ERd32⊕ERs32→ERd32
～Rd8→Rd8
～Rd16→Rd16
～ERd32→ERd32

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

1
1
2
1
3
2
1
1
2
1
3
2
1
1
2
1
3
2
1
1
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

（4）シフト命令 

SHAL.B Rd
SHAL.B #2,Rd
SHAL.W Rd
SHAL.W #2,Rd
SHAL.L ERd
SHAL.L #2,ERd
SHAR.B Rd
SHAR.B #2,Rd
SHAR.W Rd
SHAR.W #2,Rd
SHAR.L ERd
SHAR.L #2,ERd
SHLL.B Rd
SHLL.B #2,Rd
SHLL.W Rd
SHLL.W #2,Rd
SHLL.L ERd
SHLL.L #2,ERd
SHLR.B Rd
SHLR.B #2,Rd
SHLR.W Rd
SHLR.W #2,Rd
SHLR.L ERd
SHLR.L #2,ERd
ROTXL.B Rd
ROTXL.B #2,Rd
ROTXL.W Rd
ROTXL.W  #2,Rd
ROTXL.L ERd
ROTXL.L #2,ERd
ROTXR.B Rd
ROTXR.B #2,Rd
ROTXR.W Rd
ROTXR.W #2,Rd
ROTXR.L ERd
ROTXR.L #2,ERd
ROTL.B Rd
ROTL.B #2,Rd
ROTL.W Rd
ROTL.W #2,Rd
ROTL.L ERd
ROTL.L #2,ERd
ROTR.B Rd
ROTR.B #2,Rd
ROTR.W Rd
ROTR.W #2,Rd
ROTR.L ERd
ROTR.L #2,ERd

B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L
B
B
W
W
L
L

2
2
2
2
2
2
2
2 
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

SHAL

SHAR

SHLL

SHLR

ROTXL

ROTXR

ROTL

ROTR

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

0
0
0
0
0
0

C

0

MSB LSB

C MSB LSB

C MSB LSB

CMSB LSB

CMSB LSB

C

0

MSB LSB

C

0

MSB LSB

CMSB LSB

 
 



 

付録 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  付録-7 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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（5）ビット操作命令 

BSET #xx:3,Rd
BSET #xx:3,@ERd
BSET #xx:3,@aa:8
BSET #xx:3,@aa:16
BSET #xx:3,@aa:32
BSET Rn,Rd
BSET Rn,@ERd
BSET Rn,@aa:8
BSET Rn,@aa:16
BSET Rn,@aa:32
BCLR #xx:3,Rd
BCLR #xx:3,@ERd
BCLR #xx:3,@aa:8
BCLR #xx:3,@aa:16
BCLR #xx:3,@aa:32
BCLR Rn,Rd
BCLR Rn,@ERd
BCLR Rn,@aa:8
BCLR Rn,@aa:16
BCLR Rn,@aa:32
BNOT #xx:3,Rd
BNOT #xx:3,@ERd
BNOT #xx:3,@aa:8
BNOT #xx:3,@aa:16
BNOT #xx:3,@aa:32
BNOT Rn,Rd
BNOT Rn,@ERd
BNOT Rn,@aa:8
BNOT Rn,@aa:16
BNOT Rn,@aa:32
BTST #xx:3,Rd
BTST #xx:3,@ERd
BTST #xx:3,@aa:8
BTST #xx:3,@aa:16
BTST #xx:3,@aa:32
BTST Rn,Rd
BTST Rn,@ERd
BTST Rn,@aa:8
BTST Rn,@aa:16
BTST Rn,@aa:32
BLD #xx:3,Rd
BLD #xx:3,@ERd
BLD #xx:3,@aa:8
BLD #xx:3,@aa:16
BLD #xx:3,@aa:32
BILD #xx:3,Rd
BILD #xx:3,@ERd
BILD #xx:3,@aa:8
BILD #xx:3,@aa:16
BILD #xx:3,@aa:32
BST #xx:3,Rd
BST #xx:3,@ERd
BST #xx:3,@aa:8
BST #xx:3,@aa:16
BST #xx:3,@aa:32
BIST #xx:3,Rd
BIST #xx:3,@ERd
BIST #xx:3,@aa:8
BIST #xx:3,@aa:16
BIST #xx:3,@aa:32
BAND #xx:3,Rd
BAND #xx:3,@ERd
BAND #xx:3,@aa:8
BAND #xx:3,@aa:16
BAND #xx:3,@aa:32

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

BSET

BCLR

BNOT

BTST

BLD

BILD

BST

BIST

BAND

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

(#xx:3 of Rd8)←1 

(#xx:3 of @ERd)←1

(#xx:3 of @aa:8)←1

(#xx:3 of @aa:16)←1

(#xx:3 of @aa:32)←1

(Rn8 of Rd8)←1

(Rn8 of @ERd)←1

(Rn8 of @aa:8)←1

(Rn8 of @aa:16)←1

(Rn8 of @aa:32)←1

(#xx:3 of Rd8)←0

(#xx:3 of @ERd)←0

(#xx:3 of @aa:8)←0

(#xx:3 of @aa:16)←0

(#xx:3 of @aa:32)←0

(Rn8 of Rd8)←0

(Rn8 of @ERd)←0

(Rn8 of @aa:8)←0

(Rn8 of @aa:16)←0

(Rn8 of @aa:32)←0

(#xx:3 of Rd8)← [～(#xx:3 of Rd8)]

(#xx:3 of @ERd)← [～(#xx:3 of @ERd)]

(#xx:3 of @aa:8)← [～(#xx:3 of @aa:8)]

(#xx:3 of @aa:16)←[～(#xx:3 of @aa:16)]

(#xx:3 of @aa:32)← [～(#xx:3 of @aa:32)]

(Rn8 of Rd8)← [～(Rn8 of Rd8)]

(Rn8 of @ERd)← [～(Rn8 of @ERd)]

(Rn8 of @aa:8)← [～(Rn8 of @aa:8)]

(Rn8 of @aa:16)← [～(Rn8 of @aa:16)]

(Rn8 of @aa:32)← [～(Rn8 of @aa:32)]

～(#xx:3 of Rd8)→Z

～(#xx:3 of @ERd)→Z

～(#xx:3 of @aa:8)→Z

～(#xx:3 of @aa:16)→Z

～(#xx:3 of @aa:32)→Z

～(Rn8 of Rd8)→Z

～(Rn8 of @ERd)→Z

～(Rn8 of @aa:8)→Z

～(Rn8 of @aa:16)→Z

～(Rn8 of @aa:32)→Z

(#xx:3 of Rd8)→C

(#xx:3 of @ERd)→C

(#xx:3 of @aa:8)→C

(#xx:3 of @aa:16)→C

(#xx:3 of @aa:32)→C

～(#xx:3 of Rd8)→C

～(#xx:3 of @ERd)→C

～(#xx:3 of @aa:8)→C

～(#xx:3 of @aa:16)→C

～(#xx:3 of @aa:32)→C

C→(#xx:3 of Rd8)

C→(#xx:3 of @ERd)

C→(#xx:3 of @aa:8)

C→(#xx:3 of @aa:16)

C→(#xx:3 of @aa:32)

～C→(#xx:3 of Rd8)

～C→(#xx:3 of @ERd)

～C→(#xx:3 of @aa:8)

～C→(#xx:3 of @aa:16)

～C→(#xx:3 of @aa:32)

C∧(#xx:3 of Rd8)→C

C∧(#xx:3 of @ERd)→C

C∧(#xx:3 of @aa:8)→C

C∧(#xx:3 of @aa:16)→C

C∧(#xx:3 of @aa:32)→C

オペレーション
コンディション
コード

実行
ステート数*1

I H N Z V C アドバンスト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
4
4
5
6
1
4
4
5
6
1
3
3
4
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

BIAND #xx:3,Rd
BIAND #xx:3,@ERd
BIAND #xx:3,@aa:8
BIAND #xx:3,@aa:16
BIAND #xx:3,@aa:32
BOR #xx:3,Rd
BOR #xx:3,@ERd
BOR #xx:3,@aa:8
BOR #xx:3,@aa:16
BOR #xx:3,@aa:32
BIOR #xx:3,Rd
BIOR #xx:3,@ERd
BIOR #xx:3,@aa:8
BIOR #xx:3,@aa:16
BIOR #xx:3,@aa:32
BXOR #xx:3,Rd
BXOR #xx:3,@ERd
BXOR #xx:3,@aa:8
BXOR #xx:3,@aa:16
BXOR #xx:3,@aa:32
BIXOR #xx:3,Rd
BIXOR #xx:3,@ERd
BIXOR #xx:3,@aa:8
BIXOR #xx:3,@aa:16
BIXOR #xx:3,@aa:32

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

BIAND

BOR

BIOR

BXOR

BIXOR

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

C∧ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C∧ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C
C∨(#xx:3 of Rd8)→C
C∨(#xx:3 of @ERd)→C
C∨(#xx:3 of @aa:8)→C
C∨(#xx:3 of @aa:16)→C
C∨(#xx:3 of @aa:32)→C
C∨[～(#xx:3 of Rd8)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C∨ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C∨[～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C∨[～(#xx:3 of @aa:32)]→C
C⊕ (#xx:3 of Rd8)→C
C⊕ (#xx:3 of @ERd)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:8)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:16)→C
C⊕ (#xx:3 of @aa:32)→C
C⊕ [～(#xx:3 of Rd8)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @ERd)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:8)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:16)]→C
C⊕ [～(#xx:3 of @aa:32)]→C

オペレーション

I H N Z V C アドバンスト

2

2

2

2

2

4

4

4

4

4

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

4
6
8

1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5
1
3
3
4
5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

コンディション
コード

実行
ステート数*1
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（6）分岐命令 

BRA d:8(BT d:8)
BRA d:16(BT d:16)
BRN d:8(BF d:8)
BRN d:16(BF d:16)
BHI d:8
BHI d:16
BLS d:8
BLS d:16
BCC d:8(BHS d:8)
BCC d:16(BHS d:16)
BCS d:8(BLO d:8)
BCS d:16(BLO d:16)
BNE d:8
BNE d:16
BEQ d:8
BEQ d:16
BVC d:8
BVC d:16
BVS d:8
BVS d:16
BPL d:8
BPL d:16
BMI d:8
BMI d:16
BGE d:8
BGE d:16
BLT d:8
BLT d:16

Bcc

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

オペレーション

I分岐条件 H N Z V C アドバンスト

2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4
2
4

Always

Never

C∨Z=0

C∨Z=1

C=0

C=1

Z=0

Z=1

V=0

V=1

N=0

N=1

N⊕V=0

N⊕V=1

if condition is true then
    PC←PC＋d
else next;

2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3
2
3

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

コンディション
コード

実行
ステート数*1

BGT d:8
BGT d:16
BLE d:8
BLE d:16
JMP @ERn
JMP @aa:24
JMP @@aa:8
BSR d:8
BSR d:16
JSR @ERn
JSR @aa:24
JSR @@aa:8
RTS

JMP

BSR

JSR

RTS

if condition is true then
     PC←PC+d
else next;

PC←ERn
PC←aa:24
PC←@aa:8
PC→@-SP,PC←PC+d:8
PC→@-SP,PC←PC+d:16
PC→@-SP,PC←ERn
PC→@-SP,PC←aa:24
PC→@-SP,PC←@aa:8
PC←@SP+

2

2

4

4

2
4
2
4

2
4

2

2
2

2
3
2
3
2
3

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Z∧(N⊕V)=0

Z∧(N⊕V)=1

5
4
5
4
5
6
5
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

（7）システム制御命令 

TRAPA #xx:2

RTE

SLEEP
LDC #xx:8,CCR
LDC #xx:8,EXR
LDC Rs,CCR
LDC Rs,EXR
LDC @ERs,CCR
LDC @ERs,EXR
LDC @(d:16,ERs),CCR
LDC @(d:16,ERs),EXR
LDC @(d:32,ERs),CCR
LDC @(d:32,ERs),EXR
LDC @ERs+,CCR
LDC @ERs+,EXR
LDC @aa:16,CCR
LDC @aa:16,EXR
LDC @aa:32,CCR
LDC @aa:32,EXR
STC CCR,Rd
STC EXR,Rd
STC CCR,@ERd
STC EXR,@ERd
STC CCR,@(d:16,ERd)
STC EXR,@(d:16,ERd)
STC CCR,@(d:32,ERd)
STC EXR,@(d:32,ERd)
STC CCR,@-ERd
STC EXR,@-ERd
STC CCR,@aa:16
STC EXR,@aa:16
STC CCR,@aa:32
STC EXR,@aa:32
ANDC #xx:8,CCR
ANDC #xx:8,EXR
ORC #xx:8,CCR
ORC #xx:8,EXR
XORC #xx:8,CCR
XORC #xx:8,EXR
NOP

―

―

―
B
B
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
B
B
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
B
B
B
B
B
B
―

TRAPA

RTE

SLEEP
LDC

STC

ANDC

ORC

XORC

NOP

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

PC→@-SP,CCR→@-SP, 
EXR→@-SP,<ベクタ>→PC
EXR←@SP+,CCR←@SP+,
PC←@SP+
低消費電力状態に遷移
#xx:8→CCR
#xx:8→EXR
Rs8→CCR
Rs8→EXR
@ERs→CCR
@ERs→EXR
@(d:16,ERs)→CCR
@(d:16,ERs)→EXR
@(d:32,ERs)→CCR
@(d:32,ERs)→EXR
@ERs→CCR,ERs32+2→ERs32
@ERs→EXR,ERs32+2→ERs32
@aa:16→CCR
@aa:16→EXR
@aa:32→CCR
@aa:32→EXR
CCR→Rd8
EXR→Rd8
CCR→@ERd
EXR→@ERd
CCR→@(d:16,ERd)
EXR→@(d:16,ERd)
CCR→@(d:32,ERd)
EXR→@(d:32,ERd)
ERd32-2→ERd32,CCR→@ERd
ERd32-2→ERd32,EXR→@ERd
CCR→@aa:16
EXR→@aa:16
CCR→@aa:32
EXR→@aa:32
CCR∧#xx:8→CCR
EXR∧#xx:8→EXR
CCR∨#xx:8→CCR
EXR∨#xx:8→EXR
CCR⊕#xx:8→CCR
EXR⊕#xx:8→EXR
PC←PC+2

オペレーション

I H N Z V C アドバンスト

2
4

2
4
2
4
2
4

2
2

2
2

4
4

4
4

6
6
10
10

6
6
10
10

4
4

4
4

6
6
8
8

6
6
8
8

2

5［9］

2
1
2
1
1
3
3
4
4
6
6
4
4
4
4
5
5
1
1
3
3
4
4
6
6
4
4
4
4
5
5
1
2
1
2
1
2
1

1

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―

―

―
―

8［9］

コンディション
コード

実行
ステート数*1
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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（8）ブロック転送命令 

EEPMOV.B

EEPMOV.W

―

―

EEPMOV

ニーモニック サイズ

アドレッシングモード／命令長（バイト）

#x
x

R
n

@
E

R
n

@
(d

,E
R

n)

@
-E

R
n/

@
E

R
n+

@
aa

@
(d

,P
C

)

@
@

aa

―

オペレーション

I H N Z V C アドバンスト

4

4

4+2n *2

4+2n *2

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

コンディション
コード

実行
ステート数*1

if R4L≠0
      Repeat @ER5→@ER6
          ER5+1→ER5
          ER6+1→ER6
          R4L-1→R4L
      Until R4L=0
else next;
if R4≠0
      Repeat @ER5→@ER6
          ER5+1→ER5
          ER6+1→ER6
          R4-1→R4
      Until R4=0
else next;

【注】  *1 　実行ステート数は、命令コードおよびオペランドが内蔵メモリに存在する場合の値です。
  　　　*2 　nはR4LまたはR4の初期設定値です。
  　　　*3 　TAS命令を使用する場合は、レジスタER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。
 　　  ［1］ 復帰／退避レジスタ数が2本のとき7ステート、3本のとき9ステート、4本のとき11ステートになります。
  　　 ［2］ 本LSIでは使用できません。
   　　［3］ ビット11から桁上がりまたはビット11へ桁下がりが発生したとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［4］ ビット27から桁上がりまたはビット27へ桁下がりが発生したとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［5］ 演算結果が0（ゼロ）のとき、演算前の値を保持し、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［6］ 除数が負のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［7］ 除数が0（ゼロ）のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［8］ 商が負のとき1にセットされ、それ以外のとき0にクリアされます。
   　　［9］ EXRが有効のとき、実行ステート数は1ステート多くなります。
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A.2 命令コード一覧 
 

表
A

.2
　
命
令
コ
ー
ド
一
覧

A
D

D

A
D

D
S

A
D

D
X

A
N

D

A
N

D
C

B
A

N
D

B
cc

A
D

D
.B

 #
xx

:8
,R

d

A
D

D
.B

 R
s,

R
d

A
D

D
.W

 #
xx

:1
6,

R
d

A
D

D
.W

 R
s,

R
d

A
D

D
.L

 #
xx

:3
2,

E
R

d

A
D

D
.L

 E
R

s,
E

R
d

A
D

D
S

 #
1,

E
R

d

A
D

D
S

 #
2,

E
R

d

A
D

D
S

 #
4,
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《記号説明》 

IMM： イミディエイトデータ（2、3、8、16、32ビット） 
abs： 絶対アドレス（8、16、24、32ビット） 
disp： ディスプレースメント（8、16、32ビット） 
rs、rd、rn： レジスタフィールド（4ビットで、8ビットレジスタまたは 16ビットレジス

タを指定します。rs、rd、rnはそれぞれオペランド形式の Rs、Rd、Rnに対
応します。） 

ers、erd、ern、erm： レジスタフィールド（3ビットで、アドレスレジスタまたは 32ビットレジ
スタを指定します。ers、erd、ern、ermはそれぞれオペランド形式の ERs、
ERd、ERn、ERmに対応します。） 

 
レジスタフィールドと汎用レジスタの対応を下表に示します。 

 
アドレスレジスタ 
32ビットレジスタ 

16ビットレジスタ 8ビットレジスタ 

レジスタ 
フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 
フィールド 

汎用レジスタ レジスタ 
フィールド 

汎用レジスタ 

000 
001 

 
 
 
 

111 

ER0 
ER1 

 
 
 
 

ER7 

0000 
0001 

 
 
 
 

0111 
1000 
1001 

 
 
 
 

1111 

R0 
R1 

 
 
 
 

R7 
E0 
E1 

 
 
 
 

E7 

0000 
0001 

 
 
 
 

0111 
1000 
1001 

 
 
 
 

1111 

R0H 
R1H 

 
 
 
 

R7H 
R0L 
R1L 

 
 
 
 

R7L 
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A.3 オペレーションコードマップ 
表 A.3にオペレーションコードマップを示します。 
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C
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H
D
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H

E
L

0

B
S

E
T

1

B
N
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T

2

B
C

LR

3

B
T

S
T
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O

R B
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R
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O
R BI
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R
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N

D BI
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D
B

LD
B
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D

B
S

T
B
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T

4
5

6
7

8
9

A
B

C
D

E
F

6A
30

aa
aa

aa
aa

6*

6A
30

aa
aa

aa
aa

7*

6A
38

aa
aa

aa
aa

6*

6A
38

aa
aa

aa
aa

7*

AH
AL

BH
BL

 ..
. F

H
FL

G
HG
L

0

B
S

E
T

1

B
N

O
T

2

B
C

LR

3

B
T

S
T

B
O

R B
IO

R
BX

O
R BI

XO
R

BA
N

D BI
AN

D
B

LD
B
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D

B
S

T
B

IS
T

4
5

6
7

8
9

A
B

C
D

E
F

表
A
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オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
マ
ッ
プ
（

4）
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A.4 命令実行ステート数 
H8S/2000 CPUの各命令についての実行状態と実行ステート数の計算方法を示します。 
表 A.5に各命令の実行状態として、命令実行中に行われる命令フェッチ、データリード／ライトな

どのサイクル数を示し、表 A.4におのおののサイズに必要なステート数を示します。 
命令の実行ステート数は次の計算式で計算されます。 
 
実行ステート数＝I･SI＋J･SJ+K･SK＋L･SL＋M･SM＋N･SN 

 

実行ステート数計算例 

アドバンストモード、プログラム領域およびスタック領域を外部空間に設定、内部周辺モジュール
アクセス時 8ビットバス幅で 2ステートアクセス、外部デバイスアクセス時 16ビットバス幅で 3ス
テートアクセス 1ウェイト挿入とした場合。 

1. BSET #0, @FFFFC7:8 
表A.5より 
I＝L＝2、J＝K＝M＝N＝0 
表A.4より 
SI＝ 4、SL＝ 2 
実行ステート数＝ 2×4＋2×2＝ 12 

2. JSR @@30 
表A.5より 
I＝J＝K＝2、L＝M＝N＝0 
表A.4より 
SI＝SJ＝SK＝ 4 
実行ステート数＝ 2×4＋2×4＋2×4＝ 24 

表 A.4 実行状態（サイクル）に要するステート数 
アクセス対象 

外部デバイス 内蔵周辺 
モジュール 8ビットバス 16ビットバス 

実行状態 
（サイクル） 内蔵 

メモリ 

8ビット 
バス 

16ビット
バス 

2ステート
アクセス

3ステート
アクセス

2ステート 
アクセス 

3ステート 
アクセス 

命令フェッチ 
SI 

分岐アドレスリード 
SJ 

スタック操作 
SK 

4 4 6+2m 

バイトデータアクセス 
SL 

2 2 3+m 

ワードデータアクセス 
SM 

1 

4 

2 

4 6+2m 

2 3+m 

内部動作 
SN 

1 

【記号説明】 

 m：外部デバイスアクセス時のウェイトステート数 
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表 A.5 命令実行状態（サイクル数） 
命令フェッチ 分岐アドレス

リード 
スタック操作 バイトデータ

アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

ADD ADD.B #xx:8,Rd 

ADD.B Rs,Rd 

ADD.W #xx:16,Rd 

ADD.W Rs,Rd 

ADD.L #xx:32,ERd 

ADD.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

     

ADDS ADDS #1/2/4,ERd 1      

ADDX ADDX #xx:8,Rd 

ADDX Rs,Rd 

1 

1 

     

AND AND.B #xx:8,Rd 

AND.B Rs,Rd 

AND.W #xx:16,Rd 

AND.W Rs,Rd 

AND.L #xx:32,ERd 

AND.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

     

ANDC ANDC #xx:8,CCR 

ANDC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

BAND BAND #xx:3,Rd 

BAND #xx:3,@ERd 

BAND #xx:3,@aa:8 

BAND #xx:3,@aa:16 

BAND #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

Bcc BRA d:8    (BT d:8) 

BRN d:8    (BF d:8) 

BHI d:8 

BLS d:8 

BCC d:8    (BHS d:8) 

BCS d:8    (BLO d:8) 

BNE d:8 

BEQ d:8 

BVC d:8 

BVS d:8 

BPL d:8 

BMI d:8 

BGE d:8 

BLT d:8 

BGT d:8 

BLE d:8 

BRA d:16    (BT d:16) 

BRN d:16    (BF d:16) 

BHI d:16 

BLS d:16 

BCC d:16    (BHS d:16)

BCS d:16    (BLO d:16) 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

Bcc BNE d:16 

BEQ d:16 

BVC d:16 

BVS d:16 

BPL d:16 

BMI d:16 

BGE d:16 

BLT d:16 

BGT d:16 

BLE d:16 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

    1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

BCLR BCLR #xx:3,Rd 

BCLR #xx:3,@ERd 

BCLR #xx:3,@aa:8 

BCLR #xx:3,@aa:16 

BCLR #xx:3,@aa:32 

BCLR Rn,Rd 

BCLR Rn,@ERd 

BCLR Rn,@aa:8 

BCLR Rn,@aa:16 

BCLR Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

  

BIAND BIAND #xx:3,Rd 

BIAND #xx:3,@ERd 

BIAND #xx:3,@aa:8 

BIAND #xx:3,@aa:16 

BIAND #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BILD BILD #xx:3,Rd 

BILD #xx:3,@ERd 

BILD #xx:3,@aa:8 

BILD #xx:3,@aa:16 

BILD #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BIOR BIOR #xx:8,Rd 

BIOR #xx:8,@ERd 

BIOR #xx:8,@aa:8 

BIOR #xx:8,@aa:16 

BIOR #xx:8,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BIST BIST #xx:3,Rd 

BIST #xx:3,@ERd 

BIST #xx:3,@aa:8 

BIST #xx:3,@aa:16 

BIST #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

  

BIXOR BIXOR #xx:3,Rd 

BIXOR #xx:3,@ERd 

BIXOR #xx:3,@aa:8 

BIXOR #xx:3,@aa:16 

BIXOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BLD BLD #xx:3,Rd 1      
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

BLD BLD #xx:3,@ERd 

BLD #xx:3,@aa:8 

BLD #xx:3,@aa:16 

BLD #xx:3,@aa:32 

2 

2 

3 

4 

  1 

1 

1 

1 

  

BNOT BNOT #xx:3,Rd 

BNOT #xx:3,@ERd 

BNOT #xx:3,@aa:8 

BNOT #xx:3,@aa:16 

BNOT #xx:3,@aa:32 

BNOT Rn,Rd 

BNOT Rn,@ERd 

BNOT Rn,@aa:8 

BNOT Rn,@aa:16 

BNOT Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

  

BOR BOR #xx:3,Rd 

BOR #xx:3,@ERd 

BOR #xx:3,@aa:8 

BOR #xx:3,@aa:16 

BOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

BSET BSET #xx:3,Rd 

BSET #xx:3,@ERd 

BSET #xx:3,@aa:8 

BSET #xx:3,@aa:16 

BSET #xx:3,@aa:32 

BSET Rn,Rd 

BSET Rn,@ERd 

BSET Rn,@aa:8 

BSET Rn,@aa:16 

BSET Rn,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

 

2 

2 

2 

2 

  

BSR d:8 2  2    BSR 

BSR d:16 2  2   1 

BST BST #xx:3,Rd 

BST #xx:3,@ERd 

BST #xx:3,@aa:8 

BST #xx:3,@aa:16 

BST #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

2 

2 

2 

2 

  

BTST BTST #xx:3,Rd 

BTST #xx:3,@ERd 

BTST #xx:3,@aa:8 

BTST #xx:3,@aa:16 

BTST #xx:3,@aa:32 

BTST Rn,Rd 

BTST Rn,@ERd 

BTST Rn,@aa:8 

BTST Rn,@aa:16 

1 

2 

2 

3 

4 

1 

2 

2 

3 

   

1 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

BTST BTST Rn,@aa:32 4   1   

BXOR BXOR #xx:3,Rd 

BXOR #xx:3,@ERd 

BXOR #xx:3,@aa:8 

BXOR #xx:3,@aa:16 

BXOR #xx:3,@aa:32 

1 

2 

2 

3 

4 

   

1 

1 

1 

1 

  

CLRMAC CLRMAC 1     1 *3 

CMP CMP.B #xx:8,Rd 

CMP.B Rs,Rd 

CMP.W #xx:16,Rd 

CMP.W Rs,Rd 

CMP.L #xx:32,ERd 

CMP.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

     

DAA DAA Rd 1      

DAS DAS Rd 1      

DEC DEC.B Rd 

DEC.W #1/2,Rd 

DEC.L #1/2,ERd 

1 

1 

1 

     

DIVXS 

 

DIVXS.B Rs,Rd 

DIVXS.W Rs,ERd 

2 

2 

    11 

19 

DIVXU DIVXU.B Rs,Rd 

DIVXU.W Rs,ERd 

1 

1 

    11 

19 

EEPMOV EEPMOV.B 

EEPMOV.W 

2 

2 

  2n+2 *2 

2n+2 *2 

  

EXTS EXTS.W Rd 

EXTS.L ERd 

1 

1 

     

EXTU EXTU.W Rd 

EXTU.L ERd 

1 

1 

     

INC INC.B Rd 

INC.W #1/2,Rd 

INC.L #1/2,ERd 

1 

1 

1 

     

JMP @ERn 

JMP @aa:24 

2 

2 

     

1 

JMP 

JMP @@aa:8 2 2    1 

JSR @ERn 2  2    

JSR @aa:24 2  2   1 

JSR 

JSR @@aa:8 2 2 2    

LDC LDC #xx:8,CCR 

LDC #xx:8,EXR 

LDC Rs,CCR 

LDC Rs,EXR 

LDC @ERs,CCR 

LDC @ERs,EXR 

LDC @(d:16,ERs),CCR 

1 

2 

1 

1 

2 

2 

3 

    

 

 

 

1 

1 

1 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

LDC LDC @(d:16,ERs),EXR 

LDC @(d:32,ERs),CCR 

LDC @(d:32,ERs),EXR 

LDC @ERs+,CCR 

LDC @ERs+,EXR 

LDC @aa:16,CCR 

LDC @aa:16,EXR 

LDC @aa:32,CCR 

LDC @aa:32,EXR 

3 

5 

5 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

   1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

1 

1 

LDM LDM.L @SP+, (ERn-ERn+1)

LDM.L @SP+, (ERn-ERn+2)

LDM.L @SP+, (ERn-ERn+3)

2 

2 
2 

 4 

6 
8 

  1 

1 
1 

LDMAC LDMAC ERs, MACH 

LDMAC ERs, MACL 

1 

1 

    1 *3 

1 *3 

MAC MAC @ERn+, @ERm+ 2    2  

MOV MOV.B #xx:8,Rd 

MOV.B Rs,Rd 

MOV.B @ERs,Rd 

MOV.B @(d:16,ERs),Rd 

MOV.B @(d:32,ERs),Rd 

MOV.B @ERs+,Rd 

MOV.B @aa:8,Rd 

MOV.B @aa:16,Rd 

MOV.B @aa:32,Rd 

MOV.B Rs,@ERd 

MOV.B Rs,@(d:16,ERd) 

MOV.B Rs,@(d:32,ERd) 

MOV.B Rs,@-ERd 

MOV.B Rs,@aa:8 

MOV.B Rs,@aa:16 

MOV.B Rs,@aa:32 

MOV.W #xx:16,Rd 

MOV.W Rs,Rd 

MOV.W @ERs,Rd 

MOV.W @(d:16,ERs),Rd 

MOV.W @(d:32,ERs),Rd 

MOV.W @ERs+,Rd 

MOV.W @aa:16,Rd 

MOV.W @aa:32,Rd 

MOV.W Rs,@ERd 

MOV.W Rs,@(d:16,ERd) 

MOV.W Rs,@(d:32,ERd) 

MOV.W Rs,@-ERd 

1 

1 

1 

2 

4 

1 

1 

2 

3 

1 

2 

4 

1 

1 

2 

3 

2 

1 

1 

2 

4 

1 

2 

3 

1 

2 

4 

1 

   

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

MOV MOV.W Rs,@aa:16 

MOV.W Rs,@aa:32 

MOV.L #xx:32,ERd 

MOV.L ERs,ERd 

MOV.L @ERs,ERd 

MOV.L @(d:16,ERs),ERd

MOV.L @(d:32,ERs),ERd

MOV.L @ERs+,ERd 

MOV.L @aa:16,ERd 

MOV.L @aa:32,ERd 

MOV.L ERs,@ERd 

MOV.L ERs,@(d:16,ERd)

MOV.L ERs,@(d:32,ERd)

MOV.L ERs,@-ERd 

MOV.L ERs,@aa:16 

MOV.L ERs,@aa:32 

2 

3 

3 

1 

2 

3 

5 

2 

3 

4 

2 

3 

5 

2 

3 

4 

   1 

1 

 

 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

MOVFPE MOVFPE @:aa:16,Rd 

MOVTPE MOVTPE Rs,@:aa:16 

本 LSIでは使用できません。 

MULXS.B Rs,Rd 2     2 MULXS 

MULXS.W Rs,ERd 2     3 

MULXU.B Rs,Rd 1     2 MULXU 

MULXU.W Rs,ERd 1     3 

NEG NEG.B Rd 

NEG.W Rd 

NEG.L ERd 

1 

1 

1 

     

NOP NOP 1      

NOT NOT.B Rd 

NOT.W Rd 

NOT.L ERd 

1 

1 

1 

     

OR.B #xx:8,Rd 

OR.B Rs,Rd 

OR.W #xx:16,Rd 

1 

1 

2 

     OR 

OR.W Rs,Rd 

OR.L #xx:32,ERd 

OR.L ERs,ERd 

1 

3 

2 

     

ORC ORC #xx:8,CCR 

ORC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

POP POP.W Rn 

POP.L ERn 

1 

2 

   1 

2 

1 

1 

PUSH PUSH.W Rn 

PUSH.L ERn 

1 

2 

   1 

2 

1 

1 

ROTL ROTL.B Rd 

ROTL.B #2,Rd 

ROTL.W Rd 

1 

1 

1 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

ROTL ROTL.W #2,Rd 

ROTL.L ERd 

ROTL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

     

ROTR ROTR.B Rd 

ROTR.B #2,Rd 

ROTR.W Rd 

ROTR.W #2,Rd 

ROTR.L ERd 

ROTR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

ROTXL ROTXL.B Rd 

ROTXL.B #2,Rd 

ROTXL.W Rd 

ROTXL.W #2,Rd 

ROTXL.L ERd 

ROTXL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

ROTXR ROTXR.B Rd 

ROTXR.B #2,Rd 

ROTXR.W Rd 

ROTXR.W #2,Rd 

ROTXR.L ERd 

ROTXR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

RTE RTE 2  2 / 3 *1   1 

RTS RTS 2  2   1 

SHAL SHAL.B Rd 

SHAL.B #2,Rd 

SHAL.W Rd 

SHAL.W #2,Rd 

SHAL.L ERd 

SHAL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SHAR SHAR.B Rd 

SHAR.B #2,Rd 

SHAR.W Rd 

SHAR.W #2,Rd 

SHAR.L ERd 

SHAR.L #2,ERd 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

     

SHLL.B Rd 

SHLL.B #2,Rd 

SHLL.W Rd 

1 

1 

1 

     SHLL 

SHLL.W #2,Rd 

SHLL.L ERd 

SHLL.L #2,ERd 

1 

1 

1 

     

SHLR SHLR.B Rd 

SHLR.B #2,Rd 

SHLR.W Rd 

SHLR.W #2,Rd 

1 

1 

1 

1 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

命令フェッチ 分岐アドレス
リード 

スタック操作 バイトデータ
アクセス 

ワードデータ 

アクセス 
内部動作 命令 ニーモニック 

 

I J K L M N 

SHLR SHLR.L ERd 

SHLR.L #2,ERd 

1 

1 

     

SLEEP SLEEP 1     1 

STC STC.B CCR,Rd 

STC.B EXR,Rd 

STC.W CCR,@ERd 

STC.W EXR,@ERd 

STC.W CCR,@(d:16,ERd)

STC.W EXR,@(d:16,ERd) 

STC.W CCR,@(d:32,ERd)

STC.W EXR,@(d:32,ERd) 

STC.W CCR,@-ERd 

STC.W EXR,@-ERd 

STC.W CCR,@aa:16 

STC.W EXR,@aa:16 

STC.W CCR,@aa:32 

STC.W EXR,@aa:32 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

5 

5 

2 

2 

3 

3 

4 

4 

    

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

 

 

 

 

STM STM.L (ERn-ERn+1),@-SP

STM.L (ERn-ERn+2),@-SP

STM.L (ERn-ERn+3),@-SP

2 

2 

2 

 4 

6 

8 

  1 

1 

1 

STMAC STMAC MACH,Erd 

STMAC MACL,ERd 

1 

1 

    *3 

*3 

SUB SUB.B Rs,Rd 

SUB.W #xx:16,Rd 

SUB.W Rs,Rd 

SUB.L #xx:32,ERd 

SUB.L ERs,ERd 

1 

2 

1 

3 

1 

     

SUBS SUBS #1/2/4,ERd 1      

SUBX SUBX #xx:8,Rd 

SUBX Rs,Rd 

1 

1 

     

TAS TAS @ERd *4 2   2   

TRAPA TRAPA #x:2 2 2 2 / 3 *1   2 

XOR XOR.B #xx:8,Rd 

XOR.B Rs,Rd 

XOR.W #xx:16,Rd 

XOR.W Rs,Rd 

XOR.L #xx:32,ERd 

XOR.L ERs,ERd 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

     

XORC XORC #xx:8,CCR 

XORC #xx:8,EXR 

1 

2 

     

【注】 *1 EXRが無効なとき 2、有効なとき 3になります。 

 *2 転送データが nバイトのとき 

 *3 直前の命令によって、内部動作が 0～3ステート追加される場合があります。 

 *4 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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A.5 命令実行中のバス状態 
本 CPUの個々の命令についての実行状態を表 A.6に示します。実行状態に必要なステート数に関

しては、表 A.4を参照してください。 
 

《表の見方》 

命令

JMP＠aa:24 R:W  2nd 内部動作1ステート R:W  EA

1 2 3 4 5 6 7 8

命令の終了

実行の順序

実効アドレスをワードサイズでリードします。

リード／ライトは行いません。

実行中の命令の第2ワードをワードサイズで
リードします。

 
《記号説明》 

R：B バイトサイズリードを行います。 

R：W ワードサイズリードを行います。 

W：B バイトサイズライトを行います。 

W：W ワードサイズライトを行います。 

：M 本サイクル直後はバス権移譲を行いません。 

2nd 第 2ワード（第 3・第 4バイト）のアドレスです。 

3rd 第 3ワード（第 5・第 6バイト）のアドレスです。 

4th 第 4ワード（第 7・第 8バイト）のアドレスです。 

5th 第 5ワード（第 9・第 10バイト）のアドレスです。 

NEXT 実行中の命令の直後の命令の先頭アドレスです。 

EA 実効アドレスです。 

VEC ベクタアドレスです。 
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8ビットバス・3ステートアクセス・ウェイトなしの場合、上記命令実行中のアドレスバス、RD、
HWR、LWRのタイミングを図 A.1に示します。 
 

φ

アドレスバス

RD

HWR、LWR

R:W  2nd

実行命令の
第3バイトフェッチ

実行命令の
第4バイトフェッチ

分岐先命令の
第1バイトフェッチ

分岐先命令の
第2バイトフェッチ

R:W  EA

Highレベル

内部
動作

 
図 A.1 アドレスバス、RD、HWR、LWRのタイミング 

（8ビットバス・3ステートアクセス・ウェイトなしの場合） 
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表 A.6 命令の実行状態 
命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

ADD.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

ADD.B Rs,Rd R:W NEXT         

ADD.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

ADD.W Rs,Rd R:W NEXT         

ADD.L 

#xx:32,ERd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

ADD.L ERs,ERd R:W NEXT         

ADDS #1/2/4,ERd R:W NEXT         

ADDX #xx:8,Rd R:W NEXT         

ADDX Rs,Rd R:W NEXT         

AND.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

AND.B Rs,Rd R:W NEXT         

AND.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W: NEXT        

AND.W Rs,Rd R:W NEXT         

AND.L 

#xx:32,ERd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

AND.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

ANDC #xx:8,CCR R:W NEXT         

ANDC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

BAND #xx:3,Rd R:W NEXT         

BAND 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BAND 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BAND 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BAND 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BRA d:8 (BT d:8) R:W NEXT R:W EA        

BRN d:8 (BF d:8) R:W NEXT R:W EA        

BHI d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLS d:8 R:W NEXT R:W EA        

BCC d:8 

(BHS d:8) 

R:W NEXT R:W EA        

BCS d:8(BLO d:8) R:W NEXT R:W EA        

BNE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BEQ d:8 R:W NEXT R:W EA        

BVC d:8 R:W NEXT R:W EA        

BVS d:8 R:W NEXT R:W EA        

BPL d:8 R:W NEXT R:W EA        

BMI d:8 R:W NEXT R:W EA        

BGE d:8 R:W NEXT R:W EA        
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BLT d:8 R:W NEXT R:W EA        

BGT d:8 R:W NEXT R:W EA        

BLE d:8 R:W NEXT R:W EA        

BRA d:16 

(BT d:16) 

R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BRN d:16 

(BF d:16) 

R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BHI d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BLS d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BCC d:16 

(BHS d:16) 

R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BCS d:16 

(BLO d:16) 

R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BNE d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BEQ d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BVC d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BVS d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BPL d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BMI d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BGE d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BLT d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BGT d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BLE d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

BCLR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BCLR 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BCLR 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BCLR 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BCLR 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BCLR Rn,Rd R:W NEXT         
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BCLR Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BCLR Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BCLR Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BCLR Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BIAND #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIAND 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIAND 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIAND 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BIAND 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BILD #xx:3,Rd R:W NEXT         

BILD 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BILD 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BILD 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B: EA R:W:M 

NEXT 

     

BILD 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BIOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIOR 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIOR 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIOR 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BIOR 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BIST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BIST 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BIST 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BIST 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BIST 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BIXOR #xx:3,Rd R:W NEXT         
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BIXOR 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIXOR 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BIXOR 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BIXOR 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BLD #xx:3,Rd R:W NEXT         

BLD #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BLD #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BLD 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BLD 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BNOT #xx:3,Rd R:W NEXT         

BNOT 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BNOT 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BNOT 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BNOT 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BNOT Rn,Rd R:W NEXT         

BNOT Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BNOT Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BNOT 

Rn,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BNOT 

Rn,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BOR #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BOR #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BOR 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BOR 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W NEXT     

BSET #xx:3,Rd R:W NEXT         
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BSET 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BSET 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BSET Rn,Rd R:W NEXT         

BSET Rn,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BSET Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BSET Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BSR d:8 R:W NEXT R:W EA W:W:M 

スタック(H) 

W:W 

スタック(L)

     

BSR d:16 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA W:W:M 

スタック(H)

W:W 

スタック(L)

    

BST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BST #xx:3,@ERd R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BST #xx:3,@aa:8 R:W 2nd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA      

BST 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA     

BST 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B:M EA R:W:M 

NEXT 

W:B EA    

BTST #xx:3,Rd R:W NEXT         

BTST 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BTST 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BTST Rn,Rd R:W NEXT         

BTST Rn,@ERd R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST Rn,@aa:8 R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BTST Rn,@aa:16 R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

BTST Rn,@aa:32 R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

BXOR #xx:3,Rd R:W NEXT         

BXOR 

#xx:3,@ERd 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BXOR 

#xx:3,@aa:8 

R:W 2nd R:B EA R:W:M 

NEXT 

      

BXOR 

#xx:3,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:B EA R:W:M 

NEXT 

     

BXOR 

#xx:3,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:B EA R:W:M 

NEXT 

    

CLRMAC R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

       

CMP.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

CMP.B Rs,Rd R:W NEXT         

CMP.W 

#xx:16,Rd 

R:W 2nd R:W NEXT        

CMP.W Rs,Rd R:W NEXT         

CMP.L 

#xx:32,ERd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

CMP.L ERs,ERd R:W NEXT         

DAA Rd R:W NEXT         

DAS Rd R:W NEXT         

DEC.B Rd R:W NEXT         

DEC.W #1/2,Rd R:W NEXT         

DEC.L #1/2,ERd R:W NEXT         

DIVXS.B Rs,Rd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 11ステート     

DIVXS.W Rs,ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 19ステート   

DIVXU.B Rs,Rd R:W NEXT 内部動作 11ステート      

DIVXU.W Rs,ERd R:W NEXT 内部動作 19ステート    

EEPMOV.B R:W 2nd R:B EAs *1 R:B EAd *1 R:B EAs *2 W:B EAd *2 R:W NEXT    

EEPMOV.W R:W 2nd R:B EAs *1 R:B EAd *1 R:B EAs *2 W:B EAd *2 R:W NEXT    

EXTS.W Rd R:W NEXT   ←   n回繰り返す *2   →     

EXTS.L ERd R:W NEXT         

EXTU.W Rd R:W NEXT         

EXTU.L ERd R:W NEXT         

INC.B Rd R:W NEXT         

INC.W #1/2,Rd R:W NEXT         

INC.L #1/2,ERd R:W NEXT         

JMP @ERn R:W NEXT R:W EA        

JMP @aa:24 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

JMP @@aa:8 R:W NEXT R:W:M  

aa:8 

R:W aa:8 内部動作 

1ステート 

R:W EA     
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

JSR @ERn R:W NEXT R:W EA W:W:M 

スタック(H) 

W:W 

スタック(L)

     

JSR @aa:24 R:W 2nd 内部動作 

1ステート 

R:W EA W:W:M 

スタック(H)

W:W 

スタック(L)

    

JSR @@aa:8 R:W NEXT R:W:M aa:8 R:W aa:8 W:W:M 

スタック(H)

W:W 

スタック(L)

R:W EA    

LDC #xx:8,CCR R:W NEXT         

LDC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

LDC Rs,CCR R:W NEXT         

LDC Rs,EXR R:W NEXT         

LDC @ERs,CCR R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

LDC @ERs,EXR R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

LDC@(d:16,ERs)

,CCR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC@(d:16,ERs)

,EXR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC@(d:32,ERs)

,CCR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT R:W EA    

LDC@(d:32,ERs)

,EXR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT R:W EA    

LDC 

@ERs+,CCR 

R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

R:W EA      

LDC 

@ERs+,EXR 

R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

R:W EA      

LDC 

@aa:16,CCR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC 

@aa:16,EXR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:W EA      

LDC 

@aa:32,CCR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

LDC 

@aa:32,EXR 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+1) 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M スタ

ック(H) *3 

R:W スタッ

ク(L) *3 

    

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+2) 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M スタ

ック(H) *3 

R:W スタッ

ク(L) *3 

    

LDM.L @SP+, 

(ERn-ERn+3) 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M スタ

ック(H) *3 

R:W スタッ

ク(L) *3 

    

LDMAC 

ERs,MACH 

R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

 ←   n回繰り返す *3   →     

LDMAC 

ERs,MACL 

R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

       

MAC 

@ERn+,@ERm+ 

R:W 2nd R:W NEXT R:W EAh R:W EAm      
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

MOV.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

MOV.B Rs,Rd R:W NEXT         

MOV.B @ERs,Rd R:W NEXT R:B EA        

MOV.B 

@(d:16,ERs),Rd 

R:W 2nd R:W NEXT R:B EA       

MOV.B 

@(d:32,ERs),Rd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:B EA     

MOV.B 

@ERs+,Rd 

R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

R:B EA       

MOV.B @aa:8,Rd R:W NEXT R:B EA        

MOV.B 

@aa:16,Rd 

R:W 2nd R:W NEXT R:B EA       

MOV.B 

@aa:32,Rd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:B EA      

MOV.B Rs,@ERd R:W NEXT W:B EA        

MOV.B Rs, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W NEXT W:B EA       

MOV.B Rs, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:B EA     

MOV.B 

Rs,@-ERd 

R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

W:B EA       

MOV.B Rs,@aa:8 R:W NEXT W:B EA        

MOV.B 

Rs,@aa:16 

R:W 2nd R:W NEXT W:B EA       

MOV.B 

Rs,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:B EA      

MOV.W 

#xx:16,Rd 

R:W 2nd R:W NEXT        

MOV.W Rs,Rd R:W NEXT         

MOV.W 

@ERs,Rd 

R:W NEXT R:W EA        

MOV.W 

@(d:16,ERs),Rd 

R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

MOV.W 

@(d:32,ERs),Rd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W EA     

MOV.W 

@ERs+,Rd 

R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

MOV.W 

@aa:16,Rd 

R:W 2nd R:W NEXT R:W EA       

MOV.W 

@aa:32,Rd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT R:B EA      

MOV.W 

Rs,@ERd 

R:W NEXT W:W EA        

MOV.W Rs, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

MOV.W Rs, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

MOV.W 

Rs,@-ERd 

R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

W:W EA       

MOV.W 

Rs,@aa:16 

R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

MOV.W 

Rs,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

MOV.L 

#xx:32,ERd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

MOV.L ERs,ERd R:W NEXT         

MOV.L 

@ERs,ERd 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

R:W:M EA R:W EA+2      

MOV.L 

@(d:16,ERs),ERd 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L 

@(d:32,ERs),ERd 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W:M 4th R:W 5th R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2   

MOV.L 

@ERs+,ERd 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L 

@aa:16,ERd 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2     

MOV.L 

@aa:32,ERd 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W 4th R:W NEXT R:W:M EA R:W EA+2    

MOV.L 

ERs,@ERd 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

W:W:M EA W:W EA+2      

MOV.L ERs, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L ERs, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W:M 4th R:W 5th R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2   

MOV.L 

ERs,@-ERd 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L 

ERs,@aa:16 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2     

MOV.L 

ERs,@aa:32 

R:W 2nd R:W:M 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W:M EA W:W EA+2    

MOVFPE 

@aa:16,Rd 

本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE 

Rs,@aa:16 

 

MULXS.B Rs,Rd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 2ステート      

MULXS.W 

Rs,ERd 

R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 3ステート     

MULXU.B Rs,Rd R:W NEXT 内部動作 2ステート       

MULXU.W 

Rs,ERd 

R:W NEXT 内部動作 3ステート      

NEG.B Rd R:W NEXT         

NEG.W Rd R:W NEXT         
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

NEG.L ERd R:W NEXT         

NOP R:W NEXT         

NOT.B Rd R:W NEXT         

NOT.W Rd R:W NEXT         

NOT.L ERd R:W NEXT         

OR.B #xx:8,Rd R:W NEXT         

OR.B Rs,Rd R:W NEXT         

OR.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

OR.W Rs,Rd R:W NEXT         

OR.L #xx:32,ERd R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

OR.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        

ORC #xx:8,CCR R:W NEXT         

ORC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

POP.W Rn R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

R:W EA       

POP.L ERn R:W 2nd R:W:M  

NEXT 

内部動作 

1ステート 

R:W:M EA R:W EA+2     

PUSH.W Rn R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

W:W EA       

PUSH.L ERn R:W 2nd R:W:M  

NEXT 

内部動作 

1ステート 

W:W:M EA W:W EA+2     

ROTL.B Rd R:W NEXT         

ROTL.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTL.W Rd R:W NEXT         

ROTL.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTL.L ERd R:W NEXT         

ROTL.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTR.B Rd R:W NEXT         

ROTR.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTR.W Rd R:W NEXT         

ROTR.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTR.L ERd R:W NEXT         

ROTR.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTXL.B Rd R:W NEXT         

ROTXL.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTXL.W Rd R:W NEXT         

ROTXL.W #2,Rd R:W NEXT         

ROTXL.L ERd R:W NEXT         

ROTXL.L #2,ERd R:W NEXT         

ROTXR.B Rd R:W NEXT         

ROTXR.B #2,Rd R:W NEXT         

ROTXR.W Rd R:W NEXT         

ROTXR.W #2,Rd R:W NEXT         
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

ROTXR.L ERd R:W NEXT         

ROTXR.L #2,ERd R:W NEXT         

RTE R:W NEXT R:Wスタッ

ク(EXR) 

R:W 

スタック(H) 

R:W 

スタック(L)

内部動作 

1ステート 

R:W *4    

RTS R:W NEXT R:W:M 

スタック(H) 

R:W 

スタック(L) 

内部動作 

1ステート 

R:W *4     

SHAL.B Rd R:W NEXT         

SHAL.B #2,Rd R:W NEXT         

SHAL.W Rd R:W NEXT         

SHAL.W #2,Rd R:W NEXT         

SHAL.L ERd R:W NEXT         

SHAL.L #2,ERd R:W NEXT         

SHAR.B Rd R:W NEXT         

SHAR.B #2,Rd R:W NEXT         

SHAR.W Rd R:W NEXT         

SHAR.W #2,Rd R:W NEXT         

SHAR.L ERd R:W NEXT         

SHAR.L #2,ERd R:W NEXT         

SHLL.B Rd R:W NEXT         

SHLL.B #2,Rd R:W NEXT         

SHLL.W Rd R:W NEXT         

SHLL.W #2,Rd R:W NEXT         

SHLL.L ERd R:W NEXT         

SHLL.L #2,ERd R:W NEXT         

SHLR.B Rd R:W NEXT         

SHLR.B #2,Rd R:W NEXT         

SHLR.W Rd R:W NEXT         

SHLR.W #2,Rd R:W NEXT         

SHLR.L ERd R:W NEXT         

SHLR.L #2,ERd R:W NEXT         

SLEEP R:W NEXT 内部動作:M        

STC CCR,Rd R:W NEXT         

STC EXR,Rd R:W NEXT         

STC CCR,@ERd R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

STC EXR,@ERd R:W 2nd R:W NEXT W:W EA       

STC CCR, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC EXR, 

@(d:16,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC CCR, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT W:W EA    

STC EXR, 

@(d:32,ERd) 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W 5th R:W NEXT W:W EA    
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

STC CCR,@-ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

W:W EA      

STC EXR,@-ERd R:W 2nd R:W NEXT 内部動作 

1ステート 

W:W EA      

STC 

CCR,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC 

EXR,@aa:16 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT W:W EA      

STC 

CCR,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

STC 

EXR,@aa:32 

R:W 2nd R:W 3rd R:W 4th R:W NEXT W:W EA     

STM.L 

(ERn-ERn+1), 

@-SP 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

W:W:Mスタ

ック(H) *3 

W:Wスタッ

ク(L) *3 

    

STM.L 

(ERn-ERn+2), 

@-SP 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

W:W:Mスタ

ック(H) *3 

W:Wスタッ

ク(L) *3 

    

STM.L 

(ERn-ERn+3), 

@-SP 

R:W 2nd R:W:M 

NEXT 

内部動作 

1ステート 

W:W:Mスタ

ック(H) *3 

W:Wスタッ

ク(L) *3 

    

STMAC 

MACH,Erd 

R:W NEXT  

STMAC 

MACL,ERd 

R:W NEXT  

SUB.B Rs,Rd R:W NEXT         

SUB.W #xx:16,Rd R:W 2nd R:W NEXT        

SUB.W Rs,Rd R:W NEXT         

SUB.L 

#xx:32,ERd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

SUB.L ERs,ERd R:W NEXT         

SUBS #1/2/4,ERd R:W NEXT         

SUBX #xx:8,Rd R:W NEXT         

SUBX Rs,Rd R:W NEXT         

TAS   @ERd *8 R:W 2nd R:W NEXT R:B:M EA W:B EA      

TRAPA #x:2 R:W NEXT  W:W 

スタック(L) 

W:W 

スタック(H)

W:Wスタッ

ク(EXR) 

R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 

1ステート 

R:W *7 

XOR.B #xx8,Rd R:W NEXT         

XOR.B Rs,Rd R:W NEXT         

XOR.W 

#xx:16,Rd 

R:W 2nd R:W NEXT        

XOR.W Rs,Rd R:W NEXT         

XOR.L 

#xx:32,ERd 

R:W 2nd R:W 3rd R:W NEXT       

XOR.L ERs,ERd R:W 2nd R:W NEXT        
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命令 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

XORC #xx:8,CCR R:W NEXT         

XORC #xx:8,EXR R:W 2nd R:W NEXT        

リセット例外処理 R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 

1ステート 

R:W *5      

割り込み例外処理 R:W *6 内部動作 

1ステート 

W:W 

スタック(L) 

W:W 

スタック(H)

W:Wスタッ

ク(EXR) 

R:W:M VEC R:W VEC+2 内部動作 

1ステート 

R:W *7 

【注】 *1 EAsは ER5、EAdは ER6の内容です。 

 *2 EAsは ER5、EAdは ER6の内容で、実行後それぞれ 1が加算されます。 

  また、nは R4Lまたは R4の初期値であり、n=0のときこれらの実行は行われません。 

 *3 2本退避／復帰時は 2回、3本退避／復帰時は 3回、4本退避／復帰時は 4回繰り返します。 

 *4 リターン後の先頭アドレスです。 

 *5 プログラムのスタートアドレスです。 

 *6 プリフェッチアドレスです。退避される PCに 2を加算したアドレスです。 

  また、スリープモード、ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時にはリード動作は行われず、

内部動作となります。 

 *7 割り込み処理ルーチンの先頭アドレスです。 

 *8 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 

A.6 コンディションコードの変化 
CPUの各命令について、命令実行後のコンディションコードの変化を示します。以下に、表中で

使われている記号を説明します。 
 

m＝ 31 ：ロングワードサイズのとき 
 15 ：ワードサイズのとき 
 7 ：バイトサイズのとき 
Si  ：ソースオペランドのビット i 
Di  ：デスティネーションオペランドのビット i 
Ri  ：結果のビット i 
Dn  ：デスティネーションオペランドの指定されたビット 
－  ：影響なし 
  ：実行結果に応じて変化（定義参照） 

0  ：常に 0にクリア 
1  ：常に 1にセット 
*  ：値を保証しません。 
Z'  ：実行前の Zフラグ 
C'  ：実行前の Cフラグ 
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表 A.7 コンディションコードの変化 
命 令 H N Z V C 定 義 

ADD      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 
N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 
C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

ADDS － － － － －  

ADDX      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 
N＝Rm 
Z＝Z'・Rm・ …… ・R0 
V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 
C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

AND －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ANDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 
EXRのときはどのフラグも変化しません。 

BAND － － － －  C＝C'・Dn 

Bcc － － － － －  

BCLR － － － － －  

BIAND － － － －  C＝C'・Dn 

BILD － － － －  C＝Dn 

BIOR － － － －  C＝C' + Dn 

BIST － － － － －  

BIXOR － － － －  C＝C'・Dn + C'・Dn 

BLD － － － －  C＝Dn 

BNOT － － － － －  

BOR － － － －  C＝C'  + Dn 

BSET － － － － －  

BSR － － － － －  

BST － － － － －  

BTST － －  － － Z=Dn 

BXOR － － － －  C＝C'・Dn + C'・Dn 

CLRMAC － － － － －  

CMP      H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 
N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 
C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

DAA *   *  N=Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C：10進加算のキャリ 

DAS *   *  N=Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C：10進減算のボロ－ 
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命 令 H N Z V C 定 義 

DEC －    － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
V＝Dm・Rm 

DIVXS －   － － N＝Sm・Dm + Sm・Dm 
Z＝Sm・Sm-1・ …… ・S0 

DIVXU －   － － N＝Sm 
Z＝Sm・Sm-1・ …… ・S0 

EEPMOV － － － － －  

EXTS －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

EXTU － 0  0 － Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

INC －    － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
V＝Dm・Rm 

JMP － － － － －  

JSR － － － － －  

LDC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 
EXRのときはどのフラグも変化しません。 

LDM － － － － －  

LDMAC － － － － －  

MAC － － － － －  

MOV －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

MOVFPE 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE  

MULXS －   － － N＝R2m 
Z＝R2m・R2m-1・ …… ・R0 

MULXU － － － － －  

NEG      H＝Dm-4 + Rm-4 
N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
V＝Dm・Rm 
C＝Dm + Rm 

NOP － － － － －  

NOT －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

OR －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

ORC      実行結果の対応するビットの値が格納されます。 
EXRのときはどのフラグも変化しません。 

POP －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

PUSH －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
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命 令 H N Z V C 定 義 

ROTL －   0 N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

ROTR －   0 N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

ROTXL －   0 N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

ROTXR －   0 N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

RTE     実行結果の対応するビットの値が格納されます。 

RTS － － － － －  

SHAL －    N＝Rm

Z＝Rm・Rm-1・　……　・R0

V＝Dm・Dm-1 + Dm・Dm-1（1ビットのとき）

V＝Dm・Dm-1・Dm-2・Dm・Dm-1・Dm-2

　（2ビットのとき）

C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき）
 

SHAR －   0 N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

SHLL －   0 N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C＝Dm（1ビットのとき）、C＝Dm-1（2ビットのとき） 

SHLR － 0  0 N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
C＝D0（1ビットのとき）、C＝D1（2ビットのとき） 

SLEEP － － － － －  

STC － － － － －  

STM － － － － －  

STMAC －    － N＝MAC命令の結果、MACレジスタが負のとき 
Z＝MAC命令の結果、MACレジスタが 0のとき 
V＝MAC命令の結果、オーバフローが発生したとき 

SUB     H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 
N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 
V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 
C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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命 令 H N Z V C 定 義 

SUBS － － － － －  

SUBX     H＝Sm-4・Dm-4 + Dm-4・Rm-4 + Sm-4・Rm-4 
N＝Rm 
Z＝Z'・Rm・ …… ・R0 
V＝Sm・Dm・Rm + Sm・Dm・Rm 
C＝Sm・Dm + Dm・Rm + Sm・Rm 

TAS －   0 － N＝Dm 
Z＝Dm・Dm-1・ …… ・D0 

TRAPA － － － － －  

XOR －   0 － N＝Rm 
Z＝Rm・Rm-1・ …… ・R0 

XORC     実行結果の対応するビットの値が格納されます。 
EXRのときはどのフラグも変化しません。 
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B. 内部 I/Oレジスタ 
B.1 アドレス一覧 

          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'EBC0～ MRA SM1 SM0 DM1 DM0 MD1 MD0 DTS Sz DTC 8/16/32* 

H'EFBF MRB CHNE DISEL ─ ─ ─ ─ ─ ─  ビット 

 SAR           

 DAR           

 CRA           

 CRB           

H'F800 MCR MCR7 ─ MCR5 ─ ─ MCR2 MCR1 MCR0 HCAN 8/16 

H'F801 GSR ─ ─ ─ ─ GSR3 GSR2 GSR1 GSR0   

H'F802 BCR BCR7 BCR6 BCR5 BCR4 BCR3 BCR2 BCR1 BCR0   

H'F803  BCR15 BCR14 BCR13 BCR12 BCR11 BCR10 BCR9 BCR8   

H'F804 MBCR MBCR7 MBCR6 MBCR5 MBCR4 MBCR3 MBCR2 MBCR1 ─   

H'F805  MBCR15 MBCR14 MBCR13 MBCR12 MBCR11 MBCR10 MBCR9 MBCR8   

H'F806 TXPR TXPR7 TXPR6 TXPR5 TXPR4 TXPR3 TXPR2 TXPR1 ─   

H'F807  TXPR15 TXPR14 TXPR13 TXPR12 TXPR11 TXPR10 TXPR9 TXPR8   

H'F808 TXCR TXCR7 TXCR6 TXCR5 TXCR4 TXCR3 TXCR2 TXCR1 ─   

H'F809  TXCR15 TXCR14 TXCR13 TXCR12 TXCR11 TXCR10 TXCR9 TXCR8   

H'F80A TXACK TXACK7 TXACK6 TXACK5 TXACK4 TXACK3 TXACK2 TXACK1 ─   

H'F80B  TXACK15 TXACK14 TXACK13 TXACK12 TXACK11 TXACK10 TXACK9 TXACK8   

H'F80C ABACK ABACK7 ABACK6 ABACK5 ABACK4 ABACK3 ABACK2 ABACK1 ─   

H'F80D  ABACK15 ABACK14 ABACK13 ABACK12 ABACK11 ABACK10 ABACK9 ABACK8   

H'F80E RXPR RXPR7 RXPR6 RXPR5 RXPR4 RXPR3 RXPR2 RXPR1 RXPR0   

H'F80F  RXPR15 RXPR14 RXPR13 RXPR12 RXPR11 RXPR10 RXPR9 RXPR8   
            

H'F810 RFPR RFPR7 RFPR6 RFPR5 RFPR4 RFPR3 RFPR2 RFPR1 RFPR0 HCAN 8/16 

H'F811  RFPR15 RFPR14 RFPR13 RFPR12 RFPR11 RFPR10 RFPR9 RFPR8   

H'F812 IRR IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0   

H'F813  ─ ─ ─ IRR12 ─ ─ IRR9 IRR8   

H'F814 MBIMR MBIMR7 MBIMR6 MBIMR5 MBIMR4 MBIMR3 MBIMR2 MBIMR1 MBIMR0   

H'F815  MBIMR15 MBIMR14 MBIMR13 MBIMR12 MBIMR11 MBIMR10 MBIMR9 MBIMR8   

H'F816 IMR IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 ─   

H'F817  ─ ─ ─ IMR12 ─ ─ IMR9 IMR8   

H'F818 REC           

H'F819 TEC           

H'F81A UMSR UMSR7 UMSR6 UMSR5 UMSR4 UMSR3 UMSR2 UMSR1 UMSR0   

H'F81B  UMSR15 UMSR14 UMSR13 UMSR12 UMSR11 UMSR10 UMSR9 UMSR8   

H'F81C LAFML LAFML7 LAFML6 LAFML5 LAFML4 LAFML3 LAFML2 LAFML1 LAFML0   

H'F81D  LAFML15 LAFML14 LAFML13 LAFML12 LAFML11 LAFML10 LAFML9 LAFML8   
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'F81E LAFMH LAFMH7 LAFMH6 LAFMH5 ─ ─ ─ LAFMH1 LAFMH0 HCAN 8/16 

H'F81F  LAFMH15 LAFMH14 LAFMH13 LAFMH12 LAFMH11 LAFMH10 LAFMH9 LAFMH8   

H'F820 MC0[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F821 MC0[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F822 MC0[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F823 MC0[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F824 MC0[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F825 MC0[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F826 MC0[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F827 MC0[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   

H'F828 MC1[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F829 MC1[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F82A MC1[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F82B MC1[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F82C MC1[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F82D MC1[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F82E MC1[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F82F MC1[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
            

H'F830 MC2[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F831 MC2[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F832 MC2[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F833 MC2[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F834 MC2[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F835 MC2[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F836 MC2[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F837 MC2[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   

H'F838 MC3[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F839 MC3[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F83A MC3[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F83B MC3[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F83C MC3[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F83D MC3[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F83E MC3[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F83F MC3[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
            

H'F840 MC4[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F841 MC4[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F842 MC4[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F843 MC4[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F844 MC4[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F845 MC4[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F846 MC4[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F847 MC4[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
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          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'F848 MC5[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F849 MC5[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F84A MC5[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F84B MC5[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F84C MC5[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F84D MC5[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F84E MC5[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F84F MC5[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
            

H'F850 MC6[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F851 MC6[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F852 MC6[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F853 MC6[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F854 MC6[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F855 MC6[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F856 MC6[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F857 MC6[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   

H'F858 MC7[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F859 MC7[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F85A MC7[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F85B MC7[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F85C MC7[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F85D MC7[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F85E MC7[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F85F MC7[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
            

H'F860 MC8[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F861 MC8[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F862 MC8[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F863 MC8[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F864 MC8[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F865 MC8[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F866 MC8[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F867 MC8[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   

H'F868 MC9[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F869 MC9[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F86A MC9[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F86B MC9[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F86C MC9[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F86D MC9[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F86E MC9[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F86F MC9[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
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          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'F870 MC10[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F871 MC10[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F872 MC10[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F873 MC10[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F874 MC10[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F875 MC10[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F876 MC10[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F877 MC10[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   

H'F878 MC11[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F879 MC11[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F87A MC11[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F87B MC11[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F87C MC11[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F87D MC11[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F87E MC11[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F87F MC11[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
            

H'F880 MC12[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F881 MC12[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F882 MC12[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F883 MC12[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F884 MC12[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F885 MC12[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F886 MC12[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F887 MC12[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   

H'F888 MC13[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F889 MC13[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F88A MC13[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F88B MC13[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F88C MC13[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F88D MC13[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F88E MC13[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F88F MC13[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
            

H'F890 MC14[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0 HCAN 8/16 

H'F891 MC14[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F892 MC14[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F893 MC14[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F894 MC14[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F895 MC14[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F896 MC14[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F897 MC14[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   

H'F898 MC15[1] ─ ─ ─ ─ DLC3 DLC2 DLC1 DLC0   

H'F899 MC15[2] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   
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H'F89A MC15[3] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ HCAN 8/16 

H'F89B MC15[4] ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'F89C MC15[5] STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ─ EXD_ID17 EXD_ID16   

H'F89D MC15[6] STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3   

H'F89E MC15[7] EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0   

H'F89F MC15[8] EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8   
            

H'F8B0 MD0[1]         HCAN 8/16 

H'F8B1 MD0[2]           

H'F8B2 MD0[3]           

H'F8B3 MD0[4]           

H'F8B4 MD0[5]           

H'F8B5 MD0[6]           

H'F8B6 MD0[7]           

H'F8B7 MD0[8]           

H'F8B8 MD1[1]           

H'F8B9 MD1[2]           

H'F8BA MD1[3]           

H'F8BB MD1[4]           

H'F8BC MD1[5]           

H'F8BD MD1[6]           

H'F8BE MD1[7]           

H'F8BF MD1[8]           
            

H'F8C0 MD2[1]         HCAN 8/16 

H'F8C1 MD2[2]           

H'F8C2 MD2[3]           

H'F8C3 MD2[4]           

H'F8C4 MD2[5]           

H'F8C5 MD2[6]           

H'F8C6 MD2[7]           

H'F8C7 MD2[8]           

H'F8C8 MD3[1]           

H'F8C9 MD3[2]           

H'F8CA MD3[3]           

H'F8CB MD3[4]           

H'F8CC MD3[5]           

H'F8CD MD3[6]           

H'F8CE MD3[7]           

H'F8CF MD3[8]           
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H'F8D0 MD4[1]         HCAN 8/16 

H'F8D1 MD4[2]           

H'F8D2 MD4[3]           

H'F8D3 MD4[4]           

H'F8D4 MD4[5]           

H'F8D5 MD4[6]           

H'F8D6 MD4[7]           

H'F8D7 MD4[8]           

H'F8D8 MD5[1]           

H'F8D9 MD5[2]           

H'F8DA MD5[3]           

H'F8DB MD5[4]           

H'F8DC MD5[5]           

H'F8DD MD5[6]           

H'F8DE MD5[7]           

H'F8DF MD5[8]           
            

H'F8E0 MD6[1]         HCAN 8/16 

H'F8E1 MD6[2]           

H'F8E2 MD6[3]           

H'F8E3 MD6[4]           

H'F8E4 MD6[5]           

H'F8E5 MD6[6]           

H'F8E6 MD6[7]           

H'F8E7 MD6[8]           

H'F8E8 MD7[1]           

H'F8E9 MD7[2]           

H'F8EA MD7[3]           

H'F8EB MD7[4]           

H'F8EC MD7[5]           

H'F8ED MD7[6]           

H'F8EE MD7[7]           

H'F8EF MD7[8]           
            

H'F8F0 MD8[1]         HCAN 8/16 

H'F8F1 MD8[2]           

H'F8F2 MD8[3]           

H'F8F3 MD8[4]           

H'F8F4 MD8[5]           

H'F8F5 MD8[6]           

H'F8F6 MD8[7]           

H'F8F7 MD8[8]           
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H'F8F8 MD9[1]         HCAN 8/16 

H'F8F9 MD9[2]           

H'F8FA MD9[3]           

H'F8FB MD9[4]           

H'F8FC MD9[5]           

H'F8FD MD9[6]           

H'F8FE MD9[7]           

H'F8FF MD9[8]           
            

H'F900 MD10[1]         HCAN 8/16 

H'F901 MD10[2]           

H'F902 MD10[3]           

H'F903 MD10[4]           

H'F904 MD10[5]           

H'F905 MD10[6]           

H'F906 MD10[7]           

H'F907 MD10[8]           

H'F908 MD11[1]           

H'F909 MD11[2]           

H'F90A MD11[3]           

H'F90B MD11[4]           

H'F90C MD11[5]           

H'F90D MD11[6]           

H'F90E MD11[7]           

H'F90F MD11[8]           
            

H'F910 MD12[1]         HCAN 8/16 

H'F911 MD12[2]           

H'F912 MD12[3]           

H'F913 MD12[4]           

H'F914 MD12[5]           

H'F915 MD12[6]           

H'F916 MD12[7]           

H'F917 MD12[8]           

H'F918 MD13[1]           

H'F919 MD13[2]           

H'F91A MD13[3]           

H'F91B MD13[4]           

H'F91C MD13[5]           

H'F91D MD13[6]           

H'F91E MD13[7]           

H'F91F MD13[8]           
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H'F920 MD14[1]         HCAN 8/16 

H'F921 MD14[2]           

H'F922 MD14[3]           

H'F923 MD14[4]           

H'F924 MD14[5]           

H'F925 MD14[6]           

H'F926 MD14[7]           

H'F927 MD14[8]           

H'F928 MD15[1]           

H'F929 MD15[2]           

H'F92A MD15[3]           

H'F92B MD15[4]           

H'F92C MD15[5]           

H'F92D MD15[6]           

H'F92E MD15[7]           

H'F92F MD15[8]           
            

H'FC00 PWCR1 ─ ─ IE CMF CST CKS2 CKS1 CKS0 モータコント 8 

H'FC02 PWOCR1 OE1H OE1G OE1F OE1E OE1D OE1C OE1B OE1A ロール PWM  

H'FC04 PWPR1 OPS1H OPS1G OPS1F OPS1E OPS1D OPS1C OPS1B OPS1A タイマ  

H'FC06 PWCYR1 ─ ─ ─ ─ ─ ─    16 

            

H'FC08 PWBFR1A ─ ─ ─ OTS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   

H'FC0A PWBFR1C ─ ─ ─ OTS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   

H'FC0C PWBFR1E ─ ─ ─ OTS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   

H'FC0E PWBFR1G ─ ─ ─ OTS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   

H'FC10 PWCR2 ─ ─ IE CMF CST CKS2 CKS1 CKS0  8 

H'FC12 PWOCR2 OE2H OE2G OE2F OE2E OE2D OE2C OE2B OE2A   

H'FC14 PWPR2 OPS2H OPS2G OPS2F OPS2E OPS2D OPS2C OPS2B OPS2A   

H'FC16 PWCYR2 ─ ─ ─ ─ ─ ─    16 

            

H'FC18 PWBFR2A ─ ─ ─ TDS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   

H'FC1A PWBFR2B ─ ─ ─ TDS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   

H'FC1C PWBFR2C ─ ─ ─ TDS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   

H'FC1E PWBFR2D ─ ─ ─ TDS ─ ─ DT9 DT8   

  DT7 DT6 DT5 DT4 DT3 DT2 DT1 DT0   
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H'FC20 PHDDR PH7DDR PH6DDR PH5DDR PH4DDR PH3DDR PH2DDR PH1DDR PH0DDR PORT 8 

H'FC21 PJDDR PJ7DDR PJ6DDR PJ5DDR PJ4DDR PJ3DDR PJ2DDR PJ1DDR PJ0DDR   

H'FC22 PKDDR PK7DDR PK6DDR ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FC24 PHDR PH7DR PH6DR PH5DR PH4DR PH3DR PH2DR PH1DR PH0DR   

H'FC25 PJDR PJ7DR PJ6DR PJ5DR PJ4DR PJ3DR PJ2DR PJ1DR PJ0DR   

H'FC26 PKDR PKDR7 PKDR6 ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FC28 PORTH PH7 PH6 PH5 PH4 PH3 PH2 PH1 PH0   

H'FC29 PORTJ PJ7 PJ6 PJ5 PJ4 PJ3 PJ2 PJ1 PJ0   

H'FC2A PORTK PK7 PK6 ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FC30 LPCR DTS1 DTS0 CMX ─ SGS3 SGS2 SGS1 SGS0 LCDC 8 

H'FC31 LCR ─ PSW ACT DISP CKS3 CKS2 CKS1 CKS0   

H'FC32 LCR2 LCDAB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FC40 LCDRAM           

～H'FC53            

H'FC60 MSTPCRD MSTPD7 MSTPD6 MSTPD5 MSTPD4 MSTPD3 MSTPD2 MSTPD1 MSTPD0 SYSTEM  

H'FC62 Reserved           

H'FC64 Reserved           
            

H'FDD8 Reserved           

H'FDD9 Reserved           

H'FDDA Reserved           

H'FDDB Reserved           

H'FDDC Reserved           

H'FDDD Reserved           

H'FDDE Reserved           

H'FDE4 SBYCR SSBY STS2 STS1 STS0 OPE ─ ─ ─ SYSTEM 8 

H'FDE5 SYSCR MACS ─ INTM1 INTM0 NMIEG ─ ─ RAME   

H'FDE6 SCKCR PSTOP ─ ─ ─ STCS SCK2 SCK1 SCK0   

H'FDE7 MDCR ─ ─ ─ ─ ─ MDS2 MDS1 MDS0   

H'FDE8 MSTPCRA MSTPA7 MSTPA6 MSTPA5 MSTPA4 MSTPA3 MSTPA2 MSTPA1 MSTPA0   

H'FDE9 MSTPCRB MSTPB7 MSTPB6 MSTPB5 MSTPB4 MSTPB3 MSTPB2 MSTPB1 MSTPB0   

H'FDEA MSTPCRC MSTPC7 MSTPC6 MSTPC5 MSTPC4 MSTPC3 MSTPC2 MSTPC1 MSTPC0   

H'FDEB PFCR ─ ─ ─ ─ AE3 AE2 AE1 AE0   

H'FDEC LPWRCR DTON LSON NESEL SUBSTP RFCUT ─ STC1 STC0   

H'FE00 BARA ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ PBC 32 

H'FE01  BAA23 BAA22 BAA21 BAA20 BAA19 BAA18 BAA17 BAA16   

H'FE02  BAA15 BAA14 BAA13 BAA12 BAA11 BAA10 BAA9 BAA8   

H'FE03  BAA7 BAA6 BAA5 BAA4 BAA3 BAA2 BAA1 BAA0   

H'FE04 BARB ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FE05  BAA23 BAA22 BAA21 BAA20 BAA19 BAA18 BAA17 BAA16   

H'FE06  BAA15 BAA14 BAA13 BAA12 BAA11 BAA10 BAA9 BAA8   

H'FE07  BAA7 BAA6 BAA5 BAA4 BAA3 BAA2 BAA1 BAA0   
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H'FE08 BCRA CMFA CDA BAMA2 BAMA1 BAMA0 CSELA1 CSELA0 BIEA PBC 8 

H'FE09 BCRB CMFB CDB BAMB2 BAMB1 BAMB0 CSELB1 CSELB0 BIEB   

H'FE12 ISCRH ─ ─ ─ ─ IRQ5SCB IRQ5SCA IRQ4SCB IRQ4SCA 割り込み 8 

H'FE13 ISCRL IRQ3SCB IRQ3SCA IRQ2SCB IRQ2SCA IRQ1SCB IRQ1SCA IRQ0SCB IRQ0SCA コントローラ  

H'FE14 IER ─ ─ IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E   

H'FE15 ISR ─ ─ IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F   

H'FE16 DTCERA DTCEA7 DTCEA6 DTCEA5 DTCEA4 DTCEA3 DTCEA2 DTCEA1 DTCEA0 DTC 8 

H'FE17 DTCERB DTCEB7 DTCEB6 DTCEB5 DTCEB4 DTCEB3 DTCEB2 DTCEB1 DTCEB0   

H'FE18 DTCERC DTCEC7 DTCEC6 DTCEC5 DTCEC4 DTCEC3 DTCEC2 DTCEC1 DTCEC0   

H'FE19 DTCERD DTCED7 DTCED6 DTCED5 DTCED4 DTCED3 DTCED2 DTCED1 DTCED0   

H'FE1A DTCERE DTCEE7 DTCEE6 DTCEE5 DTCEE4 DTCEE3 DTCEE2 DTCEE1 DTCEE0   

H'FE1B DTCERF DTCEF7 DTCEF6 DTCEF5 DTCEF4 DTCEF3 DTCEF2 DTCEF1 DTCEF0   

H'FE1C DTCERG DTCEG7 DTCEG6 DTCEG5 DTCEG4 DTCEG3 DTCEG2 DTCEG1 DTCEG0   

H'FE1E DTCERI DTCEI7 DTCEI6 DTCEI5 DTCEI4 DTCEI3 DTCEI2 DTCEI1 DTCEI0   

H'FE1F DTVECR SWDTE DTVEC6 DTVEC5 DTVEC4 DTVEC3 DTVEC2 DTVEC1 DTVEC0   
            

H'FE26 PCR G3CMS1 G3CMS0 G2CMS1 G2CMS0 G1CMS1 G1CMS0 G0CMS1 G0CMS0 PPG 8 

H'FE27 PMR G3INV G2INV G1INV G0INV G3NOV G2NOV G1NOV G0NOV   

H'FE28 NDERH NDER15 NDER14 NDER13 NDER12 NDER11 NDER10 NDER9 NDER8   

H'FE29 NDERL NDER7 NDER6 NDER5 NDER4 NDER3 NDER2 NDER1 NDER0   

H'FE2A PODRH POD15 POD14 POD13 POD12 POD11 POD10 POD9 POD8   

H'FE2B PODRL POD7 POD6 POD5 POD4 POD3 POD2 POD1 POD0   

H'FE2C NDRH NDR15 NDR14 NDR13 NDR12 NDR11 NDR10 NDR9 NDR8   

H'FE2D NDRL NDR7 NDR6 NDR5 NDR4 NDR3 NDR2 NDR1 NDR0   

H'FE2E NDRH ─ ─ ─ ─ NDR11 NDR10 NDR9 NDR8   

H'FE2F NDRL ─ ─ ─ ─ NDR3 NDR2 NDR1 NDR0   
            

H'FE30 P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR PORT 8 

H'FE31 P2DDR P27DDR P26DDR P25DDR P24DDR P23DDR P22DDR P21DDR P20DDR   

H'FE32 P3DDR P37DDR P36DDR P35DDR P34DDR P33DDR P32DDR P31DDR P30DDR   

H'FE34 P5DDR ─ ─ ─ ─ ─ P52DDR P51DDR P50DDR   

H'FE39 PADDR PA7DDR PA6DDR PA5DDR PA4DDR PA3DDR PA2DDR PA1DDR PA0DDR   

H'FE3A PBDDR PB7DDR PB6DDR PB5DDR PB4DDR PB3DDR PB2DDR PB1DDR PB0DDR   

H'FE3B PCDDR PC7DDR PC6DDR PC5DDR PC4DDR PC3DDR PC2DDR PC1DDR PC0DDR   

H'FE3C PDDDR PD7DDR PD6DDR PD5DDR PD4DDR PD3DDR PD2DDR PD1DDR PD0DDR   

H'FE3D PEDDR PE7DDR PE6DDR PE5DDR PE4DDR PE3DDR PE2DDR PE1DDR PE0DDR   

H'FE3E PFDDR PF7DDR PF6DDR PF5DDR PF4DDR PF3DDR PF2DDR ─ PF0DDR   
            

H'FE40 PAPCR PA7PCR PA6PCR PA5PCR PA4PCR PA3PCR PA2PCR PA1PCR PA0PCR PORT 8 

H'FE41 PBPCR PB7PCR PB6PCR PB5PCR PB4PCR PB3PCR PB2PCR PB1PCR PB0PCR   

H'FE42 PCPCR PC7PCR PC6PCR PC5PCR PC4PCR PC3PCR PC2PCR PC1PCR PC0PCR   

H'FE43 PDPCR PD7PCR PD6PCR PD5PCR PD4PCR PD3PCR PD2PCR PD1PCR PD0PCR   

H'FE44 PEPCR PE7PCR PE6PCR PE5PCR PE4PCR PE3PCR PE2PCR PE1PCR PE0PCR   

H'FE46 P3ODR P37ODR P36ODR P35ODR P34ODR P33ODR P32ODR P31ODR P30ODR   
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H'FE47 PAODR PA7ODR PA6ODR PA5ODR PA4ODR PA3ODR PA2ODR PA1ODR PA0ODR PORT 8 

H'FE48 PBODR PB7ODR PB6ODR PB5ODR PB4ODR PB3ODR PB2ODR PB1ODR PB0ODR   

H'FE49 PCODR PC7ODR PC6ODR PC5ODR PC4ODR PC3ODR PC2ODR PC1ODR PC0ODR   
            

H'FE80 TCR3 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU3 8/16 

H'FE81 TMDR3 ─ ─ BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FE82 TIOR3H IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FE83 TIOR3L IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0   

H'FE84 TIER3 TTGE ─ ─ TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA   

H'FE85 TSR3 ─ ─ ─ TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA   

H'FE86 TCNT3           

H'FE87            

H'FE88 TGR3A           

H'FE89            

H'FE8A TGR3B           

H'FE8B            

H'FE8C TGR3C           

H'FE8D            

H'FE8E TGR3D           

H'FE8F            
            

H'FE90 TCR4 ─ CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU4 8/16 

H'FE91 TMDR4 ─ ─ ─ ─ MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FE92 TIOR4 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FE94 TIER4 TTGE ─ TCIEU TCIEV ─ ─ TGIEB TGIEA   

H'FE95 TSR4 TCFD ─ TCFU TCFV ─ ─ TGFB TGFA   

H'FE96 TCNT4           

H'FE97            

H'FE98 TGR4A           

H'FE99            

H'FE9A TGR4B           

H'FE9B            
            

H'FEA0 TCR5 ─ CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU5 8/16 

H'FEA1 TMDR5 ─ ─ ─ ─ MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FEA2 TIOR5 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FEA4 TIER5 TTGE ─ TCIEU TCIEV ─ ─ TGIEB TGIEA   

H'FEA5 TSR5 TCFD ─ TCFU TCFV ─ ─ TGFB TGFA   

H'FEA6 TCNT5           

H'FEA7            

H'FEA8 TGR5A           

H'FEA9            

H'FEAA TGR5B           

H'FEAB            
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'FEB0 TSTR ─ ─ CST5 CST4 CST3 CST2 CST1 CST0 TPU共通 8 

H'FEB1 TSYR ─ ─ SYNC5 SYNC4 SYNC3 SYNC2 SYNC1 SYNC0   
            

H'FEC0 IPRA ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2 IPR1 IPR0 割り込み 8 

H'FEC1 IPRB ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2 IPR1 IPR0 コントローラ  

H'FEC2 IPRC ─ ─ ─ ─ ─ IPR2 IPR1 IPR0 ( *H8S/2648,  

H'FEC3 IPRD ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ ─ ─ ─ H8S/2648R,  

H'FEC4 IPRE ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2 IPR1 IPR0 H8S/2647  

H'FEC5 IPRF ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2 IPR1 IPR0 のみ )  

H'FEC6 IPRG ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC7 IPRH ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2 IPR1 IPR0   

H'FEC9 IPRJ ─ ─ ─ ─ ─ IPR2 IPR1 IPR0   

H'FECA IPRK ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2* IPR1* IPR0*   

H'FECC IPRM ─ IPR6 IPR5 IPR4 ─ IPR2 IPR1 IPR0   

H'FECE Reserved           
            

H'FED0 ABWCR ABW7 ABW6 ABW5 ABW4 ABW3 ABW2 ABW1 ABW0 バス 8 

H'FED1 ASTCR AST7 AST6 AST5 AST4 AST3 AST2 AST1 AST0 コントローラ  

H'FED2 WCRH W71 W70 W61 W60 W51 W50 W41 W40   

H'FED3 WCRL W31 W30 W21 W20 W11 W10 W01 W00   

H'FED4 BCRH ICIS1 ICIS0 BRSTRM BRSTS1 BRSTS0 ─ ─ ─   

H'FED5 BCRL ─ ─ ─ ─ ─ ─ WDBE WAITE   

H'FEDB RAMER ─ ─ ─ ─ RAMS RAM2 RAM1 RAM0 ROM  
            

H'FF00 P1DR P17DR P16DR P15DR P14DR P13DR P12DR P11DR P10DR PORT 8 

H'FF01 P2DR P27DR P26DR P25DR P24DR P23DR P22DR P21DR P20DR   

H'FF02 P3DR P37DR P36DR P35DR P34DR P33DR P32DR P31DR P30DR   

H'FF04 P5DR ─ ─ ─ ─ ─ P52DR P51DR P50DR   

H'FF09 PADR PA7DR PA6DR PA5DR PA4DR PA3DR PA2DR PA1DR PA0DR   

H'FF0A PBDR PB7DR PB6DR PB5DR PB4DR PB3DR PB2DR PB1DR PB0DR   

H'FF0B PCDR PC7DR PC6DR PC5DR PC4DR PC3DR PC2DR PC1DR PC0DR   

H'FF0C PDDR PD7DR PD6DR PD5DR PD4DR PD3DR PD2DR PD1DR PD0DR   

H'FF0D PEDR PE7DR PE6DR PE5DR PE4DR PE3DR PE2DR PE1DR PE0DR   

H'FF0E PFDR PF7DR PF6DR PF5DR PF4DR PF3DR PF2DR ─ PF0DR   
            

H'FF10 TCR0 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU0 8/16 

H'FF11 TMDR0 ─ ─ BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FF12 TIOR0H IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FF13 TIOR0L IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0   

H'FF14 TIER0 TTGE ─ ─ TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA   

H'FF15 TSR0 ─ ─ ─ TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA   

H'FF16 TNCT0           

H'FF17            

H'FF18 TGR0A           

H'FF19            
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'FF1A TGR0B         TPU0 8/16 

H'FF1B            

H'FF1C TGR0C           

H'FF1D            

H'FF1E TGR0D           

H'FF1F            
            

H'FF20 TCR1 ─ CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU1 8/16 

H'FF21 TMDR1 ─ ─ ─ ─ MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FF22 TIOR1 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FF24 TIER1 TTGE ─ TCIEU TCIEV ─ ─ TGIEB TGIEA   

H'FF25 TSR1 TCFD ─ TCFU TCFV ─ ─ TGFB TGFA   

H'FF26 TNCT1           

H'FF27            

H'FF28 TGR1A           

H'FF29            

H'FF2A TGR1B           

H'FF2B            
            

H'FF30 TCR2 ─ CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU2 8/16 

H'FF31 TMDR2 ─ ─ ─ ─ MD3 MD2 MD1 MD0   

H'FF32 TIOR2 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0   

H'FF34 TIER2 TTGE ─ TCIEU TCIEV ─ ─ TGIEB TGIEA   

H'FF35 TSR2 TCFD ─ TCFU TCFV ─ ─ TGFB TGFA   

H'FF36 TCNT2           

H'FF37            

H'FF38 TGR2A           

H'FF39            

H'FF3A TGR2B           

H'FF3B            
            

H'FF74 TCSR0 

（リード／ 

ライト時） 

OVF WT/IT TME ─ ─ CKS2 CKS1 CKS0 WDT 8 

H'FF75 TCNT0 

（リード時） 

          

H'FF76 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FF77 RSTCSR0 

（リード時） 

WOVF RSTE ─ ─ ─ ─ ─ ─   

            

H'FF78 SMR0 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 SCI0、 8 

H'FF78 SMR0 GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0 スマートカー  

H'FF79 BRR0         ドインタフェ  

H'FF7A SCR0 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 ース  
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          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'FF7B TDR0         SCI0、 8 

H'FF7C SSR0 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT スマート  

H'FF7C SSR0 TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT カードインタ  

H'FF7D RDR0         フェース  

H'FF7E SCMR0 ─ ─ ─ ─ SDIR SINV ─ SMIF   
            

H'FF80 SMR1 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 SCI1、 8 

H'FF80 SMR1 GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0 スマート  

H'FF81 BRR1         カードインタ  

H'FF82 SCR1 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 フェース  

H'FF83 TDR1           

H'FF84 SSR1 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT   

H'FF84 SSR1 TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT   

H'FF85 RDR1           

H'FF86 SCMR1 ─ ─ ─ ─ SDIR SINV ─ SMIF   
            

H'FF88 SMR2 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 SCI2、  

H'FF88 SMR2 GM BLK PE O/E BCP1 BCP0 CKS1 CKS0 スマート  

H'FF89 BRR2         カードインタ  

H'FF8A SCR2 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 フェース  

H'FF8B TDR2         ( H8S/2648,  

H'FF8C SSR2 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT H8S/2648R,  

H'FF8C SSR2 TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT H8S/2647)  

H'FF8D RDR2           

H'FF8E SCMR2 ─ ─ ─ ─ SDIR SINV ─ SMIF   
            

H'FF90 ADDRAH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 A/D 8 

H'FF91 ADDRAL AD1 AD0 ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FF92 ADDRBH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2   

H'FF93 ADDRBL AD1 AD0 ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FF94 ADDRCH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2   

H'FF95 ADDRCL AD1 AD0 ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FF96 ADDRDH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2   

H'FF97 ADDRDL AD1 AD0 ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FF98 ADCSR ADF ADIE ADST SCAN CH3 CH2 CH1 CH0   

H'FF99 ADCR TRGS1 TRGS0 ─ ─ CKS1 CKS0 ─ ─   
            

H'FFA2 TCSR1 

（リード／ 

ライト時） 

OVF WT/IT TME PSS RST/NMI CKS2 CKS1 CKS0 WDT1 16 

H'FFA3 TCNT1 

（リード時） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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          モジュール  

アドレス 略号 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 名 バス幅 

H'FFA8 FLMCR1 FWE SWE ESU PSU EV PV E P ROM 8 

H'FFA9 FLMCR2 FLER ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FFAA EBR1 EB7 EB6 EB5 EB4 EB3 EB2 EB1 EB0   

H'FFAB EBR2 ─ ─ ─ ─ ─ ─ EB9 EB8   

H'FFAC FLPWCR PDWND ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─   

H'FFB0 PORT1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 PORT 8 

H'FFB1 PORT2 P27 P26 P25 P24 P23 P22 P21 P20   

H'FFB2 PORT3 P37 P36 P35 P34 P33 P32 P31 P30   

H'FFB3 PORT4 P47 P46 P45 P44 P43 P42 P41 P40   

H'FFB4 PORT5 ─ ─ ─ ─ ─ P52 P51 P50   

H'FFB8 PORT9 P97 P96 P95 P94 P93 P92 P91 P90   

H'FFB9 PORTA PA7 PA6 PA5 PA4 PA3 PA2 PA1 PA0   

H'FFBA PORTB PB7 PB6 PB5 PB4 PB3 PB2 PB1 PB0   

H'FFBB PORTC PC7 PC6 PC5 PC4 PC3 PC2 PC1 PC0   

H'FFBC PORTD PD7 PD6 PD5 PD4 PD3 PD2 PD1 PD0   

H'FFBD PORTE PE7 PE6 PE5 PE4 PE3 PE2 PF1 PE0   

H'FFBE PORTF PF7 PF6 PF5 PF4 PF3 PF2 ─ PF0   

【注】 * 内蔵 RAM上に配置されています。DTCがレジスタ情報としてアクセスするとき 32ビットバス、そ

の他のとき 8、16ビットバスです。 
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B.2 機能一覧 
H'EBC0～H'EFBF：DTCソースアドレスレジスタ SAR：DTC 

23

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

22

不定

－

21

不定

－

20

不定

－

19

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

- - -

- - -

- - -

- - -

転送データの転送元アドレスを指定
 

 

H'EBC0～H'EFBF：DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR：DTC 

23

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

22

不定

－

21

不定

－

20

不定

－

19

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

- - -

- - -

- - -

- - -

DTCの転送データの転送先アドレスを指定
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H'EBC0～H'EFBF：DTCモードレジスタ A MRA：DTC 

7

SM1

不定

－

6

SM0

不定

－

5

DM1

不定

－

4

DM0

不定

－

3

MD1

不定

－

0

Sz

不定

－

2

MD0

不定

－

1

DTS

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

デスティネーションアドレスモード

 0 － DARは固定

 1 0 DARは転送後インクリメント
   （Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2）

  1 DARは転送後デクリメント
   （Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2）

ソースアドレスモード

 0 － SARは固定

 1 0 SARは転送後インクリメント
   （Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2）

  1 SARは転送後デクリメント
   （Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2）

DTCデータトランスファサイズ

 0 バイトサイズ転送

 1 ワードサイズ転送

DTC転送モードセレクト

 0 デスティネーション側がリピート
  領域またはブロック領域

 1 ソース側がリピート領域または
  ブロック領域

DTCモード

 0 0 ノーマルモード

  1 リピートモード

 1 0 ブロック転送モード

  1 －
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H'EBC0～H'EFBF：DTCモードレジスタ B MRB：DTC 

7

CHNE

不定

－

6

DISEL

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

DTCチェイン転送イネーブル

 0 DTCデータ転送終了

 1 DTCチェイン転送

DTCインタラプトセレクト

 0 DTCデータ転送終了後、転送カウンタが0でなければ、
  CPUへの割り込みを禁止

 1 DTCデータ転送終了後、CPUへの割り込みを許可

 
 

H'EBC0～H'EFBF：DTC転送カウントレジスタ A CRA：DTC 

15

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

不定

－

13

不定

－

12

不定

－

11

不定

－

10

不定

－

9

不定

－

8

不定

－

7

不定

－

6

不定

－

5

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

CRAH CRAL

DTCのデータ転送の転送回数を指定
 

 

H'EBC0～H'EFBF：DTC転送カウントレジスタ B CRB：DTC 

15

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

14

不定

－

13

不定

－

12

不定

－

11

不定

－

10

不定

－

9

不定

－

8

不定

－

7

不定

－

6

不定

－

5

不定

－

4

不定

－

3

不定

－

2

不定

－

1

不定

－

0

不定

－

DTCのブロックデータ転送の転送回数を指定
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H'F800：マスタコントロールレジスタ MCR：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

MCR5 ― MCR2 MCR1 MCR0

0 0 0 0 0 0 0 1

R/W R/W R R/W R/W R/W

MCR

R

MCR7 ― ―

R

HCANスリープモード解除

 0 CANバス動作によるHCANスリープモード解除を禁止

 1 CANバス動作によるHCANスリープモード解除を許可

HCANスリープモード

 0 HCANスリープモード解除

 1 HCANスリープモードへの遷移を許可

メッセージ送信方式

 0 メッセージIdentifierの優先順位により送信の順番を決定

 1 メールボックス（バッファ）番号の優先順位により

  送信の順番を決定

  （TXPR1 > TXPR15）

HALTリクエスト

 0 通常動作モード

 1 HALTモードへの遷移をリクエスト

リセットリクエスト

 0 通常動作モード（MCR0=0かつGSR3=0）

  [セット条件]HCANのリセット終了時に

  0書き込み

 1 リセットモードへの遷移をリクエスト
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H'F801：ジェネラルステータスレジスタ GSR：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

― ― ― ― GSR3 GSR2 GSR1 GSR0

0 0 0 0 1 1 0 0

R R R R R R R R

GSR

リセットステータスビット

 0 通常動作状態

  [セット条件]HCAN内部をリセット終了

 1 コンフィギュレーションモード

  [リセット条件]MCR0によるリセット状態

  およびスリープモード

送信／受信ワーニングフラグ

 0 [リセット条件]TEC ＜ 96かつREC
  ＜96のとき　TEC≧256

 1 TEC ≧ 96またはREC≧96のとき

バスオフフラグ

 0 [リセット条件]バスオフ
  からの復帰

 1 TEC≧256のとき
  （バスオフ状態）

メッセージ送信ステータスフラグ

 0 メッセージ送信期間中

 1 アイドル期間
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H'F802：ビットコンフィグレジスタ BCR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BCR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

BCR15 BCR 14 BCR13 BCR12 BCR11 BCR10 BCR9 BCR8

BCR7 BCR6 BCR5 BCR4 BCR3 BCR2 BCR1 BCR0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

Re-Synchronization Jump Width 

 0 0 最大ビット同期幅 1time quantum

   1 最大ビット同期幅 2time quanta

 1 0 最大ビット同期幅 3time quanta

   1 最大ビット同期幅 4time quanta

ボーレートプリスケーラ

 0 0 0 0 0 0 2×システムクロック

           1 4×システムクロック

         1 0 6×システムクロック

 : : : : : : 　　　　 :

 1 1 1 1 1 1 128×システムクロック

TSEG1

 0 0 0 0 設定禁止

 　 　 　 1 設定禁止

 　 　 1 0 設定禁止

 　 　 　 1 TSEG1 =4time quanta

 　 1 0 0 TSEG1 =5time quanta

 : : : : 　　　　　:

 1 1 1 1 TSEG1 =16time quanta

TSEG 2

 0 0 0 設定禁止

 　 　 1 TSEG2 =2time quanta

 　 1 0 TSEG2 =3time quanta

 　 　 1 TSEG2 =4time quanta

 1 0 0 TSEG2 =5time quanta

 　 　 1 TSEG2 =6time quanta

 　 1 0 TSEG2 =7time quanta

 　 　 1 TSEG2 =8time quanta

ビットサンプルポイント

 0 1箇所のビットサンプリング（TSEG1の終わり）

 1 3箇所のビットサンプリング（TSEG1の終わりと前後1time quantum）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F804：メールボックスコンフィグレジスタ MBCR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MBCR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0

R/W

MBCR15 MBCR 14 MBCR13 MBCR12 MBCR11 MBCR10 MBCR9 MBCR8

MBCR7 MBCR6 MBCR5 MBCR4 MBCR3 MBCR2 MBCR1 ―

1

R

メールボックス設定レジスタ

 0 対応するメールボックスが送信用に設定

 1 対応するメールボックスが受信用に設定
 

 

H'F806：送信待ちレジスタ TXPR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXPR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXPR15 TXPR 14 TXPR13 TXPR12 TXPR11 TXPR10 TXPR9 TXPR8

R/W

TXPR7 TXPR6 TXPR5 TXPR4 TXPR3 TXPR2 TXPR1 ―

R

送信待ちレジスタ

 0 対応するメールボックス内の送信メッセージアイドル状態

  [クリア条件]メッセージの送信完了および取り消し完了

 1 対応するメールボックス内の送信メッセージの送信待ち

  （CANバスアービトレーション）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F808：送信待ち取り消しレジスタ TXCR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXCR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

TXCR15 TXCR 14 TXCR13 TXCR12 TXCR11 TXCR10 TXCR9 TXCR8

R/W

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXCR7 TXCR6 TXCR5 TXCR4 TXCR3 TXCR2 TXCR1 ―

R

送信待ち取り消しレジスタ

 0 対応するメールボックス内の送信メッセージ取り消し

  アイドル状態

  [クリア条件]TXPRのクリア完了

  　　　　　　（送信メッセージを正常に取り消したとき）

 1 対応するメールボックスのTXPRクリア

  （送信メッセージの取り消し）
 

 

H'F80A：送信アクノレッジレジスタ TXACK：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

TXACK

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

TXACK15 TXACK 14 TXACK13 TXACK12 TXACK11 TXACK10 TXACK9 TXACK8

TXACK7 TXACK6 TXACK5 TXACK4 TXACK3 TXACK2 TXACK1 ―

R

送信アクノレッジレジスタ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 対応するメールボックスのメッセージ送信完了

【注】* フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。  
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F80C：取り消しアクノレッジレジスタ ABACK：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

ABACK

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

ABACK15 ABACK14 ABACK13 ABACK12 ABACK11 ABACK10 ABACK9 ABACK8

R/(W)*

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

ABACK7 ABACK6 ABACK5 ABACK4 ABACK3 ABACK2 ABACK1 ―

R

取り消しアクノレッジレジスタ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 対応するメールボックスの送信メッセージ取り消し完了

【注】* フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。
 

 

H'F80E：受信完了レジスタ RXPR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

RXPR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

RXPR15 RXPR 14 RXPR13 RXPR12 RXPR11 RXPR10 RXPR9 RXPR8

RXPR7 RXPR6 RXPR5 RXPR4 RXPR3 RXPR2 RXPR1 RXPR0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

受信完了レジスタ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 対応するメールボックスにメッセージ

  （データフレームまたはリモートフレーム）受信完了

【注】* フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F810：リモートリクエストレジスタ RFPR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

RFPR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

RFPR15 RFPR14 RFPR13 RFPR12 RFPR11 RFPR10 RFPR9 RFPR8

RFPR7 RFPR6 RFPR5 RFPR4 RFPR3 RFPR2 RFPR1 RFPR0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*

リモートリクエストレジスタ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 対応するメールボックスにリモートフレーム受信完了

【注】* フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。  
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F812：インタラプトレジスタ IRR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/(W)* R R/(W)*

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0

R/(W)*

IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0

1

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R

R R/(W)*

0

― ― ― IRR12 ― ― IRR9 IRR8

― ― ― ― ―

リセット割り込みフラグ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 ハードウェアリセット（HCANモジュールストップ*、ソフトウェアスタンバイ）投入

  [セット条件]ハードウェアリセット（HCANモジュールストップ*、ソフトウェア

  　　　　　　スタンバイ）投入後にリセット処理完了したとき

【注】* リセット、ハードウェアスタンバイ解除後はモジュールストップビットが1に初期化

されるため、HCANはモジュールストップ状態になります。

受信メッセージ割り込みフラグ

 0 [クリア条件]MBIMRで受信割り込み要求を許可したメールボックスの

  　　　　　　RXPR（受信完了レジスタ）のビットをすべてクリア

 1 データフレーム、リモートフレーム受信しメールボックスに格納

  [セット条件]データフレームおよびリモートフレームを受信完了したとき

  　　　　　　対応するMBIMR=0のとき

リモートフレームリクエスト割り込みフラグ

 0 [クリア条件]MBIMRで受信割り込み要求を許可したメールボックスの

  　　　　　　RFPR（リモートリクエストレジスタ）のビットをすべてクリア

 1 リモートフレーム受信しメールボックスに格納

  [セット条件]リモートフレームを受信完了したとき

  　　　　　　対応するMBIMR=0のとき

メールボックス空き割り込みフラグ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 送信メッセージが送信または取り消され新規メッセージ格納可能

  [セット条件]TXPR（送信待ちレジスタ）が送信完了および送信取り消し完了によりクリアされたとき
未読割り込みフラグ

 0 [クリア条件]UMSR（未読メッセージステータスレジスタ）のすべてのビットクリア

 1 未読メッセージのオーバライト

  [セット条件]UMSR（未読メッセージステータスレジスタ）がセットされたとき

バス動作割り込みフラグ

 0 CANバスアイドル状態

  [クリア条件]1 書き込み

 1 HCANスリープモード中CANバスの動作あり

  [セット条件]HCANスリープモード中のバス動作（ドミナントビット検出）のとき

送信オーバロードワーニング割り込みフラグ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 送信エラーによるエラーワーニング状態

 [セット条件]TEC≧96になったとき

受信オーバロードワーニング割り込みフラグ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 受信エラーによるエラーワーニング状態

  [セット条件]REC≧96になったとき

エラーパッシブ割り込みフラグ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 送信／受信エラーによるエラーパッシブ状態

  [セット条件]TEC≧128またはREC≧128になったとき

バスオフ割り込みフラグ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 送信エラーによるバスオフ状態

  [セット条件]TEC≧256になったとき

オーバロードフレーム割り込みフラグ

 0 [クリア条件]1 書き込み

 1 オーバロードフレーム送信

  [セット条件]オーバロードフレームを送信したとき

  　　　　　　

【注】* フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。  
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F814：メールボックスインタラプトマスクレジスタ MBIMR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MBIMR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

MBIMR15 MBIMR14 MBIMR13 MBIMR12 MBIMR11 MBIMR10 MBIMR9 MBIMR8

MBIMR7 MBIMR6 MBIMR5 MBIMR4 MBIMR3 MBIMR2 MBIMR1 MBIMR0

1 1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

メールボックスインタラプトマスク

 0 【送信時】

  TXPRのクリアによりCPUへ割り込み要求

  【受信時】

  RXPRのセットによりCPUへ割り込み要求

 1 CPUへの割り込み要求を禁止
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F816：インタラプトマスクレジスタ IMR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

1 1 1 1 1 1 1

R/W R/W

IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 －

0

R/W R/W R/W R/W R/W R

1

R R R R/W

－ － － IMR12 IMR9 IMR8－ －

R R

受信メッセージ割り込みマスク

 0 IRR1によるCPUへのメッセージ受信

  割り込み要求（RM1）を許可

 1 IRR1によるCPUへのメッセージ受信

  割り込み要求（RM1）を禁止

リモートフレームリクエスト割り込みマスク

 0 IRR2によるCPUへのリモートフレーム受信割り込み要求（OVR0）を許可

 1 IRR2によるCPUへのリモートフレーム受信割り込み要求（OVR0）を禁止

メールボックス空き割り込みマスク

 0 IRR8によるCPUへのメールボックス

  空き割り込み要求（SLE0）を許可

 1 IRR8によるCPUへのメールボックス

  空き割り込み要求（SLE0）を禁止
未読割り込みマスク

 0 IRR9によるCPUへの未読メッセージオーバライト

  割り込み要求（OVR0）を許可

 1 IRR9によるCPUへの未読メッセージオーバライト

  割り込み要求（OVR0）を禁止

送信オーバロードワーニングマスク

 0 IRR3によるCPUへのTECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を許可

 1 IRR3によるCPUへのTECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を禁止

受信オーバロードワーニング割り込みマスク

 0 IRR4によるCPUへのRECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を許可

 1 IRR4によるCPUへのRECエラーワーニング割り込み要求（OVR0）を禁止

バス動作割り込みマスク

 0 IRR12によるCPUへのバス動作割り込み要求（OVR0）を許可

 1 IRR12によるCPUへのバス動作割り込み要求（OVR0）を禁止

エラーパッシブ割り込みマスク

 0 IRR5によるCPUへのエラーパッシブ割り込み要求（ERS0）を許可

 1 IRR5によるCPUへのエラーパッシブ割り込み要求（ERS0）を禁止

バスオフ割り込みマスク

 0 IRR6によるCPUへのバスオフ割り込み要求（ERS0）を許可

 1 IRR6によるCPUへのバスオフ割り込み要求（ERS0）を禁止

オーバロードフレーム／バスオフ復帰割り込みマスク

 0 IRR7によるCPUへのオーバロードフレーム／バスオフ復帰割り込み要求（OVR0）を許可

 1 IRR7によるCPUへのオーバロードフレーム／バスオフ復帰割り込み要求（OVR0）を禁止
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F818：受信エラーカウンタ REC：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R

REC

 
 

H'F819：送信エラーカウンタ TEC：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R

TEC

 
 

H'F81A：未読メッセージステータスレジスタ UMSR：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

R/(W)*

UMSR

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

【注】*　フラグをクリアするための1ライトのみ可能です。

UMSR15 UMSR14 UMSR13 UMSR12 UMSR11 UMSR10 UMSR9 UMSR8

UMSR7 UMSR6 UMSR5 UMSR4 UMSR3 UMSR2 UMSR1 UMSR0

未読メッセージステータスフラグ

 0 [クリア条件]1書き込み

 1 メッセージを受信後未読のまま新規メッセー

  ジをオーバライト

  [セット条件]RXPRをクリアする前に新規

  　　　　　　　メッセージを受信したとき
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F81C：ローカルアクセプタンスフィルタマスク LAFML：HCAN 
H'F81E：ローカルアクセプタンスフィルタマスク LAFMH：HCAN 

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 12 11 10 9 813ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：

　R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W

LAFML15 LAFML14 LAFML13 LAFML12 LAFML11 LAFML10 LAFML9 LAFML8

R/W R/W R/W

LAFML

LAFML7 LAFML6 LAFML5 LAFML4 LAFML3 LAFML2 LAFML1 LAFML0

R/W R/W R/W

R/W R/W

LAFMH

LAFMH15 LAFMH14 LAFMH13 LAFMH12 LAFMH11 LAFMH10 LAFMH9 LAFMH8

R/W R/W R/W

LAFMH7 LAFMH6 LAFMH5 ― ― ― LAFMH1 LAFMH0

R R R

LAFMHビット7～0,15～13：11ビットIdentifier用フィルタ

 0 MC0のメッセージIdentifierと受信メッセージIdentifierのビット一致により

  MC0、MD0（受信専用メールボックス）に格納  

 1 MC0のメッセージIdentifierと受信メッセージIdentifierのビット一致にかかわらず

  MC0、MD0（受信専用メールボックス）に格納  

LAFMHビット9,8, LAFML15～0：18ビットIdentifier用フィルタ

 0 MC0のメッセージIdentifierと受信メッセージIdentifierのビット一致により

  MC0（受信専用メールボックス）に格納  

 1 MC0のメッセージIdentifierと受信メッセージIdentifierのビット一致にかかわらず

  MC0（受信専用メールボックス）に格納  
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F820：メッセージコントロール MC01：HCAN 

H'F821：メッセージコントロール MC02：HCAN 

H'F822：メッセージコントロール MC03：HCAN 

H'F823：メッセージコントロール MC04：HCAN 

H'F824：メッセージコントロール MC05：HCAN 

H'F825：メッセージコントロール MC06：HCAN 

H'F826：メッセージコントロール MC07：HCAN 

H'F827：メッセージコントロール MC08：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F828：メッセージコントロール MC11：HCAN 

H'F829：メッセージコントロール MC12：HCAN 

H'F82A：メッセージコントロール MC13：HCAN 

H'F82B：メッセージコントロール MC14：HCAN 

H'F82C：メッセージコントロール MC15：HCAN 

H'F82D：メッセージコントロール MC16：HCAN 

H'F82E：メッセージコントロール MC17：HCAN 

H'F82F：メッセージコントロール MC18：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F830：メッセージコントロール MC21：HCAN 

H'F831：メッセージコントロール MC22：HCAN 

H'F832：メッセージコントロール MC23：HCAN 

H'F833：メッセージコントロール MC24：HCAN 

H'F834：メッセージコントロール MC25：HCAN 

H'F835：メッセージコントロール MC26：HCAN 

H'F836：メッセージコントロール MC27：HCAN 

H'F837：メッセージコントロール MC28：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F838：メッセージコントロール MC31：HCAN 

H'F839：メッセージコントロール MC32：HCAN 

H'F83A：メッセージコントロール MC33：HCAN 

H'F83B：メッセージコントロール MC34：HCAN 

H'F83C：メッセージコントロール MC35：HCAN 

H'F83D：メッセージコントロール MC36：HCAN 

H'F83E：メッセージコントロール MC37：HCAN 

H'F83F：メッセージコントロール MC38：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F840：メッセージコントロール MC41：HCAN 

H'F841：メッセージコントロール MC42：HCAN 

H'F842：メッセージコントロール MC43：HCAN 

H'F843：メッセージコントロール MC44：HCAN 

H'F844：メッセージコントロール MC45：HCAN 

H'F845：メッセージコントロール MC46：HCAN 

H'F846：メッセージコントロール MC47：HCAN 

H'F847：メッセージコントロール MC48：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F848：メッセージコントロール MC51：HCAN 

H'F849：メッセージコントロール MC52：HCAN 

H'F84A：メッセージコントロール MC53：HCAN 

H'F84B：メッセージコントロール MC54：HCAN 

H'F84C：メッセージコントロール MC55：HCAN 

H'F84D：メッセージコントロール MC56：HCAN 

H'F84E：メッセージコントロール MC57：HCAN 

H'F84F：メッセージコントロール MC58：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

 



 

付録 

付録-90  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F850：メッセージコントロール MC61：HCAN 

H'F851：メッセージコントロール MC62：HCAN 

H'F852：メッセージコントロール MC63：HCAN 

H'F853：メッセージコントロール MC64：HCAN 

H'F854：メッセージコントロール MC65：HCAN 

H'F855：メッセージコントロール MC66：HCAN 

H'F856：メッセージコントロール MC67：HCAN 

H'F857：メッセージコントロール MC68：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F858：メッセージコントロール MC71：HCAN 

H'F859：メッセージコントロール MC72：HCAN 

H'F85A：メッセージコントロール MC73：HCAN 

H'F85B：メッセージコントロール MC74：HCAN 

H'F85C：メッセージコントロール MC75：HCAN 

H'F85D：メッセージコントロール MC76：HCAN 

H'F85E：メッセージコントロール MC77：HCAN 

H'F85F：メッセージコントロール MC78：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F860：メッセージコントロール MC81：HCAN 

H'F861：メッセージコントロール MC82：HCAN 

H'F862：メッセージコントロール MC83：HCAN 

H'F863：メッセージコントロール MC84：HCAN 

H'F864：メッセージコントロール MC85：HCAN 

H'F865：メッセージコントロール MC86：HCAN 

H'F866：メッセージコントロール MC87：HCAN 

H'F867：メッセージコントロール MC88：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F868：メッセージコントロール MC91：HCAN 

H'F869：メッセージコントロール MC92：HCAN 

H'F86A：メッセージコントロール MC93：HCAN 

H'F86B：メッセージコントロール MC94：HCAN 

H'F86C：メッセージコントロール MC95：HCAN 

H'F86D：メッセージコントロール MC96：HCAN 

H'F86E：メッセージコントロール MC97：HCAN 

H'F86F：メッセージコントロール MC98：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F870：メッセージコントロール MC101：HCAN 

H'F871：メッセージコントロール MC102：HCAN 

H'F872：メッセージコントロール MC103：HCAN 

H'F873：メッセージコントロール MC104：HCAN 

H'F874：メッセージコントロール MC105：HCAN 

H'F875：メッセージコントロール MC106：HCAN 

H'F876：メッセージコントロール MC107：HCAN 

H'F877：メッセージコントロール MC108：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F878：メッセージコントロール MC111：HCAN 

H'F879：メッセージコントロール MC112：HCAN 

H'F87A：メッセージコントロール MC113：HCAN 

H'F87B：メッセージコントロール MC114：HCAN 

H'F87C：メッセージコントロール MC115：HCAN 

H'F87D：メッセージコントロール MC116：HCAN 

H'F87E：メッセージコントロール MC117：HCAN 

H'F87F：メッセージコントロール MC118：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F880：メッセージコントロール MC121：HCAN 

H'F881：メッセージコントロール MC122：HCAN 

H'F882：メッセージコントロール MC123：HCAN 

H'F883：メッセージコントロール MC124：HCAN 

H'F884：メッセージコントロール MC125：HCAN 

H'F885：メッセージコントロール MC126：HCAN 

H'F886：メッセージコントロール MC127：HCAN 

H'F887：メッセージコントロール MC128：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F888：メッセージコントロール MC131：HCAN 

H'F889：メッセージコントロール MC132：HCAN 

H'F88A：メッセージコントロール MC133：HCAN 

H'F88B：メッセージコントロール MC134：HCAN 

H'F88C：メッセージコントロール MC135：HCAN 

H'F88D：メッセージコントロール MC136：HCAN 

H'F88E：メッセージコントロール MC137：HCAN 

H'F88F：メッセージコントロール MC138：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F890：メッセージコントロール MC141：HCAN 

H'F891：メッセージコントロール MC142：HCAN 

H'F892：メッセージコントロール MC143：HCAN 

H'F893：メッセージコントロール MC144：HCAN 

H'F894：メッセージコントロール MC145：HCAN 

H'F895：メッセージコントロール MC146：HCAN 

H'F896：メッセージコントロール MC147：HCAN 

H'F897：メッセージコントロール MC148：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

 



 

付録 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  付録-99 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F898：メッセージコントロール MC151：HCAN 

H'F899：メッセージコントロール MC152：HCAN 

H'F89A：メッセージコントロール MC153：HCAN 

H'F89B：メッセージコントロール MC154：HCAN 

H'F89C：メッセージコントロール MC155：HCAN 

H'F89D：メッセージコントロール MC156：HCAN 

H'F89E：メッセージコントロール MC157：HCAN 

H'F89F：メッセージコントロール MC158：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[1]

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

STD_ID10 STD_ID9 STD_ID8 STD_ID7 STD_ID6 STD_ID5 STD_ID4 STD_ID3

STD_ID2 STD_ID1 STD_ID0 RTR IDE ― EXD_ID17 EXD_ID16

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

― ― ― ― ― ― ― ―

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

初期値：
　R/W：

EXD_ID7 EXD_ID6 EXD_ID5 EXD_ID4 EXD_ID3 EXD_ID2 EXD_ID1 EXD_ID0

EXD_ID15 EXD_ID14 EXD_ID13 EXD_ID12 EXD_ID11 EXD_ID10 EXD_ID9 EXD_ID8

― ― ― ― DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MCx[2]

MCx[3]

MCx[4]

MCx[5]

MCx[6]

MCx[7]

MCx[8]

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

 



 

付録 
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  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F8B0：メッセージデータ MD01：HCAN 

H'F8B1：メッセージデータ MD02：HCAN 

H'F8B2：メッセージデータ MD03：HCAN 

H'F8B3：メッセージデータ MD04：HCAN 

H'F8B4：メッセージデータ MD05：HCAN 

H'F8B5：メッセージデータ MD06：HCAN 

H'F8B6：メッセージデータ MD07：HCAN 

H'F8B7：メッセージデータ MD08：HCAN 

H'F8B8：メッセージデータ MD11：HCAN 

H'F8B9：メッセージデータ MD12：HCAN 

H'F8BA：メッセージデータ MD13：HCAN 

H'F8BB：メッセージデータ MD14：HCAN 

H'F8BC：メッセージデータ MD15：HCAN 

H'F8BD：メッセージデータ MD16：HCAN 

H'F8BE：メッセージデータ MD17：HCAN 

H'F8BF：メッセージデータ MD18：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
 



 

付録 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
 



 

付録 
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  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F8C0：メッセージデータ MD21：HCAN 

H'F8C1：メッセージデータ MD22：HCAN 

H'F8C2：メッセージデータ MD23：HCAN 

H'F8C3：メッセージデータ MD24：HCAN 

H'F8C4：メッセージデータ MD25：HCAN 

H'F8C5：メッセージデータ MD26：HCAN 

H'F8C6：メッセージデータ MD27：HCAN 

H'F8C7：メッセージデータ MD28：HCAN 

H'F8C8：メッセージデータ MD31：HCAN 

H'F8C9：メッセージデータ MD32：HCAN 

H'F8CA：メッセージデータ MD33：HCAN 

H'F8CB：メッセージデータ MD34：HCAN 

H'F8CC：メッセージデータ MD35：HCAN 

H'F8CD：メッセージデータ MD36：HCAN 

H'F8CE：メッセージデータ MD37：HCAN 

H'F8CF：メッセージデータ MD38：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
 



 

付録 
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2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
 



 

付録 
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  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F8D0：メッセージデータ MD41：HCAN 

H'F8D1：メッセージデータ MD42：HCAN 

H'F8D2：メッセージデータ MD43：HCAN 

H'F8D3：メッセージデータ MD44：HCAN 

H'F8D4：メッセージデータ MD45：HCAN 

H'F8D5：メッセージデータ MD46：HCAN 

H'F8D6：メッセージデータ MD47：HCAN 

H'F8D7：メッセージデータ MD48：HCAN 

H'F8D8：メッセージデータ MD51：HCAN 

H'F8D9：メッセージデータ MD52：HCAN 

H'F8DA：メッセージデータ MD53：HCAN 

H'F8DB：メッセージデータ MD54：HCAN 

H'F8DC：メッセージデータ MD55：HCAN 

H'F8DD：メッセージデータ MD56：HCAN 

H'F8DE：メッセージデータ MD57：HCAN 

H'F8DF：メッセージデータ MD58：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
 



 

付録 
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2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
 



 

付録 
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  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F8E0：メッセージデータ MD61：HCAN 

H'F8E1：メッセージデータ MD62：HCAN 

H'F8E2：メッセージデータ MD63：HCAN 

H'F8E3：メッセージデータ MD64：HCAN 

H'F8E4：メッセージデータ MD65：HCAN 

H'F8E5：メッセージデータ MD66：HCAN 

H'F8E6：メッセージデータ MD67：HCAN 

H'F8E7：メッセージデータ MD68：HCAN 

H'F8E8：メッセージデータ MD71：HCAN 

H'F8E9：メッセージデータ MD72：HCAN 

H'F8EA：メッセージデータ MD73：HCAN 

H'F8EB：メッセージデータ MD74：HCAN 

H'F8EC：メッセージデータ MD75：HCAN 

H'F8ED：メッセージデータ MD76：HCAN 

H'F8EE：メッセージデータ MD77：HCAN 

H'F8EF：メッセージデータ MD78：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
 



 

付録 
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2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
 



 

付録 

付録-108  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F8F0：メッセージデータ MD81：HCAN 

H'F8F1：メッセージデータ MD82：HCAN 

H'F8F2：メッセージデータ MD83：HCAN 

H'F8F3：メッセージデータ MD84：HCAN 

H'F8F4：メッセージデータ MD85：HCAN 

H'F8F5：メッセージデータ MD86：HCAN 

H'F8F6：メッセージデータ MD87：HCAN 

H'F8F7：メッセージデータ MD88：HCAN 

H'F8F8：メッセージデータ MD91：HCAN 

H'F8F9：メッセージデータ MD92：HCAN 

H'F8FA：メッセージデータ MD93：HCAN 

H'F8FB：メッセージデータ MD94：HCAN 

H'F8FC：メッセージデータ MD95：HCAN 

H'F8FD：メッセージデータ MD96：HCAN 

H'F8FE：メッセージデータ MD97：HCAN 

H'F8FF：メッセージデータ MD98：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
 



 

付録 
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2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
 



 

付録 
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  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F900：メッセージデータ MD101：HCAN 

H'F901：メッセージデータ MD102：HCAN 

H'F902：メッセージデータ MD103：HCAN 

H'F903：メッセージデータ MD104：HCAN 

H'F904：メッセージデータ MD105：HCAN 

H'F905：メッセージデータ MD106：HCAN 

H'F906：メッセージデータ MD107：HCAN 

H'F907：メッセージデータ MD108：HCAN 

H'F908：メッセージデータ MD111：HCAN 

H'F909：メッセージデータ MD112：HCAN 

H'F90A：メッセージデータ MD113：HCAN 

H'F90B：メッセージデータ MD114：HCAN 

H'F90C：メッセージデータ MD115：HCAN 

H'F90D：メッセージデータ MD116：HCAN 

H'F90E：メッセージデータ MD117：HCAN 

H'F90F：メッセージデータ MD118：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F910：メッセージデータ MD121：HCAN 

H'F911：メッセージデータ MD122：HCAN 

H'F912：メッセージデータ MD123：HCAN 

H'F913：メッセージデータ MD124：HCAN 

H'F914：メッセージデータ MD125：HCAN 

H'F915：メッセージデータ MD126：HCAN 

H'F916：メッセージデータ MD127：HCAN 

H'F917：メッセージデータ MD128：HCAN 

H'F918：メッセージデータ MD131：HCAN 

H'F919：メッセージデータ MD132：HCAN 

H'F91A：メッセージデータ MD133：HCAN 

H'F91B：メッセージデータ MD134：HCAN 

H'F91C：メッセージデータ MD135：HCAN 

H'F91D：メッセージデータ MD136：HCAN 

H'F91E：メッセージデータ MD137：HCAN 

H'F91F：メッセージデータ MD138：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'F920：メッセージデータ MD141：HCAN 

H'F921：メッセージデータ MD142：HCAN 

H'F922：メッセージデータ MD143：HCAN 

H'F923：メッセージデータ MD144：HCAN 

H'F924：メッセージデータ MD145：HCAN 

H'F925：メッセージデータ MD146：HCAN 

H'F926：メッセージデータ MD147：HCAN 

H'F927：メッセージデータ MD148：HCAN 

H'F928：メッセージデータ MD151：HCAN 

H'F929：メッセージデータ MD152：HCAN 

H'F92A：メッセージデータ MD153：HCAN 

H'F92B：メッセージデータ MD154：HCAN 

H'F92C：メッセージデータ MD155：HCAN 

H'F92D：メッセージデータ MD156：HCAN 

H'F92E：メッセージデータ MD157：HCAN 

H'F92F：メッセージデータ MD158：HCAN 

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[1] メッセージデータ1

初期値：

　R/W：

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[2] メッセージデータ2

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[3] メッセージデータ3

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[4] メッセージデータ4

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

（x＝15～0）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定 不定

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[5] メッセージデータ5

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[6] メッセージデータ6

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[7] メッセージデータ7

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

7 6 4 3 2 1 05ビット：

MDx[8] メッセージデータ8

（x＝15～0）

初期値：

　R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC00：PWMコントロールレジスタ 1 PWCR1：PWM1 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

IE

0

R/W

4

CMF

0

R/(W)*

3

CST

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】 * フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

割り込みイネーブル

 0 割り込み禁止

 1 割り込み許可

カウンタスタート

 0 PWCNTを停止 

  1     PWCNTを起動

クロックセレクト

 0　0　0  内部クロック：φ／1でカウント

　  　  1  内部クロック：φ／2でカウント

      1   0  内部クロック：φ／4でカウント

           1  内部クロック：φ／8でカウント

1    *   *   内部クロック：φ／16でカウント

コンペアマッチフラグ

 0 ［クリア条件］ 
       （1）CMF＝1の状態でCMFをリード後、CMFに0をライトしたとき
       （2）コンペアマッチ割り込みにより、DTCが起動され、DTCのMRB
        のDISELビットが0のとき

 1 ［セット条件］PWCNT=PWCYRになったとき

*：Don't care
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC02：PWMアウトプットコントロールレジスタ 1 PWOCR1：PWM1 

7

OE1H

0

R/W

6

OE1G

0

R/W

5

OE1F

0

R/W

4

OE1E

0

R/W

3

OE1D

0

R/W

0

OE1A

0

R/W

2

OE1C

0

R/W

1

OE1B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

アウトプットイネーブル

 0 PWM出力を禁止

   1　PWM出力を許可

 
 

H'FC04：PWMポラリティレジスタ 1 PWPR1：PWM1 

7

OPS1H

0

R/W

6

OPS1G

0

R/W

5

OPS1F

0

R/W

4

OPS1E

0

R/W

3

OPS1D

0

R/W

0

OPS1A

0

R/W

2

OPS1C

0

R/W

1

OPS1B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

アウトプットポラリティセレクト

 0 PWM直接出力

   1　PWM反転出力

 
 

H'FC06：PWMサイクルレジスタ 1 PWCYR1：PWM1 

0

1

R/W

1

1

R/W

2

1

R/W

3

1

R/W

4

1

R/W

5

1

R/W

6

1

R/W

7

1

R/W

8

1

R/W

9

1

R/W

10

－

1

－

11

－

1

－

12

－

1

－

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PWMの変換周期を設定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC08：PWMバッファレジスタ 1A PWBFR1A：PWM1 

H'FC0A：PWMバッファレジスタ 1C PWBFR1C：PWM1 

H'FC0C：PWMバッファレジスタ 1E PWBFR1E：PWM1 

H'FC0E：PWMバッファレジスタ 1G PWBFR1G：PWM1 

0

DT0

0

R/W

1

DT1

0

R/W

2

DT2

0

R/W

3

DT3

0

R/W

4

DT4

0

R/W

5

DT5

0

R/W

6

DT6

0

R/W

7

DT7

0

R/W

8

DT8

0

R/W

9

DT9

0

R/W

10

－

1

－

11

－

1

－

12

OTS

0

R/W

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

デューティ
PWDTR1のビット9～0へ転送されるデータ

アウトプットターミナルセレクト
PWDTR1のビット12へ転送されるデータ

【注】PWCYR1のコンペアマッチが発生するとPWBFR1からPWDTR1にデータ転送されます。

PWMデューティレジスタ1A、1C、1E、1G（PWDTR1A、1C、1E、1G）の設定

デューティ：PWM出力のデューティを設定

　　　  説明
PWM1A出力を選択
PWM1B出力を選択
PWM1C出力を選択
PWM1D出力を選択
PWM1E出力を選択
PWM1F出力を選択
PWM1G出力を選択
PWM1H出力を選択

OTS
0
1
0
1
0
1
0
1

レジスタ
PWDTR1A

PWDTR1C

PWDTR1E

PWDTR1G
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC10：PWMコントロールレジスタ 2 PWCR2：PWM2 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

IE

0

R/W

4

CMF

0

R/(W)*

3

CST

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】 * フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

割り込みイネーブル

 0 割り込み禁止

 1 割り込み許可

カウンタスタート

 0 PWCNTを停止 

  1     PWCNTを起動

クロックセレクト

 0　0　0  内部クロック：φ／1でカウント

　  　  1  内部クロック：φ／2でカウント

      1   0  内部クロック：φ／4でカウント

           1  内部クロック：φ／8でカウント

1    *   *  内部クロック：φ／16でカウント

コンペアマッチフラグ

 0 ［クリア条件］ 
       （1）CMF＝1の状態でCMFをリード後、CMFに0をライトしたとき
       （2）コンペアマッチ割り込みにより、DTCが起動され、DTCのMRB
        のDISELビットが0のとき

 1 ［セット条件］PWCNT=PWCYRになったとき

*：Don't care
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC12：PWMアウトプットコントロールレジスタ 2 PWOCR2：PWM2 

7

OE2H

0

R/W

6

OE2G

0

R/W

5

OE2F

0

R/W

4

OE2E

0

R/W

3

OE2D

0

R/W

0

OE2A

0

R/W

2

OE2C

0

R/W

1

OE2B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

アウトプットイネーブル

 0 PWM出力を禁止

   1　PWM出力を許可

 
 

H'FC14：PWMポラリティレジスタ 2 PWPR2：PWM2 

7

OPS2H

0

R/W

6

OPS2G

0

R/W

5

OPS2F

0

R/W

4

OPS2E

0

R/W

3

OPS2D

0

R/W

0

OPS2A

0

R/W

2

OPS2C

0

R/W

1

OPS2B

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

アウトプットイポラリティセレクト

 0 PWM直接出力

   1　PWM反転出力

 
 

H'FC16：PWMサイクルレジスタ 2 PWCYR2：PWM2 

0

1

R/W

1

1

R/W

2

1

R/W

3

1

R/W

4

1

R/W

5

1

R/W

6

1

R/W

7

1

R/W

8

1

R/W

9

1

R/W

10

－

1

－

11

－

1

－

12

－

1

－

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

PWMの変換周期を設定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC18：PWMバッファレジスタ 2A PWBFR2A：PWM2 

H'FC1A：PWMバッファレジスタ 2B PWBFR2B：PWM2 

H'FC1C：PWMバッファレジスタ 2C PWBFR2C：PWM2 

H'FC1E：PWMバッファレジスタ 2D PWBFR2D：PWM2 

0

DT0

0

R/W

1

DT1

0

R/W

2

DT2

0

R/W

3

DT3

0

R/W

4

DT4

0

R/W

5

DT5

0

R/W

6

DT6

0

R/W

7

DT7

0

R/W

8

DT8

0

R/W

9

DT9

0

R/W

10

－

1

－

11

－

1

－

12

TDS

0

R/W

13

－

1

－

14

－

1

－

15

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

デューティ
PWDTR2のビット9～0へ転送されるデータ

PWDTR2Aを選択 
PWDTR2Eを選択
PWDTR2Bを選択 
PWDTR2Fを選択
PWDTR2Cを選択 
PWDTR2Gを選択
PWDTR2Dを選択 
PWDTR2Hを選択

TDS
0
1
0
1
0
1
0
1

レジスタ
PWBFR2A

PWBFR2B

PWBFR2C

PWBFR2D

トランスファデスティネーションセレクト
データ転送先のPWDTR2を選択

PWCYR2のコンペアマッチが発生するとPWBFR2からPWDTR2にデータ転送されます。【注】

説明
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC20：ポート Hデータディレクションレジスタ PHDDR：ポート 

7

PH7DDR

0

W

6

PH6DDR

0

W

5

PH5DDR

0

W

4

PH4DDR

0

W

3

PH3DDR

0

W

0

PH0DDR

0

W

2

PH2DDR

0

W

1

PH1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FC21：ポート Jデータディレクションレジスタ PJDDR：ポート 

7

PJ7DDR

0

W

6

PJ6DDR

0

W

5

PJ5DDR

0

W

4

PJ4DDR

0

W

3

PJ3DDR

0

W

0

PJ0DDR

0

W

2

PJ2DDR

0

W

1

PJ1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FC22：ポート Kデータディレクションレジスタ PKDDR：ポート 

7

PK7DDR

0

W

6

PK6DDR

0

W

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FC24：ポート Hデータレジスタ PHDR：ポート 

7

PH7DR

0

R/W

6

PH6DR

0

R/W

5

PH5DR

0

R/W

4

PH4DR

0

R/W

3

PH3DR

0

R/W

0

PH0DR

0

R/W

2

PH2DR

0

R/W

1

PH1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FC25：ポート Jデータレジスタ PJDR：ポート 

7

PJ7DR

0

R/W

6

PJ6DR

0

R/W

5

PJ5DR

0

R/W

4

PJ4DR

0

R/W

3

PJ3DR

0

R/W

0

PJ0DR

0

R/W

2

PJ2DR

0

R/W

1

PJ1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC26：ポート Kデータレジスタ PKDR：ポート 

7

PK7DR

0

R/W

6

PK6DR

0

R/W

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FC28：ポート Hレジスタ PORTH：ポート 

7

PH7

－*

R

6

PH6

－*

R

5

PH5

－*

R

4

PH4

－*

R

3

PH3

－*

R

0

PH0

－*

R

2

PH2

－*

R

1

PH1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PH7～PH0端子の状態により決定されます。
 

 

H'FC29：ポート Jレジスタ PORTJ：ポート 

7

PJ7

－*

R

6

PJ6

－*

R

5

PJ5

－*

R

4

PJ4

－*

R

3

PJ3

－*

R

0

PJ0

－*

R

2

PJ2

－*

R

1

PJ1

－*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PJ7～PJ0端子の状態により決定されます。
 

 

H'FC2A：ポート Kレジスタ PORTK：ポート 

7

PK7

－*

R

6

PK6

－*

R

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

－

不定

－

2

－

不定

－

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PF7、PF6端子の状態により決定されます。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC30：LCDポートコントロールレジスタ LPCR：LCD 

DTS1 SGS2 SGS1 SGS0DTS0 CMX ─ SGS3

7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/WR/W R/W ─ R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

デューティ比選択

*：Don't care

*：Don't care

*：Don't care

デューティ比

スタティック

1/2デューティ

1/3デューティ

1/4デューティ

ビット7

DTS1

0 

0 

1 

1

ビット6

DTS0

0 

1

0

1

ビット5

CMX

0

1 

0 

1

0

1

*

コモンドライバ

COM1

COM4～COM1

COM2～COM1

COM4～COM1

COM3～COM1

COM4～COM1

COM4～COM1

　　　　　　　　　　　　補足説明

COM4、COM3、COM2はポートとして使用可能。（初期値）

COM4、COM3、COM2はCOM1と同じ波形を出力。 

COM4、COM3はポートとして使用可能。

COM4はCOM3、COM2はCOM1と同じ波形を出力。

COM4はポートとして使用可能。

COM4は使用しないでください。

　　　　　　　　　　　　　　―

【注】  SGS3～SGS0が"0000"のときはCOM4～COM1はポートになります（初期値）。

【注】 外部拡張をする場合、SGS3～SGS0を"0000"に設定してください。また、SGS3～SGS0が"0000"のときは
 COM4～COM1もポートになります。

【注】 外部拡張をする場合、SGS3～SGS0を"0000"に設定してください。また、SGS3～SGS0が"0000"のときは
 COM4～COM1もポートになります。

セグメントドライバ選択（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645の場合）

セグメントドライバ選択（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647の場合）

SEG24～SEG1端子の機能

設定禁止
設定禁止

補足説明

初期値(外部拡張)

外部拡張
できません。

ビット3

SGS3

0

1

ビット2

SGS2

0

1

*

ビット1

SGS1

0

1

0

1
*

ビット0
 

SGS0

0
1
0
1
0
1
*

SEG24
～SEG17

ポート
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG16
～SEG13

ポート
ポート
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG12
～SEG9

ポート
ポート
ポート
SEG
SEG
SEG

SEG8
～SEG5

ポート
ポート
ポート
ポート
SEG
SEG

SEG4
～SEG1

ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
SEG

SEG40～SEG1端子の機能
補足説明

初期値(外部拡張)

外部拡張
できません。

ビット3

SGS3

0

1

ビット2

SGS2

0

1

*

ビット1

SGS1

0

1

0

1

*

ビット0
 

SGS0

0
1
0
1
0
1
0
1
0
1

SEG40
～

SEG33
ポート
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG32
～

SEG29
ポート
ポート
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG28
～

SEG25
ポート
ポート
ポート
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG24
～

SEG21
ポート
ポート
ポート
ポート
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG20
～

SEG17
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
SEG
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG16
～

SEG13
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
SEG
SEG
SEG
SEG

SEG12
～

SEG9
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
SEG
SEG
SEG

SEG8
～

SEG5
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
SEG
SEG

SEG4
～

SEG1
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
ポート
SEG
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC31：LCDコントロールレジスタ LCR：LCD 

— CKS2 CKS1 CKS0PSW ACT DISP CKS3

7 6 5 4 3 2 1 0

1 0 0 0 0 0 0 0

— R/W R/W R/WR/W R/W R/W R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

 0 LCD電源分割抵抗をVCCから切断

   1 LCD電源分割抵抗をVCCに接続 

表示データ制御

   0   ブランクデータを表示

  1   LCD RAMデータを表示

表示機能開始

 0 LCDコントローラ／ドライバ動作停止

   1　LCDコントローラ／ドライバ動作

LCD電源分割抵抗接続制御

ビット3
CKS3

0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1

ビット2
CKS2

*
*
*
0
0
0
0
1
1
1
1

ビット1
CKS1

0
0
1
0
0
1
1
0
0
1
1

ビット0
CKS0

0
1
*
0
1
0
1
0
1
0
1

使用クロック
φSUB
φSUB/2
φSUB/4
φ/8 
φ/16
φ/32
φ/64
φ/128
φ/256
φ/512
φ/1024

フレーム周波数*1　

φ＝20MHz
128Hz*2（初期値）

64Hz*2

32Hz*2

4880Hz
2440Hz
1220Hz
610Hz
305Hz

152.6Hz
76.3Hz
38.1Hz

フレーム周波数選択

【注】 *1  1/3デューティ選択時は、フレーム周波数が表で示した値の
　  4/3倍となります。
*2 φSUB＝32.768kHz時のフレーム周波数です。

*：Don't care
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FC32：LCDコントロールレジスタ 2 LCR2：LCD 

LCDAB — — —— — — —

7 6 5 4 3 2 1 0

0 1 1 0 0 0 0 0

R/W — — —— — — —

ビット

初期値

R/W

：

：

：

A波形／B波形切り替え制御

 0 A波形で駆動

  1     B波形で駆動
 

 

H'FC40～H'FC53：LCD RAM ：LCD 

 
 

H'FC60：モジュールストップコントロールレジスタ D MSTPCRD：システム 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

MSTPD7

1

R/W

6

MSTPD6

1

R/W

5

MSTPD5

不定

－

4

MSTPD4

不定

－

3

MSTPD3

不定

－

2

MSTPD2

不定

－

1

MSTPD1

不定

－

0

MSTPD0

不定

－

MSTPCRD
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FDE4：スタンバイコントロールレジスタ SBYCR：システム 

7

SSBY

0

R/W

6

STS2

1

R/W

5

STS1

0

R/W

4

STS0

1

R/W

3

OPE

1

R/W

0

―

0

―

2

―

0

―

1

―

0

―

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ソフトウェアスタンバイ
 0 高速モードおよび中速モードでSLEEP命令を 
  実行したとき、スリープモードに遷移
  サブアクティブモードでSLEEP命令を実行し 
  たとき、サブスリープモードに遷移
 1 高速モードおよび中速モードでSLEEP命令を 
  実行したとき、ソフトウェアスタンバイモー 
  ド、サブアクティブモード、あるいはウォッチ 
  モードに遷移
  サブアクティブモードでSLEEP命令を実行し 
  たとき、ウォッチモード、あるいは高速モード 
  に遷移

出力ポートイネーブル
 0 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモー 
  ド、および直接遷移時にアドレスバス、バス制 
  御信号はハイインピーダンス
 1 ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモー 
  ド、および直接遷移時にアドレスバス、バス制 
  御信号は出力状態を保持

スタンバイタイマセレクト２～０

 STS2 STS1 STS0
 0 0  0 待機時間     8192 ステート
    1 待機時間   16384 ステート
  1  0 待機時間   32768 ステート
    1 待機時間   65536 ステート
 1 0  0 待機時間 131072 ステート
    1 待機時間 262144 ステート
  1  0 リザーブ
    1 待機時間         16 ステート
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FDE5：システムコントロールレジスタ SYSCR：システム 

7

MACS

0

R/W

6

－

0

－

5

INTM1

0

R/W

4

INTM0

0

R/W

3

NMIEG

0

R/W

0

RAME

1

R/W

2

－

0

R/W

1

－

0

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

MACサチュレーション

MAC命令は非飽和演算

MAC命令は飽和演算

0

1

割り込み制御モード1、0

NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生

NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

0

1

内蔵RAM無効

内蔵RAM有効

0

1
NMIエッジセレクト

RAMイネーブル

00 0  Iビットで、割り込みを制御

INTM0INTM1
割り込み
制御モード

1 ― 設定禁止

01 2 I2～I0ビットとIPRで、割り込みを制御

1 ― 設定禁止
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FDE6：システムクロックコントロールレジスタ SCKCR：システム 

7

PSTOP

0

R/W

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

STCS

0

R/W

0

SCK0

0

R/W

2

SCK2

0

R/W

1

SCK1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

周波数逓倍率切り替えモード選択

 0 指定した逓倍率は、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、
サブアクティブモードに遷移後に有効 

 1 指定した逓倍率は、STCビットの書き換え直後に有効

システムクロックセレクト2～0

 SCK2 SCK1 SCK0
 0 0 0 バスマスタは高速モード
   1 中速クロックはφ/2
  1 0 中速クロックはφ/4
   1 中速クロックはφ/8
 1 0 0 中速クロックはφ/16
   1 中速クロックはφ/32
  1 － －

φクロック出力禁止

DDR

PSTOP

ハードウェアスタンバイモード

ソフトウェアスタンバイモード、

ウォッチモード、

直接遷移

スリープモード、
サブスリープモード

高速モード、
中速モード、
サブアクティブモード

0

－ 0 1

1

ハイインピーダンス

ハイインピーダンス

ハイインピーダンス

ハイインピーダンス

High固定

High固定

High固定

φ出力

φ出力
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FDE7：モードコントロールレジスタ MDCR：システム 

7

－

1

－

6

－

0

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

－

0

－

0

MDS0

 －*

R

2

MDS2

 －*

R

1

MDS1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　MD2～MD0端子により決定されます。

：

：

：

モードセレクト2～0
各モード端子の入力レベル

 
 

H'FDE8：モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA：システム 

7

MSTPA7

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPA6

0

R/W

5

MSTPA5

1

R/W

4

MSTPA4

1

R/W

3

MSTPA3

1

R/W

2

MSTPA2

1

R/W

1

MSTPA1

1

R/W

0

MSTPA0

1

R/W

MSTPCRA

モジュールストップ

 0 モジュールストップモード解除

 1 モジュールストップモード設定
 

 

H'FDE9：モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB：システム 

7

MSTPB7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPB6

1

R/W

5

MSTPB5

1

R/W

4

MSTPB4

1

R/W

3

MSTPB3

1

R/W

2

MSTPB2

1

R/W

1

MSTPB1

1

R/W

0

MSTPB0

1

R/W

モジュールストップ

 0 モジュールストップモード解除

 1 モジュールストップモード設定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FDEA：モジュールストップコントロールレジスタ C MSTPCRC：システム 

7

MSTPC7

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

6

MSTPC6

1

R/W

5

MSTPC5

1

R/W

4

MSTPC4

1

R/W

3

MSTPC3

1

R/W

2

MSTPC2

1

R/W

1

MSTPC1

1

R/W

0

MSTPC0

1

R/W

モジュールストップ

 0 モジュールストップモード解除

 1 モジュールストップモード設定
 

 

H'FDEB：端子機能コントロールレジスタ PFCR：システム 

7

ー

0

R/W

6

ー

0

R/W

5

ー

0

R/W

4

ー

0

R/W

3

AE3

1/0

R/W

0

AE0

1/0

R/W

2

AE2

1/0

R/W

1

AE1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

アドレス出力イネーブル3～0

【注】   内蔵ROM有効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットはB'0000に初期化されます。
  　　　　　 また、内蔵ROM無効拡張モードのとき、AE3～AE0ビットはB'1101に初期化されます。
  　　　　　 なお、A0～A7アドレスは、対応するDDRを1にセットすることでアドレス出力と
   　　　　　なります。

00

AE0AE1

10

01

A8～A23出力を禁止

A8出力を許可。A9～A23出力を禁止

A8、A9出力を許可。A10～A23出力を禁止

0

AE2

0

0

0

AE3

0

0

11

00

A8～A10出力を許可。A11～A23出力を禁止

A8～A11出力を許可。A12～A23出力を禁止

0

1

0

0

10

01

11

A8～A12出力を許可。A13～A23出力を禁止

A8～A13出力を許可。A14～A23出力を禁止

A8～A14出力を許可。A15～A23出力を禁止

1

1

1

0

0

0

00

10

01

A8～A15出力を許可。A16～A23出力を禁止

A8～A16出力を許可。A17～A23出力を禁止

A8～A17出力を許可。A18～A23出力を禁止

0

0

0

1

1

1

11

00

10

A8～A18出力を許可。A19～A23出力を禁止

A8～A19出力を許可。A20～A23出力を禁止

A8～A20出力を許可。A21～A23出力を禁止

0

1

1

1

1

1

01

11

A8～A21出力を許可。A22、A23出力を禁止

A8～A23出力を許可。

1

1

1

1
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FDEC：ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR：システム 

7

DTON

0

R/W

6

LSON

0

R/W

5

NESEL

0

R/W

4

SUBSTP

0

R/W

3

RFCUT

0

R/W

0

STC0

0

R/W

2

－

0

R/W

1

STC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ダイレクトトランスファオンフラグ

 0 ・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、スリープモー
ド、ソフトウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移

  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、ま
たはウォッチモードに遷移

 1 ・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、スサブアクテ
ィブモード*に直接遷移、またはスリープモード、ソフトウェアスタンバイモー
ドに遷移

  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、高速モードに直接遷移、
またはサブスリープモードに遷移

【注】 * 　ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに
設定してください。

【注】　逓倍後のクロック周波数は、本LSI
の最大動作周波数を超えないよう
に設定してください。

ロースピードオンフラグ

 0 ・高速モード、あるいは中速モードでSLEEP命令を実行したとき、スリープモー
ド、ソフトウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移

  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、ウォッチモードに遷移、
または高速モードに直接遷移

  ・ウォッチモード解除後に高速モードに遷移
 1 ・高速モードでSLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、またはサブアクテ

ィブモード遷移
  ・サブアクティブモードでSLEEP命令を実行したとき、サブスリープモード、ま

たはウォッチモードに遷移
  ・ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移

【注】 * 　ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに
設定してください。

ノイズ除去サンプリング周波数選択

 0 φの32分周クロックでサンプリング
 1 φの4分周クロックでサンプリング

サブクロックイネーブル

 0 サブクロック生成を許可
 1 サブクロック生成を禁止

発振回路帰還抵抗制御ビット

 0 メインクロック発振時帰還抵抗ON、メインク
ロック発振停止時帰還抵抗OFF

 1 帰還抵抗をOFF

周波数逓倍率

 STC1 STC0
 0 0 ×1（初期値）
  1 ×2
 1 0 ×4
  1 設定禁止
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE00：ブレークアドレスレジスタ A BARA：PBC 
H'FE04：ブレークアドレスレジスタ B BARB：PBC 

ビット：

初期値：

R/W： ―

―

31

不定

―

―

24

不定

R/W

BAA
23

23

0

R/W

BAA
22

22

0

R/W

BAA
21

21

0

R/W

BAA
20

20

0

R/W

BAA
19

19

0

R/W

BAA
18

18

0

R/W

BAA
17

17

0

R/W

BAA
16

16

0

R/W

0

BAA
7

7

R/W

0

BAA
6

6

R/W

0

BAA
5

5

R/W

0

BAA
4

4

R/W

0

BAA
3

3

R/W

0

BAA
2

2

R/W

0

BAA
1

1

R/W

0

BAA
0

0…

…

…

…

…

…

…

…

ブレークアドレス23～0
チャネルA、Bのブレークアドレスを設定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE08：ブレークコントロールレジスタ A BCRA：PBC 
H'FE09：ブレークコントロールレジスタ B BCRB：PBC 

ビット：

初期値：

R/W： R/(W)*

0

CMFA

7

R/W

0

CDA

6

R/W

0

BAMRA2

5

R/W

0

BAMRA1

4

R/W

0

BAMRA0

3

R/W

0

CSELA1

2

R/W

0

CSELA0

1

R/W

0

BIEA

0

【注】　*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

BAMRA
0

0

1

BARAをマスクせず全ビットをブレーク条件に含める

BAA0（下位1ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

0 BAA1～0（下位2ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAMRA
1

0

0

BAMRA
2

0

0

10

1

0

BAA2～0（下位3ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAA3～0（下位4ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

1

0

0

1

1

0

1

BAA7～0（下位8ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAA11～0（下位12ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

BAA15～0（下位16ビット）をマスクしブレーク条件に含めない

0

1

1

1

1

1

CPUがバスマスタのとき、PCブレークを行う

CPUまたはDTCがバスマスタのとき、PCブレークを行う

0

1

［クリア条件］
CMFA＝1の状態でCMFAをリード後、CMFAに0をライトしたとき

［セット条件］
チャネルAの設定した条件が成立したとき

0

1

コンディションマッチフラグA

CPUサイクル／DTCサイクルセレクトA

ブレークアドレスマスクレジスタA2～A0

PCブレーク割り込みを禁止

PCブレーク割り込みを許可

0

1

ブレーク割り込みイネーブル

ブレーク条件選択

00

CSELA0 ブレーク条件CSELA1

10

01

命令フェッチをブレーク条件とする

データリードサイクルをブレーク条件とする

データライトサイクルをブレーク条件とする

11 データリード／ライトサイクルをブレーク条件とする
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE12：IRQセンスコントロールレジスタ H ISCRH：割り込みコントローラ 
H'FE13：IRQセンスコントロールレジスタ L ISCRL：割り込みコントローラ 

15

ー

0

R/W

14

ー

0

R/W

13

ー

0

R/W

12

ー

0

R/W

11

IRQ5SCB

0

R/W

8

IRQ4SCA

0

R/W

10

IRQ5SCA

0

R/W

9

IRQ4SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRH

7

IRQ3SCB

0

R/W

6

IRQ3SCA

0

R/W

5

IRQ2SCB

0

R/W

4

IRQ2SCA

0

R/W

3

IRQ1SCB

0

R/W

0

IRQ0SCA

0

R/W

2

IRQ1SCA

0

R/W

1

IRQ0SCB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ISCRL

IRQ5センスコントロールA、B
      ～IRQ0センスコントロールA、B

00 IRQ5～IRQ0入力のLowレベルで割り込み要求を発生

IRQ5SCA～
IRQ0SCA 

IRQ5SCB～
IRQ0SCB

1 IRQ5～IRQ0入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生

0 IRQ5～IRQ0入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生

1 IRQ5～IRQ0入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み
要求を発生

1

 
 

H'FE14：IRQイネーブルレジスタ IER：割り込みコントローラ 

7

ー

0

R/W

6

ー

0

R/W

5

IRQ5E

0

R/W

4

IRQ4E

0

R/W

3

IRQ3E

0

R/W

0

IRQ0E

0

R/W

2

IRQ2E

0

R/W

1

IRQ1E

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

IRQ5～IRQ0イネーブル

IRQn割り込みを禁止

IRQn割り込みを許可

0

1

（n＝5～0）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE15：IRQステータスレジスタ ISR：割り込みコントローラ 

7

ー

0

R/(W)*

6

ー

0

R/(W)*

5

IRQ5F

0

R/(W)*

4

IRQ4F

0

R/(W)*

3

IRQ3F

0

R/(W)*

0

IRQ0F

0

R/(W)*

2

IRQ2F

0

R/(W)*

1

IRQ1F

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

：

：

：

IRQ5～IRQ0フラグ

［クリア条件］
（1）IRQnF＝1の状態でIRQnFフラグをリードした後、IRQnFフラグに0をライトしたとき
（2）Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態かつIRQn入力がHighレベル
　　  の状態で、割り込み例外処理を実行したとき
（3）立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出設定時
 　　（IRQnSCB＝1、またはIRQnSCA＝1）の状態でIRQn割り込み例外処理を実行した
  　　とき
（4）IRQn割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが0のとき

［セット条件］
（1）Lowレベル検出設定（IRQnSCB＝IRQnSCA＝0）の状態でIRQn入力がLowレベルに
　　  なったとき
（2）立ち下がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝0、IRQnSCA＝1）の状態でIRQn入力に
　　  立ち下がりエッジが発生したとき
（3）立ち上がりエッジ検出設定時（IRQnSCB＝1、IRQnSCA＝0）の状態でIRQn入力に
　　  立ち上がりエッジが発生したとき
（4）両エッジ検出設定時（IRQnSCB＝IRQnSCA＝1）の状態でIRQn入力に立ち下がり、
　　  または立ち上がりエッジが発生したとき

0

1

（n＝5～0）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE16：DTCイネーブルレジスタ A DTCERA：DTC 
H'FE17：DTCイネーブルレジスタ B DTCERB：DTC 
H'FE18：DTCイネーブルレジスタ C DTCERC：DTC 
H'FE19：DTCイネーブルレジスタ D DTCERD：DTC 
H'FE1A：DTCイネーブルレジスタ E DTCERE：DTC 
H'FE1B：DTCイネーブルレジスタ F DTCERF：DTC 
H'FE1C：DTCイネーブルレジスタ G DTCERG：DTC 
H'FE1E：DTCイネーブルレジスタ I DTCERI：DTC 

7

DTCE7

0

R/W

6

DTCE6

0

R/W

5

DTCE5

0

R/W

4

DTCE4

0

R/W

3

DTCE3

0

R/W

0

DTCE0

0

R/W

2

DTCE2

0

R/W

1

DTCE1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

割り込みによるDTC起動を禁止
［クリア条件］
・DISELビットが1でデータ転送を終了したとき
・指定した回数の転送が終了したとき

0

1

DTC起動イネーブル

0

割り込みによるDTC起動を許可
［保持条件］
　DISELビットが0で、指定した回数の転送が終了していないとき

DTCEn

（n＝7～0）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE1F：DTCベクタレジスタ DTVECR：DTC 

7

SWDTE

0

R/(W)*1

6

DTVEC6

0

R/(W)*2

5

DTVEC5

0

R/(W)*2

4

DTVEC4

0

R/(W)*2

3

DTVEC3

0

R/(W)*2

0

DTVEC0

0

R/(W)*2

2

DTVEC2

0

R/(W)*2

1

DTVEC1

0

R/(W)*2

ビット

初期値

R/W

【注】*1
　       *2

：

：

：

SWDTEビットは、1ライトのみ可能です。
DTVEC6～DTVEC0ビットは、SWDTE＝0のときライト可能です。

DTCソフトウェア起動イネーブル

DTCソフトウェア起動を禁止
［クリア条件］
・DISELビットが0で、指定した回数の転送が終了していないとき
・CPUに対し、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み
（SWDTEND）が要求されたあと、0をライトしたとき

0

1

DTCソフトウェア起動ベクタ6～0

0

DTCソフトウェア起動を許可
［保持条件］
・DISELビットが1で、データ転送を終了したとき
・指定した回数の転送が終了したとき
・ソフトウェア起動によるデータ転送中
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE26：PPG出力コントロールレジスタ PCR：PPG 

7

G3CMS1

1

R/W

6

G3CMS0

1

R/W

5

G2CMS1

1

R/W

4

G2CMS0

1

R/W

3

G1CMS1

1

R/W

0

G0CMS0

1

R/W

2

G1CMS0

1

R/W

1

G0CMS1

1

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

グループ0コンペアマッチセレクト

 0 0 TPUチャネル0のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

 1 0 TPUチャネル2のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル3のコンペアマッチ 

グループ1コンペアマッチセレクト

 0 0 TPUチャネル0のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

 1 0 TPUチャネル2のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル3のコンペアマッチ 

グループ2コンペアマッチセレクト

 0 0 TPUチャネル0のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

 1 0 TPUチャネル2のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル3のコンペアマッチ 

グループ3コンペアマッチセレクト

 0 0 TPUチャネル0のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル1のコンペアマッチ

 1 0 TPUチャネル2のコンペアマッチ

  1 TPUチャネル3のコンペアマッチ 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE27：PPG出力モードレジスタ PMR：PPG 

7

G3INV

1

R/W

6

G2INV

1

R/W

5

G1INV

1

R/W

4

G0INV

1

R/W

3

G3NOV

0

R/W

0

G0NOV

0

R/W

2

G2NOV

0

R/W

1

G1NOV

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

グループ0ノンオーバラップ

 0 パルス出力グループ0は、通常動作（選択された
  TPUのコンペアマッチAで出力値を変更します。）

 1 パルス出力グループ0は、ノンオーバラップ動作
  （選択されたTPUのコンペアマッチA、Bにより、
  1出力、0出力を独立に行うことができます。

グループ1ノンオーバラップ

 0 パルス出力グループ1は、通常動作（選択された
  TPUのコンペアマッチAで出力値を変更します。）

 1 パルス出力グループ1は、ノンオーバラップ動作
  （選択されたTPUのコンペアマッチA、Bにより、
  1出力、0出力を独立に行うことができます。

グループ2ノンオーバラップ

 0 パルス出力グループ2は、通常動作（選択された
  TPUのコンペアマッチAで出力値を変更します。）

 1 パルス出力グループ2は、ノンオーバラップ動作
  （選択されたTPUのコンペアマッチA、Bにより、
  1出力、0出力を独立に行うことができます。

グループ3ノンオーバラップ

 0 パルス出力グループ3は、通常動作（選択された
  TPUのコンペアマッチAで出力値を更新）

 1 パルス出力グループ3は、ノンオーバラップ動作
  （選択されたTPUのコンペアマッチA、Bにより、
  1出力、0出力を独立に出力可能）

グループ0インバート

 0 パルス出力グループ0は、反転出力（PODRLの内容１に
  対して、端子にLowレベルを出力）

 1 パルス出力グループ0は、直接出力（PODRLの内容１に
  対して、端子にHighレベルを出力）

グループ1インバート

 0 パルス出力グループ1は、反転出力（PODRLの内容１に
  対して、端子にLowレベルを出力）

 1 パルス出力グループ1は、直接出力（PODRLの内容１に
  対して、端子にHighレベルを出力）

グループ2インバート

 0 パルス出力グループ2は、反転出力（PODRHの内容１に
  対して、端子にLowレベルを出力）

 1 パルス出力グループ2は、直接出力（PODRHの内容１に
  対して、端子にHighレベルを出力）

グループ3インバート

 0 パルス出力グループ3は、反転出力（PODRHの内容１に
  対して、端子にLowレベルを出力）

 1 パルス出力グループ3は、直接出力（PODRHの内容１に
  対して、端子にHighレベルを出力）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE28：ネクストデータイネーブルレジスタ H NDERH：PPG 

7

NDER15

0

R/W

6

NDER14

0

R/W

5

NDER13

0

R/W

4

NDER12

0

R/W

3

NDER11

0

R/W

0

NDER8

0

R/W

2

NDER10

0

R/W

1

NDER9

0

R/W

ネクストデータイネーブル

 0 パルス出力PO15～PO8を禁止（NDR15～NDR8からPOD15～POD8への転送
  禁止）

 1 パルス出力PO15～PO8を許可（NDR15～NDR8からPOD15～POD8への転送
  許可）

ビット :

初期値 :

R/W :

 
 

H'FE29：ネクストデータイネーブルレジスタ L NDERL：PPG 

7

NDER7

0

R/W

6

NDER6

0

R/W

5

NDER5

0

R/W

4

NDER4

0

R/W

3

NDER3

0

R/W

0

NDER0

0

R/W

2

NDER2

0

R/W

1

NDER1

0

R/W

ネクストデータイネーブル

 0 パルス出力PO7～PO0を禁止（NDR7～NDR0からPOD7～POD0への転送
  禁止）

 1 パルス出力PO7～PO0を許可（NDR7～NDR0からPOD7～POD0への転送
  許可）

ビット :

初期値 :

R/W :

 
 

H'FE2A：アウトプットデータレジスタ H PODRH：PPG 

7

POD15

0

R/(W)*

6

POD14

0

R/(W)*

5

POD13

0

R/(W)*

4

POD12

0

R/(W)*

3

POD11

0

R/(W)*

0

POD8

0

R/(W)*

2

POD10

0

R/(W)*

1

POD9

0

R/(W)*

【注】*　NDERにより、パルス出力に設定されたビットはリード専用となります。

ビット :

初期値 :

R/W :

 
 

H'FE2B：アウトプットデータレジスタ L PODRL：PPG 

7

POD7

0

R/(W)*

6

POD6

0

R/(W)*

5

POD5

0

R/(W)*

4

POD4

0

R/(W)*

3

POD3

0

R/(W)*

0

POD0

0

R/(W)*

2

POD2

0

R/(W)*

1

POD1

0

R/(W)*

ビット :

初期値 :

R/W :

【注】 *　NDERにより、パルス出力に設定されたビットはリード専用となります。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE2C：ネクストデータレジスタ H NDRH：PPG 
H'FE2E： 

7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

H'FE2E

H'FE2C

H'FE2C

パルス出力グループの出力トリガが異なる場合

【注】詳細は「11.2.4　NDRアクセス時の注意」を参照してください。

パルス出力グループの出力トリガが同一の場合

H'FE2E

7

NDR15

0

R/W

6

NDR14

0

R/W

5

NDR13

0

R/W

4

NDR12

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR11

0

R/W

0

NDR8

0

R/W

2

NDR10

0

R/W

1

NDR9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE2D：ネクストデータレジスタ L NDRL：PPG 
H'FE2F： 

7

NDR7

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5 

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0 

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

H'FE2F

H'FE2D

H'FE2D

パルス出力グループの出力トリガが異なる場合

【注】詳細は「11.2.4　NDRアクセス時の注意」を参照してください。

パルス出力グループの出力トリガが同一の場合

H'FE2F

7

NDR7 

0

R/W

6

NDR6

0

R/W

5

NDR5

0

R/W

4

NDR4

0

R/W

3

－

1

－

0

－

1

－

2

－

1

－

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

1

－

4

－

1

－

3

NDR3

0

R/W

0

NDR0

0

R/W

2

NDR2

0

R/W

1

NDR1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE30：ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR：ポート 

7

P17DDR

0

W

6

P16DDR

0

W

5

P15DDR

0

W

4

P14DDR

0

W

3

P13DDR

0

W

0

P10DDR

0

W

2

P12DDR

0

W

1

P11DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポート1の各端子の入出力を指定
 

 

H'FE31：ポート 2データディレクションレジスタ P2DDR：ポート 

7

P27DDR

0

W

6

P26DDR

0

W

5

P25DDR

0

W

4

P24DDR

0

W

3

P23DDR

0

W

0

P20DDR

0

W

2

P22DDR

0

W

1

P21DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポート2の各端子の入出力を指定
 

 

H'FE32：ポート 3データディレクションレジスタ P3DDR：ポート 

7

P37DDR

0

W

6

P36DDR

0

W

5

P35DDR

0

W

4

P34DDR

0

W

3

P33DDR

0

W

0

P30DDR

0

W

2

P32DDR

0

W

1

P31DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポート3の各端子の入出力を指定
 

 

H'FE34：ポート 5データディレクションレジスタ P5DDR：ポート 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

P50DDR

0

W

2

P52DDR

0

W

1

P51DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポート5の各端子の入出力を指定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE39：ポート Aデータディレクションレジスタ PADDR：ポート 

7

PA7DDR

0

W

6

PA6DDR

0

W

5

PA5DDR

0

W

4

PA4DDR

0

W

3

PA3DDR

0

W

0

PA0DDR

0

W

2

PA2DDR

0

W

1

PA1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートAの各端子の入出力を指定
 

 

H'FE3A：ポート Bデータディレクションレジスタ PBDDR：ポート 

7

PB7DDR

0

W

6

PB6DDR

0

W

5

PB5DDR

0

W

4

PB4DDR

0

W

3

PB3DDR

0

W

0

PB0DDR

0

W

2

PB2DDR

0

W

1

PB1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートBの各端子の入出力を指定
 

 

H'FE3B：ポート Cデータディレクションレジスタ PCDDR：ポート 

7

PC7DDR

0

W

6

PC6DDR

0

W

5

PC5DDR

0

W

4

PC4DDR

0

W

3

PC3DDR

0

W

0

PC0DDR

0

W

2

PC2DDR

0

W

1

PC1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートCの各端子の入出力を指定
 

 

H'FE3C：ポート Dデータディレクションレジスタ PDDDR：ポート 

7

PD7DDR

0

W

6

PD6DDR

0

W

5

PD5DDR

0

W

4

PD4DDR

0

W

3

PD3DDR

0

W

0

PD0DDR

0

W

2

PD2DDR

0

W

1

PD1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートDの各端子の入出力を指定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE3D：ポート Eデータディレクションレジスタ PEDDR：ポート 

7

PE7DDR

0

W

6

PE6DDR

0

W

5

PE5DDR

0

W

4

PE4DDR

0

W

3

PE3DDR

0

W

0

PE0DDR

0

W

2

PE2DDR

0

W

1

PE1DDR

0

W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートEの各端子の入出力を指定
 

 

H'FE3E：ポート Fデータディレクションレジスタ PFDDR：ポート 

7

PF7DDR

1

W

0

W

6

PF6DDR

0

W

0

W

5

PF5DDR

0

W

0

W

4

PF4DDR

0

W

0

W

3

PF3DDR

0

W

0

W

0

PF0DDR

0

W

0

W

2

PF2DDR

0

W

0

W

1

ー

不定

ー

不定

ー

ビット

モード4～6

初期値

R/W

モード7

初期値

R/W

：

：

：

：

：

ポートFの各端子の入出力を指定
 

 

H'FE40：ポート Aプルアップ MOSコントロールレジスタ PAPCR：ポート 

7

PA7PCR

0

R/W

6

PA6PCR

0

R/W

5

PA5PCR

0

R/W

4

PA4PCR

0

R/W

3

PA3PCR

0

R/W

0

PA0PCR

0

R/W

2

PA2PCR

0

R/W

1

PA1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートAの入力プルアップMSOのオン／オフを制御
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE41：ポート Bプルアップ MOSコントロールレジスタ PBPCR：ポート 

7

PB7PCR

0

R/W

6

PB6PCR

0

R/W

5

PB5PCR

0

R/W

4

PB4PCR

0

R/W

3

PB3PCR

0

R/W

0

PB0PCR

0

R/W

2

PB2PCR

0

R/W

1

PB1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートBの入力プルアップMSOのオン／オフを制御
 

 

H'FE42：ポートCプルアップMOSコントロールレジスタ（PCPCR）：ポート 

7

PC7PCR

0

R/W

6

PC6PCR

0

R/W

5

PC5PCR

0

R/W

4

PC4PCR

0

R/W

3

PC3PCR

0

R/W

0

PC0PCR

0

R/W

2

PC2PCR

0

R/W

1

PC1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートCの入力プルアップMSOのオン／オフを制御
 

 

H'FE43：ポート Dプルアップ MOSコントロールレジスタ PDPCR：ポート 

7

PD7PCR

0

R/W

6

PD6PCR

0

R/W

5

PD5PCR

0

R/W

4

PD4PCR

0

R/W

3

PD3PCR

0

R/W

0

PD0PCR

0

R/W

2

PD2PCR

0

R/W

1

PD1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートDの入力プルアップMSOのオン／オフを制御
 

 

H'FE44：ポート Eプルアップ MOSコントロールレジスタ PEPCR：ポート 

7

PE7PCR

0

R/W

6

PE6PCR

0

R/W

5

PE5PCR

0

R/W

4

PE4PCR

0

R/W

3

PE3PCR

0

R/W

0

PE0PCR

0

R/W

2

PE2PCR

0

R/W

1

PE1PCR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ポートEの入力プルアップMSOのオン／オフを制御
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE46：ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ P3ODR：ポート 

7

P37ODR

0

R/W

6

P36ODR

0

R/W

5

P35ODR

0

R/W

4

P34ODR

0

R/W

3

P33ODR

0

R/W

0

P30ODR

0

R/W

2

P32ODR

0

R/W

1

P31ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE47：ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ（PAODR）：ポート 

7

PA7ODR

0

R/W

6

PA6ODR

0

R/W

5

PA5ODR

0

R/W

4

PA4ODR

0

R/W

3

PA3ODR

0

R/W

0

PA0ODR

0

R/W

2

PA2ODR

0

R/W

1

PA1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE48：ポート Bオープンドレインコントロールレジスタ PBODR：ポート 

7

PB7ODR

0

R/W

6

PB6ODR

0

R/W

5

PB5ODR

0

R/W

4

PB4ODR

0

R/W

3

PB3ODR

0

R/W

0

PB0ODR

0

R/W

2

PB2ODR

0

R/W

1

PB1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FE49：ポート Cオープンドレインコントロールレジスタ（PCODR）：ポート 

7

PC7ODR

0

R/W

6

PC6ODR

0

R/W

5

PC5ODR

0

R/W

4

PC4ODR

0

R/W

3

PC3ODR

0

R/W

0

PC0ODR

0

R/W

2

PC2ODR

0

R/W

1

PC1ODR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE80：タイマコントロールレジスタ 3 TCR3：TPU3 

7

CCLR2

0

R/W

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

入力クロックのエッジを選択

 0 0 立ち上がりエッジでカウント

  1 立ち下がりエッジでカウント

 1 － 両エッジでカウント

タイマプリスケーラ

 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント

   1 内部クロック：φ／4でカウント

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント

   1 内部クロック：φ／64でカウント

  1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント

     1 内部クロック：φ／1024でカウント

  1 0 内部クロック：φ／256でカウント

   1 内部クロック：φ／4096でカウント

カウンタクリア

 0 0 0 TCNTのクリア禁止

   1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

   1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

   1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリ
    アでTCNTをクリア*1

 1 0 0 TCNTのクリア禁止

   1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2

  1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2

   1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリ
    アでTCNTをクリア*1

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRのSYNCビットを1にセットすることにより行います。
 *2 TGRCまたはTGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファ
  レジスタの設定が優先され、コンペアマッチ／インプットキャプチャが発生
  しないため、TCNTはクリアされません。

【注】 内部クロックのエッジ選択は、入力クロックが
 φ／4もしくはそれより遅い場合に有効です。
 入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルの
 オーバフロー／アンダフローを選択した場合は
 本設定は無視されます。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE81：タイマモードレジスタ 3 TMDR3：TPU3 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

BFB

0

R/W

4

BFA

0

R/W

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

バッファ動作設定A

 0 TGRAは通常動作

 1 TGRAとTGRCはバッファ動作

バッファ動作設定B

 0 TGRBは通常動作

 1 TGRBとTGRDはバッファ動作

モード

 0 0 0 0 通常動作

    1 リザーブ

   1 0 PWMモード1

    1 PWMモード2

   1 0 0 位相計数モード1

      1 位相計数モード2

   1 0 位相計数モード3

    1 位相計数モード4

 1 * * * －
 * Don't care

【注】1. MD3はリザーブビットです。
     ライト時には常に0を書き込
     んでください。
 2. チャネル3では、位相計数
     モードの設定はできません。
       MD2には常に0をライトして
     ください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE82：タイマ I/Oコントロールレジスタ 3H TIOR3H：TPU3 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR3A I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR3Aは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR3Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCA3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 TCNT4のカウントアップ／
      はチャネル4／ カウントダウンでインプットキャプチャ
      カウントクロック 

 *：Don't care

TGR3B I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR3Bは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR3Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCB3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 TCNT4のカウントアップ／
      はチャネル4／ カウントダウンでインプットキャプチャ*1

      カウントクロック 

 *：Don't care

【注】*1 TCR4のTPSC2～TPSC0ビットをB'000とし、TCNT4のカウントクロックにφ／1を使用した
  場合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生しません。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE83：タイマ I/Oコントロールレジスタ 3L TIOR3L：TPU3 

7

IOD3

0

R/W

6

IOD2

0

R/W

5

IOD1

0

R/W

4

IOD0

0

R/W

3

IOC3

0

R/W

0

IOC0

0

R/W

2

IOC2

0

R/W

1

IOC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR3C I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR3Cは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ*1

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR3Cは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCC3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ*1

 キャプチャ入力元 TCNT4のカウントアップ／
      はチャネル4／ カウントダウンでインプットキャプチャ
      カウントクロック 

 *：Don't care

【注】 *1 TMDR3のBFAビットを1にセットしてTGR3Cをバッファレジスタとして使用した場合は、
 　本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

TGR3D I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR3Dは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア 

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ*1

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR3Dは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCD3端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ*1

 キャプチャ入力元 TCNT4のカウントアップ／
      はチャネル4／ カウントダウンでインプットキャプチャ*2

      カウントクロック 

 *：Don't care

【注】 *1 TMDR3のBFBビットを1にセットしてTGR3Dをバッファレジスタとして使用した場合は、
 　 本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。
 *2 TCR4のTPSC2～TPSC0ビットをB'000とし、TCNT4のカウントクロックにφ／1を使用した
  場合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生しません。

【注】 TGRC、あるいはTGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとして動作します。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE84：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 3 TIER3：TPU3 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCIEV

0

R/W

3

TGIED

0

R/W

0

TGIEA

0

R/W

2

TGIEC

0

R/W

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGRインタラプトイネーブルA

 0 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を禁止

 1 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を許可

TGRインタラプトイネーブルB

 0 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を禁止

 1 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を許可

TGRインタラプトイネーブルC

 0 TGFCビットによる割り込み
  要求（TGIC）を禁止

 1 TGFCビットによる割り込み
  要求（TGIC）を許可

TGRインタラプトイネーブルD

 0 TGFDビットによる割り込み
  要求（TGID）を禁止

 1 TGFDビットによる割り込み
  要求（TGID）を許可

A/D変換開始要求イネーブル

 0 A/D変換開始要求の発生を禁止

 1 A/D変換開始要求の発生を許可

オーバフローインタラプトイネーブル

 0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

 1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE85：タイマステータスレジスタ 3 TSR3：TPU3 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCFV

0

R/(W)*

3

TGFD

0

R/(W)*

0

TGFA

0

R/(W)*

2

TGFC

0

R/(W)*

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

TGRAインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1）TGIA割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBの
  　　  DISELビットが0のとき
  （2）TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、TGFAに0をライト
  　　  したとき
 1 ［セット条件］
  （1）TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能
  　　  している場合、TCNT＝TGRAになったとき
  （2）TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、
  　　  インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRAに
  　　  転送されたとき
  　　  

オーバフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき

TGRDインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0 ［クリア条件］
  （1）TGID割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが
  　　  0のとき
  （2）TGFD＝1の状態でTGFDをリード後、TGFDに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1）TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
  　　  TCNT＝TGRDになったとき
  （2）TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、インプット
  　　  キャプチャ信号によりTCNTの値がTGRDに転送されたとき

TGRCインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0 ［クリア条件］
  （1）TGIC割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビット
  　　  が0のとき
  （2）TGFC＝1の状態でTGFCをリード後、TGFCに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1）TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能して いる場合、
  　　  TCNT＝TGRCになったとき
  （2）TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、インプッ
  　　  トキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRCに転送されたとき

TGRBインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1）TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビット
  　　  が0のとき
  （2）TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1）TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している
  　　  場合、TCNT＝TGRBになったとき
  （2）TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、インプッ
  　　  トキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRBに転送されたとき
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE86：タイマカウンタ 3 TCNT3：TPU3 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

アップカウンタ

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

 
 

H'FE88：タイマジェネラルレジスタ 3A TGR3A：TPU3 
H'FE8A：タイマジェネラルレジスタ 3B TGR3B：TPU3 
H'FE8C：タイマジェネラルレジスタ 3C TGR3C：TPU3 
H'FE8E：タイマジェネラルレジスタ 3D TGR3D：TPU3 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE90：タイマコントロールレジスタ 4 TCR4：TPU4 

7

－

0

－

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

入力クロックのエッジを選択

 0 0 立ち上がりエッジでカウント

  1 立ち下がりエッジでカウント

 1 － 両エッジでカウント

【注】内部クロックのエッジ選択は、入力クロックが
 φ／4もしくはそれより遅い場合に有効です。
 入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルの
 オーバフロー／アンダフローを選択した場合は
 本設定は無視されます。

  

タイマプリスケーラ

 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント

   1 内部クロック：φ／4でカウント

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント

   1 内部クロック：φ／64でカウント

  1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント

     1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント

  1 0 内部クロック：φ／1024でカウント

   1 TCNT5のオーバフロー／アンダフローでカ
    ウント

【注】チャネル4が位相計数モード時、この設定は無効に
 なります。

カウンタクリア

 0 0 TCNTのクリア禁止

  1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

  1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルの
   カウンタクリアでTCNTをクリア*

【注】 * 同期動作の設定は、TSYRのSYNCビットを1にセットすることにより行います。

【注】 チャネル4ではビット7はリザーブです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE91：タイマモードレジスタ 4 TMDR4：TPU4 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

モード

 0 0 0 0 通常動作

    1 リザーブ

   1 0 PWMモード1

    1 PWMモード2

   1 0 0 位相計数モード1

      1 位相計数モード2

   1 0 位相計数モード3

    1 位相計数モード4

 1 * * * －
 *Don't care

【注】MD3はリザーブビットです。
 ライト時には常に0を書き込
 んでください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE92：タイマ I/Oコントロールレジスタ 4 TIOR4：TPU4 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR4A I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR4Aは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR4Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCA4端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 TGR3Aのコンペアマッチ／
      はTGR3Aコンペア インプットキャプチャの発生で
      マッチ／インプット インプットキャプチャ
      キャプチャ 

 *：Don't care

TGR4B I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR4Bは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR4Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCB4端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 TGR3Cのコンペアマッチ／
      はTGR3Cコンペア インプットキャプチャの発生で
      マッチ／インプット インプットキャプチャ
      キャプチャ 

 *：Don't care
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE94：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 4 TIER4：TPU4 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

TCIEU

0

R/W

4

TCIEV

0

R/W

3

－

0

－

0

TGIEA

0

R/W

2

－

0

－

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGIAインタラプトイネーブル

 0 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を禁止

 1 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を許可

TGIBインタラプトイネーブル

 0 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を禁止

 1 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を許可

A/D変換開始要求イネーブル

 0 A/D変換開始要求の発生を禁止

 1 A/D変換開始要求の発生を許可

アンダフローインタラプトイネーブル

 0 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止

 1 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可

オーバフローインタラプトイネーブル

 0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

 1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE95：タイマステータスレジスタ 4 TSR4：TPU4 

7

TCFD

1

R

6

－

1

－

5

TCFU

0

R/(W)*

4

TCFV

0

R/(W)*

3

－

0

－

0

TGFA

0

R/(W)*

2

－

0

－

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

TGRAインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIA割り込みによりDTCが起動され、DTCの
   MRBのDISELビットが0のとき
  （2） TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、TGFAに
   0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして
   機能している場合、TCNT＝TGRAになったとき
  （2） TGRAがインプットキャプチャとして機能して
   いる場合、インプットキャプチャ信号により
   TCNTの値がTGRAに転送されたとき

カウンタ方向フラグ
 0  TCNTはダウンカウント
 1  TCNTはアップカウント

TGRBインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBの
   DISELビットが 0のとき
  （2） TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0を
   ライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能し
   ている場合、TCNT＝TGRBになったとき
  （2） TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、
   インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRBに
   転送されたとき

アンダフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFU＝1の状態でTCFUをリード後、TCFUに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき

オーバフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FE96：タイマカウンタ 4 TCNT4：TPU4 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

アップ／ダウンカウンタ*

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

【注】* 位相計数モード、他のチャネルのオーバフロー／アンダフローのカウント時

のみアップ／ダウンカウンタとして使用できます。それ以外の場合はアップ

カウンタになります。
 

 

H'FE98：タイマジェネラルレジスタ 4A TGR4A：TPU4 
H'FE9A：タイマジェネラルレジスタ 4B TGR4B：TPU4 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEA0：タイマコントロールレジスタ 5 TCR5：TPU5 

7

－

0

－

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

入力クロックのエッジを選択

 0 0 立ち上がりエッジでカウント

  1 立ち下がりエッジでカウント

 1 － 両エッジでカウント

【注】内部クロックのエッジ選択は、入力クロックが
 φ／4もしくはそれより遅い場合に有効です。
 入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルの
 オーバフロー／アンダフローを選択した場合は
 本設定は無視されます。

タイマプリスケーラ

 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント

   1 内部クロック：φ／4でカウント

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント

   1 内部クロック：φ／64でカウント

  1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント

     1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント

  1 0 内部クロック：φ／256でカウント

   1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント

【注】チャネル5が位相計数モード時、この設定は無効に
 なります。

カウンタクリア

 0 0 TCNTのクリア禁止

  1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

  1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

  1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルの
   カウンタクリアでTCNTをクリア*

【注】 * 同期動作の設定は、TSYRのSYNCビットを1にセットすることにより行います。

【注】 チャネル5ではビット7はリザーブです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEA1：タイマモードレジスタ 5 TMDR5：TPU5 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

モード

 0 0 0 0 通常動作

    1 リザーブ

   1 0 PWMモード1

    1 PWMモード2

   1 0 0 位相計数モード1

      1 位相計数モード2

   1 0 位相計数モード3

    1 位相計数モード4

 1 * * * －
 * Don't care

【注】MD3はリザーブビットです。
 ライト時には常に0を書き込
 んでください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEA2：タイマ I/Oコントロールレジスタ 5 TIOR5：TPU5 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR5A I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR5Aは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 * 0 0 TGR5Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCA5端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

     

レジスタ

 

*：Don't care

TGR5B I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR5Bは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 * 0 0 TGR5Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCB5端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

     

レジスタ

 

*：Don't care
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEA4：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 5 TIER5：TPU5 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

TCIEU

0

R/W

4

TCIEV

0

R/W

3

－

0

－

0

TGIEA

0

R/W

2

－

0

－

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGIAインタラプトイネーブル

 0 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を禁止

 1 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を許可

TGIBインタラプトイネーブル

 0 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を禁止

 1 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を許可

A/D変換開始要求イネーブル

 0 A/D変換開始要求の発生を禁止

 1 A/D変換開始要求の発生を許可

アンダフローインタラプトイネーブル

 0 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止

 1 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可

オーバフローインタラプトイネーブル

 0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

 1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEA5：タイマステータスレジスタ 5 TSR5：TPU5 

7

TCFD

1

R

6

－

1

－

5

TCFU

0

R/(W)*

4

TCFV

0

R/(W)*

3

－

0

－

0

TGFA

0

R/(W)*

2

－

0

－

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

TGRAインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIA割り込みによりDTCが起動され、DTCの
   MRBのDISELビットが0のとき
  （2） TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、
   TGFAに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして
   機能している場合、TCNT＝TGRAになったとき
  （2） TGRAがインプットキャプチャとして機能して
   いる場合、インプットキャプチャ信号により
   TCNTの値がTGRAに転送されたとき

カウンタ方向フラグ
 0  TCNTはダウンカウント
 1  TCNTはアップカウント

TGRBインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBの
   DISELビットが0のとき
  （2） TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0を
   ライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能
   している場合、TCNT＝TGRBになったとき
  （2） TGRBがインプットキャプチャとして機能している
   場合、インプットキャプチャ信号によりTCNTの値
   がTGRBに転送されたとき

アンダフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFU＝1の状態でTCFUをリード後、TCFUに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき

オーバフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEA6：タイマカウンタ 5 TCNT5：TPU5 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

アップ／ダウンカウンタ*

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

【注】* 位相計数モード、他のチャネルのオーバフロー／アンダフローのカウント時

のみアップ／ダウンカウンタとして使用できます。それ以外の場合はアップ

カウンタになります。
 

 

H'FEA8：タイマジェネラルレジスタ 5A TGR5A：TPU5 
H'FEAA：タイマジェネラルレジスタ 5B TGR5B：TPU5 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
 

 

H'FEB0：タイマスタートレジスタ TSTR：TPU 

7

－

0

－

6

－

0

－

5

CST5

0

R/W

4

CST4

0

R/W

3

CST3

0

R/W

0

CST0

0

R/W

2

CST2

0

R/W

1

CST1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

カウンタスタート

 0 TCNTnのカウント動作は停止

 1 TCNTnはカウント動作

   （n＝5～0）

【注】  TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに0をライトするとカウンタは停止し
 ますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。CSTビット
 が0の状態でTIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端子の出力レベルが
 更新されます。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEB1：タイマシンクロレジスタ TSYR：TPU 

7

－

0

－

6

－

0

－

5

SYNC5

0

R/W

4

SYNC4

0

R/W

3

SYNC3

0

R/W

0

SYNC0

0

R/W

2

SYNC2

0

R/W

1

SYNC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

タイマ同期

 0 TCNTnは独立動作（TCNTのプリセット／クリアは
  他チャネルと無関係）

 1 TCNTnは同期動作
  TCNTの同期プリセット／同期クリアが可能

   （n＝5～0）

【注】 1.  同期動作の設定には、最低2チャネルのSYNCビットを1にセットする必要があります。
  2.  同期クリアの設定には、SYNCビットのほかにTCRのCCLR2～CCLR0ビットで、TCNT
 　 のクリア要因を設定する必要があります。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEC0：インタラプトプライオリティレジスタ A IPRA：INT 
H'FEC1：インタラプトプライオリティレジスタ B IPRB：INT 
H'FEC2：インタラプトプライオリティレジスタ C IPRC：INT 
H'FEC3：インタラプトプライオリティレジスタ D IPRD：INT 
H'FEC4：インタラプトプライオリティレジスタ E IPRE：INT 
H'FEC5：インタラプトプライオリティレジスタ F IPRF：INT 
H'FEC6：インタラプトプライオリティレジスタ G IPRG：INT 
H'FEC7：インタラプトプライオリティレジスタ H IPRH：INT 
H'FEC9：インタラプトプライオリティレジスタ J IPRJ：INT 
H'FECA：インタラプトプライオリティレジスタ K IPRK：INT 
H'FECC：インタラプトプライオリティレジスタ M IPRM：INT 

7

－

0

－

6

IPR6

1

R/W

5

IPR5

1

R/W

4

IPR4

1

R/W

3

－

0

－

0

IPR0

1

R/W

2

IPR2

1

R/W

1

IPR1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

IPRB IRQ2

レジスタ
ビット

IRQ3

IPRC ー*1

ー*1

ー*2

ー*1

IRQ4

IRQ5

DTC

各割り込み要因とIPRの対応

IPRA IRQ0 IRQ1

IPRD ウォッチドッグタイマ0

IPRE PCブレーク A/D変換器、
ウォッチドックタイマ1

IPRF TPUチャネル0 TPUチャネル1

IPRG TPUチャネル2 TPUチャネル3

IPRH TPUチャネル4 TPUチャネル5

IPRJ SCIチャネル0

IPRK SCIチャネル1

IPRM PWMチャネル1、2 HCAN

6～4 2～0

【注】 *1 リザーブビットです。リードすると1が読み出されます。
  ライトは無効です。
 *2 リザーブビットです。リードすると1が読み出されます。
  書き込む値も常にH'7にしてください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FED0：バス幅コントロールレジスタ ABWCR：バスコントローラ 

7

ABW7

1

R/W

0

R/W

6

ABW6

1

R/W

0

R/W

5

ABW5

1

R/W

0

R/W

4

ABW4

1

R/W

0

R/W

3

ABW3

1

R/W

0

R/W

0

ABW0

1

R/W

0

R/W

2

ABW2

1

R/W

0

R/W

1

ABW1

1

R/W

0

R/W

ビット：

モード5～7

初期値

R/W

モード4

初期値

R/W

：

：

：

：

エリア7～0バス幅コントロール

エリアnを16ビットアクセス空間に設定

エリアnを8ビットアクセス空間に設定

0

1

（n＝7～0）
 

 

H'FED1：アクセスステートコントロールレジスタ ASTCR：バスコントローラ 

7

AST7

1

R/W

6

AST6

1

R/W

5

AST5

1

R/W

4

AST4

1

R/W

3

AST3

1

R/W

0

AST0

1

R/W

2

AST2

1

R/W

1

AST1

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

エリア7～0アクセスステートコントロール

エリアnを2ステートアクセス空間に設定
エリアnの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を禁止

エリアnの外部空間アクセスは3ステートアクセス 
エリアnの外部空間アクセスにウェイトステートの挿入を許可

0

1

（n＝7～0）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FED2：ウェイトコントロールレジスタ H WCRH：バスコントローラ 

7

W71

1

R/W

6

W70

1

R/W

5

W61

1

R/W

4

W60

1

R/W

3

W51

1

R/W

0

W40

1

R/W

2

W50

1

R/W

1

W41

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

エリア7ウェイトコントロール1、0

エリア6ウェイトコントロール1、0

エリア4ウェイトコントロール1、0

エリア5ウェイトコントロール1、0

00 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W70W71

1 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア7の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W50W51

1 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア5の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W40W41

1 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア4の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W60W61

1 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア6の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FED3：ウェイトコントロールレジスタ L WCRL：バスコントローラ 

7

W31

1

R/W

6

W30

1

R/W

5

W21

1

R/W

4

W20

1

R/W

3

W11

1

R/W

0

W00

1

R/W

2

W10

1

R/W

1

W01

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

エリア3ウェイトコントロール1、0

エリア2ウェイトコントロール

エリア0ウェイトコントロール1、0

エリア1ウェイトコントロール1、0

00 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

 W30W31

1 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア3の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W10W11

1 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア1の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W00W01

1 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア0の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入

00 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを挿入しない

W20W21

1 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを1ステート挿入

01 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを2ステート挿入

1 エリア2の外部空間アクセス時、プログラムウェイトを3ステート挿入
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FED4：バスコントロールレジスタ H BCRH：バスコントローラ 

7

ICIS1

1

R/W

6

ICIS0

1

R/W

5

BRSTRM

0

R/W

4

BRSTS1

1

R/W

3

BRSTS0

0

R/W

0

ー

0

R/W

2

ー

0

R/W

1

ー

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入しない

異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入する　　　　　　

0

1

0

アイドルサイクル挿入1

外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入しない

外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、
アイドルサイクルを挿入する　　　　　　　　

1

アイドルサイクル挿入0

エリア0は基本バスインタフェース

エリア0はバーストROMインタフェース

0

1

バーストROMイネーブル

バーストサイクルは1ステート

バーストサイクルは2ステート

0

1

バーストアクセスは最大4ワード

バーストアクセスは最大8ワード

0

1

バーストサイクルセレクト1

バーストサイクルセレクト0

 
 

H'FED5：バスコントロールレジスタ L BCRL：バスコントローラ 

7

―

0

R/W

6

―

0

R/W

5

―

0

―

4

―

0

R/W

3

―

1

R/W

0

WAITE

0

R/W

2

―

0

R/W

1

WDBE

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

WAIT端子によるウェイト入力を禁止。
WAIT端子は入出力ポートとして使用可
WAIT端子によるウェイト入力を許可

0

1

WAIT端子イネーブル

ライトデータバッファ機能を使用しない

ライトデータバッファ機能を使用する

0

1

ライトデータバッファイネーブル
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FEDB：RAMエミュレーションレジスタ RAMER：ROM 

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R/W

4

－

0

R/W

3

RAMS

0

R/W

0

RAM0

0

R/W

2

RAM2

0

R/W

1

RAM1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

0

1

エミュレーション非選択
フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト無効（初期値） 
エミュレーション選択
フラッシュメモリ全ブロック書き込み／消去プロテクト有効

RAMセレクト

フラッシュメモリエリア選択

RAMエリア
H'FFE000～H'FFE3FF
H'000000～H'0003FF
H'000400～H'0007FF
H'000800～H'000BFF
H'000C00～H'000FFF

ブロック名
RAMエリア1kバイト
EB0（1kバイト）
EB1（1kバイト）
EB2（1kバイト）
EB3（1kバイト）

RAMS
0
1
1
1
1

RAM2
*
0
0
1
1

RAM1
*
0
1
0
1

RAM0
*
*
*
*
*

*：Don't care

 
 

H'FF00：ポート 1データレジスタ P1DR：ポート 

7

P17DR

0

R/W

6

P16DR

0

R/W

5

P15DR

0

R/W

4

P14DR

0

R/W

3

P13DR

0

R/W

0

P10DR

0

R/W

2

P12DR

0

R/W

1

P11DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF01：ポート 2データレジスタ P2DR：ポート 

7

P27DR

0

R/W

6

P26DR

0

R/W

5

P25DR

0

R/W

4

P24DR

0

R/W

3

P23DR

0

R/W

0

P20DR

0

R/W

2

P22DR

0

R/W

1

P21DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 

H'FF02：ポート 3データレジスタ P3DR：ポート 

7

P37DR

0

R/W

6

P36DR

0

R/W

5

P35DR

0

R/W

4

P34DR

0

R/W

3

P33DR

0

R/W

0

P30DR

0

R/W

2

P32DR

0

R/W

1

P31DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：
 

 



 

付録 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  付録-175 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF04：ポート 5データレジスタ P5DR：ポート 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

P50DR

0

R/W

2

P52DR

0

R/W

1

P51DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

H'FF09：ポート Aデータレジスタ PADR：ポート 

7

PA7DR

0

R/W

6

PA6DR

0

R/W

5

PA5DR

0

R/W

4

PA4DR

0

R/W

3

PA3DR

0

R/W

0

PA0DR

0

R/W

2

PA2DR

0

R/W

1

PA1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

H'FF0A：ポート Bデータレジスタ PBDR：ポート 

7

PB7DR

0

R/W

6

PB6DR

0

R/W

5

PB5DR

0

R/W

4

PB4DR

0

R/W

3

PB3DR

0

R/W

0

PB0DR

0

R/W

2

PB2DR

0

R/W

1

PB1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

H'FF0B：ポート Cデータレジスタ PCDR：ポート 

7

PC7DR

0

R/W

6

PC6DR

0

R/W

5

PC5DR

0

R/W

4

PC4DR

0

R/W

3

PC3DR

0

R/W

0

PC0DR

0

R/W

2

PC2DR

0

R/W

1

PC1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

H'FF0C：ポート Dデータレジスタ PDDR：ポート 

7

PD7DR

0

R/W

6

PD6DR

0

R/W

5

PD5DR

0

R/W

4

PD4DR

0

R/W

3

PD3DR

0

R/W

0

PD0DR

0

R/W

2

PD2DR

0

R/W

1

PD1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

H'FF0D：ポート Eデータレジスタ PEDR：ポート 

7

PE7DR

0

R/W

6

PE6DR

0

R/W

5

PE5DR

0

R/W

4

PE4DR

0

R/W

3

PE3DR

0

R/W

0

PE0DR

0

R/W

2

PE2DR

0

R/W

1

PE1DR

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF0E：ポート Fデータレジスタ PFDR：ポート 

7

－

0

R/W

6

PF6DR

0

R/W

5

PF5DR

0

R/W

4

PF4DR

0

R/W

3

PF3DR

0

R/W

0

PF0DR

0

R/W

2

PF2DR

0

R/W

1

－

不定

－

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

H'FF10：タイマコントロールレジスタ 0 TCR0：TPU0 

7

CCLR2

0

R/W

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

入力クロックのエッジを選択

 0 0 立ち上がりエッジでカウント

  1 立ち下がりエッジでカウント

 1 － 両エッジでカウント

タイマプリスケーラ

 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント

   1 内部クロック：φ／4でカウント

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント

   1 内部クロック：φ／64でカウント

  1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント

     1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント

  1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント

   1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント

カウンタクリア

 0 0 0 TCNTのクリア禁止

   1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

   1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

   1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリ
    アでTCNTをクリア*1

 1 0 0 TCNTのクリア禁止

   1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2

  1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2

   1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリ
    アでTCNTをクリア*1

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRのSYNCビットを1にセットすることにより行います。
 *2 TGRCまたはTGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファ
  レジスタの設定が優先され、コンペアマッチ／インプットキャプチャが発生
  しないため、TCNTはクリアされません。

【注】 内部クロックのエッジ選択は、入力クロックがφ／4もしくはそれより
 遅い場合に有効です。入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルの
 オーバフロー／アンダフローを選択した場合は本設定は無視されます。

 



 

付録 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  付録-177 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF11：タイマモードレジスタ 0 TMDR0：TPU0 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

BFB

0

R/W

4

BFA

0

R/W

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

バッファ動作設定A

 0 TGRAは通常動作

 1 TGRAとTGRCはバッファ動作

バッファ動作設定B

 0 TGRBは通常動作

 1 TGRBとTGRDはバッファ動作

モード

 0 0 0 0 通常動作

    1 リザーブ

   1 0 PWMモード1

    1 PWMモード2

   1 0 0 位相計数モード1

      1 位相計数モード2

   1 0 位相計数モード3

    1 位相計数モード4

 1 * * * －
 * Don't care

【注】1. MD3はリザーブビットです。
     ライト時には常に0を書き込
     んでください。
 2. チャネル0では、位相計数
     モードの設定はできません。
       MD2には常に0をライトして
     ください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF12：タイマ I/Oコントロールレジスタ 0H TIOR0H：TPU0 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR0A I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR0Aは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR0Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCA0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 TCNT1のカウントアップ／
      はチャネル1／ カウントダウンでインプット
      カウントクロック キャプチャ

 *：Don't care

TGR0B I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR0Bは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR0Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCB0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 TCNT1のカウントアップ／
      はチャネル1／ カウントダウンでインプット
      カウントクロック キャプチャ*1

 *：Don't care

【注】*1 TCR1のTPSC2～TPSC0ビットをB'000とし、TCNT1のカウントクロックにφ／1を使用した
  場合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生しません。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF13：タイマ I/Oコントロールレジスタ 0L TIOR0L：TPU0 

7

IOD3

0

R/W

6

IOD2

0

R/W

5

IOD1

0

R/W

4

IOD0

0

R/W

3

IOC3

0

R/W

0

IOC0

0

R/W

2

IOC2

0

R/W

1

IOC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR0C I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR0Cは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ*1

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR0Cは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCC0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ*1

 キャプチャ入力元 TCNT1のカウントアップ／
      はチャネル1／ カウントダウンでインプット
      カウントクロック キャプチャ

 *：Don't care

【注】 *1 TMDR0のBFAビットを1にセットしてTGR0Cをバッファレジスタとして使用した場合は、
 　　本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

TGR0D I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR0Dは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ*1

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR0Dは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCD0端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ*1

 キャプチャ入力元 TCNT1のカウントアップ／
      はチャネル1／ カウントダウンでインプット
      カウントクロック キャプチャ*2

 *：Don't care

【注】 *1 TMDR0のBFBビットを1にセットしてTGR0Dをバッファレジスタとして使用した場合は、
  本設定は無効になり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。
 *2 TCR1のTPSC2～TPSC0ビットをB'000とし、TCNT1のカウントクロックにφ／1を使用した
  場合は、本設定は無効となり、インプットキャプチャは発生しません。

【注】TGRC、あるいはTGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとして動作します。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF14：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 0 TIER0：TPU0 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCIEV

0

R/W

3

TGIED

0

R/W

0

TGIEA

0

R/W

2

TGIEC

0

R/W

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGRインタラプトイネーブルA

 0 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を禁止

 1 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を許可

TGRインタラプトイネーブルB

 0 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を禁止

 1 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を許可

TGRインタラプトイネーブルC

 0 TGFCビットによる割り込み
  要求（TGIC）を禁止

 1 TGFCビットによる割り込み
  要求（TGIC）を許可

TGRインタラプトイネーブルD

 0 TGFDビットによる割り込み
  要求（TGID）を禁止

 1 TGFDビットによる割り込み
  要求（TGID）を許可

A/D変換開始要求イネーブル

 0 A/D変換開始要求の発生を禁止

 1 A/D変換開始要求の発生を許可

オーバフローインタラプトイネーブル

 0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

 1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF15：タイマステータスレジスタ 0 TSR0：TPU0 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

TCFV

0

R/(W)*

3

TGFD

0

R/(W)*

0

TGFA

0

R/(W)*

2

TGFC

0

R/(W)*

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

TGRAインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIA割り込みによりDTCが起動され、
   DTCのMRBのDISELビットが0のとき
  （2） TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、
   TGFAに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRAがアウトプットコンペアレジスタ
   として機能している場合、TCNT＝TGRA
   になったとき
  （2） TGRAがインプットキャプチャとして機能
   している場合、インプットキャプチャ信号
   によりTCNTの値がTGRAに 転送されたとき

オーバフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき

TGRDインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0 ［クリア条件］
  （1）TGID割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビットが
  　　  0のとき
  （2）TGFD＝1の状態でTGFDをリード後、TGFDに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1）TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、
  　　  TCNT＝TGRDになったとき
  （2）TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、インプット
  　　  キャプチャ信号によりTCNTの値がTGRDに転送されたとき

TGRCインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0 ［クリア条件］
  （1）TGIC割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISELビット
  　　  が0のとき
  （2）TGFC＝1の状態でTGFCをリード後、TGFCに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1）TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能して いる場合、
  　　  TCNT＝TGRCになったとき
  （2）TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、インプッ
  　　  トキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRCに転送されたとき

TGRBインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBの
   DISELビットが 0のとき
  （2） TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0を
   ライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能
   している 場合、TCNT＝TGRBになったとき
  （2） TGRBがインプットキャプチャとして機能している
   場合、インプットキャプチャ信号によりTCNTの
   値がTGRBに転送されたとき
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF16：タイマカウンタ 0 TCNT0：TPU0 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

アップカウンタ

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

 
 

H'FF18：タイマジェネラルレジスタ 0A TGR0A：TPU0 
H'FF1A：タイマジェネラルレジスタ 0B TGR0B：TPU0 
H'FF1C：タイマジェネラルレジスタ 0C TGR0C：TPU0 
H'FF1E：タイマジェネラルレジスタ 0D TGR0D：TPU0 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF20：タイマコントロールレジスタ 1 TCR1：TPU1 

7

－

0

－

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

入力クロックのエッジを選択

 0 0 立ち上がりエッジでカウント

  1 立ち下がりエッジでカウント

 1 － 両エッジでカウント

【注】内部クロックのエッジ選択は、入力クロックが
 φ／4もしくはそれより遅い場合に有効です。
 入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルの
 オーバフロー／アンダフローを選択した場合は
 本設定は無視されます。

タイマプリスケーラ

 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント

   1 内部クロック：φ／4でカウント

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント

   1 内部クロック：φ／64でカウント

  1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント

     1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント

  1 0 内部クロック：φ／256でカウント

   1 TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカ
    ウント

【注】チャネル1が位相計数モード時、この設定は無効に
 なります。

カウンタクリア

 0 0 TCNTのクリア禁止

  1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

  1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

  1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルの
   カウンタクリアでTCNTをクリア*

【注】 * 同期動作の設定は、TSYRのSYNCビットを1にセットすることにより行います。

【注】 チャネル1ではビット7はリザーブです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF21：タイマモードレジスタ 1 TMDR1：TPU1 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

モード

 0 0 0 0 通常動作

    1 リザーブ

   1 0 PWMモード1

    1 PWMモード2

   1 0 0 位相計数モード1

      1 位相計数モード2

   1 0 位相計数モード3

    1 位相計数モード4

 1 * * * －
 * Don't care

【注】MD3はリザーブビットです。
 ライト時には常に0を書き込
 んでください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF22：タイマ I/Oコントロールレジスタ 1 TIOR1：TPU1 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR1A I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR1Aは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR1Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCA1端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 チャネル0／TGR0Aの
      はTGR0Aコンペア コンペアマッチ／
      マッチ／インプット インプットキャプチャの発生で
      キャプチャ インプットキャプチャ

 *：Don't care

TGR1B I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR1Bは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0 0 TGR1Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCB1端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

  1 * * 

レジスタ

 キャプチャ入力元 TGR0Cのコンペアマッチ／
      はTGR0Cコンペア インプットキャプチャの発生で
      マッチ／インプット インプットキャプチャ
      キャプチャ 

 *：Don't care
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF24：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 1 TIER1：TPU1 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

TCIEU

0

R/W

4

TCIEV

0

R/W

3

－

0

－

0

TGIEA

0

R/W

2

－

0

－

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGIAインタラプトイネーブル

 0 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を禁止

 1 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を許可

TGIBインタラプトイネーブル

 0 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を禁止

 1 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を許可

A/D変換開始要求イネーブル

 0 A/D変換開始要求の発生を禁止

 1 A/D変換開始要求の発生を許可

アンダフローインタラプトイネーブル

 0 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止

 1 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可

オーバフローインタラプトイネーブル

 0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

 1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF25：タイマステータスレジスタ 1 TSR1：TPU1 

7

TCFD

1

R

6

－

1

－

5

TCFU

0

R/(W)*

4

TCFV

0

R/(W)*

3

－

0

－

0

TGFA

0

R/(W)*

2

－

0

－

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

TGRAインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIA割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBの
   DISELビットが0のとき
  （2） TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、TGFAに0を
   ライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能
   している場合、TCNT＝TGRAになったとき
  （2） TGRAがインプットキャプチャとして機能している
   場合、インプットキャプチャ信号によりTCNTの値
   がTGRAに転送されたとき

カウンタ方向フラグ
 0  TCNTはダウンカウント
 1  TCNTはアップカウント

TGRBインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBのDISEL
   ビットが0のとき
  （2） TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0をライト
   したとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能してい
   る場合、 TCNT＝TGRBになったとき
  （2） TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、
   インプットキャプチャ信号によりTCNTの値がTGRBに
   転送されたとき

アンダフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFU＝1の状態でTCFUをリード後、TCFUに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき

オーバフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF26：タイマカウンタ 1 TCNT1：TPU1 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

アップ／ダウンカウンタ*

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

【注】* 位相計数モード、他のチャネルのオーバフロー／アンダフローのカウント時

のみアップ／ダウンカウンタとして使用できます。それ以外の場合はアップ

カウンタになります。
 

 

H'FF28：タイマジェネラルレジスタ 1A TGR1A：TPU1 
H'FF2A：タイマジェネラルレジスタ 1B TGR1B：TPU1 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF30：タイマコントロールレジスタ 2 TCR2：TPU2 

7

－

0

－

6

CCLR1

0

R/W

5

CCLR0

0

R/W

4

CKEG1

0

R/W

3

CKEG0

0

R/W

0

TPSC0

0

R/W

2

TPSC2

0

R/W

1

TPSC1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

入力クロックのエッジを選択

 0 0 立ち上がりエッジでカウント

  1 立ち下がりエッジでカウント

 1 － 両エッジでカウント

【注】内部クロックのエッジ選択は、入力クロックが
 φ／4もしくはそれより遅い場合に有効です。
 入力クロックにφ／1、あるいは他のチャネルの
 オーバフロー／アンダフローを選択した場合は
 本設定は無視されます。

タイマプリスケーラ

 0 0 0 内部クロック：φ／1でカウント

   1 内部クロック：φ／4でカウント

  1 0 内部クロック：φ／16でカウント

   1 内部クロック：φ／64でカウント

  1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント

     1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント

  1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント

   1 内部クロック：φ／1024でカウント

【注】チャネル2が位相計数モード時、この設定は無効に
 なります。

カウンタクリア

 0 0 TCNTのクリア禁止

  1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

  1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

  1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルの
   カウンタクリアでTCNTをクリア*

【注】 * 同期動作の設定は、TSYRのSYNCビットを1にセットすることにより行います。

【注】 チャネル2ではビット7はリザーブです。リードすると常に0が読み出されます。ライトは無効です。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF31：タイマモードレジスタ 2 TMDR2：TPU2 

7

－

1

－

6

－

1

－

5

－

0

－

4

－

0

－

3

MD3

0

R/W

0

MD0

0

R/W

2

MD2

0

R/W

1

MD1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

モード

 0 0 0 0 通常動作

    1 リザーブ

   1 0 PWMモード1

    1 PWMモード2

   1 0 0 位相計数モード1

      1 位相計数モード2

   1 0 位相計数モード3

    1 位相計数モード4

 1 * * * －
 * Don't care

【注】MD3はリザーブビットです。
 ライト時には常に0を書き込
 んでください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF32：タイマ I/Oコントロールレジスタ 2 TIOR2：TPU2 

7

IOB3

0

R/W

6

IOB2

0

R/W

5

IOB1

0

R/W

4

IOB0

0

R/W

3

IOA3

0

R/W

0

IOA0

0

R/W

2

IOA2

0

R/W

1

IOA1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGR2A I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR2Aは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 * 0 0 TGR2Aは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCA2端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

     

レジスタ

 

*：Don't care

TGR2B I/Oコントロール

 0 0 0 0 TGR2Bは 出力禁止

    1 アウトプット 初期出力は0出力 コンペアマッチで0出力

   1 0 
コンペア

  コンペアマッチで1出力

    1 

レジスタ

  コンペアマッチでトグル出力

  1 0 0  出力禁止

    1  初期出力は1出力 コンペアマッチで0出力

   1 0   コンペアマッチで1出力

    1   コンペアマッチでトグル出力

  1 * 0 0 TGR2Bは キャプチャ入力元 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

    1 インプット はTIOCB2端子 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

   1 * 
キャプチャ

  両エッジでインプットキャプチャ

     

レジスタ

 

*：Don't care
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF34：タイマインタラプトイネーブルレジスタ 2 TIER2：TPU2 

7

TTGE

0

R/W

6

－

1

－

5

TCIEU

0

R/W

4

TCIEV

0

R/W

3

－

0

－

0

TGIEA

0

R/W

2

－

0

－

1

TGIEB

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

TGIAインタラプトイネーブル

 0 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を禁止

 1 TGFAビットによる割り込み
  要求（TGIA）を許可

TGIBインタラプトイネーブル

 0 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を禁止

 1 TGFBビットによる割り込み
  要求（TGIB）を許可

A/D変換開始要求イネーブル

 0 A/D変換開始要求の発生を禁止

 1 A/D変換開始要求の発生を許可

アンダフローインタラプトイネーブル

 0 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止

 1 TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可

オーバフローインタラプトイネーブル

 0 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止

 1 TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF35：タイマステータスレジスタ 2 TSR2：TPU2 

7

TCFD

1

R

6

－

1

－

5

TCFU

0

R/(W)*

4

TCFV

0

R/(W)*

3

－

0

－

0

TGFA

0

R/(W)*

2

－

0

－

1

TGFB

0

R/(W)*

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

TGRAインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIA割り込みによりDTCが起動され、DTCの
   MRBのDISELビットが0のとき
  （2） TGFA＝1の状態でTGFAをリード後、TGFAに
   0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして
   機能している場合、TCNT＝TGRAになったとき
  （2） TGRAがインプットキャプチャとして機能して
   いる場合、インプットキャプチャ信号により
   TCNTの値がTGRAに転送されたとき

カウンタ方向フラグ
 0  TCNTはダウンカウント
 1  TCNTはアップカウント

TGRBインプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ
 0  ［クリア条件］
  （1） TGIB割り込みによりDTCが起動され、DTCのMRBの
   DISELビットが0のとき
  （2） TGFB＝1の状態でTGFBをリード後、TGFBに0を
   ライトしたとき
 1 ［セット条件］
  （1） TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能
   している場合、TCNT＝TGRBになったとき
  （2） TGRBがインプットキャプチャとして機能している
   場合、インプットキャプチャ信号によりTCNTの値
   がTGRBに転送されたとき

アンダフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFU＝1の状態でTCFUをリード後、TCFUに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき

オーバフローフラグ
 0  [クリア条件]
　 TCFV＝1の状態でTCFVをリード後、TCFVに0をライトしたとき
 1  [セット条件]
　 TCNTの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF36：タイマカウンタ 2 TCNT2：TPU2 

15

0

R/W

14

0

R/W

13

0

R/W

12

0

R/W

11

0

R/W

8

0

R/W

アップ／ダウンカウンタ*

10

0

R/W

9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

0

R/W

6

0

R/W

5

0

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

0

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

【注】* 位相計数モード、他のチャネルのオーバフロー／アンダフローのカウント時

のみアップ／ダウンカウンタとして使用できます。それ以外の場合はアップ

カウンタになります。
 

 

H'FF38：タイマジェネラルレジスタ 2A TGR2A：TPU2 
H'FF3A：タイマジェネラルレジスタ 2B TGR2B：TPU2 

15

1

R/W

14

1

R/W

13

1

R/W

12

1

R/W

11

1

R/W

8

1

R/W

10

1

R/W

9

1

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

1

R/W

6

1

R/W

5

1

R/W

4

1

R/W

3

1

R/W

0

1

R/W

2

1

R/W

1

1

R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF74(W)H'FF74(R)：タイマコントロール／ステータスレジスタ 0 TCSR0：WDT 

ビット:

初期値:
R/W:

0
R/(W)*

7

OVF

0
R/W

6

WT/IT

0
R/W

5

TME

4 

－

1
－

1 
－

3 

－

0
R/W

2

CKS2

0
R/W

1

CKS1

0

CKS0

CKS2

0 

1 

0 

1 

0 

1 

0 

1

0 

1

φ／2（初期値）

φ／64

φ／128

φ／512

φ／2048

φ／8192

φ／32768

φ／131072

25.6μs

819.2μs

1.6ms

6.6ms

26.2ms

104.9ms

419.4ms

1.68s

0 

1 

0 

1

0 

1

0

1

CKS1 CKS0 クロック

クロックセレクト

タイマイネーブル

タイマモードセレクト

オーバフロー周期*
（φ=20MHzの場合）

【注】　* オーバフロー周期は、TCNTがH'00からカウントア
 ップを開始し、オーバフローするまでの時間です。

【注】　* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

【注】 ウォッチドッグタイマモードでTCNTがオーバフローした場合についての詳細は、
 「12.2.3　リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）」を参照してください。

TCNTをH'00に初期化し、カウント動作を停止

TCNTはカウント動作

インターバルタイマモード:
TCNTがオーバフローしたときCPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求

ウォッチドッグタイマモード:
TCNTがオーバフローしたときRSTCSRのRSTEビットが1の場合内部リセットを発生

0 

1

オーバフローフラグ

〔クリア条件〕
 (1)　OVF=1の状態で、TCSRをリード後、OVFに0をライトしたとき

〔セット条件〕
TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき
ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した場合は、
セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。

TCSR
12.2.4

0
R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF74(W)H'FF75(R)：タイマカウンタ 0 TCNT0：WDT 

7

 

0

R/W

6

 

0

R/W

5

 

0

R/W

4

 

0

R/W

3

 

0

R/W

0

 

0

R/W

2

 

0

R/W

1

 

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

【注】TCNTは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なって

　　　います。詳細は、「12.2.4　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。  
 

H'FF76(W)H'FF77(R)：リセットコントロール／ステータスレジスタ RSTCSR：WDT 

7

WOVF

0

R/(W)*

6

RSTE

0

R/W

5

ー

0

R/W

4

ー

1

ー

3

ー

1

ー

0

ー

1

ー

2

ー

1

ー

1

ー

1

ー

ビット :

初期値 :

R/W :

リセットイネーブル

 0 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットしない*

 1 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットする

ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ

 0 ［クリア条件］
  WOVF＝1の状態でTCSRをリードした後、WOVFに0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
  ウォッチドッグタイマモードでTCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）
  したとき

【注】 *　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

 RSTCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。
 詳細は「12.2.4　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

【注】 * 本LSI内部はリセットされませんが、WDT内のTCNT、
  TCSRはリセットされます。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF78：シリアルモードレジスタ 0 SMR0：SCI0 

7

C/A

0

R/W

6

CHR

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/E

0

R/W

3

STOP

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

MP

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサモード

 0 マルチプロセッサ機能の禁止

 1 マルチプロセッサフォーマットを選択

ストップビットレングス

 0 1ストップビット

 1 2ストップビット

パリティモード

 0 偶数パリティ*1

 1 奇数パリティ*2　

パリティネーブル 

 0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止

 1 パリティビットの付加、およびチェックを許可*

調歩同期式モード／クロック同期式モード選択

 0 調歩同期式モード

 1 クロック同期式モード

 キャラクタレングス 

 0 8ビットデータ

 1 7ビットデータ*

【注】* 7ビットデータを選択した場合、TDRのMSB（ビット7）は送信されません。
　　　　　また、LSBファースト／MSBファーストの選択はできません。

クロックセレクト

 0 0 φクロック

  1 φ／4クロック

 1 0 φ／16クロック

  1 φ／64クロック

PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを
送信データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットがO/Eビットで指定
した偶数、または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。

【注】* 

【注】*1 

　　　*2 

偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを
合わせて、その中の1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して
送信します。
受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の
合計が偶数であるかどうかをチェックします。

奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを
合わせて、その中の1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して
送信します。
受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の
合計が奇数であるかどうかをチェックします。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF78：シリアルモードレジスタ 0 SMR0：SCI0スマートカードインタフェース 

7

GM

0

R/W

6

BLK

0

R/W

5

PE

0

R/W

4

O/E

0

R/W

3

BCP1

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

BCP0

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

パリティモード

 0 偶数パリティ*1

 1 奇数パリティ*2

パリティイネーブル 

 0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止

 1 パリティビットの付加、およびチェックを許可*

GSMモード

 0 通常のスマートカードインターフェースモードの動作
  （1）TENDフラグが開始ビットの先頭から12.5etuのタイミングで発生
  （2）クロック出力のON/OFFの制御のみ

 1 GSMモードのスマートカードインタフェースモードの動作
  （1）TENDフラグが開始ビットの先頭から11.0etuのタイミングで発生
  （2）クロック出力ON/OFF制御のほか、High/Low固定制御可能（SCRで設定）

【注】etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間

ブロック転送モード

 0 通常のスマートカードインターフェースモードの動作
  （1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行う
  （2）TXI割り込みがTENDフラグにより発生する
  （3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から12.5etu後
   （GSMモードでは11.0etu後）

 1 ブロック転送モードで動作
  （1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行わない
  （2）TXI割り込みがTDREフラグにより発生する
  （3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から11.5etu後
   （GSMモードでは11.0etu後）

クロックセレクト

 0 0 φクロック

  1 φ／4クロック

 1 0 φ／16クロック

  1 φ／64クロック

基本クロックパルス

 0 0 32クロック

  1 64クロック

 1 0 372クロック

  1 256クロック

【注】*1 

　　　*2 

偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを
合わせて、その中の1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して
送信します。
受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の
合計が偶数であるかどうかをチェックします。

奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを
合わせて、その中の1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して
送信します。
受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の
合計が奇数であるかどうかをチェックします。

PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを
送信データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットがO/Eビットで指定
した偶数、または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。

【注】* 

【注】スマートカードインタフェースを使用する場合は、ビット5に1を設定してください。  
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF79：ビットレートレジスタ 0 BRR0：SCI0，スマートカードインタフェース 

7

 

1

R/W

6

 

1

R/W

5

 

1

R/W

4

 

1

R/W

3

 

1

R/W

0

 

1

R/W

2

 

1

R/W

1

 

1

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

【注】　詳細は「13.2.8　ビットレートレジスタ（BRR）」を参照してください。

シリアル送信／受信のビットレートを設定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF7A：シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0：SCI0 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサインタラプトイネーブル

 0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態
  ［クリア条件］
  （1）MPIEビットを0にクリア
  （2）MPB＝1のデータを受信したとき

 1 マルチプロセッサ割り込み許可状態*
  マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み
  （RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、およびSSRの
  RDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

 0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止*

 1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可*

トランスミットイネーブル

 0 送信動作を禁止*1

 1 送信動作を許可*2

レシーブイネーブル

 0 受信動作を禁止*1

 1 受信動作を許可*2

レシーブインタラプトイネーブル

 0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止*

 1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

トランスミットインタラプトイネーブル

 0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止*

 1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

クロックイネーブル  

 0 0 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は

    入出力ポート*1

   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は

    同期クロック出力*1

  1 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は

    クロック出力*2

   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は

    同期クロック出力

 1 0 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子は

    クロック入力*3

    クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は

    同期クロック入力

  1 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子は

    クロック入力*3

   クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は

    同期クロック入力

【注】 *1
 *2
 *3

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】*1
　　　*2 

【注】*1

　　　*2 

TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから1をリードした後、0にクリアするか、またはTIEビットを0に
クリアすることで行うことができます。

RXI、およびERI割り込み要求の解除は、RDRF、またはFER、PER、ORERの各フラグから1を
リードした後、0にクリアするか、RIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

SSRのTDREフラグは1に固定されます。
この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRのTDREフラグを0にクリアすると
シリアル送信を開始します。なお、TEビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、
送信フォーマットを決定してください。

REビットを0にクリアしてもRDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、
状態を保持します。
この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの
場合は同期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリアル受信を開始します。
なお、REビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、受信フォーマット
を決定してください。 

MPB=0を含む受信データを受信しているときは、RSRからRDRへの受信データの転送、
および受信エラーの検出とSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。
MPB＝1を含む受信データを受信すると、SSRのMPBビットを1にセットし、MPIEビット
を自動的に0にクリアし、RXI、ERI割り込み要求の発生（SCRのTIE、RIEビットが1に
セットされている場合）とFER、ORERフラグのセットが許可されます。

TEIの解除は、SSRのTDREフラグから1をリードした後、0にクリアしてTEND
フラグを0にクリアするか、TEIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

初期値
ビットレートと同じ周波数のクロックを出力
ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF7A：シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0：SCI0スマートカードインタフェース 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサインタラプトイネーブル

 0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態
  ［クリア条件］
  （1）MPIEビットを0にクリア
  （2）MPB＝1のデータを受信したとき

 1 マルチプロセッサ割り込み許可状態*
  マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）
  要求、およびSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

 0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止*

 1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可*

トランスミットイネーブル

 0 送信動作を禁止*1

 1 送信動作を許可*2

レシーブイネーブル

 0 受信動作を禁止*1

 1 受信動作を許可*2

レシーブインタラプトイネーブル

 0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止*

 1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

トランスミットインタラプトイネーブル

 0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止*

 1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

クロックイネーブル  

 SMCR SMR SCRの設定 SCK端子機能の説明

 SMIF C/A,GM CKE1 CKE0

 0 SCI指定参照

 1 0 0 0 ポート入出力端子として動作

 1 0 0 1 SCK出力端子としてクロック出力

 1 1 0 0 SCK出力端子としてLow出力固定

 1 1 0 1 SCK出力端子としてクロック出力

 1 1 1 0 SCK出力端子としてHigh出力固定

 1 1 1 1 SCK出力端子としてクロック出力

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】*1
　　　*2 

【注】*1
　　　*2 

TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから1をリードした後、0にクリアするか、またはTIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

RXI、およびERI割り込み要求の解除は、RDRF、またはFER、PER、ORERの各フラグから1をリードした後、0にクリアするか、
RIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

SSRのTDREフラグは1に固定されます。
この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRのTDREフラグを0にクリアするとシリアル送信を開始します。
なお、TEビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。

REビットを0にクリアしてもRDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。
この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロック入力をそれぞれ
検出すると、シリアル受信を開始します。なお、REビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、受信フォー
マットを決定してください。 

MPB＝0を含む受信データを受信しているときは、RSRからRDRへの受信データの転送、および受信エラーの
検出とSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む受信データを受信すると、
SSRのMPBビットを1にセットし、MPIEビットを自動的に0にクリアし、RXI、ERI割り込み要求の発生
（SCRのTIE、RIEビットが1にセットされている場合）とFER、ORERフラグのセットが許可されます。

TEIの解除は、SSRのTDREフラグから1をリードした後、0にクリアしてTENDフラグを0に
クリアするか、TEIEビットを0にクリアすることで行うことができます。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF7B：トランスミットデータレジスタ 0 TDR0：SCI0，スマートカードインタフェース 

7

 

1

R/W

6

 

1

R/W

5

 

1

R/W

4

 

1

R/W

3

 

1

R/W

0

 

1

R/W

2

 

1

R/W

1

 

1

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

シリアル送信するデータを格納
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF7C：シリアルステータスレジスタ 0 SSR0：SCI0 

7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

FER

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット :

初期値 :

R/W :

トランスミットエンド 

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1 ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に
   TDRE＝1であったとき

パリティエラー 

 0 ［クリア条件］
   PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   受信時の受信データとパリティビットを合わせた1の数が、SMRのO/Eビット
   で指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき*2

フレーミングエラー 

 0 ［クリア条件］
   FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが1であるか
   どうかをチェックし、ストップビットが0であったとき*2

マルチプロセッサビット 

 0 ［クリア条件］
   マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき*

 1 ［セット条件］
   マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

【注】 * マルチプロセッサフォーマットでSCRのREビットを0にクリアしたときには、以前の状態を保持します。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
 *2  パリティエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。なお、PER
  フラグが1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。さらに、クロック同期式モードでは、
  シリアル送信も続けることができません。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
  *2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが1であるかどうかのみを判定し、2ビット目のストップビットは
  チェックをしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されますが、RDRFフラグはセット
  されません。さらに、FERフラグが1にセットされた状態においては、以降のシリアル受信を続けることはできません。また、
  クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
  *2  RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さらに、ORER＝1にセットされた状態
  で、以降のシリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】 受信時にエラーを検出したとき、およびSCRのREビットを0にクリアしたときにはRDRおよびRDRFフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
 RDRFフラグが1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバランエラーを発生し、受信データが失われますので注意してください。

マルチプロセッサビットトランスファ

 0 マルチプロセッサビットが0のデータを送信

 1 マルチプロセッサビットが1のデータを送信

オーバランエラー

 0 ［クリア条件］
   ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき*2

レシーブデータレジスタフル 

 0  ［クリア条件］
  （1）RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）RXI割り込み要求によるDTCでRDRのデータをリードしたとき

 1 ［セット条件］
  シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

トランスミットデータレジスタエンプティ

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1  ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能になったとき

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
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7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4
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0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット :

初期値 :

R/W :

TENDビット 

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1 ［セット条件］
  （1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時
  （2）SCRのTEビットが0かつERSビットが0のとき
  （3）GM＝0、BLK＝0のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、2.5etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （4）GM＝0、BLK＝1のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.5etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （5）GM＝1、BLK＝0のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （6）GM＝1、BLK＝1のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき

パリティエラー 

 0 ［クリア条件］
   PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
   受信時の受信データとパリティビットを合わせた1の数が、SMRのO/E
   ビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき

エラーシグナルステータス 

 0 ［クリア条件］
  （1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時
  （2）ERS=1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
  エラーシグナルLowをサンプリングしたとき

マルチプロセッサビット 

 0 ［クリア条件］
   マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき

 1 ［セット条件］
   マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

マルチプロセッサビットトランスファ

 0 マルチプロセッサビットが0のデータを送信

 1 マルチプロセッサビットが1のデータを送信

オーバランエラー

 0 ［クリア条件］
   ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
   RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき

レシーブデータレジスタフル 

 0  ［クリア条件］
  （1）RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）RXI割り込み要求によるDTCでRDRのデータをリードしたとき

 1 ［セット条件］
  シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

トランスミットデータレジスタエンプティ

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1  ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能に
   なったとき

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

【注】etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間

【注】 SCRのTEビットを0にクリアしても、ERSフラグは影響を受けず
  以前の状態を保持します。
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ビット :

初期値 :
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受信したシリアルデータを格納
 

 

H'FF7E：スマートカードモードレジスタ 0 SCMR0：SCI0，スマートカードインタフェース 
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R/W

2
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0

R/W

1

ー

1

ー

ビット :

初期値 :

R/W :

スマートカードデータインバート

 0 TDRの内容をそのまま送信
  受信データをそのままRDRに格納

 1 TDRの内容を反転してデータを
  送信
  受信データを反転してRDRに
  格納

スマートカード
インタフェースモードセレクト

 0 スマートカードインタフェ
  ース機能を禁止

 1 スマートカードインタフェ
  ース機能を許可

スマートカードデータトランスファディレクション

 0 TDRの内容をLSBファーストで送信
  受信データをLSBファーストとしてRDRに格納

 1 TDRの内容をMSBファーストで送信
  受信データをMSBファーストとしてRDRに格納
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C/A
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R/W
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CHR

0

R/W
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PE

0
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O/E

0
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STOP

0

R/W
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CKS0

0

R/W
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ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサモード

 0 マルチプロセッサ機能の禁止

 1 マルチプロセッサフォーマットを選択

ストップビットレングス

 0 1ストップビット

 1 2ストップビット

パリティモード

 0 偶数パリティ*1

 1 奇数パリティ*2

パリティイネーブル

 0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止

 1 パリティビットの付加、およびチェックを許可*

調歩同期式モード／クロック同期式モード選択

 0 調歩同期式モード

 1 クロック同期式モード

 キャラクタレングス 

 0 8ビットデータ

 1 7ビットデータ*

【注】* 7ビットデータを選択した場合、
  TDRのMSB（ビット7）は送信されません。
　　　　　また、LSBファースト／MSBファーストの選択はできません。

クロックセレクト

 0 0 φクロック

  1 φ／4クロック

 1 0 φ／16クロック

  1 φ／64クロック

【注】 *1  偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信します。
    受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が偶数で
  あるかどうかをチェックします。
 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信します。
    受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が奇数で
  あるかどうかをチェックします。

【注】 * PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信
  データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットがO/Eビットで指定した偶数、
  または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。
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1
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ビット :

初期値 :

R/W :

パリティモード

 0 偶数パリティ*1

 1 奇数パリティ*2

【注】 *1  偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信します。
    受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が偶数で
  あるかどうかをチェックします。
 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信します。
    受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が奇数で
  あるかどうかをチェックします。

【注】 * PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信
  データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットがO/Eビットで指定した偶数、
  または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。

パリティイネーブル 

 0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止

 1 パリティビットの付加、およびチェックを許可*

GSMモード

 0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作
  （1）TENDフラグが開始ビットの先頭から12.5etuのタイミングで発生
  （2）クロック出出力のON/OFFの制御のみ

 1 GSMモードのスマートカードインタフェースモードの動作
  （1）TENDフラグが開始ビットの先頭から11.0etuのタイミングで発生
  （2）クロック出力ON/OFF制御のほか、High/Low固定制御可能（SCRで設定）

【注】etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間

ブロック転送モード

 0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作
  （1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行う
  （2）TXI割り込みがTENDフラグにより発生する
  （3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から12.5etu後
   （GSMモードでは11.0etu後）

 1 ブロック転送モードで動作
  （1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行わない
  （2）TXI割り込みがTDREフラグにより発生する
  （3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から11.5etu後
   （GSMモードでは11.0etu後）

クロックセレクト

 0 0 φクロック

  1 φ／4クロック

 1 0 φ／16クロック

  1 φ／64クロック

基本クロックパルス

 0 0 32クロック

  1 64クロック

 1 0 372クロック

  1 256クロック
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【注】　詳細は「13.2.8　ビットレートレジスタ（BRR）」を参照してください。

シリアル送信／受信のビットレートを設定
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マルチプロセッサインタラプトイネーブル

 0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態
  ［クリア条件］
  （1）MPIEビットを0にクリア
  （2）MPB＝1のデータを受信したとき

 1 マルチプロセッサ割り込み許可状態*
  マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）
  要求、およびSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

 0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止*

 1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可*

トランスミットイネーブル

 0 送信動作を禁止*1

 1 送信動作を許可*2

レシーブイネーブル

 0 受信動作を禁止*1

 1 受信動作を許可*2

レシーブインタラプトイネーブル

 0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止*

 1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

トランスミットインタラプトイネーブル

 0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止*

 1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

クロックイネーブル  

 0 0 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    入出力ポート
   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    同期クロック出力
  1 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    クロック出力*1

   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    同期クロック出力
 1 0 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    クロック入力*2

    クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    同期クロック入力
  1 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    クロック入力*2

   クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    同期クロック入力

【注】 *1 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力
 *2 ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】*1
　　　*2 

【注】*1
　　　*2 

TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから1をリードした後、0にクリアするか、またはTIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

RXI、およびERI割り込み要求の解除は、RDRF、またはFER、PER、ORERの各フラグから1をリードした後、0にクリアするか、
RIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

SSRのTDREフラグは1に固定されます。
この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRのTDREフラグを0にクリアするとシリアル送信を開始します。
なお、TEビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。

REビットを0にクリアしてもRDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。
この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロック入力をそれぞれ
検出すると、シリアル受信を開始します。なお、REビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、受信フォー
マットを決定してください。 

MPB＝0を含む受信データを受信しているときは、RSRからRDRへの受信データの転送、および受信エラーの
検出とSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む受信データを受信すると、
SSRのMPBビットを1にセットし、MPIEビットを自動的に0にクリアし、RXI、ERI割り込み要求の発生
（SCRのTIE、RIEビットが1にセットされている場合）とFER、ORERフラグのセットが許可されます。

TEIの解除は、SSRのTDREフラグから1をリードした後、0にクリアしてTENDフラグを0に
クリアするか、TEIEビットを0にクリアすることで行うことができます。
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TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサインタラプトイネーブル

 0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態
  ［クリア条件］
  （1）MPIEビットを0にクリア
  （2）MPB＝1のデータを受信したとき

 1 マルチプロセッサ割り込み許可状態
  マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み
  （RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、およびSSRの
  RDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

 0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止

 1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可

トランスミットイネーブル

 0 送信動作を禁止

 1 送信動作を許可

レシーブイネーブル

 0 受信動作を禁止

 1 受信動作を許可

レシーブインタラプトイネーブル

 0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および
  受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止

 1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および
  受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

トランスミットインタラプトイネーブル

 0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止

 1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

クロックイネーブル  

 SCMR SMR SCRの設定 SCK端子機能の説明

 SMIF C/A,GM CKE1 CKE0

 0 SCI指定参照

 1 0 0 0 ポート入出力端子として動作

 1 0 0 1 SCK出力端子としてクロック出力

 1 1 0 0 SCK出力端子としてLow出力固定

 1 1 0 1 SCK出力端子としてクロック出力

 1 1 1 0 SCK出力端子としてHigh出力固定

 1 1 1 1 SCK出力端子としてクロック出力
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R/W
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1

R/W

0

 

1

R/W

2

 

1

R/W

1

 

1

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

シリアル送信するデータを格納
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7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

FER

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット :

初期値 :

R/W :

トランスミットエンド 

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1 ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に
   TDRE＝1であったとき

パリティエラー 

 0 ［クリア条件］
   PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   受信時の受信データとパリティビットを合わせた1の数が、SMRのO/E
   ビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき*2

フレーミングエラー 

 0 ［クリア条件］
   FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが1であるか
   どうかをチェックし、ストップビットが0であったとき*2

マルチプロセッサビット 

 0 ［クリア条件］
   マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき*

 1 ［セット条件］
   マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

マルチプロセッサビットトランスファ

 0 マルチプロセッサビットが0のデータを送信

 1 マルチプロセッサビットが1のデータを送信

オーバランエラー

 0 ［クリア条件］
   ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき*2

レシーブデータレジスタフル 

 0  ［クリア条件］
  （1）RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）RXI割り込み要求によるDTCでRDRのデータをリードしたとき

 1 ［セット条件］
  シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

トランスミットデータレジスタエンプティ

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1  ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能に
   なったとき

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

【注】 * マルチプロセッサフォーマットでSCRのREビットを0にクリアしたときには、以前の状態を保持します。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
 *2  パリティエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。なお、PER
  フラグが1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。さらに、クロック同期式モードでは、
  シリアル送信も続けることができません。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
  *2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが1であるかどうかのみを判定し、2ビット目のストップビットは
  チェックをしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されますが、RDRFフラグはセット
  されません。さらに、FERフラグが1にセットされた状態においては、以降のシリアル受信を続けることはできません。また、
  クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
  *2  RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さらに、ORER＝1にセットされた状態
  で、以降のシリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】 受信時にエラーを検出したとき、およびSCRのREビットを0にクリアしたときにはRDRおよびRDRFフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
 RDRFフラグが1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバランエラーを発生し、受信データが失われますので注意してください。
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7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

ERS

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット :

初期値 :

R/W :

TENDビット 

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1 ［セット条件］
  （1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時
  （2）SCRのTEビットが0かつERSビットが0のとき
  （3）GM＝0、BLK＝0のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、2.5etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （4）GM＝0、BLK＝1のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.5etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （5）GM＝1、BLK＝0のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （6）GM＝1、BLK＝1のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき

パリティエラー 

 0 ［クリア条件］
   PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
   受信時の受信データとパリティビットを合わせた1の数が、SMRのO/E
   ビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき

エラーシグナルステータス 

 0 ［クリア条件］
  （1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時
  （2）ERS=1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
  エラーシグナルLowをサンプリングしたとき

マルチプロセッサビット 

 0 ［クリア条件］
   マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき

 1 ［セット条件］
   マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

マルチプロセッサビットトランスファ

 0 マルチプロセッサビットが0のデータを送信

 1 マルチプロセッサビットが1のデータを送信

オーバランエラー

 0 ［クリア条件］
   ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
   RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき

レシーブデータレジスタフル 

 0  ［クリア条件］
  （1）RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）RXI割り込み要求によるDTCでRDRのデータをリードしたとき

 1 ［セット条件］
  シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

トランスミットデータレジスタエンプティ

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1  ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能に
   なったとき

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

【注】etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間

【注】 SCRのTEビットを0にクリアしても、ERSフラグは影響を受けず
  以前の状態を保持します。
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ビット :

初期値 :

R/W :

受信したシリアルデータを格納
 

 

H'FF86：スマートカードモードレジスタ 1 SCMR1：SCI，スマートカードインタフェース 
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1
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1

ー

ビット :

初期値 :

R/W :

データのロジックレベルの反転を指定

 0 TDRの内容をそのまま送信
  受信データをそのままRDRに格納

 1 TDRの内容を反転してデータを
  送信
  受信データを反転してRDRに
  格納

スマートカード
インタフェースモード選択

 0 スマートカードインタフェ
  ース機能を禁止

 1 スマートカードインタフェ
  ース機能を許可

シリアル／パラレル変換フォーマット選択 

 0 TDRの内容をLSBファーストで送信
  受信データをLSBファーストとしてRDRに格納

 1 TDRの内容をMSBファーストで送信
  受信データをMSBファーストとしてRDRに格納
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PE
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ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサモード

 0 マルチプロセッサ機能の禁止

 1 マルチプロセッサフォーマットを選択

ストップビットレングス

 0 1ストップビット

 1 2ストップビット

パリティモード

 0 偶数パリティ*1

 1 奇数パリティ*2

パリティイネーブル 

 0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止

 1 パリティビットの付加、およびチェックを許可*

調歩同期式モード／クロック同期式モード選択

 0 調歩同期式モード

 1 クロック同期式モード

 キャラクタレングス 

 0 8ビットデータ

 1 7ビットデータ*

【注】* 7ビットデータを選択した場合、TDRのMSB（ビット7）は送信されません。
　　　　　また、LSBファースト／MSBファーストの選択はできません。

クロックセレクト

 0 0 φクロック

  1 φ／4クロック

 1 0 φ／16クロック

  1 φ／64クロック

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信します。
    受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が偶数で
  あるかどうかをチェックします。
 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信します。
  受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が奇数で
  あるかどうかをチェックします。

【注】* PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信
 データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットがO/Eビットで指定した偶数、
 または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。
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ビット :

初期値 :

R/W :

パリティモード

 0 偶数パリティ*1

 1 奇数パリティ*2

パリティイネーブル 

 0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止

 1 パリティビットの付加、およびチェックを許可*

GSMモード

 0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作
  （1）TENDフラグが開始ビットの先頭から12.5etuのタイミングで発生
  （2）クロック出力のON/OFFの制御のみ

 1 GSMモードのスマートカードインタフェースモードの動作
  （1）TENDフラグが開始ビットの先頭から11.0etuのタイミングで発生
  （2）クロック出力ON/OFF制御のほか、High/Low固定制御可能（SCRで設定）

【注】etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間

ブロック転送モード

 0 通常のスマートカードインタフェースモードの動作
  （1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行う
  （2）TXI割り込みがTENDフラグにより発生する
  （3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から12.5etu後
   （GSMモードでは11.0etu後）

 1 ブロック転送モードで動作
  （1）エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行わない
  （2）TXI割り込みがTDREフラグにより発生する
  （3）TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から11.5etu後
   （GSMモードでは11.0etu後）

クロックセレクト

 0 0 φクロック

  1 φ／4クロック

 1 0 φ／16クロック

  1 φ／64クロック

基本クロックパルス

 0 0 32クロック

  1 64クロック

 1 0 372クロック

  1 256クロック

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信します。
  受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が偶数で
  あるかどうかをチェックします。
 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、
  その中の1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信します。
    受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の1の数の合計が奇数で
  あるかどうかをチェックします。

【注】* PEビットに1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信
 データに付加して送信します。受信時には、受信したパリティビットがO/Eビットで指定した偶数、
 または奇数パリティになっているかどうかをチェックします。
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H'FF89：ビットレートレジスタ 2 BRR2：SCI2，スマートカードインタフェース 

7
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R/W
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1

R/W
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1

R/W

4

 

1

R/W

3

 

1

R/W

0

 

1

R/W

2

 

1

R/W

1

 

1

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

【注】　詳細は「13.2.8　ビットレートレジスタ（BRR）」を参照してください。

シリアル送信／受信のビットレートを設定
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF8A：シリアルコントロールレジスタ 2 SCR2：SCI2 

7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサインタラプトイネーブル

 0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態
  ［クリア条件］
  （1）MPIEビットを0にクリア
  （2）MPB＝1のデータを受信したとき

 1 マルチプロセッサ割り込み許可状態*
  マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）
  要求、およびSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

 0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止*

 1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可*

トランスミットイネーブル

 0 送信動作を禁止*1

 1 送信動作を許可*2

レシーブイネーブル

 0 受信動作を禁止*1

 1 受信動作を許可*2

レシーブインタラプトイネーブル

 0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止*

 1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

トランスミットインタラプトイネーブル

 0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止*

 1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

クロックイネーブル  

 0 0 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    入出力ポート
   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    同期クロック出力
  1 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    クロック出力*1

   クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は
    同期クロック出力
 1 0 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    クロック入力*2

    クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    同期クロック入力
  1 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    クロック入力*2

   クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は
    同期クロック入力

【注】 *1 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力
 *2 ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】* 

【注】*1
　　　*2 

【注】*1
　　　*2 

TXI割り込み要求の解除は、TDREフラグから1をリードした後、0にクリアするか、またはTIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

RXI、およびERI割り込み要求の解除は、RDRF、またはFER、PER、ORERの各フラグから1をリードした後、0にクリアするか、
RIEビットを0にクリアすることで行うことができます。

SSRのTDREフラグは1に固定されます。
この状態で、TDRに送信データをライトして、SSRのTDREフラグを0にクリアするとシリアル送信を開始します。
なお、TEビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。

REビットを0にクリアしてもRDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します。
この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロック入力をそれぞれ
検出すると、シリアル受信を開始します。なお、REビットを1にセットする前に必ずSMRの設定を行い、受信フォー
マットを決定してください。 

MPB＝0を含む受信データを受信しているときは、RSRからRDRへの受信データの転送、および受信エラーの
検出とSSRのRDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む受信データを受信すると、
SSRのMPBビットを1にセットし、MPIEビットを自動的に0にクリアし、RXI、ERI割り込み要求の発生
（SCRのTIE、RIEビットが1にセットされている場合）とFER、ORERフラグのセットが許可されます。

TEIの解除は、SSRのTDREフラグから1をリードした後、0にクリアしてTENDフラグを0に
クリアするか、TEIEビットを0にクリアすることで行うことができます。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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7

TIE

0

R/W

6

RIE

0

R/W

5

TE

0

R/W

4

RE

0

R/W

3

MPIE

0

R/W

0

CKE0

0

R/W

2

TEIE

0

R/W

1

CKE1

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

マルチプロセッサインタラプトイネーブル

 0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態
  ［クリア条件］
  （1）MPIEビットを0にクリア
  （2）MPB＝1のデータを受信したとき

 1 マルチプロセッサ割り込み許可状態
  マルチプロセッサビットが1のデータを受け取るまで受信割り込み
  （RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、およびSSRの
  RDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。

トランスミットエンドインタラプトイネーブル

 0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止

 1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可

トランスミットイネーブル

 0 送信動作を禁止

 1 送信動作を許可

レシーブイネーブル

 0 受信動作を禁止

 1 受信動作を許可

レシーブインタラプトイネーブル

 0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および
  受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止

 1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および
  受信エラー割り込み（ERI）要求を許可

トランスミットインタラプトイネーブル

 0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の禁止

 1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求の許可

クロックイネーブル  

 SCMR SMR SCRの設定 SCK端子機能の説明

 SMIF C/A,GM CKE1 CKE0

 0 SCI指定参照

 1 0 0 0 ポート入出力端子として動作

 1 0 0 1 SCK出力端子としてクロック出力

 1 1 0 0 SCK出力端子としてLow出力固定

 1 1 0 1 SCK出力端子としてクロック出力

 1 1 1 0 SCK出力端子としてHigh出力固定

 1 1 1 1 SCK出力端子としてクロック出力
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF8B：トランスミットデータレジスタ 2 TDR2：SCI2，スマートカードインタフェース 
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R/W

4

 

1

R/W

3

 

1

R/W

0

 

1

R/W

2

 

1

R/W

1

 

1

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

シリアル送信するデータを格納
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7

TDRE

1

R/(W)*

6

RDRF

0

R/(W)*

5

ORER

0

R/(W)*

4

FER

0

R/(W)*

3

PER

0

R/(W)*

0

MPBT

0

R/W

2

TEND

1

R

1

MPB

0

R

ビット :

初期値 :

R/W :

トランスミットエンド 

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1 ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に
   TDRE＝1であったとき

パリティエラー 

 0 ［クリア条件］
   PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   受信時の受信データとパリティビットを合わせた1の数が、SMRのO/E
   ビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき*2

フレーミングエラー 

 0 ［クリア条件］
   FER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが1であるか
   どうかをチェックし、ストップビットが0であったとき*2

マルチプロセッサビット 

 0 ［クリア条件］
   マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき*

 1 ［セット条件］
   マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

マルチプロセッサビットトランスファ

 0 マルチプロセッサビットが0のデータを送信

 1 マルチプロセッサビットが1のデータを送信

オーバランエラー

 0 ［クリア条件］
   ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき*1

 1 ［セット条件］
   RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき*2

レシーブデータレジスタフル 

 0  ［クリア条件］
  （1）RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）RXI割り込み要求によるDTCでRDRのデータをリードしたとき

 1 ［セット条件］
  シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

トランスミットデータレジスタエンプティ

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1  ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能に
   なったとき

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

【注】 * マルチプロセッサフォーマットでSCRのREビットを0にクリアしたときには、以前の状態を保持します。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
 *2  パリティエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。なお、PER
  フラグが1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。さらに、クロック同期式モードでは、
  シリアル送信も続けることができません。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
  *2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが1であるかどうかのみを判定し、2ビット目のストップビットは
  チェックをしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データはRDRに転送されますが、RDRFフラグはセット
  されません。さらに、FERフラグが1にセットされた状態においては、以降のシリアル受信を続けることはできません。また、
  クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】 *1  SCRのREビットを0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
  *2  RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さらに、ORER＝1にセットされた状態
  で、以降のシリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードでは、シリアル送信も続けることができません。

【注】 受信時にエラーを検出したとき、およびSCRのREビットを0にクリアしたときにはRDRおよびRDRFフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
 RDRFフラグが1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバランエラーを発生し、受信データが失われますので注意してください。
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1

R/(W)*
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RDRF
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3

PER
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0
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R/W

2

TEND

1

R
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0
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ビット :

初期値 :

R/W :

TENDビット 

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、TDREフラグに0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1 ［セット条件］
  （1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時
  （2）SCRのTEビットが0かつERSビットが0のとき
  （3）GM＝0、BLK＝0のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、2.5etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （4）GM＝0、BLK＝1のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.5etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （5）GM＝1、BLK＝0のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき
  （6）GM＝1、BLK＝1のとき1バイトのシリアルキャラクタを送信して、1.0etu後
   にTDRE＝1かつERS＝0(正常送信）のとき

パリティエラー 

 0 ［クリア条件］
   PER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
   受信時の受信データとパリティビットを合わせた1の数が、SMRのO/E
   ビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき

エラーシグナルステータス 

 0 ［クリア条件］
  （1）リセット、スタンバイモード、またはモジュールストップモード時
  （2）ERS=1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
  エラーシグナルLowをサンプリングしたとき

マルチプロセッサビット 

 0 ［クリア条件］
   マルチプロセッサビットが0のデータを受信したとき

 1 ［セット条件］
   マルチプロセッサビットが1のデータを受信したとき

マルチプロセッサビットトランスファ

 0 マルチプロセッサビットが0のデータを送信

 1 マルチプロセッサビットが1のデータを送信

オーバランエラー

 0 ［クリア条件］
   ORER＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき

 1 ［セット条件］
   RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき

レシーブデータレジスタフル 

 0  ［クリア条件］
  （1）RDRF＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）RXI割り込み要求によるDTCでRDRのデータをリードしたとき

 1 ［セット条件］
  シリアル受信が正常終了し、RSRからRDRへ受信データが転送されたとき

トランスミットデータレジスタエンプティ

 0 ［クリア条件］
  （1）TDRE＝1の状態をリードした後、0をライトしたとき
  （2）TXI割り込み要求によるDTCでTDRへデータをライトしたとき

 1  ［セット条件］
  （1）SCRのTEビットが0のとき
  （2）TDRからTSRにデータ転送が行われ、TDRにデータライトが可能に
   なったとき

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

【注】etu（Elementary time unit）：1ビットの転送期間

【注】 SCRのTEビットを0にクリアしても、ERSフラグは影響を受けずに
  以前の状態を保持します。
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H'FF8D：レシーブデータレジスタ 2 RDR2：SCI2，スマートカードインタフェース 
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初期値 :

R/W :

受信したシリアルデータを格納
 

 

H'FF8E：スマートカードモードレジスタ 2 SCMR2：SCI2，スマートカードインタフェース 
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ビット :

初期値 :

R/W :

データのロジックレベルの反転を指定

 0 TDRの内容をそのまま送信
  受信データをそのままRDRに格納

 1 TDRの内容を反転してデータを
  送信
  受信データを反転してRDRに
  格納

スマートカード
インタフェースモード選択

 0 スマートカードインタフェ
  ース機能を禁止

 1 スマートカードインタフェ
  ース機能を許可

シリアル／パラレル変換フォーマット選択 

 0 TDRの内容をLSBファーストで送信
  受信データをLSBファーストとしてRDRに格納

 1 TDRの内容をMSBファーストで送信
  受信データをMSBファーストとしてRDRに格納
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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H'FF90：A/Dデータレジスタ AH ADDRAH：A/D 
H'FF91：A/Dデータレジスタ AL ADDRAL：A/D 
H'FF92：A/Dデータレジスタ BH ADDRBH：A/D 
H'FF93：A/Dデータレジスタ BL ADDRBL：A/D 
H'FF94：A/Dデータレジスタ CH ADDRCH：A/D 
H'FF95：A/Dデータレジスタ CL ADDRCL：A/D 
H'FF96：A/Dデータレジスタ DH ADDRDH：A/D 
H'FF97：A/Dデータレジスタ DL ADDRDL：A/D 
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12

AD6

0

R

11

AD5

0

R

10

AD4

0

R

9

AD3

0

R

8

AD2

0

R

7

AD1

0

R

6

AD0

0

R

5

—

0

R

4

—

0

R

3

—

0

R

2

—

0

R

1

—

0

R

0

—

0

R

ビット

初期値

R/W
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF98：A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR：A/D 

7

ADF

0

R/(W)*

6

ADIE

0

R/W

5

ADST

0

R/W

4

SCAN

0

R/W

3

CH3

0

R/W

0

CH0

0

R/W

2

CH2

0

R/W

1

CH1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

A/Dエンドフラグ

 0 ［クリア条件］
  （１）ADF=1の状態で、ADFフラグをリードした後ADFフラグに0をライトしたとき
  （２）ADI割り込みによりDTCが起動され、ADDRをリードしたとき
 1 ［セット条件］
  （１）シングルモード：A/D変換が終了したとき
  （２）スキャンモード：指定したすべてのチャネルのA/D変換が終了したとき

A/Dスタート

   0 A/D変換を停止
    1 （1）シングルモード：A/D変換を開始。指定したチャネルの
　　　　 変換が終了すると自動的に0にクリア
　  （2）スキャンモード：A/D変換を開始。ソフトウェア、リセッ
　　　　 ト、スタンバイモードまたはモジュールストップモードに
　　　　 よって0にクリアされるまで選択されたチャネルを順次連
　　　　 続変換

チャネルセレクト3

  0    AN8～AN11をグループ0のアナログ
   　 入力端子とします。
  1 AN0～AN3をグループ0、AN4～AN7   
　    をグループ1のアナログ入力端子とし
　    ます。

スキャンモード

  0    シングルモード
  1 スキャンモード

A/Dインタラプトイネーブル

  0    A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を禁止
  1 A/D変換の終了による割り込み（ADI）要求を許可

チャネルセレクト2～0

 CH3

0

1

CH2

0

1

0

CH1

0

1

0

1

0

1

CH0

0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1

シングルモード
（SCAN＝0）

AN0

AN1

AN2

AN3

AN4

AN5

AN6

AN7

AN8

AN9

AN10

AN11

スキャンモード
（SCAN＝1）

AN0

AN0、AN1

AN0～AN2

AN0～AN3

AN4

AN4、AN5

AN4～AN6

AN4～AN7

AN8

AN8、AN9

AN8～AN10

AN8～AN11
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FF99：A/Dコントロールレジスタ ADCR：A/D 

7

TRGS1

0

R/W

6

TRGS0

0

R/W

5

－

1

－

4

－

1

－

3

CKS1

0

R/W

0

－

1

－

2

CKS0

0

R/W

1

－

1

－

ビット

初期値

R/W

タイマトリガセレクト1、0

クロックセレクト1、0

 TRGS1 TRGS0 説　　　明
 0 0 ソフトウェアによるA/D変換の開始を許可

  1 TPUの変換開始トリガによるA/D変換の開始を許可

 1 0 設定禁止

  1 外部トリガ端子（ADTRG）によるA/D変換の開始を許可

 CKS1  CKS0  説　　　明
 0 0 変換時間＝530ステート（Max）

  1 変換時間＝266ステート（Max）

 1 0 変換時間＝134ステート（Max）
  1 変換時間＝68ステート（Max）
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFA2（W）、H'FFA2（R）：タイマコントロール／ステータスレジスタ 1 TCSR1：WDT1 

7

OVF

0

R/(W)*

6

WT/IT

0

R/W

5

TME

0

R/W

4

PSS

0

R/W

3

RST/NMI

0

R/W

0

CKS0

0

R/W

2

CKS2

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】* フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

 TCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳細は、
 「12.2.4　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

オーバフローフラグ

 0 ［クリア条件］
  （１）TMEビットに0をライトしたとき
  （２）OVF=1の状態で、TCSRをリード後、OVFに0をライトしたとき
 1 ［セット条件］
  TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した
場合は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。

タイマイネーブル

 0 TCNTをH'00に初期化し、カウント動作を停止
 1 TCNTはカウント動作

リセットまたはNMI

 0 NMI割り込みを要求
 1 内部リセットを要求

タイマモードセレクト

 0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき
  CPUへインターバルタイマ割り込み（WOVI）を要求
 1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき
  CPUへリセットまたはNMI割り込みを要求

クロックセレクト2～0

 ビット4 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明
 PSS CSK2 CSK1 CSK0 クロック オーバフロー周期*
      （φ＝20MHzの場合）
      （φSUB＝32.768kHzの場合）
 0 0 0 0 φ／2 25.6μs
    1 φ／64 819.2μs
   1 0 φ／128 1.6ms
    1 φ／512 6.6ms
  1 0 0 φ／2048 26.2ms
    1 φ／8192 104.9ms
   1 0 φ／32768 419.4ms
    1 φ／131072  1.68s
 1 0 0 0 φSUB／2 15.6ms
    1 φSUB／4  31.3ms
   1 0 φSUB／8 62.5ms
    1 φSUB／16 125ms
  1 0 0 φSUB／32 250ms
    1 φSUB／64 500ms
   1 0 φSUB／128 1s
    1 φSUB／256 2s

【注】 * オーバフロー周期は、TCNTがH'00からカウントアップを開始し、
オーバフローするまでの時間です。

0

1

TNCT はφベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント

TNCT はφSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント

プリスケーラセレクト
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFA2（W）、H'FFA3（R）：タイマカウンタ 1 TCNT1：WDT1 

7

 

0

R/W

6

 

0

R/W

5

 

0

R/W

4

 

0

R/W

3

 

0

R/W

0

 

0

R/W

2

 

0

R/W

1

 

0

R/W

ビット :

初期値 :

R/W :

【注】TCNTは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なって

　　　います。詳細は、「12.2.4　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFA8：フラッシュメモリコントロールレジスタ 1 FLMCR1：FLASH 

7

FWE

ー*

R

6

SWE

0

R/W

5

ESU

0

R/W

4

PSU

0

R/W

3

EV

0

R/W

0

P

0

R/W

2

PV

0

R/W

1

E

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フラッシュライトイネーブルビット

 0 FWE端子にLowレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態）
 1 FWE端子にHighレベルが入力されているとき

ソフトウェアライトイネーブルビット

 0 書き込み無効
 1 書き込み有効
  ［セット条件］FWE＝1のとき

イレースセットアップビット

 0 イレースセットアップ解除
 1 イレースセットアップ
  ［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき

プログラムセットアップビット

 0 プログラムセットアップ解除
 1 プログラムセットアップ
  ［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき

イレースベリファイ

 0 イレースベリファイモードを解除
 1 イレースベリファイモードに遷移
  ［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき

プログラムベリファイ

 0 プログラムベリファイモードを解除
 1 プログラムベリファイモードに遷移
  ［セット条件］FWE＝1、SWE＝1のとき

イレース

 0 イレースモードを解除
 1 イレースモードに遷移
  ［セット条件］FWE＝1、SWE＝1、
　　　ESU＝1のとき

プログラム

 0 プログラムモードを解除
 1 プログラムモードに遷移
  ［セット条件］FWE＝1、SWE＝1、

PSU＝1のとき

【注】*　FWE端子の状態により設定されます。
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFA9：フラッシュメモリコントロールレジスタ 2 FLMCR2：FLASH 

7

FLER

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

－

0

R

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

フラッシュメモリエラー

 0 フラッシュメモリは正常に動作しています。
  フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が無効
  ［クリア条件］パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードのとき
 1 フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します。
  フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効
  ［セット条件］「20.8.3　エラープロテクト」参照  

 

H'FFAA：消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1：FLASH 

H'FFAB：消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2：FLASH 

7

EB7

0

R/W

6

EB6

0

R/W

5

EB5

0

R/W

4

EB4

0

R/W

3

EB3

0

R/W

0

EB0

0

R/W

2

EB2

0

R/W

1

EB1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

－

0

R/W

6

－

0

R/W

5

－

0

R/W

4

－

0

R/W

3

－

0

R/W

0

EB8

0

R/W

2

－

0

R/

1

EB9

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：

EBR1

EBR2

フラッシュメモリの消去エリアを設定

ブロック（サイズ）
EB0（1kバイト）
EB1（1kバイト）
EB2（1kバイト）
EB3（1kバイト）
EB4（28kバイト）
EB5（16kバイト）
EB6（8kバイト）
EB7（8kバイト）
EB8（32kバイト）
EB9（32kバイト）

アドレス
H'000000～H'0003FF
H'000400～H'0007FF
H'000800～H'000BFF
H'000C00～H'000FFF
H'001000～H'007FFF
H'008000～H'00BFFF
H'00C000～H'00DFFF
H'00E000～H'00FFFF
H'010000～H'017FFF
H'010000～H'01FFFF
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFAC：フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ FLPWCR：FLASH 

7

PDWND

0

R/W

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

－

0

R

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

パワーダウンディスエーブル
フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を許可

フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を禁止

0

1
 

 

H'FFB0：ポート 1レジスタ PORT1：ポート 

7

P17

－*

R

6

P16

－*

R

5

P15

－*

R

4

P14

－*

R

3

P13

－*

R

0

P10

－*

R

2

P12

－*

R

1

P11

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P17～P10端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポート1の各端子の状態

 
 

H'FFB1：ポート 2レジスタ PORT2：ポート 

7

P27

－*

R

6

P26

－*

R

5

P25

－*

R

4

P24

－*

R

3

P23

－*

R

0

P20

－*

R

2

P22

－*

R

1

P21

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P27～P20端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポート2の各端子の状態
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFB2：ポート 3レジスタ PORT3：ポート 

7

P37

－*

R

6

P36

－*

R

5

P35

－*

R

4

P34

－*

R

3

P33

－*

R

0

P30

－*

R

2

P32

－*

R

1

P31

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P37～P30端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポート3の各端子の状態

 
 

H'FFB3：ポート 4レジスタ PORT4：ポート 

7

P47

－*

R

6

P46

－*

R

5

P45

－*

R

4

P44

－*

R

3

P43

－*

R

0

P40

－*

R

2

P42

－*

R

1

P41

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P47～P40端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポート4の各端子の状態

 
 

H'FFB4：ポート 5レジスタ PORT5：ポート 

7

－

不定

－

6

－

不定

－

5

－

不定

－

4

－

不定

－

3

－

不定

－

0

P50

－*

R

2

P52

－*

R

1

P51

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P52～P50端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポート5の各端子の状態
 

 

H'FFB8：ポート 9レジスタ PORT9：ポート 

7

P97

－*

R

6

P96

－*

R

5

P95

－*

R

4

P94

－*

R

3

P93

－*

R

0

P90

－*

R

2

P92

－*

R

1

P91

－*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　P97～P90端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポート9の各端子の状態
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFB9：ポート Aレジスタ PORTA：ポート 

7

PA7

 －*

R

6

PA6

 －*

R

5

PA5

 －*

R

4

PA4

 －*

R

3

PA3

 －*

R

0

PA0

 －*

R

2

PA2

 －*

R

1

PA1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

【注】*　PA7～PA0端子の状態により決定されます。

ポートAの各端子の状態

 
 

H'FFBA：ポート Bレジスタ PORTB：ポート 

7

PB7

 －*

R

6

PB6

 －*

R

5

PB5

 －*

R

4

PB4

 －*

R

3

PB3

 －*

R

0

PB0

 －*

R

2

PB2

 －*

R

1

PB1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PB7～PB0端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポートBの各端子の状態

 
 

H'FFBB：ポート Cレジスタ PORTC：ポート 

7

PC7

 －*

R

6

PC6

 －*

R

5

PC5

 －*

R

4

PC4

 －*

R

3

PC3

 －*

R

0

PC0

 －*

R

2

PC2

 －*

R

1

PC1

 －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PC7～PC0端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポートCの各端子の状態

 
 

H'FFBC：ポート Dレジスタ PORTD：ポート 

7

PD7

  －*

R

6

PD6

  －*

R

5

PD5

  －*

R

4

PD4

  －*

R

3

PD3

  －*

R

0

PD0

  －*

R

2

PD2

  －*

R

1

PD1

  －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PD7～PD0端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポートDの各端子の状態
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

H'FFBD：ポート Eレジスタ PORTE：ポート 

7

PE7

  －*

R

6

PE6

  －*

R

5

PE5

  －*

R

4

PE4

  －*

R

3

PE3

  －*

R

0

PE0

  －*

R

2

PE2

  －*

R

1

PE1

  －*

R

ビット

初期値

R/W

【注】*　PE7～PE0端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポートEの各端子の状態

 
 

H'FFBE：ポート Fレジスタ PORTF：ポート 

7

PF7

  －*

R

6

PF6

  －*

R

5

PF5

  －*

R

4

PF4

  －*

R

3

PF3

  －*

R

0

PF0

  －*

R

2

PF2

  －*

R

1

－

  不定

－

ビット

初期値

R/W

【注】*　PF7～PF2、PF0端子の状態により決定されます。

：

：

：

ポートFの各端子の状態
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C. I/Oポートのブロック図 
C.1 ポート 1ブロック図 

R

P1nDDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P1nDR
C

Q D

P1n
*

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル
パルス出力

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力

インプットキャプチャ入力

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

 【注】n＝0、1

 
図 C.1（a） ポート 1ブロック図（P10、P11端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P1nDDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P1nDR
C

Q D

P1n

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

外部クロック入力

インプットキャプチャ
入力

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

【注】n＝2、3

　　　*  優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

 
図 C.1（b） ポート 1ブロック図（P12、P13端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P14DDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P14DR
C

Q D
P14

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

割り込みコントローラ
IRQ0割り込み入力

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

インプットキャプチャ入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1
 

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.1（c） ポート 1ブロック図（P14端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P15DDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P15DR
C

Q D
P15

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

インプットキャプチャ入力

外部クロック入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.1（d） ポート 1ブロック図（P15端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P16DDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P16DR
C

Q D

P16

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

インプットキャプチャ入力

割り込みコントローラ
IRQ1割り込み入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.1（e） ポート 1ブロック図（P16端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P17DDR
C

Q D

リセット

WDDR1

リセット

WDR1

R

P17DR
C

Q D

P17

RDR1

RPOR1

PPGモジュール

TPUモジュール

パルス出力イネーブル

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

パルス出力

インプットキャプチャ入力

外部クロック入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

  WDDR1
  WDR1
  RDR1
  RPOR1

【記号説明】

【注】* 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞パルス出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.1（f） ポート 1ブロック図（P17端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.2 ポート 2ブロック図 

R

P2nDDR
C

Q D

リセット

WDDR2

リセット

WDR2

R

P2nDR
C

Q D
P2n

RDR2

RPOR2

TPUモジュール
アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

インプットキャプチャ入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

WDDR2
WDR2
RDR2
RPOR2

【記号説明】

【注】n＝0～3、5、7
            * 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.2（a） ポート 2ブロック図（P20～P23、P25、P27端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P2nDDR
C

Q D

リセット

WDDR2

リセット

WDR2

R

P2nDR
C

Q D
P2n

RDR2

RPOR2

TPUモジュール

コンパレータ
アナログ入力

アウトプットコンペア出力／
PWM出力イネーブル
アウトプットコンペア出力／
PWM出力

インプットキャプチャ入力

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

WDDR2
WDR2
RDR2
RPOR2 

【記号説明】

【注】n＝4、6
            * 優先順位：アウトプットコンペア出力／PWM出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.2（b） ポート 2ブロック図（P24、P26端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.3 ポート 3ブロック図 

R

P30DDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P30

RDR3

RODR3

RPOR3

TxD0

SCIモジュール

シリアル送信イネーブル

シリアル送信データ

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

P30DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P30ODR

*1

*2

　　　WDDR3
　　　WDR3
　　　WODR3
　　　RDR3
　　　RPOR3
　　　RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.3（a） ポート 3ブロック図（P30端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P31DDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q DP31

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアル受信
データイネーブル

シリアル受信データ
RxD0

P31DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P31ODR

*1

*2

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号WDDR3

WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.3（b） ポート 3ブロック図（P31端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P32DDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P32

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアルクロック出力
イネーブル

シリアルクロック出力
SCK0

割り込みコントローラ

IRQ4割り込み入力

シリアルクロック入力
イネーブル

P32DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P32ODR

*2

*3

*1

シリアルクロック入力
SCK0

【注】*1　優先順位：シリアルクロック出力＞DR出力
　　　*2　出力イネーブル信号
　　　*3　オープンドレイン制御信号

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.3（c） ポート 3ブロック図（P32端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P33DDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P33

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアル送信イネーブル

シリアル送信データ

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

P33DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P33ODR

*1

*2

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

TxD1

 
図 C.3（d） ポート 3ブロック図（P33端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P34DDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q DP34

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

シリアル受信
データイネーブル

シリアル受信データ
RxD1

P34DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P34ODR

*1

*2

【注】*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号WDDR3

WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.3（e） ポート 3ブロック図（P34端子） 

 



 

付録 

付録-248  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P35DDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q D

P35

RDR3

RODR3

RPOR3

SCIモジュール

IRQ5割り込み入力
割り込みコントローラ

シリアルクロック出力
イネーブル

シリアルクロック出力
SCK1
シリアルクロック入力
イネーブル

P35DR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P35ODR

*2

*3

*1

シリアルクロック入力
SCK1

【注】*1　優先順位：シリアルクロック出力＞DR出力
　　　*2　出力イネーブル信号
　　　*3　オープンドレイン制御信号

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.3（f） ポート 3ブロック図（P35端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P3nDDR
C

Q D

リセット

WDDR3

リセット

WDR3

R

C

Q DP3n

RDR3

RODR3

RPOR3

P3nDR

リセット

WODR3

R

C

Q D
P3nODR

*1

*2

【注】n＝6、7
　　　*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

WDDR3
WDR3
WODR3
RDR3
RPOR3
RODR3

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.3（g） ポート 3ブロック図（P36、P37端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.4 ポート 4ブロック図 

　　　RPOR4

　　 【注】n＝0～7　　

：ポートリード
【記号説明】

P4n

RPOR4

A/D変換器モジュール

アナログ入力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.4 ポート 4ブロック図（P40～P47端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.5 ポート 5ブロック図 

R

P5nDDR
C

Q D

リセット

WDDR5

リセット

WDR5

R

C

Q DP5n

RDR5

RPOR5

P5nDR

WDDR5
WDR5
RDR5
RPOR5

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

【注】n ＝ 0～2
 

図 C.5（a） ポート 5ブロック図（P50、P51、P52端子）（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P50DDR
C

Q D

リセット

WDDR5

リセット

WDR5

R

C

Q D

P50

RDR5

RPOR5

SCIモジュール

シリアル送信
イネーブル

シリアル送信データ
TxD2

P50DR

WDDR5
WDR5
RDR5
RPOR5

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.5（b） ポート 5ブロック図（P50端子）（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

P51DDR
C

Q D

リセット

WDDR5

リセット

WDR5

R

C

Q DP51

RDR5

RPOR5

SCIモジュール

シリアル受信
データイネーブル

シリアル受信データ
RxD2

P51DR

WDDR5
WDR5
RDR5
RPOR5

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.5（c） ポート 5ブロック図（P51端子）（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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R

P52DDR
C

Q D

リセット

WDDR5

リセット

WDR5

R

P52DR
C

Q D
P52

RDR5

RPOR5

SCIモジュール

シリアルクロック出力
イネーブル

シリアルクロック入力
イネーブル

シリアルクロック出力
SCK2

シリアルクロック入力
SCK2

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

*

WDDR5
WDR5
RDR5
RPOR5

【記号説明】

【注】* 優先順位：シリアルクロック出力＞DR出力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.5（d） ポート 5ブロック図（P52端子）（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.6 ポート 9ブロック図 

RPOR9：ポートリード

【記号説明】

P9n

RPOR9

A/D変換器モジュール

アナログ入力

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

【注】n＝0～7
 

図 C.6 ポート 9ブロック図（P90～P97端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.7 ポート Aブロック図 

R

PAnPCR
C

Q D

リセット

WPCRA

リセット

WDRA

R

C

Q D

PAn

RDRA

RODRA

RPORA

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

PAnDR

リセット

WDDRA

R

C

Q D
PAnDDR

リセット

WODRA

RPCRA

R

C

Q D
PAnODR

*1

*2

モード4～6
アドレス
イネーブル

【注】n＝0～7
　　　*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

WDDRA
WDRA
WODRA
WPCRA
RDRA
RPORA
RODRA
RPCRA

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：PCRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード
：PCRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.7 ポート Aブロック図（PA0～PA7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.8 ポート Bブロック図 

R

PBnPCR
C

Q D

リセット

WPCRB

リセット

WDRB

R

C

Q D

PBn

RDRB

RODRB

RPORB

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

PBnDR

リセット

WDDRB

R

C

Q D
PBnDDR

リセット

WODRB

RPCRB

R

C

Q D
PBnODR

*1

*2

モード4～6
アドレス
イネーブル

【注】n＝0～7
　　　*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

WDDRB
WDRB
WODRB
WPCRB
RDRB
RPORB
RODRB
RPCRB

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：PCRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード
：PCRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.8 ポート Bブロック図（PB0～PB7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.9 ポート Cブロック図 

R

PCnPCR
C

Q D

リセット

WPCRC

リセット

WDRA

R

C

Q D

PCn

RDRC

RODRC

RPORC

内
部
ア
ド
レ
ス
バ
ス

PCnDR

リセット

WDDRA

R

C

Q D
PCnDDR

リセット

WODRC

RPCRC

R

C

Q D
PCnODR

*1

*2

モード4、5

【注】n＝0～7
　　　*1　出力イネーブル信号
　　　*2　オープンドレイン制御信号

WDDRA
WDRA
WODRA
WPCRA
RDRA
RPORA
RODRA
RPCRA　　

：DDRライト
：DRライト
：ODRライト
：PCRライト
：DRリード
：ポートリード
：ODRリード
：PCRリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

モード6

 
図 C.9 ポート Cブロック図（PC0～PC7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.10 ポート Dブロック図 

R

PDnPCR
C

Q D

リセット

WPCRD

リセット

WDRD

R

C

Q D

PDn

RDRD

RPORD

外
部
ア
ド
レ
ス

　
上
位
ラ
イ
ト

PDnDR

WDDRD

C

Q D
PDnDDR

RPCRD

モード7
モード4～ 6

外部アドレスライト

リセット

R

外部アドレス上位リード

WDDRD
WDRD
WPCRD
RDRD
RPORD
RPCRD

：DDRライト
：DRライト
：PCRライト
：DRリード
：ポートリード
：PCRリード

【記号説明】

内
部
上
位
デ
｜
タ
バ
ス

【注】n＝0～7
 

図 C.10 ポート Dブロック図（PD0～PD7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.11 ポート Eブロック図 

R

PEnPCR
C

Q D

リセット

WPCRE

リセット

WDRE

R

C

Q D

PEn

RDRE

RPORE

PEnDR

WDDRE

C

Q D
PEnDDR

RPCRE

モード7
モード4～6

外部アドレスライト

リセット

R

外部アドレス下位リード

WDDRE
WDRE
WPCRE
RDRE
RPORE
RPCRE

：DDRライト
：DRライト
：PCRライト
：DRリード
：ポートリード
：PCRリード

【記号説明】

内
部
上
位
デ
｜
タ
バ
ス

内
部
下
位
デ
｜
タ
バ
ス

【注】n＝0～7
 

図 C.11 ポート Eブロック図（PE0～PE7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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C.12 ポート Fブロック図 

R

PF0DDR
C

Q D

リセット

WDDRF

リセット

WDRF

R

C

Q DPF0

RDRF

RPORF

IRQ割り込み入力

PF0DR

　　　WDDRF
　　　WDRF
　　　RDRF
　　　RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.12（a）ポート Fブロック図（PF0端子） 

 



 

付録 

付録-262  RJJ09B0286-0800  Rev.8.00 

  2010.06.08 

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
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R

PF2DDR
C

Q D

リセット

WDDRF

リセット

WDRF

R

PF2DR
C

Q D
PF2

RDRF

RPORF

ウェイト入力

バスコントローラ
ウェイト
イネーブル

モード4～6

モード4～6

　　　WDDRF
　　　WDRF
　　　RDRF
　　　RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.12（b）ポート Fブロック図（PF2端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

PF3DDR
C

Q D

リセット

WDDRF

リセット

WDRF

R

PF3DR
C

Q DPF3

RDRF

RPORF

バスコントローラ

ADTRG入力

IRQ3割り込み入力

LWR出力

WDDRF
WDRF
RDRF
RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

モード4～6

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.12（c）ポート Fブロック図（PF3端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

PF4DDR
C

Q D

リセット

モード4～6

WDDRF

リセット

WDRF

R

PF4DR
C

Q DPF4

RDRF

RPORF

バスコントローラ

HWR出力

WDDRF
WDRF
RDRF
RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.12（d）ポート Fブロック図（PF4端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

PF5DDR
C

Q D

リセット

WDDRF

リセット

モード4～6

WDRF

R

PF5DR
C

Q DPF5

RDRF

RPORF

バスコントローラ

RD出力

　　　WDDRF
　　　WDRF
　　　RDRF
　　　RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.12（e）ポート Fブロック図（PF5端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

R

PF6DDR
C

Q D

リセット

WDDRF

リセット

モード4～6

WDRF

R

PF6DR
C

Q DPF6

RDRF

RPORF

バスコントローラ

AS出力

　　　WDDRF
　　　WDRF
　　　RDRF
　　　RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.12（f）ポート Fブロック図（PF6端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

D

WDDRF

PF7

RDRF

RPORF

φ

リセット

R

モード4～6

S

C

Q D
PF7DDR

WDDRF
WDRF
RDRF
RPORF

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】 【注】*  セット優先

*

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

 
図 C.12（g）ポート Fブロック図（PF7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.13 ポート Hブロック図 

R

PHnDDR
C

Q D

リセット

WDDRH

リセット

WDRH

R

C

Q D
PHn

RDRH

RPORH

PWMモジュール

PWM出力
イネーブル
PWM出力

PHnDR

WDDRH
WDRH
RDRH
RPORH

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

【注】n＝0～7
 

図 C.13 ポート Hブロック図（PH0～PH7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.14 ポート Jブロック図 

R

PJnDDR
C

Q D

リセット

WDDRJ

リセット

WDRJ

R

C

Q D
PJn

RDRJ

RPORJ

PWMモジュール

PWM出力
イネーブル
PWM出力

PJnDR

WDDRJ
WDRJ
RDRJ
RPORJ

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

【注】n＝0～7
 

図 C.14 ポート Jブロック図（PJ0～PJ7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

C.15 ポート Kブロック図 

R

PKnDDR
C

Q D

リセット

WDDRK

リセット

WDRK

R

C

Q DPKn

RDRK

RPORK

PKnDR

WDDRK
WDRK
RDRK
RPORK

：DDRライト
：DRライト
：DRリード
：ポートリード

【記号説明】

内
部
デ
｜
タ
バ
ス

【注】n＝6、7
 

図 C.15 ポート Kブロック図（PK6、PK7端子） 
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H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

D. 端子状態 
D.1 各処理状態におけるポートの状態 

表 D.1 各処理状態における I/Oポートの状態（H8S/2646、H8S/2646R、H8S/2645） 
ポート名 

端子名 

MCU 

動作モード 
リセット ハードウェア 

スタンバイモード
ソフトウェア 

スタンバイモード 
プログラム実行状態 

スリープモード 

ポート 1 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 2 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 3 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 4 4～7 T T T 入力ポート 

ポート 5 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 9 4～7 T T T 入力ポート 

4、5 

 

 

 

 

L 

6 T 

T [アドレス出力時 OPE＝0] 

T 

[アドレス出力時 OPE＝1] 

keep 

[セグメント、コモン出力時]

Port 

[上記以外] 

keep 

[アドレス出力時] 

A23～A16 

[セグメント、コモン出力時] 

SEG24～SEG21 

COM4～COM1 

[上記以外] 

入出力ポート 

ポート A 

7 T T [セグメント、コモン出力時]

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント、コモン出力時] 

SEG24～SEG21 

COM4～COM1 

[上記以外] 

入出力ポート 

4、5 

 

 

 

 

L 

6 T 

T [アドレス出力時 OPE＝0] 

T 

[アドレス出力時 OPE＝1] 

keep 

[セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[アドレス出力時] 

A15～A8 

[セグメント出力時] 

SEG16～SEG9 

[上記以外] 

入出力ポート 

 

ポート B 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG16～SEG9 

[上記以外] 

入出力ポート 

ポート C 4、5 L T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

A7～A0 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作モード 
リセット ハードウェア 

スタンバイモード
ソフトウェア 

スタンバイモード 

プログラム実行状態 

スリープモード 

6 T T [セグメント出力時] 

Port 

[DDR＝1,OPE＝0] 

T 

[DDR＝1,OPE＝1] 

keep 

[DDR＝0] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG8～SEG1 

[DDR＝1] 

A7～A0 

[DDR＝0] 

入力ポート 

ポート C 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG8～SEG1 

[上記以外] 

入出力ポート 

4～6 T T T データバス ポート D 

7 T T keep 入出力ポート 

8ビットバス T T keep 入出力ポート 4～6 

 16ビットバス T T T データバス 

ポート E 

7 T T keep 入出力ポート 

4～6 クロック
出力 

[DDR＝0] 

T 

[DDR＝0] 

T 

PF7/φ 

7 T 

T 

[DDR＝1] 

H 

[DDR＝1] 

クロック出力 

4～6 H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

AS PF6/AS 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG20 

[上記以外] 

入出力ポート 

4～6 H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

RD,HWR PF5/RD 

PF4/HWR 

 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG19,SEG18 

[上記以外] 

入出力ポート 

4～6 H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

LWR PF3/LWR 

7 T T Keep 入出力ポート 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作モード 
リセット ハードウェア 

スタンバイモード
ソフトウェア 

スタンバイモード 

プログラム実行状態 

スリープモード 

4～6 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[WAITE＝1] 

WAIT 

PF2/WAIT 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG17 

[上記以外] 

入出力ポート 

PF0 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート H 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート J 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート K 4～7 T T keep 入出力ポート 

HTxD 4～7 H T Ｈ HTxD出力 

HRxD 4～7 入力 T T HRxD入力 
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表 D.2 各処理状態における I/Oポートの状態（H8S/2648、H8S/2648R、H8S/2647） 
ポート名 

端子名 

MCU 

動作モード 
リセット ハードウェア 

スタンバイモード
ソフトウェア 

スタンバイモード 
プログラム実行状態 

スリープモード 

ポート 1 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 2 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 3 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 4 4～7 T T T 入力ポート 

ポート 5 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート 9 4～7 T T T 入力ポート 

4、5 

 

 

 

 

L 

6 T 

T [アドレス出力時 OPE＝0] 

T 

[アドレス出力時 OPE＝1] 

keep 

[セグメント、コモン出力時]

Port 

[上記以外] 

keep 

[アドレス出力時] 

A23～A16 

[セグメント、コモン出力時] 

SEG40～SEG37 

COM4～COM1 

[上記以外] 

入出力ポート 

ポート A 

7 T T [セグメント、コモン出力時]

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント、コモン出力時] 

SEG40～SEG37 

COM4～COM1 

[上記以外] 

入出力ポート 

4、5 

 

 

 

 

L 

6 T 

T [アドレス出力時 OPE＝0] 

T 

[アドレス出力時 OPE＝1] 

keep 

[セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[アドレス出力時] 

A15～A8 

[セグメント出力時] 

SEG32～SEG25 

[上記以外] 

入出力ポート 

 

ポート B 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG32～SEG25 

[上記以外] 

入出力ポート 

4、5 L T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

A7～A0 ポート C 

6 T T [セグメント出力時] 

Port 

[DDR＝1,OPE＝0] 

T 

[DDR＝1,OPE＝1] 

keep 

[DDR＝0] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG24～SEG17 

[DDR＝1] 

A7～A0 

[DDR＝0] 

入力ポート 

 



 

付録 

RJJ09B0286-0800  Rev.8.00  付録-275 

2010.06.08  

 

H8S/2646グループ、H8S/2646R F-ZTAT™、 
H8S/2648R F-ZTAT™ ハードウェアマニュアル 

ポート名 

端子名 

MCU 

動作モード 
リセット ハードウェア 

スタンバイモード
ソフトウェア 

スタンバイモード 

プログラム実行状態 

スリープモード 

ポート C 7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG24～SEG17 

[上記以外] 

入出力ポート 

4～6 T T T データバス ポート D 

7 T T keep 入出力ポート 

8ビットバス T T keep 入出力ポート 4～6 

 16ビットバス T T T データバス 

ポート E 

7 T T keep 入出力ポート 

4～6 クロック
出力 

PF7/φ 

7 T 

T [DDR＝0] 

T 

[DDR＝1] 

H 

[DDR＝0] 

T 

[DDR＝1] 

クロック出力 

4～6 H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

AS PF6/AS 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG20 

[上記以外] 

入出力ポート 

4～6 H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

RD,HWR PF5/RD 

PF4/HWR 

 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG19,SEG18 

[上記以外] 

入出力ポート 

4 H LWR 

5～6 T 

T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 
[16ビットバスモード時] 

LWR 

[上記以外] 

入出力ポート 

PF3/LWR 

7 T T keep 入出力ポート 

4～6 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[WAITE＝1] 

WAIT 

PF2/WAIT 

7 T T [セグメント出力時] 

Port 

[上記以外] 

keep 

[セグメント出力時] 

SEG17 

[上記以外] 

入出力ポート 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作モード 
リセット ハードウェア 

スタンバイモード
ソフトウェア 

スタンバイモード 

プログラム実行状態 

スリープモード 

PF0 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート H 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート J 4～7 T T keep 入出力ポート 

ポート K 4～7 T T keep 入出力ポート 

HTxD 4～7 H T Ｈ HTxD出力 

HRxD 4～7 入力 T T HRxD入力 

【記号説明】 

H ：Highレベル  

L ：Lowレベル 

T ：ハイインピーダンス 

keep ：入力ポートはハイインピーダンス、  

  出力ポートは保持 

Port ：ポートの設定に従う（入力はハイインピーダンス） 

DDR ：データディレクションレジスタ 

OPE ：出力ポートイネーブル 

WAITE ：ウェイト入力イネーブル 
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E. ハードウェアスタンバイモード遷移／復帰時の 
  タイミングについて 
E.1 ハードウェアスタンバイモードの遷移タイミング 
(1) SYSCRの RAMEビットを 1にセットした状態で RAMの内容を保持する場合 

図 E.1に示すように STBY信号の立ち下がりに対し、10システムクロック前に RES信号を Lowと
してください。 
また、RES信号の立ち上がりは、STBY信号の立ち下がりに対し、0ns以上としてください。 

 

STBY

RES

t2≧0 nst1≧10 tcyc

 
図 E.1 ハードウェアスタンバイモードの遷移タイミング 

 

(2) SYSCRの RAMEビットを 0にクリアした状態または RAMの内容を保持しない場合 

（1）のように RES信号を Lowにする必要はありません。 
 

E.2 ハードウェアスタンバイモードからの復帰タイミング 
STBY信号の立ち上がりに対し、100ns以上前に RES信号を Low、NMI信号を Highとし、パワー

オンリセットとしてください。 
 

STBY

RES

NMI

tOSC

tNMIRH

t≧100 ns

 
図 E.2 ハードウェアスタンバイモードからの復帰タイミング 
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F. 外形寸法図 
H8S/2646R、H8S/2648Rの外形寸法図を図 F.1に、H8S/2646、H8S/2645、H8S/2648、H8S/2647の外

形寸法図を図 F.2に示します。 
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図 F.1 外形寸法図（H8S/2646R、H8S/2648R） 
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NOTE)
1. DIMENSIONS"*1"AND"*2"

DO NOT INCLUDE MOLD FLASH
2. DIMENSION"*3"DOES NOT

INCLUDE TRIM OFFSET.
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図 F.2 外形寸法図（H8S/2646、H8S/2645、H8S/2648、H8S/2647） 
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